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第35表竪穴住居跡一覧表

規模(m)
遺構KQ 時 期 検出グリ･ソト 平Idiプラン

主軸 横紬

SBl >l"期末蕊 11K．L，12K．L 梢Iリ形 6.1 5

SB2 I"期水錠 11G・H I']形ヵ (3.8） (3.7）

SB3 'I'期後，卜 32B-C、33B・C 台形力 5 4

SBI 不lﾘI 25B・C I'l形力 5 3 (4.6）

SB5 Iffl期後半 23M mi 4 4．5

竪穴状適構 不IﾘI 30～32A・B 楠Iリ形 9－．1 (6.6）

＊竪穴状遺構の岨梗は主軸が不明なため1と紬と蝿粕で示し

第36表炉跡一覧表

遺構NQ 時191 検出グリット 州剛 平面プラン

SB1 'I'期末賎 11 イ Ⅲいが力

SB2 中期末典 UG．11H イI小 が力

SB3 中期後半 31C i州 ､力i 円形

SB4 MVl 25B 可 州↓ が力

SB5 前期彼半 23M 地床即i 円形

SF1 中期ｲﾐ熊以降 14K fil'Hいが 方形

SF2 俄期 13H amい炉 方形力

SF3 ‘'0期水盤以降 1511 tmいが 方形

SF4 中期末葉 IIJ・'4K imいが 方形

SF5 中期水館力 2'I ｲ刑lいが 方形

SF6 中期末撲 251 amい炉 不明

SF7 彼期li'l半 23H <mい炉 不明

SF8 'I'期末嬢 25G -f7I'llいが 方形力

SF9 twi水典 25F amいが やや丸い方形

表37表土器棺墓一覧表

主軸

深さ(cm)

10～50

11)～2(）

5～2(）

1()～3(）

10～4(）

規模（ぐffl)

90×9(）

51)×訓）

(60)×(50）

(60)×50

,1()×：

5×‘15

0×65

30×一

60×一

50×‘1(）

牝間(m)

主軸

3．2

2．5

2．0

3－‘1～

3．7

横軸

1．B～
⑱ウ
ーーー

2．1

2．4

2.3

主軸方位

NlO7･E

別21.帆

N158-I

刺115.1

N108･E

深さ（“） 焼土のｲ『無

無

16 無

30 無

イ

5 イ

25 イ

23 イ

30 無

23 無

35 無

25 イ

30 イ

26 イ

25 イ

恥塘

遺構Na 時期 検出グリット
平面形 規棋（主軸×横軸、cm) 深さ(cm)

SZ1 晩M¥fi半 9F N62-W 円形 ､10×‘10 2(）

SZ2 晩m後半 11F NM'J'W 未検出

SZ3 晩期後半 8E N28.W tfil'I形 ×73 30以上

SZ4 晩期後半 17F S32．W 不明 12

SZ5 晩期後半 14G smv 未検出

SZ6 晩期後半 13F N121.W 未検出

SZ7 後fl* 11G 不明

第38表配石遺構一覧表(1)集石

遺構KQ II＃期 検出グリット 検出Iflj Wiiプラン 範I'll(Iと経cm×煙径cm)

SX1 後期力 27G ハ，肘 不定形 150×90

SX2 1IﾘI 11H IIM 円形 90×80

SX3 刑1ﾘI 12H IVW mi']形 75×30

SX4 nftltlli<半力 21K Ⅱ肘 円形 50×40

1

備考

石囲い炉力

UHiliiのみ検出。石囲いが力

一部破域。石囲い炉

一部破壊。石囲い炉

地床炉

備考

破壊されている

一部破壊。二亜土器敷き

破壊きれている

htlftiから刷平円畷検出

がｲiは三辺のみ検出

二爪土器敷き炉

一部砿壊

大部分砿填

一部破壇

土器敷きが、一部破壊

ｲT皿を敷く

t器 備考

蝿1

深鉢2

深鉢2

深鉢2 円磯を伴う力

深 鉾I

深鉢2

深鉢1 盤石があった力

備考

立ｨj、焼土検出｡

ｲiはすべて被熱している。

焼土塊検出。石棒出土。



－

遺檎池 検出 検111曲
土坑

平位iプラン 長径×煙徒(函） 深5cm
分剛

剛･k－t秘

の時期
出土石器 備考

SX5 22K 1W 不整惰F1形 2帥×85~lZ5 15－帥 IB ｲj峡･石麟未製品・RF･UF
・土覗具・切、石鉾・剥外 絢数個の上坑力．焼姦あり．

SX6 25 1W 円形 70×65 40 八 I前CI1I不'91 縄ji 付ﾊ･M1上．‐化墳墓力

SX7 1I h'肝 不整111彫 】伽×80 70 II CIICⅡI不II ｲj蝋・打欠石錘・切11ｲf鉾
･剥片

.13鏑厭力

SX8 15 1用 不繁IⅡI形 60×50 55 B ｲi鰍・RF・くさび・切11ィf
糠・剥ハ 骨ﾊﾞ、炭化物出13．土壌墓か．

SX9 15 I，肘 111形 80×80 55 B CⅡCIlI UF・凹磨布

SXlO 15 1V剛 IEI形 75×75 15 11

SX11 20K IVW 不明 55×－ 70 ID力 CIICI1I晩不印1 術錘・RF・打欠石漣・切11
《i錘・剥片

先にあった_I息坑を砿壊して作ら
机6．このため現物$二は混じり
がある.土偶､骨j;-,炭化抄M1十＝

SX12 25K V明 円形 70×70 鋤 111 繭CII】

SXl3 22K V制 不醸111形 帥×鋤 ” IC CIICIII 剥片 骨片出-k．上積唾力

SX14 211 V卿 脇111形 “×抑 45 IC CIII不明 二13稿鳳力

SXl5 2311 V府 梢lZl彫 弱×45 別 11） SK･1的の蝿土に掘り込む.SX29
とin物犯じる．

SXI6 2311 V用 ''1形 80×70 73 IC CIIl不【ﾘI 切11ｲ了漣 I:稿虹ヵ

SX17 23G Ⅳ府 惰I【I彫 185×11(） 110 111 前CIIClIIイ;IﾘI 石蝋・削器・掻器1．1《F・
切Ⅱ石錘・剥片

SX18 ”G 1V肘 Iリ彫 125×120 ” 113 CIⅡ不叩I UF・剥凡 焼け i腿入

SXl9 23F ﾊ゙用 不聾円彫 130×125 l“ I【） 不可I ｲi麟・切、伺漣・剥片 廿片I 二1も

SX” 24G IV制 IhIII影 170×卯 75 lB 土審j
I『て‘

IjSX21と同時に取り上
り拘剃でさず．

SX21 24G ﾊ゙層 梢Iリ彫 180×95 70 IC 前CIICⅡ1晩不lﾘI
ｲi鰍・掻器lI・UF・切Iリイ了
鉢・剥片

in物I SX20に脚じ

SX22 22E 1V卿 柚IUI形 l20x95 45 】C 後 剥片．

SX23 21F IVW 隅111方形 140×1側 50 111 やや1Mり･$・ざ

SX2.1 25, Ⅳ1W 111形 l卯×120 60 IIB 前ClII後晩,181WI RF・切11行錘

SX25 24, IVW 111影 I側×” 93 1A？ CICIICIⅡKIiQ晩不191 ｲi蟻・UF・土堀典・切Iリィi
雛・剥片

SK427を破墳．迩物には没じり
の｡I能性がある

SX26 241 11珊 提方形 1卿×釦 抑 IC

SX27 24E 11府 不整111形 110×'㈹ 20 IB 繭CICIICIⅡ後不191 IJF・土壊典・剥片 廿叶出土

SX28 23C 11別 隅 11方形 l20x105 卯 IC CII不IﾜI 上塙聴力

SX29 231 11聯 リ形 65×60 釦 IC CⅡClⅡKII後不191 SX】5と、物醍じろ．

SX30 281〕 11聯 リ形 80×75 50 111 CIlIKI不lUl 鵬潤ｲj斧

SX31 31, 11肘 11形 75×70 55 IC VI uIIｲi鯨・剥片

SX32 28C 1V肘 11形 65×60 35 113 不叩I 剥批。

SX33 測り IVW ,1唖Iリ形 70×65 ‘I{｝ I【） 刊片

SX34 23B 【Vw 不整形 155×85 和～45 II） 剥片 土噴且力

SX35 23B IVW 梢111形？ 180×(95） ” 111 不明 剥貼 土壌艮力

SX36 23B WW I【l形 55×55 ” 11＄

SX37 23B 11.W 楕Iﾘ形 110×85 釦 1恥 ClⅡ不啄1 伽蕗・RF・剥片

SX郷 2lM IIw 円形 ”×師 30 IB CII1後邪馴 剥片。

SX39 23M lⅡ卿 梢円形 70×50 35 IB 不珊 ｲj匙・打欠石錘・剥片

SX40 23M ⅡI用 ＃ 11形 95×65 50 111 CIICIIIKI不IﾘI 掘器I・剥ﾊー 炭化物111土

SX41 8B 1V刑 I|形 60×55 35 IIB

SX42 9B IVW M り彫 90×50 40 IB CⅢ不IW 麻ｲi・剥ﾊ． t椿届力

SX43 26B 1V用 柵 11形 80×40 50 IC？

SX44 18F ﾊ゙肝 I 形 75×70 郷 IB 焼撮を件う

SX45 26F IVW 梢 11形 l05x95 55 ''八 CIII晩不明 切n石鉾・判片
土坑内11二段で一部テラス状を
F1､.f-ろ.貼ｲiが二段の内､テラス
邸を含めた下段の壁面にある．

SX46 26F IVW I 形 75×“ 45 11A CIⅡ不明 I''1鵬ｲi・剥片 Uﾘ】確な
に鮎ｲi

Iはないが土坑.下部壁面
‘ある．廿片出土

SX47 27F V肘 形 75×65 45 11A 前ClIl晩 剥片 ｊ
ｆ

坑内
M･'11

》状況はSX45に似る。
ゅ●

SX48 11A V肝 柏 l形 115×85 55 III1 CII】不即I １ 塙筋力

SX49 l3B V制 I 彫 110×90 35 ⅡC ｲ;明 RF・剥片 ざI嫡届力

SX帥 12B V用 梢I 影？ (140)×80 35 IIB 舷ｲ了 」 噴堪力

SX51 12B V用 柏 11形 115×80 釦 IIC 土壊風力
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第40表ピット(P)一覧表(1)

NQ グリット Iと軸×知柚 出-いⅢ物の時朋
Uルリ
WOpTｲi 愉鳴？

1 81 5()×‘1(し
ワ
』 811 ､10×3(） 不叫

3 811 60×一 CIII

１
帝 811 90×60 晩

5 8Ⅲ 80×60 石盤

6 8G 50×‘1(） KIKll

7 8 G 20×－
P8－P9

8 8 G 3{)×－
P7－P9

9 8（ 30×－
P7－P8

0 8（ 5()×一
＜SK3

1 8（ 71)×6(） I晩不Iﾘ】

2 81 ‘15×､111

3 8（ 12()× CⅡ11晩

.I 8F 3(j×－

5 8 F 6(I×5(し

6 8 F 3×6(）

7 8 F 0×6(1 I晩

8 91 ()×60

9 9 G l()×70

20 9 G 0×一
P21－P22、1，23

21 9G {l×一
P20－P22、1，23

22 9G (し×一
P20－P21、l>23

23 9 G 7()×一
P20－P2LI>22

24 9F 6()×一 CⅡClⅡ【塊 P25

一
ひ

ワ
』 9F 81)×－ CⅡClⅡI晩 P2．1

26 9F 75×6(） 晩 駒1片

ワ
ｊ

句
皇 9F 6()×51）

9 F 6()× (） SZlと1面lじ

29 101 5(}× ， 晩

30 101 罰×一
P31－I〕

31 】01 6()×－ P30．P

101 50×－
P30－I〕31

33 1011 8()×30 晩不明

34 10Ⅲ 20×l(）

35 1011 30×21｝

36 1011 前〔｝×j(）

37 】()11 55×45 I晩

38 10Ⅱ ‘15×4(） I晩 劇lパー

39 1011 ”×5(I CIⅡ晩

(） 1011 75×60

1 1(jG 100×7(） 晩 剥片

‘）
ｰ 10(； 5()×51）

3 lOG ､15×.10

4 lOG 4()×一
＜P､15

5 1OG 8()×8〔） I晩 ＞P､1』I

6 lOG 75×－
SK11

7 10F 35×一
P48

8 10F 浦×－
P47

49 llG 3(｝×3(） CIII晩

50 llG 3(1×一

51 1()F 511×－
P52I》53．1，5‘1

？
］

Ｐ
ひ 】(1F 5()×－

P別一P53－P5‘1

3 10F :M)×－
P51－P52－I》

4 10F 70×一
I》51P詑一1，53

5 10F 7(l×70 晩

6 1()E ．l(j×－ CII
＜SK17

7 11J 5()×.111

8 11J ’1()×－

9 11J 鵬Ⅱ)×一

60 11J 机)×､11）

61 11J 30×2(）

62 11J 5(l×』10

63 111 60×－
負K19

64 】11 8()×6(I

65 l】I 9()×6(）

66 111 (){)×､11）

67 111 9ID×“ 晩

68 l】11 2(l×一
＜SK21

69 1111 3()×.l(}

70 1111 50×50

71 11Ⅲ 6()×60 CII

72- 1111 :$()×:M）

73 1111 41)×;10

74 l1G 50×‘1(） 前CII
P7月

75 llG <M)×30
P74

76 11G 60×一
P77

77 l2G 6()×一
P76

78 l1G 410×－
P7q

79 llG ×－
P7g

80 11F 6(l×一
＜SKI.】’記
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第41表ピット(p)一覧表(2)
NQ グリット 股軸×畑紬 出土遺物のI群期 石 器 1棚考
81 11F 3()×30

82 11F 50×‘1(）

83 11F 40×－

84 11F 30×－

85 11F 30×30

86 11F 30×25

87 11F 40×31） 晩

88 11F 40×－ ＜ID89
89 11F 60×50

＞ID88
90 11F 90×80

91 11F 80×一 /1もIﾘI ＜SZ2
92 he 65×50 晩小IりI

93 12J 50×30

94 11J 70×30 CIIClllィW1
95 11J 30×30 CII 網1片
96 12J 20×20

97 12J 30×20

98 121 35×25

99 12J 20×20

100 121 35×30

101 I 60×50 ClⅡ 剥片
102 I 65×65

03 121 30×－
IDIOI

04 121 0×一
ID103

05 121 0×30

06 121 O×25

07 121 0×50 CII

108 121 O×5(）

109 121 O×－ I〃】l〔、
110 121 0×一

IJI
111 121 00×－ C l l C 川 小 明 '’113
112 121 10×90

3 1211 7()×－ ID111，1》11．8
4 1211 8{)×一 cllI Pl13、PIl5
5 1211 60×一 I》11.1
6 1211 40×30

7 12Ⅲ 45×一
lJIl8

8 1211 70×－
'’117

9 l2H 50×20 LJlII

20 12H 30×－ し111
'’1Z1，1’】22

21 l2H 30×－ CIⅡ l〃12(}
ツo》
ｰ← l3H 30×－ LIlI 1，120
23 I2H 25×2(）

2‘1 l2G 60×6(）

l2G 50×－
＜SI《31 DI26～P130

126 l2G 60×－
ID125，1》 27～l>130

127 I2G 40×－
I》125，1， 26、Pl28～Pl30

28 I2G 40×－
I》125～I 127，1》130

29 F 70×一
＞l》128 '125～Pl28、Pl30

30 F 90×一
lJIZ9

31 G 60×－
5K‘11

G 60×一 しlⅡ
5K32

133 12G 5()×､10 /1､BﾘI

13.1 l2G 30×30

35 l2G 60×‘10

36 12F 30×一

37 12F 60×一
＞5K044

38 l2E 80×－

39 12E 50×－

d10 12E 30×31）

41 l2E 60×611

42 12K 60×－
＜SK(j1(》

43 13K 30×30

4‘1 13J 6()×－
＞51M胴1

5 13J 40×、10

6 13J ･10×35

7 13J 90×80 encm
8 13J 90×－ encm晩フ ､明 打欠イ1陣･切凶石睡 l〃1.1リ
9 13J 80×－ CIICⅡI晩戸 ､明 l〃1．15
0 13J 50×－

1 13J 20×20

:〕
リ
』 13J 40×30 し11

C5群I“f出土
53 13J 60×60 しlⅡl塊／1,1ﾘI 利j1．
54 131 75×70

55 131 50×50 し111

56 】31 50×－
'’157

57 131 7()×一
＞1，158、’’156

58 131 70×一 l配4，ﾘﾘI 切11イj陣 ＜’'157．1，158
59 131 70×－

＞l〃158
60 l3H 50×30
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第42表ピット(P)一覧表(3)

ｩbqﾖ~

NQ グIル，卜 lを軸×蝿軸 出土遺物の時期 ｲI器 備考

口61 l3G 20×－ IDl62

口62 l3G 30×－ '’161

口63 1.1M ,10×30

口64 1.1M 31)×30

口65 M1． 41)×3(）

口66 M1． ,11)×35

口67 ML 61)x5I）

口68 1.1K 81)×40

ロ69 1,1K 81)×81I CⅢ ＞ 、17(）

口70 15K 50×一 ＜ ’169

口71 MK ()×－ I, 72，1，1

ロ72 MK 0×－ encmnfc l＞ 71、＜’'173

ロ73 M1〈 ()()×－ CIICIIIi* I》 71、＞1，172

74 M1〈 ()×71） CIⅡ晩不明 剥片

75 MJ l()×8〔I CIⅡ不IﾘI

ロ76 MJ ()×21） ＜SKO“

ロ77 MJ 0×－ ＜SKO66

口78 MJ 0×一 ＜SK()67

口79 14J 0×5(）

口80 MJ 0×一 ＜SK

ロ81 141 0×－

恒82 141 0×‘10 Cll

旧83 131 (l×－

ロ84 141 (l()× encm晩イミ明

恒85 1411 90×－ ＜
4

KO73,1,186、P187

恒86 MII 80×－ I》 85、Pl87

恒87 1.111 120×－ I＞ 85,P186

厄88 M1 50×一 ｲく明 剥供 I） 8月

恒89 l‘11 60×一 CIIC川晩イミ明 剥片 I＞ 87

ロ l‘111 ZO×l()0 CIICIII

ロ l‘l〔） O×一 encmki晩不明

ロ92 1.1（｝ O(}×50

ロ93 1．1（） O×一 ＜SKO60

ロ9．1 '’1G O×一 ＜SKO79

ロ95 1.lG 0×50 CIⅡ可 明 剥 片

口96 l3G 0×一

口97 l3G Ox－ CIⅡイ 明

98 MG 70×－ 晩不lU
．
！ 剥片 I》199,1,200,1>202

99 1.1G 60×－ 晩イ《Iリ
．
！ 1,198、ID200，P202

O(） 1.1（》 :M)×一 ID198.1,199、ID201、P202

2()1 l‘1（） 30×一 1，198～P200，P202

2()2 M(） ()×一 CⅡIイ､明 PI99～P201

203 MF ()×弱(） 不'ﾘI

20.1 l‘1F ()×一

205 l‘1F 80×一

206 l‘1F 81)×－

207 15F 5()×－

208 15 60×50

209 15M 60×30

21(） 151〈 5()×50 イミIﾘ】

211 151〈 8()×6(） CIICⅡI 剥 片

212 151《 80×80

213 l昂K 00×80 CII

2ル1 15K (l×－ SK )91

215 ir.J (l×－ ＜1Ko91

216 15J ()×－ ＜
1

KO92

217 15J 10×90 cm晩

218 15J 1(｝×100 ciicm不明 切lUi'tt ＞ '218

219 15J Ox－ ＜ '217

220 15J 9()×80 cueⅢ晩不明

221 15J 30×一 ＜ D219

‘)')･）
＝七一 15J 50×－ ＜SKO94

型3 1.11 120×80 ciicm不明

22.＄ 151 130×一 CIICIII雑不明 I〕225，1，226

ウウ
ーー :》 151 (X)×一 ＜1，226

226 151 90×－ ＜1,224．P225

1．11 20×70 CICIICIII晩不明 瞬製石斧･剥A

228 151 0×7(） ＜SK()98

229 15J 0×－ ＜SKo96

230 151 I)0×－

231 151 0×一 cii>v*m 剥 片 P231

232 151 l()×－ CII不明 lD2:10

233 1511 {)×一

23．1 1511 6〔)×一

235 1511 6()×一 ＞SKⅡ)2

236 1511 7(l×50

237 1511 ‘10×－ ＜I》237

238 1511 80×100 不IﾘI ＞1，236

2（ 1511 20×20

241） 1511 7()×－
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ピット(P)一覧表(4)
､

1 グリット と紬×知軸 出土遺物の時期 石器 備孝
ワ
』 1 1511 0×－ CIlCIⅡ不IりI 剥片
ワ
』

ワ
ー l5G 30×－ ciicmki後晩不IﾘI 土肥典 P242・P245

ワ
』 3 l5G 30×一 ciicmki後晩不lWl 剥片 P241・P245

2 4 l5G 00×70 ClⅡ晩 掻器l・剥片
2 5 l5G 0×30
ワ
』 6 l5G 00×－ encmki後晩不IﾘI 1，242．1，245

2．87 l5G 60×－

2．18 15G 80×60

2．19 l5G 70×60

50 l5G 60×一 維晩卒IﾘI

51 15F 60×一 SKlO6､SKlO8
52 15F 0×一

53 15F 0×一

54 15F 0×一 SKlO9、P255
55 15F 0×’10

56 15F ()×一 ''253
257 15F 0×一

258 15F O×5(}

259 15F 10×80 ＞P259

260 15F 0×一 ＜P258
261 15F 5×－ ＞P261
262 15F 35×一 ＜P260・P262
263 15F 90×8(） ＞P261

261 16M 25×25

265 16M 5×25

266 16M 5×25 ＞SKIll
67 16M 5×25

68 16M 0×《M）

69 16 5×21）

70 16 5×21）

71 16M 0×25

72 16 5()×‘10

273 l6L 3()×30

27,1 l6L 5()×35 CⅡI

275 l6L 8()×70

276 I6L ‘10×30

277 l6L 5()×.15 CIIlift
278 l6L (i{)×50

279 l6L 7()×50

280 16K .I()×一 ＞SKll3
281 16K ､15×20

282 16K 7()×－ Clイ51ﾘI P282
283 16K 70×－ CIイ§IﾘI P281
284 16K 70×－

285 16K 70×一 ciicm晩イミIﾘﾘ 切、石睡･剥片 SK90
286 16J 11()×8(〕 CIⅡ後 ﾐ明 打欠石錘･剥片
287 16J 70×一 CIICI 維晩イ IﾘI P287．P288､＜’’287
288 161 50×一 CIICI 徒晩イ 明 P286．P288､＞I〕286,＜1,288
289 If)J 80×－ CIICl 後晩イ 明 P286.1,287､＞P287

0 16J 00×90

291 16K 0×－ ciicm晩イ<明 SKll5
292 161 30×70 CIICIⅡ晩不明 伍核･切目石鐸･剥片
293 16J 0×－ CIICIⅡ後晩A《明 P294，＞P293．1，29‘1
29.1 16J 0×－ CⅡIイミIﾘI ＜’'292
295 16J 0×－ CIICIII後晩イミ明 1,292、＜P292
296 16J O×－ ''296
297 16J 10×－

298 16J 0×－

299 16J 0×－

300 16J 0×一 ＜P300
30 16J Ox－ ＞I〕299
30 16J 80×一 cm不lﾘI 剥 片 ＞SK119･SKl20･SKl2I
30 17J 70×一 ＜SKll9
30 161 60×一 ＞P304
30 161 ､10×一 ＜P303
306 161 6()×－ 剥片 ＜SKll8
3()7 161 6(l×一 綾イ IﾘI 剥｣片 ''3()7・P3()8
308 161 6(}×一 催イ lﾘI P306・P308
309 161 6{)×－ 雑イ 1ﾘI ''306．P308
310 161 6()×6(） しlⅡ

311 161 5(1×30

312 161 35×35

313 161 8()×－ CIClⅡ晩不IﾘI 剥片 P313
314 1611 80×一 LIClIlI塊ィ､IﾘI P312
315 1611 40×一

＞P313
316 1611 60×一

317 161 1()O×8(）

:118 1711 4()×‘10

319 1611 l(X)×一

320 1611 70×－



7

第44表ピット(P)一覧表(5)

NQ グリット li袖×蝿紬 fll-hi宜物の時期 石器 偽￥

32 1611 70×－

32 16Ⅲ 60×一 ｨ､IWl

32 1511 60×－

16Ⅲ 劇)×一

32 1611 100×6(’ KI惟晩不明 UF

32 16Ⅲ 50×35 ６
０

32 11 Ⅸ)×.10

328 l6H 35×30

329 16Ⅲ 60×訳）

3： 0 1611 60×60 CⅡI

3： 1 16Ⅲ 100×60 CIICII不Iﾘ1 土掘具･I"1岐磨石･剥片

3： 2 G 80×－ CIiIK 徒晩不明 1，332．1，33$・P3制

3： 3 l6G ’1()×一 CIⅡK 維晩不明 '’331．1，33I・ID134，＜i>333

3： 4 l6G 61)×－ CIIIK 徒晩不明 ''331・’'331．ID134，＞ID332

3： 5 l6G 11()×－ ClⅡK 徒晩不IﾘI 剥片 '’331．1，332．1， 133

3： 6 l6G 7()×61） CIⅡイ《IﾘI 剥片

3
ワ
』 l6G 55×,11）

3； 8 16F 6()×一

3
－
３
－9 16F ‘10×30

3
－
４
－
0 16F 5(し×‘10

3
－
４
一】 16F × I晩

3
’
４
一
2 16F ()×3(、

3
’
４
一
3 16 0× (）

3 ‘1 17 {)〔)〉
一
〃
、
一 iO

345 17 ()×
－
１
－
0

3』 6 17 5×
－
－
－
3

3 7 17 5×
－
５
－
0

3 8 18M 0×
－
４
－
{） CIICIII不IﾘI SU5の~ド

3』 9 l7L ()×
－
４
一
(）

0 l7L 70× (）

351 l7L 5()×
’
４
一
0

352 l7L 6()×
’
４
一
0

353 171〃 7()×
’
４
’
(） ClⅡ不IﾘI

35.1 171〃 55× (）

355 l7L 0×一 1，355

356 l7L 0×一 1,3

357 l7L 5×60 不IﾘI

358 17K (l×30 ＞ID358

35 17K O×一 ＜I》357

360 I7L 0×30 KI晩

36】 l7L 30×30

362 16K 50×一 ClCII不明 P3

363 】7K ,10×一 CICII不lﾘI P361

361 17K 塵10×一

365 17K 60×’10

366 17K 1()0×70 CII不lﾘI 剥片

367 17K fi(D×－ ＜SKl31

368 17K 90×7(） CII晩イミ明 衝核･剥片 I》368､＞’'368

369 17K 50×一 CII晩f明 P妬7、＜I》367

370 17J 50×､10

371 17J 55×30

372 17J 0×一

373 171 5×50

374 171 00×一 ＞SK123

375 171 0×一

376 17J 0×一

377 171 60×一

378 171 60×一

379 171 70×6(） ClⅡイミ1ﾘI

380 171 ‘10×一 晩 ＜SKl23．＞P380

381 171 ‘1()×一 晩 ＞P381、＜lD37

382 171 ‘15×一 晩 ＜P38()・’'382

383 171 7()×一 I漁 ＞l〕381

3841 171 7()×5(） CIII不Iﾘ1 土掘叫･綱1片

385 171 7()×‘10 I晩

386 171 50×－
＜’’386

171 9{)×70
＞’'385

388 171 80×一 CIICIII 打欠石錘･駒1片 P388

389 1711 l()()×一 CIICⅡI I>387

390 18 ×2(） SU7の~ド

391 18 25×2(）
ソ
》 18 40×:M〕

RU6の下

393 19M 4(}×40 不IﾘI

394 19M 45×4(）

395 19M 3(j×30

396 M 30×30

397 19L ,10×4(）

398 L 25×25

399 l9L 70×60 CII

400 l9L 55×3(） CII
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第45表ピット(P)一覧表(6)
NQ グリット 艇軸×迩軸 出f遺物の時期 石器 備考
01 191〃 20×20

02 l9L 40×30 不明

03 l8L 30×30

0‘1 l8L 35×30 CIⅡ

05 l8L 60×40

06 l8L 50×－ CIICIⅡ不明
07 l8L 40×2(）

‘108 18L 30×20

409 l8L ､1()×3(）

4110 18L 60×60

I l8L 3()×25
リ
』 l8L 2()×20

3 l8L 90×7(） 不明 剥片
,1 l8L 40×35 CIⅡ

5 l9L 40×‘10

6 l9L 50×－ SK 47の下
7 l9L 50×－ SK 47の下､風倒木の一部
8 191〃 50×－ S K 47の下､風倒木の一部

‘119 l9L 50×－ S K 47の．ド､風倒木の一部
‘120 l9L ‘10×－

‘121 l9L 50×一 CII後不明 瞬製ｲf斧･打鈍･剥片 P4 l・P422
d122 L 80×一 CII後不明 P420̂ 422､風倒〉 ﾐの一部
423 l9L 60×一 CII後不明 P420-P421､風倒〉 芯の一部
424 l9L 5×30 後晩不明

ワ
』5 18K 5×60 不明 剥片
26 18K 0×－

27 18K 5×一 P．’
28 19K 0×40 P．125
29 18K 0×30

30 18K 80×80

31 17K 50×35 不明

32 】8K 50×‘15 後

43： 18K 50×－ ClⅡ》 §明 P433
,13,1 18K 40×－ Clll2く明 P432
･135 18K 70×5(） 晩

36 18J 90×80

37 18J 50×35

･138 18J ,10×30

J139 18J 50×‘10 CIII不明

‘140 19K 90×－ ciicm晩不明 剥ハ.
‘141 19J 70×－

’1．12 19J 80×－

4‘13 19」 50×‘15

4．14 191 60×40 CIⅡ不明

4．15 191 60×5(）

‘1.16 I9J 50×一

‘1.17 181 5()×－

,18 18J 7()×60

‘19 18J 40×一 晩不明

50 181 50×40 CIII

51 181 60×一
ワ
』

一
① 1811 55×－

53 1711 70×－ 不明 P‘153
5‘I 1711 70×－ 不明 P452
55 l8H 50×､10 SK167の下
56 1811 40×･10 SK167の下
57 1911 9()×一

58 191 50×45

‘15 191 5(l×30

60 191 60×‘10

61 I 80×6(）

62 I 50×40

63 1911 60×一

“ 11 60×一

65 1911 90×60

“ 1911 50×35

67 l9H 40×40

･168 l9II 50×･10

‘169 1811 ○10×－ SK 76の下
．17(） 1811 50×40 S K 76の下
71 1811 60×－

SK 76の下
72 18Ⅲ 50×－

SK 78の下
73 l8G 50×－

S K 78の下
7．1 l7G 75×5(）

･175 l7G 6()×60

､176 1711 .l()×30

曇177 l7II ●10×’10
SK185の下

,178 l7G ●10×－
''478

479 l7G 45×一
P477

‘180 17(； 60×一
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第46表ピット(P)一覧表(7)
NQ グリソト 妊軸×迦軸 出土通物の時期 ｲ』器 欄考

ロ81 17(； 70×60 不明

口82 l6G 30×30 SKl80の下

口83 l6G ‘10×30 SKl80の下

口84 l7G 60×－ 晩不明 I》､18.1.＜ID.'別

口85 17(； 60×－ 晩不明 1,.183,＞I，.183

ロ86 l8G 5()×一 CII不明 UF-切ilイj鉾

口87 17(； 50×.'(）

恒88 l8G ､10×一

旧89 l8G 60×一 ＞SK183

恒9(） 18F 7{)×一 ＞SK183

91 l8G 70×一

492 18(） 50×－

493 l8G 6()×一

口94 l8G 5()×一 §K185の下

回95 l8G 60×－ SKI85のK

口96 l9G ×60 不明

口97 l9G 』1()×－

口98 l9G 7()×6(） 51〈189の~1

ロ99 19F 6()×一 SK189の1

iOO 19F 50×一 SKI89の~I

501 19F 6()×一 SKI89の~I

502 『 jl1)×－ SKl90の1

503 19F 80×50 SKl97の1

504 17F 8{)×50 SZ1とIn]じ

505 17K 100×70 SK191の1

506 16F 7(､×－ SKl91の1

507 16F .l(l×3(し SKl29の~1

508 16F 60×一 SK121）の~I

509 17F 70×一 5K12()の~I

5】0 17F 50×－ SKl91の1

511 17F 0×5(） Sl《191の1

5】2 17 Ox－ SI《192の1

513 17 ()×20
gK192のド

514 lHF ()×一

515 l8E O×一
＞’'515

516 18 0×一 ＜’’514

517 18 0×

518 18E 1)×－

519 18 ()×一

320 19 80×－

521 18F 6()×60

r》
と 19F 8(､×一

P522

523 19F 80×一
ID521

52JI 19F 70×一

525 19 12()×

526 19F 80×一

527 19F 50×一

528 19F 50×一
負I<197のド

529 111． 80×－ CⅡI RIlli:11;穴

530 】lL 5()×－
Sl311賊IIi

531 111‘ 80×6(）
SB1Mk穴

532 12M 0×一
SBIlⅢi41

533 12M 0×－
SB1i:枇穴

534 13M 0×－ 剥片 ＜lD5‘11

535 l2L 9()×80
§IBliZ牝穴

536 12M 20×20

537 12M 60×40

538 12M 30×30

539 12M 50×30

540 12M ‘10×3(）

54】 12M 50×3(）

542 13M 50×一
＞P533

543 13M 80×30

54‘1 13M 50×30

545 l3L 6()× 0

546 13M 20× 0
SI〈1”の~Iざ

547 13M 50× (）
SK199の下

548 l3L 70× 0

549 l3L 60× 0

550 121. ‘10× 0

551 l2L 0×111）
RB1ヵi跡

552 26L 25×20 RF･剥片

553 271 30×20

55拳1 261 50×50

555 271 ､10×30

556 271 .15×30

5 7 271 30×25 不明
Ｆ
り 8 27‘ 50×35

5 9 26 6〔)×50 〔~?1Ⅱ 綱1片

560 26 51)×4(） lWiCIICⅡI
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第47表ピット(P)一覧表(8)
%q グリット li袖×煙紬 出土通物の時期 イ 器 傭考
561 26J 3()×20 打欠石鉾 剥片
562 26K 7()×・10

563 K 60×20 CII不明 異形石器 剥片
56‘1 26K 100×50 石鰹未製 11

565 25K 6()×10 glI

566 25K 60×301
67 23K ‘10×30

68 25K 50×‘10 CIICIⅡ

69 25K ‘10×40

70 25K 50×30 石触･剥片
71 25K 25×25

72 25K 0×40 剥片
73 25K 0×30 剥片

574 25J 0×30 Ⅱij

575 25K 0×35

576 25 ()×30

577 25 0×30

578 25 ()×30

579 25 1)×

580 25 ()×5(） ClⅡ

581 25 O×40 ClⅡィ､lﾘI 石城未製lilt
582 2‘1 50×40

583 25 80×8(） SXlとlljjじか？
58‘1 40×一 Ijリ ＜SK()(〕9
585 0×’1(） CII くさび･剥片
586 26 ()×,10 CII

587
Ｆ
①

り
》 0×30

588 26 0×25

589 26 0×35 ClⅡ後 剥ハ。
590 27 50×‘10

591 26 5()×一

92 27 8()×60 L;111′1,1ﾘI RF

93
守
』

？
』 5()×10 IiリCⅡI

9‘1 27 90×一 ClⅡ不明

95
辱
＃

④
』 HO×一 くさび

96 27 80×－

97
【
Ｊ
ｇ

？
』 50×一

598 26 70×一
百
Ｊ

一
ｆ
一
明

5” 26 60× 0
一
ｆ
一 明

6N 26 70× 0

601 26 9【)× 0 にⅡI

602 26 50× 0

603 25 60× 0

6041 25 5()× 0

605 25Ⅲ 7()× 0

606 2511 ･10× 0

607 2511 ･10× 0

608 2511 3()×30

609 2511 90×6(） 石触
6 0 24L 35×3{）

6 1 24L J1{)×3(）

6
ワ
と L 30×2

6 3 L 25×2

6 4 23L 3()×2

6 5 23L 20×2

6 6 23L 40×3 11リ 剥片
6 7 23L 60×30

6 8 2,1K 40×3(） イ､明

6 9 2‘1K 35×35

620 2‘1K 30×2(）

621 23K ･1()×3(） 剥片
622 2‘1K 2(〕×20

623 2‘1K 5()×‘15

62‘I 23K 35×20 CⅡI

625 2.1K 70×30 Ⅱ'1

626 2,1K 20×20

627 21K 20×20

628 2$K 35×30

629 21K ‘10×－

630 2.1K 50×一
騎K370とI0iJじ

631 21J 20×

632 24J 5(〕×30 11リ

633 24J 3()×25

63‘1 24J 40×35

635 24J 20×20

636 』 7()×･1【）

637 』 30×30

638 ●I 60×35 11リ

639 21J 30×30

64(） 2，11 120×10(’ しⅡI RF･測片 局K】9{)とI"jじ、＜SX21
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第48表ピット(P)一覧表(9)
N(1 グリット lと柏×短軸 川上峨物の閃期 石器 備考

6．11 2311 10×30 剥片

612 22L 30×30

6J13 2L 50×40

6,1‘1 2K 60×一 CIIClIlflﾘI

6‘15 2K 30×－

6‘16 3K 25×－

6‘17 3K 50×35 前 刺ハ．

6‘18 3K 5()×40 Cl

6.19 23K 20×20 晩 'てIﾘI

650 23J 45×40 不M

651 231 50×30 CIl ’後 剥片

632 23J 20×－ Cil

653 23J O×30 前 |‘剥片

654 23J 0×・10 Cl CⅡI晩イ51ﾘ'I 駒1片

655 L 0×30

6郡 22L 0×60 前晩不明 網1片

657 22L 0×50 Ⅱ ciicmmi 剥片

638 22L 0×30 （ 11

659 22L ()×－ F1 IﾘI ＜SK17

661） 22L 30×－

66 22K 50×40 剥片

22K 4()×30

66 22K 30×

6(1 21M 30×30

66 21 ､10×40

666 21L 40×30

“7 21L 30×－ 不lﾘ1 染11片

668 21L 30×一 駒1片

“11 21L 40×30

670 21L 30×3(） CⅡI

671 21L 25× CⅡI

672 21L 30×25 剥片

673 21L 35×30

6 ‘1 21L 30×30 石雄未製姉･剥片

6 5 L 』0×40 CIII 剥片

6 6 L 60×50

6 7 L 30×30 不1淵

6 8 M 30×30

11 9 L .10×●10 綱1片

I〕 0 2()L 6()×50 前CⅡI 切11石錘･綱1片

681 2()K 50×50 CIII

682 2711 40×30 前CICIICIⅡ維晩イ51ﾘI

683 2711 70×50 不明

684 2711 鯉15×－

685 27Ⅲ 40×－ 前CⅡIfIﾘI

686 2711 40×－

687 2711 50×一

H 27Ⅲ 60×50

6 27Ⅱ 50×40

690 2611 50×－

691 2611 61)×－ CIICIⅡ小lﾘI 削器

692 2611 3()×－ ClⅡ ＞ID ,13

693 2611 O×－ ciicm不明 ＜l,.12

691 2611 0×－ 後 1，1．1

695 2611 ()×－ l》1．1

()96 27Ⅲ (､×－ 不ll

697 (； O×、10 網1片

6 ;G 0×50 Cl cmkiiit 剥片

6” 20K 0×40 CI

7()0 20K
言
ｊ
一
0×40

701 K
－
４
』5×30 CI CⅡI 廃翌石斧

702 21K
。
ｌ
・0×30

703 21K
国
４
』O×35 Cl

701 21K （0×50 IiiIClCllIィ引Ijl

7()： 22J
け
ｑ 0×2(）

7(X 20J
９
１ ()×50

7()7 2(1K
＃
、 O×一 CIICⅡl惟晩 網 片

708 ()K
１
■ O×－

709 20J 10×－ 晩不IﾘI 熟1片

710 20 0×30

711 20
４
ｑ 0×30 I晩 切側イi鋒･剥Ⅱ1．

712 20 40×35

713 ､10×40

71．1 271 80×60 CⅡl不Iﾘ! 切11石錘･剥】片 ＞SK

715 271 60×－ CIIClIlfIWI 石盤未製品･剥11.

716 271 釦 ×一 刺CⅡI

717 271 “×－ CII不lﾘI

718 26G 兜×50 ClII不lﾘI 石滋

719 F 60×50 CⅡI不lWI 剥片

720 26F 50×－ KI不明 ＞’’188
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ソト(P)一覧表(10)9

Nu グリ;ノト 長軸×短軸 川tj胤物の防期 禰器 備考
721 25F 3()×30

722 2411 70×60 CIⅡ晩 切側石錘
723 211 40×30 CⅡI不lﾘI 剥片
72‘1 201 80×40

725 201 60×40

726 201 5()×35

727 I 50×40 ClII 剥片
728 20H 40×40 不明

729 I 60×30 不lWI

730 20H 60×40 後 剥 片
731 26G 50×30 CIII

732 26G ｲ0×30 KII

733 26F 60×－ CIII 剥片
731 26F 70×－ CIⅡ

735 27G 40×30

736 27F 70×60 CⅡI小明

737 25G 60×50 CⅡI 石盤･RF･UF
738 26F 50×－ cmkii侭イ《明 剥片 ＜敬石土坑2、Pl70
739 21H 40×－

7 0 27F 40×40
弓
・
Ｉ 1 26E 70×40

7
？
】 26F 30×30 CIⅡ 石雄･KK･剥叶

7 3 211 70×60 CIⅡ 剥片
7 4 20F 60×－

7 5 2OG 70×50

7 6 21G 60×50 切II石鋒･剥片
7 7 26， 60×50

7 8 27C 40×30 CIll

7 9 27, 40×30

7 0 25F 60×40 CIII

7 1 21， 70×●10

7
ワ
』 ， 60×－

753 2211 50×50 CⅡI晩

754 2211 50×塔10 CIⅡ

755 11 40×40

756 22Ⅲ ‘15×40

757 2211 90×60

758 24J 35×20 CII

759 24J 60×60 UF
76(、 241 40×30 RF UK･剥片
761 2()11 60×－ ｲ､IﾘI 剥』
762 25F 50×3(） 剥j
763 32C 100×70 CllI不IﾘI S153I柱穴
764 33C 110×80 S153i柱穴
765 33B 70×70

766 32B 80×70

767 32B 80×－ 竪穴状通構関連
768 32C 70×60 SB3関連
769 32C 70×30 SB3関連
770 33B 60×.10 小明 SB3関連
771 32B 60×60 イ､明 竪穴状i固構関連
7

ワ
』 32B 70×60 竪穴状i固構関連

7 3 32B 60×60 イ､明 剥片 悪穴状通構関連
7 4 3()F 100×80 堀立眺躯物性穴
7 5 30E 90×50 堀江眺弛物柱穴
7 6 30F 70×40 埋立仙弛物柱穴
777 31E 00×60 堀立桃迩物柱穴
778 31E 20×60 堀立林迷物柱穴
779 29， O〔)×50 堀蹴帖池物性穴
780 30， O×70 塊k噸雌辿物柱穴
781 30, 00×70 堀立.11述物柱穴
782 31, 0×80 堀立Ⅱ 肥物柱穴
783 31, 00×80 堀立刷 雌物柱穴
784 32, 70×50 剥片
785 32, 70×50 CIIIKI灰袖 剥片 堀立II迦物柱穴
786 32， 70×－ l〕:150
787 32， 80×45

788 31E 60×50

789 32E 50×－ ClII '’2．12
790 32, 50×－ CⅢI P2，11
791 32， 100×70 曜立帖越物性穴
792 32, 30×－ ＜I》243
793 311〕 ●10×－ CHI 石蝋 I>2．16
794 311〕 50×一 I》245
795 31， ●10×40

796 30E 30×30

797 3〔lE 70×50 リノ火軸 剥片
798 ， 60×40 iリCIII晩 土掘典･打欠石錘･細III'.-
7” 32E 100×50

堀与玖椛111物柱穴
8()(） 32E 80×80
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MP)一覧表(11)
NQ グリット 1と軸×蝿軸 出土遺物の時期 ｲ『器 備考

801 29F 9()×65

802 29F 60×60

803 29F 60×40

804 29F 50×40

805 29F 0× 0 UF

8()6 29(； ()×
冒
鋤
酉
I） 剥片

8()7 30F 1)×
］
３
］
0

808 3()(； （)× 1）

8()9 30(； 5×
】
リ
差
1）

8 0 30(； 5×
－
２
』
0

8 I 30(； ()×
』
３
』
0 C川綾イミ明 Ill-･剥ハ。

8
ク
』 30(； ()×

』
４
』
0

8 3 3OG 0×
』
４
』
0

8 4 30F 0×一

8 5 3()F ()×－

8 6 31F 5×35 剥片

8 7 F (N〕×7(） 晩

8 8 F 0×30 前 剥叶
8 F 60×50

8 (） F 50×』15 前CⅡI後

1 18F 60×50 Iffl ｲ丁鰍･打欠fi鯨･剥片。
8：

ワ
』 19F 35×20

8： 3 28F ,10×－

8： 鰹I 28F 90×7(’

8： 5 28F 60×50

8： 6 28F 50×3(リ

8』 7 28F 5(1×4(）

8： 8 28 40×･10 剥偶．

8： 9 28F 80×50 剥片

8 0 28F 50×－ 前後 UF･剥叶

8：
｜
Ⅱ
一 28F 50×45

8：
｜
側
一 28F 50×45

8：
一
例
一

28F 40×30

8：
一
Ｎ
’ 281） 60×50 不明

8：
１
１ 28C 50×50

8
１
１ 28(； 60×50

8：
１
１ 28(6 60×50 不明 ｲi錐･剥ル．

8： 8 28G 30×一

8 9 28(； ,10×‘1(）

8 (） 28(； 40×－

8 I G 8()×70 削器･UF･隅製ｲ7芹

8‘12 2'J('. 7()×70 剥ﾊ．

8‘13 291） 6()×50

8‘1,1 《M)C 90× 0

8‘15 311） 70×
国
６
国0

8.16 3IC 6()×
吾
切
弓
0

8‘17 3OB 60×
事
４
－
0

8.18 3013 50×
』
４
－
0

849 C 70×
－
４
－
0

850 35C 50×； 0

851 35C 50×－

852 35C 60×－ ＞P380

853 35B ､10×30

854 3513 120×70

8 5 35B 70×50

8 6 28K 30×30 剥片

8 7 9J 50×50

8 8 9J 50×,10

8 9 OJ 60×･10

8帥 9K 80×60

861 30K 70×．I(）

862 3 K 60×60

863 3 K ･10×30

861 3 』 50×馨10

865 3 』 50×40

866I 3 I 50×40

867I3 I 40×4(）

868I3 K 30×3(）

869I32J 50× 0

870I32J ,M)× 0

871I 321 7()× (）

87： I3J11 60× 0

87： 33J 10× (〕

87‘ 13K
吾
狗
】
0× (）

87 I3K
】
６
二0×60

87 13J
二
４
】
0×30

8
今
』 K 5×30

8 8 』 6()×35

87画 55J 80×4(’

88（皿 3213 50×－ 前後 悪穴状j目機開運
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覧表(121ン

NQ グリット 髭軸×短軸 川上遺物の時期 石器 傭：琴
881 32B 50×4(〕 後不lﾘI 竪穴状通柵l則連
882 32B 50×40 SB3主住穴
883 32C 20×20

884 32C 20×20

885 32C 40×30 S153関連
886 29， 80×70 堀立桃姐物柱穴
887 28， 60×60 灰袖 堀立住雌物柱穴

888 32, 70×一 ＜1,237.1,238

889 3 ， 100×50

890 3 I〕 80×50

891 3 、 80×50

892 3 C 30×

893 3 C 80×50

894 3 C 50×40

895 3 C 90×－

896 3 C 帥×－

897 3OB 50×・10 畷穴状 、借 噸

898 3OB 40×－ 軽穴状 、情 噸

899 30C 60×50

900 30C 90×30

901 29C 90×70

902 C 50×40

903 31, 90×50

90,1 33, 20×20

905 341〕 50×40

906 35, 50×40

907 35E 60×50

908 35E 80×,10

909 35E 50×50

9 0 35, 30×30

9 1 3 ， 70×50

9
ワ
』 3 ， 80×40 ClⅡKIKII徒不明 打欠石錘 ＞I〕376

9 3 3 I〕 ●10×40

9 .I 3 I〕 30×－

9 5 3 C 60×－ 1,378

9 6 3 C 50×－ P377

9 7 3 C 50×30

9 8 3 C 120×－ ＜1，304

3 、 60×40

9 0 3 ， ‘10×－

9 1 3 C 50×50

9 2 29E 60×'10 不lﾘI
23 30E 40×30

4 29E 40×‘10

”5 29， 60×－ l)23(）

6 32B 70×60 CIⅡ不IﾘI 畷穴状in横関連
927 llG 9()×60 S B 2 柱穴

8 llH 40×40 cmahﾘI SH2i柱穴

929 l1G 50×40 S B 2 柱穴

930 IlG 40×.10

931 llG ‘10×－

932 1111 50×30

933 l2H 40×40

93＄ 11H 30×30

935 11H 30×30 打欠石錘

936 361 100×80

937 ‘40F 70×70

938 39E 90×70

939 43B 100×50

9 0 38A 30×20

9 1 38A 70×50

9 2 38A 60×40

3 40B’ 60×50

9 4 40B, 60×40

9 5 ‘lOB, 60×50 ｲ弓明

9 6 41B, 90×70

9 7 3OG 20× ’削器
8 3OG ､10×40 不【りI

9 9 2H 30× 晩不lﾘI

9 0 211 30×30 CIICIⅡ

9 1 7B 4()×・10 剥片
9

ワ
》 5B 30×一 SB.l主住穴

9 3 』B 90×60

9 4 23B 50×・10

9 5 O9C 60×50

9 6 OC 60×50 I 片
9 7 1A 30×30

9 8 lB 50×－

959 2C 60×50

60 2C 70×50
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第52表ピット(P)一覧表(13)
Nq グ ）ヅト 艇紬×短紬 出土迩物の時期 布 器 伽考

961 2A 60×50

962 2B 50×‘10 KⅡ

963 3B 70×50 CIII

9“ 4B 80×60

965 2C 60×60

9“ 2C 60×40

967 2， 60×50

968 5D 60×50

969 5C 70×70

970 6， 80×－

971 9 E 40×40

972 9， 60×50 SKl85

973 OM 80×60

974 OK 60×50

975 OD 50×40

976 ID 70×60

977 29A 45×40

978 29B 50×40

979 32A 50×40 騒穴状j側槻|川巡

980 150 40×40

981 9M 60×60

982 25C 100×so s m 謹 桃 穴

983 25C 70×50 SB●1主桃穴

984 25C l20x70 SB-11眺血

985 25C 80×80 SB-IIK)
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第53表土坑(SK)一覧表(1)

~

一

NQ グリッI、 Iと紬×蝿軸 出土A物の時JIJ] ｲi器 側i考

1 8 1 13()×90

2 8 G 90×一 CII

3 8 G 100×80 晩不明 ＞PlO

4 9 1 120×85

5 OII 26()×90 ciencm後晩イ《1ﾘ1 打欠ｲi鉾

6 OII 250×】･10 encm後晩不iﾘI 石臥

7 o n 1コ 00×60

8 O G 1コ 00×75 剥片
9 O G

ｌ
１
ｌＩ 90×150 cm後

0 O G 1コ 10×70

1 O G 1コ 70×一 CII 剥片． P46､SKl2

2 OF
一
’
’１ 20×－ SKll

3 OG に0×－ CII晩 ＜SKOl4

‘1 OG 旧10×－ CII ＞SKOl3

5 O F 恒20×90 CIICIⅡ晩不Iﾘ1 剥I SK()16,＞SKo16

6 O F
’
１
’１ 10×一 CIICIⅡ晩不1ﾜ1 SKOl5､＜SKO15

7 OE 恒00×95 cm不明 剥I ＞P56

8 u ロ20×－ CⅡI後

9 U:70×－ 刺I

20 II ロ ×140 不明 切I 石鈍

21 II 口80×70 不明

22 】(；’恒31)×－ CIICIⅡ不IﾘI 測I

IF ロ25×－ ＞PO80

24 IE l()×－ 石錐･tlM典･KF-M片 SK25
一
①

ワ
』 1 口･10×－ 石触 SK24

26 2J ロ60×50

211 ロ7()×－ CICIICIII他イミ明 SKO28

28 211 ロ.'()×一 CICIICIII樋イ《明 SKO27

29 2G ロ5()×100 CIⅡ晩不IﾘI
30 2G ロ50×9(） CIⅡ晩不明 切Ⅲ禰鋒･利ﾊ． 92SK372のk､＞SKO31
31 2G (}×一 >P125.<SK03()

32 2G 0×一 ＜SKO33、1，132

33 2G 60×－ 晩不明 ＞SKO32･SKO341

34 3G 60×－ <SK033

35 2 F 8(l×－ ciicm晩刑 l！ SK036･SK037

36 2 F 90×－ ciicm晩イ IﾘI
石錐･Ul-･くさび･ｲｧ核･切
ロ禰雛･I"]麻ｲi･剥片

SKO35･SKC:17

37 2F 30×一 ciicmi蝿イ lﾘI SKO35･SKO36

38 2F 10×－ CIⅡ晩不IﾘI 石餓未製"0.ヘラ･剥片 SK039､＞SKO39

39 2 F ()×一 CIⅡ晩不IﾘI SK038､＜SKO38

40 2FIロ20×100 CIⅡ不明
1 2F ()×－ ciicm後晩小IﾘI 剥片 ＜SKO42
ワ
】 2F ロ10×－ CII後晩不Iリ 剥片 SK()43,＞SKO41

3 2F ロ.10×－ CII後晩不Iリ SK0．12
４
弱 2F 90×－ C Ⅲ 晩 不 明 UF ＜P137

5 2E ×80 ciicm晩イ 明 石触･剥片 SK()46､＞SK().16

6 2 9()×－ ciicmi晩イ 明 SK045､＜SK0．15
7 2E 10×一 CIⅡ晩イ IﾘI 削器､切IUi錘･ﾘﾊ． SK048･SK019､<SK049
8 2E 7()×－ CIⅡ晩イ IﾘI SK047.SK0I9,＜SKO49
9 2E ロ･1()×－ c m 晩 可 IりI SK047-SK0I8,>SK017･SKO48
0 3K

ｌ
１
ｌＩ 80×170

I 3K E0×一 CⅡI 剥片 ＜Pl州
ウ
』 31 20×1冊 CIIイ､明 切回石鈍･剥片

3 31 50×80 CIICIⅡ晩flﾘ！ 剥片
4 311 ､10×90 ciicm晩′f明石雌 ･ U F ･ 切 I U i 錐 ･ 剥 片

55 3H 1()×170 ciicm不明
56 311

一
’
’１ 30×110 CII不明

57 3 G 恒0×一 CIⅡ不明 ＜SKO58

58 3 G ロ20×80 ciicm不IﾘI 切1-1イj鰍･刺ﾊ． >SK057･SKO59
59 3 G 厄31)×－ 不明 <SK058
60 3G 恒51)×－ CII P192

61 3G 20×－
前CICIICIIIKIKII晩不
明

石触未製[Ill．t掘典･鵬芹．
打欠ｲi鯨･ﾘ片

Pl62

62 3 F ロ8()× 40 CII

63 3F:00× 40 >SK064
64 3 F ロ × ＜SKO63

65 !M ロ60× 0 剥片
66 4J ロ30× 20 mencm不lﾘI ＞P176．Pl77

67 4JIロ7(1× ’10 CIICIⅡ後晩fIﾘ!
68 4JI

」
Ⅱ
岸

50× 20 ciicm不m 剥比…、．…．．．.．F・一

69 4JIロ10×－ mciencmkii後晩不lﾘ】’
『刀秒pEr

心.毎j『」

､■0．ﾙ、&4〃でやぴl』"Bq

10心 ＞P180

70 41I
岸

l」()0×－
ニムロ守り '6

＞SK()71

71 31 ロ60×一 CIICIⅡ晩不Iﾘ1 ＜SK(〕70

72 41 ロ20×－ CIICHI晩不IﾘI 打●欠ｲj解･剥jI SK073､＜SK()73
73 41 ロl()×一 CIICHI晩不IﾘI SKO72､＞SKO72
74 .1H 口l{)×－ ciicm後晩不IﾘI ＞SKO75
75 ●111 ロ60×90 CIICIⅡ晩不1洲 ＜SKO74
76 ．$II 口3()×一 CIICIII晩不IりI 鵬製石斧 SKO77

77 ､IH 2()×－ ciicm晩不IﾘI SKO76
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第54表土坑(SK)一覧表(2)

N〔1 グ jソト 長軸×短紬 出土遺物の時期 石器 伽〃

78 4G l()×85 ill後晩不IUl
79 4G ロ20×80 を晩不明 剥I

80 4G ロ10×一 CII後晩不lりI RlJ 打欠石錘･凹廉石

8 4G ロ00×一 晩不明 刺I ＞SKO82･SKO86

8 4G:00×－ 晩 M典 ＜SI《081

8 4F ロ40×100 CII晩不IﾘI

8 4F 50×130

8 4F 30×l()0

86 4 F EO×－ CIⅡI晩不明 ＜SK()81、＞SI〈087

87 4F ロ60×－ ＜SKO86

88 昂M ロ30×－ ciicmki彼晩-1CIﾘI 祁欠ｲj雛･剥片

o K 恒30×－

9(） GK 恒50×－ CICIICIⅡ晩小l¥I

r,K 恒50×110 ciicm彼晩イ《明 t掘典･打欠石錘･剥片 ＞ 》214．sK()93

92 5J 30×110 ciicm後晩イ､明 ＞I KO93

93 5」I 00×－ ＜I KO91．SKO

9.1 5J ロ10×90 CIICIⅡ不lﾘ1 ＞ >221

95 5J 口70×90

96 5J ロ50×100 ciicm後晩ィ§IﾘI 切鉾･打薩･剥片 ＞ 〕228

97 51
一
川
↑ 40×130 ciicm4《明 土掘典･打欠石錘

98 51
一
川
一

10×－ encm晩イミ明 剃片 ＞ ,227

” 51 0×90 CⅢ晩不明 {"鋸・打.鐸･凹石

00 51
↑
川
一

90×90

01 511
一
，
一

30×－ CII

02 511
一
Ⅱ
一

60×－ cm晩 ＜1，234

03 511 ロ20×90 encm晩イ〈lﾘI ＞SKlO‘I

O‘1 5G ロ20×－ encmKIKII俄晩イ§IﾘI 隅製ｲj斧 ＜SKlO3

05 511 ロ20×90 ｨi蹴・剥片

()6 5F’ロ60×90 ciicm惟晩

()7 r,G ロ80×1()0

)8 5 F ロ40×90

r.F ロ ×90 晩

0 5F ロ20×110

1 6M ロ21)×7(） 切錘･打錘･剥峠
？
』 6K ()×－ ＜SKl30

3 6K (l×－ ＜’'279．1，281

’1 6K ロ(Ⅱ)×60 cueⅢ後晩不IIjl 切IHit*-剥片．

5 6 K 0×70 l》290

6 7 K 20×70

7 61 20×一I前ciicm晩*H'<1 SKll8､＞SKI 8

8 61 30×一I ciicm晩イミ1ﾘI KF-l.F･剥片 SKll7､＜SK1 7

9 6J 20×－’ ciicm徒晩イミIﾘI SKl20･SKl21 ＜烏Kl2()、＞P302

120 6J 50×一 ciicm後晩1§1ﾘI SK1I9-SKI21 ＞SKll9

121 6J 00×－ CIICIⅡ後晩v-m SK119-SK120 ＜P301

22 61 90×－ ID307

23 61 80×－ r,111不剛 ＜ID373

2.1 611 80×－ Clll後不Iﾘ1 P316

25 611 80×－ CⅡl後

26 6G l00x70 CⅡl晩不IﾘI

127 6G 120×－ ＞l>337

28 6F 120×90

61？ 380×220 l晩不1ﾘI I《F 賠11ﾉｷ．

l:10 6K 11()×一 ＞SKlI2

131 7K 110×100 CII 剥I ＞P3“

132 7K 100×90 ciicm晩不lﾘI 剥I

133 7J 120×－ ciicmkii後晩，1-1ﾘI 剥I SK】34

13，1 7J 180×－ ciicmkii維晩ィもIﾘI SKl33

135 7J 150×一 ＜SKl36･SKl37

36 8K 20×一 ＞SKl35－＜SK137

37 8J 30×－ ＞SK135･SKl36

38 8J 00×80 不明
１
１
１

39 8J 30×100 後イく明
1

4

掴1片

410 71 50×100

4

4

l‘11 7Ⅲ 110×100 KI 不明

l‘12 711 140×110 Cl KIKII雑イ《IﾘI 尚11器

‘13 711 120×－ Cl UjI1石錘

‘1.1 9M 120×50 後 ド明

15 8L 110×70 不'1

､16 8L 80×－ Cl KII後晩イく1ﾘI 切u石睡･剥片

47 9L 0×90 C cueⅢ晩イ〈IﾘI

1‘18 8 K 14()×90 CI 後

l‘19 8 K 15()×－ C CIICHIKⅡ樋脇：イflﾘI
UF･土搬呉･打欠而錘･切
Ⅱ打鈍･剥ハ．

151） 8K 230×－ ifflCIIcmK1KII縫晩小lﾘ1 尚11器･掻器I・打雌･剥ハ．

51 8J 10()×－

52 9K 70×－

53 9K 240×－ CIICIⅡ後晩小lﾘI SKI54.SK1 5,<SKI ’1.SKl55

5．1 9K 90×－ CIICIll後I晩小IﾘI SK153･SKl 5､＞SK1 3

55 9K 1‘10×一 CIIClⅡ後I晩祁lﾘﾘ 卿1片 SKl53･SKI3，1，＞SI《1 3

56 9 K 110×一 C Ⅱ C Ⅱ I 晩 不 即 I
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土坑(SK)一覧表(3)
(⑩ グリット 催軸×短軸 出土ifl物の時期 イ』器 側￥
57 19J 50×一 <P440-SK158
58 19J 90×－ CII憧晩不IﾘI ＞SKl57
59 19J 60×－

60 19J 10×－ ｲI鉢･切鉾･側ハ．
61 19J 50×130 IWCIICHIKI後晩不明剥ハ．
62 18J 10×一 KII磯晩不明｜打触米製IWl･卿1片

63 191 00×一 CⅡlKl催晩 SKl64
64 181 20×一 KI後 SKl63
65 18J 0×一

66 181 00×－

67 181 00×・'90 CIIcmKIKII後晩不明 瞬石
68 171 20×一

69 181 00×80 SK167の下
70 181 70×110 SK167の下
71 18H ()×－ SK167のド
72 191 10×90 cmki不IﾘI
73 191 00×60 KI6I晩不明

74 l9H 200×一

ロ75 l9H 90×70

口76 l8H 200×130 /1,1ﾘI VJIWiit

口77 l8H 120×70

ロ78 l8H 220×130 P471-P472のI.
ロ79 l7G 70×一

80 l7G 230×190 CⅡI小IﾘI P481-P482のI弓

口81 l7G 160×90

ロ82 l8G 150×70

口83 18F 60×－ ＜P‘188・P．189

ロ84 I8G 80×80 liリ晩不I¥I

ロ85 l9G 170×一 切II石錐 P493-P491-P476の11
86 l9G 100×一

87 l9G 200×80

88 l9G 130×一 ciicmki後

ロ89 l9G 21()×120

ロ90 19F 250×一 CIIKIft 剥片 P501の上

恒91 17F 230×一 l晩 測片

ロ92 l7E’口60×一 P511 P512の上

ロ93 18F ロ00×一 ＜SK 94･SK195

口94 18F ロ2()×一 ＞SK 93

ロ95 18F 0×一 ＞SK 93
96 l8E 20×110

97 19F 70×一 P502 P527の¥.
98 12M 630×510 ciicm晩不明 ﾊﾘ器･イi核､ⅥIIイj錘 sm2に範囲I可じ
99 l3L 260×90 <SK201･P545.P546のIえ
00 13M 釦×一

01 l3L 120×100 ＞SKl99
02 25J 150×80 ﾙリ
03 25J 60×－ liリCI ﾘI 打欠ｲ了輝･剥片 SK･I
0.1 25J 80×－ SK3､SK5
05 25J 90×一 liifCI

一
Ⅱ
一 ｨ〈lﾘ） SK4､SK6

2(l6 25J 40×一 CII〉
一
ト
ー IﾘI SK5､SK7

2()7 25J 60×一 CIII＞
一
ト
ー 明

208 26J 80×70 CⅡI

209 261 80×－

2 0 251 90×－ Ijij

2 I 251 60×－ ClⅡI晩

2 2 261 90×－ ＞SKOI3
2 3 261 12()×－ 11リ I《F･剥Ⅱ ＜SKOl2
2 』I 261 130×－ ⅡリCⅡCIIIKI晩不明 土掘叫･打欠li鯨･剥片
？
】 5 271 13〔)×一 CIⅡ樋晩不明
ワ
》 6 271 80×－ iwciicmイ<明 剥j；
リ
垂 7 271 70×－

2 8 271 100×－ Iiリ
リ
』 9 261 】20×－ ljリCⅡI
リ
』 0 261 60×－

221 261 50×－
ワワワ
ー七一 261 60×60 CIICIIIKI後晩不明 剥叶
223 261 70×一

224 271 120×100 11リ 打欠ｲf沖
225 271 110×100 CⅡ（ IⅡ惟 布肌 P45
226 26H 80×8(） CⅡI 刺ハ・ ＜SKO27
227 26H 90×－ Cll（ 111小明 ＞SKO26
228 2611 11(〕×70 IWCI ｨ､IﾘI ﾈﾘﾊ．
229 26H 90×－ CII（ Ⅱ11塊不明 刺ハ。
230 27H 90×－

231 27H 100×－ ハリCI CⅡI不IﾘI 打.欠石陳･測此．
232 2 I 90×70 不明
233 ワ

』 H 110×6(〕 cmalﾘI RF
23.1 ワ

』 II 190×100 CIIAIﾘI 剥片 SK69
235 2 11 120×120

236 25H 80×－
SK37
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第56表土坑(SK)一覧表(4)

266

:垂
d E a q Z ､

L,1111､ﾘI '｡
｜’

％仏 グリ‘ソト 1と紬×短粕 出土遺物の時期 ｲU 器 備考

237 2‘11 9()×－ SK36

2:魁 24J 60×一 SK39

239 24J 120×一 CIⅡ SK38

2‘10 2‘11 140×61） 11，CIlI 剥（

2．11

2‘12

2』11

2』11

100×一

60×一

（

（

i icm不明一
IⅡ

刺片 ＜SX21

＞SKo73･SKO74

2‘13 231〃 7()×5(） ｲi蛾･促彫イi器

2.1.1 23L 60×50 （ II晩不1ﾘI 測眺

2,15 23K 70×50 11 ciicm

‘ル
ー 221‘ 80×50 11 ciicm不明 RF･Y4形ｲ,器 ＞P1(}9

2』17 211． 80×－ CII SK5(）

2‘18 211， “×－ SK49

2‘ 201. 8 '×－ CIICIilイく明 UJIIィi鉾･糸II片 SK52

25(） 2OL 8 I×－ ClIl SK51

251 2(lL 7'×70 CIICHI不Iﾘ1

252 2()K 1()×8(） CIICIⅡ後晩不明 I《F･隅製ｨi斧･ﾘﾊ。

25:1 2OL 7l×－ 前ciicm晩不lﾘ1 KF･脇I川 SK56

254 201. 5|×－
笛K

255 211《 7|×60 mien 剥ルー

256 2】l〃 1!()×90 liiiciicmki晩不明 剥jl

257 2711 13()×’10

258 2711 I(l×80

259 2711 （(l×－ CⅡI不明 ｲI欠ｲj鉢･剥ji ＜SKO62

260 2711 I0×一 前cmki後不明 剥叶 ＞SKO61

61 2611 00×80 cm晩

62 11 30×80 CIⅡ晩f明

63 2611
一
，
二

O×－

2“ 2611 ()×60 前CII晩

265 2611 2()×80 隅イi

26(｝
一
間
一

【)×6(）

2511 {)0×－ SK34

25(う 50×－

269 25G 0×－

270 25(； 2{)×－ iwciicm晩不IﾘI 刺ハ

71 Z‘11 10×－ CII ＜SKI)42

2‘11 1()×一 lillCIICIⅡイ§明 ｨj皿．(I凱米製Airm片 ＜SK1)42

73 2．111
。
。 8()×一 前CIICHIKI晩不明 <1鰍･川ji ＞SKO77

74 2411 I()×－

75 2411 1()()×一
＜SKo75

76 231 11()×90 CIICIIl ｨi匙・上拙!↓･ﾈ11片 ＞SKO79

277 231
ｐ
１ 11×－

＜SKO78

-響 23J

23J

6(〕×一

60×一

iwciiem不明 ＞SKO81

＜SKO80

28(｝

281

22K

21K

20()×170

I)()×80

IWCIICII

CIICIⅡノ1

後晩イ<IﾘI

明

イI鰍･イi匙･U
I"l敵鵬ｲi･ﾈﾘ1
1《F･UF･切11

‘･切IHi錘。

j鉾･卿'II',
リ
』 21K 7)×6() CIICHIA明 Ml',

283 2(1K 1)(l×－ lillCIICII 晩不Iﾘ1 【叩･打欠ｲ脚 切IHii* ＜SKlO6.＞SKO86･SK()87

28‘1 211K 91×－
＜SKO85

285 20K 9（ ×－
＜SK()85.SKO89･SKlO6

286 2(1K (1I×－ CIII ＜SKlO6

287 20K
ヲ
０ l×一

＞苗K()87

288 27(； 9)×一 CⅢKII不明 剥j1

289 26(i 7Ix－ 前晩 M魁叫・イj皿

290 27(6 侭 ×－

291 2711 9
一
’
一
×－ CIⅡ維晩 剥片 ＜Pl“

29 27(； 9（
一
’
一 ×60 CIⅡ

29 26(； 1，
－
４
－ 1)×90 lifiCIIC '1後晩イ§明 KF-切IHi"鉾･剥仇

29 25G l；
一
Ｆ
Ｑ
一 ()×－ 前CIIC I1晩不明 UF-fi"核･剥11

27(） 80×7(） CHI晩
リq
~一 26F 8()×50 ciicm 愛不明 fIlI1

ソ〔I
ごり’

26(） 160×13(） twcueIIKI後晩不明

298 2．111 170×100 前ClICII晩不lﾘI {i雌･郷1片 ＜§KI30

299 21J 80×80 CIICIll不明 郷1ハ

30 211 7U×6(） CIIClⅡ

3{I 211 12()×80 CⅡI 打欠ｲi鉾

3(1 2(1K 11()×－ 前CIICIⅡ後晩不明
ノソチ・ド･UF･イr欠イj錐．
切IHi"岬･鵬ｨi･wv

>SK085-SK087･SKO88

311 201 l{N)×6(） ClIIKI後晩不明 WJIHiit-側)1

3(’ 201 120×Ⅱ)0 iiiiCIIIKI不IﾘI 細1M

3〔｝ 201 l品0×－ iftciicm後晩不IﾘI
ｨi鰍･UF･隅製イi斧･打欠
ｨi跳・鼎1111

3()6 22(； 8()×‘1(）

307 23F 50×40

3 8 26G 2()×一 CⅡI

3 9 27G O{)×9(） 前CⅡI *!)',

3 (｝ 27G 20×80 iiiicm不明 ["Hi･剥（

3 1 261f 1(j×80 CIⅡ晩不明
輯イf－ti虎1

3
ク
］ 251F 0×一 CIlClII 切IHi'沖･剥)；

価ィiIz坑2
3 3 26F (}×60
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第57表土坑(SK)一覧表(5)
I1 グリット 艇鮒I×知柚 出土遺物の時期 石器 備考
3 4 251 90×80 ClⅡ晩

3 5 251 5()×6〔） CIICIⅡ晩
3 6 241 0×81） cmkii後
3 7 241 70×90 ClII RF 切u石鐸･剥片 ＞:Kl28･SKl29
3 8 241 50×－ CⅡ後 ＜§ K127,＞SKl29
3 9 241 0×－ nifciicm後晩不明 切I 石錘･剥片 ＜§ K127.SKl28
320 24G 10×80 CIICIⅡ後晩不明 径： Ⅱ｡剥片 ＞§ K102
321 22K 0×－ ciicmki晩不1ﾘI 剥ノ ＜§ KO82
322 21K 10×一 liifCIICIⅡ不明 U F 打欠石錘･剥片

323 21J 50×80 liifCIICIⅡ後晩不明 <l"l
RF

L･行雄未製AA･石錐。
UF･打錘･切鋒･剥片

＜SKl66

324 211 60×－ IWCHI ＞SK215
325 201 90×50 CIIKII不明
326 201 130×90 KIKII不明

327 231 370×一 IWCICIICHI後晩不IﾘI ｲj匙･削器･ヘラ・UF･ィi
核･I獅斧･打錘･切錘･剥（

328 26F 100×70 Ijリ

329 27F 90×80

330 27F 80×70

331 27F 90×70 li1CⅢ晩 散ｲif:坑3
332 27F 120×60 UF･凹磨石･剥片
333 25G 11()×一 c i i c m 後 晩 不 明 石鰹･RF･打欠石錘･剥片 ＞SKl60

334 H 11()×90 後不明 剥片
335 I 昨10×80 IWCIⅡ後不lﾘI 剥片
336 H 110×100 CIⅡI塊不明

337 2011 90×－ IiiICIII晩 ＜SKl51
338 20H MO×－ IiiI不lﾘ』 ＞SKI50
339 2OG 380×170 ClII後I塊

3J10 25F 120×60 CⅡI不lﾘI ジ、ラ・UF
311 27F 15()×8(）

342 27E 190×80

343 27E l‘1()×70

344 26F 160×60 iwcmki後晩不明
345 25G 120×一 CIICⅢKIKII晩不IWl くさび･剥片 ＜SK 45,>SK161､SB9の~ド
346 25G 80×－ I] cueⅢ晩不明 剥偶 ＜SK 60
3$7 25F 50×－ （ iicm晩不明
3.18 24G 80×－ （ iicm不明 剥片 ＞SK 38

349 22J 240×150 li ciicm後晩不lｿI
１
ｔ

-UF･石核･打欠打錘．
11石錘･剥片

＞SK 65

350
ワ
】 』 28()×180 iwciicmkⅡ後晩不lりI

４
１

蛾･掻器ⅡI･UF･石核･切
ｲj鉾･剥片

＜SK 64

351 2 K 50×一 ijijciicm不明
。
’
Ｔ
イ

F･ｲi核･打欠石錘･切II
鋒･剥片

＜SI7SKl32･SK133

352 2 H 0×80

353 2 H 20×300 CⅡI不IﾘI ￥ 雌
354 2 G 00×80 CⅡl不明

355 2 G 30×80 nilcm後不明
356

ワ
》 G 50×一 CIⅡ不I！ ＜SKl7‘1

357 2 G 10×一 ｲi鰹未製品
358 ワ

セ G 0×一 イ､IﾘI

359 2OG 10×－ 11リCII後 ＞SK171
360 2OG 80×－ IiリCⅡl後 ｲI欠行錐･剥片。
361 F 0()×90 CIⅡ不明 剥 片
362 I〕 60×60 小Iﾘ！ 剥片
363 C 60×50 晩 掻 器 I
36‘1 26C 240×1‘1(）

365 26， 100×80 剥片
366 26， 150×9(）

367 26, 170×MO 晩

368 25， 300×12(） I[CI CIII後晩不IﾘI 剥片
369 25F 80×5{） 《 IⅡH 不明
370 25F 160×7(） I! CI CIⅡ不明 撮器I-UF･切錘･剥片 ＜SKl87
371 25G 90×70 （ Ⅱ1列 明 ＞SKl86
372 25G 130×80

373 24G 200×130 11 CI CIⅡ不明 イ欠石鍵
374 23G 110×90 〔 11（ IⅡ晩不明 掘典･剥片
375 23G 80×70 〔 IIIZ 1ﾘ』
376 231 O×110 11 Cl CHI晩不Iﾘ】 ｛蛾･剥片
377 I 120×80 洲 明 I 『･剥片
378 F 260×’抑 li Cl 掻晩不明
379 21F 80×70 CIII【塊 1 F･剥片
380 26， 80×50 ＜SZ7

381 221 160×l‘1(} liifCIICIⅡ後晩不IﾘI １
９

雌･UF-くさび･打欠ィi
･切n打錘･剥片

382 221 100×70

383 25E 6()×5{） イ 誰･lUMr･剥片
384 25F ‘10×40 しⅡI

385 24E 120×90 しⅡlイ､明 胴1峠
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第58表土坑(SK)一覧表(6)
%Q グリソト lと紬×短紬 出土遺物の時期 ｲi器 備考

386 2.1F 210×140 ciicm晩

187 23FI210×10(） 。ⅡIフ 明

賂8 25恥I 10×70 ロMCI 後晩不明 イ蝋･イi鍬･剥眺

189 25FI 10×一 ロMCI CIII イ蝋

19(） 23(）’ ，10×120 に
｛
〕 IⅡ7 明

卯
噴
。 片

191 221I 50×100
病

LLuCI emkii後晩不明 I《IF･側ル

392 211’ 60×90 ロIfK 後晩不明 切IHi灘･刺ハ

393 221I80×60 11

39.1 211 70×一 丘UCI CIⅡ ＜SKl341

395 201)I 50×一 ;ii-' IりI弥生 剥片 ＞SK234

396 251) 00×－I IfCI 不明 ＜SZ7､＞SK218

397 251) 1()×801 ＜SK217

398 25C 3()×70 CIIl別 明

39 25C 50×13(） Clll

4()0 27C 00×90 晩不Iリ

401 26K 200×150 CIICHI 剥Ⅱ

402 26K 70×60 イ､明 剥片

403 25K 60×90 CII（ IllKIB ｲj鰍･剥j1

404 25IC 70× 30 liifCI cm不明 UF･切IHi脚 剥M

.103 25F 30× 20 liifCI C Ⅲ 不 明 RF･UF･lMlイ』 郷lハ

406 F’ 70× 40 前CI CⅡI後晩不IﾘI RF-I2掘叫｡（ 伸･剥If,

‘107 I20× 10 前CI CⅡI後晩不明 切IHi鉾･剥I

.108 ’90×7 ciicm晩 打欠ｲi鋒･剥I

､109 2311 170× 10 ｲj皿･ﾊﾘ器 ＜SX10

410 221 ﾘ0×－ ciicmki後晩不明 ｲj錐･隅斧･u 1イi鉾

411】 2】e:230×一 ＜SK216

ｲ12 201) 70× 20 前不明

413 201) 30×
《
叩
〉
｝

、
〃
』 不I叫

.1M 21C .10× 00 CIⅡ晩不明 UF

､115 23C 50× 00 :iicm後不明
､116 24C 0× 001口ifCIICIⅡ晩不明
､117 251) 0× 10 回;iciicm後晩不明 fi餓米製IIII･切坤･剥

』今

0

’118 I ‘170×300 ifciicmkii後晩不明

｛i魁･イi蝋未製a:,-ｲ了雌･イf
匙･側介Sc-ヘラ･RF･UF・
くさび,イj核・剛脳典･打搾．
切鈍･剥片

<SB8･SK242

.119 2‘11う 151)×l()0 ifcmki後晩不明 ＞SK244

､120 2‘lE 60×－ ＜SK243

‘121 2‘11） l1ｲ)×一 iencmi晩不IﾘI Ul･切IHi鉢･〃ﾘ片 SK261とI‘jlじヵ

422 22(； 110×11(） CIII不明 U’

423 2211 10()× CIIIイく明 リI

424 2211 5()×一

‘125 251） 10×一 CIⅡ

426 2,11〕 ‘1()×80 CII 切IHitt'

､127 2.11〕 30×－ liifCIICIⅡ晩不明 剥片 ＜SX2(）

428 241) 5()×1(10 ciicm後不明 剥片

.129 2』11） 120×100 CII

43(， 231〕 260×200 CII後 ｲj鰍･掻器II.細川

431 23C '()×70

432 23C 10×100 前 剥ハ

43:I 23C 5()×120 CⅡI ｲj鰍･UF

434 c 10×70 ｲ､明

.133 22F 40×1ⅨI RF･UF

.136 241） 60×60 CⅡI後不明 核

.137 I) .10×一 前CII 切iH.-*ir, SK245と同じヵ

‘138 271) )0×80 CIⅡ 撮器I・剥仏

439 20K 10×－ ciicm 切IHii*

440 21F I)I)×－ KII 拠介Sc ＜SZ8

､1.81 21F 270×一 11川

､M2 231） 140×70 .Ml',

､143 241) 110×80 cm後

.M’1 2‘11） 110×90 CIIIイミ明

‘145 25F 70×70

‘1‘16 :1213 8()×80

447 :1213 120×100 CII

4‘18 28G 1()0×－ 前CIII SK96､SK276

‘1'19 28G 60×－ SK96､SI〈273

’15(） 2711 ×70 晩

451 28G 12(l×90

､152 2811 120×80 nilcm不明 UJIHii* ＞SK280

453 281【 150×－ lill ＜SK279

45．1 2811 70×70 iiiicmKII後 切IIイj沖･剥ﾊ。

455 28G 80×60

456 28G ×80 CIll

457 28(； 6()×5(}

･158 28(； 7()×50

･159 28(； 】()〔)×70 liijCIICIⅡ後晩不明

460 2911 1．10×60 鮒CⅡI不明 剥偶

‘161 11 90×90 CIII晩 t掘典･卿1M

､162 28Ⅲ 180×110 CⅡI
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第59表土坑(SK)一覧表(7)
NQ グリ 卜 肢袖×煙紬 出土遺物の時期 獅器 術￥
463 28 8()×80 凹磨石
46●1 28 ’ 10×l()0 11 CIICHIKII後不IﾘI 打欠石錐･剥片
465 29 l60xlOO （ Iil不明 剥片
,I“ 30 130×lUO

‘167 3011 161)×一 （ Illi

､168 3011 120×一 ノ lﾘI RF-石核･剥片
469 3011 200×】50 11 CII 剥片
47(） 30Ⅲ 240×100 )1 後 切目石睡･剥片
47】 3011 390×一 刑CⅡI不明 剥片
472 3OG 140×80 晩 UF･切目石錘･剥片
473 3OG 150×90

474 3011 (}0×90

475 31G 30×90

476 32G '(l×70

477 32G 2()×70

478 33F ）(し×一 CⅡI 風倒木の一郎
479 31F 18()×l()0

480 30F 13()×100 RF･剥片
481 3OG 70×6(）

482 3OG 8()×60

483 341 8()×(1

484 33G 50× 0

485 35 20× 00

48(i 35 (){)× 0 ＞SK362
487 3’1 '00× 7(）

488 33E 旧90× 70

489 331- ロ()0×－

490 33D ロ0()×70

491 331) ロ20×7(、

492 33D ロ5()×l(N）

93 331） 00×80

94 33C 90×l()(）

95 31B 30×80 悪穴状jⅡ構側11
96 31B 0×5(） 悪穴状ifltSIKI11
97 31B ‘10×70 悪穴状iS構側 '1!
98 3IB 0×－ 懸穴状in構側11
99 3IC 0()×l()〔) KI

5Ⅸ） 30C 00×70 切目石鉾
501 3()C ()×60

502 30C 訓)×11)0

5()3 31C 30xlOO

5()‘1 29， 90×－ CIll後 UF･剥片 ＜SK332
505 29, 9(l×一 ＞SI《331
506 28， 2()×60 しlⅡ｜概器I・幾1片

507 29C 90×60 ’

508 29C 80×170 剥片

509 29C 60×･10

51(） 29B 20×80 切目石睡･剥片

51】 3OB Ⅸ)×50

512 3013 50×90

51:1 13 00×7(）

514 2913 60×一

515 B )0×8(）

516 28B 恒1)0×一

517 28B 口10×－ 不明 剥片
518 28C E0×20

519 30BI
ｰ

u2()×一 土掘典 ＞SK353
520 3IC ロ()0×6(） 竪穴状.JBMWit
521 31C 0×5(） 畷穴状j剛ﾙ眼I地
522 3IB ロ0(j×70 悪穴状j間構IKM
23 30B!0×7(） 悪穴状j剛節IKM
24 31B 口5()×一

悪穴状j剛肺IKi'l!
25 311!

’
１
－１ 3()×51）

悪穴状斌櫛IKi'li
526 3OB ()×一

騒穴状蝋榊mm
527 3()B 70×一 ＜SI〈353.SK355
528 3OB 70×一 ＞SK35i1
529 30C 7()×一

530 29C 10×一 ＞SK358
531 29C 70×－ ＜SK357
532 34E 厄40×70

533 34E
’
’
’１ 00×70

53，1 ’口00×.10

535 35E ロ00×80 ＜SK313
536 35E ロ00×一

537 35， 0×－ ＞SK365
538 35， (D×一

＜SK364
539 35C 0×一

5．10 3．11） 0×､1(）

5．11 3．1， 10×－

542 l1G 0×一 L;lICIII小明 RF･打欠石鉾･切11イi純 1,79とI‘,】じ
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第60表土坑(SK)一覧表(8)
KQ グリソト 長軸×迩軸 出土遺物の時期 ｲ』器 備考

543 llG 120×90 CIICHI後不明 RF･イj核 SRIとwじ力

5，卜1 l2G 90×－ ciciiem後不明 剥片 ＜SKO30

545 12G 250×】70 cueⅢ晩不明
石雄･I《F-UF･恥製石斧･打
欠石錘･刺jl

<SI6

546 38Ⅲ’ 50× 0

5 7 ･10 00× 0

5 8 ､l1G 280× 00 風倒木の一部

:】 9 41FI 90× 0

5 0 .12 220× 50

5 1 43G 10×60

5
９
》 41B ×9(）

5 3 42B 00×60

5
４
咽 ‘11)A 10× 0

55 ‘10A， 210× 50

56 42ir 70× 4(）

57 42B、’ 220× 50

58 28G 50×4

559 .I2G 190× 00
石鍵･石植･ｲ『欠石錘･切目
石錘･剥叶

風倒木の一師

560 2413 100× 0

561 24B 90×80 石皿

562 21N 80×－ ciicm晩不明 剥片 ＜SUl6

563 2()N 180×80 ciicmkii後不'ﾘI
石雛･UF・くさび･打欠石
錘･切IHi解･剥ハ．

56‘1 18N 110×100 CIⅡ不IﾘI 剥片 ＜SX37．SUl4

565 16M 100×8(） CII後不明 UF

5“ 12N 120×90
，
ｌ
‐

567 5B 90×70
Ｆ
１
卜

568 l6N1 80×一 CIICIⅡ後不明 磨石 ＜SKO21

569 M 0×－ CIII不明 ＞SKO20

570 25M 10×一 ClⅡ徒
b

571 25B 0×一

572 2513 0×40 UF-刺ハ．

573 25B 20×9(） ciicmkii後不明 削器

574 23B '0×60

575 23B 80×40

576 08B ロ50×l(X） 剥片

577 09B ロ ×90 CIII

578 11B ロ10×60

579 11A 00×80 徒イ IﾘI 剥片 ＞SUl3･SK170

580 12A 10×100 晩イ IﾘI

581 12A
’
１
’１ 20×9(） 晩イ IﾘI 測片

12B O×70

583 l3B ロ30×一 CHI 剥片 ＜SI《038

58‘1 l:IB ロ30×90 晩 土掘典 ＞SKlll

585 l3B ロ00×80 ﾘI

586 】3B 0×70 石触

587 26m 0×40

588 08131
一
川
一

30×100 SX38とMじ

89 08B|ロl()×90 石餓･lIIlィi SX39とML

90 08BI
ー

u0()×－ ｲﾐIﾘI RF-士掘叫 ＜SKI)45

91 B ロ20×70 ’鱗石･剥ハ

92 0815 匠O×50

93 ()8B 60×100

594 B ×100 剥片 ＜SK()52

595 O9B ロ00×一 >SK051

596 O8B O×70

597 09C 厄10×100 維不1ﾘI くさび･矛111ト

598 oc ロ10×10(） CIⅡ

599 OC 0×8(）

600 OC 0()×80

6()1 l8C 10×90

6()2 9C 00×90 ｲ《lﾘI

603 9C 20×】()0 CIII

604 OC 80×60

605 OC 60×60

鼠)6 lC 80×70

6()7 1， 90×80 cm

608 081 00×－ c m 後 不 明 ｲi雌･剥片 ＜SKl73

609 091 ロ30×100 ｨ〈lﾘI

6 0 091 ロ00×70

6 I I()I ’ロ抑×110 I晩 ﾊ。

6 2 101 ’ロ00×90 j； ＞5K17jl

6 3 ()81 ’ロ20×12(）

6 .I 091 0×70

6 5 091 00×80 ＞SKO71･SKO73

6 6 091 70×一 ＜SKO72･SKO74

6 7 091 90×一 ＞SKO73

6 8 101 110×100 CII碓 郷1片

6 9 101 90×80
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第61表土坑(SK)一覧表(9)
Nq グ ノット 艇軸×測軸 出土ifl物の時期 石器 備考
62(， 0， 00×80

621 0， 20×100 測片
622 OE 0×－

623 lE 10×80 晩不明 UF

62‘1 lE ロ(}0×90

625 0， ロ20×110 剥片
626 11〕 0×70

627 11〕 ロ20×一 不Iﾘ 剥片 ＜SKO88

628 lE ロ00×一 CII 後不明 剥片 ＜SKl71、＞SKO87
629 lD 00×卯 k撫典 ＞SK169

630 lE 20×110 CII
．
！ 不明 くさび･切u石錘･剥片 ＜SKO85

631 皿〕I口20×－ 不Iﾘ
雪
ｌ
● ＞SKO84

632 2C 口10×－ CⅡ
●
１
隻 ｲi雌･切II石錘 <SK175

633 OA ロ20×110

631 O B ロ70×120

635 IB O×70

636 1A 90×130 不明

637 1A O×－

638 2A 40×140 ＞SKO96

63 2A 20×－ ＞SKO97､＜SKO95･SKO”
6 (） 2 A 20×一 <SK096-SK144
6 1 2A 40×‘10

6
？
】 3A 80×一 <SK165

6 3 OB 140×－ ＜SKlO2

6 4 lB 170×140 敵鵬ｲi
6 5 lB 70×50

6 6 lB Ⅸ)×90 >SK172
6 7 lB 90×一 ＞SKl72

648 2B 140×90 剥片
“ 2B 80×－ 晩 ＜SKO99､＞SKI1)8
65(） 2B 70×50

651 2B 80×一

652 3B 90×－ ＜SKO39､＞SKO38
653 3B 110×80

“4 3B 50×‘10

655 IC 190×110

656 lC 80×80

657 2C 100×60 剥片
658 2C 70×70 不IﾘI

659 2C 70×70

66(） 3C 70×－ ＜SKl20

661 3C 20×80 ＞SKll9

662 ､lC 0×70

663 3CI 00×50

66.1 2D ロ20×100 CⅡI不明

665 3D 口40×110 CII

6“ 31〕 ロ00×80

667 ID 9()×80 ＞SKl27
“8 5， 60×－ ＜SKl26

669 5， 70×60

670 6， 70×－

671 6D 90×－

672 6 D ロ10×－

673 6D ロ00×70 凹鵬ｲ『 ＞SKl77

674 7D ロ60×150 不IﾘI UF･敵ｲi-剥片
675 7 D ロ20×－

676 8 D ロ00×60

677 8KIロ()0×

678 OLI
』
川
』 30×80

679 OL’
』
Ⅱ
』

10×80

680 0901 40×80 ＞SKl40
681 09PIロ00×－ 礎 ＜SKl39
682 lOO ロ20×80

683 16N ロ00×90 CII

68‘I 12A 0×70 ＞SKO97
685 36M ロ00×－

686 39 0×70

687 38M 60×10(）

688 320 330×16(）

689 32(）’ 210×－

690 36P’ロ00×－

691 4201ロ00×8(’

692 26N’ロ60×1(10 抑.欠ｲi錐
693 27M ロ()0×90

694 121〕 ロ40×100 11リClII不IﾘI 剥ﾊ． ＞SK
．
’
．
“

695 121〕 ロ20×一 CIⅡ晩不明 ＜SK
．
Ｉ
．
63

696 13A ロ40×100 鵬製ｲj斧･打欠石錘
697 l2B ロ20×7(） 晩 剥（ ＞SK 67
698 1曾B 0×一 ＜SK 66
699 12， ロ40×－ ＜SK 64,＞SK169･SK176
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第62表土坑(SK)一覧表(10)

NQ グリット 艇軸×短軸 出t澗物の時期 石器 備考

7Ⅸ） 12， 70×－ CIⅡイ lﾘI ＜SK()86,＞SKl75

701 11A 70×一 晩イ《Iリ ＜SI〈032．SU13

7()2 llE 30×90 CIⅡ′1明 ＞SKO85

7()3 11B 10×－ <SK031-SK1()4．SKI05

7041 09， 30×120 晩 11』I訂 ＞SKO“

705 1(ID 70×－ 剥片 ＜I)()27･SKO6

706 12， 90×90 打欠石錘 ＜SK169､＞SKO89

707 llD 100×100 CIⅡ不Iﾘ1

708 16， 70×70 cm ＜SKI32

7 161〕 70×－ ＜SK132

710 16， 80×一 ＜SK】32

711 161〕 70×－ ＜SKl32

712 】3C 80×－ ＜SKl20

713 13C 70×60

7 M l0E 90×－ ＜SKO80

715 081） 90×－ ＜葛KO65

716 19 110×－ 士掘具 ＜1,02.1、＞SK186

717 19 130×－ 後不明 ＜SK185

718 191） 130×－ 剥片

719 26A 80×80

720 28B 70×70

721 29B 90×70

722 A 110×60

723 31A 100×70

72,1 31A 60×60 畷穴状j間柵側 岨

725 31A 90×90 I報穴状jimm'II

726 31A 90×一 畷穴状iii柵側 41

727 32A 100×9(） 畷穴状mm]'II

728 32A 70×60 'ザ穴状inmiii'ii

729 O9B 60×4(） UF

73(） 32A 70×50
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石器計測・観察表凡例

1.全体にかかわること

．法量計測については、次の器典を使用した。

．長さ・幅・厚さ…カーボンファイバーノギスDIAL-15(TAJIMA製）

・質最…～600g:LIBROREL-600(SHIMADZU製秤:.i:600ﾑn

600g～6,000g:LIBROREL-6000(SHIMADZU製秤tt6,000*0

6kg～20kg:SD-20(Yamato製秤品20kg)

20kg~ ：一般的なヘルスメーター（秤iiilOOkg)

・折捜などにより完形でない場合の法航については（）で示した。

・有効数字について

．長さ・幅・厚さについては、表示した数字全て有効数字である”

・質品については、原IWとして有効数字を2桁とした。(10g未満は小数第1位まで、10g～99g

は一の位まで、100g以上は十の位まで、など）

・摩.耗の有無については、肉眼観察によるものである。

・石材鑑定は、藤岡・河村が行った。

2．石雄について

・脚部の折損のため快りの深さ（挟深）がはっきりしないものについては、「測定不能」とした。

・脚部が片方だけ折弧している場合は、残っている脚部からの決りの深さを「挟深」とした。

・先端が尖っておらず、先端ﾒﾘの測定が不可能な場合は、空柵とした。ただし、表裏の器面が安定

している場合は、表裏面の交差する角度を（）をつけて記した。

3．石錐について

・錐部の幅と厚さは、錐部先端から5mmの場所での測定価である。

・錐部が折損している場合は折批箇所での幅と厚さを測定し（）をつけて記した。

・先端角は、本文中に述べたように三角関数を用いて算出した。(P107参照）

4．スクレイパーについて

・刃部数のカウントは、刃部が辿統していても平面形が明確に変わっている場合は、別の刃部とし

て数えた。

・刃部位世については、素材となる剥片の打点側を「基端部」末端iilljを「末端部」とした。

5．石核について

・打面数．作業面数は、剥片剥離作業により欠損したものは含めず確認できるものの数を記した。

．「素材」の分割蝶の定義は、本文P116を参照されたい。
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第63表－1石識計測・観察表(1)

XQ 出-世厭 ﾙi位
jn物

沸サ
(i材

法鼠

肢(風飢） 帆(m､） 〃(”） 蘭賊（K）
快澱(m､）

先端的
(・）

折III
部位

平1，形に
よる分RII

仰M1 備考

■
■
■
．
■
４
０
■
■
可
４
０
１
４
４
‐

’
－
２
－
３
－
４
－
５
》
６
－
７
－
８
－
９
－
川
》
Ⅱ
一
胞
一
凪
一
Ｍ
一
喝
一
帖
一
灯
一
肥
一
四
一
鋤
測
謁
捧
羽
一
別
一
濁
一
調
一
”
一
郡
一
羽
》
抑
一
別
一
詑
一
粥
一
測
一
謁
一
拓
一
訴
一
弼
一
測
一
⑩

申
●
の
申
の
●
ゆ
。

側
一
幅
一
個
》
州
一
幅
一
締
一
Ｗ
一
岨
一
棚
》
帥
一
別
一
塊
一
郭
一
訓
淫
烈
諦
一
打
一
謝
一
鋤
一
帥
》
帆
一
睡
一
閃
一
例
一
“
一
師
一
師
一
鯛
一
的
一
ｍ
一
別
一
氾
一
郡
一
別
一
だ
一
花
一
万
一
稲
一
羽

■
■
●
●
■
■
●
凸
●
一
皇
一
一
●
●
缶
争
■
■
●
●
一
●
垂
●
■
一
一
●
《
●
台
■
一
●
■
《
●

ロ
●
■
■
ロ
■
■
■
ｑ
■
■
『
■
．
１
０
■
■

一
一
●
。
■
。
。
《
●
一
・
や
。
旬
■
毎
句
画

唖
一
堕
別
一
脚
一
脚
一
画
両
砺
蛎
一
通
ｗ
諏
一
諏
一
璽
池
一
畑
一
睡
一
通

（
罰
一
ふ
う
一
（
ご
一
員
）
一
〔
ご
》
〔
ｓ
唾
Ｑ
》
一
ｓ
二
ｓ
）
一
Ｑ
）
》
〔
お
一
負
）
”
（
Ｓ
一
ｓ
二
（
ｓ
一
《
ｂ
一
〔
ｓ
坐
（
詞
一
》

一
一
《
《
●
◆
や
一
口
●
一
●
。
一
・
旬
●
●
SKOO6

号
３
名
⑱
曇
４

言
？
三
４
且
ひ

言
０
言
０
．
０

－
Ｋ
一
Ｋ
碑
Ｋ

－
Ｓ
雪
Ｓ
・
Ｓ

－
一
●

。
●
●
一

ろ
Ｊ
ｏ
－
ａ
・
３
一

言
０
．
２
．
４
－

書
ｌ
・
り
ぎ
ワ
言

一
Ｋ
一
Ｋ
》
Ｋ
一

一
Ｓ
今
Ｓ
・
Ｓ
－

ｎ
戸
〕
■
《
４
口

《
Ｉ
ｊ
ｃ
『
Ｊ
Ｕ

の
畠
《
わ
る

Ｋ
》
Ｋ

Ｓ
言
Ｓ

一
一
●
。
ロ
ロ
・
凸
●
一
Ｐ
一
《

－
０
書
５
．
－
３
言
３
宮
３
宮
３
雪
３
．
３
．
３
書
９
．
０
書
０
言
０

－
８
言
０
．
０
雫
？
旨
？
』
宮
り
言
３
－
３
．
３
－
４
呂
ひ
言
Ｐ
３
二
３

一
シ
旨
３
．
３
雫
３
．
３
言
３
－
３
－
３
．
３
－
３
．
３
言
３
言
３

－
Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
－
Ｋ
－
Ｋ
－
Ｋ
－
Ｋ
－
Ｋ
－
Ｋ
一
Ｋ

・
Ｓ
一
ｓ
含
Ｓ
・
Ｓ
．
Ｓ
皇
Ｓ
↑
Ｓ
言
Ｓ
・
Ｓ
二
ｓ
・
Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ

垂
一
旬
●
や
幸
一
幸
一
一
一
争
一

■
■
■
■
■
寺
宇
■
凸
■
凸
守
一

SK353
一
認
一
花
一
お
一
お
一
別
一
鯛
一
鯛
一
侃
一
鯛
一
鵬
一
鴫
一
鋤
》
認
一
編
一
“
一
躯
一
鯛
一
鵬
一
鵬
一
犯
一
Ｂ
一
興
９

諒
諏
一
狸
錘
麹
鞭
錘
弱
一
弱
頭
諏
諏
諏
鋸
一
塞
錘
華
麺
遮
麺
繊
叩
厩

●
●
●
■
一
一
ら
●
争
一
①
一
色
●
。
一
一
一
垂
凸
。
・
句

FD570
p●

l》570

一
、
・
・

－
９
評
Ｕ
琴
土
？
》

。
《
叩
》
●
口
■
且
寺
元
４
Ｊ
。
ｑ
十

。
《
、
》
の
『
〃
０
●
ワ
Ｊ
・
《
少
■

言
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｐ
・
Ｐ

幸
一
由
●

P793

P821

34F杭

一
。
幸
一
・
の

一
●
。
凸
。
《

一
Ｌ
坐
Ｄ
－
Ｆ
－
Ｅ
－
Ｌ
－
Ｅ

－
ｎ
Ｕ
妾
ｂ
弓
１
－
ワ
穿
り
差
０
１

一
の
ち
一
心
〃
言
１
４
－
１
４
ｑ
１
八
・
１
八

一
今
争
一
ゆ
画

争
《
華
一
●
・

ゆ
。
●
四
”
岬

●
●
●
●
●
●
●

。
●
●
申
●
●

●
守
口
●
●

心
●
●

一
一
●
●
垂
争
一
一
●
牢
一
・
幸
一
●
ゆ
●
。
。
■
●
。
●
寺
一
ゆ
。
。
■
凸
一
華
●
。
●
華
《
■

一
幸
一
《
色
幸
一
一
《
や
一
凸
。
。
《
。
●
■
■
一
●
幸
一
守
一
●
。
一
凸
■
一
華
●
一
■
守
一
宇

一
一
一
《
寺
缶
。
。
。
句
一
●
。
一
《
む
ゃ
句
。
一
●
一
《
告
一
●
。
一
凸
幸
一
寺
●
■
Ⅱ
凸
一
Ｆ
Ⅱ
凸
《
■
■
且
■
■
■
＆
・
官
８
４
寺
寺
Ⅱ
４

１
１
１
１

－
。
。
一
●
口
中
。
。
●
一
●
一
一
一
●
●
句
寺
一
●
一
一
や
一
●
一
一
画
幸
一
守
口
一
《
●
。
幸

一
幸
一
一
由
ゆ
申
。
。
●
。
●
年
一
・
●
●
■
華
一
●
寺
一
ゆ
。
●
幸
一
・
幸
一
Ｇ
■
一
一
●
。
●

■
寺
一
一
●
皇
ｐ
●
垂
●
●
一
○
令
一
一
一
●
●
寺
■
●
”
■
句
甲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
０

１
４
Ｆ
ぱ
い
寺
１
４
－
１
八
一
①
ｒ
』
心
刃
哩
今
．
９
１
●
判
Ｊ
・
・
Ｈ
も
・
反
哩
。
一
日
Ⅱ
。
９
１
・
ｍ
ｇ
ｏ
４
矧
寺
●
８
４
一
ｍ
グ
言
１
八
一
の
色
。
。
Ⅱ
４
．
－
１
凸
寺
も
■
八
・
や
り
。
。
■
凸
甲
９
０
邑
一
中
畠
中
１
Ｊ
一
戸
、
》
●
恥
Ｊ
口
．
１
八
三
」
Ｊ
●
曲
乙
・
軸
ぐ
⑩
Ｃ
ｑ
ｊ
●
４
可
寺
負
覗
一
戸
肘
Ｕ
争
一
１
４
－
へ
Ｊ
●

皿
皿
仙
一
伽
一
伽
一
Ｍ
一
皿
Ⅲ
一
Ⅲ
一
帆
〉
凶
凶
皿
一
Ⅲ
一
ｍ
一
皿
皿
皿
飢
雌
仙
帥
一
皿
側
一
般
雌
皿
雌
凶
皿
凶
卯
一
ｍ
一
㈹
一
雌
似
皿
凶

Ｉ
Ｄ
Ｐ
■
卜
■
、
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
ｂ
Ｐ
■
■
■
■
白
Ｆ
■
由
宇
■
●
宇
垂
●
■
■
■
●
●
■
一
由
一
今

守
守
０

缶
０
も

》
０

一
●
●
寺
ｅ
己
■
由
や
一
心
や
一
●
●
令
甲
■
ご
■
■
ロ
ｑ
■
ｑ
岨
ｄ
ｑ
９
１
ｌ
■
４
‐
‐
４
‐

色
！
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》
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曽
宮
■
ｌ
ｃ
叩
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の
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．
。
●
Ⅱ
８
－
１
４
－
。
Ⅱ
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口
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Ⅱ
品
。
ウ
』
え
Ｊ
Ｃ
７
０
・
日
８
口
・
■
１
口
４
．
．
１
＆
・
・
■
凸
幸
一
，
】
－
１
凸
届
る
ｏ
リ
毎
ｑ
碧
・
１
．
・
仙
瑠
１
４
．
少
篭
１
４
一
画
Ⅱ
△
Ｃ
１
Ｅ
ｏ
ｐ
■
■
ｏ
・
■
ｎ
ｏ
ｎ
雪
少
】
？
４
ｐ
ｏ
１
Ｌ
ｏ
？
筈
？
ぎ
り
名
０
１

Ｍ
一
伽
一
帥
一
叩
一
皿
叩
一
叩
一
㈹
一
㈹
一
皿
帥
一
脚
一
側
一
帥
》
帥
一
Ⅲ
一
脚
一
加
一
叩
一
Ｍ
一
般
側
一
帥
一
帆
一
帥
》
㈹
一
側
一
側
一
Ｍ
》
帥
》
帥
》
処
加
一
帆
一
伽
一
仙
一
伽
一
仙
叩

‐
Ｐ
ｂ
■
■
Ｄ
Ｐ
■
■
Ｐ
ｂ
■
■
■
■
■
■
早
●
■
●
●
■
●

峠
一
峠
搾
一
吋
一
》
》
↑
》
準
一
歩
》
御
津
津
搾
一
洋
一
》
》
御
津
需
一
奉
洋
一
一
一
》
》
準
一
》
一
》
作
津
津
搾
審
一
坤
州
一
捧
奉
↑

■
Ｐ
■
■
■
Ｐ
ｐ
Ｐ
■
■
■
■
■
寺
Ｐ
■
凸
●
●
寺
垂
旬
年
一
●
争
由
守
一
●
●
●
。
ｅ
一
●
一
中
華

。
。
ゆ
む
由
④

巳
●
●
●
●
●
●
●
一
●
申
●
●
凸
一
口
●
●

①
●
●
●
■
●
■
●
。
●
申
●
●
●
■
■
●
皇

Ｉ
い
Ｉ
■
．
Ｈ
隅
０
●
．
ｐ
ト
０
？
■
ト
リ
●
０
ト
Ｕ
寺
０
卜
ｑ
ｅ
０
卜
９
●
１
ト
リ
？
日
ト
０
寺
．
Ⅱ
酢
０
●
．
‘
ト
０
。
、
卜
凸
今
。
卜
。
●
Ｑ
出
－
６
■
○
偽
●
０
守
○
Ｐ
５
・
Ｄ
Ｆ
Ｄ
●
９
Ｐ
０
●

｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
【
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
｝
》

》
。
》
ヤ
叩
ヤ
“
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
ー
午
畢
ヤ
函
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
蝉
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
岬
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
》

チ
ェ
チ
”
チ
》
チ
函
子
》
十
一
十
一
十
唖
チ
辛
子
一
子
岬
十
一
十
》
チ
岬
予
“
チ
壁
十
一
子
》

毎
●
旬
■
・
一
●
。
●
一
申
』
毎
。
●
ｅ
一
■

卜
、
０
Ｆ
Ｐ
Ｂ
ｂ
ｐ
■
■
ｐ
Ｐ
ｂ
■
吟
砂
早
■
サスカイI．

↑ナヌカイト

ヅ･ミ･一ト

チヘ･－ト

ヅ･ﾍ･一卜

・ｿーﾍ･－卜

．f･4．－1、

サズカイト

・ﾁ･ﾍ･－卜
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･･芋￥当ﾄ゙、
チャート

．．¥￥茸ﾄ゙・
チャート

i丸紋溌質熔
滞(~FfrMi）

９
Ｒ
日
中
０
ト
０
●
●
心
廿
９
－
０
卜
０
●
■
卜
、

色
毎
日
ト
０
●
一
●

凸
《
●
垂
●

洋
一
拝
一
例
一
州
一
峠
一
作

由
●
凸
。
■

●
●
４
‐
●
●
●

■
●
■
．
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｄ
ｌ
０
■
４
４
’

一
凸
●
。
・
一
一
一
《
一
一
由
一
一
●
■
④
一
一
一
申
一
●
●
一
吟
や
一
●
色
争
一
一
一
●
■
●
■
■

一
■
●
●
告
や
一
一
《
一
一
申
一
口
●
●
●
垂
一
一
口
一
●
■
■
垂
守
一
●
申
守
一
一
一
。
一
●
■
■

Ｌ
Ⅱ
〃
一
一
●
．
、
ｊ
〃
●
△
、
Ｊ
タ
。
●
一
△
、
ｌ
グ
ー
も
巳
〃
９
１
８
Ｊ
中
一
旬
足
、
Ｊ
〃
・
ｑ
ｐ
Ⅱ
〃
凸
．
、
Ｄ
〃
●
●
。
一
ｈ
Ｎ
ｆ
一
、
Ⅱ
Ｐ
●
、
Ｉ
〃
や
●
ｂ
リ
グ
●
・
－
９
Ｊ
〃
吟
？
１
Ｊ
〃
一
△
１
Ｊ
グ
ー
申
凸
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一
、
Ⅱ
Ｊ
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一
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．
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〃
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垂
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７
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ｑ
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Ｈ
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０
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－
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Ｏ
四
℃
口
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７
２
７
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．
Ｒ
習
切
一
望
１
凸
一
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抄
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７
．
．
０
℃
口
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』
具
Ｕ
入
Ｊ
え
』

１
口
－
１
４
局
Ｊ
ｅ
１
△
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ワ
曾
ワ
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・
ク
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一
合
Ｉ
－
Ｄ
ｌ
：
１
．
．
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畢
少
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。
ｌ
・
ワ
省
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Ｌ
・
ワ
背
リ
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り
昔
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④
菅
１
凸
・
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凸
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胃
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１
６
－
ワ
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昔
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今
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￥
１
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台
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－
？
背
ワ
管
１
，
－
ワ
』

今
Ｊ
１
、
一
。
●
少
ｆ
Ｌ
ｑ
－
ｒ
ｌ
Ｅ
の
申
や
〃
ｑ
ｑ
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９
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Ｈ
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．
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ｐ
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⑤
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④
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４
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、
甲
●
垂
。
ご
ｒ
■
、
“
《
■
．
Ｊ
Ⅱ
、
・
一
‐
〃
巴
、
●
ｊ
Ｊ
１
‐
争
《
申
ｊ
■
１
，
－
”
〃
１
１
－
ず
ｆ
ｌ
ご
少
Ｊ
ｑ
、
《
与
り
β
日
田
缶
ｊ
０
Ｌ
－
△
ｒ
１
ｂ
旬
凸
・
一
〃
Ⅱ
、
■
垂
●
寺
一
《
《
ク
″
日
、
一
宮
〃
０
、
①
●
一
《
守
宮
Ｊ
１
、
一
●

申
●
垂
■
●
《
■
●
一
●
●
《
申
幸
一
七
●
呈
申
一
旬
。
■
■
垂
●
■
一
《
一
一
●
《
一
《
ご
士
●

■
●
や
■
■
●
毎
合
一
●
●
《
由
幸
一
一
●
皇
。
一
旬
。
－
●
一
●
●
■
《
一
一
●
凸
一
《
ゆ
幸
■

●
寺
一
一
。
■
■
・
■
■
寺
■

■
■
一
一
口
一
凸
■
垂
。
●
幸

一
申
一
画
一
一
■
●
年
。
●
一

一
●
号
、
Ⅱ
ざ
。
一
一
。
、
Ⅱ
〃
。
、
■
Ｉ
〃
令
、
ロ
０
Ｊ
。
●
一

４
算
４
ざ
Ｒ
ざ
Ｒ
》
三
ｊ
４
一
宇
５
．
１
▲
胃
り
ｘ
Ｕ
胃
ｊ
－
０
も
芯
⑪
－
０
で

◆
０
ｓ
一
口
Ⅱ
凸
皇
■
■
巳
ｐ
■
Ⅱ
■
守
口
Ⅱ
且
一
●
■
且
。
。
Ⅱ
４
．
Ｊ
ｑ
、
●
。
Ⅱ
△
争
亘
〃
Ⅱ
Ｅ
一
○
Ⅱ
凸
今
も
Ⅱ
且
一
も
Ⅱ
Ｌ

一
●
ｑ
ｒ
Ｌ
、
寺
。
。
。
●
ご
ｒ
も
ざ
一
一
一

一
。
●
●
。
一
・
《
申
一
一
争

一
つ
む
■
垂
一
一
ロ
。
一
一
・

.一｛耐
■｡｡●●Cのご守甲

(1.1）
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一
・
。
●
ｐ
一
■
垂
■
凸
旬
■
。
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
日

。
。
・
凸
●
一
。
。
一
心
。
。
●
句
一
一
■
一
●
一
《
一
一
由

。
。
一
一
●
。
。
●
一
一
●
。
●
句
一
・
幸
一
●
一
一
一
一
●

一
ｉ
６
－
５
－
副
一
例
－
５
－
１
．
土
３
－
６
ざ
》
－
２
詞
竿
土
・
ｆ
３
－
９
－
１
Ｔ
４
４
－
．
１
２
－
２
－

や
１
Ｊ
－
１
４
－
１
４
．
１
４
．
１
Ａ
。
１
凸
－
１
凸
。
１
Ｅ
・
り
ぎ
言
Ｕ
ｌ
ｏ
ｏ
ｌ
－
●
１
－
１
４
ｏ
り
ぎ
１
Ｌ
・
１
４
．
－
ワ
当
１
４
争
１
４
．
●
１
．
ウ
言
↑
凸
。

句
一
。
Ｅ
〃
Ｉ
、
更
〃
Ｉ
Ｂ
●
一
①
句
。
●
一
角
Ｈ
Ｉ
Ｔ
●
一
一
一
一
《
華
。
●
・
・

●
■
。
幸
一
●
一
冬
●
一
●
一
■
●
一
一
一
一
一
●
。
Ｆ
一
一

●
苧
。
幸
一
■
一
皇
●
一
●
一
・
●
苧
一
一
一
一
●
。
①
一
一

19

(13）

。
。
●
●
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■

。
■
凸
●
一
一
・
幸
争
・
●
一
一
●
●
垂

画
一
垂
●
華
。
画
。
●
。
凸
一
一
●
●
年

－
５
－
３
－
１
－
③
》
６
－
ｉ
９
－
９
ｒ
－
勤
帥
－
３
－
③
一
い
き
乳

一
．
■
＆
。
。
Ⅱ
＆
一
命
岳
《
も
Ⅱ
△
●
■
■
且
口
。
■
巳
。
ｑ
Ⅱ
△
画
一
■
■
ユ
●
や
〃
合
一
。
Ⅱ
＆
・
■
Ⅱ
△
年
。
Ⅱ
４
．
．
Ⅱ
凸
号
ｖ
０
今
毎
Ｇ
口
０
号
申

一
一
一
弓
ｆ
Ｌ
、
●
や
。
。
●
・
４
日
１
Ｌ
弓
ｆ
、
、
守
・
夕
〃
１
、
弓
ｊ
０
、
《
申

。
一
一
一
句
●
。
一
凸
■
。
●
一
一
《
由

■
■
■
■
■
●
■
一
■
一
・
合
一
一
《
●

幸
一
一
。
一

も
ｂ
″
一
》
、
ｒ
タ
マ
ｈ
Ⅱ
β
●
、
Ⅱ
〃
一

３
ち
ひ
雪
８
声
ｊ
・
ク
二

勺
！
＆
争
句
■
■
・
ぜ
Ⅱ
▲
・
●
■
＆
■
ａ
■
凸
争

“
ｒ
１
、
華
乱
ｒ
Ｉ
、
豆
ｒ
１
、
宝
ｒ
日
、
一

争
垂
一
一
●

17
...

。
。
や
。
●
●
一
一
一
■
。
●
一
●
■
●

。
・
申
。
●
や
一
一
一
■
。
申
一
●
一
●

調
型
－
２
３
－
６
丁
乳
卿
－
６
苛
父
妙
－
１
一
一
具
７
一
・
Ａ
⑳
－
１
－
２

■
。
Ⅱ
Ｌ
・
も
Ⅱ
凸
心
も
Ⅱ
凸
・
の
〃
〕
一
口
Ⅱ
▲
■
も
Ⅱ
△
・
旬
Ⅱ
鼻
●
。
Ⅱ
△
や
■
０
＆
。
．
■
１
《
一
。
■
＆
●
■
Ⅱ
凸
・
○
日
畢
一
一
日
■
且
一
。
Ⅱ
ふ
む
。
Ⅱ
Ａ

Ｑ
Ｊ
Ｌ
、
。
旬
。
一
●
Ｊ
″
Ｉ
１
ｅ
寺
●
少
ｇ
１
ま
一
つ
・
弓
ｒ
■
、
争
ロ

や
。
●
幸
一
●
●
●
寺
一
争
画
一
■
告
・

旬
画
一
■
一
■
●
●
申
一
●
。
■
・
申
。

一
一
口
早
●
守
垂
■
毎
守
一
申
甲
■

一
一
一
む
ゆ
ｅ
甲
■
ロ
●
一
申
守
一

一
一
一
一
●
●
●
一
一
■
一
●
●
垂

や
一
一
一
●
③
寺
一
写
、
〃
亀
垂
一
●
ｑ
ｌ
ｆ
。

４
泊
。
九
Ｊ
具
ｂ
え
Ｊ
岳
』
。
。
、
ｆ
ｏ
４
１
・
奄
普
へ
Ｊ
垂
⑪
常
⑦
七
月
Ｊ
：
Ｉ
Ｃ
切
暫
０
訂

●
・
・
垂
心
ｅ
凸
一
宇
〃
。
、
■
・
・
９
Ｊ
Ⅱ
日
・

●
》
■
幸
一
●
。
垂
■
●
句
■
①
垂

●
■
。
一
一
一
①
■
■
●
寺
■
●
垂

3

巳
■
●
●
一
一
■
一
一
●
一
甲
。
』
●
■
●
●
守
口
■
ロ
申
ロ

巳
●
凸
●
一
一
■
一
寺
ｅ
一
毛
●
垂
●
■
凸
告
争
垂
●
一
●
一

口
●
４
仔
一
一
申
一
一
●
垂
●
●
■
一
●
色
凸
や
一
台
一
ゆ
垂

一
●
叩
●
一
一
申
一
一
●
■
●
・
一
一
皇
や
凸
や
一
●
一
中
凸

戸
⑪
八
Ｊ
見
』
畠
ひ
え
Ｊ
－
４
も
え
Ｊ
ら
３
－
４
宵
《
ｈ
晋
Ｏ
１
４
ｐ
Ｐ
初
え
り
言
ｌ
ｆ
１
・
り
】
畠
⑥
昂
抄
晶
Ｊ
え
Ｊ
員
ｊ
え
Ｊ
芦
③

一
一
●
■
一
一
●
一
口
凸
■
一
●
一
一
今
●
■
句
一
■
■
●
年

一
一
一
①
守
一
●
■
一
叩
一
一
ゆ
垂
。
一
●
●
・
■
己
一
心
寺

■
ｐ
●
■
ロ
②
●
寺
一
申
●
●
●
令
一
一
●
申
旬
ロ
■
■
■
■
■
ａ
ｑ
■
１
０
０
４
１
４
１
４

巳
●
■
一
一
一
●
や
一
巳
●
寺
●
や
垂
一
●
申
●
一
●
●
垂
●
一
甲
垂
一
●
■
①
守
申
一
●
一
●
■

●
。
・
年
一
一
■
守
一
巳
・
一
句
争
一
一
心
早
●
一
●
■
垂
●
一
与
一
■
毎
皇
●
や
由
一
台
垂
●
■

●
●
や
争
一
一
己
●
垂
●
●
一
。
幸
一
一
一
■
●
。
■
寺
一
●
一
巳
争
垂
心
今
ｃ
Ｌ
ｂ
Ｄ
〃
●
早
垂
●
。
■
一

０
口
・
魂
Ｙ
４
ｐ
具
０
尺
ｂ
－
０
℃
一
・
．
！
“
。
“
勺
晶
ｂ
昌
初
・
舎
４
・
・
貝
初
見
Ｊ
申
４
”
マ
ー
而
争
。
ロ
ロ
而
一
“
■
凸
ロ
ー
ｏ
■
心
・
・
。
■
で
一
・
Ⅲ
普
唖
Ｊ
え
Ｊ
・
１
酉
４
曲
：
一
ワ
官
？
管
ｎ
Ｙ
４
。
一
旦
朝
今
Ｆ
ひ
三
切
島
Ｊ
ｅ
０
而
・
１
℃
－
０
勺
・
少
一
口
？
言
４
十
一
Ｊ
。

《
●
凸
。
Ⅱ
昌
一
垂
。
●
●
己
寺
告
一
①
●
一
一
一
●
■
垂
一
■
一
●
。
－
も
Ⅱ
晶
争
一
一
一
一
ｆ
０
勺
■
巳
。
■
Ｐ
今
一

一
一
色
や
。
■
■
今
一
一
告
一
皇
■
垂
■
■
■
。
垂
一
申
垂
●
■
一
寺
一
一
一
一
合
一
■
●
年
一
垂

一
一
●
。
■
■
垂
●
一
一
申
一
毎
つ
ゃ
■
■
垂
●
一
一
巳
。
■
■
一
垂
一
一
一
一
■
一
一
●
一
一
垂

■
■
■
■
■
■
■
口
早
■
。
■
●
●
■
一
一
一
●
守
一
●
■
■
一
一
年
一
一
■
■
■
■
■
一
垂
一
●

●
●
申
ら

由
申
申

、
３
Ｆ
》
■
申
．
１
Ｊ
り
？
、
Ⅱ
〃
台
？
、
Ⅱ
Ｊ
ｅ
ｅ
も
Ⅱ
Ｆ
●
○
咽
ｊ
〃
？
、
Ⅱ
〃
●
●
■
？
、
０
Ｊ
号
、
Ｄ
″

戸
伽
昌
油
。
Ｔ
Ｙ
Ｈ
ｙ
ｆ
唖
入
』
。
〒
’
入
Ｊ
ｏ
Ｔ
⑪
。
。
’
ろ
切
今
叩
苦
小
旨
Ｒ
Ｙ
７
０

ｐ
－
凸
晶
●
。
●
●
●
●
●
●
■
②
凸
。
。
①
中
●
旬
由
０
■
ｒ
缶
◆
冬
凸

仙
・
０
．
３
．
０
．
１
．
１
今
０
－
０
．
０
．
０
．
０
－
０
・
Ｉ
季
０
０

４
ｆ
Ⅱ
乃
毎
●
・
少
〃
１
９
？
ｒ
１
，
分
や
ｅ
Ｉ
Ｂ
ｑ
－
が
Ⅱ
、
①
〃
Ｉ
Ｃ
甲
４
１
町
守
一
台
？
ｊ
ｌ
１
ｅ
ｊ
Ⅱ
、

。

(0.6）

中
中
ウ
唖

①
ゆ
申
●

●
凸
谷
も
Ⅱ
〃
一
も
Ⅱ
Ｐ
？
１
″
ｆ
●
凸
ｂ
Ｈ
″
申
？
、
Ⅱ
ヴ
●
▼
、
６
Ｊ
幸
も
巳
〃
〃
冬
●
●
●
●
、
■
Ｉ
Ｆ
一
甲
、
一
リ
グ
●
●
合
Ｌ
ｂ
■
Ｆ
一

旬
Ｊ
・
’
４
．
９
０
つ
４
℃
一
（
ｕ
Ｙ
Ｈ
ｙ
－
⑪
ず
Ｐ
３
・
ｎ
Ｕ
八
Ｕ
－
ゆ
寺
・
り
ぎ
Ｊ
⑥
。
ｆ
⑪
２
叩
呼
孔
叩
・
■
Ⅱ
具
か
承
り
早
０
１
・
具
Ｙ
０
寸
・
っ
Ｊ
畠
・
Ｊ

ａ
●
●
色
。
垂
ｑ
一
●
■
▲
凸
●
ロ
凸
与
●
ぞ
寺
一
●
●
●
●
■
寺
■
●
●
今
０
●
６
●
ｒ
幸
凸
与
●
缶
ｅ
Ｃ
■
●
ｅ
②
ｅ

ｎ
Ｙ
１
Ｌ
■
１
凸
マ
ー
ふ
え
Ｕ
具
Ｕ
Ｇ
Ｏ
－
．
１
．
句
Ｊ
・
ワ
言
０
１
尺
Ｕ
・
ｎ
ｖ
４
５
ｎ
Ｙ
ｏ
ｌ
貝
叩
・
少
冒
、
）
え
り
呉
Ｕ
・
、
言
ｎ
Ｙ
１
４

。
●
？
ｆ
Ⅱ
、
一
〃
Ⅱ
ｌ
写
ｅ
－
ｆ
Ⅱ
ｎ
台
。
〃
■
Ⅱ
込
巳
●
．
ｆ
Ⅱ
、
②
旬
．
〃
Ⅱ
Ｅ
Ｆ
ｆ
Ｌ
２
申
■
告
■
‐
Ｊ
１
‐
。
ｅ
ｊ
ｌ
ら
今
●
Ｊ
１
も
幸

。
台
守
争
い
ｅ
毎
ａ
●
ロ
。
や
一
■
寺
●
●
年
●
●
一
●
争

。
台
守
一
。
●
凸
●
寺
一
申
守
一
巳
●
●
●
ｅ
今
●
一
●
争

●
■
凸
●
■
●
●
一
呈
色
毎
申
や
今
■
■
旬
●
一
■
■
ロ
■
■
■
■
■
ａ
ｑ
ｑ
１
■
０
０
４
１
‐

ゆ
○
毎
。
■
●
告
一
●
申
ロ
●
缶
Ｃ
●
■
。
●
■
毛
●
毎
●
●
●
今
一
■
申
Ｃ
ゆ
毎
凸
■
申
巳
●
●

●
も
Ｉ
〃
●
旬
●
？
も
Ⅱ
夕
呈
●
●
宮
、
０
〃
甲
●
１
〃
ｆ
■
も
も
〃
２
，
も
Ｄ
Ｐ
。
？
も
■
ｒ
●
．
、
Ｂ
ｒ
●
ｑ
■
Ｄ
Ｆ
Ｕ
ｈ
８
Ｆ
申
凸
Ｌ
■
８
Ｆ
言
６
Ｊ
ク
曾
囚
Ｊ
Ｐ
Ｐ
毎
口
』
、
Ⅱ
β
凸
今
中
。
■
も
も
〃
Ｐ
。
●
い
も
■
ｒ
●
己
も
〃
ｒ
毎
凸
■
守
曾
１
Ｊ
ザ
■
■

瓜
ｂ
Ｑ
【
ｄ
，
入
り
今
ｏ
ｌ
ｎ
５
八
Ｊ
。
⑪
哩
琶
【
・
柳
。
心
Ｊ
一
リ
セ
戻
り
・
リ
』
。
Ｈ
音
冗
Ｊ
入
Ｕ
令
⑪
ご
《
’
０
ス
リ
合
一
ｊ
今
ｑ
》
・
４
●
羽
・
Ｈ
Ｖ
Ｏ
１
．
．
１
．
品
⑪
。
Ｆ
加
塁
ｂ
亭
Ｈ
Ｙ
１
凸
。
．
’
・
旬
Ｙ
今
ｂ
・
今
ｂ
ロ
⑪
●
》
・
心
、
唖
や
一
シ
】
・
１
羽
。
骨
Ｊ
０
・
Ｐ
豹

●
。
●
寺
ｇ
や
旬
一
。
●
ｂ
申
■
ゆ
■
・
寺
一
●
●
●
④
●
●
。
●
旬
一
■
●
●
旬
６
今
申
●
■
●
●
●
●
。
○
寺
。
●
■
●
◆
①
Ｂ
申
甲
争
。
巳
●
●
Ｕ
●
●
。
●
凸
旬
凸
Ｐ
冬
。
●
●
●
●
。
。
●
ｇ

《
叩
》
Ｑ
小
Ⅱ
叩
。
《
叩
”
●
《
“
、
〉
垂
●
Ⅱ
凸
①
血
叩
）
申
□
■
■
ゆ
■
Ⅱ
８
●
巾
迅
唖
寺
心
〃
》
ｐ
ｎ
い
む
へ
く
い
●
ハ
叩
叩
●
も
Ⅱ
凸
凸
。
Ⅱ
凸
ロ
〈
肥
叩
〉
早
く
叩
》
●
《
叩
》
●
●
■
＆
●
恥
Ｕ
毎
小
叩
〉
。
《
Ⅱ
叩
や
。
Ⅱ
＆
●
。
■
■
中
仙
叩
叩
毎
血
叩
〉
●
は
⑪
守
《
叩
叩
）
●
■
Ⅱ
凸
●
、
″
】
Ｃ
宮
司
Ⅱ
心
中
《
叩
》
申
〈
叩
一
台
《
叩
》
●
９
■
＆
●
、
、
叩
毎
ハ
叩
》
。
〈
Ⅱ
叩
今
伽
叩

ク
ロ
ロ
０
９
申
■
幸
一
△
Ｊ
１
、
今
巳
や
．
Ｊ
Ⅱ
、
●
毎
ゴ
ｆ
ｌ
、
■
“
Ｊ
１
、
ｅ
‐
Ｊ
８
、
申
●
Ｊ
■
Ｉ
可
一
Ｊ
■
０
，
．
．
Ｊ
。
、
巳
．
Ｊ
０
１
●
凸
一
〃
Ⅱ
、
■
今
Ｊ
１
、
今
○
Ｊ
１
９
申
や
●
ｆ
Ｉ
Ｌ
ゅ
一
。
■
７
〃
も
、
●
甲
Ｊ
ｄ
ｑ
１
申
ｊ
ｑ
、
守
●
毎
●
雷
〃
１
９
曲
・

由
凸
守
一
一
巳
●
●
一
●
や
甲
守
一
寺
●
●
凸
守
一
申
守
士
寺
一
申
●
一
申
旬
■
●
■
ロ
■
一
由
ロ

■
ｐ
Ｐ
■
■
■
■
Ｆ
■
ｐ
苧
■
●
Ｐ
■
●
●
告
や
■
申
守
一
●
一
■
・
一
口
晶
早
●
旬
一
句
垂
申
一

3
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T
q
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ガI定不能

測定不能

測定不能

3
. . . . . . . . . .

5

3

一
一
一
心
。
』
●
●
垂
皇
一
一
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第63表－2石滋計測・観察表(2)

HQ 川上 射位
適物
番号

ｲi材
法量

li(rr) te(rr) 厚（ 、） 側且(K)
快深(画）

先端刈
（・）

携損
部位

平面形に
よる分顛

挿図 備 考

④
。
凸
。
。
●
・
毎
・
・
寺
中
。
●
早
今
・
凸
△
一
同
心
・

迦
郡
狐
麺
醜
獅
測
漉
祁
師
雄
和
獅
祁
細
加
一
加
、
一
鰹

一
二
一
・
冬
苧
甲
今
。
二
◆
。
。
や
旬
②
。
凸
●
Ⅱ
品
。
排 止

災挿

的』

.．igii"
28K

22N

…2証.．
2

・
・
凸
。
寺
も
由
。
や
師
Ｕ
今
。
▲
中
・

一
山
添
画
狐
跡
師
耐
赫
、
郷
蹴
師
睡
祁

。
■
毎
口
。
。
■
■
午
的
く
り
と
■
凸
中
■

2派一

..iiii"
141

'ml"
181．

221

…蕊ー

・
毎
・
・
』
●
一
・
・
凸
寺
早
・
ひ
■
。
令
守
巳
缶
画
学
ロ
ー
帥
画
Ｕ

州
錘
、
雌
蝿
賊
獅
耐
砿
如
一
刈
一
皿
一
小
測
猛
耐
獅
如
一
狐
班
迦
郡
鶴
諏
祁

・
寺
二
■
合
仔
一
①
■
一
◆
甲
■
ロ
巳
■
■
■
や
今
申
畢
合
今
。
Ⅱ
凸
261§W

l9H

"i'sm"
"Til'

Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
ｒ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
ｒ
》
Ⅲ
一
Ⅲ
一
川
一
川
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
一
一
一
Ｔ
－
Ｉ
Ｔ
ｒ
－
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
－
１
丁
一
川
一
Ⅱ
Ⅱ
》
Ⅲ
一
一
一
Ｔ
－
Ｉ
Ｔ
－
Ｉ
－
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
ｒ
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
Ⅲ
一
Ⅱ
一
》
Ⅱ
》
Ⅱ
一
’
一
Ⅱ
一
Ⅱ
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
》
Ⅲ
一
皿
一
川
一
Ⅱ
辛
一
Ｌ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

137
二
《
ｈ
Ｙ
Ｆ
、
Ｕ
・
句
“
忠
一
《
⑪
盲
、
〃
】
●
Ｇ
０
ｑ
ざ
Ⅱ
込
む
《
奄
哩
一
○
０
ユ
ー
ｎ
Ｕ
－
勾
戸
些
己
。
■
且
一
（
ｘ
〉
。
④
④
一
〈
ｘ
ｕ
冒
用
で
・
守
０
．
４
で
一
句
Ｊ
－
へ
名
四
口
⑦
一
塁
。
⑲
邑
云
毎
Ｊ
一
Ｆ
、
》
一
の
遇
①
句
小
寺
。
Ｕ
凸
一
《
叫
篭
０
毛
今
《
叩
冨
ｎ
吋
望
《
叩
》
一
旦
ｊ
一
侭
ｕ
凸
《
奄
哩
・
●
０
△
一

一
舵
一
Ｗ
一
鵬
一
鯛
一
伽
一
皿
皿
帥
一
伽
一
舵
一
帥
一
Ｍ
一
卯
一
船
一
Ⅲ
一
Ｍ
一
叩
一
Ｍ
種
一
卯
一
哩
辛
伽
一
伽
一
蛇
一
伽
一
睡
一
帥
一
例
一
㈹
一
ｍ
一
皿
》
Ⅲ
一
側
一
師
一
帥
一
伽
一

dsi"
一
岬
一
皿
啄
一
岬
一
蝿
岬
一
唖
叱
一
瞬
画
一
嘩
皿
噸
一
皿
一
噸
一
哩
雌
咽
一
皿
一
哩
一
晦
一
晒
一
皿
一
脚
一
伽
一
吋
一
噸
一
哩
蝿
皿
叩
一
哩
皿
一
蝿
皿
一
噸
一
皿
噸

韓
圭
亜
一
｝
一
一
壷
一
一
王
ト
ー
ト
》
辛
》
宰
壷
辛
辛
壷
》
》
一
隷
亜
一
一
＃

Ｌ
，
罪
卜
韓
卜
蚊
，
城
‐
｛
，
ｒ
’
上
ト
ェ
ー
ガ
，
土
，
上
イ
》
ｆ
ト
ェ
，
土
卜
恥
卜
奉
卜
》
Ｌ
’
－
１
．
＃
卜
』
卜
一
Ｊ
ト
ェ
ト
』
ト
ー
測

蓉
垂
珪
垂
↑
津
一
一
一
一
》
一
垂
珪
椛
一
癖
華
》
奔
一
珪
塞
垂
奉
垂
・
毒
塞
搾
拝
洋
一
珪
州

恐(下呂ｲj）
卜
聖
イ
ー
ト
ェ
ト
ー
イ
ー
ト
ー
ト
ェ
ト
亜
ト
ー
イ
ー
イ
ー
ト
ー
ト
亜
ト
ー
ト
雷
卜
》
卜
》
卜
辛
ト
ー
ト
ー
ｉ
卜
』
卜
亜
卜
零
打
学
ト
ー
ｊ
卜
亜
ト
ー
ト
ー
ト
ュ
質

亜
ト
ー
ェ
》
ト
ー
ー
ェ
圭
一
ト
ー
ト
幸
幸
壷
一
雷
一
》
亜
↑
一
蓉
辛
亜
》
』
》
》
辛
辛
一
恥
協

珪
識
↑
津
一
癖
垂
蓉
蓉
捧
趣
杓
一
活
誇
琴
一
塞
蓉
垂
垂
誌
垂
垂
垂
塞
誇
撫
珪
猛
廷
蓉
一
一
一
一
》

岩(下jrMO）

淀紋沿質浦
岩(下呂ｨi）

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

サヌカイト

・チャーI、

漣紋Yi質沸
職(下凡打）

、チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

一
中
一
一
・
一
画
４
－
や
。
一
●
一
宮
、
Ⅱ
夕
ｅ
Ｌ
１
Ｊ
Ｐ
。
、
１
〃
ｒ
ｔ
Ｅ
Ｊ
〃
中
心
も
〃
亙
一
い
も
〃
ｐ
と
巳
一
ｈ
Ｊ
〃
甲
Ｌ
ｈ
■
グ
ー
。
Ⅱ
■
■
グ
Ｘ
Ｇ
■
〃
ｆ
一
、
二
〃
伊
・
口
１
Ｊ
″
一
一
１
Ⅱ
〃
凸
面
１
Ｊ
〃
凸
．
ｈ
Ⅱ
Ｆ
今
ｂ
■
■
〃
ど
も
己
■
β
・
も
画
〃
伊
一
宮
、
〃
タ
ー
．
、
Ｊ
〃
毎
、
０
ク
ロ
．
貼
り
グ
ー
、
８
〃
一
．
、
８
Ｆ
画
も
Ｉ
Ｆ
－
ｈ
８
Ｆ
◇
、
■
■
”
夕
。
．
ｈ
Ⅱ
″
ｔ
、
ｊ
召
△
、
リ
グ
一
も
、
Ｊ
Ｊ
ｒ
、
Ｊ
ざ
、
Ｅ
ｊ
グ
ー
も
も
Ｊ
グ
ー
、
■
ク
マ
宮
、
■
グ
毎
も
Ｉ
。
β
・
Ｇ
Ｅ
〃
Ｐ
・
も
も
〃
ｇ
も
、
Ｊ
グ
ー
巳
１
Ｊ
グ
ー
一
・
凸
一
争
早
一
一
。
①
①
凸
寺
。
争
一
も
も
″
ｒ
で
、
３
Ｊ
勺
、
０
ｆ
凸
．
Ｌ
Ⅱ
〃
冬
、
６
″
垂
．
１
０
グ

ｑ
ｒ
△
４
入
Ｊ
ｐ
Ｈ
ソ
ワ
０
入
り
今
７
９
つ
・
１
二
二
③
一
一
・
■
島
Ｊ
０
．
ｑ
冒
少
】
入
り
令
Ｏ
Ｙ
１
Ｌ
－
４
。
入
り
た
り
見
』
合
一
０
入
Ｂ
恥
Ｊ
茨
ｂ
入
Ｕ
ロ
ー
凸
入
り
今
１
４
今
？
》
今
ク
〕
二
。
。
？
】
入
Ｕ
今
ｑ
》
入
Ｕ
画
ワ
学
０
》
入
ソ
潟
⑪
今
ヅ
ー
今
ワ
』
“
ワ
２
１
４
ロ
ワ
曹
７
０
◇
ワ
舎
？
学
『
ｊ
二
ひ
ゃ
４
℃
入
Ｕ
・
４
詞
。
【
Ｊ
０
ｏ
ｑ
ｙ
印
ｙ
ｑ
ヅ
ー
△
是
。
今
《
Ｕ
－
０
Ｔ
季
ワ
リ
ニ
Ｒ
ｙ
ｑ
ざ
ワ
０
入
Ｊ
入
ｂ
・
宇
４
千
’
八
Ｊ
“
Ｒ
５
．
４
．
口
－
４
鳥
ｂ
今
旬
乎
ｑ
背
《
ｊ
今
ワ
』

？
写
１
且
元
乙
昌
■
■
－
１
８
．
ワ
号
リ
マ
ワ
写
１
△
今
リ
言
１
４
．
１
ム
ー
ウ
ぞ
ワ
曹
１
凸
元
Ｊ
マ
ウ
学
Ｇ
１
今
ワ
言
ウ
ヤ
ワ
曾
１
４
．
ク
￥
１
且
舎
ワ
写
？
￥
１
８
今
。
？
》
今
？
』
“
△
Ｉ
今
。
ｌ
ｐ
－
Ｊ
季
一
？
曹
１
凸
今
？
』
・
ワ
写
１
凸
・
Ｇ
１
マ
ワ
守
り
写
り
管
１
４
今
少
亨
ワ
写
１
凸
令
ワ
管
ワ
色
－
１
＆
今
？
曽
今
■
■
・
ワ
』
ロ
ク
ャ
１
８
◇
ワ
菅
１
且
－
１
８
ロ
グ
言
ウ
写
⑱
』
ロ
ウ
』
・
ロ
１
．
１
４
今
１
４
－
１
４
．
．
１
：
■
且
◇
。
’
凸
１
皿
◇
凸
１
．
０
▲
凸
。
ｌ
今
？
胃
１
凸
」
１
４
．
１
４
“
１
凸
一
・
１

口
中
中
凸
・
凸
寺
。
一
一
・
一
む
ち
ｆ
ｌ
、
寺
ひ
げ
Ⅱ
、
－
４
ｆ
Ⅱ
、
弓
ｒ
ｌ
、
。
“
■
■
も
》
一
心
ｆ
Ｉ
ｎ
と
一
″
ｑ
ｑ
・
Ｊ
０
、
や
４
０
、
今
ｊ
０
、
凸
．
ｒ
Ｉ
、
。
△
Ｊ
１
、
や
ｊ
ｑ
、
士
Ｊ
ｑ
、
士
ｄ
ｐ
１
、
。
．
〃
８
、
士
タ
ｒ
ｌ
ｑ
・
け
■
１
℃
千
・
〃
■
砧
一
○
Ｊ
Ⅱ
、
凸
・
Ｊ
１
、
”
夕
Ｆ
１
、
』
タ
ロ
ー
、
ち
白
日
、
マ
ク
日
ｑ
ｃ
ｅ
〃
■
も
う
〃
ｌ
、
ロ
“
〃
Ｉ
Ｂ
－
ｐ
〃
１
ｑ
画
．
Ｊ
Ⅱ
、
一
“
ｆ
Ⅱ
、
で
．
Ｊ
Ⅱ
、
。
〃
Ⅱ
、
一
Ｊ
Ｈ
、
凸
“
Ｊ
Ｂ
、
と
．
〃
１
、
や
〃
１
９
・
少
■
■
も
一
中
一
〃
ｌ
も
凸
△
ｒ
ｌ
ｑ
一
宮
ｒ
１
ｑ
垂
。
①
凸
毎
・
・
一
巳
画
中
申
寺
中
画
凸
。
ｐ
■
ｑ
、
や
り
β
８
，
・
“
〃
１
，
句
△
〃
ｌ
、
画
少
Ｆ
ｑ
ｑ
－
・
Ｊ
１
、

◇
一
一
毛
一
・
一
毎
画
や
一
や
む
毎
一
も
Ⅱ
夕
一
・
、
Ⅱ
夕
一
宮
Ｌ
Ⅱ
グ
ー
一
口
』
毎
七
・
一
一
一
毛
。
』
凸
一
Ｑ
、
リ
グ
。
、
Ⅱ
〃
今
、
３
Ｊ
一
一
、
０
〃
”
、
■
″
一
も
■
■
〃
・
一
も
■
〃
守
宮
も
■
〃
全
も
Ｄ
Ｊ
、
１
Ｊ
ｚ
Ｌ
、
リ
グ
。
』
、
Ⅱ
ク
●

Ｒ
》
元
乙
詣
ｂ
為
Ｊ
今
△
４
入
Ｕ
冒
守
０
禿
Ｊ
今
１
４
マ
日
当
Ｒ
ま
尾
望
４
口
耳
Ｊ
－
ｏ
ｌ
－
Ｒ
５
今
。
ｌ
お
り
今
ｎ
ｙ
目
翌
ウ
宇
侭
ｙ
Ｆ
抄
宮
只
望
句
或
ハ
リ
高
Ｊ
０
二
ｑ
》
・
字
６
房
ｂ
舎
宇
０
．
ｑ
〆
４
『
ｈ
Ｕ
応
Ｊ
夷
０
－
４
口
・
ワ
写
６
章
《
む
ふ
⑥
高
Ｊ
・
・
４
房
ｂ
局
Ｊ
一

１
４
１
＆
令
１
４
１
４
．
１
且
一
ク
言
１
Ｊ
一
・
１
－
１
且
》
。
ｌ
◇
。
ｌ
－
１
Ｂ
－
ｏ
ｌ
今
１
凸
３
１
今
１
４
－
１
２
１
凸
－
１
４
１
４
ワ
言
、
ｌ
今
１
４
雨
ｊ
亀
１
－
叩
＆
－
０
且
。
ｃ
１
ｐ
Ｄ
Ｉ
－
０
里
。
’
一
つ
ｌ
－
１
４
１
ｆ
１
上
－
１
４
口
１
４
１
凸
・
１
凸
－
１
△
令
。
１
－
１
△
ｐ
Ｑ
ｌ
－
１
４
Ｑ
ｌ
一

一
④
《
二
一
守
一
一
と
争
一
一
●
垂
・
〃
１
，
－
〃
ｌ
、
一
″
Ｉ
ｔ
ｃ
一
寸
ａ
一
一
●
Ｐ
一
一
口
。
－
ロ
一
受
ｆ
ｌ
Ｓ
ｆ
１
、
。
．
〃
６
、
一
弓
ロ
ー
町
・
Ｊ
１
、
一
・
〃
Ｉ
四
一
Ｊ
１
塁
ｊ
０
も
ち
り
も
Ｊ
Ｊ
ｑ
３
．
Ｊ
１
１
－
．
Ｊ
１
囚
今

16

'Tit)
●
１
．
１
．
１
言
１
今
ｊ
今
１
今
ｊ
含

み
ひ
。
Ｒ
ｙ
ｑ
ｙ
４
や
為
．
Ｊ
一
ワ
Ｆ
４
や
ロ

ｉ
・
１
－
１
．
１
１
１
．
１
．

ｉ
ｉ
，
ｉ
ｉ
ｉ
・
く
．

(9)

２
－
４
一
再
上
？
具
５
－
５
－
．
４
．
１
３
－
２
－
２
苛
乳
４
－
１
２
－
．
１
帥
－
５
苛
父
９
－
２
－
５

１
１
１
．
１
毒
１
．
１
．
１
．
１
．
１
ｅ
１
１
勺
１
．
１
勺
１
１
今
１
く
１
．
１
雪
・
１
今
１

”
や
。
卑
亨
・
・
”
。
凸
宮
”
毎
画
一
宮
口
寸
・
△
。
。
。
凸
凸
。
□
・
士
。
。
．
ｂ
Ｊ
〃
”
。
。
守
寺
・
・
。
。
寸
・
毎
”
毎
口
・
午
今
。
①
士
毎
凸
・
・
寺
。
・
・
・
毎
。
■
で
画
や
一
・
士
。
”
・
毎
画
寸

Ｐ
ゆ
え
Ｊ
こ
め
ロ
４
：
４
，
戸
ひ
員
ｂ
令
４
℃
・
？
曾
７
０
．
１
？
Ｆ
ひ
品
Ｊ
↑
一
Ｄ
ふ
り
入
り
・
恥
呼
“
■
ｖ
《
〃
咽
芦
り
ふ
切
・
４
℃
・
一
抄
・
叩
師
“
与
扮
こ
め
民
⑪
凸
口
和
二
０
皿
で
る
Ｊ
占
め
今
ワ
一
見
Ｊ
・
４
口
内
ｊ
戸
Ｕ
写
０
も
。
“
１
℃
え
Ｊ
・
珂
呼
４
℃
目
？
告
・
４
。
今
舎
４
。
。
△
月
咽
・
△
用
増
画
４
▽
“
リ
砦
０
泊
一
元
乙
・
４
も
つ
４
勺
今
珂
乎
４
口
今
り
』
ロ
０
℃
見
』
寺
４
○
今
『
Ｊ
巳
４
勺
ロ
ワ
』
禿
ｊ
季
畑
習
△
月
増
冒
リ
ゼ
ク
￥
ク
』
禿
Ｊ
元
廷
叫
句
Ｊ
え
Ｊ
ｐ
０
ｐ
ｖ
０
地
口
入
ｊ
応
凸
ら
Ｊ
・
巾
』

．
毎
口
・
凸
・
寺
①
。
年
寺
・
千
・
ひ
”
凸
。
。
の
。
”
。
“
。
・
・
・
令
ａ
や
△
〃
８
町
で
凸
己
今
吉
凸
や
・
今
凸
。
・
・
寺
”
ａ
一
。
。
。
。
ロ
ム
・
画
◆
▲
凸
。
・
ウ
。
■
守
口
■
令
・
凸
・
今
・
今
。
。

で
毎
画
一
一
冬
一
●
。
一
一
・
一
・
宮
、
Ｏ
ｆ
－
』
、
Ｉ
″
。
、
、
Ⅱ
β
菅
、
Ⅱ
〃
寸
、
ロ
ー
″
守
巴
■
Ｉ
夕
今
』
、
ｉ
グ
ー
一
、
Ⅱ
″
・
座
、
Ⅱ
〃
毎
．
、
Ⅱ
〃
今
』
、
Ⅱ
β
②
．
、
Ⅱ
β
・
△
、
Ⅱ
Ｆ
今
も
咽
〃
グ
：
９
０
昌
巳
Ｈ
Ｊ
５
Ｌ
■
Ｊ
ｇ
Ｌ
Ｂ
Ｊ
Ｐ
・
Ｌ
ｈ
ｇ
グ
一
Ｌ
Ｌ
〃
〃
で
も
Ｊ
〃
垂
１
Ｊ
ザ
・
も
巳
、
ｆ
毎
．
、
８
Ｊ
－
１
Ｆ
″
甲
も
Ｂ
■
“
一
、
け
ク
マ
、
６
口
〃
？
、
刀
〃
宮
Ⅵ
０
″
旨
１
日
〃
垂
』
、
０
夕
。
．
、
０
〃
一
・
、
０
″
一
宮
、
Ⅱ
夕
一
宮
も
、
〃
一
己
１
Ｊ
Ｆ
・
一
も
Ⅱ
〃
や
も
Ⅱ
〃
一
．
Ｌ
Ⅱ
夕
一
心
、
Ｊ
グ
ー
・
・
一
一
毎
令
今
毎
寺
争
今
今
今
毎
“
七
‐
・
Ｂ
ｆ
．
§
Ｌ
ｒ
Ｏ
－
ｑ
ｐ
ｂ
ｒ
ｇ
Ｂ
Ｂ
ｒ
２
、
ｌ
ｚ
エ
』
、
Ｂ
ｒ
〃

、
）
入
Ｊ
一
ヅ
ザ
《
り
ふ
０
－
１
？
Ｔ
苧
Ｑ
》
入
Ｊ
・
面
’
Ｕ
入
り
今
ｑ
》
員
ｊ
入
る
入
り
－
０
岨
。
島
Ｊ
元
電
ソ
一
ひ
ふ
ｂ
－
１
凸
元
毎
Ｊ
“
二
Ｊ
鼻
ｊ
－
１
日
入
り
烏
’
！
《
０
入
Ｊ
為
り
今
’
ず
４
》
・
ｎ
ｖ
侭
ｖ
負
い
八
Ｊ
百
１
一
・
ワ
！
ｑ
￥
ウ
９
－
ｍ
Ｖ
負
亨
ｎ
Ｙ
１
ふ
み
’
０
入
り
口
Ｒ
ｖ
β
ｒ
０
Ｔ
－
り
ざ
Ｑ
》
催
、
畠
ｏ
員
ｂ
尻
基
艮
靭
六
Ｊ
宮
。
１
－
４
泊
－
，
Ｕ
・
一
切
切
見
Ｊ
烏
旬
云
⑪
入
る
島
Ｊ
二
一
Ｄ
－
４
も
農
ｂ
－
Ｐ
３
島
Ｊ
鳥
ｂ
員
ｊ
八
Ｊ
畢
？
曾
尽
？
ゆ
》

申
■
◆
一
申
亨
斗
争
。
《
●
■
毎
今
■
一
晶
■
毎
一
合
一
■
■
毎
一
申
古
？
■
＄
■
？
■
■
申
宇
凸
舎
一
台
凸
早
■
●
今
●
一
申
一
Ｕ
画
旬
一
■
一
白
凸
■
一
■
一
耳
で
毎
一
毎
毎
昏
一
■
■
毎
一
③
一
●
■
④
一
■
令
■
千
■
凸
●
▲
●
一
申
■
■
午
令
凸
■
と
●
や
早
口
■
牛
つ
垂
や
一
凸
一
■
■
耳
で
争
一
■
一
七
。
■
■
申
一
■
一
今
中
０
口
■
■
申
凸
◆
■
寸
凸
寺
■
①
一
毎
■
昏
一
●
■
も
一
争
画
ウ

ヮ
ャ
ｎ
ｖ
１
凸
舎
く
り
季
ｎ
ｖ
１
４
・
Ｔ
ｖ
《
Ｕ
六
Ｕ
・
？
』
え
Ｕ
尻
Ｕ
え
Ｕ
入
Ｕ
え
り
元
Ｊ
ロ
〈
０
－
１
＆
え
Ｕ
皇
▲
■
且
今
ワ
ー
舎
口
■
ｎ
口
・
Ｉ
え
ぃ
・
１
日
・
ワ
告
１
且
．
１
凸
争
１
８
入
Ｕ
曇
１
４
尺
Ｕ
ロ
ー
上
二
《
０
号
竿
０
－
１
且
マ
ー
ュ
え
叩
入
Ｕ
犬
Ｕ
・
１
凸
入
Ｕ
・
１
０
一
１
且
え
り
穴
Ｕ
月
Ｕ
ｉ
Ｕ
今
１
■
息
Ｕ
一
（
Ｕ
ロ
ー
凸
晶
Ｕ
凸
１
且
屍
Ｕ
尺
Ｕ
え
Ｕ
マ
ー
凸
．
〈
Ｕ
・
１
４
谷
ｎ
Ｕ
え
Ｕ
え
叩
孟
Ｕ
式
Ｕ
え
Ｕ
え
Ｕ
え
Ｕ
画
一
０
今
《
Ｕ
ｐ
ｎ
Ｙ
《
Ｕ
」
“
０
一
一
０
丘
Ｕ
え
Ｕ
え
Ｕ

』
や
酉
』
凸
・
今
凸
。
二
一
舎
今
ｙ
ｆ
Ｌ
：
Ｊ
〃
Ⅱ
、
画
ｊ
Ⅱ
、
毎
Ｊ
０
，
－
”
β
８
ｑ
・
〃
■
ｑ
毎
Ｊ
■
、
一
Ｊ
一
日
、
画
宮
〃
Ｉ
ｈ
▲
．
ｆ
５
，
勺
．
Ｊ
１
も
害
〃
Ⅱ
、
ご
△
〃
Ｉ
、
二
△
〃
Ⅱ
も
一
△
Ｆ
１
５
士
ｆ
９
も
一
Ｊ
■
も
士
ｇ
日
日
、
；
■
。
、
▲
４
Ｊ
も
、
ｒ
Ｊ
ｑ
、
一
Ｊ
ご
ｆ
１
，
７
〃
ｑ
２
Ｊ
ｄ
Ｉ
ｕ
了
一
日
ｑ
『
画
一
〃
■
ｑ
毎
〃
ｒ
６
且
．
Ｊ
１
、
一
．
が
Ⅱ
、
凸
．
〃
Ⅱ
、
１
．
Ｊ
Ⅱ
、
垂
．
〃
Ⅱ
、
▽
〃
Ⅲ
ｑ
『
・
ｆ
６
も
言
〃
８
屯
《
〃
Ｉ
、
“
夕
■
０
Ⅱ
。
ｆ
日
、
凸
〃
■
１
、
一
一
ｆ
１
、
曾
ｆ
０
、
。
。
①
争
寺
ａ
。
一
一
・
・
・
七
画
守
。
□
ｆ
５
ｑ
・
△
〃
ｑ
、
テ
ｆ
Ｌ
、
。
』
〃
Ⅱ
、
ｅ
，
ｊ
Ⅱ
９
画
β
日
も

測

や
ロ
字
。
。
・
毎
毎
画
ａ
毎
・
一
八
Ⅱ
Ⅱ
。
一
・
争
令
早
口
や
今
・
・
一
。
寺
。
凸
。
一

千
■
寺
■
ぬ
凸
■
一
一
で
己
一
■
争
い
”
昨
い
■
一
■
▲
勺
■
昼
千
号
■
■
一
・
。
■
。
■
一

心
、

３
－
２
－
２
－
２
一
興
２
－
２
－
２
Ｔ
Ｔ
－
Ａ
２
－
２
Ｔ
麺
Ｔ
一
切
Ｔ
Ｔ
Ｔ
－
２
了
－
１
－
２
Ｔ
Ｔ
Ｔ
－
２
丁
ｒ
Ｔ
－
２
－
ワ

椛
碗
一
》
一
一
一
》
一
一
一
能
一
一
一
一
一
一
一
一
能
一
能
一
能
一
能
一
一
一
一
華
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

』
一
鍾
漣
２
－
１
－
Ｕ
一
帥
－
３
－
３
－
２
－
い
群
－
２
一
切
－
２
－
２
－
１
－
１
－
１
－
鐘
錘
鍾
軒
－
４
－
４
－
４
－
４
－
５
－
６
－
４
－
５
－
４
－
４
－
４
－
Ｊ
－
３
－
５
－
４
－
３
－
３
－
４
－
４
－
３
－
３
－
５

－
測
一
測
零
一
一
一
一
一
一
一
亜
測
一
』
一
一
》
エ
ー
ー
潤
一
潤
零
測
一
測
一
一
一
一
一
一
一
亜
一
一
一
一
》
一
一
一
辛
一
圭
一
亜
一

０
》
０
亜
５
－

勺
、
》
。
《
奄
哩
口
心
＆
一

(30）
3

・
士
・
１
凸
Ｂ
■
８
Ｆ
十
ｈ
日
グ
。
毎
・
号
画

凸
心
叩
王
に
甲
・
民
叩
▲
《
叩
双
民
唖
ウ
ｎ
Ｕ
・
ｎ
Ｕ
や
尽
甲
・
戸
恥
哩
干
ｎ
Ｍ
・

・
心
凸
冗
Ｊ
冒
珂
習
う
ダ
サ
』
局
Ｊ
為
Ｊ
今
ロ
ー
ロ
ワ
宇
切
ｙ

ロ
ロ
。
。
争
ｊ
Ｏ
１
ｐ
Ｊ
０
、
。
寺
。
中
・

(30）

…頂.．

…潟.．

30

（23）

壬
⑪
．
マ
・

マ
ワ
学
・
・

(30）

.砿ｶーｰ
(3〔)）

１
１

１
１

１

１

０
－
５
》
０
一
一
異
０
］
０
》
０
》
５
－
０
亜
０
－
０
芦
典
０
》
５
罪
５
－
５
－
０
亜
Ｆ
２
５
』
５
－
０
－
戸
２
５
亜
Ｏ
四
０
》
０
芦
旦
仙
壷
０
》
０
》
５
－
０
－
戸
乳
５
－
５
論
Ⅳ
》
｝
一
壷

４
１
》
り
ぎ
勾
乙
・
■
ｌ
・
勲
ツ
ー
８
”
可
ソ
ー
ワ
』
為
Ｊ
色
⑳
Ｊ
・
一
ワ
』
官
１
４
“
の
⑪
“
句
Ｊ
ロ
命
Ｊ
↑
？
曾
勿
辺
・
恥
叩
・
り
』
・
少
合
舎
処
乙
今
和
名
・
凸
■
■
。
ワ
』
”
勾
乙
ロ
ワ
背
ウ
学
⑳
Ｊ
ロ
ワ
曾
叩
乙
口
印
Ｊ
・
り
』
元
Ｊ
・
句
Ｊ
や
価
心
室
冗
邑
。
巳
画
一
・

と
・
令
・
〃
１
、
。
・
少
Ｉ
、
”
ロ
缶
・
毎
で
ａ
ロ
〃
１
日
”
４
１
℃
↑
“
己
・
・
画
。
・
・
。
■
、
。
』
１
・
△
Ｊ
ｕ
Ｌ
ｐ
一
口
？
。
。
と
▲
〃
０
、
。
申
。
竺
口

一
亜
一
室
一
一
》
一
一
韓
辛
一
亜
一
ｄ
亜
ｄ
一
・
側
月
月
ｇ
ｇ
ｇ
翼
尽
ｇ
Ｈ
ｇ
ｇ
－
ｇ
０
Ｌ
０
ｎ
ｈ
－
ｉ
－
ｉ
－
ｊ
ｌ
一
ｋ
一
。
ｋ
ｋ
－
０
蝿
ｋ
一
・
ｋ
ｋ
－
ｋ
－
ｏ
健
ｋ
一
ｋ
一
ｋ
一
ｋ
一
。
蝿
ｋ
－
ｌ
－
ｍ
ｍ
ｍ
一
一
一
》
一
一
一
一
亜
諦
｝
一
一
一
零
一
．
亜
恩
ｇ
ｇ
ｇ
Ｒ

Ａ
『
八
一
Ａ
篭
八
一
Ａ
Ｘ
｝
八
一
Ａ
一
Ａ
”
Ａ
一
Ａ
一
Ａ
｛
Ａ
一
Ａ
一
Ａ
一
Ａ
一
Ａ
《
Ａ
一
Ａ
｝
Ａ
￥
八
一
Ａ
一
Ａ
函
Ａ
一
八
一
Ａ
一
Ａ
｝
Ａ
亜
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
亜
Ａ
』
八
一
Ａ
一
Ａ
》
八
八
函
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
Ｋ
》
Ａ
一
Ａ
亜
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
亜
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ
Ｅ
一
冊
肘
一
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
前
Ｅ
－
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
－
Ｂ
Ｅ
面
画
面
Ｅ
一
冊
一
Ｂ

色
■
■
一
。
■
巳
一
色
■
■
台
。
■
凸
一
Ｇ
Ｆ
Ｌ
一
口
Ⅱ
△
。
。
Ⅱ
凸
争
。
Ⅱ
凸
－
０
Ⅱ
４
寺
。
Ⅱ
△
今
。
Ⅱ
４
－
勺
Ⅱ
▲
ず
。
Ⅱ
４
－
勺
Ⅱ
▲
一
Ｑ
Ⅱ
４
－
勺
■
且
－
９
Ⅱ
●
一
○
Ⅱ
＆
一
■
■
皿
一
も
■
皿
己
凸
■
■
一
画
■
■
↑
。
■
且
ロ
。
■
＆
一
。
■
Ｂ
一
○
Ⅱ
Ｌ
』
令
Ⅱ
△
。
。
Ⅱ
凸
。
■
Ⅱ
凸
一
勺
Ⅱ
凸
凸
。
Ⅱ
凸
一
○
Ⅱ
Ａ
－
Ｑ
Ⅱ
△
・
○
Ⅱ
４
１
。
Ⅱ
４
－
勺
Ⅱ
弘
一
Ｑ
Ⅱ
４
口
９
８
。
－
君
Ⅱ
心
画
●
■
＆
毎
■
■
日
毎
●
Ⅱ
８
－
●
■
ロ
ー
■
■
８
口
。
■
■
一
一
■
■
且
。
。
■
Ｂ
一
○
Ⅱ
Ｂ
一
勺
■
＆
一
●
■
▲
一
。
■
凸
・
■
■
▲
士
哨
Ⅱ
凸
一
○
Ⅱ
＆
一
○
Ⅱ
４
－
口
Ⅱ
凸
・
画
Ⅱ
凸
・
■
８
町
今
。
■
▲
今
。
Ｕ
凸
今
。
Ⅱ
凸
。
。
Ⅱ
▲
台
も
Ⅱ
凸
一
。
■
且
一
●
Ⅱ
邑
垂
。
■
■
一
●
■
凸
・
■
■
“
今
■
Ⅱ
凸
一
君
■
品
一
も
Ⅱ
竿
・
勺
Ⅱ
凸
一
。
Ⅱ
４
．
勺
０
４
－
●
■
＆
申
■
Ⅱ
凸
一
．
■
■
昼

樋
一
一
》
一
一
》
縄
一
一
一
一
一
》
棚
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
秒
一
一
一
一
》
》
一
一
》
一
》
一
一
一
一
辛
一
帥
辛
一
一
一
一
一
一
》
一
一
柵
》
華
師
一
一
一
糊
《
韮
的
一
一
一
一
鋤
一
一
一
皿
》
一
一
一
一

ｌ

一
一
一
》
一
一
る
壷
一
る
一
一
亜
一
エ
一
転
》
一
る
亜
尋
る
一
一
一
一
一

一
一
一
｝
圭
一
残
一
一
残
一
一
》
一
一
一
一
一
一
残
一
一
残
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
部
一
亜
部
一
一
寺
一
一
一
一
一
で
辛
響
部
一
一
圭
一
一

》
一
一
一
エ
ニ
ー
ェ
言
一
一
一
一
亜
一
壷
一
広
一
二
一
一
》
》
一

辛
一
》
一
》
一
面
一
》
面
一
一
一
一
一
辛
一
》
一
面
一
圭
面
一
一
釦
一
一

》
一
一
一
一
一
の
一
一
の
一
一
一
》
一
》
一
一
一
の
一
一
の
一
一
一
一
一

含
善
雪
雲
雪
今
＃
善
一
＃
善
壱
一
匿
善
含
善
舎
季
＃
舎
奪
＃
今
谷
善
・
曇

令
一
・
一
一
乱
阜
■
１
－
、
』
Ｂ
５
．
千
一
。
《
寸
一
凸
』
と
一
矛
０
－
凸
ム
ケ
＆
。
一
一
画
一

》
一
｝
一
一
幸
泰
一
一
索
》
一
一
》
一
》
一
一
一
素
一
一
素
亜
一
一
雷
』

紫材の面一部洩る

素材の面広〈残る

索材の面広〈拠る

索材の面残る

側維一部鋸歯状

▲
七
己
争
凸
毎
画
。
一
・
Ｐ
？
争
・
・
由
牛
凸
▲
司
り
●
ぬ
。
●

４
画
凸
今
ａ
毎
画
昼
凸
。
》
争
い
・
・
宇
中
凸
凸
仔
日
今
。
・
昏

一
華
一
一
一
一
函
辛
辛
》
一
一
》
》
一
一
一
一
素
》
一
亜
一

一
一
》
一
一
一
諦
宰
る
一
』
一
一
一
》
』
《
一
一
一
一
垂
一

一
一
一
一
一
一
一
一
錘
一
一
一
一
一
一
味
一
一
灘
匙
一
一
味
一

》
一
壷
一
》
一
一
》
広
一
一
一
一
一
》
》
気
一
一
亜
鋸
残
》
》
》
気
一

一
一
蓉
一
》
一
一
一
面
｝
一
一
一
エ
ー
ー
鯛
一
一
》
部
部
｝
一
一
歯
一

一
一
一
一
一
一
一
一
煙
一
一
一
一
一
一
錨
一
浮
睡
一
瞬
一

》
》
一
手
一
恥
一
一
素
》
一
亜
》
一
一
一
側
一
｝
一
個
の
一
一
側
恥

愉羅五
側鋸歯状

一
一
一
る
』
一
一
一
聖
一
辛
詫
》

一
一
一
残
聖
一
一
一
亜
一
亜
》
一

一
一
一
に
》
一
一
一
辛
一
幸
一
》

一
一
一
か
一
一
状
一
一
一
一
一
一
一

》
辛
味
一
ず
一
エ
歯
一
一
一
一
》
一
エ

ェ
辛
気
』
わ
》
鋸
一
》
一
一
一
一
』

』
》
歯
》
面
一
一
部
一
一
一
一
一
一
一

一
一
蝿
廻
一
壷
一
一
一
一
一
一

一
一
側
一
素
一
一
側
主
一
一
一
一
壷
一
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第63表－3石錐計測・観察表(3)

Na 出土区 肘位
ifltt)
勝り

ｲ7吋
峡、

li(rt> 幡[) 17(区､） 間量(K）
快深(m)

先蝋ﾉリ
(．） 部

11
噸

'I'ifii形に
.kる分賊

挿脚 備り

ワ
０
画
Ｒ
Ｕ

Ｆ
⑩
き
め

１
１

35H

，

11
...

６
曇
り
』

２
．
０

０
－
０

サスカイト

チャート

（14）

.一耐1~~‐
14

(12）

３
．
２

（(1.5）

(0.3）

.$
●｡●●●●●●の申

5

X
........

IIB

･…iii…．
p●｡●●○q ● ‐ ‐ ● ● ‐ 毎 守 毎 ● ④ ● ● ■ ■ ● ● ■ の 申 ･ ● ● ●

側維蝿歯気味

４
‐
４
４
４
４
１
４
４
１
４
４
１
４
０
０
０
０
４
■
■
０
■
０
０
■
ｑ
■
■
■
０
１
１
１
■
０
■
■
■
０
６
０
■
■
■

調
》
殿
御
一
唾
岬
侭
一
刷
一
闘
呼
妬
辛
師
一
鯛
一
的
一
測
酔
別
一
だ
》
洞
》
利
一
謁
琴
鯉
亙
沌
一
刃
一
鋤
躍
刷
畢
樋
垂
部
一
別
一
路
》
妬
一
虹
鎚
鯉
卯
一
別
一
理
鯛
一
弧
一
妬
呼
妬
碑
妨
一
鮒
一
的
一
仙
肌
一
舵
一
偲
一
帆
砕
砺
帝
雌
Ｗ
一
雌
的

●
寺
一
●
幸
一
●
。
。
。
●
■
一
一
●
一
一
●
一
●
●
争
●
。
。
。
争
・
●
華
一
一
寺
。
《
の
ｅ
■
申
。
▲
一
一
一
●
華
や
。
・
由

燕
蕊
皿
一
郷
刈
一
切
祁
癖
諏
一
皿
派
一
無
、
一
錘
州
秘
一
錘
皿
鯉
一
梨
刈
燕
砿
一
狐
一
部
一
細
一
皿
赫
一
叫
皿
施
一
郵
蕊
燕
一
刈
一
墾
鯉
誕
哩
錘
辿
皿
祁
一
ｍ
一
辿
蕊
邦
苅
一
如
祇
鞭

●
●
。
●
。
。
●
垂
垂
一
《
寺
。
《
●
。
。
●
。
一
●
●
字
。
。
。
④
・
座
寺
一
《
華
一
一
■
。
ロ
華
一
一
一
一
一
■
告
■
一
一
一

■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
■
ｂ
ｐ
■
■
ｂ
■
■
ｐ
■
ｂ
Ｂ
Ｐ
ｐ
■
■
■
Ｐ
■
■
Ｐ
■
ｂ
Ｐ
い
い
■
０
１
Ｐ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
ら
Ｆ
Ｆ
い
い
Ｂ

●
・
■
旬
■
凸
旬
●
●
■
●
●
垂
心
●
争
一
寺
一
●
む
ゆ
守
守
争
一
句
争
●
●
一
心
●
■
■
■
●
寺
■
■
●
●
垂
■
旬
・
寺
■
■
●

●
ｅ
■
○
一
“
旬
句
■
■
●
●
垂
七
①
一
一
●
一
●
●
や
き
や
ゃ
一
色
一
●
●
一
今
。
■
垂
■
旬
■
●
■
●
。
《
一
○
寺
・
■
■
。

》
》
Ｉ
－
Ｉ
函
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
零
一
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
岬
Ⅲ
一
Ⅲ
一
叩
Ⅲ
一
一
Ⅱ
－
１
－
１
“
垂
ｌ
》
川
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
壷
Ⅱ
Ⅲ
》
Ⅱ
》
Ⅱ
一
Ⅲ
一
一
一
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
函
一
一
Ⅱ
や
〃
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
輯
Ⅲ
》
Ⅲ
－
１
－
Ⅱ
一
Ⅲ
》
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

●
や
垂
寺
■
吟
寺
■
一
一
■
ｐ
一
凸
。
■
■
●
。
●
●
■
口
争
垂
一
年
一
●
守
一
《
苧
幸
一
●
●
寺
宇
。
●
一
一
一
。
一
幸
一
一
《
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●
①
幸
●
●

畢
９
．
二
副
一
？
常
少
言

・
０
．
う
堂
０
．
０
つ

”
ｌ
》
０
－
０
叩
０
》

●
凸
■
●
争

一
。
句
や
口
■
●

●
一
由
。
●
申
●
今
●
●
●
色
●
一
●
●
●
●
●
毎
●
●
一
●
。
●
●
●
。
や
一

一
。
●
●
。
●
●

岬
一
脈
》
叩
一
州
一
ｍ
一
”
一
皿
一
伽
一
”
一
州
一
噸
一
獅
一
叩
》
地
一
脈
一
川
一
”
》
叩
》
叩
一
蜘
一
岬
一
州
一
噸
一
脚
一
噸
一
噸
一
叩
一
州
一
蝿
伽
一
州
一
州
一
岬
一
川
一
刈
一
岬
一
岬
一
叩
一
噸
一
噸
一
睡
一
恥
一
州
一
叩
一
卿
一
”

●
●
●
。
■
●
●

垂
一
申
守
一
ゆ
ゃ
●
由
申
句
寺
守
一
句
守
皇
■
一
今
●
”
■
■
。
●
寺
■
●
寺
垂

■
●
●
■
■
■
●
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チャート

チャート

ーチャート

．､子￥当ﾄ…
チャート

チャート

ヅ･ヤート

■
■
■
ロ
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
ロ
■
５
勺
■
凸
■
■
早
口
■
申
■
■
■
曲
■
甲
■
句
■
■
垂
●
●
■
■
■

。
●
■
。
●
。
一
●
●
》
。
。
。
。
。
●
寺
一
●
。
一
一
一
凸
●
や
。
●
。
。
争
垂
一
ゆ
一
・
一
一
心
争
一
●
。
。
。
●
●
。
。
。

・
凸
。
。
●
。
。
●
●
一
。
。
●
。
。
●
寺
一
●
■
一
一
一
《
●
や
一
●
。
。
争
・
一
ゆ
一
一
一
由
め
ゃ
。
。
一
・
。
●
●
。
。
■

も
ｂ
Ｊ
Ｐ
完
ｂ
ｐ
ｆ
凸
も
■
ｐ
Ｆ
兎
一
日
〃
〒
も
Ｉ
Ｆ
？
も
Ｊ
畠
也
１
Ｊ
写
、
Ｊ
″
●
．
、
〃
〃
の
．
、
Ｊ
ぴ
ぞ
、
Ｊ
ｆ
。
。
△
１
Ｊ
グ
●
一
、
リ
グ
・
も
も
″
伊
宇
、
，
グ
●
．
ｑ
Ｊ
Ｐ
Ｐ
、
日
夕
一
●
？
、
Ⅱ
〃
？
、
Ⅱ
〃
一
、
Ⅱ
″
寺
、
Ⅱ
〃
令
１
．
夕
■
』
、
Ⅱ
丘
？
、
Ⅱ
〃
一
、
Ⅱ
夕
●
一
、
Ⅱ
〃
。
、
■
Ⅱ
″
写
、
Ⅱ
〃
２
も
ｊ
ｇ
・
ゆ
垂
元
も
Ｊ
Ｊ
君
、
〃
〃
て
、
〃
Ｊ
Ｒ
、
Ｊ
グ
ミ
、
Ⅱ
〃
て
、
Ｊ
ざ
、
Ｅ
８
Ｊ
－
Ｇ
Ｅ
り
ぴ
定
ｂ
Ｄ
ｇ
１
ｐ
ｆ
●
○
６
Ｐ
５
、
出
ｒ
畠
も
一
、
〃
，
宥
一
、
ｆ
占
、
１
ｆ
、

１
要
（
ｂ
・
ラ
ｇ
一
子
９
戸
ｂ
Ｘ
ｂ
ろ
動
員
Ｕ
呉
、
見
る
Ｚ
⑰
。
Ｑ
旨
１
４
ス
リ
・
ｎ
Ｕ
兄
Ｊ
臭
Ｕ
異
⑨
島
Ｊ
ｏ
ｑ
晋
負
ｙ
Ｒ
Ｙ
７
・
一
介
乙
局
Ｊ
ｏ
４
泊
乱
叩
勇
ｂ
二
Ｊ
ｘ
５
葛
Ｊ
ｘ
Ｕ
三
Ｊ
０
．
４
ざ
民
望
４
ゴ
ワ
曾
厘
Ｊ
高
ひ
島
ｊ
入
り
茜
ｂ
ｏ
Ｒ
ｙ
《
Ｕ
忌
巴
入
Ｕ
・
ワ
ｇ
ｏ
ｑ
ざ
ケ
Ｊ
忌
日
丙
乙

。
Ⅱ
４
．
９
日
△
●
■
１
■
一
●
０
▲
・
●
■
且
●
も
Ⅱ
４
－
も
日
上
一
も
Ⅱ
凸
●
、
〃
‐
》
●
。
Ⅱ
且
寺
１
且
。
。
Ⅱ
４
．
・
旬
＆
寺
内
〆
』
・
勾
皇
・
一
旬
二
●
Ｑ
Ⅱ
Ａ
・
Ｇ
Ⅱ
４
－
句
吾
●
の
昌
一
。
Ⅱ
八
一
。
Ⅱ
凸
一
○
Ⅱ
凸
写
⑲
畠
凸
⑪
＆
●
⑰
邑
守
⑲
色
一
命
皇
●
の
岳
・
●
■
８
画
の
こ
む
心
〃
言
Ｇ
０
Ｇ
－
。
■
＆
ゆ
・
■
且
－
１
Ａ
・
■
■
且
一
和
〃
』
《
ｑ
０
ａ
心
■
日
迅
や
勺
Ｏ
ａ
－
Ｑ
０
▲
●
勺
■
且
一
元
／
】
一
●
Ⅱ
凸
一
つ
ム
●
も
０
▲
●
⑦
と
一
○
日
且
一
屯
■
＆
画
元
〃
凸

ｆ
０
、
一
ｆ
日
、
Ｃ
ｒ
０
ｈ
垂
〃
Ｊ
１
－
Ｊ
■
、
色
〃
■
Ｌ
－
ｐ
Ｊ
ｑ
も
竜
Ｊ
ｌ
ｑ
●
４
〃
Ｌ
も
申
△
Ｊ
１
巧
電
〃
Ｉ
Ｌ
。
幸
一
〃
１
、
？
〃
ｌ
、
ご
〃
１
，
．
４
ｒ
Ｌ
ｑ
Ｃ
●
ｒ
Ｌ
ｇ
．
ク
Ⅱ
、
一
●
一
Ｊ
ｒ
■
、
垂
ｆ
Ⅱ
、
三
ｆ
Ⅱ
、
一
．
〃
Ⅱ
、
凸
．
Ｊ
Ⅱ
、
●
．
Ｊ
Ⅱ
１
．
．
Ｊ
Ⅱ
、
一
．
Ｊ
Ⅱ
、
●
グ
０
ｈ
．
・
Ｊ
０
，
・
Ｊ
０
ｑ
つ
り
０
９
垂
一
寺
一
考
ｒ
ｇ
、
垂
ｒ
ｆ
、
《
ｆ
６
、
《
ｆ
０
ｎ
さ
ｊ
０
ｑ
９
－
Ｊ
０
ｑ
Ｉ
●
ｊ
■
Ｉ
１
－
ｊ
ｇ
ｑ
、
一
Ｊ
■
、
－
４
９
、
●
企
Ｊ
ｑ
、
●
〃
Ｅ
、
話
且
刑
、
堂
ｆ
０
、
弓
ｆ
１
、

一
《
垂
一
色
一
一
●
●
■
一
。
●
一
一
●
・
一
●
一
一
一
一
凸
●
●
一
●
■
■
●
垂
一
●
一
一
一
一
一
守
一
●
一
一
一
●
●
争
垂
画

一
《
一
一
由
一
一
●
●
寺
一
。
●
一
一
●
・
■
■
■
一
一
一
凸
●
年
一
●
■
■
①
垂
一
●
一
一
一
の
皇
守
一
●
一
一
《
の
▲
争
一
。

ロ
己
旬
ロ
■
句
ロ
■
■
■
甲
■
●
甲
■
申
●
垂
申
甲
甲
■
■
ぬ
●
■
■
ゆ
や
一
司
令
ロ
。
ｅ
垂
■
凸
■
■
■
●
■
垂
参
り
●
や
や
一

一
晶
守
一
●
や
一
●
凸
口
一
一
■
幸
一
■
・
一
申
争
一
一
一
《
●
垂
一
ゆ
ゃ
一
合
幸
一
●
令
垂
■
凸
●
ｅ
一
凸
■
垂
Ｃ
缶
●
や
垂
垂

一
晶
争
一
●
垂
一
●
●
●
一
一
■
幸
一
申
守
一
申
争
垂
一
垂
垂
●
守
一
ゆ
一
一
色
垂
一
■
令
■
一
ｃ
■
ｅ
一
●
■
■
。
ｐ
●
■
■
■

帥
一
鋤
》
肋
寺
か
一
側
》
⑩
一
仲
－
３
四
仲
》
１
１
－
り
一
鋤
》
伸
一
刀
洞
Ⅳ
鋤
》
鋤
－
６
羊
９
－
５
一
心
一
側
一
鋤
》
§
副
一
部
一
鋤
》
鋤
一
別
一
仰
唖
刷
一
３
－
１
乳
１
帥
一
膳
〃
一
声
乳
１
１
１
川
一
到
一
訓
効
》
典
型
妙
帆
一
⑪

Ｊ
Ｉ
ｊ
ｌ
ａ
・
１
身
１
２
０
０
４
。
●
１
口
１
８
口
Ｑ
Ⅱ
ｇ
ｏ
・
■
８
．
１
日
。
１
日
口
１
Ｊ
口
・
■
＆
。
１
日
－
１
８
－
■
■
ｇ
ｏ
Ⅱ
■
。
１
８
口
口
Ⅱ
ｇ
ｏ
ｌ
２
１
Ｂ
弓
Ⅱ
巳
吊
Ⅱ
邑
毛
Ⅱ
邑
。
■
Ⅱ
凸
Ｃ
ｌ
凸
口
１
４
弓
Ⅱ
＆
。
１
２
も
ｌ
冠
Ⅱ
凸
．
１
身
↑
▲
局
Ⅱ
当
１
４
１
４
－
Ｊ
Ⅱ
、
：
Ⅱ
＆
。
。
Ⅱ
４
・
１
凸
・
１
４
垂
や
七
つ
１
４
－
０
Ⅱ
△
』
１
分
ｌ
＆
ｏ
ｌ
ａ
ｏ
１
４
Ｑ
Ⅱ
今
１
４
』
１
４

。
ｆ
Ⅱ
も
●
一
Ｆ
Ⅱ
巳
・
グ
ロ
Ⅱ
も
一
Ｆ
。
§
●
・
Ｆ
１
、
一
ｆ
ｄ
ｈ
。
ｑ
ｆ
ｑ
ｈ
■
華
・
グ
Ｉ
阻
一
ａ
ｒ
ｂ
、
●
．
〃
Ｉ
、
。
Ｊ
０
ｈ
－
グ
ー
９
■
宮
〃
Ｉ
も
●
〃
ｑ
ｑ
。
●
。
弓
Ｊ
匙
、
弓
Ｊ
ｑ
、
ニ
イ
Ｉ
、
●
●
企
Ｊ
１
ざ
‐
Ｊ
８
，
－
４
８
町
‐
●
ｊ
５
ざ
Ｊ
ｇ
ｑ
、
弓
ｇ
ｑ
ｑ
凸
ｊ
ｇ
０
ざ
一
■
争
一
貝
Ｊ
Ｉ
１
Ｃ
皇
争
一
弓
Ｊ
凪
ぎ
今
Ｊ
１
、
弓
〃
８
，
％
Ｆ
１
、
●
Ｅ
ｆ
Ⅱ
、
冠
Ｊ
Ⅱ
、
。
〃
■
Ⅱ
Ｌ
Ｒ
ｆ
Ⅱ
Ｌ

■
●
一
一
●
一
■
●
凸
守
一
一
・
一
■
●
句
■
●
■
。
。
。
●
●
●
。
毎
一
一
●
一
一
申
一
一
一
《
●
一
一
●
一
幸
一
●
寺
一
・
。

■
凸
一
一
●
一
一
●
凸
寺
一
一
・
■
一
●
句
一
●
。
。
。
。
●
●
や
。
●
一
一
●
一
一
申
一
一
一
《
■
争
一
専
一
幸
一
●
。
一
・
。

毎
巳
■
■
■
凸
守
与
旬
。
①
申

■
申
牛
Ｃ
Ｄ
ｅ
Ｃ
申
。
告
●
一
ら
。
。
一
●
●
●
①
毎
●
③
凸
②
■
●
●
●
■
凸
●
。
■
●
。
●
句

毎
巳
■
毎
■
否
む
与
晶
●
凸
争

与
申
や
●
申
①
●
申
申
●
垂
■
●
甲
色
心
中
。
■
命
寺
■
。
。
』
今
今
●
一
呈
告
■
●
■
■
凸
●
句

毎
毎
■
毎
亭
●
毎
■
■
●
缶
幸

■
●
●
与
申
。
●
申
申
●
缶
一
己
甲
●
今
由
凸
巳
申
毎
早
申
●
一
今
●
●
垂
申
。
■
。
■
●
。
●
口

毎
心
。
毎
口
●
毎
●
■
。
●
寺
。
凸
●
巳
。
守
毛
申
●
●
●
一
皇
申
。
令
申
句
早
凸
毎
申
■
●
Ｆ
Ｌ
Ｊ
Ｊ
－
■
句
Ｆ
１
日
原
申
●
●
ひ
。
Ｕ
告
告
一

一
回
￥
《
紐
・
ワ
言
勺
切
・
ク
雫
少
言
も
曲
・
わ
①
。
⑲
Ｊ
ｏ
４
１
ｏ
吻
邑
・
の
⑱
。
の
四
．
心
岳
・
叩
こ
ろ
り
・
Ｔ
ｊ
・
つ
め
・
０
屯
・
Ｈ
ｖ
０
も
つ
り
⑩
守
秘
や
つ
り
如
・
８
℃
・
４
℃
・
４
℃
畠
⑩
・
勺
の
。
４
１
－
９
１
．
勺
の
台
０
０
－
つ
管
ゆ
筈
句
叩
口
の
管
り
●
砦
４
１
．
叩
⑪
。
切
曾
⑪
⑪
・
知
四
。
知
Ｊ
９
厘
凹
今
０
や
。
Ｔ
⑫
。
’
や
。
⑳
⑭
。
０
咽
。
ｌ
哨

一
。
●
一
申
ｅ
一
●
。
●
●
毎
■
●
④
●
■
凸
■
●
●
●
●
毎
●
■
●
巳
●
匂
い
●
寺
●
●
。
』
ｆ
ｑ
、
●
■
凸
ロ
〃
０
１
申
①
●
●
申
申
●
●
一

凸
争
台
一
。
■
■
Ｕ
■
凸
・
一

凸
●
②
早
●
②
■
●
●
ｑ
凸
毎
●
凸
②
ａ
●
凸
。
●
寺
○
つ
。
』
毎
巳
●
一
令
守
争
凸
申
申
①
申
■

毎
Ｃ
●
一
命
●
一
申
曲
■
。
一

合
ｅ
一
叩
■
ロ
■
●
●
一
一
参
与
●
や
●
●
凸
■
●
毎
。
●
●
一
冬
与
●
一
Ｆ
守
争
令
●
曲
守
守
』

毎
●
●
■
●
幸
■
申
申
毎
争
垂

●
や
一
叩
台
一
口
寺
守
一
垂
●
字
●
一
●
・
②
。
■
毎
。
●
や
む
●
巳
●
凸
●
一

一
●
申
凸
守
守
一

一
一
申
一
今
凸
一
つ
士
や
む
き
一
●
●
一
土
色
一
●
皇
●
●
一
一
一
■
ロ
●
缶
■
●
垂
一
●
●
一
一
一
●
一
心
●
凸
一
《
《
●
●
一

一
一
与
一
●
●
一
今
今
■
凸
●
一
■
●
一
《
①
一
今
●
Ｕ
今
一
一
今
。
一
●
●
■
●
凸
■
●
●
垂
■
口
●
幸
●
ゆ
台
一
一
旬
●
●
一

込
日
〃
・
Ｌ
Ｈ
Ｆ
で
■
Ｊ
〃
■
Ｌ
Ｊ
ｇ
１
６
グ
・
ｈ
Ｊ
ｒ
●
△
０
４
ク
マ
、
〃
Ｆ
●
、
Ｌ
″
グ
？
１
Ｊ
ザ
？
、
ｎ
Ｆ
・
ｔ
Ｊ
Ｊ
ぞ
１
Ｊ
〃
言
、
Ｊ
〃
？
、
Ｊ
ｇ
台
、
〃
タ
ー
も
Ｂ
Ｊ
Ｐ
官
Ｉ
Ｊ
Ｆ
由
一
令
、
ｊ
〃
■
・
１
Ｊ
〃
申
一
冊
Ⅱ
〃
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》

心
■
ゆ
写

6

●●●●●旬。。

－
５
》
伽
一
彦
父
１

言
４
．
３
．
３
言
ワ
軍

言
・
く
．
・
・
(35）

・
申
●
一

－
５
函
０
－
５
－
０

－
３
今
４
－
り
雪
４

11

曲曲申印●■●｡

● ｡ ● 色 色 ■ ■ ｡

｡●●●●｡｡●

■
■
■
■
■
■
■
■
甲

寺
き
き
一
寺
●
旬
■
や

告
告
や
旬
や
寺
争
一
■

や
●
●
む
つ
幸
■
一
口
ロ
Ⅱ
〃

。
Ⅱ
４
守
一
■
■
少
▼
一
■
■
少
早
一
■
■
亜
一
■
■
坪
・
■
、
）
さ
●
日
０
写
７
０
ヱ
７
Ⅱ
ジ
年

も
■
串
●
も
Ⅱ
凸
■
巳
Ⅱ
凸
●
も
■
■
口
。
■
■
や
も
Ⅱ
Ｂ
や
も
Ⅱ
凸
申
■
Ⅱ
Ｌ
一
○
Ⅱ
凸
守
。
Ⅱ
凸

●
●
ゆ
●
や
旬
や
一
●

●
●
●
●
や
旬
や
凸
●

●
●
凸
●
●
や
年
由
●

●
ｐ
■
●
●
●
●
●
●

■
●
●
■
■
口
句
。
■

寺
●
●
●
華
口
■
一
■
《
』
叩
〉

寺
●
申
寺
寺
●
●
垂
■
ａ
Ⅱ
凸

寺
凸
凸
寺
●
●
。
垂
口
。
Ⅱ
△

寺
凸
■
寺
宇
守
卓
・
口

主嬰剥離面広〈盤る
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311
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121

15J
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f･ヤーI．

･チャーI、

一
ひ

ワ
写

14

1
尋
０

13

8

4

3．1〕
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●●ゆ●●●●巳。。
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第63表－5石雛計測・観察表(5)

KQ 出土区 肘位
in物
撚り‐

石材
法量

催(画a） 札i(面） 厚(壁） 質凱(K）
換深く唾）

先矯角
（・）

折拙
部位

』ドlill形に
よる分7ハ

卿14 傭 一 号

九
Ｊ
。
ｑ
も
．
え
り
。
《
ｈ
》
・
Ｔ
０
●
心
ｘ
ピ
ハ
叩
尾
《
Ⅲ
活

口
■
８
－
●
Ⅱ
凸
●
。
Ｕ
込
一
も
日
上
・
Ｑ
０
ａ
●
１
Ｌ
・
も
■
４
Ｆ
⑦
必
●

３
－
３
記
３
－
３
－
３
叩
３
－
３
－
３
曲

遡
一
挫
恐
一
郷
一
通

〆
、
一
・
今
ｊ
一
○
。
．
Ｑ
ｚ
ｎ
Ｕ
－
９
ｌ

亜
一
詑
一
認
一
誕
一
郷
一
鋤
一
”
》
郷
一
郷
一
恋
一
麺
一
Ｗ
一
類
一
却
一
細
一
測
一
狸
一
沌
一

４
１
句
員
Ｊ
画
《
ｈ
ピ
ヮ
ｒ
士
（
ｘ
》
●
《
ｕ
廷
（
叩
淫
－
１
匹

訓
一
拠
一
狐
一
別
一
別
》
訓
一
謁
一
謁

う
塁
３

言
。
宮
０

－
３
や
３

諒
一
蕊
麺
燕
細
一
廼
迦
廻
廻
蕊
廻
廼
蝉
迦
遮
廻
迦
迩
麺
一
銅
一
廻
塑
廼
灘
塑
畑
一
迦
迦
狸
蝉
廻
蕊
燕
廻
鯉
狸
迦
測

●
■
■
一
。
■
●
●
●

●
①
垂
一
■
■
●
●
■

剛
鱒
泌
帥
諏
碓
碓
湖
》
姫

・
’
八
・
。
ｌ
守
１
４
－
１
．
－
６
■
△
・
Ｃ
ｌ
一
？
管
り
号
り
ぎ

《
申
。
一
年
一
一
●
争

一
①
一
一
年
一
一
●
申

口
日
８
．
、
。
争
阜
●
卓
・

■
■
ｇ
・
守
口
品
争
〃
■
、
。

４
Ｂ
ひ
己
コ
ニ

少
営
り
ぎ
り
言

●
■
。
●
句
■
■
●
守
寺
。
●
ｐ
●
。
●
●
。
■
句
・
・
即
、
■
。
■
。
●
●
句
■
寺
。
●
寺
一
一
。
●
●
や
一
●
一
●
寺
祁
守
り
，
寺

凸
凸
■
●
句
■
色
■
華
寺
垂
●
●
●
垂
●
●
七
。
●
垂
■
●
。
●
垂
●
。
●
●
華
垂
●
●
一
■
垂
②
。
ｅ
■
●
年
●
●
●

郵
華
廼
亜
加
一
墾
以
哩
血
郡
師
廊
師
跡
郵
廊
誠
誠
一
班
耐
砺
一
皿
一
皿
型
郊
睡
率
赫
赫
耐
献
諏
一
麺
辿
測
添
一
以
刈
一
癖
”
叩
諏
流
獅
苅
祁
一

一
句
一
●
。
一
句
●
一
一
・
一
●
●
。
●
●
幸
一
寺
。
。
《
●
》
一
一
●
一
や
一
。
●
や
。
一
一
一
色
争
一
口
垂
一
ゆ
口

一
句
一
●
。
一
句
申
。
幸
一
由
●
●
。
●
●
一
●
字
。
？
■
■
ユ
凸
●
寺
・
凸
●
一
皇
一
一
●
や
垂
一
一
一
●
争
一
缶
垂
今
や
⑪
〆
偉
寺

B

銘P

…頂i､.‘
一
一
一
一
一
一
一
”
亜
一
辛
一
叩
四
一
》
一
》

一
班
麺
一
嘩
蕊
哩
晒
一
蝉
郵
嘩
唖
画
廊
錐
緬
一
蝉
難
郵

垂
。
。
今
●
一
一
●
●
・
申
一
●
寺
一
一
■
幸

一
画
一
旬
や
画
一
■
■
・
申
。
●
●
一
一
缶
■

16M

由
由
●
垂
●
●
旬
●
●
凸
ゆ
■
今
●
一
●
●
●
●
●
ゆ
●
守
今
毎
●
●
●
申
由
●
●
●
■
●
由
●
●
●
心
ゆ
め
●
一
●
●
●
一
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
●
■
●
●
一
●
●
一
申
士
心
●
垂
■
や
●

今
申
●
■
●
告
垂
●
●
凸
●
一
心
○
一
●
●
②
。
●
争
●
守
毎
今
。
●
●
。
垂
●
●
●
垂
●
由
申
●
《
心
や
■
●
一
。
。
■
■
■
●
●
。
“
●
●
●
●
■
凸
■
●
ロ
●
■
●
ｅ
一
●
●
一
申
今
●
●
■
皇
や
●

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

今
①
守
一
●
缶
●
●
●
●
●
一
心
◆
一
■
Ⅱ
ｇ
ｏ
●
一
■
Ⅱ
４
●
Ｇ
０
ｄ
Ｃ
Ｕ
Ⅱ
凸
●
口
Ⅱ
凸
●
一
心
子
。
●
●
●
。
●
■
０
４
●
■
０
４
●
一
●
。
。
ｅ
●
竹
Ⅱ
且
心
、
Ⅱ
■
や
■
Ⅱ
巳
巳
■
■
■
年
■
Ⅱ
■
垂
■
■
■
●
■
Ⅱ
日
●
■
Ⅱ
■
■
叩
Ⅱ
恥
・
■
Ⅱ
巳
・
竹
Ⅱ
＆
●
●
●
Ⅱ
凸
旬
■
Ⅱ
凸
・
●
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
凸
■
■
■
＆
●
告
Ⅱ
日
●
凸
自
Ⅱ
且
句
官
Ⅱ
品
凸
口
Ⅱ
８
●
白
Ⅱ
且
。
■
Ⅱ
Ｂ
●
■
■
且
■
。
■
■
＆
●
■
Ⅱ
Ⅱ
。
●
●
、
叩
邸
一
ｍ
叩
叫
ゅ
印
Ⅱ
“
一
”
叩
邸
。
”
皿
“
●
、
叩
“
垂
而
叩
邸
●
茄
叩
略
や
師
叩
叫
や

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

■
Ⅱ
Ｊ
ｃ
Ｕ
Ⅱ
凸
申
。
Ⅱ
凸
守
●
Ⅱ
８
－
■
Ⅱ
巳
●
■
Ⅱ
■
守
り
Ⅱ
Ｂ
●
■
Ⅱ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ⅱ
■
。
■
Ⅱ
■
●
■
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
凸
一
Ｇ
Ⅱ
Ｂ
Ｇ
■
Ⅱ
巳
ｐ
■
■
ら
一
■
Ⅱ
■
Ｃ
Ｆ
Ｂ
＆
。
ｂ
Ⅱ
Ｂ
“
●
●
●
●
』
毎
む
ゃ
守
●
●
。
●
■
Ⅱ
凸
●
■
０
０
。
一
●
。
ゆ
守
●
●
■
Ⅱ
■
口
●
Ⅱ
Ｂ
■
、
Ⅱ
■
●
■
Ⅱ
６
－
■
■
０
●
■
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
■
・
由
Ⅱ
８
・
●
Ⅱ
凸
一
●
Ⅱ
凸
●
●
●
Ⅱ
凸
旬
■
Ⅱ
凸
・
●
Ⅱ
凸
。
■
■
■
■
曲
Ⅱ
■
●
■
Ⅱ
日
●
●
■
Ⅱ
８
－
■
Ⅱ
■
●
■
Ⅱ
Ｕ
●
■
Ⅱ
８
句
官
Ⅱ
且
凸
官
Ⅱ
＆
■
旬
口
Ⅱ
４
●
■
Ⅱ
Ⅱ
一
●
●
垂
寺
今
。
●
一
己
や
む

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｃ
①
幸
一
寺
。
●
●
。
●
●
一
巳
。
』
●
。
②
●
●
●
●
凸
巳
。
●
守
む
つ
一
●
●
●
一
●
申
争
守
●
。
●
■
●
争
●
凸
・
一
一
●
●
●
■
●
・
●
寺
●
一
●
・
一
凸
●
今
●
幸
●
●
■
争
七
●
●
や
●
や
■

11

一
士
●
一
●
●
一
一
毎
句
●
垂
一
●
一
一
●
一
毎
句
●
●
争
一
《
●
●
《
一
一
一
●
●
一
一
士
●
■
垂
。
今
《
●
一
“
●
垂
一
一
一
旬
。
一
●
句
凸
●
。
一
●
幸
一
由
●
●
●
■
●
●
一
凸
■
●
寺
垂
。
む
め

叩
緬
緬
赫
緬
耐
榊
砿
砿
肺
赫
赫
縮
緬
砺
砺
砿
硫
施
耐
砿
椛
耐
肺
硫
砿
耐
縦
砿
砿
皿
蝿
蝿
唖
皿
咽
耐
碓
磁
耐
耐
雌
砿
耐
砺
赫
赫
面
脈
価
流
赫
赫
卿
砺
獅
緬
耐
瞳
岬
耐
砿
哩
哩
蝿
皿
岬
耐
漉
耐
赫
赫
面
耐
砿
緬
磁
瞳
耐

由
●
●
垂
心
■
凸
座
凸
■
申
■
●
今
ロ
●
凸
■
●
●
●
寺
争
今
●
心
凸
●
■
■
凸
●
■
■
由
■
●
●
由
座
申
■
■
■
●
中
■
一
■
●
心
●
一
●
●
●
●
●
■
ｐ
●
■
●
■
●
●
一
●
①
一
●
心
心
凸
■
一
申
句

ロ
■
ロ
ロ
■
ロ
ロ
■
■
ロ
■
ロ
ロ
■
ロ
■
ロ
ロ
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
．
ロ
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
．
ｑ
■
■
■
■
．
日
日
■
■
ｄ
ｑ
ｑ
ｄ
■
１
■
■
ｄ
ｑ
■
■

埼
一
》
群
得
一
》
一
坐
骨
一
埜
尋
》
》
》
言
一
《
一
》
》
痔
一
》
》
一
畢
討
》
言
言
》
一
一
州
香
春
香
香
》
骨
言
一
》
》
》
群
一
計
》
》
一
》
『
言
一
》
》
言
言
言
一
》
言
智
言
骨
一
》
》
》
｛
一
》
》
州
言
一
帯
一
》
》
椅
一
《
州
一
》
》
》
》
》
一
》
州
一
吋
一
吋
》
一
》
帰

一
垂
●
■
●
・
・
幸
一
●
●
■
■
●
一
由
・
一
一
句
●
や
一
一
一
●
●
む
め
一
一
●
●
一
一
《
●
寺
■
由
●
。
●
一
一
●
垂
一
一
一
《
■
一
●
。
凸
●
ゆ
一
●
垂
一
一
つ
む
垂
■
●
●
一
毎
■
●
一
一
凸
垂
一

ゆ●●‐‐‐一＝＝＝＝ー■

チャート

誕紋満蘭溶
岩(下呂石）

流紋料鷺溶

■
■
■
■
■
■
ロ
■
屯
■
■
ロ
■
■
ロ
屯
■
ロ
屯
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
．
■
■
■
岨
■
ａ
ｑ
ｑ
ｑ
ｄ
■
■
日
日
■
日
ｑ
ｄ
ｑ
■
日
日

毎
ユ
で
凸
●
守
一
巳
●
●
●
■
一
ｐ
一
心
●
一
●
●
●
●
●
毎
●
●
●
●
。
旬
』
。
●
い
む
●
●
●
寺
■
●
巳
●
一
●
●
・
毎
●
■
●
●
●
●
一
●
告
垂
●
や
一
●
申
句
争
寺
甲
●
●
由
ロ
申
守
●
●
●
●
●

毎
ユ
●
一
■
●
一
晶
。
●
●
■
一
●
一
。
。
一
旬
●
●
ｅ
垂
ロ
●
●
●
●
。
一
口
●
●
■
寺
●
●
●
寺
■
●
巳
●
■
●
●
・
一
●
■
。
●
●
ｅ
一
●
告
垂
今
幸
一
●
申
句
争
■
■
缶
●
申
ロ
争
守
ｅ
Ｃ
●
●
●

。
●
●
一
●
●
一
晶
。
●
●
垂
』
。
』
●
Ｌ
Ⅱ
Ｆ
や
Ｌ
Ⅱ
〃
一
も
Ⅱ
〃
。
、
２
Ｊ
。
．
、
Ｊ
Ｊ
ｅ
、
Ｄ
り
む
、
３
Ｊ
垂
．
、
〃
ク
垂
ｂ
Ｈ
Ｆ
●
、
Ｊ
Ｐ
Ｑ
ｑ
刀
ク
ロ
・
も
３
〃
●
．
、
ｊ
〃
。
．
も
り
″
言
、
０
〃
？
、
０
〃
凸
．
、
Ｐ
〃
●
一
、
０
〃
・
も
０
″
』
●
■
●
毎
●
や
●
●
垂
●
●
苧
一
●
ｈ
■
■
ロ
Ｆ
■
ｈ
■
■
ｐ
Ｆ
ｑ
ｂ
■
８
Ｆ
句
も
８
Ｆ
●
．
、
Ｊ
″
寺
△
８
Ｊ
夕
弓
１
Ｊ
グ
？
１
Ｊ
〃
寺
、
、
Ｊ
〃
争
今
垂
一
も
Ｉ
Ｊ
Ｐ
■
、
Ⅱ
グ
申
、
Ｄ
Ｊ
■
争
一
：
、
Ｊ
ｇ
△
、
Ｊ
Ｊ
て
、
Ｊ
〃
由
Ｌ
Ｅ
Ｊ
丘
一
宮
Ｌ
０
ｒ
寺
・
も
、
〃
幸
１
８
夕
毎
も
ｌ
〃
●
口
●
●
も
９
〃

少
》
鳥
ｂ
昌
一
叩
鳥
ｂ
勇
ｂ
・
切
乎
・
４
札
６
。
△
４
．
Ｆ
〃
入
り
其
Ｕ
－
Ｒ
晋
璃
⑮
ｐ
Ｈ
胃
↑
ぬ
。
至
り
島
ｆ
口
ｎ
．
Ｑ
ｍ
Ｊ
其
ｂ
ｏ
７
Ｊ
４
ｙ
・
’
一
・
Ｉ
。
。
’
。
《
ｂ
乳
一
Ｕ
畠
Ｊ
ｏ
０
１
今
４
”
畠
初
。
⑪
ご
一
ソ
雪
。
１
口
？
２
４
Ｆ
徴
ｙ
や
学
７
０
・
少
穿
血
ｖ
岨
Ｊ
１
型
⑩
吟
乳
●
○
・
Ｑ
三
旬
背
４
”
夫
ｂ
。
ザ
ｆ
Ｑ
ｆ
Ｆ
う
ぞ
且
ｙ
０
１
一
子
０
。
。
１
句
１
４
．
．
１
一
切
Ｊ
隼
４
ゴ
ー
△
。
？
ｊ
入
り
Ｘ
Ｕ
一
億
ｙ
く
り
ｐ
Ｈ
署
ｑ
ざ
侭
Ｙ
Ｈ
宵
に
ゾ
、
ご
Ｑ
盲
一
↓
・
勺
諏
ｑ
ソ
⑱
ｇ
心
Ｊ

一
？
】
ロ
ー
凸
。
切
乎
？
管
？
＆
。
⑩
＆
－
７
畠
。
１
４
。
１
４
．
．
１
華
。
ｌ
ｏ
１
４
ｐ
－
４
ｐ
－
４
。
１
４
口
？
』
ｏ
小
管
？
告
１
４
ｏ
り
ぎ
１
凸
。
。
’
・
ウ
管
旬
￥
？
』
。
０
で
。
０
１
。
？
胃
。
ｌ
・
心
⑪
唇
１
４
－
？
言
⑱
＆
。
９
菅
？
邑
元
』
。
、
１
．
少
言
へ
Ｊ
ロ
？
守
り
胃
？
ム
。
リ
言
わ
』
ロ
⑱
凸
。
一
咽
凸
。
１
２
？
言
？
昔
？
背
１
＆
・
ウ
言
ワ
菅
１
凸
争
ワ
曹
１
＆
。
？
昔
り
菅
ワ
告
り
』
一
？
昔
？
ぎ
り
背
１
日
守
り
昔
Ｉ
ａ
－
リ
》
・
ロ
ー
む
ぅ
ぎ
ぅ
菅
１
４
－
１
４
つ
１
Ｇ
．
Ｇ
１
与
り
ぎ
わ
Ｊ
・
少
筈
リ
言
心
乙

。
●
・
・
旬
。
七
。
ｐ
句
守
一
。
●
。
●
Ｊ
Ⅱ
、
三
Ｊ
Ⅱ
も
う
Ｆ
１
、
凸
ｊ
〃
１
９
亀
Ｊ
Ｉ
Ｂ
里
〃
Ｉ
、
争
少
〃
Ⅱ
砧
竺
″
Ｉ
Ｌ
一
夕
ｆ
凪
ぎ
β
Ⅱ
、
。
一
ヶ
Ⅱ
込
弓
〃
Ⅱ
、
凸
．
〃
Ⅱ
、
■
．
Ｊ
Ⅱ
、
ご
Ｊ
Ⅱ
、
今
Ｊ
１
、
。
〃
Ⅱ
、
弓
ｆ
Ｌ
、
弓
ｆ
ｌ
ｑ
垂
■
●
一
・
●
一
●
句
一
●
●
一
一
一
Ｊ
■
乃
与
〃
■
、
凸
少
α
日
叫
・
少
β
１
＄
亀
Ｊ
Ⅱ
、
守
り
グ
ー
、
一
り
げ
匙
、
Ｑ
ｒ
５
Ｌ
電
ｒ
ｑ
も
垂
一
一
雷
″
ｑ
ｑ
●
〃
１
斗
中
．
〃
■
、
■
一
一
●
ｊ
０
ｑ
ざ
Ｊ
８
１
可
争
ｊ
■
Ｉ
‐
●
〃
－
０
，
ざ
Ｊ
１
Ⅵ
９
〃
ｌ
■
・
Ｊ
１
、
弓
ｆ
ｌ
、
。
一
一
弓
ｆ
ｌ
、

■
●
一
■
。
■
一
。
●
一
寺
一
一
■
■
●
■
一
旬
●
一
一
一
一
己
●
”
●
。
■
垂
●
■
■
■
■
・
■
垂
●
一
●
句
一
●
字
。
■
一
■
●
■
一
争
一
●
口
一
一
一
一
●
申
●
一
一
●
や
ゃ
●
一
。
■
一
●
。
－
一

一
●
一
一
○
■
■
■
●
一
寺
一
一
凸
一
●
一
■
旬
●
一
一
・
一
己
●
■
●
●
幸
一
●
■
■
■
■
・
■
■
■
一
●
華
一
●
字
。
■
垂
●
寺
■
垂
幸
一
●
一
一
一
一
一
《
由
凸
一
一
垂
一
一
●
。
●
■
■
●
●
■
華

Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
■
■
、
０
い
い
い
い
ｈ
Ｂ
り
い
い
け
ｐ
Ｐ
■
■
■
ら
Ｂ
Ｂ
ｂ
■
■
■
Ｂ
Ｂ
い
い
仏
Ｐ
い
い
り
い
ｂ
Ｐ
Ｂ
ｐ
■
■
■
■
ｂ
け
■
Ｂ
Ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
Ｂ
■
■
■
■
■
甲

■
■
申
一
凸
申
■
■
●
申
申
一
一
心
一
心
申
一
●
凸
■
●
●
■
一
●
早
口
凸
甲
■
■
■
句
■
■
■
申
■
凸
色
■
●
■
●
申
争
口
■
凸
●
■
■
申
■
■
■
甲
■
ロ
ロ
●
■
ａ
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
ｄ
ｑ
■
■

ロ
垂
申
毎
《
由
一
一
●
申
申
一
一
今
一
今
■
■
一
一
■
甲
色
一
一
●
甲
一
《
●
一
争
巳
守
一
一
●
申
■
一
申
一
由
一
《
申
申
一
一
《
●
●
一
申
一
争
台
一
一
一
一
凸
●
●
凸
■
●
●
●
●
一
■
一
●
●
ｅ
●
』

毎
一
■
毎
●
■
一
一
《
申
由
凸
一
●
一
●
申
一
一
垂
■
甲
●
■
一
●
甲
一
己
●
一
争
巳
ｅ
■
心
●
申
一
心
血
一
由
■
《
申
申
一
一
《
●
●
一
申
一
●
缶
寺
一
凸
一
●
●
●
凸
垂
●
●
●
●
一
与
一
●
●
守
●
－

１
１

７
－
４
苛
乳
ｌ
ｑ
警
以
７
－
６
丁
乳
３
営
む
苦
鼠
鐸
ｈ
５
芦
似
一
Ａ
勤
輔
帥
－
９
芳
肌
６
詩
Ⅱ
１
９
－
１
６
矛
Ａ
Ｈ
－
６
－
鋤
ｒ
，
－
９
－
９
菰
Ⅳ
仰
一
帥
魂
詔
、
Ａ
ｌ
一
ぬ
４
６
対
立
↑
２
９
言
４
２
ザ
臭
５
－
帥
一
帥
詩
Ⅱ
《
４
７
－
』
乳
７
－
ハ
且
７
執
″
２
－
４
ｖ
Ａ
６
諭
湖
州
邦
．
Ａ
１
細
苛
Ｊ
ｒ
ｆ
戸
２
７
－
２
ヶ
芳
塾
３
香
り
了
乳
８
万
Ｊ

１
凸
－
１
凸
令
？
ず
ゅ
学
・
ｌ
ｏ
Ｄ
ｌ
宮
Ｉ
ｐ
－
６
ｌ
。
‐
ｌ
ｅ
１
凸
・
１
凸
Ｇ
１
凸
・
１
凸
－
１
。
。
１
口
今
・
Ｉ
ｅ
１
凸
・
’
’
一
・
ｌ
・
り
ぎ
１
凸
今
り
背
ｏ
ｌ
ｐ
ｏ
‐
凸
一
？
』
一
ワ
旨
。
Ｉ
。
。
’
・
’
１
・
ワ
ギ
０
０
’
一
口
１
．
１
凸
。
１
０
勺
１
凸
一
ワ
曽
１
０
．
つ
言
ウ
曽
１
０
．
０
‐
Ａ
・
合
ｌ
壷
‐
ｌ
ｏ
ａ
ｌ
－
１
ｏ
ｏ
り
ぢ
１
“
◇
・
’
一
・
ｌ
今
・
Ｉ
今
１
０
．
１
凸
台
。
ｌ
壷
０
０
凸
。
。
’
一
・
Ｉ
。
。
’
。
。
Ｉ
。
。
’
一
・
Ｉ
。
一
ワ
旨
・
ｌ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
１
凸
。
１
凸
守
。
ｌ
－
ｏ
ｌ
ｅ
ｏ
ｌ
Ｇ
１
Ｌ
。
ｏ
ｌ
ｅ
ｏ
１
－
１
４
ｏ
１
凸
や
。
１
．
１
。
・
１
凸
。
。
’
唇
Ｃ
Ｉ
Ｐ
。
’

一
巳
■
凸
晶
凸
一
●
心
寺
。
や
一
己
や
●
夕
β
Ｅ
も
曲
り
″
ｑ
も
。
巳
。
●
ゆ
●
一
巳
。
■
●
。
ｆ
Ｉ
、
●
一
●
●
ｊ
Ｊ
１
ｑ
守
ｆ
■
、
一
Ｊ
■
■
■
１
零
Ｊ
一
日
、
●
凸
一
冬
凸
毎
。
』
●
令
ｅ
－
ｆ
Ⅱ
も
む
〃
■
日
、
毎
●
。
●
旬
毎
ｅ
Ｑ
Ｊ
Ⅱ
、
●
今
毎
一
●
Ｊ
６
９
ｅ
ｊ
Ⅱ
、
今
や
今
●
告
●
●
一
由
年
少
ｇ
ｑ
も
●
夕
β
ｑ
も
由
■
皇
寺

心
中
今
。
。
●
ｐ
●
寺
●
。
。
申
●
ゆ

む
令
。
■
●
●
。
●
●
ｐ
●
。
●
①
申
●

一
士
一
一
■
一
画
一
●
一
争
一
一
由
一
《
争
・
垂
心
申
垂
一
・
一
●
■
。
一
・
。
“
字
。
幸
一
由
争
一
一
一
一
申
。
』
や
画
一
一
《
申
一
一
一
一
▲
一
一
一
一
一
旬
ゆ
ゃ
画
一
■
一
■
●
■
・
一
●
寺
■
●
画

一
一
一
・
垂
。
。
一
心
隼
や
一
一
由
一
一
争
一
《
《
●
●
一
一
一
《
句
。
《
一
画
“
寺
一
一
一
心
守
一
一
垂
・
年
・
旬
や
。
。
。
心
●
一
一
争
・
●
一
画
一
。
。
旬
●
●
。
■
●
一
・
●
。
一
・
●
年
。
●
幸

一
一
や
。
●
や
。
。
●
口
●
画
一
●
一
一
や
一
《
今
。
ゆ
一
一
一
《
●
一
一
一
・
旬
。
一
一
一
●
●
。
一
己
。
●
。
●
。
。
。
。
一
今
垂
一
争
・
●
。
。
。
。
。
凸
●
句
一
■
。
。
。
●
一
争
一
●
争
一
●
一

・
。
●
・
凸
●
。
。
●
●
●
・
・
毎
一
一
Ｌ
■
Ｊ
Ｔ
ｅ
も
Ⅱ
〃
。
つ
む
●
争
一
一
一
《
寺
。
一
垂
・
旬
。
垂
・
・
●
●
・
・
や
。
●
。
●
●
・
一
・
Ｉ
Ｄ
Ｆ
一
●
垂
毎
争
。
●
や
一
一
一
一
《
●
一
ｈ
Ⅱ
Ｊ
ｅ
。
。
“
。
一
●
一
華
一
垂
争
一
由
一

涙
ひ
ざ
、
三
ｑ
篭
且
留
守
ｊ
・
０
℃
・
９
＄
口
①
釧
口
則
曾
０
咽
画
０
咽
・
奄
曾
旦
背
へ
Ｊ
畠
ｏ
－
０
Ｕ
展
⑮
且
抄
一
員
曾
尽
曾
４
明
・
民
ｇ
Ｒ
Ｙ
ｑ
ｚ
４
２
ｎ
Ｕ
舎
句
ｊ
皇
⑪
－
４
６
戸
⑰
一
口
４
首
４
℃
前
一
Ｊ
・
見
暫
４
世
年
ｊ
元
Ｊ
鼻
‐
ｊ
・
食
い
六
，
二
①
尺
⑪
房
Ｕ
・
仙
晋
０
冊
。
。
○
・
ウ
雷
０
咽
え
ふ
芦
ご
愚
＠
さ
Ｕ
－
０
も
包
り
油
や
旦
曾
４
号
〆
Ｕ
毎
①
①
一
Ｆ
③
一
戸
Ｕ
え
ｂ
具
ｂ
鼻
ｊ
・
戸
Ｕ
・
リ
雪
？
曽
叩
心
・
句
④
戸
Ｕ
－
ｎ
Ｙ
０
沿
一
尽
留
心
Ｊ
一
句
晋
旬
ｖ
０
も
一
句
Ｙ
０
毛
戸
⑪

。
。
●
一
《
凸
一
一
凸
。
ｐ
一
一
七
垂
一
ｆ
５
、
？
ｆ
も
、
。
●
凸
●
①
ひ
一
・
。
Ⅱ
▲
凸
●
。
・
・
。
●
●
。
。
。
●
●
一
一
●
一
●
一
■
●
・
一
言
ｒ
■
、
一
■
垂
。
●
一
凸
・
・
。
。
。
●
今
ご
日
、
『
●
一
一
争
一
一
色
一
■
一
。
争
一
●
画

一
垂
■
垂
心
凸
■
垂
心
ｐ
ｑ
■
■
■
垂
■
●
■
●
一
■
●
・
一
一
■
●
一
■
■
■
●
●
一
・
。
●
■
■
■
・
■
●
垂
心
凸
一
■
■
■
●
旬
一
●
一
●
・
。
。
■
一
一
■
申
一
一
旬
一
一
●
一
合
一
●
■
一
●
画

一
一
。
一
一
合
一
垂
心
■
句
一
■
●
ロ
一
●
■
■
垂
毎
●
●
■
■
《
③
■
垂
一
一
。
。
争
一
一
●
。
』
一
分
垂
●
■
垂
合
一
一
一
垂
●
幸
一
●
一
一
●
一
一
一
一
《
●
①
一
。
●
一
一
●
■
合
一
●
。
垂
②
■

●
。
。
。
ｐ
●

毎
曲
一
口
●
垂
●
●
●
毎
ｅ
一
己
●
一
。
守
一
中
。
垂
垂
一
一
今
申
守
一
叩
一
一
申
■
一
一
●
凸
令
ロ
。
年
●
■
一
●
。
一
今
与
凸
■
一
早
争
《
や
一
一
申
寺
■
申
●
争
■
■
●
一
一
●
与
守
今
争
垂
一
●
●

一
■
一
一
合
一
心
●
●
一
一
一
◆
■
一
ゆ
ゃ
一
申
○
缶
缶
一
一
①
申
や
一
ゆ
垂
一
中
●
一
一
今
●
幸
一
己
年
ｅ
ｅ
一
申
一
一
一
。
命
●
一
宇
一
《
や
一
一
色
垂
●
申
●
争
一
■
●
一
一
■
巴
垂
一
●
■
■
●
■

一
申
一
一
●
一
●
●
●
一
争
一
●
●
一
甲
Ｌ
－
０
Ｐ
－
も
Ⅱ
〃
一
、
Ｊ
〃
甲
、
Ｊ
〃
？
１
〃
〃
▼
、
〃
〃
▼
、
１
グ
ー
も
も
″
伊
宇
、
１
Ｊ
①
．
ｑ
Ⅱ
〃
申
も
１
伊
吾
、
〃
〃
？
、
１
〃
甲
、
１
〃
寺
、
８
〃
マ
ー
日
〃
ｇ
１
Ｉ
Ｊ
？
、
１
Ｊ
寺
、
Ｊ
〃
一
Ｌ
ｕ
〃
″
今
、
け
″
●
争
一
畢
一
●
寺
一
の
争
一
今
ｈ
９
Ｆ
●
Ｌ
■
Ｆ
申
ｈ
■
Ｆ
ｅ
Ｌ
■
８
Ｆ
一
、
■
ク
■
Ｌ
ｉ
Ｊ
号
、
３
Ｊ
？
、
〃
″
Ｐ
１
Ｊ
〃
字
１
Ｊ
グ
ー
与
一
●
も
Ｂ
■
Ｊ
亨
、
Ⅱ
ヴ
？
、
Ⅱ
Ｊ
令
一
●
●
も
、
Ｊ
グ
幸
１
Ｊ
Ｊ
幸
１
Ｊ
夕
２
ｈ
Ｊ
ｐ
●
Ｌ
■
１
Ｆ
？
Ｌ
ｊ
″
。
。
一
日
Ｆ
■
Ｌ
Ⅱ
〃
垂
一
●
ひ
Ｌ
Ⅱ
Ｊ

Ｈ
ｙ
ｎ
Ｕ
⑥
ｑ
ご
〃
で
見
Ｊ
き
い
習
尽
ヅ
ワ
，
皇
ｂ
Ｘ
リ
ス
Ｕ
争
？
言
ｑ
叩
。
ｑ
言
１
４
元
呂
呉
⑪
民
ｂ
ｘ
Ｕ
具
ｂ
ｏ
Ｔ
Ｊ
ｘ
ｂ
ｏ
⑱
邑
己
印
５
６
元
Ｊ
畠
①
。
ｎ
音
１
４
．
少
胃
７
０
局
ｊ
・
１
ｌ
ｘ
ｂ
一
や
砦
の
曹
尾
Ｊ
・
手
０
天
ｂ
元
Ｊ
メ
リ
ー
０
冊
房
０
局
Ｊ
元
Ｊ
ｏ
Ｒ
ｙ
０
君
入
Ｊ
－
ｑ
ご
ワ
管
了
０
つ
Ｐ
③
島
Ｊ
ｆ
ｏ
心
型
ｑ
ご
１
４
。
？
雪
ｎ
Ｕ
入
り
。
《
０
－
７
害
ｑ
》
入
』
。
１
Ｌ
ｘ
ｂ
与
り
今
《
り
っ
負
普
ｑ
ｒ
ｑ
Ｙ
？
菅
呉
晋
ｑ
ご
呉
音
．
Ｈ
普
勺
ヅ
パ
ｂ
Ｒ
Ｊ
皇
１
Ｇ

Ｆ
一
●
申
●
一
■
一
ｅ
凸
ｒ
一
■
一
ｂ
巳
●
●
ｐ
一
Ｆ
一
■
一
色
毎
ｂ
■
■
一
凸
●
ｒ
垂
Ｐ
。
Ｄ
Ｃ
色
●
●
●
●
●
Ｆ
一
ゆ
一
Ｐ
一
色
与
■
令
幸
一
Ｌ
旬
Ｆ
一
Ｐ
一
Ｌ
申
■
凸
Ｆ
一
Ｐ
一
■
一
む
ゆ
●
争
甲
一
凸
●
、
一
■
《
０
口
ｒ
一
ｂ
○
Ｆ
己
寺
一
■
一
色
●
巳
●
●
●
ｐ
■
凸
●
●
■
Ｐ
一
色
■
Ｆ
■
■
■
■
●
■
■
色
●
■
。
●
●
●
●
■
垂
●
●
旬
●
●
■
勺
■
●
●
■
●
●
や
■
一
●
●
ｑ
一
旬
一
ａ
や
●
垂
ｐ

ｏ
ｌ
一
。
ｌ
皇
①
？
Ｊ
急
Ｊ
・
・
１
－
１
４
尺
一
Ｕ
品
叩
っ
仙
晋
１
４
－
１
省
１
△
え
り
。
。
ｌ
ロ
ー
ム
。
。
‐
凸
口
。
ｌ
ロ
ワ
ぎ
り
管
、
１
．
，
１
．
９
宮
１
回
１
１
尺
Ｕ
Ａ
Ｕ
◇
り
言
１
．
畢
９
画
仙
晋
ワ
号
。
１
．
．
’
一
・
’
三
句
え
り
月
Ｊ
や
９
宮
ワ
言
。
１
－
１
４
口
。
Ｉ
員
ｂ
－
１
４
４
ｊ
Ｘ
Ｕ
－
１
４
え
Ｕ
５
Ｉ
１
。
－
０
口
心
管
１
上
・
・
１
口
１
１
口
－
４
・
少
管
。
１
尺
Ｕ
ｏ
１
４
ニ
ワ
宅
１
４
え
Ｊ
・
ｏ
ｌ
Ｘ
Ｕ
え
Ｕ
。
“
Ｕ
具
Ｕ
二
・
１
貝
０
．
１
“
今
、
ご
〈
Ｕ
Ｒ
ｕ
．
ｎ
》
－
１
△
尺
Ｕ
・
Ｉ
Ｄ
。
。
‐
凸

。
■
・
・
●
。
一
●
●
一
。
。
●
凸
一
●
一
Ｊ
Ⅱ
、
毎
ｆ
Ⅱ
、
写
Ｊ
Ⅱ
、
●
夕
ｆ
Ⅱ
、
■
ず
ｆ
Ｌ
２
夕
ｆ
Ｉ
、
：
Ｆ
Ｉ
Ｅ
写
Ｆ
Ⅱ
込
一
〃
Ⅱ
Ｂ
－
０
Ⅱ
凸
●
グ
ー
ｑ
●
グ
ー
、
一
〃
Ｊ
■
、
●
ａ
ｒ
ｌ
、
。
．
ｆ
Ⅱ
、
・
宮
〃
Ⅱ
、
■
“
ｆ
Ⅱ
、
●
．
Ｊ
Ⅱ
、
。
．
Ｊ
Ⅱ
、
。
．
Ｊ
Ⅱ
、
・
が
０
も
。
垂
。
●
。
一
●
。
●
。
。
胃
Ｊ
ｌ
ｕ
：
ｆ
Ｌ
、
●
“
Ｊ
１
、
■
“
Ｊ
Ⅱ
Ｅ
一
Ｆ
Ⅱ
、
●
ｆ
Ⅱ
、
・
ず
■
ｌ
、
胃
ｆ
Ｌ
、
？
”
Ｉ
Ｂ
Ｐ
〃
Ⅱ
Ｌ
・
●
。
言
〃
ｌ
、
■
少
ｒ
Ｌ
：
亘
夕
Ⅱ
も
む
垂
心
９
Ｊ
Ｌ
、
？
〃
も
、
。
』
も
、
申
ｊ
８
、
了
■
■
、
幸
Ｊ
■
Ⅵ
了
■
■
、
。
〃
０
，
．
。
。
一
Ｊ
Ⅱ
、

一
●
一
一
凸
一
■
●
●
。
。
・
垂
寺
■
凸
■
■
●
毎
口
ｅ
■
■
■
夕
ｊ
ｑ
ｑ
●
●
一
●
■
一
●
■
一
一
■
●
■
一
●
一
■
■
■
●
一
幸
一
由
●
●
■
●
■
一
●
一
一
今
■
垂
●
●
●
幸
一
●
一
一
申
一
●
。
●
句
。
●
・

■
己
■
■
●
幸
一
●
今
一
一
一
由
旬
。
●
年
。
●
●
今
ｅ
垂
■
■
●
■
一
凸
一
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一
一
画
一
》
面
一
一
函
一
一
一
一

一
》
一
一
一
一
一
一
の
一
一
一
の
一
一
の
一
一
一
一
一
一
一

一
》
一
一
》
一
一
一
ｊ
◆
・
一
＃
一
・
才
．
。
↑
書
一
・
一

一
●
一
一
■
一
つ
●
ｊ
ザ
０
●
一
一
．
△
Ｔ
Ｕ
－
●
凸
Ｄ
■
？
一
旬
。
《
●
ご

一
》
一
一
》
一
一
》
紫
》
一
一
素
一
一
累
函
一
酌
一
一
叩
辛

一
■
一
●
。
一
●
。
。
一
一
■
凸
ｅ
吟
●
■
凸
●
●

恭材の面一郎盤る

一
●
●
。
寺
令
■
。
毎
■
■
●
■
■
⑤
●
毎

・
号
●
申
●
守
与
●
一
■
凸
●
■
毎
●
●
毎

一
●
■
中
●
幸
晶
争
一
子
●
●
垂
ロ
曲
●
②

一
●
■
申
●
争
与
●
一
号
●
ｅ
一
垂
。
ｅ
一

一
●
■
申
●
垂
晶
●
一
●
●
守
一
一
○
ｅ
一

一
》
釦
韓
》
一
》
踊
る
一
》
》
一
一
る
一
る
韓
辛
一

一
一
一
一
一
一
一
一
残
一
一
一
一
一
残
一
蝿
》
一
一

一
一
》
》
》
一
一
辛
く
一
葛
》
一
一
部
一
く
函
一
一

一
一
一
》
》
一
一
亜
広
一
一
蝋
圭
一
二
一
広
一
一
一

一
一
一
一
》
一
一
亜
面
一
一
曲
唖
一
一
面
一
面
一
函
一

一
一
一
》
“
一
一
坐
の
一
一
の
亜
辛
一
の
一
の
一
》
一

一
一
一
一
●
■
。
●
。
。
●
争
・
・
わ
●
■

一
一
一
。
●
垂
。
■
ｊ
吊
り
。
。
Ｊ
吊
り
●
●
・
○
毎
勺
ワ
ニ
４
９
タ
。
■
・

一
一
一
今
●
垂
。
。
＆
牙
０
．
乱
立
勺
●
●
乱
一
五
可
司
一
お
国
ざ
●
・

一
一
一
一
叩
》
一
》
素
一
一
素
坐
酔
一
紫
一
素
一
叩
一

一
垂
■
ｃ
■
●
■
●
■
■
●
。
■
■
凸
●
■

素材の面残る
●●｡●●●■

索材の面広<残る

る
一
る
一
る
一
配
る
》
る
一
る
一
一
罪
》
一
韓
一
一

残
一
幾
一
強
一
一
残
一
残
一
残
一
一
》
一
一
一
一
一

〃
処
、
。
〃
ｆ
、
？
〃
Ｌ
、
一
？
〃
ｑ
、
？
〃
Ｌ
、
？
〃
Ｌ
：
一
●
口
一
●
垂
旬

。
④
。
皇
●
一
・
・
わ
●
。
●
。
士

広
一
広
一
広
一
一
広
亜
広
一
広
一
一
一
》
一
華
一
一

面
王
Ⅲ
《
面
一
一
曲
坐
面
蓉
面
一
一
一
唖
一
一
一
一

廼
廻
廼
一
娩
廻
狸
一
一
一
一
一
一
一

４
仔
一
９
．
４
ｒ
，
旬
４
仔
一
０
句
－
４
ｒ
Ｕ
●
＆
ｒ
Ｕ
ｃ
△
ザ
０
寺
一
一
●
。
凸
●
一

索
一
素
一
糸
函
一
素
一
案
“
素
》
一
一
》
一
一
》
一

口
●
・
■
●
●
●
■
■
●
■
凸
■
■

●
■
旬
●

や
●
③
●

●
。
●

●
。
。

紫材の面広〈賎る

素材の閲一部観る

索材の面残る

素材の面残る

●●｡●●守守一一一一一＝＝------‐‐‐今

争争一一一一＝＝－－－－－－｡｡●●●●｡｡申｡

●●●●ゆ‐‐や争一＝一＝＝＝----‐‐‐●●

側維一部鋸歯状

側維鋸歯気味
●●●‐‐＝＝＝＝ローーーーーー由｡●■■●●●
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第63表－6石鍬計測・観察表(6)

NQ 剛士Ⅸ 用位
伽物
冊り

イi
波 M

長(産 ） 帆(■釘） m I､） 間賊（〈）
挟深(m) 先端/'I

(・）
川
位部

Wii彫に
よる分剛

挿図 備砂

馴
一
訓
一
馴
一
訓
一
別
函
訓
》
副
一
別
一
馴
一
馴
亜
馴
蓉
訓
一
訓
一
州
一
州
』
柵
》
川
一
判
－
４
－
４
－
４
↑
４
垂
４
－
４
－
４
－
１
－
４
－
咽
｝
靴
》
判
一
靴
一
州
｝
細
一
報
城
聾
削
零
期
一
朝
一
戦
龍
砿
一
ｆ
一
馴
亜
砿
諦
恕
一
黙
一
馴
羊
巽
獣
一
斗
Ｔ
聖
４
－
Ｊ
エ
斗
一
４
－
４
》
朴
辛
鼎
》
↓
一
砿
一
報
』
報
一
砿
亜
戦
一
砿
一
吸
》
報
一
報
一
帆
や
馴
一
細
亜
小
一
馴
一
馴
一
机
一
判
一
判
一
机

１
Ｋ
亜
Ｇ
一
脂
芯
韓
Ⅱ

１
ゞ
２
．
３
－
８
－
１
．

．
１
－
２
王
２
－
２
－
Ｇ
１
》
。
ｌ

一
Ｋ
惨
一
間
一
Ｌ
－
Ｌ
－
Ｋ
－
Ｇ
－
Ｂ
－
Ｈ
－

．
４
曇
卜
曇
８
善
２
一
一
初
皇
５
曇
４
－
６
－
９
善

学
２
－
Ｆ
－
０
－
２
－
２
》
’
－
２
－
２
－
０
《

111

7B
亜
Ｋ
》
Ｂ
－
Ｆ
－
Ｅ
－
Ｋ
－
Ｍ
｝

。
△
ｑ
で
●
《
ｈ
ｙ
《
侭
Ｕ
《
■
Ⅱ
４
－
【
〃
０
－
ワ
ロ
り
む

・
・
、
ざ
や
の
ろ
《
の
〃
』
令
《
く
Ｊ
－
Ｑ
Ｕ
△
一
ハ
グ
画
凸

Ｇ
－
Ｆ
－
Ｇ
－
Ｎ
－

ｎ
ソ
一
身
“
ｆ
一
ワ
今
一
宇
Ｊ
－

ｎ
ｖ
９
ｌ
－
Ｂ
且
元
乙
一

171

llDW
獅
一
皿
派
麺
一
難
哩
皿
一
疎
諏
一
艇
姉
譲
一
睡
一
哩
唾
諏
一
、
一
難
錘
趣
皿
耐
耐
一
割
姉
疏
一
利
一
延
狐
流
諏
雑
諏
一
蕊
唾
一
“
、
一
変
皿
緬
獅
一
州
椛
一
嘩
皿
一
球
廊
津

由
《
奄
⑫
《
一
・
一
一
一
一
●
一
早
垂
一
一
・
で
一
一
七
一
早
一
一
《
缶
一
一
一
早
守
一
●
一
一
垂
一
早
一
己
。
垂
一
の
る
●
一
●
一
言
の
色
・

川
一
Ⅱ
Ⅲ
一
一
Ⅲ
一
Ⅲ
－
１
－
１
－
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
》
’
一
Ⅲ
》
Ⅱ
Ⅲ
一
川
一
Ⅲ
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
一
一
上
Ⅱ
Ⅱ
而
一
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
Ⅲ
一
一
Ⅱ
》
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
一
Ｉ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
－
１
－
Ⅱ
一
川
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
華
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
入
Ⅱ
ｒ
一
Ⅱ
》
１
－
Ⅱ
Ⅲ
一
Ⅱ
Ⅲ
一
一

一
峨
皿
皿
皿
一
叫
皿
叩
一
哩
哩
叩
一
蝿
皿
一
皿
叩
一
蝉
皿
抑
剛
一
叩
一
皿
峨
蝿
蝿
叩
一
ｍ
一
恥
哩
唖
皿
一
皿
皿
皿
皿
蝿
唖
皿
皿
岬
一
脈
一
価
一
皿
岬
一
恥
一
恥
一
哩
哩
皿
皿
叫
皿
哩
叫
一
雌
叩
一
脚
叩
一
叩
一
哩
一
蝿
蝿
皿
”
一
”
一
皿
皿
蝿
哩
皿
皿
峨
皿
皿
哩
皿
皿
岬

チ･ヤート

チャート

チャート

チャート

サヌカイト

サヌカイト

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

ヅーャート

批紋Vi蘭沸
<;(下l'Mi）

チ･ヤート

チャート

ーナャート

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

チャート

チャート

チャート

チャート

ヅ･4．－ト

チャート

城蚊珊質溶
(下I';ｲi）

０
卜
０
千
日
卜
０
．
０
ト
０
寺
０
卜
０
凸
■
ト
０
－
日
卜
日
・
０
卜
Ｕ
』
５
ト
０
や
毎
由
・
０
卜
０
・
も
卜
０
由
０
卜
０
－
・
侭
０
守
り
ト
０
二
０
偽
０
口
９
ト
０
中
。
ト
０
一
○
ト
Ｊ
ｐ
０
ト
０
－
１
侭
０
：
ト
ー
。
Ｏ
ト
リ
一
勺
ト
リ
－
９
ト
ー
・
０
ト
０
．
０
卜
０
句
勺
卜
Ｏ
ｅ
ｂ
卜
Ｏ
ｅ
０
卜
０
１
０
隅
０
画
○
卜
０
－
０
卜
Ｏ
ａ
０
卜
Ｏ
ｅ
Ｑ
卜
９
５
卜
８
．
０
卜
Ｕ
ｅ
０
卜
６
画
Ｄ
卜
０
８
ト
６
－
０
ト
０
－
０
Ｆ
り
す
０
ト
０
－
，
卜
０
－
０
ト
６
－
０
卜
０
．
０
吟
６
－
，
ト
０
中
Ｄ
ト
０

寺
・
寺
一
一
・
－
０
卜
○
一
言
■
卜
。
・
・
■
卜
０
．
０
卜
０
－
・
由
一
一
千
・
幸
一
画
一
毎
口
凸
毎
凸
①
凸
一
毎
昼
』
一
“
凸
や
わ
一
・
一
缶
一
茸
一
一
一
・
一
中

拝
一
毒
奉
奉
垂
毒
珪
吋
一
毒
函
岬
州
津
準
洋
一
珪
塞
誌
毒
↑
洋
琴
琴
一
塞
拝
津
洋
琴
洋
一
毒
鐸
拝
準
一
鐸
癖
珪
毒
毒
準
準
一
一
年
垂
》
垂
塞
垂
圭
垂
奉
↑

や
・
・
▼
芋
・
今
令
辱
や
？
４
▽
？
４
．
亨
恐
。
と
・
・
画
勺
・
・
・
・
・
寺
今
。
一
号
・
・
中
。
。
。
”
凸
・
凸
・
・
・
・
凸
寸
一
・
②
。
毎
・
１
画

ｊ
今
ｊ
今
１
今
ｊ
今
，
今
，
舎
尋
毒
今
今
今
ｊ
今
ｊ
今
ｊ
今
ｊ
今
１
今
・
軍
今
今
壱
一
・
今
１
今
今
今
１
．
１
．
畳
壱
・
畳
壱
・
今
・
今
ｊ
今
１
一
合
今
今
今
陰
今
今
壷
一
舎
季
－
１
－
１
●
ｊ
壷
１
畳
ｊ
一
・
１
今
一
・
１
－
ｊ
令
１
．
一
一
・
一
１
．
１
今
１
雷
今
舎
一

⑪
ご
ワ
１
９
丁
Ｑ
言
↑
△
一
Ｑ
Ｙ
０
Ｊ
ウ
ァ
貝
？
・
１
－
や
抄
為
Ｕ
－
ワ
，
基
ｂ
品
６
塁
ｂ
令
ｑ
Ｙ
Ｒ
ｂ
宮
食
習
４
ァ
戸
３
畠
３
－
４
口
・
４
？
⑪
》
一
旬
Ｊ
入
り
易
』
。
Ｑ
ピ
ク
字
ｑ
三
戸
①
。
ｑ
盲
ｑ
ご
ｑ
》
・
守
り
一
●
１
“
４
”
－
０
写
７
２
《
り
ち
３
入
ｂ
－
Ｉ
Ｐ
見
習
《
ｂ
み
こ
一
厘
ｙ
Ｒ
雪
１
▲
争
旬
ソ
ワ
リ
房
⑥
肩
ｂ
ｐ
４
辱
入
り
る
ｊ
入
Ｊ
－
１
分
ワ
タ
へ
Ｊ
こ
ひ
島
Ｊ
’
－
４
ざ
ワ
菅
Ｑ
ご
り
雪
？
学
’
４
－
ｑ
冒
戸
ｂ
ｐ
ｑ
言
う
６
畠
’
５
－
ワ
》
入
ら
入
り

－
４
元
Ｊ
“
則
￥
ザ
写
ウ
管
ウ
？
？
寺
ウ
曾
句
ム
ー
ヮ
邑
一
叩
畠
今
心
ム
ー
。
’
弓
１
３
１
３
１
令
冗
マ
リ
学
？
冒
一
？
ぞ
ぅ
言
ワ
胃
ワ
マ
ー
ヮ
害
？
】
一
心
昌
一
ワ
写
り
管
１
４
入
Ｊ
一
？
言
ワ
＆
６
１
入
Ｊ
一
ワ
》
・
わ
⑪
丙
。
且
４
口
え
Ｊ
品
Ｊ
３
１
３
１
－
．
１
－
１
４
１
４
、
０
凸
－
１
今
１
△
３
１
－
ワ
￥
１
４
１
Ｊ
目
１
５
１
：
１
学
、
０
凸
３
１
－
●
１
５
１
ロ
ク
言
？
管
・
■
５
１
■
－
１
且
早
ワ
智
口
■
壷
リ
菅
ワ
害
Ｕ
ｌ
－
１
且
－
１
骨
１
．
－
１
号
ウ
菅
ワ
菅
？
』
：
ｌ

夕
Ｆ
１
５
号
Ｊ
１
、
弓
ｆ
６
Ｂ
一
夕
白
日
、
秀
一
Ｈ
１
、
号
口
０
２
凸
争
令
一
う
〃
１
１
－
ｊ
Ｉ
、
、
Ｑ
Ｊ
Ⅱ
、
一
〃
ｒ
ｌ
迂
弓
Ｊ
１
、
己
・
画
毎
今
一
口
』
令
〃
Ⅱ
、
令
令
ロ
グ
Ⅱ
、
ａ
一
〃
Ⅱ
、
画
一
一
ａ
一
今
谷
一
・
一
夕
”
１
，
３
ｒ
ｌ
、
。
凸
一
一
①
。
《
守
争
一
・
一
角
〃
Ⅱ
、
弓
ｆ
Ⅱ
、
。
〃
Ⅱ
、
一
Ｊ
Ⅱ
、
色
Ｊ
０
、
一
一
・
．
口
日
、
一
争
竜
Ｊ
■
ｑ
垂
〃
居
、
・
Ｆ
１
、
垂
早
一
・
一
垂
〃
１
も
①
一
ｆ
０
、
一
ク
ロ
１
卑
中
一
一
・

(10）
毎
や
ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
ｅ
、
６
Ｆ
今
も
Ｄ
Ｆ
毎
ロ
ロ
凸
今

毎
八
瓦
四
一
厘
ｊ
ロ
句
○
Ｊ
今
《
ｈ
》
一
坪
″
’
一
厘
Ｊ
・
に
⑭
ロ
ハ
四
〕
一
心
⑪
一
０
判

一
１
曇
１
．
１
雲
１
雲
１
幸
１
．
１
国
１
一
ｌ
雲
１

．
今
．
Ｉ
・
く
つ
１
．
皇
・
・

22

17

（

""('17)""
""(ibj"
…iテ．．

"is

""ib"
"is

８
－
２
苛
乳
３
貢
ｂ
－
４
菰
″
６
－
⑳
芦
ｕ
ｉ
１
ｉ
亜
７
－
１
６
－
３
－
０
鋤
－
７
万
Ｌ
７
－
５
－
６
－
．
１
５
函
３
－
．
１
９
吋
暑
似
７
》
８
詞
“
鋤
祇
山
祇
Ｗ
２
－
０
－
帥
－
９
－
３
↑
柳
一
帥
一
Ｑ
Ｚ
０
ｉ
－
５
芦
具
（
且
９
｝
５
－
３
－
９
荷
暑
ｂ

ｊ

ｊ
ｌ

も
Ｉ
－
１
Ａ
ｐ
－
４
ｐ
－
ｌ
－
１
４
．
１
４
－
１
４
－
１
４
季
１
４
今
１
凸
・
１
凸
－
１
Ａ
－
１
４
．
１
凸
－
１
ム
ニ
ー
凸
－
１
Ａ
・
１
Ａ
ロ
ー
凸
－
１
４
－
１
４
１
Ａ
今
１
４
１
Ａ
－
１
凸
守
１
凸
弓
１
－
１
４
局
１
局
１
－
１
４
．
１
４
１
且
－
１
４
－
１
４
１
４
１
４
今
１
８
今
１
８
－
●
１
句
１
＆
一
・
１
今
１
且
今
〃
Ｉ
、
一
の
必
・
・
ｌ
与
り
曾
垂
■
■
－
０
且
。
１
日
一
色
ｌ
－
１
Ｌ
ｐ
－
２
ワ
』
ろ
１
◇
１
凸
孟
ｌ

毎
一
・
一
一
一
Ｊ
Ⅱ
、
一
中
・
〃
Ⅱ
、
▲
守
一
一
・
一
・
一
一
由
・
〃
ｌ
Ｌ
－
一
由
一
一
一
一
画
一
。
《
一
・
今
一
・
Ｊ
Ⅱ
、
一
Ｊ
Ⅱ
、
。
ｊ
ｒ
ｌ
１
・
Ｊ
Ｉ
１
－
一
一
Ｊ
■
、
。
一
今
Ｊ
０
、
一
一
二
一
画
一
・
グ
ー
、
一
一
む
ち
Ｉ
、
３
■
Ｉ
品
一

一
凸
。
宮
。
・
・
。
”
。
』
・
・
凸
旬
１
１
１
口
で
今
一
・
画
毎
。
■
“
。
・
今
』
。
宮
。
宮
。
。
△
ｕ
〃
Ｆ
』
。
。
”
可
。
。
。
。
。
■
争
昼
画
毎
寺
己
。
■
七
？
。
。
や
Ｐ
ｈ
Ｊ
ｆ
凸
・
令
・
毎
凸
。
毎
口
毎
・
▲
画

小
却
》
’
や
・
翰
吋
慮
呼
剰
呼
０
勺
・
４
℃
叩
曽
弛
？
尾
乎
４
℃
皇
ワ
Ｊ
“
４
０
・
畑
呼
気
ｖ
ｎ
浬
占
砂
占
靭
“
０
口
．
Ｏ
や
品
組
元
削
声
勘
畠
初
》
心
①
舎
戸
抄
舎
４
月
員
￥
屯
Ｊ
・
ｑ
〕
・
侭
ｂ
》
０
心
え
Ｊ
・
へ
Ｊ
声
訂
戻
り
戸
勅
烏
ｂ
・
侭
ｖ
Ｒ
ｖ
４
や
“
ｄ
や
鼻
り
ふ
Ｊ
２
判
目
４
画
句
寧
の
常
《
ｂ
鼻
ｈ
－
Ｔ
噌
４
回
や
凸
芦
抑
危
め
“
⑱
凸
・
Ｔ
ｖ
允
盗
急
Ｊ
元
Ｊ
畢
４
●
ｙ
４
：
４
や
．
？
＆
。
⑩
字
Ｆ
い
ぁ
曲
晶
⑪
・
直
也
亭
９
口
１
羽
え
Ｊ
戸
訪
戸
包
鼻
師
声
⑨
。
０
勺

》
凸
。
寺
や
▲
凸
・
寺
毎
亘
・
・
今
や
凸
。
・
・
。
◆
二
・
”
。
・
今
・
・
”
凸
凸
。
マ
。
宮
凸
。
〃
■
、
と
年
。
。
。
や
▲
・
今
己
寺
千
・
・
昼
ひ
。
。
”
一
一
凸
Ｐ
Ｐ
で
ｊ
ｒ
Ｌ
、
毎
１
．
・
勺
。
■
寺
。
勺
。
▲
で

１
８
Ｊ
。
、
０
〃
。
、
８
Ｊ
凸
、
■
ｆ
今
、
け
″
今
、
Ｆ
〃
。
申
寺
舎
争
告
１
Ｊ
〃
凸
口
１
Ｊ
″
今
も
Ｊ
〃
ｅ
Ｌ
Ｇ
Ｊ
〃
今
、
刀
グ
ー
▲
画
中
凸
凸
午
言
、
Ｊ
ｆ
垂
．
、
３
Ｊ
垂
凸
．
、
Ｂ
″
や
、
一
日
Ｆ
ａ
ｌ
８
ｒ
画
今
毎
▲
▼
も
二
日
″
今
・
凸
凸
令
．
、
、
〃
。
．
、
６
Ｊ
千
・
中
凸
今
干
守
士
。
』
凸
・
守
一
も
０
〃
曾
も
０
Ｊ
』
、
Ⅱ
〃
の
一
、
Ⅱ
夕
。
．
、
Ⅱ
〃
寺
や
言
も
■
″
千
”
言
も
、
夕
・
も
０
〃
や

Ｔ
Ｙ
Ｏ
１
入
Ｕ
入
り
島
ｊ
－
ｑ
Ｙ
ｎ
ｙ
尽
乎
Ｈ
Ｙ
ｎ
ｙ
７
０
．
１
凸
．
子
０
基
〃
。
？
〕
ん
Ｊ
《
①
二
元
Ｊ
・
０
も
入
り
一
ｑ
》
る
り
－
０
１
．
１
４
－
ヘ
リ
↓
バ
リ
寺
リ
写
り
》
“
ワ
！
Ｑ
○
壱
４
７
八
Ｕ
↑
？
ｇ
入
り
－
０
や
“
り
ぎ
Ｒ
ｖ
⑳
Ｊ
マ
ー
＆
季
、
ぴ
ふ
Ｕ
ｏ
ｕ
ｏ
マ
Ｑ
⑥
舎
印
の
商
⑥
ふ
Ｕ
官
４
ア
△
４
入
ｈ
記
’
０
ふ
り
皇
ｑ
曽
守
０
今
０
１
．
の
⑱
ニ
ワ
智
庵
Ｕ
幸
句
一
Ｖ
つ
Ｊ
舎
虞
Ｕ
令
、
Ｕ
画
員
。
。
Ｑ
旨
４
判
。

争
一
牛
■
で
凸
ｅ
凸
宇
中
■
■
■
↑
■
で
③
七
■
勺
●
凸
。
《
ａ
で
●
凸
■
令
①
■
●
凸
■
■
申
寺
■
七
●
今
毎
争
■
ず
●
一
申
一
９
－
ｅ
毎
ｅ
■
④
画
■
凸
争
毎
ｅ
上
■
ず
も
』
①
■
七
七
■
凸
■
画
？
■
凸
■
早
■
①
言
七
と
や
む
令
宇
伊
守
で
』
や
■
■
酉
や
む
●
■
申
で
、
と
伊
ロ
ｅ
凸
ｅ
■
巾
宇
自
宇
ウ
マ
凸
一
５
画
ウ
今
。
■
■
中

《
叩
曹
１
４
．
．
１
言
１
４
見
叩
》
－
１
。
“
１
４
．
ｎ
ｖ
ｎ
ｖ
１
△
曇
ｎ
Ｗ
・
心
邑
言
ｎ
Ｕ
Ｘ
佃
習
。
１
入
⑪
￥
？
言
。
１
．
１
凸
声
・
Ｉ
》
、
Ｕ
え
Ｕ
一
・
ｌ
毎
１
’
令
・
Ｉ
舎
仙
叩
舎
１
“
５
１
ふ
り
．
Ｊ
写
り
学
・
’
え
Ｕ
・
１
凸
》
？
‐
》
・
小
学
．
ｌ
“
叩
‐
￥
の
⑱
：
耐
冒
１
４
品
リ
マ
《
仙
曹
血
Ｕ
令
、
Ｕ
え
Ｕ
・
ｎ
叩
孟
Ｕ
・
・
１
．
．
１
入
Ｕ
え
り
壱
⑪
晋
。
１
入
⑪
》
え
Ｕ
・
ｎ
Ｕ
ｘ
Ⅱ
言
、
Ｕ
一
品
Ｕ
今
？
曽
《
一
Ｕ
鼻
Ｕ
・
瓜
叩
守

．
』
Ⅱ
、
毎
ヶ
ｒ
ｌ
Ｄ
・
』
■
吐
吾
、
日
日
、
や
〃
日
１
且
幻
ｒ
０
日
画
き
毎
争
。
．
Ｊ
Ⅱ
、
寺
．
〃
Ⅱ
、
▼
〃
Ⅱ
ｈ
ｅ
．
〃
Ⅱ
、
テ
ー
ヴ
Ⅱ
、
１
。
■
画
一
寺
』
画
少
ｒ
Ｌ
２
ｊ
ｆ
Ｉ
、
毎
号
ｆ
Ⅱ
、
Ｊ
Ｆ
ｌ
ｎ
。
。
〃
１
２
で
凸
。
”
ｊ
Ｊ
６
２
・
士
・
７
〃
１
，
．
．
Ｊ
Ⅱ
、
』
画
で
》
毎
一
画
一
・
丁
毎
・
画
．
〃
Ⅱ
、
今
ｆ
Ⅱ
、
ロ
ー
〃
Ⅱ
、
。
α
ｒ
■
、
目
ｆ
０
も
。
宮
寺
〃
二
日
、
二
口
曾
ｆ
Ⅱ
、
冒
〃
Ⅱ
、
↑

(】
昼
一
ｅ
①
言
Ｌ
Ｊ
ク
・
Ｌ
ｈ
Ｄ
Ｆ
寸
七
巳
〃
グ
ー
ｈ
Ｌ
Ｄ
ｐ
凸
も
Ｇ
、
〃
勺
も
■
ｐ
〃
②
・

毎
戸
恥
Ｊ
凸
０
も
字
句
⑩
寸
小
印
ｗ
ｅ
、
夕
』
巳
、
叩
画
《
ｑ
凹
毎
《
煙
哩
今
ｎ
Ｕ
↑
《
恥
》
凸
《
ｕ
》
・
舎
月
屯

や
■
酉
ｅ
号
申
宇
守
ら
●
■
■
画
●
や
■
寺
■
一
■
毎
■
■
■

雫
１
．
２
．
２
．
１
．
１
．
１
．
１
今
’
ず
３
．
１
雲
２
．
１

。
令
令
屯
勺
ｆ
５
、
ヲ
Ｊ
も
、
中
Ｊ
１
、
や
Ｊ
ｑ
、
中
〃
■
ｑ
２
ｄ
ｄ
ｑ
２
。

一
、
Ｊ
〃
一
一
才
一
一
一
・
・
垂
一
一
首
。
一
一
一
口
凸
●
一
一
一
画
一
寺

何
－
８
－
毎
Ａ
一
里
２
方
角
一
月
一
旦
６
－
４
－
６
－
５
責
ｂ
》
６
－
６
－
３
－
３
－
’
１
‐
刃
４
．
－
５
－
７
万
月
’
且
６
－

今
今
。
。
《
一
一
”
一
や
一
一
・
一
一
句
Ｇ
⑩
ｅ
凸
心
〃
》
や
叩
邑
一
○
Ⅱ
４
－
。
Ⅱ
凸
早
句
凸
や
勺
凸
一
へ
延
哩
さ
心
邑
垂
句
邑
？
幻
叫
呂
の
、
》
一
△
用
寸

諦
諦
一
６
－
３
－
２
－
５
－
２
－
２
－
⑤
一
い
－
戸
《
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
測
一
測
一
｝
》
一
一
亜
一
亜
》
一
》
一
》
一
垂
》
一
》
一
一
一

戸
Ｄ
－
０
芦
抄
討
以
一
き
り
』

２
雪
２
雲
１
．
３
今
曇
一
ワ
学

20
雪
ひ
き
３

●
■
且
一
介
〃
』

一
加
一
』
一
一
一
帥
一
濁
一
謁
一
測
亜
胆
毒
鴫
一
鋤
一
調
恥
測
一
一
加
一
鋤
一
一

弱.．
勤
測
弱
海
流
一
泌
海
一
加
一
塑
一
加
一
棚
一
弧
塑
測
一
頻
苅
一
加
海
祁
一
鰯
一
辛
一
測
一
鋤
矧
一
お
《
謁

寺
ｊ
■
、
凸
一
・
凸
。
凸
一
・
一
一
・
・
・
一
一
一
寺
』
ぬ
一
一
今
画
凸
令
宅
与
日
■
、
。
ｑ

海
加
一
投
鰻
《
動
詞
一
鞭
姫
型
一
一
海
苅

一
毎
毎
毎
寺
凸
ｅ
ｊ
ｌ
１
ａ
一
冬
で
一
垂
中
一
凸
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一
一
王
ｃ
一
一
一
エ
辛
一
一
一
辛
辛
一
一
一
一
一
壷
一
一
一
壷
一
一
一
一
一
｝
帝
一
一
亜
一
辛
一
辛
辛
一
一
辛
辛
亜
諏
》
》
亜
↑
辛
辛
》
」
亜
諦
》
》
》
》
亜
”
圭
亜
一
一
壷
宰
語
》
｝
一
一
辛
》
亜
恥
弱

ｉ
一
ｋ
一
ｋ
垂
、
一
ｉ
－
ｉ
缶
亜
一
｛
一
弱
角
潤
辛
ｉ
－
ｉ
－
Ｄ
ｋ
－
』
辛
辛
一
一
亜
ｋ
一
Ｋ
一
雫
ｄ
一
月
・
’
蓉
一
』
亜
Ｅ
一
蓉
華
辛
鳶
蘭
一
辛
辛
》
一
》
亜
一
》
》
一
韓
閣
・
人
卯
卯
・
人
》
亜
●
１
》
１
－
ｃ
鴇
局
一
声
一
ｌ
－
Ｈ
Ｈ
ｇ
ｋ
亜
ｋ
零

凸
午
■
０
Ｍ
碇
七
千
千
■
▲
・
令
中
■
■
士
令
午
二
▲
■
■
令
二
■
凸
一
一
一
コ
■
字
七
・
■
。
▲
甲
勺
■
ロ
■
中
■
■
ず
毎
中
■
千
凸
▼
午
申
■
寺
争
干
今
牛
・
今
千
■
寺
ゆ
■
凸
・
与
凸
毎
一
■
一
画
申
士

那
鞭
郡
犯
沈
海
塑
如
型
型
小
型
小
型
小
郡
蕊
灘
蕊
墾
墾
亦
蛮
鞭
泌
一
却
一
凱
刻
》
却
丞
氷
丞
塞
水
証
江
江
那
江
江
弧
弧
狐
狐
弧
弧
弧
漣
鍍
純
誕
鞭
鍍
犯
泥
泥
弧
雛
犯
渡
鞭
韮
鞭
襲
錐
釧
測
一
加
一
抑
垂
抑
一
刻
一
刻
》
鋤
汀
可
流
派

一
命
這
一
》
や
一
一
一
一
令
・
４
寸
垂
一
戸
》
垂
台
合
一
一
垂
▲
。
□
一
《
』
叩
三
【
〃
，
守
一
一
一
。
（
〉
一
ウ
。
◇
一
一
千
や
、
弔
言
ａ
垂
垂
血
Ｕ
・
一
一
令
・
も
Ⅱ
、
。
凸
一
守
由
守
申
一
句
〃
』
一
一
・
垂
一
一
一
へ
名
〕
一
・
－
４
雫
で
今
。
《
一
・
《
、
》
一
七
一
＊
わ
一
宇
垂
毎
、
》
凸
一
《
一
亜
》
・

一
命
、
》
一
一
一
争
令
◇
・
《
、
》
一
一
⑳
、
》
垂
む
む
一
一
一
▲
。
と
一
勺
込
哩
一
命
迅
哩
午
一
一
一
句
毛
⑭
一
中
。
中
凸
一
千
中
一
甲
、
》
一
・
垂
一
．
ｑ
ｄ
●
。
一
一
宇
・
０
名
・
・
一
一
中
令
一
甲
弓
■
咽
一
一
・
一
一
垂
争
４
屯
９
。
《
△
里
Ｔ
一
。
《
一
・
４
－
面
一
合
一
早
令
一
中
一
●
■
咽
。
－
０
号
・

一
●
■
▲
一
一
一
令
二
七
・
毛
Ｆ
Ｌ
一
一
色
日
凸
一
缶
守
一
一
一
▲
。
一
一
。
■
品
－
９
８
凸
午
一
一
垂
も
Ⅱ
凸
一
中
・
中
凸
《
▲
中
。
■
Ｂ
一
・
垂
一
も
Ⅱ
▲
。
一
一
千
・
勺
Ⅱ
革
画
凸
今
午
中
・
・
一
○
Ⅱ
４
－
一
・
一
一
垂
一
色
Ⅱ
＆
一
。
《
。
■
＆
一
画
一
一
・
首
■
且
寺
●
一
・
わ
垂
中
《
ｑ
■
＆
。
一
色
Ⅱ
凸
・

》
》
函
一
』
》
壷
亜
一
一
吋
』
亜
亜
》
辛
辛
》
亜
諏
》
》
》
辛
辛
村
一
一
》
亜
亜
一
』
》
王
一

筆
一
》
一
一
宰
亜
一
一
一
泊
一
エ
配
一
一
零
》
亜
函
圭
一
》
零
一
朔
》
奉
畢
亜
亜
一
一
一
亜
》

一
一
壷
一
一
一
亜
》
一
一
左
一
ェ
ェ
一
一
一
一
》
ろ
亜
↑
一
一
る
一
一
、
一
一
る
一
宰
亜
一
一
る
一
亜
る
函

一
一
一
一
一
一
味
一
一
一
一
八
一
一
一
一
一
一
一
識
一
一
一
叫
諏
一
蹴
一
秘
一
一
一
一
種
一
砿
一

一
一
亜
一
一
一
気
亜
一
一
一
打
一
》
》
一
一
一
一
二
亜
一
一
気
一
言
一
蹴
一
一
言
一
亜
｝
一
広
一
辛
広
一

一
一
亜
一
一
一
歯
亜
一
一
一
起
一
》
》
一
一
一
一
寺
面
亜
一
一
歯
一
而
蓉
一
郎
る
一
一
面
一
華
亜
一
一
面
一
辛
面
一

一
一
》
一
一
一
塞
一
一
睡
一
一
一
一
一
一
一
一
鯉
一
瞬
一
”
一
綜
睡
一
”
一
一
一
蛎
一
”
一

一
一
》
一
一
一
関
》
垂
一
一
側
称
一
ェ
エ
ー
ー
ー
ー
ェ
素
》
一
一
側
一
素
一
一
側
②
一
素
一
亜
》
一
一
素
一
》
素
一

菱形触、素材の1，鶴る

菱形鯉、索材のI力i磯る

柳葉状

エ
ー
ー
る
一
》
恥
函
一
一
亜
』
辛
｝
》
一
》
亜
亜
》
》
》
挙
聖
西
洋
亜
》
一
》
一
エ
ー
ェ
｝
一
一
一
壷
一

・
凸
毎
印
画
へ
寺
凸
。
。
。
”
。
。
●
。
”
一
己
。
■
画
毎
毎
一
ａ
で
今
。
画
。
毎
令
由
凸
与
阜
や
。
毎
・
毎

・
・
凸
隆
予
，
千
１
１
。
。
や
。
。
」
。
』
一
口
。
■
画
毎
毎
一
ａ
で
今
ロ
で
寺
毎
与
・
・
。
。
。
凸
。
毎

辛
る
》
る
一
隈
一
一
亜
語
一
る
一
一
一
》
酔
一
》
辛
辛
壷
一
一
一
》
”
》
醒
壷
一
豊
一
亜
一
る
辛
辛
る
一
一
》
亜
ろ
一

緬
緬
一
趣
一
一
一
塁
一
蝉
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
味
一
味
一
一
一
一
錘
一
一
錘
一
》
一
蝿
る
一
蝉
一
一
碗
一

二
二
一
ｈ
－
一
亜
残
一
一
広
一
一
一
亜
一
一
一
辛
》
》
一
気
一
気
一
』
一
一
残
》
》
一
広
一
一
》
一
広
一
観
辛
広
一
圭
一
》
睦
一

一
伽
一
面
一
面
一
一
》
畢
面
一
一
甑
一
一
一
亜
一
一
辛
辛
》
一
一
歯
一
歯
一
》
一
一
面
一
一
肺
一
一
一
一
曲
一
面
亜
面
一
｝
一
一
面
一

あ
あ
一
の
一
一
丙
一
一
匁
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
鋸
一
鋸
一
一
一
あ
一
一
あ
一
一
一
あ
あ
》
Ｑ
一
一
あ
一

一
材
一
材
一
材
一
一
号
毒
材
一
一
材
亜
一
一
器
一
一
》
》
一
一
一
雄
一
縁
一
》
一
》
村
一
一
一
材
一
》
一
一
材
畢
材
》
材
一
》
一
一
材
一

》
紫
一
素
一
素
一
一
》
》
素
一
一
素
壷
一
一
》
一
一
》
》
一
一
一
側
一
旬
《
》
一
》
索
一
一
》
素
一
》
一
一
素
辛
索
一
素
一
》
一
一
素
一
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第63表－7石識計測・観察表(7)

N41 出土 恥位
蝋物
榊り．

ｲ『材
法剛

Iと ”） 帆〈皿回） Iゾ(皿励） HtKK)
挟深く風亀）

光燭jIl
（・）

折川
部位

平I'll形に
よる分剛

神岡 倫号

的
唖
加
一
別
－
ね
唾
祁
』
湖
岸
峨
花
一
万
》
祁
唖
湖
一
則
馴
唾
塊
一
榔
呼
洲
呼
編
一
妬
唾
師
哩
鯛
呼
的
一
卯
唖
Ⅷ
》
兜
》
”
一
弧
一
蝿
》
妬

７
０
・
負
Ｂ
●
ｎ
コ
量
り
・
１
４
．
７
岳
・
珂
哩
Ｑ
寸
言
Ｊ
Ｘ
ｂ
口
７
０

紛
一
棚
一
側
一
帥
一
訓
華
別
一
別
一
別
》
釦
一
利
一
別

1

８
．
９
．
０
今
ｌ
雲
り
里
３
．
４
．
５
．
６

帥
》
鋤
一
別
一
別
一
別
一
列
一
別
一
別
一
別

。
Ｉ
’
１
１
Ｊ
ｌ
ｈ
ｊ
Ⅱ
１
‐
‐
Ｆ
４

ｕ
０
凸
・
０
１
．
．
１
．
少
悼
・
少
謡
少
箆

５
坐
５
》
５
－
５
》
５
》
５
零

52：

32‘

321
《
ｈ
〉
●
ラ
ロ
マ
心
ハ
ハ
》
●

Ｔ
覚
り
鷺
咽
圭
．

与
り
荘
①
麓
ゆ
型

5
房
Ⅱ
。
１
１
．
⑱
凸
・
Ｔ
Ｊ
ｏ
４
勺
き
り
ｏ
ｆ
Ｙ
７
Ｉ
。
ｕ
瑠
仙
遇
ｎ
ｖ

－
調
》
郷
一
郵
一
卵
一
部
》
認
》
諏
一
認
一
識
一
調
一
別

541
。
ワ
ゼ
和
Ｊ

●
０
毛
亘
・
０
も

淫
抑
君
如
●■●●

5~14

罰；
耐6
'詞ブ

一
一
●
今
●
。
字
。
●
。
●
一
一
心
や
垂
。
。
●
●
一
・
“
一
一
ゆ
一

一
一
垂
旬
●
■
。
。
●
。
●
幸
一
●
幸
一
・
凸
●
●
一
。
●
画
一
垂
・

城
耐
一
嘩
迦
瓢
郵
哩
型
嘩
匝
一
皿
添
耐
一
難
郷
難
嘩
岬
珂
獅
獅
耐
啄
耐
苅
一
型
麺
皿

。
凸
●
●
●
▲
●
一
●
●
●
■
幸
●
●
●
垂
凸
●
●
●
■
●
。
』
■
●

Ｏ
Ｂ
Ｂ
■
■
ｂ
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
●
■
■
Ｃ
①
■
■
●
●
毎
■
台

。
』
●
●
●
▲
●
一
句
守
●
守
一
●
●
●
■
■
凸
●
●
一
旬
●
一
●
●

●
や
●
●
守
一
一
●
一
一

●
●
●
句
寺
幸
一
●
ず
’
○
章
。
一

応
一
蛎
一
叩
一
窪
一
州
一
叩
沸
碓
瓢
走
一

ｏ
ｌ
ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
ｍ
凸
。
。
１
．
．
１
．
ザ
管
、
〉
－
１
凸
ら
ｑ
若
少
曽

凸
■
●
●
●
■
垂
●
ゆ
わ

ら
由
■
由
●
。
』
●
①
●

●
●
●
●
●
●
一
●
一
⑩
″
』
凸
一

1.1J

寺
。
一
一
■
●
■
一

垂
。
。
一
●
●
一
一

妬
一
班
姉
面
祁
一
麺
一
脈
添
加

●
●
一
一
●
●
中
一

●
●
一
垂
●
●
●
一

寺
。
●
●
。
。
口
●

申
・
心
●
。
・
凸
●

Ｄ
岬
Ｎ
－
Ｍ
－
Ｄ
》
Ｃ
》
Ｄ
－
Ｎ
－
Ｇ
－

岬
一
鮒
一
妬
一
脚
》
Ⅲ
》
Ｗ
一
別
一
ｕ
》

●
一
●
●
●
句
凸
●

●
一
●
●
●
ｅ
●
●

■
■
■
■
■
■
凸
●

K

●
華
一
凸
寺
。
●
華

●
寺
一
凸
●
・
句
や

迦
啄
誠
珂
麺
餓
一
難
皿
齢

●
●
。
一
句
幸
●
■

●
●
●
一
句
一
。
■

…城1"
27C

一
一
む
め
・
の
一
・
申
ロ

一
一
宇
●
。
●
一
幸
寺
口

迦
皿
一
狐
猛
一
睡
哩
哩
嘩
嘩
型
州

●
争
■
一
申
心
●
一
旬
■

命
一
■
一
曲
《
●
一
旬
■

由
や
■
一
●
一
■
守
●
旬

垂
●
●
垂
一
一
一
。
甲
●
や
●
●
●
邑
一
●
●
守
争
垂
●
●
■
●
一
今

上
以
以
Ⅱ
一
皿
且
Ⅲ
Ｔ
－
Ｌ
Ⅲ
上
－
１
Ⅱ
ｒ
ｒ
－
川
一
Ⅱ
》
皿
Ⅲ
Ｔ
－
Ｉ
Ｔ
－
１
以
皿
且
Ⅱ

Ｉ

。
●
。
●
寺
。
。
●
一
・
●
。
一
寺
幸
一
《
▲
ゆ
。
画
一
寺
。
一
一
一

●
旬

。

Ⅱ
管
！
Ⅱ
竜
Ⅱ
雪
Ⅱ
雪
Ⅱ
雪
１
．
Ⅱ
雷
雲
Ⅲ
．
Ⅲ

告
一
一
。
。
一
●
宇
一
●

ゆ
垂
口
。
。
一
■
守
一
●

一
一
申
ゆ
や
ゃ
一
●

一
一
由
●
や
一
一
●

Ⅲ
一
Ⅲ
一
ｌ
》
Ⅱ
軸
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
》
Ⅱ

》
●
守
守
一
■
句
口

■
●
寺
●
一
皇
申
口

官
Ⅱ
且
・
呑
口
８
口
■
■
＆
寺
如
叩
如
や
”
Ⅱ
叩
一
叩
叩
叩
毎
口
Ⅱ
凸
や
ｒ
■
■
む
す
Ⅱ
日

可
Ⅱ
４
・
守
Ⅱ
４
●
■
Ⅱ
且
。
■
Ⅱ
凸
寺
■
Ⅱ
Ｂ
一
一
■
■
■
士
Ｔ
Ⅱ
心
甲
西
Ⅱ
呂
口
■
■
皿

。
●
●
垂
一
・
●
口

●
●
○
句

宇
垂
一
●
■
■
■
。
一

■
■
■
宇
一
■
■
■
・
■
■
■
・
■
■
巳
や
■
Ⅱ
日
・
■
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
Ｅ
●
由
Ⅱ
凸
・
官
Ｂ
ａ
一
口
Ⅱ
＆

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

字
。
■
●
一
凸
寺
・
一

句
一
一
●
一
■
寺
一
一

一
Ⅱ
》
１
－
１
坐
１
－
１
》
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
錘
１
－
１
》
Ｉ

一
■
Ⅱ
■
一
一
面
■
＆
。
①
一
●
。
・
・
■
。
●

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
。
。
●
一
④
。
●
。
●
一
●

Ｐ

●
ｐ
●
●
ロ
●
』
●
■
由
守
●
●
■
●
●
●
。
寺
今
●
。
句
■
■
■
■

ワ
』
品
Ｊ
Ａ
Ｊ
・
’
２
り
言
リ
】
孟
叩
・
戸
胡
尺
ｂ
品
Ｊ
・
？
言
口
Ｊ
・
１
５
２
Ｎ
・
・
ｌ
・
［
抄
。
①
旨
Ｆ
Ｄ
・
ｏ
ｌ
ｇ
ｇ
－
。
１
口
戸
砂
・
り
ぎ
４
：
？
》
呉
肋
・
少
管
１
凸

仙
》
伽
》
Ⅲ
一
睡
一
峨
一
仙
一
似
一
似
一
似
一
伽
一
皿
帆
一
Ｍ
一
Ｍ
一
Ｍ
一
伽
一
㈹
一
皿
一
側
一
帥
一
㈹
一
側
一
川
一
伽
一
似
一
ｍ
一
仙
一
川

■
■
砂
■
ゆ
■
巳
ゆ
幸
早
●
●
●
ｅ
一
ｅ
●
●
●
争
与
。
●
■
●
一
号

0()6

"oTi"
（)73

（｝()l

（jO3

055
毎口由毎●●

（l棚

"m
（)03

0()2
。●●●●●

（)1．1

●
●
●
●
●
■
●
▲

毎
砂
・
勺
の
・
４
℃
・
随
叩
・
や
⑩
。
侭
リ
マ
仙
宵
少
嘩
。

Ⅲ
一
川
一
川
叩
川
叩
叩
》
刑
一
Ⅱ
》
川
坐

〃
０
，
一
五
ｌ
、
■
ｆ
６
砥
。
Ｊ
■
豆
申
ゴ
ー
■
ｑ
・
企
■
■
可
甲
企
■
■
、
・
企
■
■
▼
●

11

（〕(11

001
●●●●●●

（X)4

001

023

01)！
● ｡●寺｡●

0611
‐ 申●●●●

（}03

】“

幸
士
●
申
一
●
●
色
●
●
●
垂
●
今
■
●
凸
●
●
一
凸

恥
一
皿
一
岬
一
皿
一
皿
叫
一
卿
一
雌
一
叩
一
咽
一
噸
一
叫
一
州
一
皿
州
一
雌
一
叩
一
Ⅷ
一
ｍ
一
噸
一
叩
》
Ⅷ

■
Ｐ
ｂ
■
■
■
砂
■
■
●
申
皇
●
一
●
●
●
毎
句
ロ
句

’
ト
ー
ｐ
Ｌ
０
・
Ｋ
Ｏ
冒
卜
８
百
眠
り
凸
０
ト
。
：
卜
０
胃
ト
ー
－
０
い
０
．
１
Ｐ
０
・
偶
４
－
０
鹿
ｊ
争
鳴
０
．
卜
０
：
ト
０
：
恥
０
華
Ｌ
８
冒
卜
０
冒
卜
０
５
ト
０
口
９
戸
２
Ｌ
０
．
．
卜
０
－
’
卜
０
句
Ｌ
６
．
●
Ｌ
０
字
典
６

一
一
一
一
一
恥
一
一
垂
一
一
一
一
亜
函
一
一
一
》
叩
一
一
一
一
一
卜
“
聖

霊
垂
↑
一
一
審
準
一
準
塞
争
一
審
一
室
↑
》
一
垂
奉
倖
辛
琴
挙
孝
幸
琴
琴
津
一
華
吋
》
琴

●
ゆ
●
●
■
●
一
●
一
●
一
●
●
■
凸
●
■
凸
一
今
●
の
一
旬
●
■
凸

●
ゆ
寺
●
。
一
一
●
一
●
。
●
●
。
《
●
●
●
一
垂
●
●
一
今
①
書
今
雲
一
凸

■
●
●
今
●
年
一
●
寺

一
●
●
●
●
争
一
●
寺

卜
０
；
ト
０
●
０
卜
０
冒
卜
０
曾
卜
０
曹
Ｌ
’
一
Ｌ
０
；
偽
６
３
ト
０
冒
嘱
’

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ
ー
ヤ

チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
》
チ
ー
チ
ー
チ

・
一
一
一
一
《
申
一
《

●
一
幸
一
一
《
●
一
垂

ヤ
●ゆ‐缶一一＝ロローーー■

チャート
０
ト
０
●
り
い
Ｏ
Ｐ
１
秀
０
宇
日
Ｆ
ｑ
・
ロ
ト
。
。
、
ト
Ｏ
Ｇ
●
１
卜
９
？
Ⅱ
ｒ
Ｏ

●
。
。
。
。
●
０
歩
Ｕ
”
一

●
■
。
・
垂
●
●
。

》
捧
珪
苓
垂
一
一
梱
津
一
一

凸
●
●
。
や
一
《
▲

●①

チャート

チャート

チャートヤー

由①

漉紋消質溶
暗(下呂石）
サヌヵイト

チャート

、チャート

チャート

一子￥＝i…
口
卜
０
●
申
守
一
。
一
旬
●
華
一
・
一
一

●
●
争
一
ゆ
一
●
●
華
一
一
一
一

：
卜
０
：
卜
０
：
ト
ー
冒
卜
０
心
Ｌ
ｌ
３
ト
０
士
、
偽
０
争
９
戸
０
垂
Ｌ
６
・
Ｌ
６
・
Ｌ
０
言
卜
０
了
卜
０

梱
一
挙
奉
洋
琴
一
癖
毒
毒
会
》
》
垂
準
一
琴

一
一
《
凸
一
む
ゃ
乞
凸
●
●
《
●

一
●
一
●
垂
一
句
●

？
卜
０
：
卜
上
ｆ
０
ｅ
Ｌ
６
垂
Ｌ
Ｕ
５
Ｆ
０
●
９
ｒ
胃
卜
０

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
匁
討
主
討
缶
茜
匁
ヤ

ー
チ
ー
チ
》
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ

一
幸
●
一
●
ｐ
■
■

一
ら
●
■
申
■
ロ
■
●
ロ
■
■
■
■
ｑ
■
．
。
４
１
■
■
Ｉ

争
●
●
心
。
台
争
●
●
■
●
ロ
●
。
●
争
今
●
巴
ｐ
凸
凸
●

守
■
■
心
中
●
ぞ
●
●
■
●
ロ
●
。
●
争
冬
●
●
■
凸
凸
●

句
●
①
。
●
●
守
も
Ⅱ
ｒ
ｆ
ｂ
ｐ
ｅ
Ｌ
且
■
一
ｐ
●
一
●
●
●
●
巳
一
、
Ⅱ
〃
●
一
、
Ⅱ
β
①
●
句
曲
●

Ｈ
ｙ
ハ
ツ
忌
抄
ち
び
む
ゅ
亨
Ｉ
ｙ
７
Ｊ
ワ
Ｉ
Ｈ
渦
。
侭
ｙ
Ｐ
③
。
Ｔ
ソ
Ｔ
Ｙ
侭
ざ
Ｈ
ｙ
り
ぎ
・
ぬ
。
Ｈ
Ｙ
仲
・
勺
⑩
呂
師
乳
ｂ
長
い
。
リ
』

リ
言
ク
与
り
管
６
１
．
少
菅
い
ず
－
４
つ
１
匹
・
１
凸
・
１
４
－
，
１
。
？
吾
？
砦
り
菅
０
１
．
少
冒
０
１
．
１
４
．
ワ
言
１
凸
。
１
４
．
１
Ｌ
・
も
１
．
．
１

華
由
早
早
●
●
Ｑ
Ｊ
ｌ
１
①
凸
弓
■
８
１
。
一
心
●
。
●
寺
・
』
Ⅱ
、
■
・
Ｊ
ｑ
ｑ
ｂ
●
凸
一
●

華
心
与
子
●
●
句
■
凸
■
●
一
一
■
口
句
■
■
①
●
垂
垂
●

争
一
己
晶
●
●
句
■
■
垂
●
一
一
■
句
句
■
●
■
●
■
一
●

卜
ト
ト
卜
、
Ｄ
Ｂ
い
け
Ｂ
ｐ
■
■
。
叩
■
■
■
■
■
■
■
■

寺
●
申

。
●
申

●
●
申

●
●
申

写
１
℃
●
《
４
５
申

・
り
ぎ
１
凸
。

15

"'('17')
（19）

…i朔…
（2(し）

Ⅱ)）
p●●●●●。。。●

(ゾ凡）

（17）

"iiiiV"
"(iji…

｡》,》
』
■
《
恥
唖
一

七
●
０
１
《

‘I

：18

.…iio…．
….碗…．

(13)

…i鋤…
①●●●●●■■●■

申旬○句●｡●●●■

f,クハ1

.…2i>…．
~…2i""

ゆ
毎
●
●
●
■
■
■

申
寺
由
■
凸
■
●
■

。
寺
■
巳
凸
一
。
●

且
唖
ｑ
４
口
毎
白
９
４
由
小
別
四
由
屍
印
ご
具
覗
幸
恥
叩
浬
●
血
叩
》
●
尺
切

り
管
心
Ｊ
・
や
Ｊ
・
や
一
心
切
氾
・
少
曹
．
１
・
リ
‐
胃
。
ｌ

申
毎
申
申
や
●
●
●

■
一
。
申
や
垂
●
●

句
一
口
毛
口
垂
●
●

●
由
申

。
命
中
由
申

。
命
申
由

や
命
や
■
申
。
由
●
ｅ
寺
●
・
ｈ
８
Ｐ
毎
．
、
Ｉ
〃
●
．
、
Ｊ
〃
。
．
Ⅱ
リ
グ
●
．
、
Ⅱ
〃
垂
．
、
Ⅱ
グ
申
．
、
Ⅱ
″
一
、
■
Ⅱ
Ｆ
：
画
Ⅱ
２

０
酒
。
０
‐
凸
。
少
言
侭
ｙ
ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
ｙ
ｎ
ヅ
リ
↑
忌
め
。
負
ヅ
⑪
ｙ
１
４
。
？
ｇ
胃
納
っ
こ
め
ｏ
Ｈ
ｖ
子
４
．
？
曹
仙
ｙ
０
１
．

。
■
８
．
ウ
害
ワ
言
。
－
入
ｊ
・
ク
ザ
０
Ｊ
。
ザ
菅
や
》
・
・
１
・
や
』
八
Ｊ
：
１
．
０
１
八
基
・
’
１
言
Ｉ
・
り
ぎ
ワ
曹
少
写

●
●
●
申
色
。
。
●
●
凸
●
少
Ｊ
ｕ
Ｌ
堂
〃
Ｉ
ｑ
Ｑ
Ｊ
Ｌ
、
電
ｒ
ｑ
、
Ｑ
ｆ
Ｉ
、
？
〃
Ｉ
も
む
。
一
日
ｑ
－
ｄ
８
ｑ
巴
。
■
、
で

句
●
や
●
告
一
○
●
■
ロ
ロ
一
■
旬
や
垂
令
一
宇
●

句
●
幸
①
色
一
寺
●
句
■
一
垂
■
口
●
一
●
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Ｌ
ｑ
ｑ
Ｊ
Ｌ
、
。
‐
Ｊ
ｑ
則
《
■
一
Ｊ
■
ｌ
、
毎
Ｊ
口
１
冊
申
Ｐ
一
。
●
ｐ
ｊ
Ｊ
Ｅ
、
●
・
Ｆ
１
、
一
早
一
●

②
呈
色
《
凸
一
●
ｂ
ｅ
凸
毎
凸
●
●
凸
旬
寺
●

仏
Ｂ
■
Ｌ
Ｐ
■
■
ｐ
■
■
旬
■
岸
■
凸
■
毎
●
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…郡一

一
ゆ
①
華
一
・
一
■
一
一
●
一
与
争
一
一
■
凸
寺
や
一
●

一
●
由
ｅ
や
画
一
●
一
一
●
一
●
や
。
■
●
●
寺
守
一
《

一
《
由
●
口
画
一
凸
争
一
句
一
心
口
。
一
色
●
・
●
一
一

一
一
一
唖
一
一
一
足
ｋ
壷
一
ｋ
叩
一
一
》
一
一
一
蔦
仰
》
一
一

一
一
・
●
●
華
。
。
●
一
《
一
・
●
句
一
一
。
●
●
一
画

争
一
・
●
■
●
一
画
●
一
《
守
。
●
■
一
・
。
●
●
華
・

Ｐ
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
早
■
■
■
●
■
苧
。
一
士
《
●
。

＝｡。●｡●●●

9

■
●
申

●
●
●

画
■
●

毎
画
ロ
。
ｂ
二
■
Ｂ
Ｇ
■
６
５
●

k

k

一
一
中
■
■

ｋ
－
ｌ
－
ｌ
－
函
一

や
一
・
●
一

●
一
一
●
一

。
■
一
■
■

宇
一
一
心
申

曇
言
ｄ
－
ｈ
一
ｈ
．

●
。
。
幸
一

●
一
一
幸
一

i

C

●
④
。
●

。

①
●
ゆ

●
●今▲

の●

争
一
一
台
垂
●
。
－
由
●
華
や
一
■
毎
争
■
一
甲
や
●

や
一
一
●
■
■
一
一
■
●
・
一
一
与
垂
や
●
垂
●
垂
。

や
一
一
。
■
●
一
一
●
④
●
守
一
●
一
●
●
一
一
垂
●

琴
雪
雲
・
書
．
一
一
今
・
・
ｋ
曇
ａ
畳
ａ
－
ａ
－
細
曇
ａ
－
孔
曇
ａ
一
組
・
ａ
・
組

寺
一
・
●
句
■
●
幸
一
●
●
ゆ
垂
一
・
ｐ
■
争
一
●
・

●
●
。
・
句
一
●
幸
一
《
●
●
垂
画
一
●
。
●
一
。
。

●
争
・
・
色
一
●
一
一
一
《
●
や
画
一
■
一
申
一
●
・

■
■
■
■
■
■
座
■
■
■
■
●
争
画
一
凸
。
■
。
●
。

Ｋ
》
Ｋ
軸
Ｋ
零
Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
》

３
曇
３
．
３
．
３
．
３
亨
３
．

号
。
⑤
①
守
心

●
。
⑤
一
一
一

3K

.…派….
….派…‘

●
一
●
■
一
垂
■
凸
④
■
■
●
申

●
一
ら
由
一
垂
●
ｐ
●
■
■
●
由

●
や
●
申
■
●
●
。
●
■
ロ
ｅ
●

Ａ
》
八
諦
冊
一
冊
坤
恥
一
冊
》
陥
一
恥
韓
Ｂ
》
Ｂ
》
Ｃ
－
Ｄ
－
Ｄ
姉
，

０
１
●
０
℃
・
４
号
．
り
で
①
０
口
も
幸
“
ロ
も
・
４
℃
・
４
咽
ｏ
４
も
。
４
℃
。
“
■
も
勺
’
１
ｃ
ｄ
や
。
０
℃

己
■
①
申
幸
●
。
●
ｐ
●
守
◆
●

●
●
①
申
●
●
●
●
■
●
守
今
●

◆
●
一
申
や
一
●
。
■
寺
・
一
○

凸
■
■
由
宇
一
●
。
●
守
守
一
。

jll}

、11）

.…iii…‘
….郡…．
.…郡…‘

、11〕

…･加.....
.…祁…．
""."li)…．

‘11〕

41）

．…ji)…．
.…iii…．
.…脆…

一
、
■
Ｆ
●
■

一
Ｊ
ｌ
豆
●
Ｔ
■
少
・

守
●
ロ
咽
口
●
Ｆ
、
卯
●

ぞ
。
○

一
●
●
●
申

■
●
●
毎
命

刻
一
別
一
珊
一
珊
一
珊
派

●
今
皇
号
○

・
今
◆
与
今

・
一
一
呈
中

●
今
●
●
。

6A
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6J

ロ
●
■
■
ロ
■
ｑ
■
■

一
●
凸
●
■
●
や
●
一

一
●
●
凸
垂
●
●
●
一

幸
●
●
ｑ
一
●
●
合
口

李
守
奇
●
餌
●
夕
。
グ
ー
羊
●
９
＄
〃
●
ｑ
４
Ｄ
ｂ
■
０
谷
垂

守
Ⅱ
＆
。
甘
■
晶
●
■
■
＆
●
■
■
■
。
■
■
■
ロ
■
■
■
●
■
Ｂ
Ｂ
Ｇ
ｂ
Ｂ
Ｂ
ｂ
●
Ｂ
Ｏ
ひ

《
伽
〉
台
戸
Ｕ
・
《
眺
哩
●
戸
ｈ
）
●
《
伽
ｗ
や
バ
リ
●
ず
４
●
７
１
．
守
り
●

缶
●
●
○
や
今
。
句
●

■
●
●
○
・
ｅ
●
色
●

●
寺
。
○
・
今
●
●
●

●
毎
凸
凸
・
一
●
●
華

■
凸
由
■
■
勺
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
０
４
４
４

－
《
●
台
口
。
》
●
中
や
■
一
《
曲
旬
一
Ｐ
●
古
一
●

一
《
●
●
一
●
■
●
句
一
一
一
《
ご
申
一
●
●
凸
一
。

飢
汀
一
及
び
汀
氷
派
派
派
派
派
渡
ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

申
ロ
心
●
一
●
●
●
。
●
●
■
由
申
。
幸
。
今
申
一
●

ゆ
●
。
。
韓
韓
。

。
①
申
む
ら
申

守
一
《
■
●
②
口
。
●

華
《
Ｊ
■
一
一
・
心
争
口
。
《

Ｆ
０
や
一
。
。
ロ
●
や
。
《

●
も
Ⅱ
■
。
幸
一
《
●
や
。
《

●
一
一
一
一
皇
●
■
一

宇
一
句
一
乙
争
凸
。
。
●
●
華
一

〈
ｕ
》
●
。
。
Ⅱ
▲
●
。
《
Ⅲ
》
ロ
や
。
一
一
●
口
●
』

・
月
咽
●
。
Ｆ
『
》
●
。
Ｐ
』
ｊ
《
ゅ
や
画
一
由
●
●
一

Ｇ
日
▲
●
。
●
日
▲
●
一
Ｑ
Ⅱ
４
－
●
や
垂
一
一
一
●
一

●
。
●
一
一
●
ゆ
一
一
一
一
●
●

Ｐ
■
ｂ
■
■
■
申
■
■
■
■
凸
●

■｡｡●●｡

p●｡■＝

，
言
３
－
２

口
昌
動
呈
訪

書
－
１
－
１

●
幸
・
旬
句
。
●
幸
一
一
一

●
●
画
０
℃
句
■
。
一
一
坑
哩
垂
一
一
一

心
年
二
，
一
。
。
戸
ひ
。
口
早
幸

一
申
・
勺
０
▲
。
Ｃ
一
－
０
Ⅱ
△
●
。
・
。

《
心
。
。
●
■
一
■
●
●
垂

■毎｡■｡‐

一
●
一
一
ｄ
華
一
・
●
●
申
。
一
や
。
●
一
・
●
●
句
争
一
一
缶
一

一
郭
一
一
一
一
師
》
鈴
一
一
一
一
弱
坐
一
一
亜
一
』
一
一
一
釦
一
釦
一
一
一
華
一

。
□
■
且
●
一
一
一
口
Ⅱ
＆
●
匂
Ⅱ
且
■
。
。
《
。
Ⅱ
凸
の
垂
。
や
。
《
●
・
・
一
■
■
畢
一
皇
●
。
。
■
一

。
●
■
一
一
●
●
一
一
一
《
ゆ
一
つ
画
一
●
。
一
一
《
●
一
一
《
一

や●

●
●

素材のtlah-ｳ･かに残る

索#ｲのdII嘆く競る

●
●
守
一
一
●
や
●
凸
一

一
一
垂
一
一
》
る
》
一
配
る
一

一
一
一
一
一
一
残
叩
一
一
残
一

一
一
》
や
一
一
に
一
一
吉
一
》

一
一
七
●
●
。
■
●
一
一
、
争

一
一
一
一
》
一
力
》
一
一
力
坐

且

》
一
一
一
亜
一
寸
一
》
一
ず
聖

》
》
る
一
一
坐
》
わ
》
津
一
わ
”

》
》
蝿
一
一
亜
》
伽
一
諦
一
伽
如

一
一
曲
一
一
》
一
画
一
両
》

．
●
い
へ
心
一
一
己
●
か
『
〃
一
●
・
▲
毎
々
。
与

凸
里
⑧
▽
型
一
皇
●
４
画
ｒ
Ｊ
。
・
凸
寺
，
●

酌
《
Ⅲ
一
一
呼
素
一
一
一
素
一

p争●●●●毎●●●●●●｡＝‐＝＝＝＝＝つ‐■

紫材のIlliわずかに残る

紫ｲｲのI'll広〈強る

素棚の耐わずかに残る

■●●●●毎●●●●●缶守一一一一＝＝---｡｡

■や●｡●●●●●●守幸争一一一一＝＝一一｡■●

側雑ハ･個鮒歯状
■－－＝＝－●幸一一一一一一一一一一今●●●●・

索1ｹのIij州る

＝－－－－口｡●■●●●●｡｡｡●■●●●や一争

心由ゆ■●●色●｡●申●｡●●＝一＝＝---＝‐

●守争争争や幸●④申｡■－－－－－－＝画一｡●●

■－－－－＝一口①●●｡●今cc｡●●●●■守口

＝＝－－－｡●●｡■■●｡｡｡●●●◆●守寺一＝

＝－－今毎モモ等｡●●●●皇皇由●●申●ー~--

素材のI1i-郁残る
｡｡●●●●●●｡●●色色巳申のご毎－一＝＝＝‐

紫ｲｲの1m一郎賎る

一
。
一
一
ゆ
・

《
●
。
一
●
一

一
▲
。
。
●
■

ず
つ
一
》
一
一
》

一
残
一
”
一
一
坐

一
師
一
一
一
一
苫

二
辛
辛
》
一
一
蝿

．
〃
胃
仙
②
ゆ
色
。
●
○
棚
肌

●
垂
心
Ⅱ
Ｊ
・
■
合
。
■
ず
Ⅱ
６

－
の
一
一
一
一
一
の

．
’
雫
・
管
雪
・
卜

曇
＃
善
・
善
一
雲
り

一
業
一
一
亜
一
一
議

■
■
■
。
■
■

糸材の1Ai広く残る

素材のilii広〈残る

素材のdIj蝿る
。●●●●■

素材の伽iわずかに残る

素材の伽娩ら

紫甘のI'llｵ》ずかに残る
b一一●●毎守口毎●q＝＝＝＝ローーー凸の今●①

レーーーー今心｡●｡｡｡｡｡｡｡｡●●●ゆむ守一

卜心●●●●●●●●●●●凸eeP－－－＝＝--

b－－－－幸申■｡■－－－－－ローーー｡●●Cゆ

■一心今●●与写■｡●●●●●●●●毎守一一＝ー

■－｡｡●■与与●●●●●心由由●●守寺一一＝ー

素材の1m残る
D旬●●●●●●●■台●●や----＝＝--＝｡

素材のilii拠る
。●●●●●

＝－＝■●●｡｡｡●●●｡‐‐●●●‐‐‐甲＝

｡●■■●●●●●｡｡●●CG●缶争一一一一＝

俳句｡｡｡｡｡｡■曲■■缶●●‐‐＝＝＝---今

泰ｲｲの血広〈残る
P●●●●●●｡■●●●｡■＝－－－＝一一｡■由

素1$の旗j広く残る
P●年年毎毎毎●－－－口ローーーーーー｡●申｡■

素帥の1，蝿る

争
一
●
垂
●
？
■
皇
由
●

争
一
●
一
●
垂
■
己
。
華

●
。
●
。
《
・
・
一
垂
●

●
・
卓
■
一
Ｐ
。
一
一
●

缶
一
●
。
●
寺
。
土
星
ゆ

や
一
る
一
壷
一
》
一
一
る
一
》

一
一
残
一
一
一
一
一
一
礎
一
一

凸
●
一
●
一
《
●
●
■
■

④
■
。
ｑ
一
●
甲
心
●
●
ロ
④
●
■

●
●
《
一
昨
播
争
●
●
心
●
●
・
韻
叩
』
●
毎

《
③
〃
。
、
。
●
一
《
け
？
〃
Ｌ
ｚ
一

辛
辛
伽
》
》
亜
》
恥
》
血
》
一

一
》
の
一
一
一
一
》
》
の
一
一

一
■
ａ
Ｂ
３
寺
垂
●
一
口
凸
凸
伊
１
●
守

一
①
凸
■
〃
寺
■
●
。
■
●
・
今
々
。
●
守

一
一
議
一
一
》
一
一
》
紫
圭
一

■
』
■
■
■
■
■
心
甲
Ｐ
紫吋のI'll広〈残る

＝－－－－－－－－－－－－垂一一一｡●｡●‐‐‐

索ｲｲのliIi広<蝿る
む｡■申申の｡｡｡●●｡●■●守＝--＝＝＝‐‐

己 ● 旬 ● ● ｡ ｡ ■ p 色 色 缶 守 一 一 一 一 一 一 一 一 ● 号 ①

● ゆ き き き 色 色 ■ 色 告 ● － － － － － ＝ ＝ ＝ 凸 一 ● ● 年

紫ｻｲのliI雌<残る
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第63表－8石錐計測・観察表(8)

NQ 111士Ⅸ 用位
in物
冊¥

洞材
法剛

圧(”） 帆(m) 厚(口､） 間最(R)
挟深(”）

先潟伽I
（．）

折細
部位

¥ifii形に
よる分Rn

抑L叩 備 ニ リ

郡
一
郡
一
郵
趣
認
一
銅
一
鋤
獅
一
知
一
睡
錘
頚
知
一
羽
一
狸
知
一
鋤
一
鍛
麺
知
一
認
一
鍛
蜘
一
ｍ
一
躍
榊
一
銅
一
顕
一
祁
一
諏
一
祁
一
麺
迦
鋤
池
一
錘
鋤
一
錨
一
錘
諏
珊
一
知
一
柳
一
柳
一
誕
獅
一
釧
一
鍛
迩
迦
郷
一
塑
即
一
皿
雌
一
細
一
鋤
噸
一
脈
一
皿
蛾
迦
、
一
ｍ
一
岬
睡
叩

誕
麺
麺
麺
麺
雄
一
皿
施
錠
祁
躍
啄
一
細
郷
郡
添
一
郷
如
一
睡
蝿
諏
一
処

28，

291

"iiじ－
"ii'E"
炎採

"i海一
器2靴.．

27A

－2海.．
"2i'i5"
.．i海一
27E

"ibk"
..2誕一
27F

"me"
"i師-
"i犯-
"mi"
"Mil"
2()K

25K

"21I－
"isii"
O9A

27F

26B

27C

O6,

"Si"
"ib'F"
27B

･･i6D"
"iボー．
"i耐一・

201

25，

26M

30E
......

"mg"
.....

"l汀…
20K

Ⅱ
一
Ⅱ
》
Ⅱ
》
Ⅱ
》
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
川
辛
Ⅱ
一
一
Ⅲ
》
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
》
１
－
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
一
Ⅱ
一
川
一
Ⅲ
一
一
Ｉ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
《
Ⅱ
一
川
一
Ⅲ
一
Ⅱ
）
上
Ⅱ
一
Ⅲ
－
１
１
－
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
皿
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
川
一
川
一
Ⅲ
》
Ⅲ
一
’
一
Ⅱ
一
バ
ー
１
－
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
皿
Ⅲ
一
Ⅱ
上
川
一
１
－
Ⅱ
一
Ⅱ

皿
岬
一
哩
哩
唖
伽
一
叫
皿
皿
哩
皿
蝿
唖
恥
一
刻
一
皿
皿
皿
叩
砿
一
蝿
理
雌
皿
叫
叩
一
那
一
州
一
哩
皿
峨
皿
岬
伽
一
哩
皿
哩
哩
唖
蝿
蝿
”
一
”
一
蝿
“
一
噸
砿
一
皿
姉
一
唖
州
一
叩
一
噸
一
脈
一
蝿
皿
蝿
唖
恥
一
恥
一
嘩
蝿
蝉
皿
”
一
ｍ

心
ト
ー
巳
８
ト
０
由
０
卜
０
－
リ
ト
０
－
９
に
０
－
１
ト
０
．
、
卜
０
今
０
卜
Ｕ
晶
９
器
０
垂
ｂ
卜
０
垂
Ｏ
Ｐ
Ｏ
①
Ｄ
ト
リ
一
●
ト
ー
一
Ｄ
卜
０
勺
も
ト
０
．
０
卜
０
垂
０
卜
８
－
●
卜
０
一
○
ト
０
－
９
Ｆ
Ｏ
甲
０
や
０
垂
、
ト
０
－
６
ト
Ⅱ
・
８
卜
０
－
日
ト
リ
－
０
卜
４
－
守
り
ト
５
口
。
●
偽
０
－
，
偽
０
－
，
偽
０
－
０
ト
ー
－
０
ト
０
争
口
ト
リ
ー
、
ト
０
口
９
偽
０
．
Ｑ
ト
リ
寺
。
卜
０
今
Ｑ
卜
６
－
０
卜
０
●
Ｄ
ト
０
●
０
ト
０
－

．
．
今
・
合
・
含
・
・
一
・
一
一
重
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
卜
今
・
卜
．
善
曇
一
一
壱
一
勺
・
与
一
一
・
・
・

毒
垂
誌
》
一
一
一
毒
一
一
洋
琴
搾
一
奉
拝
一
一
痔
一
準
奉
拝
一
一
一
一
津
津
一
》
一
一
峠
琴
存
一
御
一
岸
崎
一
垂
垂
祥
一
一
一
毒
一
一
奉
拝
津
一
》
拝
準
一
奉
珪

Ｋ
ｊ
↑
・
・
・
こ
、
１
石
ｒ
０
ｒ
’
繭
’
一
・
ト
ー
ト
ー
ト
‐
一
卜
《
卜
－
，
厘
ト
ー
ト
ー
ト
ｒ
０
ｒ
０
一
書
卜

。
↑
・
・
・
・
・
癖
１
．
今
・
・
曇
一
一
・
・
一
与
・
今
・
・

御
一
帯
帯
一
帯
一
語
一
》
》
峠
州
浄
一
転
峠
津
洋
一
》
津
琴
一
缶
一
一
一
塞
岸
洋
搾
津
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帥
、
一
鋤
一
帥
一
、
恥
帥
一
Ｊ
リ
リ
ー
剖
辛
副
一
句
一
帥
辛
９
》
柳
一
伽
一
帥
一
帥
一
〃
Ｄ
一
③
一
鋤
辛
鋤
一
帥
一
帥
辛
帥
詫
帥
一
刀
一
帥
一
帥
一
帥
一
帥
↑
帥
一
刻
一
別
一
別
帥
一
刀
刀
帥
亜
帥
一
鋤
一
鋤
一
帥
一
刀
諦
帥
一
帥
一
帥
－
３
１
亜
帥
壷
鋤
一
別
－
７
－
７
－
３
６
エ
ー
７
－
１
－
０
１
恥
９
》
１
９

１
凸
一
ワ
』
－
１
４
－
〃
０
も
今
１
△
画
。
Ｉ
、
今
１
＆
品
〃
害
１
且
一
・
■
ｎ
台
１
Ｂ
－
１
８
勺
１
８
ロ
ー
ム
も
１
４
－
１
＆
与
り
］
・
Ｉ
△
・
↑
▲
・
１
凸
－
１
４
季
？
』
ロ
ー
＆
一
一
１
■
＆
ロ
ー
碁
ロ
ー
凸
令
１
凸
・
Ｊ
１
、
今
１
４
今
〃
Ｉ
、
－
．
１
℃
守
１
４
口
グ
ー
、
凸
１
上
・
１
▲
・
ｆ
１
、
舎
一
Ｊ
Ｏ
Ｊ
〃
ｉ
ｎ
今
１
４
国
１
且
画
１
日
・
り
一
一
一
■
■
＆
一
色
１
ニ
ー
阜
令
１
凸
今
１
▲
“
１
凸
舎
１
４
－
少
曾
１
４
画
１
凸
。
。
ｌ
・
・
■
且
。
．
■
■
且
守
宮
■
Ⅱ
“
１
且
。
－
１
４
今
り
』
今
ワ
舎
１
△
・
１
凸
。
ワ
言
１
４
．

宮
〃
０
＄
一
少
画
■
、
垂
″
■
も
一
凸
夕
〃
０
，
画
一
．
〃
ｌ
Ｌ
ａ
Ｊ
Ⅱ
、
一
〃
０
，
－
Ｊ
■
唖
、
台
．
〃
■
、
一
宮
″
■
、
▲
△
汀
１
口
。
や
少
〃
ｔ
、
一
夕
〃
’
昭
一
・
Ｊ
Ⅱ
Ｂ
ｅ
４
ｆ
Ⅱ
、
己
竺
〃
０
ｈ
ロ
グ
■
ｑ
、
弓
亙
■
、
宮
。
■
■
、
・
ｊ
Ｄ
１
、
垂
４
Ｊ
Ｌ
、
令
今
ｆ
Ｌ
、
。
．
〃
Ⅱ
、
今
ｄ
ｒ
Ｅ
、
凸
一
一
ｆ
０
Ｌ
－
一
千
当
ｆ
１
ｎ
。
凸
ｆ
ｑ
、
毎
夕
α
ｑ
、
。
一
一
。
．
』
■
も
、
。
．
Ｊ
Ⅱ
、
で
．
〃
Ⅱ
、
凸
宮
ｆ
ｆ
、
一
今
ｒ
ｑ
、
一
ｆ
Ｉ
ｎ
・
“
〃
Ⅱ
も
中
ダ
■
■
、
ｅ
ｐ
ａ
■
も
・
企
画
■
５
，
士
寺
。
．
〃
Ⅱ
、
》
Ｊ
０
ｑ
凸
“
〃
ｕ
ｑ
ｅ
毎
学
・
合
凸
。
凸
４
画
②
一
毎

(12)

寺
や
。
■
Ｂ
ｒ
ｒ
・
も
■
、
〃
。
、
■
Ｂ
〃
毎
、
巳
日
″
一
一
１
０
〃
。
守
一
、
Ⅱ
〆
。
ｅ
や
・
宮
ｅ
Ｌ
ａ
Ｊ
Ｆ
↑
凸
。
ロ
。
早
口
』
も
面
Ｊ
グ
ー
で
△
１
Ｊ
グ
毎
、
Ｉ
Ｊ
－
、
０
Ｊ
一
巳
■
８
Ｆ
▲
Ｅ
８
ｒ
▲
．
ｔ
■
■
ロ
・
・
Ｅ
ｊ
Ｆ
。
凸
。
。
。
寺
も
■
ｊ
Ｐ
ａ
－
ｑ
８
グ
。
ｂ
己
〃
伊
凸
．
勺
，
〃
一
、
３
Ｊ
守
・
且
Ⅱ
〃
。
．
１
日
〃
士
や
▲
Ｌ
Ｂ
８
グ
士
字
１
－
〃
ｆ
・
も
■
Ｆ
〃
毎

４
．
１
喝
”
ろ
Ｊ
品
Ｊ
・
尽
習
？
』
一
ワ
曾
旦
ｆ
・
４
具
ｂ
品
Ｊ
今
４
幸
・
４
１
入
ｙ
え
Ｊ
６
屯
ワ
鼻
り
ふ
Ｊ
・
●
■
ぬ
口
元
Ｊ
季
４
亘
三
ひ
鼻
ｂ
《
４
拍
一
昂
③
え
ｂ
鬼
Ｊ
品
Ｊ
↑
・
日
咽
・
り
管
⑨
骨
４
口
え
４
－
４
・
ｐ
４
ｐ
応
あ
え
Ｊ
・
△
見
で
今
４
，
入
Ｊ
え
ｂ
品
Ｊ
あ
る
え
Ｊ
島
Ｊ
戸
ｂ
含
ワ
Ｉ
尽
曾
４
呂
尽
Ｙ

中
中
少
Ｈ
ｑ
ｑ
・
少
日
日
守
口
少
ｇ
０
も
う
〃
ｑ
、
一
Ｊ
ｆ
、
、
宮
胃
１
１
▽
。
垂
申
寺
今
守
り
Ｊ
ｑ
ｑ
や
・
・
毎
一
一
。
毎
Ｊ
■
■
、
中
？
〃
Ｌ
、
牙
ｆ
Ｌ
、
一
・
Ｊ
Ⅱ
、
？
〃
Ⅱ
、
一
〃
■
Ⅱ
、
“
〃
■
ｌ
、
ｐ
ｄ
ｒ
ｌ
、
ロ
一
一
・
毎
ア
ｄ
５
，
．
４
日
も
、
毎
型
〃
も
、
昔
ｆ
Ｌ
、
牙
ｆ
Ｌ
、
。
。
．
ｆ
ｆ
、
国
富
ｆ
Ｉ
、
一
一
ａ
ｆ
９
、
句
冒
■
ロ
泊
、
；
〃
ｑ
、
一

一
一
や
ａ
。
中
。
中
亨
Ｇ
Ｂ
″
ク
ざ
■
、
グ
・
Ｉ
■
”
ｆ
６
Ｂ
Ｄ
〃
今
、
巳
〃
〃
毎
苧

３
畳
３
雫
４
鰻
４
．
３
画
３
．
４
．
３
亨
３
善
４
幸
３
．
３
雲
３
曇
５
善
４
．
４

－
毎
己
・
も
一
一
中
宮
Ｆ
１
、
胃
Ｆ
１
、
寺
ｆ
■
Ｌ
；
ｊ
■
、
房
Ｊ
も
、
一
・

１
１
．
１
曇
１
．
１
ｊ
妻

（
又
￥
ワ
０
争
択
Ｕ
１
⑱
必
見
ｘ
ｖ
１
４
－

１
今
１
“
０
．
０
．
０
．
０
－

く
・
く
雲
１
１
菅
Ｉ
・
く
・

１
．
１
．
１
．

４
勺
・
寺
凸
９
一
再
〃
■
・

０
マ
ク
ヤ
０
”

１
１
１

、
１
Ⅱ
Ｊ
ｅ
心
砧
〃
ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
・
ｈ
Ｅ
Ｄ
Ｆ
中
も
Ｅ
Ｊ
〃
を
■
一
■
〃
一
宮
、
Ｏ
ｆ
－
ａ
Ｈ
Ｊ
夕
冒
、
Ｊ
Ｊ
１
も
５
Ｊ
〃
一
Ｇ
口
〃
９
Ｇ
口
■
グ
ロ
ー
、
Ⅱ
〃
一
色
■
Ｊ
〃
毎
．
Ｉ
Ｊ
Ｆ
。
．
ｈ
Ｊ
Ｐ
一
・
ｈ
Ｊ
Ｐ
ご
凸
Ⅱ
Ｊ
｝
Ｌ
日
夕
や
１
日
■
Ｆ
４
－
■
Ｂ
１
ｐ
？
‐
ｌ
‐
、
１
６
Ｊ
〃
と
、
Ｅ
Ｊ
２
、
１
Ｊ
二
．
１
１
Ｊ
マ
も
■
０
９
．
，
Ⅱ
〃
や
も
■
〃
ｇ
、
、
８
〃
胃
Ｅ
″
〃
・
ｂ
Ｂ
Ｊ
－
．
Ｌ
Ⅱ
夕
子
ｕ
Ⅱ
ｆ
・
Ｅ
ｕ
ク
マ
Ｌ
も
り
夕
：
ｂ
Ｊ
ｇ
、
■
〃
〃
中
も
Ｅ
Ｊ
２
、
二
〃
２

４
Ｔ
畠
ｊ
・
血
８
．
０
も
入
仙
ｙ
《
ｂ
今
ワ
０
口
。
⑲
哩
舎
０
泊
・
ワ
リ
・
〆
、
。
１
４
・
心
ｆ
Ｘ
ｎ
Ｙ
Ｐ
ａ
・
Ｆ
Ｄ
・
貝
ソ
尽
迎
舎
允
ご
・
【
Ｊ
一
色
日
▲
白
り
曹
症
Ｕ
っ
〃
柵
具
Ｈ
ｖ
－
Ｈ
ｖ
４
や
一
ワ
苧
つ
Ｊ
ｘ
ｕ
Ｙ
戸
勅
室
ヴ
〃
具
⑱
ｇ
ｑ
ｊ
・
狼
助
一
言
負
い
。
《
ｂ
令
⑨
⑥
口
毎
Ｊ
一
ワ
Ｊ
・

●
凸
●
や
■
■
■
↑
七
』
や
む
凸
午
Ｑ
■
。
■
■
や
●
凸
●
■
。
酉
寺
毎
ａ
で
。
。
も
一
Ｏ
毎
①
芋
。
《
①
■
４
■
■
一
寺
今
■
■
■
』
③
子
■
二
■
■
■
で
●
凸
。
■
●
凸
。
■
申
寺
守
凸
●
一
■
で
●
毎
ａ
■

一
ワ
号
ｎ
Ｙ
１
４
．
．
‐
４
三
り
ぇ
Ｕ
令
・
’
・
則
背
ｎ
Ｕ
Ｘ
Ｕ
Ａ
Ｕ
今
。
１
．
戸
ひ
》
。
１
入
Ｕ
・
ｎ
ｖ
り
ぎ
《
Ｕ
品
Ｕ
え
Ｕ
内
Ｕ
え
Ｕ
児
Ｕ
ｇ
Ｕ
黄
０
“
ｎ
Ｖ
〈
Ｕ
え
Ｕ
入
Ｕ
入
Ｕ
え
Ｕ
－
１
ａ
孟
叩
尻
Ｕ
員
０
入
Ｕ
今
０
１
」
ワ
菅
。
ｌ
Ｘ
Ｕ
ｐ

“
〃
ｑ
も
士
〃
０
，
▲
ｊ
β
Ｉ
も
。
〃
■
■
、
今
ｊ
ｇ
１
も
凸
“
Ｊ
１
、
ｐ
４
ｆ
Ｌ
、
。
．
〃
Ⅱ
、
。
．
〃
０
０
．
．
ｒ
Ｉ
ｑ
中
ｊ
ｑ
、
守
宮
″
■
Ｅ
ロ
．
〃
日
も
マ
タ
″
も
▽
』
少
β
ｑ
、
”
少
ｆ
Ｌ
２
夕
ｆ
ｌ
、
言
〃
Ⅱ
、
毎
“
ｆ
ｌ
ｕ
４
．
〃
８
、
ａ
Ｊ
８
、
Ｔ
・
』
■
■
、
画
．
㎡
■
、
む
ふ
画
Ｉ
、
。
〃
〃
も
、
。
△
Ｊ
１
、
。
〃
１
町
や
け
Ｆ
１
、
。
《
〃
ｌ
、
Ｚ
〃
ｌ
、
一
夕
Ｆ
１
、
毎
△
ｆ
Ⅱ
、
“
ｊ
ｆ
Ⅱ
ｎ
・
望
ｆ
０
、
・
幻
Ｊ
■
、
で
〃
〃
二
口
、
今
。
■
■
、
△
企
口
■
：
△
Ｄ
１
、
。
。
Ｊ
８
１
・

（(〕､9）
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略
■
０
″
昔
、
Ｊ
〃
寺
－
９
Ｊ
〃
？
、
，
〃
・
も
Ⅱ
ｆ
ｇ
、
Ⅱ
Ｆ
骨
、
Ｊ
ク
君
も
〃
ク
Ｒ
ｕ
Ｊ
〃
：
Ｅ
Ｄ
２
も
Ｂ
Ｄ
ｆ
ｐ
６
Ｂ
Ｄ
夕
冒
１
Ｊ
〃
？
、
０
〃
今

７
今
６
雫
？
？
９
．
６
．
８
軍
６
雲
９
．
１
》
９
．
６
薄
０
軍
５
善
６
善

●
令
■
争
凸
▲
。
■
叩
■
申
亘
寺
凸
■
■
■
垂
。
■
■
画
■
マ
●
と
●
》

〈
叩
》
令
《
Ⅲ
￥
も
Ⅱ
凸
ロ
ハ
Ｕ
・
血
叩
晋
、
い
む
ハ
叩
叩
毎
《
叩
》
・
ｇ
０
ａ
士
、
Ｕ
・
《
叩
》
・
■
Ⅱ
４
台
①
乙
凸
■
■
且
。

．
〃
Ⅱ
、
一
・
Ｊ
０
ｑ
“
〃
■
Ⅱ
司
昌
ｆ
Ⅱ
、
日
ｆ
Ⅱ
、
弓
ｆ
日
、
凸
ｆ
－
５
，
勺
企
Ｊ
ｑ
、
画
ｊ
■
、
今
ｊ
ｇ
ｑ
品
。
■
０
『
ぜ
“
ｆ
も
『
．
』
Ⅱ
、
マ
グ
Ⅱ
ｎ
．
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一
一
堀
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
能
一
一
能
一
一
一
一
一
一
一
一
一

》
』
』
一
一
》
一
一
一
一
亜
一
一
一
亜
壷
一
不
一
一
不
』
一
一
亜
一
一
一
》
亜

亜
亜
一
一
一
》
一
』
一
一
桶
一
一
一
亜
一
一
定
一
一
定
壷
一
一
一
一
一
壷
四
一

首
と
一
一
一
凸
一
・
今
寺
一
一
一
中
中
垂
一
一
日
Ⅱ
９
－
一
．
■
Ⅱ
■
画
一
・
一
一
等
由
今
一

ゞ
↑
↑
・
↑
一
一
一
・
↑
↑
一
・
一
一
一
鋤
一
◆
霞
・
↑
↑
“
・
・
一

一
一
一
能
一
能
一
能
一
能
一
一
一
一

一
一
一
不
亜
不
一
不
一
不
亜
一
一
一

一
一
一
定
』
定
一
定
一
定
一
一
一
一

一
与
舎
＃
●
１
－
１
今
１
雪
雪
季
今

．
・
雲
削
・
劇
・
頑
・
損
量
与
今
曇

雪
尋
・
舎
季
亘
’
一

（2）

3

毎
、
８
Ｆ
。
。
《
一
一
・
・
一
▲
凸
一
－
１
・

幸
６
．
・
舎
雲
雲
一
・
曇
・
舎
雫
一
・
・

今
β
■
Ｌ
弓
一
一
一
一
今
。
一
・
一
一
・
・
由
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25

25

釦
一
帥
一
鋤
一
加
一
州
一
猫
一
鰯
一
柚

紙
Ｗ
５
惑
山
５
亜
エ
リ
》
０
一
一

ｊ

画
勺
也
令
４
沿
守
ハ
ノ
』
ロ
民
叫
。
画
心
呂
画
の
巻
凸
凸

雪
く
雪
今
１
．
・
菅
電
１
．

一
一
亜
呑
一
芦
乳
０
》
０
芦
晶
－
２
↑
辛
辛
》

▼
今
。
今
。
画
舎
Ｈ
ｆ
・
中
グ
』
・
－
句
甜
画
■
Ⅱ
凸
・
心
処
唖
。
今
。
。
↑

●15

壷
一
５
－
０
－
５
配
り
壷
０
》
０
－
０

ロ
マ
ワ
』
。
可
ｗ
一
句
切
号
守
切
ご
蹄
覗
ご
心
乙
。
姉
畠
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函
帥
一
風
》
一
一
》
亜
亜
亜
零
辛
辛
》
一
》
一
一
一
》

・
３
↑
ワ
学
。
』
↓
．
。
．
．
・
・
・
》
・
一
・
・

・
グ
８
ｈ
令
■
■
ニ
ヰ
昼
■
■
■
Ｔ
ｅ
■
。
▲
■
幸
寺
阜
凸

一
一
一
一
曲
一
一
一
Ｊ
↑
一
一
圭
一
呂
農
且
一
》
一
』
蓉
一
唖
一
一
一
一
一
一
》
一
一
》
・
人
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
《
一
一
一
一
一
辛
一
》
一
》
一
一
藷
》
一
一

且
ａ
一
旦
鼻
月
月
ａ
亜
旦
旦
、
一
ｂ
一
。
ｐ
ｂ
や
ｄ
一
、
一
も
一
、
一
ｍ
ｍ
皿
凡
ｎ
－
ｎ
ｎ
ｎ
－
ｎ
－
３
且
旦
旦
型
且
ｊ
－
ｊ
｝
、
一
ｍ
卿
刀
且
旦
旦
且
鼻
息
ｂ
一
旦
鼻
ｄ
一
。
ｎ
ｈ
－
ｉ
－
ｉ
－
ｊ
一
ｏ
ｎ
ｈ
－
ｏ
〃
ｈ
－
ｈ
－
。
仰
ｈ
一
・
ｎ
ｉ
－
ｉ
－
ｈ
－
ｈ
－
Ｉ

－
一
・
ロ
一
一
彦
一
・
ａ
一
一
・
◇
－
０
１
．
１
０
．
９
１
畢
・
・
今
．
。
－
寺
一
一
・
今
皇
・
・
一
一
寺
・
Ｄ
Ｊ
・
↑
星
一
一
一
一
二
画
一
一
“
一
一
寺
一
一
・
二
・
ロ
ウ
一
今
守
一
“
一
一
一
一

ｌ
亜
・
Ｊ
１
一
・
Ｊ
１
－
．
４
１
－
１
丁
’
一
’
一
‐
４
１
－
１
－
１
１
８
亜
’
－
１
－
１
１
…
４
１
－
１
－
１
－
１
－
１
宰
・
４
２
う
』
う
』
う
】
う
】
－
２
２
り
』
－
２
万
』
万
七
万
貴
ｊ
３
》
３
｝
３
３
－
３
》
《
４
７
－
《
４
７
一
八
一
Ａ
』
八
》
Ｄ
｝
腿
－
０
Ｊ
画
Ｊ
－
Ｉ
４
ｒ
Ｊ
７
Ｊ
７
Ｊ
－
０
Ｊ
０
Ｊ
０
Ｊ
０
型
Ｋ
》
Ｋ
亜
Ｋ

素材の【Ⅲ咳く残る

素材のMti:<弧る

節理irIjをｲ11川

素材の面咳く残る

素村の面広〈残る

葬
圭
一
一
る
一
一
》
一
》
る
函
一
｝
》
一
一
一
一
一
一
毒
一
る
幸
》
一
一
｝
》
一
る
一
一
》
》
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
》
》
一
叩

一
一
一
一
蝿
一
一
》
一
一
残
辛
》
》
一
一
一
一
一
一
一
》
一
姐
一
一
一
一
一
一
一
蝿
一
一
》
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》

》
亜
》
辛
く
一
一
亜
一
》
く
函
》
辛
辛
一
一
一
一
一
エ
ェ
一
郎
る
壷
畢
》
亜
｝
↑
く
一
も
亜
弱
辛
辛
亜
一
亜
一
｝
一
一
評
』
』
も
一
ろ
》
一
亜

》
亜
一
壷
広
一
一
亜
一
宰
雌
即
一
亜
亜
一
一
一
一
》
辛
壷
一
言
捌
語
一
馨
亜
壷
一
広
一
孤
一
》
一
一
一
一
一
宰
一
一
一
一
一
一
》
亜
拙
一
宰
弧
》
一
幸

己
・
凸
君
■
■
日
中
凸
己
◆
ぬ
｝
七
日
４
画
毎
・
ロ
勺
千
千
午
中
凸
。
一
“
凸
Ⅱ
４
１
ざ
Ⅱ
ｊ
一
一
寺
ロ
。
凸
今
。
■
ｐ
・
・
Ｉ
日
中
凸
士
干
今
士
一
画
一
と
守
中
中
中
。
”
毎
凸
Ⅱ
４
一
ａ
令
１
．
凸
口
・

・
↓
↓
ｉ
↓
↑
↑
↑
＃
．
↑
“
、
↑
↑
↑
↑
↓
・
↑
ゞ
Ⅲ
」
曲
》
《
？
・
Ⅲ
航
↑
・
ゞ
￥
￥
↑
↑
・
↑
？
↑
？
」
・
》
ｉ
↑
↑
ｈ
ゞ
？
、

一
一
一
一
の
一
一
》
一
一
の
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
の
一
の
一
一
一
一
一
一
の
一
の
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
の
一
一
の
一
一
》

．
・
＃
・
↓
・
・
＃
↑
》
・
・
・
・
ゞ
４
．
１
．
“
↓
・
・
↑
１
．
４
．
・
・
・
・
・
・
↓
、
一
・
・
・
＃
・
＃
↑
・
・

〕
・
↑
一
＃
．
・
・
・
Ｉ
今
《
↑
・
・
↓
・
一
＃
・
Ｉ
．
・
・
・
・
今
↑
・
Ｉ
・
・
・
・
一
・
一
・
一
《
．
・
・
↓
・
＃
・
干
与
・
・

一
一
一
》
素
一
》
一
一
一
素
一
》
一
一
一
一
』
函
配
一
一
》
索
一
素
一
牽
亜
一
一
一
素
一
索
零
一
一
亜
》
一
》
一
一
一
》
諦
卑
》
一
一
素
一
一
素
一
一
一

素材の而広〈蝿る

素材の面咳く拠る

素材のIni広く拠る
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第64表-1石錐計測・観察表(1)

Nq 出上 肘位
in物
勝り

石lイ
法鼠

Iと(園､） iv.u-.) !'/(.) 葡量(g)

錐

轍(”） 〃(”）

KI

先賂側〈．） 形 摩純

１
１

索
剥 分顛 挿図 備考

1 SB3 (剛5 チャー 26 9 5 1．2 5.:1 3.2 副i 凸レンズ 布 41） 3

！ SB3 (〕05 1-8 4.0 51 警冊 4b

や
』 SKO24 ()09 チャー 32 16 9 3．

《
１ 8.3 5.4 79 挫月 有 不I 3b 託

ワ
》 SKO24 009 7.8 4.3 76 篭W ｲリ 3b 56

3 SKO36 ()(1 ﾁ･ヤー ,18 31 9 10．5 5.2 2．1 55 ｆ
’
一
今
一 組!＆

､1 SK298 11(} チャー ‘11 36 13 15．4 7..1 3．6 7;I 挫冊 鞭Iと 2a

5 SK323 01 チャー 25 14 ， 1.3 <』I‘7〉 <3．3〉 61 ミメ イ 鯉14 ？
~ a <,1m〉

6 SK383 00 チャー 25 12 6 1‘6 6.H 3．9 “ ｊ イ 機Iを 3b

6 SK魂3 (Xl 5.8 qワ
･ﾛ.＝ 帥 四角 1 3b

7 SK388 (川 チ々 ･一 3$ lH 5 3．1 6．0 3．0 62 三角 イ 嬢艇 ？a

8 SK418 0‘1 -ﾁ･ヤー (21） 10 ‘〉 (0,9） (4.‘1） (3.1) 受形 不 I イ：叩I
ワ
》 a 鰯部排批

9 SK418 ()7 チャー 33 10 5 1．6 6．2 3．5 6－1 凸レンズ イ 鞭腿 .$b

9 SK.118 07 7．2 ,1．3 72 ハしンズ イ 4b

10 SK506 00 チャー 40 4〔｝ I(ト 8.9 5．8 1．7 60 凸レンズ 戦艦 2a

11 P837 003 チャー ､1】 13 6 2．8 11 2．5 45 三川 イ 鯉1t 3a 55

12 IOE I 008 チャー 33 34 13 10．2 8．4 3．1 80 "ft ｲﾐlﾘI la

13 11, I 013 チ七・一 36 27 7 4．2 9．4 2．1 86 三曲 幌!と 1a

1．1 ML I 027 チィ･一
ワ
』 k） 13 6 2.1 5．3 1，0 56 三角 鯉!と 1a

16 23K I 019 チャー (29） 13 5 (1.8） (2.7） (1.5） 三町 イ§1ﾘI 縦 腿 1a 鰍郁"r柵

16 23F 111 (}〔】 チャー 26 11 7 1.9 3．】 4．8 5‘I 三J『I ｲI ｨ61ﾘI

17 】2L 11 (ll チャー ‘19 34 8 9.3 8.6 3．5 81 -4ﾉｲI 布 縦 艦 Ia

18 1.1A 11 ()2
滝紋V;質榊
岩(下卜1ｲj）

23 11 6 1．1 3．5 3.0 39 三刈 鯉lと 】a

19 l5E 11 03 チィ･一 ソ‘'
一ｰ 13

４
０ 1．0 6．9 2.0 69 脚伽 鯉Iと 1m

20 15F 11 ()I チャー 37
，
》0 H 7．2 6．8 2.8 68 脚阿 横 艦 1組

21 l6G 11 0(） チャー
ワ
０

ワ
セ 32 ~1．9 <3．2＞ <2．8〉 77 二jil 縦!と 1a <2m＞

リ
』

少
し l6G 11 03 チ･ヤー 23 11 1．5 〔1．6 3.8 58 帆IﾒｲI II． 縦Iを la 80

2:I 16M 11 “{） チ･ヤー 2‘I 1．1 1．3 <2．8〉 〈1．6〉 7(） ~ﾂり 縦!と 1a 81 <2m〉

2.1 17K Ⅱ “0 チヘ･一 21 11 0．9 <2．8〉 〈1．6＞ 7(｝ 三町 縦1t <聾Bm＞

25 l9E 11 I)37 チャー ,17 34 1 16‘I <2．7〉 〈1．2＞ 68 三角 横1を 79 <2匹■＞

26 l9L 11 031 チ々 ･一 (32） 18 (2．＄） (2.6） (1.5） ￥形 不IﾘI 帳圧 la 鋪部折柵

一
Ｊ

ワ
ー 20H II 0？'》

七一 チ々･一 29 23 3．6 8.5 4．0 81 角 ｲ1 不IW 1a 82

28 2OL 11 149 チャー ツリ
ー凸 15 1.‐I 5.9 2．6 61 伽I 礎Iと 1a 83

21K 11 030 チャー 32 21 4．3 8．1 2．5 78 Iア 11 横!と la

30 22L 11 161 ﾁ･ヤー )） 30 I (8.8） (2，2） (1.2) 的 '1くlﾘI 機lを la ilI郎11『＃Ⅱ

31 22M 11 1)26 チャー 24 16 :｛ 1.5 剛11 ilf 能 ﾒiI 縦lを 】犯

32 22N Ⅱ 001 チャー 5．1 郷 1 23．2 7 .！ 6．1 73 jIl ｲI 戦!と 1a 184

33 23G 11 041 チィ･一 30 26
4 4
寸.で ,.6

ウ
ー

リ
】 5＆ 鋤 桶!と 1a

3●1 231 11 044 チ七・一 30 21 3．4 <2．0＞ <1．4〉 5 伽 ｲ！ 横艦 1a <2願起＞

35 23K 11 ()2(） チ.､．－ 3-1 1 7.3 H､§
九
戸
》

４
考 8 受形 橘Iを 1a

36 23K 11 088 チャー 20 13 1．2 <3．7〉 〈2‘.'〉 6 三ﾒ『I 横Iを <3唖〉

37 23L 11 013 チャー 35 25 5,,1 Ii.;I 3．8 6 三ハ 縦1を la

Ｊ
も 8 M 11 08.1 ﾁ･ヤー 23 13 2.3 3，6 ,1.8

「：
』 三jｨI ｲﾘ イミIﾘI Ia

■
■ 9 24G 11 017 ﾁ･ヤー 33 28 5.5 7．6 ザq

＝●～

『
ロ
Ｉ 三伽 硯lを 1組

0 2411 11 070 -チャー 郷 ” 6.3
【
‐
二
．
甲 5 2．6 74 ミハ 轍lを la

1 2．lH 11 072 チャー (40) 30 (7‘O） (3.6） (?､4） 受形 不明 鯉!と la 鮒郁折柵

2 24K 11 07陰＄ チャー 21 13 1．1 <,1-0〉 <2．7＞ 90 凸レンズ 横!と 151 <2画＞

3 24K 11 166 チヘ･一
リ
』 7 29 3.1 7．1 2．9 71 '八MII {1 鞭艦 】a

4 24K 11 217 チャー 17
一
い

り
】 2,6 測 定一1 能 三ﾉリ 1岬I 1a

5 25G 11 134 -ﾁ.､1，－ (33） 27 (7.3） {2.H） (2.曾） 漣形 ﾘ！ 縦!と la 靴陥研1M

6 26B 11 (128 チャー
ザ
』 :〕 2$ 3.0 <3..1＞ <1．7〉 81 二刈 ｲリ 縦Iを 1a <2m■〉

7 26G 11 021 チャー 2△1 11 6 1.4 <3．7〉 <2．2＞ 66 角 ｲﾘ 縦Iを 1a <2唾■〉

8 H 11 023 チャー
【
，

ワ
》 12 5 1．0 <塑・3〉 <1．1＞ 60 三角 織妊 la <2E■＞

9 29B 11 013 チャー 41
再
り

り
』 12 12．9 5．4 4．2 37 三町 布 慣Iそ

１
１ 0 29C Ⅱ 022 チ･ヤー 22 14 6 1．5 1．1 3.0 15 三櫛I ｲ柳I la

Ｉ
ｑ 1 291） 11 054 -ﾁ･ヤー ワッ

ーー 16 I 1．3 <2．7〉 <1.7＞ “ 川 縦Iと la 〈2ｮ同＞

６
４
４ 2 11F 111 {)2 チャー <24） 21 5 (2.2） (’ (1.1） ﾒｨI イ ﾘ！ ｲ；IﾘI la 鮒郎折川

ｌ
’ 3 16N lⅡ 00 チャー 28

リ
ー 殉 2，5 (;.(' ワ

~ ● 7 62 jIl 機!と

1
4 22, 111 (X］ チヘ･一 (24) 19 (2.5） (:M1） (2.3） 川 刑 IﾘI イミIﾘI 1a 鮒部I1r柵

七
巳 5 2訊＞ 111 01 チャー 23 16 1．『 6．．1 3.5 65 的 I 戦 災 l制

・
Ｆ
Ｌ う 1ⅨうX 006 チャー (26） 16 0） <3．肘＞ .9〉 8

『
０ 角 I 機 艇 lb 183 <2に､＞

＄ l“N 01}6 <2．6〉 〈1．7＞ 1両 角 I 1b 185 <2,画＞

57 1711 I 023 チャー (18） 11I 6 (0.8） (1.1) (0.7） 角 刀 明 鯉Iと lb 鮒部折棚

〔)7 17刑 I 023 (】 (1.4） 伽
凹
列
Ｉ |ﾘI lb 鮒:部併拙

58 161杭 00Z ﾁ･ヤー 27 17 8 3．1 6.2 2．3 師 ﾒｲI 橘！ 2a

59 21M別 (X】6 チ.ｬ･一 39 19 5．7 5.0 4．0 5:！ 三ﾒｩ 縦1， 2a 188

60 排 土 033 チ々 ･一 ?3 13 2．0 6.4 4．3 65 三ﾒ11 ｲ』 鯉 I
ザ
』 a

61 l3E 1 01 チャー 26 I
~

1.4 5.1 2．1 5.1 凸レンズ 鯉 2a

62 l4H I 01 ﾁ･ヤー 21 1
《
。

０
℃

１
人 6.2 3．6 6．1 ハレンズ 横！

ワ
“a

63 l5E I 00 チャー 27 21 3．2 8.1） 3．3 77 三川 ｲ』 橘I 2a

6‘1 211 I 02 チ｡､．－ 21 12 1.0 7‘2 2．8 72 三f1 ｲ『 虹I

65 27B I 01。 チャー (30〉 18 <2,2） (､1.8） (2.2） 凸レンズ 不Iﾘ1 鯉If 2a 鮒郁折捌

66 16F 111 (ⅡI チャー (31） 19 (3,6） (2.(1） <1.5） ドリ伽 不lﾘ! 械 促 2a 靴祁折拙

67 12, Ⅱ 01 -ﾁ･ヤー 28 13 1.,1 4．8 2．6 51 三ﾒｩ ｲﾘ 鯉!そ
ワ
》 a

68 13D 11 OC チャー 23 14 1.5 5．5 3．5 認 受形 WI
⑳
』 a

69 13G 11 004 -ﾁ･ヤー ” 20 3．2 41．3 3．8 61 受形 緩'竜 2a

71） l5E II 0:M） -チャー 3 12 1.4 5．0 3．7 ⑯3 岡的 不明 2a

71 15F 11 037 ﾁ･ヤー 3 1‘1 1.8 6．6 3．5 67 三f'l ｲI 縦!と
ワ
》a

72 l6E Ⅱ 066 ~ーャー 〈3） 18 <().9） (3.7） (2.6） 髭形 II！ 1《IﾘI 2a i1I祁折1M

73 l7G 11 (〕16 チャー （5） (17） （） (】.()） <3.5＞ <1．8〉 82 愛形 ｲ』 ﾘI <2回凧>雌部折りⅡ
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第64表－2石錐計測・観察表(2)

池 出二I：
Ｉ
雪 聯位

遺物
香り．

而材
法 風 範

Iを(画） 幅(＝） 厚 ﾛ） RiU) 岨(、） 厚(厘画）

師

先曙角(.） 断面形 摩I＆

材
片

泰
剥 分類 挿側 偏り

4 171 11 (〕44 サヌヵイト 23 14 （､9 3.6 2．1 0 凸レンズ 鞭腿 2a
5 】8（ 11 016 ﾁ･ヤー (21) 14 （､3） (7.0） (3.1) 四角 不Iﾘ1 虹圧 2a 錐部折柵
6 18N II 0.18 -ﾁ･ヤー 33 13 ４

４ .4 ,1.6 2.9 9 ﾚﾘﾉ『I 縦腿 2a
7 】91 【I 0〔}1 ﾁ･ヤー 3Z 18 ｄ

ｑ ､7 ‘1.9 2.7 2 菱形 ｲ』 横雌 2綱 186
3 20J 11 095 ﾁ･寺･－ 2，1 26 .6 8．5 4.0 I 三角 横lと 2a 187

79 2 K 11 ㈹9 チャー 24 10 1_9 6.3 3-2 1 三町 横lと ？
〕a

80
内
〃
凸 K 11 10】 ﾁ･ヤー 24 ､4 5.0 2.4 53 ハレンズ ｲ』 鰹lを

つ
』 a

81 2 K 11 193 ﾁ･ヤー 17 13 1、ひ 4.7 2.0 50 三角 鯉I
ワ
』 a

82 2 L 11 077 チャー 31 17 8
ｆ
も ､9 7,0 4.8 7(） 凸レンズ 縦I 2a

83 2 K 11 022 チャー 3.1 21 6
ｆ
も -4 7.:｛ 5.1 72 川苅 縦I

81 2 K 11 03‘1 チャー (52） 28 9 (11､6） (4.7） (3.7） 受 形 不明 横！ 2a 189 錐部排捌
85 り

』 11 11 019 チャー (16） (11） ↓ (（ ’5） (5.6） (3.1） 凸レンズ 不明 虹1 2a 錐郁折捌
86

ワ
』 11 11 0 チャー 26 11 3 1､8 .'． 7 2.5 瓢） 凸レンズ ｲI 鯉1と 2a 190

87
ワ
』 11 11 059 チャー (36） 18 8 (5．0） (5.6） (3.8） 菱形 不IﾜI ﾘ1 2a 191 鍬部折捌

88 2 K II 028 ･ﾁ･ヤー ‘12 31 10 9．7 5．9 3．5 61 整形 ｲi 横民 一
■
■

伊
旺

リ
》

89 2 K 11 17(） ･･ﾍ･一 :M｝ 26 H 5．3 <4．2) <1，9＞ 7(｝ 川ﾒウ 縦I
？
』 a <3m■＞

90 26A 11 009 サヌカイ 卜 31 10
Ｐ
抄 1．4 1．0 2．5 1,1 三町 ｲI 不'1 ワ

』a

91 2613 11 01，1 ･ﾁ･勺,｡－ (39） 10 (8.7） (22） (1.2） 受形 ｲ『 イ加 ？
』 a 錐部折柵

92 27B II 003 チ･ヤー (27） 17 9 (3.5） (52） (3.1） 釜形 不l¥I 不旧 ワ
』 a 錘部好拙

93 27C 11 007 ･ﾁ･ヤー ,12 21 10 8.1 8．3 ●1．8 79 三鋤 横I 2a
94 281〕 Ⅱ 0 5 チ･ヤー 32 11 8 】､9 4．7 3．4 50 菱形 ｲﾘ 楓！ 2a 192
95 28F II 0 1 チャー :ﾘｲi 19 8 3,6 3．5 3．4 39 三角 縦！ 2a
96 2911 11 0 0 チャー 30 20 7 ‘）

凸 ､5〕 1.6 2．7 ‘19 皇刈 不M 2a
97 3OB II 0 5 チャー 32 10 5 1．7 5．3 3．1 36 受彫 ii 戦災 2a 193
98 llG 111 0 0 ･ﾁ･ヤー 30 18 8 3.、！ ‐1.0 1．9 “ 凸レンズ ｲ『 鯉 艇

？
］ a

99 2lF 111 0
ウ
ー チーャー 2 13 4 1"0 〈4．0〉 ､8＞ 53 三角 ｲI 鯉艦

ワ
』a <4画＞

100 221） lⅡ 0 3 チーャー (2 ） 】】 5 <1.2） (2.6） (2.1） 三角 不IﾘI 鞭肢 ワ
』a 錐部折州

01 IMI） 11 009 チ･ヤー (2 ） 15 3 (1.6） (2.8） <2.3） 三角 ﾘI 縦 股 2b 19,1 紘部折捌
01 0.11） 11 009 (2.2〉 (2.1） 三角 不Iﾘ 2b 19‘1 錐部折州
02 181 11 019 チャー (3 ） 28 8 (6霞6） (7.5） (4.5） 三町 不IW1 横 災 2b 錐部折拙
02 181 II 019 (2．0） (1.0） 鋤 不明 2b 錐舗折捌
03 21K 11 164 チャー (郷） (30） 13 (7.3） (2.2） (1.5） 岡角 不明 縦lと 2b l” 錐部折捌
03 24K 11 164 (3.3） (1.8） 菱形 不明 2b 193 錐部折拙
0．4 3111 11 023 チャー 33 20 7 3．5 <4,0〉 <2.2〉 67 ﾒリ 戦災 21》 196 <3画＞
04 3111 11 023 8.』1 3．－1 8{〕 四角 ｲI 2b 】96

105 22M 001 ﾁ.弐・一 (38） 28 6 (7.3） (3.‘1） (1.9) 凸レンズ 不ml 岨
雲
，
く 3a 錐郁折川

06 2311W 0()4 ﾁ･ヤー (30） 8 (3.8） (2.1) (1.1） 蔓1 不IﾘI 横
が
く 3a 維部研捌

07 25111§ ㈹9 ･ﾁ･弁･－ 31 23 9 7 び》
bー 10.7 4.5 1 ｊ

一
一
一 雄

ｒ
〆
、 3a

函 典擁 029 ･ﾁ･ヤー 25 9 5 1.2 5 7 4.0 9 受N 不 リ 3a

I工函 災搬 097 チャー 20 1(〕 0．8 5.2 3.7 5 ｆ
一
一
｝ ｲ』 縦

グ
“
〆
、

I工皿 炎採 395 -f･ヤー 21 13 1.0 3．7 3.1 リ 菱N ｲイ 縦
ダ
ダ
『 3a

ロロ 0811 I 005 ﾁ･ヤー (25） 20 (3.0） (1．1） (I.2) ｊ 不IﾘI 横
ｒ
〆
、 3a 錐部折拙

ﾛ画 09， I 019 チヘーー 26 ﾙ1 1．4 4．．1 3.2 7 ｆ
一
一
一 縦 氏 3a

113 091） I 033 チャー 25 11 1．4 ひ．
ザ
と 2.4 55 凸レンズ ,i§IFl 3a

114 3E I 016 チャー 19 17 2．3 8．5 3.9 81 凸レンズ 轍艇 3a
5 ､1K I 011 チャー (21） 13 (1.7 (7.8） (4.1） 受 形 不明 不IWl 3a 錐部折柵
6 6G I 002 チャー <32） 15 (3.2

f■

､qMi） <3.6） 三町 不lﾘ』 鯉lを 3a 館部折捌
7 8K I 002 -f●ヘ･一 (2』1） 12 (1．6 (､1.6） (2.9） 整形 不lﾘI 横1を 3a 雌部折捌
8 91） I 〔川6 ･トt･一 (2.1） 13 (2.0） (3.8） (3.6） 三伽 不明 不明 3a 錐部折捌
9 2E I (即I ･ﾁ･ヤー (31） 12 (1.7） (1.6） (2.2） ハレンズ 不I引 鞭I 3a 鐘錘折捌
0 231 I ㈹2 チャー 32 11 17 4．9 3.4 52 三町 ｲi 雄！ 3a 20.1
1 241 I 019 チャー ワリ

ー笛 11
一
戸
．
町
ｕ
画

1．2 7．7 2.3 75 三曲 腰！ 3a
122 23E 111 012 チャー (17) 15

言
８
『 (1.9) (2.6） (2.4） 岡川 不IWI 不M 3a 錐郁折州

123 0Ⅸ； 11 016 ･ﾁ･ダ1.- 33 1.1
『
７
－ 3．0 5，5 4．6 58 三刈 縦I

24 O9G 11 038 チ･ヤー (31） 12
－
６
宮 (2.2） (3.‘I） (2..1） 凸レンズ 不lﾘ1 縦I 3a 錐部折拙

一
○

リ
】 0Ⅸ； 11 060 チ･ヤー 18 10

卓
９
１
－ 0．6 5．5 3．2 錦 三角 ｲI． 鯉陛 3a

26 IlC 11 (〕11 サヌカイ
０
臆
０ (21） 18

－
９
弓
］ (1.1) 7．0 2‘4 70 凸レンズ 不明 3a 麟部1斤

守
０

句
＆ 11K II 伽6 チャー (35） 21 <‘1.3） (9.9） (5.5） 三角 不IﾘI 横腿 3a 維部折捌
28 111〃 11 (X〕5 ･チャー 3】 12 2.4 ､1.6 4．1 19 三jリ ｲI ＃1 3a
29 121） 11 009 チ･ヤー 17 8 0.4 5．5 2．5 58 三リ ｲ』 横1と 3a

】3(） 12M 11 053 ザ･ヤー 30 14 2.9 6．5 41,0 66 ハレンズ ｲ『 横 促 3a 197
131 l3C 11 005 -･乱‘･一 20 9 0.8 5．5 3．1 58 三角 姫Iを 3a
132 1.1C 11 002 チャー (全13） 16 (5.5） (7.7） (3.4） 二町 不IﾘI 雄Iを 3a 198 錐部折拙
33 14N II 048 チャー 23 13 一

あ
ぅ
』 .6 5．0 74 凸レンズ イ 不IWI 3a

洲 15吃 II 037 ﾁ･ヤー 21 11 0.9 .0 2．5 53 三脚I 縦Iと 3a
35 16K 11 027 ﾁ．4.- 32 13 ⑥

必 .&》 .．I 4.】 57 菱彫 イ 機1と 3a 200
36 17(； Ⅱ 017 チヘ･一 2 16 2..1 I .8 3．6 68 凸レンズ イ 不lﾘ1 3a
37 17K 11 0 サスカイ 卜 3 19 4.6 ､9 3．(） 52 凸レンズ 櫛 妊 3a
38 l8II 11 036 チャー 】 13 1．0 ､4 3 7 57 阿角 叩 戦'た 池
39 18K 11 084 チャー (3 ） 14 (3．1） (； ､2） (1．1） 三鮒 不I測 橘Iを 3a 飽部折捌
40 l9G 11 帥6 チャー (3 ） 18 1 (6.5） (’ ､6） <4.9） 三卿 不明 鯉lと 3a 舘部折捌

1．11 19K 11 023 チャー (3 ） 16 ,1 (2.7） (’ .2） (3．6） 楚彫 不II 脳 艦 3a 201 鯉部折捌
42 19N 11 045 -･ﾍ･一 2 12 ,1 1.4 ､9 3．3 52 凸レンズ ｲ『 縦Iと 3a 202

函 2()， Ⅱ 045 f･ヤー I 10
－
４
｛ 0．8

ｌ
ｑ .’ 3．1 54 三Ill ｲ『 姫艇 3a

函 201 II 005 ･トャー ” 11
｛
〆
切
一 1.7

Ｉ
ｑ ｡〕

e~ 3.(） 55 三角 縦!と 3a

函 2OL 11 108 ﾁ･舟･一 (､19） 24 1
’
１
一 (9.7） (】 ・5） (1.1) 三町 不【ﾘI 横 艇 3a 錐部lff棚

函 21J Ⅱ 017 チャー 20 15
’
４
も
一 1.3 <： .！〉 〈1.7〉 76 三角 鯉農 3a <2画＞

E画 21K Ⅱ 036 チャー (21） 19 (1.9) (： .5） (1.4） 讐形 不 明 縦!と 3a 維部折拙
8 21L 11 143 チヘ･一 JO 15 I 4．0 7 ｢）

■曲 3,2 72 二伽 '1《IﾘI 3a
19 22K 11 l』16 ｡-1．－ 33 14 8 2，7

ｒ
‐
巳 .7 4.2 41 三川 ｲ1． 機Iと 3a 203
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第64表－3石錐計測・観察表(3)

N〔h 1M:区 肘位
in物
勝り

石材
法

lを(､｡） 輪(”） Iワ ｡） 蘭菌w

銘

蝿(四） lシ(”）

師

先婚 (.） 断IiIl形 摩耗

１
１

素
剥 分別 挿図 備り

I説〕 22K II lf チャー 3(） 12 1.7 4．4 3．5 4 皇1J！ 有 横I 3;I

151 22L 11 〔X チ･ヤー 23 】8 2.3 9．5 4．0 8 PIf'l 鯉I 3【I

152 ”I_ 11 1s チヘ･一 (Z6〉 (13） （ (1.8） 4．7 3．6 51 ハレンズ 不明 3【I 兼部折拙

15【！ 〕G 11 0〔 チャー &1.1 1．1 1.2 6.0 2．7 6 岡111 ｛I 鞭農 卿

15．1 3G I【 02 チ･ヤー 31 16 3.3 6．8 3．6 6 。jiI 不 明 3駒

155 3J Ⅱ I(1 チャー 21） 14 8 3.1 6.‘1 1.7 6§ こり11 鯉長 3曲 21)3

156 3K 11 ｲ)35 チャー ､10 21 6 4.1 4．5 2．6 4 .Ill 不IﾘI 3，

57 3K II 066 チャー (26） 13
ワ
ー (2.8） (3.6） (2.5） ~ﾐﾒrl 不明 鞭!と 3孔 錐部折拙

艶 ]X 11 020 -チャー
リ
』 7 12 1（ 2．9 6．9 $.9 69 三’1 ｲ『 縦艦 351

59 lG 11 036 チャー (27） 11
二
戸
リ
ー

(1．1） 1） (1．7） 凸レンズ 不明 縫圧 錐部折り11

60 lH 11 016 -チヘ･一 (20） 8
一
’
一 (0．7） (1.7） (1.1) 岡伽I ｲ<明 横 践 3m 錐部祇川

61 24K 11 018 チャー ツピ
~■ 》 14

一
’
一 1．5 7.3 2.8 72 Wi fl 硬農 381

62 2.1K 11 0‘11） チャー 25 I7
０
６ 2．0 6，6 3.5 67 凸レンズ ｲ1． 縦Iと 師

163 24L 11 (}､17 -ﾁ･ヤー 28 14 2．4 ’5 3.;I 74 Ill ｲ「 縦!＆ 3KI 206

161 251 11 ()．18 チ却・一 (26） 10 1 (0.7） （ 2） ((1.6〕 jII 不lﾘI 鞭Iと 331 館部l〃lM

163 25N 11 《X)8 チャー 33 14 6 2．9 1.7 3,‘1 68 盤
少
〃
が 鞭髭 3;I

“ 27B 11 050 チャー 23 16 3 1．5 1､9 3.1 69 Iq I 〃 鯉!と 3a

67 27E 11 I〕18 チャー 21〕 11 9 1．4 1 9 1 69 I {『 雄艇 3孔

(淵 27H 11 015 チャー ‘16 17 E、 4.8
■
■
句 ､0 .6 53 艶

企
副
〆 布 麺氏 3孔 207

69 27L II 01}6 チャー (22） 17 5》 (1.8） (I.{)） （ 5） ﾊレ
デ
ヘ 不明 縦農 381 錐部扮州

70 27M 11 080 チャー (37） 16 (） <3.2） (1.'） （ ､3〉
。

I 不明 不1ﾘ1 3札 錐部折州

71 27M 11 ()H7 チ々 ･一 リ,ノ
ーｰ 8 6 1,0 ､5

０
１ ､9 8 畳

夕
夕
夕 縦lと

72 28N 11 (1】3 -チャー ,16 7 4.】 -8 ぴ）
e~ 1

一
一
一 I 縦1を 3iQ 208

173 301 11 0ｲ4 チャー 28 14 6 2．5 .】 .’ 4 ﾊレ ズ 有 横!と 3m 209

174 30J 11 052 チャー 43 19 5 4．8 I､6 8 7 脚伽I 縦Iと 3m

75 33G 11 023 -チャー 28 13 0．9
４
、 ､8 凸』

り
一 二脚I 凝催 3a

76 洲11 11 ()10 チャー 25 11 0．9 ､8 ．⑩ 51 ハレヶズ 鯉Iを 3;1

77 351 II 015 ~ﾁ.ヤー (22） 13 (1.5） 〈 .3） (､1.7） ハレクズ 不明 縦Iと 3【I 錐部折Ni

78 35L 11 (H)2 ﾁ･ヤー (:13） 18 (3.7） (： ‘’1） (3,0） 普形 不明 鞭Iと 3， 錐部折川

179 36A 11 ()01 サヌカイ 卜 26 11 】．3 8 2，6 5 凸レンズ ｲI． 不明 3;I

18(} II 111 005 チャー :兜 12 1．8
０
口
勺 .･I 3． 7 5 mil 磯1と :伽

181 1 N 111 ()18 ﾁ･ヤー Z9 13 2..＄ 6,2 4．2 6 凸レンズ ｲf 鯉艇 3孔 199

182 l〕 lll (〕19 チヘ･一 。Ⅳ》
ｰL■ 11 1．4 6.？ 3．9 6 凸レンズ 不 明 :賊

183
７
４ 、 ⅡI IX15 チャー 25 16 1． 9.03．‘＄ 8 -fil 横農 3孔

8』I
口
４ C 111 022 ﾁ･ヤー :11 19 2．9 6.0 2．8 6 尚もンズ 横 361

85
。
。 C Ⅲ (111 ﾁ･ヤー 2,1 1.1 1.7 6.2 3，5 64 jrl イ『 縦Iと 361

86 3 H IⅡ 001 -ﾁ･ヤー 30 15 2．3 5.2 3.‘1 55 整形 ｲ『 縦1と ;知

87 081)Ⅲ？ 0()9 チャー (31) 15 <2.6） (1.7） (1．1〉 三jIl 不明 横lと 31》 錐部折川

87 08『)W 009 (3.7） (1．8） 警形 ｲ､明 3b 錐部折IⅡ

糊 191 11 002 チャー 型リ 2】 9 4.9 8．4 5．1 80 ﾊレゲズ 縦 践 3b 210

1期 191 11 I)()2 9.5 I．I 87 ﾊレグズ 3b 210

隅9 露G 11 (､1，1 チャー (21） 3 I） 12．0） 6.6 『j､3 67 卿’1 不叩1 3b

89 ”G II ()1.1 ､7） (1.1) 受彫 '1く明 3b 露部折Ⅲ

90 25G 11 128 -ﾁーャー 鋤 3 qし 1.8 <3．2〉 <2．1＞ 56 -.I'l 縦股 31） <3皿＞

90 25G 11 128 6.4 :1．6 65 砦形 有 31》

91 16， 111 017 チャー <2.1） 6 7 (2..1） <3．3〉 <1．7〉 79 JII 横Iと 3b <2画固〉

91 16, 111 017 (1.7） (1.8） 利 '1 3b 鉱部折1M

92 08DM. (】11 チャー 28 1 6 1．7 6．3
ワ
ビ

戸
勅 64 伽 虹催 ■

酉
■

早
さ

９
寸

93 lODW 伽 チキ･一 (郷） 4 (3.2） (1.7） (2.3） ハレ ズ 不明 不明 二
■
早

●
４

．
９
で 餓部析棚I

19＄ I1C杭 00
』
ｌ
宮

チィ･一 28 0 2．0 6．6 1．6 67 ハレ て 何 不剛I 1;I

195 l7DE {)0
宮
’
一 サヌカイ 卜 17 0 ワワ

ー●“ 6．5 3．6 66 I 碓農 伽 214

196 21EⅥ‘’ ()(}
一
’
一 チャー 19 9 0．8 5.8 3．6 60 ハレ ズ 不IﾘI 柵1札

” 21NN ():I
一
’
一 チャー 鋤 8 ().3 3．6 3.(） 0 ﾊレ ズ 鞭lと ’1;1

98 25EⅨ？ 00

一
心
β
ク
■
画

チャー 38 11 2．9 ‘1.6 3．2 9 ﾊレ ズ ｲI 不lりI ､1m 218

99 排 上 01
一
月
一 チィ･－

ワ
》 7 9 1.6 4．7 1.7 0 I凡MII ｲｨ 蹴髭 1甜

2Ⅸ】 O8E I 03
’
８
－ チャー (12） 5 (0.1） 4.6 2．2 9 ハレグズ 嫁I<明 $a 購部扮捌

01 1111 I 01
－
４
－ サヌカイ 卜 (35） (2.3） (3.0） (1．6） ハレヶズ 不明 縦 髭 ｡$;I 錐郁折柵

2()2 1 I 00
－
３
－ チャー 28 11 2．0 ．'･H 3．6 1 そ形 ｲi 不明 ･151

203 141 I 1)1r） チャー 21 8 (1．7 6.1 2．0 3 三jYl 縦Iと .I孔

2()･I M1〈 I I)2 チャー 27 10 2．1 5.7 3．8 9 Pl〃【I 縦 艦

抑5 151 I 00 チャー 18 7 :1 0．4 ･1.7 2．1 50 凸レンズ ｲ1． 不I’ ･恥

Z()6 16K I ()0 チャー (22） 9 .I (1.2） (4.5） (2.6） 醤形 不明 不旧 ･1細 錐部折捌

207 2OL I 01 子々･－ 38 13 6 3．2 6.(） 1．2 62 三伽I 繕！ ･1KI

208 型I I ⅨI チヤー １
１

？
』 8 -1 0．8 3.8 2．3

４
可 二伽I 繕！ 4KI

209 O呪う 11 U2 チャー 32
？
〕 6 2．6 7.5 ･1．4 7

一
’
一 ハレグズ 有 不個 I5Q

210 IlI） II 01 チャー 31 3 8
？
“

戸

．f 7.6 3．3
弓
ロ
，

’
４
一 狐I 縦I 43h 211

211 12, 11 ()15 チ々 ･－ 3{）
ソ
》 2，3 6.2 3.砦1 6

’
４
－ j柳I 打 縦I ’1側 212

212 l3H II O{)5 -チャー 29 8 1．1 ､1．1 1． .I： ハレンズ 縦lを 4;1

213 l5E 11 ()01 チャー 33 1】 2．9 6.(｝ ､1． 7 6： 筈形 不明 ,紬

214 16, 11 (X)7 チャー (37） 13 (4.0） <65） (､1.3） ハレシズ ｲイ 鯉 腿 ,181 213 鐘部折棚

5 l6E 11 (150 チャー (22） 9 (1-1） (3．0） (2.0） ーifIj 不明 不明 ‘IKC 誼部扮1M

6 l8G 11 003 チィ･一 2．1 0 】､2 6．5 3．7 66 ハレンズ 有 不日 430

7 20』 11 {〕7.1 チィ･－ (41）
つ
》 (2.3） (2．3） (2.0） －JII 不明 麺I ｡$約 215 錐郁柵州

8 22， 11 {〕79 チャー 31 7
一
’
一 1．1 5．2 3．1 55 ;jII 鞭！ ･1m

9 22F 11 01川 ザヌカイ 卜 29 9 ‘1 1.0 4．－1 2．0 47 〈j『I 縦！ 4K1

20 23K 11 108 チヘ･一 (26） 9 (1.4) {2.()） (2.6） 軸彫 1 IﾘI 不M 心I 錐部り『川

221 24, 11 (〕{川 チャー 37 12 3,0 6．2 3．7 Nﾒrl
今
Ｉ 縦！ 451

222 2411 11 (){)2 チャー 1.1 7 0.4 63 3．9 64 凸しシズ 『 イ､Ⅱ 4m

223 241 11 047 チャー (26） 10 (l‘9） (4.1〕 <2．0） 凸レンズ
’
Ａ
ｌ 明 横！ 4札 錐部研1M

22,1 24J 11 078 チャー 13 1今I 3．7 4． 3..1 鋤 逢彫 鯉!と la 216
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第64表－4石錐計測・観察表(4)

第65表-1スクレイパー類（つまみ部付きスクレイパー）計測・観察表(1)

NQ 出土 肝位
遺物
番¥。

ｲi材
法敵

長(欧匝） 帆(、） 厚 1日） BMU)

錨

( ) 厚(E､）

師

光屠角('） 断1ii形 摩粍

材
片

泰
剥 分 顛 挿図 備与

ワツ
ーー5 24K 11 017 チャー 25 10 1．3 5．4 3．8 57 ハレンズ 布 畑Iと 4a

226 24K 11 182 ･ﾁ･ヤー 31 9 1.6 5．5 ･1.●1 58 菱形 凱 肢 4a 217

227 24K 11 183 -チャー 39 10 2.1 3．7 3．6 41 三川 '』 峻股 縦1

228 251 II 008 ･ﾁ･ヤー (33） 9 (1.6) ､6） (2.‘1） 三ﾉリ
一
・
Ｊ
〃
Ｉ 明 縦Iを ,1a

鮒部、ﾉﾙ部折
柵

229 4】』 11 006 ･ﾁ･ヤー (37） 9 (2.5） (3.9） 〈 9） 艶形 1明 鞭!＆ 4a 施郁折柵
230 09, 111 012 サヌカイ

ｂ
卜
０ (25） 9 (1.0) (2.3） （.l） 三Ill イ明 不Iり 4a 館部扮柵

231 llD 111 024 チャー (27） 12 (2.7） (4.7） （.7） 三伽I 別明 不Iﾘ 4a 節部続州
232 20M 111 003 チャー 33 8 1．2 4．5

今
〃 ●18 凸レンズ 不Iﾘ ｡'a

233 21F 111 001 チャー 32 1 1.8 5．3 ､4 56 mil 有 縦1を ‘Ia

234 25（ 111 016 チャー (18) (0.4） (2.5） （､5） /'1レンズ 不明 不IﾘI 4151 鍬陥り剛I
235 271 111 021 ﾁ･ヤー 28 】 6 1.7 6．1 0 63 篭形 縦14 4a

聾調 炎I 040 チ･ヤー 27 1 5 1．6 7.1 .’ 71 三Ill 不嘩1 1b

2妬 炎I 040 4．7 9 50 ハレ ズ 41〕

237 181 I 00 チャー 33 4 1．1 5.3
１
日 ､3 56 ﾊレ ズ 有 不IﾘI 4b 221

237 181 I 00 5.2 Ｏ
ｑ .6 55 蛙

△
多
〃 ｲ 4b 221

238 191 I (〕(） ･チャー 33 I 6 2．5 7.3 ’5 72 ﾊﾚ ズ 不Iﾘ』 4b 222

238 191 I 00 7.2 ､6 72 ハレ ズ 布 4b 222

239 261 I 00 チャー 38 8 4 0．7 4.7
。
』 .9 50 盤

垂
夕
〃 不IﾘI 4b

239 261 I 側 5.3
ｄ
ｑ

つ
●迄 56 ハレ グズ 有 4b

2雀10 “I II ㈹6 ･ﾁ･ヤー 39 13 7 3．4
←

①．
？
』 4．5 55 脚 11 布 不IﾜI 4b 219

2蓮10 061 II 006 6.7 4．3 68 凸l'′ズ 布 .Ib 219

241 11 11 009 ･ﾁ･ヤー (30） 11 6 (2.1) 6.2 ).9 64 艶 ﾄﾀ 有 不IﾘI .Ib

2J11 11 11 009 (2.7） (2.1） F1'し ′ズ 不明 ‘1b 錐祁I刑11
242 3C 11 001 ﾁ･ヤー 30 8 6 1.5 5.4 3．8 57 薯M 称 縦Iモ 4b 0

242 3C II 001 6.0 4．9 62 笹Ⅲ 有 4b 22(〕

243 3C 11 009 ﾁーャー 29 11 6 2．1 5.7 4．3 59 凸レンズ ｲ＃ I,明 4b

243 3C II 009 8.0 5．0 77 凸レンズ 4b
４
号

４
寸

允
鼻 41〈 11 01 ﾁ･ヤー 郷 13 7 2．6 6.1 3．1 63 三州 有 不Iﾘ1 ､1b

244 4K 11 01 7.8 4.2 76 11ﾒ1 4b

245 2OL Ⅱ 00 ･トャー (30） 7 5 (1.1） 4.2 3.2 46 三J｢I 右 不IﾘI 4b 223

2禍 2OL 11 0(〕 (1.9） (1.1） 艶形 不明 ’1b 223 館耶折 li

246 21K Ⅱ 伽 ･チ々 D一 (25） 1 7 (2.9） 6"5 3．9 66 凸レンズ ｲ《Iﾘ1 41〕

246 21K 11 伽 (2.5） (1.5） 三川 不明 4b 雅部折 11

2●17 230 11 00 ･チ々 ･一 (35） 1 5 (1.9) 5.4 3.5 57 艶形 不lﾘI 4b

247 230 Ⅱ 0〔） (2.2） (】.､1） 凸レンズ 不明 4b 鮒:部折 ハ

248
町
〃
巴

『
⑫ 11 00 ･ﾁﾍ･一 (35） I (2.9） (3.8〉 (3.4） ハレンズ 不明 縦'＆ 化 猟郁j『 Ⅱ

2418 2
P勺

LJ 11 00 ､9） (2.9） 凸レンズ 不IﾘI .11》 館郁jf11

249
げ
Ｊ
■ I 11 003 チャー 22 0．8 4.4

Ｐ
印

ワ
』 ●17 そ形 懐Iを ●lb

9
ず
Ｊ
■ I 11 003 6.4 3.2 65 三伽I .'b

50
ワ
】

南
口 11 0 4 チャー (31） 1 (2.8） 6.6 3.5 67 警形 不叩I 4b

250 2
〔
』 11 0 4 <2.7） (1.6) ハレンズ 不明 4b 錐郁折捌

51 2 I） II 0 6 -チャー (28） 7 (】､0） <2．1＞ 〈1．2＞ 93 ハレンズ 縦!と ｡'b <l”＞

il 2 I〕 11 0 6 (2.2） (1.2） 挫形 不 明 41） 鍬祁lji狐

252 2 B 11 0 1 サヌカイト 19 7 0，5 3.9 3.1 43 三角 不Iﾘ1 4b

232 2 B 11 的1 5.1 称.7 54 円角 4b

253 22L 11 6 チャート 27 15 1.5 7.8 3.2 76 砦彫 布 不!Ⅵ 5a 22●＄ ｲi蝋の転用品

254 1剛 Ⅲ ㈹5 チャーI、 (63） 18 (8.1） (2.7） (1.6） 整形 不明 鞭舵 S》&I 225 ｲj畦との複合

N《1 出土 肘位
遍物

番9．
ｲi材

艇(団､） 帆

災且

:”） 厚(nm） 間蹴(K)

刀部

刃部数 'I'-(ii 調繁
分訓 挿図 愉与

１
万
』
－
３
－
４
－
５
》
６
－
７
－
８
－
９
－
叩
一
皿
一
肥
一
叩
一
Ｍ
一
隔
一
随
一
灯
一
肥
》
凹
一
釦
一
割
一
浬
一
羽
一
郡

１
》
９
毒
６
－

２
．
３
？
７
一

蹴
一
錘
韮

SK280

SK327

一
胴
ざ
一
ゼ
ゲ
ー
辛
一
》
一
一
》
》
－
１
一
一
一
一
幸
一

諏
諏
一
岬
謂
砿
獅
一
型
皿
一
那
一
麺
雄
一
“
一
跡
誠
一
皿
苅
一
型
諏
諏

・
マ
凸
。
。
●
毎
画
毎
■
■
■
・
■
Ⅱ
凸
今
●
Ⅱ
８
．
Ｆ
０
４
芋
■
Ⅱ
呂
凸
■
二
日
■
・
町
Ⅲ
即
で
■
■
●
今
●
Ⅱ
＆
・
●
■
且
守
旬
Ⅱ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
０
＆
酉
甘
Ⅱ
心
・
ロ
Ⅱ
凸
二
由
Ⅱ
凸

・
亭
。
。
・
台
毎
・
毎
■
Ⅱ
凸
・
Ｕ
Ｏ
Ｇ
今
Ｔ
Ｏ
＆
・
ぜ
Ⅱ
８
勺
■
■
＆
や
む
Ⅱ
ａ
・
■
Ⅱ
巳
。
毎
己
守
一
Ｔ
８
邑
与
も
Ⅱ
凸
－
９
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
凸
二
。
Ⅱ
品

蝿
皿
血
脈
一
噸
一
蝿
唖
叫
唖
嘩
唖
噸
砿
一
狸
唯
一
皿
皿
岬
一
皿
皿
哩
蝿
叩
砿

チ･ヤート

チャート

チャート

チャート

サヌカイト

チャート

流紋
pgｳ

サヌカイト

サヌカイト

チャート

チャート

チャート

サヌカイト

サヌカイト

チャート

チ･ヤート

サヌカイト

チャート

．.子￥二.ド．
チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

申
。
Ｇ
咽
Ⅱ
夕
凸
、
ｐ
０
″
一
一
●

１
４
◇
《
ｈ
》
ロ
小
ｘ
Ｙ
－
ｍ
唖
一
子
０
－
中
乙
与
働
。

《
ｈ
Ｙ
Ｐ
的
》
・
わ
ら
？
り
ぜ
一
命
奄
哩
一
命
Ｊ
早
宇
０

．
．
１
１
一
・

雪
ｊ
一

員
諏
呈
①
雪
８

雲
５
毎
６
さ
、

一
ｉ
雪

一
。
』
・
申
Ｌ
ｌ
ザ
中
一
口
七
一
。
》
凸
、
６
Ｊ
▲

－
１
号
珂
乎
”
‐
ｆ
ウ
ザ
』
鼻
○
畠
〃
，
戸
ロ
・
テ
リ
や
〈
Ｕ
－
０
個
５
１
二
①
ふ
ろ
５
１

－
０
勺
戻
り
具
ｂ
入
り
◇
ワ
竺
兜
当
０
屯
・
リ
曾
勾
曲
一
⑤
必
口
咽
曽
？
＆
－
０
号
局
Ｊ

一
・
一
凸
・
少
〃
１
２
一
・
一
一
合
一
Ｆ
ｆ
ｑ
、
・

36

(17）
一
咽
一
鋤
一
棚
亜
加
一
別

25

23

画
一
』
尋
。
Ｅ
Ｊ
ク
今
毎
ｋ
■
Ｄ
Ｐ
。
分
毎
。
？
、
■
〃
凸
、
■
″
・

Ｒ
Ｙ
Ｈ
Ｙ
ｎ
Ｕ
画
Ｒ
￥
わ
①
入
り
・
７
０
入
Ｊ
星
団
一
句
Ｙ
ワ
０
入
ｂ
・
小
中

．
Ⅷ
Ⅱ
”
。
Ｉ
Ｃ
今
り
守
り
苧
ワ
今
ウ
ヤ
０
勺
ロ
０
梱
一
品
Ｊ
今
り
管
ワ
写
り
与
り
凸
“

画
凸
”
。
ｊ
α
ｑ
、
”
・
少
■
■
、
。
。
↑
。
』
企
Ｊ
ｑ
、
で
。
■
ｑ
、
“

43

14

10

（6）

10

.…テー…
~

9

14

!(）

ｑ
》
着
ｊ
煮
る
芦
ｆ

10

．－．面…
10

（7）

１

【
ｆ
涛
１
着
詠
責
ｂ
－
６
－
８
－
８

ｉ
０
■
心

◆
。
。
。
今
一
己
今
今
今
毎
。
》
凸
■
ワ
千
・
一
も
０
〃
士
一
心
七
４
毎
■
守
兎

り
鷺
●
１
国
１
＆
画
１
Ａ
・
１
４
１
且
マ
ワ
堂
・
■
且
舎
ワ
今
ワ
言
９
１
志
Ｊ
早
勺
’
一
●
■
且
今
Ｂ
ら
－
１
８
ロ
ワ
ゼ
。
ｌ
鬼
Ｊ
ｐ
Ｑ
■
且
ロ
リ
せ
り
堂
Ｉ
ロ
ー
ム

一
一
一
一
一
一
寺
一
一
一
一
一
一
一
不
一
』
１
一
一
》
一
一
不
圭

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
砂
１
０
■
ｐ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
６
Ｒ
ｉ
ｒ
ｉ
Ｕ
Ｉ
り
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
心
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
ｒ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｐ
Ｆ
ｂ
０
１
ら
‐
ｌ
Ｌ
ｌ
■
■
■
１
Ｆ
』
‐
‐
‐
岸
‐
ｌ
ト
ー
６
日
。
’
‐
１
１
仁
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｉ
１
Ｉ
ｒ
ロ
ー
■
０
６
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
Ｊ
Ⅱ
巳
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
巳
■
１
１

１
０
ｍ
薯
Ⅲ
－
１
９
０
１
－
③
｝
１
３
１
１
１
刃
一
旦
⑪
－
５
一
興
５
－
２
、
仰
一
・
伽
－
８

。
。
Ｊ
合
凸
ｃ
凸
●
毎
●
寺
＄
画
Ｊ
も
Ⅱ
８
口
●
凸
凸
争
ざ
。
▲
ざ
。
■
。
』
ざ
。
今
参
画
ざ
争
口
ざ
ま
Ｃ

Ｒ
Ｙ
《
ｂ
・
う
曹
再
ｇ
ｏ
・
ワ
学
守
ｆ
皇
０
泊
鷺
⑪
今
Ｊ
１
、
天
⑪
今
０
町
入
る
む
り
管
０
柵
舎
ワ
亨
《
叩
言
（
Ｕ
島
ｊ
農
⑩
、
允
乙
・
う
凸
入
Ｊ
入
５
入
ソ

．
⑱
岳
・
色
Ⅱ
凸
画
ｊ
０
１
面
。
Ⅱ
＆
ご
Ｏ
Ⅱ
凸
今
ロ
も
Ⅱ
４
画
。
Ⅱ
ふ
む
画
凸
垂
わ
。
Ⅱ
Ｌ
１
。
Ⅱ
４
毎
〃
Ⅱ
ｈ
ａ
画
。
Ⅱ
晶
毎
一
画
②
画
ｊ
０
、
一
Ｊ
■
ｑ
寸

。
”
。
●
Ｊ
■
も
今
・
・
”
寺
・
凸
・
首
・
毎
・
画
ｄ
ｇ
Ｏ
・
凸
』
。
凸
。
・
・

1ｲ〔線2

jm(一部ノッチ）

不叩i…．
凸
と
一
一
・
一
ａ
一
一
。
Ⅱ
４
．
一
句
一
口
と
垂
垂
由
守
凸
・

’

一
一
一
一
口
一
二
一
一
参
／
ロ
一
一
一
口
舎
一
今
。
今
《
。

ｊ

一
一
一
一
》
一
亜
一
一
冊
》
一
一
一
｝
即
一
一
』
一
一
一
壷

一
一
一
一
》
一
声
一
一
凹
》
一
一
一
｛
不
一
一
辛
一
亜
一
》

一
一
一
２
毒
－
２
－
状
一
Ｌ
》
』
一
一
一
Ｌ
一
Ｊ
恥
－
２
２
－
や

一
線
一
彫
一
線
一
線
一
線
一
線
蓉
線
一
曲
一
形
辛
線
一
彫
一
明
一
彫
諦
線
一
線
一
線
亜
線
一
線
”
彫
一
明

一
山
凸
一
血
一
Ｗ
》
山
一
血
一
血
一
醐
一
凸
一
価
一
ハ
ー
不
一
凸
一
曲
一
血
一
血
一
山
一
山
一
凸
一
不
一

鰍幽状

④
”
凸
寺
毎
一
・
毎
令
Ⅱ
＆
▲
と
一
早
一
屯
毎
▲
。
一
⑥
＆
一
凸
一
で
毎

ワ
》
一
一
一
一
一
２
一
雨
－
２
－
－
２
一
一
一
一
一
一
一
鋤
一
一
唾
一

片
｝
幽
毒
片
一
片
一
片
一
片
》
山
零
脚
一
向
壷
片
一
向
一
片
一
山
一
向
一
ｆ
一
片
雷
Ⅱ
一
片
一
片
》
片
》
片
宰
片
一
不
肝

伽
亜
面
一
面
一
面
一
画
一
曲
一
伽
一
面
一
側
》
面
一
曲
一
獅
諸
而
一
伽
一
切
一
血
語
噸
一
噸
一
血
一
伽
》
伽
一
面
一
明
亜
画

・
垂
一
一
一
一
◇
一
も
Ⅱ
８
画
一
今
合
一
一
一
ロ
允
〆
』
凸
一
。
Ⅱ
＆
中
●
⑩
畠
中
。
《
。

Ｉ
Ｂ
ｐ
Ｉ
Ｂ
ロ
ク
ゼ
ヮ
与
り
写
り
寺
０
１
口
０
１
今
１
凸
ロ
ー
凸
マ
。
‐
凸
幸
・
‐
凸
口
０
１
」
Ｉ
Ｂ
ｐ
。
Ｏ
ｏ
会
１
５
ニ
ワ
マ
ワ
や
ウ
学
？
写
り
〕
７
守
り
』
皇
ワ
』

45
。
《
一
一
一
一
ｎ
尺
〉
で
一
（
則
》
。
一
寺
《
ｈ
》
。
一
【
ｆ
ｑ
－
一
・
（
叩
叩
）
中
■
Ⅱ
凸
凸
元
虹
哩
一
⑥
必
。
』
令
Ｄ
凸
ロ
一
戸
、
四

画
一
一
一
ｎ
Ｍ
”
手
寺
《
ｘ
い
む
の
″
“
●
一
命
〃
尾
今
毎
の
″
』
画
一
の
塁
一
一
・
句
Ｊ
中
心
ｑ
Ｊ
《
へ
唾
歩
む
《
ざ
》
。
一
や
Ｔ
シ
甲
へ
α
必

｛
一
一
二
③
一
一
ひ
一
リ
】
》
一
？
』
壷
一
一
？
》
壷
一
？
呉
一
亜
少
』
一
ヶ
』
一
ワ
』
芯
乙
圭
一
》
？
』
－
２

節剛I'li-ri
自然【rli-fl

､癖A….………．
つまみ筋折捌

1.1然IniｲI．

薪、…一…一…．

石舘の機能ｲ1．

刃部i'i'1;の可能性
薪澗.….….….．
刀郁Iリ'tのいI能性
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第65表－2スクレイパー類（つまみ部付きスクレイパー）計測・観察表(2)

第66表－1スクレイパー類（削器）計測・観察表(1)

N(’ 出土Ⅸ 肘位
澗 物
冊¥．

禰州
映逓

長(”） 幅〈画） 厚(”） 蘭雄(R）

刃郁

〃部数 ､Ifmj彫 調頓
分賊 挿図 傭￥

謁
一
妬
一
浜
一
鯛
一
鋤
一
測
一
訓
一
誕
畢
醐
一
訓
一
拓
一
獅
一
”
一
郷
一
測
一
抑

郡
苅
祁
獅
奴
一
鉦
燕
伽
一
睡
一
皿
雛
一
郡
如
殉
一
噸
、

１
１
号
１
．
１
１
畳
Ⅱ
．
Ⅱ
－
１
－
１
？
１
．
１
雲
Ｉ
“
Ｉ
琴
Ⅲ
“
Ⅱ
含
Ｉ

Ｉ
雲
１
畳
Ｉ
・
Ｉ
》
Ｉ
曇
Ｉ
雀
Ｉ
・
Ｉ
今
Ｉ
等
Ｉ
・
Ｉ
寺
Ｉ
曇
１
畳
’
零
’
一
Ｉ

蝿
噸
一
岬
一
岬
一
噸
一
脈
一
皿
一
蝿
岬
一
噸
一
”
一
Ｍ
一
岬
一
蝉
脈
一
Ｍ

チャート

チャート

チャート

チヘ･一I、

チャート

サヌカイト
ー‐き令‐‐‐‐‐5一
ナャーr

チャート

サヌカイト

サヌカイト

ーチャート

サヌカイト

チャーI

チャート

サヌカイト

サヌカイト

全
Ｅ
Ｊ
Ｐ
。
画
《
凸

－
．
９
心
・
心
凸
己
ハ
叩
曹
小
只
暫
小
ｘ
》

令
勾
〃
』
で
へ
Ｅ
唖
一
九
通
”
一
①
必
・
心
昼
ザ

雫
く
．
曇
一
・

・
Ｌ
Ｂ
Ｐ
三
１
〃
グ
ー

電
３
言
２
－

》
～
言
１
－

－
ｔ
妻
心
↓

．
、
Ⅱ
〃
。
ご
△
１
Ｊ
〃
二
。
》
。
》

、
リ
ニ
初
・
ハ
リ
ー
。
ｌ
鼻
靭
》
ｎ
Ｕ
・
リ
マ

司
凹
口
勿
Ｊ
マ
⑪
凸
『
４
咽
口
跡
⑱
一
毎
Ｊ
。
ｎ
叩
マ

タ
Ｊ
も
、
”
と
．
〃
Ｉ
、
一
・
凸
０
士

(27）

測
雷
錫
一
州
一
訓
叩
猟
一
幅
一
帆
一

１
．
１
尋
ｊ
－
ｊ

Ｕ
ｏ
マ
４
も
寺
４
も
幸
１
１

句
⑪
．
ｑ
や
今
Ｐ
刊
今
切
幻

く
．
１
１
１

巳
一
口
Ｌ
Ｄ
Ｐ
画

亘
６
－
０
．
０
－
０

・
芦
印
－
４
－
３
善
４

書
今
・
Ｉ

(2

６
－
６
－
８
－
８
－
６

ｊ
宮
１
－
１
畳
１
．
１
－
皇

㈹
一
何
一
侶
一
⑮
一
心
－
８
－

12

10

9

上
Ｂ
Ｊ
Ｐ
．
、
Ⅱ
』

１
２
５
－
９
§
‐
帥
一
●
抑
》
帥
一
．
帥
一
例
－
０
１
６
１
０

１
４
■
０
－
ｅ
一
凸
一
■
■
●
一
■
一
●
午
６
』
０
－
ｅ
一
④
ザ
毎
今
●
凸
白
一
寺

員
ツ
。
４
も
為
‐
ｊ
今
《
じ
ゃ
〃
や
”
兜
ゾ
ウ
雪
《
ｘ
Ｙ
Ｒ
Ｙ
■
■
凸
。
Ｕ
寸
今
・
町
田
”
Ｒ
ヅ
ヲ
ー
”
Ｑ
ｙ
０
珊

曇
く
．
今
今
．
’
雪
ｌ
・
く
・
Ｉ
・
１
言
１
１
．
１
琴
Ｉ
・
く

今
雲
今
今
・
言
１
．
．
１
今
宮
一
今
・

ｌ

雪
・
・
ゞ
・
委
軍
１
．
・
軍
令
・
１
．
・
Ｉ

句
〉
奄
写
－
４
至
り
》
・
４
寸
今
１
４
季
Ｉ
▲
季
１
且
△
リ
ゼ
１
且
令
１
４
る
①
。
？
堂
ウ
台
句
雫
Ｉ

一
一
』
”
一
一
１
》
一
一
一
一
１
北
一
不

1〔線智、凸形1

J1線l､凸

凸 形
■
■
且
。
Ⅱ
凸

一
形
一
形
一
一
一
一
一
一
一

曇
ｆ
雲
Ｉ
響
．
一
一
幸
舎
善

一
ｈ
蔓
り
．
善
一
一
宇
雷
雲

庁
Ｌ
弘
一
“
一
ず
其
一
声

一
線
一
彫
犀
に
形
零
叫
一
線
一
形
』
線
》

一
山
一
凸
一
凸
一
凸
一
不
一
吹
一
凸
一
曲
一

lr〔線1,凸形2

血線2

I！〔線1､不明l

凸形3

不IﾘI

ｏ
ｌ
－
ク
ム
ー
５
１
・
抄
言
一

耐
》
面
一
一
曲
》
向
醒
一

向
一
向
一
一
脚
一
画
一
一

も
凸
巳
▼
凸
も
。
屯
■
■

ザ
Ｆ
１
凸
宇
、
１
ら
ゐ
岳
．
・

伽
一
面
一
伽
一
血
一
曲
》
面
零

片
一
片
壷
片
一
片
一
片
一
片
》

両面

両1m

両曲2

両1m

片【川

片mll､両面2

片1,2

片面1.汝j面1

片曲2.仏jml

ィ､IﾘI

』
凸
・
画
令
二
１
．
。
｝
二
・
一
・
毎
日
凸
伊

屡
△
。
画
｝
二
・
。
。
マ
ム
・
一
・
宮
一
叩
ワ

ヅ
ー
心
ム
ー
ゆ
曾
少
写
り
中
ワ
写
り
＆
Ａ
ｊ
・
畑
中
Ｔ
亨
勺
乎
恥
ｖ
蝿
呼
へ
Ｊ
・
ｎ
ｖ
靴

一
一
｝
一
一
一
》
壷
一
一
一
雨
一
四
一
ィ

236

－
８
．
７
．
・
今
今
０
曇
書
１
今
２
．

－
３
幸
３
．
．
今
雲
４
曇
・
４
－
４
・

一
ワ
其
ワ
兵
エ
ー
ー
ウ
ニ
ー
ワ
臭
ザ
〕
一

n然面・節剛Iijｲ「

つょみ部折M1

析川

Ji棚・被熱

折 捌

折 拙

批1M

N〔1 111土 肘位 臓物排り． 石材
法Iql

腿(恒西） (､因） mu.) 髄敵〈腿）

〃帥

〃部数 VitW ‘ 洲 鰹
分賊 抑似I

垂
今
●
一
■
一
一
一
●
■
一
一

・
・
画
一
●
。
今
■
一
一
一
一
一
句
一
口
守
一
■
■
凸
●
今
■
■
●
字
■
■
■
■
ロ
■
■
ご
■
ロ
■
■
■
■
．

１
－
２
－
３
唾
４
－
芦
身
心
７
－
８
－
９
－
脚
》
Ⅱ
一
腫
一
脇
一
Ｍ
韓
喝
一
恥
一
Ｗ
》
嘘
｝
四
一
加
馳
剖
一
型
”
一
理
濁
一
妬
舘
野
鎚
酌
勢
抑
訓
一
磐
郵
一
訓
一
調
や
鞍
諏
一
犯
一
報
抄
仙
一
盤
郷
一
似
掘
一
拓
率
極
相
唖
拶
釦
一
訓
一
馨
勢
尋
露

●
●
。
一
●
仔
一
一
皇
●
■
一

●
●
●
一
心
●
■
一
己
●
●
凸

寺
ゆ
凸
■
■
●
②
●
●
幸
一
一
心
申
一
●
申
■
口
一
心
●
●
ｅ
■
。
。
ｅ
●
寺
垂
一
●
●
一
皇
幸
《
●
一
●
一

一
早
一
■
■
●
●
●
●
一
一
一
一
。
。
●
今
一
争
一
《
《
皇
幸
一
《
●
■
曲
●
己
一
●
。
』
の
一
《
や
士
●
一

■
ｐ
一
《
一
一
《

書
．
頁
ｊ
今
９
．
９
－
２
今
Ｏ

ｗ
－
ｗ
－
ｗ
－
州
一
畑
一
恥
一
釧
一
蛎

Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ
一
劃
蔀
一
副
一
別
一
釧

S

Ｓ
》
Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ

士
（
（
〉
●
ｕ
Ｃ
ａ
【
ｊ
０
・
【
Ｊ
９
．
【
４
０

巻
ひ
韮
①
詫
少
ヱ
ウ
実
ワ
舎

今
１
．
１
書
３
．
３
雪
３

》
Ｋ
知
Ｋ
》
Ｋ
一
Ｋ
》
Ｋ

。
。
●
。
●
由

SK.”9

曇
３
－
・
・
一
・
・
・
一
一
畳
一
号
一
・
一
一
一
一
・
・
・
一
・
・
・
一
・
一
畳
今
善
一
令
書
雪
毎
畳
・
一
、
釦

寺
一
■
ｅ
一
《
●
。
。
。
■
今
争
一
寺
一
・
画
。
●
●
句
一
。
。
画
一
●
。
ロ
句
守
一
▲
垂
毎
争
・
口
一
●

》
錘
咽
一
岬
埋
峰
皿
一
無
蜘
一
埜
皿
一
州
一
岬
、
一
蝿
唾
添
獅
郵
諏
添
諏
》
蜘
一
蜘
一
刈
諏
諏
諏
減
燕
一
蝉
刈
一
獅
獅
一
“
刈
一
無
延
Ⅷ
姉
獅
一
画

■
台
己
ら
一
●
●
●
④
■
●
●

ぬ
●
■
■
■
■
■
？
●
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
ｑ
岨
■
日
ｑ
■
ｄ
ｌ
ｄ
■
０
０
４
０
４
０
４
可
１
４
Ｉ

申
●
晶
。
』
●
●
申
④
■
●
■

■
●
●
●
●
毎
●
つ
む
一
つ
●
毎
■
●
凸
●
●
●
●
由
○
凸
心
●
申
■
●
。
●
●
●
■
一
●
一
●
守
一
●
《
心

中
守
晶
ｐ
一
●
や
申
●
■
●
申

甲
今
。
●
●
毎
●
●
．
Ｔ
８
Ｇ
ｅ
古
Ⅱ
＆
毎
首
■
＆
・
官
８
４
●
■
Ⅱ
凸
◆
■
９
６
告
●
■
＆
今
守
Ⅱ
凸
●
Ｕ
Ⅱ
４
●
由
Ⅱ
凸
●
ｒ
Ⅱ
凸
ｅ
Ｔ
Ⅱ
Ｂ
■
口
Ⅱ
品
申
■
Ⅱ
呂
申
■
■
＆
●
■
Ⅱ
凸
今
口
Ⅱ
凸
■
台
Ⅱ
日
中
■
Ⅱ
■
一
■
■
■
●
■
Ⅱ
凸
ｐ
■
■
且
●
■
■
＆
●
Ｔ
Ｏ
４
ｃ
Ｕ
Ⅱ
凸
告
■
Ⅱ
凸
一
●
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
日
・
■
Ⅱ
Ｂ
■
０
■
Ｂ
●
官
Ⅱ
■
ぬ
■
■
ら
●
由
Ⅱ
凸
士
●

》
一
一
酌
》
》
Ｉ
』
Ｉ
”
Ｉ
郡
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
罪
Ｉ
》
Ｉ
》
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
１
》
Ｉ
岬
Ｉ
》
ｌ
－
Ｉ
－
Ｉ
神
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
華
Ｉ
》
Ｉ
一
Ⅱ
”
Ⅱ
一
Ⅱ
軸
Ⅱ
》
Ⅱ
一
Ⅱ
》
Ⅱ
一
亜
Ｉ

申
●
冬
●
一
●
句
凸
争
一
●
■

。
邑
一
●
■
●
申
●
一
一
心
早

●
■
■
●
一
垂
。
凸
一
一
《
■

毎
■
凸
●
■
■
●
守
一
一
一
“
申
一
心
や
垂
一
一
■
●
●
垂
一
子
守
一
。
■
■
毎
色
争
一
色
一
由
争
垂
缶
一
●

卜
い
い
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｐ
Ｂ
い
い
■
■
■
ｂ
Ｐ
Ｂ
■
■
Ｌ
Ｐ
■
■
■
■
■
■
■
砂
■
■
伊
宇
■
■
■
■
■
由
ｃ
一
●

合
●
由
申
●
心
●
●
今
●
毎
。

●
①
申
●
■
●
●
●
●
毎
●
ｑ

●
一
■
心
■
今
申
●
②
今
●
●

０
℃
》
？
皇
．
１
配
り
裳
Ｑ
乳
小
Ｕ
》
１
．
芦
⑥
汗
Ｂ
一
口
咽
Ｔ
ｌ
輯
リ
裳
一
切
Ｔ
１
Ｔ
ｌ
韓
・
１
麺
リ
』
ざ
ｊ
天
Ｕ
天
⑪
芦
抄
－
４
詩
Ｊ
茸
ｊ
叩
心
朴

卯
一
，
一
伽
韓
伽
一
、
一
例
一
叩
四
伽
辛
叩
一
帥
一
皿
郁
、
》
Ⅲ
亜
凶
側
盟
仙
亜
叫
叩
一
伽
》
伽
一
ｍ
一
仙
一
伽
一
叩
如
帥

寺
一
皇
争
一
●
寺
や
。
。
●
●

。
一
旬
・
・
旬
●
●
。
。
《
●

由
一
一
ゆ
。
今
●
●
一
一
一
●

垂
垂
《
①
一
一
●
申
一
一
一
今

一
一
・
旬
。
。
●
牢
。
。
。
《

●
一
つ
●
。
。
●
垂
一
。
。
●

｡●●●｡。

()1

。｡■●●

ず色

■
●
●
■
●
●
●
■
幸
一
《
●
一
《
由
一
《
●
●
■
●
■
一
凸
■
●
。
●
一

句
●
缶
毎
●
●
●
ｑ
寺
一
一
●
守
《
由
年
《
●
台
■
●
■
●
■
垂
■
一
●
凸

①
■
●
毎
●
■
●
凸
仔
■
皇
申
。
●
申
申
巳
●
●
寺
●
●
●
曲
毎
■
一
●
凸

》
少
託
５
》
９
－
１
》
ｘ
静
ｂ
零
側
》
９
否
塾
７
芦
⑨
鷲
ｂ
詩
Ｂ
￥
４
茨
父
⑪
謹
め
￥
↓
》
リ
ー
３
汗
ｆ
２
ヴ
墓
３
－
川
叩
７
㎡
既
ｌ
ｘ
ｂ

－
脇
距
㈱
一
舵
一
ｍ
《
伽
《
帆
亜
仙
一
ｍ
一
伽
一
伽
却
“
垂
順
一
訓
一
哩
垂
哩
一
伽
韓
哩
亜
帆
諏
仙
辛
叩
辛
叫
伽
一
切
叫
帆
輯
哩
仙
韓
凶
側

一
●
一
一
口
●
●
●
一
一
《
申
一
一
●
一
●
●
華
一
一
華
■
●
■
●
。
●
一

一
《
一
一
一
一
由
●
年
画
一
●
一
一
●
・
今
●
Ｐ
一
一
隼
。
●
一
●
。
●
一

一
一
寺
一
一
一
ら
申
守
画
。
垂
争
一
旬
一
・
“
●
一
一
●
。
●
。
■
。
一
一

年
■
●
一
一
一
一
ゆ
き
垂
一
《
・
一
旬
●
。
●
●
幸
一
今
。
●
。
一
一
一
華

、
ト
ー
‐
Ｌ
０
ｒ
ｒ
０
－
Ｏ
ｒ
枠
●
卜
零
．
卜
ｒ
０
－
０
ｒ
や
０
ト
エ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
卜
零
０
卜
》
ｏ
ｒ
讃
０
一
・
ｉ
一

寺
一
蝿
》
琴
一
蓉
毒
一
等
一
争
奉
奉
毒
毒
一
一
垂
奉
一
一

●
■
。
や

Ｉ

型
》
垂
垂
一
一
職
壬
》
畢
恥
州
帝
一
》
埜
垂
》
》
》
雪
雪
封
雪
雪
》
一
》
一
畳
》
需
曇
》
一
皇
帝
》
壬
》
》
》
一
尋
》
》
一
計

■

申
ゆ
●
■
●
韮
●
卓

申
申
申
唖

ゆ
ゆ

宮
、
ｊ
〃
■
●
』
■
●
①
ｅ
●
申
凸
●
凸

古
令
巳
ｐ
一
●
■
●
毎
。
●
。
■
・
皇
一
心
■
申
●
毎
垂
垂
Ｄ
Ｐ
●
●
。
●
●
。
●
毎
む
め
告
《
■
Ｆ
、
〃
も
一
晶

郵
》
郷
》
祁
一
型
蜘
》
㈹
一
剃
一
㈹
一
退
却
一
抑
一
難
一
郷
《
郷
《
畑
源
一
抑
一
幅
一
脚
《
蜘
一
郡
一
〃
一
羽
》
郷
一
ｍ
》
”
一
難
一
測
一
妬
一
応
》
一
迦
郷
》
妬
一
加
一
鋤
一
幅
》
郷
》
卿
一
ｍ
》
郷
一
池
一
別
》
獅
一
郷
一
訓
一
卿
一
如
柵
一
他
一
盤
幅
一
Ｍ
》
撚
一
猫
一
別

ｊ
ｑ
ｎ
■
》
一
”
・
・

一
●
。
一
・
幸

一
。
●
●
■
一

一
一
●
句
一
■

垂
寺
●
●
一
巳
守
一
一
●
●
●
申
一
■
一
口
■
●
一
一
一
巳
●
■
●
●
垂
●
幸
一
●
■
守
与
一
心
守
一
ｊ
β
Ｅ
、
●
凸
■

？
■
●
寺
一
今
毎
一
一
一
。
寺
幸
一
■
一
一
申
缶
争
一
一
●
●
■
①
●
■
●
年
一
《
申
守
晶
や
一
幸
一
●
一
■

幸
一
凸
寺
一
一
●
一
・
一
●
■
令
。
。
一
一
申
凸
一
一
画
一
●
■
■
●
■
一
一
・
一
申
や
●
や
一
守
一
●
■
○

寺
一
○
■
一
一
④
一
・
幸
一
●
■
。
■
画
一
●
ゆ
口
。
。
■
●
■
一
●
幸
一
守
。
一
口
●
一
。
。
缶
。
■
■
■

(2

一
画
年
■
■
■
ｇ
■
ロ
■
■
■

一
一
●
ご
垂
■
■
。
●
Ｐ
■
●
一
■
・
一
一
一
●
①
一
一
心
一
一
●
。
●
●
一
一
●
一
●
。
●
。
《
一

一
一
幸
幸
一
凸
凸
垂
一
一
●
●
●
■
●
垂
心
合
争
一
一
《
■
一
一
《
一
一
■
■
●
■
・
一
●
・
ゆ
一
垂
垂
。
一

一
今
●
で
■
●
■
一
一
垂
凸
●
ぜ
一
口
一
心
中
華
一
一
心
●
幸
一
心
守
一
●
一
●
■
分
一
色
一
●
一
●
垂
●
一

凸
Ｃ
■
●
寺
●
与
幸
一
今
●
子
■
一
●
一
士
申
凸
一
一
今
●
令
一
●
で
■
毎
一
●
号
。
一
中
一
口
一
●
砧
も
″
グ
Ｐ
●
毎

台
一
口
●
今
今
や
申
●
一
一
一

合
ｘ
Ｙ
０
ｌ
ｏ
少
》
え
ｂ
－
４
ぎ
わ
Ｊ
ｏ
４
亘
申
。
ｌ
ｅ
Ｈ
－
Ｈ
Ｙ
ｏ
ｌ
．
少
』
凡
Ｊ
島
ｊ
・
砿
⑪
。
⑪
￥
【
〃
，
烏
’
８
》
鼻
０
．
１
℃
島
０
。
『
４
０
号
４
・
・
や
』
。
’
但
勺
入
り
風
ソ
丙
Ｊ
鳥
ｂ
２
Ｈ
・
ワ
０
－
侃
肋
－
７
’
参
・
４
畢
ウ
亨
銀
ｂ
晶
渦
。
。
’
・
砿
Ｙ
恥
ソ
一
・
ｇ
宅
０
ス
リ
・
ｑ
ｒ
１
Ｌ
入
り
申
⑪
ざ
７
０
．
ｑ
ざ
？
・
・
二
４
．
０
・
少
令
－
０

。
侭
Ｙ
Ｑ
ｖ
０
Ｕ
ｅ
０
－
畑
元
曲
亭
４
個
弔
申
０
●
咽
・
４
や
ら
●
曾
勺
ｖ
０
心
。
。
九
Ｊ
八
Ｊ
・
？
等
亘
’
八
心
一
少
Ｙ
１
凸
白
少
管
少
曽
Ｆ
勘
・
リ
言
畑
Ｙ
《
Ｊ
リ
ロ
ウ
ゼ
ゥ
ご
り
￥
巾
写
０
も
晶
○
ヅ
ウ
今
リ
』
・
４
画
・
１
咽
・
１
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一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
棚
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
価
一
一
編
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
卿
一
一
》
”
一
一
一
》

■
や
■
申
申
華
●
●
今
ｅ
●
●

句
Ｊ
・
司
紬
一
。
。
・
争
。
◆
一
・
。
。
。
－
畢
。
。
。
。
－
一
。
。
・
少
】
。
。
◆
今
。
一
。
。
。
一
元
喝
。
や
り
』
．
。
一
。
－
。
。
一
。
告
少
龍
一
・
①
学
。
□
・

華
一
一
申
●
一
。
一
一
士
士
今

ゆ
■
■
●
●
画
一
一
一
一
一
一

●
一
●
●
■
●
垂
■
■
●
■
■
年
今
年
一
分
垂
心
●
華
一
一
○
争
一
●
一
つ
垂
■
ｅ
一
一
合
●
一
申
一
。
■
●
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第66表－2スクレイパー類（削器）計測・観察表(2)

K〔1 出土 肘 位 加物耕一吟 ｲi材
法斌

腿(on) 鰯（ 1m） 厚(【”） 賀最（灰）

刃部

刃部畝 平IiIi形 i洲鰹
分双 抑似1

む
め
●
●
●
●
■
■
●
●
や

侭
ｙ
手
β
・
貝
き
り
》
Ｘ
Ｕ
ｏ
１
且
。
ウ
』
ｘ
心
。
４
沿
皇
⑱
。
Ｒ
ｂ
・
７
，

戸
ひ
岳
切
長
抄
昌
抄
具
ｂ
具
ｂ
具
○
尺
ｂ
具
ｂ
具
ｂ
戻
り
員
⑪

・
旬
句
●
●
口
一
句
●
一
■

。
《
“
●
申
ロ
ロ
句
争
。
●

68

69
－
０
－
１

口
【
４
０
句
【
ｊ
Ｏ

－
』

２
－
３
－
４
》
５

ヶ
７
．
守
日
●
ラ
，
や
再
〃
。

●
●
口

申
口
牢

76

■
由
■
■
申
。
●
旬
●
《
む
つ
争
●
“
《
告
や
●
凸
《
一
一
色
①
●
《
の
句
一
●
一

為
“
８
具
５
．
０
写
、
〉
－
１
４
．
ワ
ぎ
つ
○
・
０
勺
・
戸
ひ
今
《
ｂ
－
７
ｑ
ｏ
Ｑ
Ｕ
－
く
り
。
《
Ｕ
・
１
且
舎
ワ
』
缶
へ
Ｊ
■
４
や
毎
Ｆ
⑨
一
《
ｂ
今
『
Ｊ
－
Ｒ
Ｕ
－
ｑ
》
。
《
Ｕ
・
Ｉ
畢
雫
ワ
》
一
切
Ｊ
今
４
－
で
。
Ｆ
ひ
一
《
ｂ
・
ワ
ー
ー
Ｒ
》

一
宇
Ｊ
皇
ワ
０
●
ワ
０
一
心
其
￥
《
己
具
又
》
寺
《
又
》
毎
ｍ
尺
〉
・
《
ｘ
》
今
バ
ス
〉
一
Ｑ
⑪
。
ｎ
尺
）
一
《
其
〉
●
ｎ
叩
》
句
〈
吋
》
・
《
Ｍ
》
や
（
ｕ
》
ロ
ハ
ソ
一
《
叩
》
・
《
叩
》
の
〈
叩
》
一
ハ
叩
》
一
〈
叩
》
一
ｎ
》
寺
ｎ
Ｕ
一
〈
叩
〉
・
唖
Ⅲ
〉
旬
〈
Ⅲ
〉
ロ
ハ
ｖ
一
《
叩
〉
ゆ
《
叩
〉
画
《
叩
》

由
●
。
画
一
の
申
の
寺
《
一
画
一
争
句
。
。
申
。
。
《
一
一
・
１
４
隼
１
４
－
１
且
一
口
１
口
も
Ｄ
４
ａ
－
ｒ
８
一
・
■
■
口
。
■
且
。
●
０
畢

幸
●
一
。
。
●
字
●
凸
凸
一
一
・
句
●
。
。
。
。
一
一
由
。
一
・
一
一
●
●
一
一
。

19K

28K
や甲一＝＝やき●●。

07，
...

●●。｡＝－－－‐■

151

…i弱…
…i耐…

17M

..苑…

…罰j…
22，

●・・－＝ロー＝寺■

22L

22L

II
一
Ｉ
一

一
郡
一

一
ワ
管

一
一

230

24K

24K

…25G"
…海j…‘

甲
。
一
●
●
一
旬
由
や
一
告
》
●
由
一
一
●
●
や
一
一
一
口
●
●
の
一
一
一
口
●
や

。
字
■
●
。
由
や
《
●
一
色
句
●
■
凸
一
●
●
ゆ
争
今
一
缶
今
●
●
■
一
一
む
つ
●

鉦
姉
燕
燕
耐
画
一
雑
唾
一
画
一
ｍ
一
耐
一
州
一
恥
一
咽
一
脈
一
叩
一
皿
一
皿
一
恥
一
皿
一
皿
一
跡
一
皿
一
ｍ
一
皿
一
皿
一
劉
一
郷
一
訴
一
珂
一
永
一
畑
一
亜

●
由
●
申
伊
●
●
●
●
凸
●
垂
や
●
●
凸
申
申
●
凸
●
●
●
。
。
ご
由
座
■
■
■
Ｆ

■
●
申
■
■
●
ゆ
皇
寺
凸
●
《
・
●
●
や
凸
■
缶
《
●
凸
。
●
申
告
■
ぬ
凸
●
華

中
や
申
■
》
●
●
■
告
凸
宇
《
●
寺
●
主
寺
寺
守
凸
●
凸
■
毎
句
■
◆
●
●
◆
●
華

ロ
ロ
■
●
旬
■
■
■
旬
一
●

一
一
曲
●
や
。
】
●
寺
一
●

一
●
ｇ
白
日
里
●
Ｔ
■
且
句
首
■
■
牢
甘
■
■
・
首
■
＆
由
呑
Ⅱ
品
●
Ｔ
Ⅱ
凸
一
寺
Ⅱ
凸
の
口
Ⅱ
△
告
寺
Ⅱ
＆

廿
日
▲
・
寺
Ⅱ
凸
●
■
■
＆
ロ
マ
Ⅱ
▲
ロ
ゥ
Ⅱ
＆
申
せ
Ⅱ
昌
一
口
Ⅱ
ｇ
●
■
■
ｎ
句
一
画
■
＆
・
口
Ⅱ
凸
凸
■
Ⅱ
昌
寺
一
百
Ｂ
ａ

一
●
ず
ロ
マ
■
●
や
年
●
寺

の
●
や
■
字
■
●
や
幸
。
》

心
●
●
■
句
●
●
●
寺
●
■

11

11
.......

II

Ｉ
言
Ｉ
言
Ｉ
言
Ｉ

Ｉ
言
１
－
１
言
ｌ

‐
‐
４
４
０
■
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｌ
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
ロ
ロ
ロ
■
■
■
屯
■
■
画
争
■
●

。
寺
一
口
●
。
。
一
一
隼
■
垂
争
●
一
こ
■
■
寺
幸
一
幸
寺
●
●
凸
ロ
・
寺
垂
一
●

Ⅲ
釦
Ⅲ
一
Ｈ
一
Ⅲ
』
Ⅱ
《
Ⅱ
Ⅱ
一
’
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
恥
Ⅱ
－
１
－
Ⅱ
－
１
》
’
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
》
Ⅲ
顕
Ⅲ
》
Ⅱ
一
Ⅲ
一
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ⅲ
》
Ⅱ
一
Ⅱ

●
守
凸
。
■
Ⅱ
凸
■
■
日
早
一
口
Ⅱ
Ｂ
“
一
●
一
寺
口
■
●
Ⅱ
凸
●
．
■
■
。
●
や
■
句
■
幸
《
華
寺
●
●
合
告
口
や
、
■
年
■
Ⅱ
ｑ

■
毎
座
。
。
早
▲
●
●
寺
■
●
告
。
●
。
●
守
争
■
《
■
■
●
●
●
告
包
む
■
■
●

申
ｅ
●
●
●
争
心
寺
●
寺
甲
■
Ｐ
■
■
■
■
ｐ
ｐ
■
』
Ｐ
■
ｂ
ｂ
０
Ｆ
日
日
Ｐ
Ｌ
■

’
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

や
◆
皇
由
●
申
■
●
。
ｅ
●

争
●
。
●
。
●

今
●
●
●

●
句
。

“
●
●
■
一
一
●
争
《
。
・

の
争
早
幸
一
の
●
。
●
凸
・

●
寺
。
一
一
巳
寺
・
句
一
・

．
１
寒
心
手
４
－
ｑ
乳
《
ｂ
－
３
牙
史
ワ
ニ
。
１
漆
Ｊ
－
２
－

４
．
０
曇
１
－
０
．
３
畠
○
・
３
今
６
宮
１
．
－
副
曇
１
．

9‘1

】36

４
．
６
．
１

６
．
６
．
１

０
－
０
《
０

皇
●

や
●

旬
●

110

258

iiざ…
而曹…‘

●●●

■｡①

。
②
●
幸
一
心
旬

の
凸
。
■

●
●
や
●
口
句
■
●

。
《
●
●
●
●
一
。

。
一
■
一
一
●
口
●

●
一
己
○
一

一
●
●
●
缶
・

・
■
《
一
一
●
告
●
●
一

・
●
己
一
一
●
・

●

●
●
句
ロ
ロ

●
●
凸
隼
・

寺
●
《
皇
■
④
缶
●
●
一
口

１
－
３
牙
父
Ｑ
》
毒
４
８
配
？
』
一
戸
ｕ
や
弓
ｆ
－
９
１
－
４
麺
８
－
《
Ｊ
や
凸
判
』
？
』
一
も
’
一
【
ｊ
》
４
唖
３
》
ｏ
１
－
”
Ｊ
函
。
’
一
【
ｊ
－
２
』
《
⑪
》
９
軸
口
⑲
零
．
１
》
５
》
旬
ｆ
亜
厚
動
－
６
》
へ
る

１
．
１
．
０
．
０
言
０
．
０
．
２
．
０
．
０
．
０
．
０
．
３
．
６
．
０
．
０
」
０
壱
１
．
２
．
０
．
０
畳
０
．
０
．
３
．
１
．
１
．
４
．
３
．
２
．
５
？
８
．
２
．
１
．
３

０
．
０
．
０
．
０
－
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
◇
０
．
１
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０
．
０

●
●
や
《
●
●
●
●
●

。
。
●
●
●
今

■
●
●
●
■
■
つ
●
●
や
■
●
。
●
●
”
皇

●
●
や
《
●
●
句
。
《

。
●
。
●
■
凸

■
●
●
●
■
句
■
●
●
や
●
●
申
●
●
■
垂

●
●
口
旬
●
●
一

●
《

●
由
●
ウ
●
《

告
●
■
●
●
華
■
●
●
旬
●
●
年
●
中
■
凸

●
中
一
一
一
”
一

●
《

●
●
申
。
－

年
●
●
●
寺
》
華
●
一
旬
●
●
缶
申
●
。
■

上
上
上
ト
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｔ
ｒ
ｒ
ｒ

郷
一
毒
一
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
癖
郷
室
、
害
．
一
一

卜
》
チ
亜
チ
ー
チ
》
チ
ー
チ
ー
チ
坐
チ
》
と
チ
蛇
チ
ー
チ

ヌ
．
。
．
善
・
・
・
・
ヌ
・
・
・

皇
令
．
●
●
●
●
凸
ら
●
■
。
③
。
■
申
。

ﾁ･勾・－卜

チ ャ ー ト

チャート
■ややむ‐一宇写一年●●

チャーI、

‐トャート

チ･ヤーI、

．ﾁーｨ･一ト

ーチーャート

チャート

チャート

チヘ･一ト

チ･ヤート

チ ャ ー ト

サヌカイト

．芋￥ード

卜
０
－
卜
Ｂ
恥
Ｄ
ト
ー
ト
０
丁
ト
ー
Ｄ
ｒ
－
０
ト
ー
ト
ー
ト
ｑ
亜
Ｌ
０
》
・
ト
ー
Ｌ
、
一
卜
・
坐
Ｄ
ｒ
亜
卜
０
一
ト
０
－
卜
０
－
０
ト
ー
、
ト
ー
。
ト
ー
Ｌ
０
－
９
ｒ
－
。
ト
ー
ｏ
卜
恥
ト
リ
ー
ト
Ｕ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ヤ
ー
や
．
一
ヤ
“
ヤ
』
ヤ
ェ
ヤ
“
ヤ
』
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
亜
ヤ
恥
ヤ
函
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
“
ヤ
配
ヤ
』
ヤ
》
ヤ
ー
ヤ
“
ヤ
亜
ヤ
》
ヤ
蓉
午
》
ヤ
ー
ヤ

チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
》
ナ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
》
チ
》
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
》
チ
ー
チ

●
●
。
や
旬
“
●
垂
●
申
●

●
●
■
・
今
句
●
一
一
申
一

一
●
寺
一
口
■
。
一
一
缶
一

口
●
●
缶
《
■
●
守
●
。
●

詔
一
読
一
お
一
姫
諏
一
四
一
泌
一
妬
一
認
一
盤
加
一
狐

や
や
士
“
●
毎
句
●
■
■
や

●
。
《
座
。
■
華
与
争
一
●

争
●
●
心
。
●
寺
●
卓
今
●

や
や
。
一
●
告
申
●
ゆ
一
句

52

33

54

6(）

4

●18
....…．

や句ママーー写一年●●

44
'･ロー毒－．｡

と〕j
■●ゆゆ●｡守一｡。｡●

●
⑤
今
●
口
士
●
旬
一
口
凸
口
や
●
●
令
由
《
●
■
今
■
●
■
華
■
■
一
■
一
句

●
■
凸
■
。
。
●
凸
一
一
《
一
垂
今
●
今
。
一
“
●
一
幸
寺
寺
甲
一
一
一
寺
一
●

●
一
口
●
申
・
寺
凸
一
一
一
一
・
句
●
一
・
由
●
■
一
幸
一
』
。
一
一
一
一
一
●

●
■
《
●
■
《
合
参
一
一
●
垂
守
年
●
《
旬
《
“
由
●
■
●
■
色
句
■
旬
●
一
●

襲
亜
弱
一
別
一
匁
艶
一
拠
一
郡
一
羽
一
栂
一
紛
一
叩
一
郡
一
獅
一
錦
一
幅
一
“
一
砺
一
郡
一
理
一
”
一
諏
一
郷
一
幅
一
鯛
一
訓
一
鈍
一
拓
一
卿
奮
麺
一
鋤
一
釦

争
。
●
垂
一
■
■
ゆ
《
■
句
●
■
む
き
■
■
■
つ
や
●
●
や
や
ゃ
一
皇
一
吟
●
凸

垂
凸
●
ご
垂
●
■
●
ぬ
凸
●
●
一
ｅ
●
■
毎
■
●
。
。
●
守
●
令
一
●
◆
中
●
●

告
一
●
旬
一
●
●
。
垂
凸
■
●
凸
■
●
■
●
●
●
Ｃ
心
●
争
ｃ
幸
皇
●
今
◆
■
●

寺
凸
●
告
■
■
句
ゆ
《
今
●
●
■
ｅ
■
●
■
●
。
●
中
●
令
ｃ
令
一
●
寺
●
●
●

引
当
、
〃
曽
勾
Ｊ
、
切
り
・
的
。
申
勿
筈
の
夕
筈
ｄ
岨
呂
勾
召
昌
ａ
・
ワ
曽
冗
＆

幸
一
●
●
一
一
凸
ロ
一
●
幸

一
“
④
守
一
一
●
句
。
争
・

守
年
●

●
●

。
心
①

●
●

●
●
旬
●
●

●
。
●
申
●

●
ゆ
由

4
●●■皇●●●

47
亜
亜

●
凸

●
■

ゆ
口

・
１
．
９

章
３
雪
３

◆
■
■

６
言
０
・
ワ
皆
２

５
－
２
．
３
．
２

旬
●
●

●
●
句

●
●
や

●
凸
●

●
●
●

●
幸
今
●
缶
《
●
●
●
一
色
●
一
争
色
●
句
一
幸
一
一
一
。
■
●
。
●
●
凸
由
●
華
一

●
ｅ
《
●
●
今
●
●
。
■
●
凸
一
●
色
●
“
由
■
一
●
●
。
●
●
●
●
●
。
■
の
●
■

。
■
凸
●
や
士
●
寺
■
一
句
華
。
一
や
。
⑤
一
・
。
《
一
一
一
●
寺
●
や
寺
や
●
垂
一

●
●
ぬ
●
●
凸
●
■
。
争
今
申
甲
ｅ
●
。
■
凸
■
■
●
垂
』
●
●
●
●
●
由
●
●
の
寺

■
１
０
Ｉ
刊
ｄ
■
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
由
由
自
■
●
毎
●
●
■

《
野
鋤
一
郷
酌
騨
調
一
網
零
割
仙
坐
褐
一
銅
一
霊
一
緬
一
妬
一
調
一
死
一
調
坐
鋤
一
調
一
洲
一
㈹
一
郵
一
塑
一
調
一
割
一
調
一
型
》
鯛
一
幅
一
㈹
一
洲
垂
狛
一
犯
一
狐

争
。
●
宇
一
己
寺
一
寺
《
一
一
一
■
幸
華
●
●
■
●
●
申
。
■
●
句
垂
寺
一
寺
・
』
●

垂
凸
●
毎
画
●
■
■
口
巳
争
一
《
一
寺
●
。
●
●
●
。
●
■
句
●
や
●
缶
争
句
舎
ｅ
■

口
●
●
垂
凸
●
●
一
●
巳
守
幸
■
一
。
●
。
●
凸
●
■
４
年
■
●
●
■
ご
幸
や
由
●
●

●
皇
。
ご
■
由
色
一
●
■
Ｐ
幸
●
■
■
■
■
■
凸
■
ら
■
巴
Ｆ
■
町
■
■
Ｐ
■
■
ｂ
Ｂ

寺
一
■
一
一
《
華
・
寺
《
一
一
・
一
一
幸
。
《
■
一
●
。
。
画
争
句
寺
一
一
寺
守
一
●

●
申
■
・
■
ｐ
●
句
。
●
■

■
ゆ
き
や
●
。
●
●
●
●
心

●
●
●
《
●
中
凸
●
●
寺
●

●
●
ぞ
垂
皇
。
■
●
。
申
■

●
の
■
今
旬
申
守
《
。
一
■

ｑ
冒
侃
Ｙ
自
習
ワ
』
鼻
切
。
一
″
Ｐ
Ｒ
晋
①
普
戸
ひ
・
ウ
菅
ワ
０
具
⑪

●
も
Ⅱ
▲
華
一
。
■
畢
一
も
０
▲
《
。
。
《
●
令
Ⅱ
凸
一
●

●
垂
》
由
■
一
一
。
。
。
●

華
一
凸
■
や
一
一
●
一
今
守

寺
■
■
。
●
一
心
●
一
●
寺

●
令
ｅ
ｃ

●
守
ら
由

写
凸
●
●

●
由
《
●

・
や
‐
管
ワ
０
《
⑪
ぎ

ゃ
。
■
＆
《
の
●

垂
一
●
寺

。
皇
●
唾

。
心
申
■

。
。
■
句
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●
。
●
●
ゆ
ゅ
ゆ
。
中
●
●
●
●
●
●

●
●
●
句
●
。
。
申
●
●
●
ウ

●
●
▲
ゆ
●
①
旬
今
●
●
●
●

●
●
ｐ
。
●
。
●

●
や
一
。
巳
●
“
■
●
凸
●
《
■
毎
。
。
●
凸
む
つ
－

３
．
８
邑
Ｄ
言
６
－
１
．
８
言
９
－
８
．
０
．
６
書
９
．
７
．
８
曇
９
．
７
．
ワ
】
一
９
．
３
雲
９
．
２
．
０
－

勺
■
＆
口
一
・
今
。
Ⅱ
▲
●
。
。
●
も
■
凸
一
《
●
凸
垂
●
告
。
Ⅱ
△
一
一
。
Ⅱ
４
。
■
●
Ⅱ
ａ
●
画
■
■
一

一
一
・
■
●
一
一
●
一
●
凸
《
。
守
守
一
一
寺
●
の
一

一
一
一
●
ロ
一
句
寺
一
●
寺
■
一
●
口
垂
争
一
・
■
一

垂
垂
●
●
華
■
む
告
一
中
争
中
■
■
●
亨
争
口
●
寺
《

や
垂
一
一
争
牢
今
や
《
凸
●
《
一
●
■

⑪
必
－
８
－
写
ｆ
－
０
珊
一
７
－
⑳
Ｊ
・
Ｒ
）
・
Ｐ
靭
・
Ｔ
ｌ
・
侭
》
・
且
唖
・
－
Ｊ
。
ｑ
》
一
《
Ｕ
・
く
り
・
《
Ｕ

も
■
４
幸
一
・
・
一
口
■
ａ
句
●
●
●
■
＆
●
●
●
“
一
勺
Ⅱ
▲
申
守

。
。
一
●
一
や
●
●
●
。
申
■
今
毎
一

一
■
ぬ
●
。
守
凸
●
●
つ
ゃ
申
巳
や
争

一
一
座
心
一
●
●
の
。
ご
●
●
●
●
口

●
●
申
●
●
●
申
●
●
ｐ
●
や

申
や
●

３
鼻
ｊ
書
３
．

●
●
ｂ

ゆ
■
一

《
ｊ
芦
⑥
天
ｂ
一

一
一
心

垂
《
●

・
凸
●

屯
■
■
凸
”
。
毎
守
一
●
●
一

①
■
垂
一
凸
垂
●
●
凸
包
む
寺

●
旬
一
■
字
◆
。
●
●
●
凸
ｃ

●
●
■
●
寺
凸
●
●
●
●
■
●

此
Ｙ
ｎ
Ｍ
犬
肋
鼻
』
。
Ｏ
心
賢
⑪
民
⑪
民
Ｊ
芦
勃
・
９
泊
え
り
具
叩
ロ

△
●
？
ｅ
●
■
凸
■
①
●
●
？

●
●
吟
《
●
土
星
争
一
●
凸
■

Ｆ
Ｕ
芦
⑨
守
上
一
靭
苛
ｊ
￥
判
一
ｑ
墨
４
丁
堂
５
苧
八
手
４
－

１
．
２
曇
言
・
２
．
－
２
．
言
今
２
つ
１
言
Ｉ
営

む
画
一
●
。
《
告
《
●
申
。
・

牢
・
旬
●
一
一
●
一
。
一
一
凸

●
一
●
●
■
由
Ｐ
□
■
戸
■
■
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争
●
。
●
●

争
●
●
●
●

今
垂
心
●
色

亘
０
曇
３
．
９
．
８
雪

一
●
●
●
■

●
ａ
●
■

了
え
ｑ
》
芹
ｆ
雰
Ｕ
一

言
２
今
・
・
一

由
●
■
寺
一

や
●
寺
宇
一

●
●
口
寺
一

■
１
ｑ
■
０
勺
■
『
ｑ
■
■
■
■
甲
■
■
句
■
旬
ロ
■
■
の
●
凸
今
凸
●
守
口
●
Ｃ

Ｇ
●
■
●
。
缶
■
守
年
●
●
旬
凸
。
●
●
●
■
●
一
凸
●
●
●
●
●
皇
●
。
句
■
。

●
●
●
●
。
●
●
ｅ
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
で
■
凸
●
●
●
凸
●
や
●
●
句
●
。

●
●
■
●
●
●
●
ｅ
●
垂
■
●
。
●
●
凸
句
。
●
■
凸
ｐ
や
《
《
む
っ
●
今
華
●
■

再
Ｉ
今
ワ
，
。
ｑ
老
０
．
ｆ
２
Ｒ
ｖ
０
但
廻
ｑ
》
令
ワ
』
・
Ｈ
Ｕ
。
、
〉
・
叩
ｎ
．
０
や
・
一
り
・
写
ｊ
・
４
訂
・
《
Ｊ
・
１
Ｊ
・
・
９
屯
・
ワ
リ
一
心
名
－
４
や
。
ザ
０
．
１
８
．
句
Ｊ
壷
１
且
巨
ワ
０
つ
、
Ｊ
・
Ｆ
、
一
ｑ
〉
国
【
’
１
．
叩
４
巳

■
《
■
▲
■
告
●
《
▲
●
■
寺
◆
《
●
垂
今
●
■
今
○
垂
。
●
■
字
●
●
や
皇
■
ロ
■
申
Ｌ
■
●
令
●
■
●
一
●
●
◆
■
旬
■
■
。
■
■
■
凸
■
士
■
一
●
。
■
一
ザ
●

４
－
５
－
１
－
９
－
９
》
９
－
０
－
９
－
８
酌
５
－
８
》
２
》
１
恥
７
麺
１
－
４
－
０
－
３
《
４
－
６
－
２
－
７
－
１
配
４
－
４
－
７
－
７
－
８
－
３
－
９
－
０
－
０
垂

１
４
一
・
？
管
１
ａ
・
ワ
昔
一
ワ
省
一
・
。
Ｃ
Ｑ
》
。
。
ｌ
・
ク
一
・
・
■
＆
・
ワ
一
．
１
△
一
《
③
二
Ｄ
■
＆
一
一
一
や
《
⑪
。
・
今
吟
Ｃ
ｌ
。
・
１
４
今
一
少
』
。
１
＆
■

《
守
一
凸
●
。
●
。
●
。
●
寺
。
口
。
口
一
画
一
一
一
一
旬
●
一
●
●
ｃ
ｃ
■
●
口

守
守
一
●
垂
■
●
一
一
中
凸
守
守
●
色
■
一
牢
垂
《
凸
隼
や
■
皇
●
●
中
■
●
●
●

●
。
■
●
・
■
●
由
Ｐ
申
■
Ｐ
■
■
■
■
■
Ｆ
■
■
■
■
■
Ｂ
ｂ
■
ｂ
ｐ
Ｂ
ｂ
ｒ
日
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ａ
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
●
●
●
●

心
や
き
●
●
●
●
巳
凸
■
寺
●
毎
●
●

●
ゆ
き
●
●
ｐ
●
■
ゆ
由
■
■
●
●
●

●
●
缶
●
●
ｐ
●
●
●
心
●
句
●
■
■

。
■
凸
●
。
Ⅱ
晶
中
も
Ⅱ
凸
争
。
Ⅱ
４
《
Ｑ
８
４
●
●
■
且
●
●
Ⅱ
■
守
旬
■
ｇ
●
。
■
且
●
。
■
Ｂ
垂
。
Ⅱ
▲
●
屯
Ⅱ
凸
や
。
Ⅱ
△
ロ
。
Ⅱ
４
●
。
■
且
●
凸
■
■

●
争
垂
の
皇
●
や
●
●
■
●
一
《
■
”

凸
●
。
土
星
●
一
凸
一
一
や
・
の
●
寺

。
寺
。
口
●
幸
一
■
一
一
一
。
●
や
》

●
一
一
や
●
。
。
●
垂
一
寺
。
●
や
。

■
由
◆

■
●
●
や
●
告
●
●
句
■
●
句
●
守
凸
■
●
●
●
●
■
■
●
凸
垂
●
。
●
一
宇
幸
◆
◆
■
画
一
●

●
●
●
や
●
ご
●
●
寺
●
●
華
●
●
垂
皇
●
●
●
●
垂
●
●
●
垂
垂
●
●
一
■
一
一
也
毎
台
■
凸

■
や
●
旬
●
●
《
●
■
●
●
■
●
●
の
《
皇
●
“
●
の
ｅ
●
●
一
一
●
●
■
■
■
一
一
寺
●
幸
む

つ
１
４
－
１
毎
今
１
Ⅱ
・
１
今
・
１
１
◇
１
。
《
９
■
上
・
１
４
国
１
８
壷
１
且
。
１
日
ニ
ワ
』
。
？
】
・
一
ワ
》
含
ワ
士
舎
り
』
唇
ウ
』
。
？
』
唇
ゆ
］
。
？
＆
含
り
』
マ
ワ
』
・
ワ
堂
や
ワ
一
一
ク
レ
ー
ワ
』
・
ワ
』
つ
ゅ
』
一
つ
レ
ー
ワ
』
一
ワ
〕
一
ワ
》
今
ウ
レ
幸
ワ
』
や
？
》
一
⑳
舎
今
少
』

華
一
《
ロ
●
画
一
●
。
由
●
。
●
《
。
今
●
●
●
“
。
や
凸
一
・
一
色
己
一
一
一
画
一
画
一
一
一

や
一
《
ロ
●
一
一
。
。
《
●
・
華
《
一
今
●
●
●
皇
』
幸
寺
一
一
一
口
■
一
一
一
一
由
・
垂
一
一

一
一
《
一
■
一
凸
句
。
一
一
幸
一
●
《
凸
。
●
●
●
』
幸
寺
一
一
。
》
●
■
。
。
一
口
一
垂
一
心

幸
一
●
●
守
一
●
口
一
皇
一
一
。
●
《
●
●
●
句
。
“
一
幸
一
一
一
寺
●
二
一
。
■
凸
■
垂
由
●

施線
●
一
●
句
苧
。
９
″
、
剛
守
●
■
９

寺
一
句
句
一
●
●
ざ
０
弓
皇
利
Ｊ

●
●
●
や
垂
。
●
一
■
■
巳
守
●
０
Ｆ
‘

●
●
●
告
守
ｃ
Ｑ
ｆ
０
、
・
●
Ｊ
■
、

口
一
句
■
。
凸
●
も
、
Ｊ
Ｊ
寺
戸
、
Ⅱ
グ

ー
形
一
線
識
一
線
癖
一
線
一
幽
線
識

一
凸
一
血
一
不
一
直
一
不
一
碗
一
鎌
一
成
一
鋸

●
ロ

凸
●

●
■

●
凸

一
線
一
線

一
↓
１
ざ
一
ｔ

一
ｒ
管
１

－
●

●
苧
一
●
由
●

●
一
・
一
■
●

》
一
月
今
・
・
・

寺
一
夕
ダ
ダ
一
』
坐
》

“
零
町
一
一
一
坐

一
線
卒
一
線
一
線
一
形
一

一
直
一
宝
政
一
血
一
凸
一

凸形

itm+凸形

鋸歯状(i/O

。
。
一
《
寺
一
●
句
●
■
■
一
●
●
寺
●
凸
寺
句
寺
一
華

。
●
一
《
■
一
●
■
●
。
。
。
●
中
●
。
《
苧
■
苧
・
幸

一
再
４
。
。
・
毎
。
。
。
凸
。
。
。
。
。
。
唇
。
。
。
。
。

画
多
孔
壷
辛
壷
一
》
一
“
』
》
一
“
》
函
如
辛
辛
一
一
辛
辛

一
川
君
》
一
壁
》
一
函
一
》
一
一
｝
》
一
一
一
坐
亜
亜
一
》

一
鍬
線
一
線
一
形
一
線
一
線
一
線
一
形
形
一
線
形
一
線
練
一
線
形
一
線
線
一
形
線
一
線
線
一
形
線
一
線
形
一
線
線
一
線
形
一
線
線
一
線
形
一
線
線
一
線

』
鷺
直
一
血
一
曲
一
晩
一
血
牽
吹
一
凸
凸
辛
迩
凸
一
吹
直
一
山
凹
血
血
亜
尚
血
亜
吹
吹
函
凹
吹
恥
血
凸
一
山
血
一
施
凸
一
血
沈
一
瓶
凸
一
血
吹
一
沈

む
●
■
●
一
一
●
・
口
“
《
●
。
■
。
●
●
寺
垂
守
一
■

●
一
や
寺
華

線
形
線
一
形
線
一
線
線
一
線
線
一
線

政
一
ハ
血
一
凸
虹
一
価
血
一
血
血
一
政

●●●●●■

＝守守■凸■●‐毎勺

一
寺
｛
。

．
多
／
今
管
Ｉ

》
月
》
｛
く

”
凹
一
竿
状

線
一
線
形
一
線
形
一
歯
線

血
一
吹
凸
一
蹴
凸
一
鋸
血

。
③
一

●
寺
守

●
■
今

●
申
・

●
申
寺

●
寺
守

亜
《
》

一
線
形
一
線
形
一
形
線

霜
夜
凸
一
血
凸
一
凸
伽

I』jihj

■
■
勺
■
凸
句
■
凸
口
。
●
。
凸

》
●
や
一
一
・
凸
一
隼
一
で
一
●

士
唾
一
』
●
。
。
●
一
幸
寺
一
●

旬
寺
一
凸
●
。
。
。
。
●
寺
■
。

●
毎
Ｆ
。
●
垂
。
年
年
●
●
七
つ

●
－
０
■
・
垂
与
』
Ⅱ
■
。
？
。
■
Ｕ
■
》
－
０
つ
一
、
■
守
争
・
Ｉ
４
－
Ｆ
０
■
８
告
争
。
■
凸
一
申
■
■
ｇ
■
や
ｇ
■
。
●
。
上
■
■
●
マ
■
■
』
。
『
１
０

●
ロ
ー
ｎ
肥
垂
●
師
叫
一
●
一
Ⅱ
叩
●
ロ
一
Ⅱ
卯
●
ロ
曲
卯
一
。
抑
叩
。
〃
叩
叩
●
。
ｎ
肥
一
・
ｍ
Ⅶ
●
○
一
町
Ⅱ
。
○
皇
Ⅱ
叩
●
ロ
ー
加
加
●
品
川

●
Ｆ
■
■
、
ｒ
“
Ⅱ
８
』
ｂ
ｏ
Ｈ
■
等
、
■
■
●
・
一
１
４
言
凸
■
り
っ
。
。
Ⅱ
Ｉ
●
７
５
？
Ｇ
■
８
■
０
１
１
曾
ｌ
■
．
、
■
Ｑ
●
Ｆ
Ⅱ
■

一
向
蓉
測
一
間
》
画
配
両
一
間
一
岬
一
両
一
両
一
画
函
間
一
両
坐
両

●
一
口
●
。
一
一
●
。
や
。
。
●
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凸
一
一
●
華
一

・
由
一
●
華
一

垂
一
●
●
寺
●

垂
一
●
●
。
●

。
。
■
■
ｇ
皇
●
０
■
。
●
缶
。
■
ｊ
牙
一
１
日
。
。
●
■
。
●
ウ
ニ
■
■

一
○
一
曲
肥
尋
Ｄ
Ｍ
岬
●
〃
Ⅷ
叩
●
、
ｎ
肌
。
、
怖
冊
●
ロ
一
Ｗ
肥

。
ｅ
Ⅱ
６
●
己
Ⅱ
卜
●
ｒ
凸
Ⅱ
Ｕ
●
Ｆ
“
Ⅱ
６
●
今
Ⅱ
６
●
。
■
巳

。
：
Ⅱ
ｇ
●
今
。
■
″
●
令
●
Ⅱ
Ｊ
●
毎
。
■
凸
争
口
。
■
Ｊ
ｐ
５
Ⅱ
』

・
九
・
Ａ
・
曲
。
曲
一
山
・
曲

る
１
９
今
日
Ｉ
今
日
Ｉ
三
ｒ
９
－
ｄ
凸
■
一
■
■

一
ロ
●
●
一
ロ

告●申｡●●●●●●心
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
裏
裏
一
喪
典
一
喪
裏
一
一
一
一
一
一
苧
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

“
一
辛
坐
圭
一
一
一
》
火
災
》
炎
炎
』
炎
炎
”
奥
災
》
炎
喪
辛
距
｛
》
や
》
一
一
一
》
亜
》
坐
》
亜
》

●
○
一
曲
Ｍ
・
ロ
一
Ｗ
州
●
・
曲
卯
●
“
ｎ
卯
、
町
加
里
。
ｎ
ｍ
”
一
Ⅶ
叩
垂
○
曲
Ⅷ
●
一
ｍ
ｍ
●
”
叩
叩
○
一
ｍ
叩
争
●
一
曲
Ⅲ
●
一
曲
Ⅱ
●
、
一
Ⅶ
叩
ロ
ー
ｎ
冊
■
ｄ
一
ｍ
叩
●
一
Ⅱ
叩
“
○
一
ｍ
肌
合
一
ｍ
叩
守
口
一
仙
卯
画
一
Ⅱ
叩
凸
．
一
仙
皿
ロ
ー
師
叩
●
”
一
抑
川
口
一
血
卯
●
”
一
ｍ
叩
●
、
卯
。
〃
加
川
口
一
町
叩
●
○
一
Ⅲ
即
ｏ
ｎ
Ⅱ
●
，
師
肌
○
一
叩
皿
●
“
曲
叩
’
一
ｍ
伽
・
Ｄ
Ｗ
ｍ
・
画
肥
今
○
的
肌
＆
肌
寺
、
一
叩
叩
ロ
ー
血
肥
●
〃
ｗ
叩
け
－
Ⅱ
眼
●
、
町
肌
○
曲
叩
●
、
ｎ
肌
ロ
ー
叩
Ⅲ
●
ロ
ー
叩
卯
ロ
側
、
●
”
肘
ｍ
ｅ
一
ｍ
Ⅲ
●
心
血
卯
○
ｍ
Ⅱ
。
ワ
曲
叩
○
一
Ｗ
叩

●
ロ
ー
■
凸
“
●
■
４
●
●
ｌ
８
Ｃ
ｃ
ｌ
０
。
。
■
４
■
も
■
Ⅱ
４
．
１
４
争
早
。
■
』
。
②
■
■
●
早
・
Ｉ
ｇ
：
■
■
争
申
曲
■
日
。
■
■
Ｕ
■
や
巳
■
０
◆
Ｇ
■
６
心
や
１
０
●
■
■
日
●
●
１
０
０
１
日
■
。
■
０
４
１
Ｕ
●
曲
Ｏ
Ｂ
り
“
。
■
ｇ
■
や
Ｉ
ｇ
ｃ
Ｄ
■
０
●
凸
１
９
ウ
ー
０
。
；
０
．
ｅ
ｌ
Ｉ
●
●
。
Ⅱ
Ｉ
ｅ
Ｉ
４
●
。
Ｇ
■
召
寺
１
８
●
寺
１
９
●
ａ
Ⅱ
４
凸
①
。
■
８
凸
■
■
・
凸
巳
１
４
Ｆ
。
■
ｊ
や
色
色
■
■
申
０
■
。
●
・
一
１
Ｊ
中
●
Ⅱ
ｊ
●
・
口
■
ｇ
申
Ｉ
。
●
■
■
■
・
一
日
。
●
０
１
８
●
●
■
①
●
①
Ｏ
ｕ
ｊ
・
凸
Ⅱ
り
ゎ
ｅ
ｌ
Ｉ
？
Ⅱ
幻
今
。
１
Ｊ
。
Ｑ
■
４

巳
Ｄ
Ⅱ
６
■
■
■
凸
今
△
凸
■
、
■
・
■
■
６
－
，
■
、
旬
△
凸
日
、
一
心
Ⅱ
６
・
』
０
日
６
１
８
．
０
■
４
今
日
Ｉ
言
ロ
ー
Ｕ
Ｏ
０
《
０
ｄ
Ｂ
一
。
■
Ｂ
●
ｂ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
■
■
■
Ｂ
、
■
。
●
０
８
』
凸
Ⅱ
●
《
二
日
、
Ｇ
■
０
●
Ｄ
Ⅱ
Ｕ
』
白
■
６
■
｜
●
■
巳
』
Ｈ
６
Ｃ
－
■
Ⅱ
９
１
６
●
さ
■
、
、
■
、
●
台
■
Ｂ
Ｌ
ｅ
Ⅱ
Ｕ
●
‐
け
■
０
ｌ
ｂ
Ⅱ
Ｕ
・
争
口
Ｉ
Ｂ
ｌ
か
Ⅱ
ら
ゆ
一
か
Ⅱ
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ⅱ
早
●
き
■
ら
、
■
、
今
ｂ
Ⅱ
６
。
Ⅱ
８
皇
１
０
■
Ｄ
Ｂ
●
ｇ
‐
０
１
９
●
０
６
｜
■
■
６
．
Ｌ
白
■
６
．
０
‐
０
．
■
Ⅱ
６
，
■
Ｂ
中
一
一
ｒ
Ｂ
。
Ⅱ
６

－
面
一
画
一
画
一
片
片
一
片
吟
一
片
片
一
片
片
一
片
叶
一
叶
叶
一
片
叶
一
片
片
一
片
汁
一
昨
片
一
片
向
》
汁
画
趣
両
片
一
阿
片
一
両
片
一
汁
画
一
片
面
》
片
向
一
両
片
》
両
片
呼
両
片
》
両
片
一
画
舟
一
両
片
』
両
片
一
両
片

■●ゆ｡e●申一一一甲

両面

寺
●
●
華
一
。
■
わ
●
や
寺
垂
《
●
●
■
●
甲
●
ゆ
や
む
句
《
申
寺
●
■
苧
。
口
凸
巳
座
由
《
申
●
●
●
”
凸
■
。
●
。
●
申
●
句
●
●

‐
４
４
４
１
４
４
０
４
ｄ
ｑ
■
■
日
日
岨
．
ａ
ａ
ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
屯
由
■
口
早
ｅ
●

山
一
叱
一
叱
一
ル
ー
血
一
山
一
山
一
ｍ
》
山
一
肋
一
ｍ
一
山
一
山
一
ｍ
一
山
一
ｍ
》
叱
一
叱
一
㈹
一
ｍ
》
肋
一
ｍ
一
ｍ
》
山
一
恥
一
山
一
山
一
群
》
謝
華
諏
一
郵
一
蜘
一
蜘
一
師
一
諏
一
加
一
帥
一
次
一
配
一
沈
一
沈
一
土
一
次
－
次
一
次
－
次
一
次
一
難
一
左
一
次
一
配
一
次
一
虻

一
●
●
■
凸
■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
■
Ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｂ
Ｏ
■
ｂ
ｈ
■
、
卜
■
‐
‐

年
心
。
早
《
●
申
●
●
■
●
■
《
皇
●
”
華
《
凸
●
垂
凸
●
の
垂
幸
一
■
●
●
■
■
●
今
の
。
●
句
●
凸
中
一
画
①
。
《
《
●
一
。
《
●

１
４
０
１
０
日
ｄ
■
■
■
■
■
■
●
■
ぬ
●
●
甲
●
●
曲
。
■
●
告
■
・
の
●
●
■
曲
●
毎
口
●
●
●
。
●
■
告
“
皇
《
士
ら
寺

●
一
“
●
●
●
や
《
Ｍ
叩
〉
■
一
。
Ⅱ
▲
中
●
●
缶
“
■
一
℃
一
〈
叩
》
や
句
隻
句
〆
》
。
●
争
一
戸
、
》
●
一
■
旬
Ｊ
句
凸
む
く
、
〉
一
《
ロ
、
》
寺
の
今
●
一
一
ワ
ｆ
凸
凸
一
●
曲
尺
〉
凸
阜
Ｂ
Ｆ
壷
■
■
●
・
や
皇
争
つ
く
ｕ
一
酸
。
一
隼

一
一
一
一
一
一
一
製
一
妬
一
一
一
一
塑
別
一
一
泌
一
一
一
一
鰯
一
一
一
弱
一
一
一
錫
一
露
一
一
一
一
一
一
錫
一
一
一
一
濁
一
調
一
一
一
一
一
一
一
一
濁
一
一
一

一
一
●
字
画
凸
●
。
●
申
“
■
。
』
●
句
争
。
。
●
垂
幸
争
一
。
一
一
一
■
写
字
■
由
巳
座
■
甲
ｐ
■
Ｆ
■
』
■
■
■
ｂ
■
ｐ
■
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第66表－3スクレイパー類（削器）計測・観察表(3)

第67表－1スクレイパー類（掻器I)計測・観察表(1)

N《h 出土区 M位 澱物冊号． イiIク
渋批

lと(岡引） 卿,I(､国） I'/(bb) niiUK)

〃部

〃部数 ‘lfliIi形 調雛
分、 挿図

10り

11{）

111

112

113

1】‘1

115

】16

117

19T

211

23F

21K

E

301

301

24M

21K

11

11

11

II

11

II

11

11

II

()15

37

()6

72

006

0~17

()37

0〔､6

177

チャー

チャー

チャー

チャー

チャー

-ﾁーャー

チャー

チャー

チ々･一I

53

“

61

49

29

38

42

52

31

申

６
．
り
』
・
９
壱

２
．
９
函
３
．

3〔）

Q､》
･0－

13

碓

‘19

25

9

14

16

ll

10

10

10

l(）

４
記

少
》
畢
Ⅱ
Ｂ
与
り
》
。
【
〃
０

■
心
中

●
。
申

ｎ
Ｍ
●
宇
汀
Ｃ
ｎ
Ｗ
》
ゆ
小
叩
〉

。
’
・
戸
勤
・
ゆ
』
。
。
’

11．鷲

12．3

25.N

23．2

｡〕
~● 7

リ
』

ツ
ー

ワ
』

3

3

3

3

3

3

形

lfI:線

形
線

叩
ｆ

11線
尚形

線
線
純

ｉ
ｆ
ｊ

ｆ
・
’
１
１

夕
〃
〃Ⅱ

線
形

Ｉ
Ｉ

ｒ
Ｊ

線
線
形

吹
吹
尚

尚形
ハル＃
OI1,鵬

凸ルク
IIIl形

lh線
タ
ク
グ
タ
グ
〆
タ
グ
〃

斤
牙
汁

１
１
１

画
一
ｍ
一
ｍ

１
０
０

両ini
両【、

而
伽

両
両

－
１
雲
１

脚
ｉ

－
Ｉ
Ｉ

両
面

刺
而
伽

１
－
１
１

両
両
叶

片1m
間耐
両面

『凸j面
祇i面
片~面

片、
肋jI1l
ﾉ;-1,

両1jIi
画面
面j面

片 面
片IjIj
）{-1m

・
。
■

●
旬
一

も
１
。
●
■
■
４
●
Ｇ
９
ａ
垂

く
・
。
ｆ
雲

り
』
。
ワ
』
寺
や
』
一

●
申
争

申
申
垂

3a

3a

3組

3b

3C

、
１
今
ワ
】
一
３
－

》
郡
》
茄
一
郡
一

●
●
。

今
４
・
５
－
６

－
６
』
６
－
６

－
２
．
２
－
ウ
』

。

Nu 出上区 柵位 遺物緋り． 石村
鼠

ii(r.) 帆(圃固） 厚(匡画） 愉剛（K）

メ

刃部数

部

¥Iili形 調雛
分噸 挿図

●
●
●
■
一
子
一
●
争
●
●
●
●
■
■
年
■
■
甲
■
■
岨
ｄ

ｂ
ｌ
凸
リ
ザ
叩
⑱
Ｇ
４
や
ら
柳
屋
、
。
《
ｊ
３
⑪
唇
ｑ
辞
八
Ｗ
。
■
０
．
少
亨
允
Ｊ
ｏ
４
寸
琶
員
吸
便
り
『
●
Ｊ
３
ｎ
。
⑩
ゾ
ハ
Ｕ
・
Ｑ
ｌ
。
？
』
ろ
少
・
々
や

。
。
。
曾
一
。
字
。
や
。
１
．
０
１
．
１
ａ
・
１
凸
・
Ｃ
Ｄ
凸
．
。
１
．
１
Ｊ
・
１
４
．
１
凸
。
１
凸
・
ウ
』
・
ウ
菅
り
管
ウ
管
り
』

●
。
。
●
凸
Ｃ
ｅ
●
●
●
■
●
。
ゆ
●
●
。
●
●
今
●
●
毎

口
。
。
④
申
今
毎
今
●
●
皇
●
由
中
●
●
●
●
凸
今
由
合
』

Z5

句
へ
ｘ
〉
・
《
叩
】
守
た
り
●
１
８

・
ワ
』
・
り
』
昂
Ｊ
え
鋤

●
寺

●
●
④

12

一
●
垂
●
ご
●
《
●
●
・
●
今
。
●
■
■
■
■

丙
⑱
。
－
９
℃
・
Ｐ
訓
臭
ｂ
み
』
寛
脇
尻
ソ
２
０
．
１
４
。
初
号
砲
ｙ
４
○
・
戸
⑪
蔦
ｂ
島
’
。
ｑ
乳
６
入
Ｊ
え
り

缶
、
迅
唖
●
切
叩
●
ｎ
浬
●
勺
⑩
心
冗
ｑ
Ｊ
・
《
、
》
一
ｍ
、
唖
－
０
心
：
。
ｑ
咽
争
０
屯
．
９
９
℃
－
０
泊
：
０
屯
一
●
０
唱
一
２
９
℃
●
０
咽
■
０
心
：
辰
口
〉

●
●
■
今
由
ゆ
幸
■
●
●
●
垂
心
合
一
●
●
●

●
毎
●
今
■
今
●
□
今
●
巳
一
●
令
守
■
●
■

昏
昏
０
言
３
－
０
－
８
．
６
管
６
．
・
・
善
昏
昏
一
雪
雲
雪
雲
・
辱
書
舎
律

。
。
幸
一
一
●
《
●
凸
●
句
一
幸
一
一
一
。
。
●
華
一
一
守

錘
蜘
諦
燕
癖
一
準
封
癖
》
岬
一
山
施
耐
祇
一
皿
”
球
斌
添
一
睡
蝶
蝉
恥
一
ｍ
》

。
●
●
■
■
●
一
●
一
●
●
●
・
や
一
寺
寺
争
一
中
●
■
中

17M

20J

卓
●
凸
●
守

一
■
士
■
■
＆
ロ
●
や

。
《
凸
の
守

皿
諏
一
小
一
錘
一
理
一

一
一
一
●
●

一
一
口
凸
●

一
一
一
●
●

22L

L

●
一
■
。
一
旬
●
■
一
口
・
や
。
●
や
一
一
■

●
一
●
幸
一
今
争
垂
。
幸
一
や
。
●
●
一
一
●

一
迦
鉦
一
郡
郵
詠
一
郵
蕊
錘
、
耐
耐
沈
飛
球
迩
麺
諏
獄

《
寺
《
ゆ
句
■
●
由
ゆ
■
句
●
●
一
●
一
寺
●

一
一
一
●
句
一
●
●
や
。
●
●
華
一
●
一
申
や

■
■
■
Ｃ
寺
年
●
心
。
句
告
■
今
争
●
寺
●
●

今
●
●
。
■
■
●
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
。
■
．
■
１
’

一
今
●
●
■
ｑ
毎
●
●
■
■
●
●
巳
●
●
の
●
申
垂
●
。
■

・
・
“
凸
■
申
●
●
“
毎
面
Ⅱ
■
一
■
■
■
。
甘
■
＆
●
寺
Ⅱ
凸
●
寺
Ⅱ
４
●
Ｔ
Ⅱ
＆
●
Ｆ
１
＆
“
ロ
Ⅱ
ｇ
●
■
■
且
●
■
Ⅱ
Ｂ
一
■
■
＆
●
■
■
且
●
口
Ⅱ
凸
一
で
Ⅱ
＆

・
・
・
凸
●
申
●
●
“
●
■
且
告
口
Ⅱ
＆
垂
で
Ⅱ
凸
口
Ｔ
ｌ
＆
。
■
Ⅱ
Ｂ
●
■
■
■
■
凸
官
■
■
一
宮
■
且
毎
画
Ⅱ
己
皇
口
Ⅱ
＆
●
■
Ⅱ
品
一
寺
Ⅱ
▲
●
ザ
Ⅱ
品
●
■
Ⅱ
■
垂
■
■
■

。
》
垂
心
●
ゆ
●
●
句
や
一
・
■
●
一
一
句
皇
●
一
●
●
年

。
■
■
垂
●
由
《
●
旬
●
己
■
一
《
《
一
つ
や
む
垂
一
●
苧

11

11
.......

.....．．

.....｡．

.......

.....

。
●
告
●
●
■
一
也
■
旬
■
■
ｄ
■
ｄ
ｄ
ｄ
■

●
の
告
●
■
●
一
《
●
●
●
一
●
色
一
由
■
■
＆
《
一

口
Ⅱ
且
告
口
Ⅱ
、
句
●
■
且
早
一
■
■
■
●
■
■
＆
■
官
Ⅵ
凸
●
Ｐ
Ⅱ
Ｂ
一
旬
Ⅱ
凸
一
宮
■
■
。
■
Ⅱ
■
Ｃ
Ｇ
Ⅱ
Ⅱ
凸
廿
Ⅱ
８
－
■
Ⅱ
■
●
■
Ⅱ
■
申
■
Ⅱ
８
－
む
ら
Ⅱ
Ｂ
《
■
■
且
や
■
Ⅱ
４

１
唾
１
－
１
亜
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
》
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ⅱ
｝
Ⅱ
一
Ⅱ
》
Ⅱ
一
Ⅱ
酌
Ⅱ
一
Ｉ
－
Ｌ
Ｉ
》
Ｉ

●
一
。
■
凸
●
・
や
■
●
一
●
一
今
守
今
■
凸

０
■
０
い
い
ｂ
■
■
■
巳
■
■
■
●
■
乞
一
●

一
●
●
甲
・
・

■
●
●
守
一
・

■
●
●
寺
垂
・

戸
Ｕ
Ｔ
ｌ
Ｔ
仙
矛
ｌ
否
①
Ｔ
ｌ
一
句
Ｊ
茸
〃
一
画
Ⅱ
－
０
９
．
屯
》

ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
Ｕ
ｏ
ハ
Ｕ
・
ハ
リ
や
ハ
叩
争
ｎ
Ｍ
口
《
Ｕ
入
Ⅷ
、
小
Ｕ
ス
リ
烏
Ｊ

ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
当
ｎ
Ｕ
員
Ⅱ
叩
呈
Ⅱ
Ｙ
、
酉
ｎ
Ｕ
句
ハ
叩
浩
小
Ｕ
Ｐ
ハ
Ｕ
・
小
Ｕ

●
巳
●
ゆ
●
争
●
■

旬
■
心
●
●
●
●
■

●
●
⑤
。
●
●
ｐ
ｅ
●
一

心
●
●
。
■
●
。
●
●
匂

士●･●■｡◆心中●･

（)07

.…0通…
●ゆ●●●毎争争一一一

0(】
－
１
－
９
壷
３
－
９
－
３

・
１
．
３
．
３
琴
３
－
３

・
０
．
０
．
⑪
？
０
－
０

や
■
。
ご
・

。
。
●
●
●

●
●
●
●
●

凸
●
。
《
争

一
４
零
ｂ
－
９
－
９
》
８

二
Ｊ
・
７
曇
０
雲
１
畠
、

－
０
．
０
琴
０
－
０
．
０

－
中
華
幸
●

甲
申
凸
幸
■

。
■
ゆ
守
■

●
●
●
●
●

191

切ら●

《
●
●
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第67表－2スクレイパー類（掻器I)計測・観察表(2)

第68表－1スクレイパー類（掻器II)計測・観察表(1)
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一
瑚
垂
雄
一
迦
端
一
蝋
一
端
一
鰍
一
迦
織
一
端
一
雄
》
雄
一
嫡
一
嫡
一
蝋
一
雄
》
雄
一
端
一
峰
一
嫡
一
緑
一
鵡
一
燭
一
過
一
璃
一
鵡
一
雌
一
緑
垂
維
廠
一
矯
廠
一
維
一
餓
端
一
端
一
端

末
一
側
一
側
一
永
亜
恥
亜
側
配
水
函
側
一
ィ
一
末
｝
水
垂
水
一
側
辛
イ
ェ
側
寺
水
雫
側
一
側
一
水
辛
水
函
水
｝
側
一
個
壷
ボ
ー
傾
函
水
一
伽
雫
水
亜
未
亜
紙
牽
水
一
水
弱
側
』
側
一
側
辛
側
辛
水
一
側
壷
倒
一
傾
一
水
エ
水
一
水

丸
辛
尖
一
丸
一
丸
一
丸
葬
丸
詫
丸
一
丸
一
丸
一
丸
砲
丸
一
丸
封
九
一
丸
一
丸
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
》
丸
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九
一
九

●
。
■
①
●
や
む
一
心
一
心
一
◆
凸
。
一
●
■
■
中
●
垂
●
一
申
■
◆
一
中
一
●
勺
●
■
①
■
①
首
◆
凸
◆
一
●
■
Ｇ
凸
●
■
●
一
●
毎
●
■
●
令
●
凸
●
一
●
毎
今
一
●
言
●
一
●
■
●
一
●
一
◆
凸
●
■
●

広
一
挟
一
挟
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
韮
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
嘩
一
広
辛
庄
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
広
一
狭
一
狭
一
挟
一
挟
一
挟
一
挟

鰯
諦
観
一
細
一
概
一
州
一
報
一
鴨
一
幅
一
幅
壷
幡
一
鰯
一
報
》
観
一
報
一
幅
一
幅
》
鰯
華
帆
詫
柵
一
柵
一
幅
一
揺
篭
幅
一
幅
》
鰍
一
幅
一
帆
詫
帆
一
幡
一
錨
一
幅
一
柵
一
幅
一
蝿
一
幅
一
禍
一
幅
亜
幅
一
幅
一
鯛

》
し
函
Ｌ
－
Ｌ

参
ｊ
》
ｊ
曇
ｊ

一
●
令
◆
毎
寺

一
狭
一
挟
一
狭

》
棚
一
鴨
一
幅

●
．
●
’
’
４
１
’
●
ｌ
訓
’

’
１
１
，
１
１
１
，
１
、
！
Ⅲ
。
Ⅲ
．
ｉ
・
Ⅱ
。
Ⅲ
．
Ⅲ
。
Ｉ
・
Ⅱ
・
川
．
Ⅱ
剛
ゞ
ｉ
・
冊
・
‘
↑
Ｉ
↓
脈
↑
Ｍ
Ⅲ
Ⅲ
◇
Ⅲ
。
Ⅲ
↑
Ⅲ
↑
Ⅲ
↑
曲
・
弧
↑
翻
一
肌
－
１
１
曲
・
曲
↓
曲
・
曲
・
巾
仙
・
巾

裏から典

裏から災

裏から炎

裏から我

我から裏

裏から火

裏から我

裏から炎

裏から炎

裏から災

裏から炎

裏から炎

喪から炎

裏から災

裏から炎

裏から炎

喪から炎

裏から我

喪から災

喪から表

裏から災

裏から我

表から裏

裏から炎

両方向

両方向

両方If<l

両方Ifl1

両方1hJ

両方向

両方If』】

~謹言喪一
,裏:喪.、
惨.襲;表.‐
喪から炎

一
次
一
次
一
炎
》
圭
一
炎
一
圭
一
衣
一
炎

一
ら
誇
ら
》
ら
一
ら
ら
ら
武
包
ら

①
９
一
あ
一
℃
一
ら
■
℃
一
ｂ
■
も
む
ら

》
カ
ー
カ
ー
カ
ー
カ
エ
カ
ー
カ
》
カ
ー
カ

陸
奥
一
裏
一
裏
一
裏
亜
喪
一
裏
↓
裏
一
喪

典
ａ
－
ａ
一
旦
ａ
》
ａ
－
ａ
一
興
孔
亜
典
ａ
》
ａ
》
我
』
ａ
－
ｎ
一
旦
ａ
亜
ａ
宰
剥
壷
典
組
寺
興
興
型
ｂ
－
ｂ
一
○
肋
亜
。
ｂ
奉
○
ｂ
－
ｂ
－
ｂ
』
ｃ
－
ｃ
－
ｃ
－
ａ
亜
典
拠
型
型
細
一
礼
一
典

。
Ⅱ
４
や
ａ
■
毛
。
▲
・
叩
〃
』
ぬ
。
■
且
・
・
■
＆
。
。
■
８
口
。
■
品
。
。
■
凸
。
。
Ⅱ
凸
画
●
■
且
や
Ｇ
■
Ｕ
ａ
●
■
且
で
。
Ⅱ
凸
今
。
■
８
▲
。
Ⅱ
４
口
。
Ⅱ
４
．
画
■
＆
”
●
■
且
で
●
■
Ｌ
Ｐ
晶
Ⅱ
且
一
■
Ⅱ
＆
凸
。
■
４
画
。
■
８
画
Ｇ
Ⅱ
△
画
●
Ⅱ
Ｂ
ｅ
Ｇ
０
△
二
。
Ⅱ
上
・
ロ
Ⅱ
＆
中
ｑ
０
ａ
一
○
Ⅱ
凸
毎
。
■
８
・
■
■
且
二
■
■
且
一
・
Ⅱ
８
．
の
〃
】
で
心
〃
』
令
⑱
〆
岳
・
元
〃
』
一
心
〃
』
宇
心
〃
』
・
叩
〆
一
己
叩
〆
』
・

。
↑
↑
↑
↑
７
↑
ゞ
・
８
↑
９
一
・
一
一
↓
０
ゞ
↑
ゞ
・
↑
↑
↑
↑
・
↑
↓
↑
・
１
．
↓
、
・
２
↑
↑
・
４
“
↑
３
↑
↑

躯
一
読
一
一
一
一
”
一
一
一
一
壊
諏
一
一
一
一
一
詔
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
華
塑
一
一
一
塑
一
華
襲
一
一
一
詔
一
一
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第68表－2スクレイパー類（掻器II)計測・観察表(2)

第69表スクレイパー類（掻器Ill)計測・観察表

第70表スクレイパー類（ノツチドスクレイバー）計測・観察表

肘〔ハ 出土区 〃fｲ,ス 遺物排り ｲァイイ
扶最

腿(皿､） K,M 厚(m､） 閲鼠（貝）

メ

〃部数 刃部位漣

師；

平 川 形 ‘測雛 調嫉〃IrIj
分馴 仰“

“
蝿
柵
一
頚
鵡
蝦
釦
訓
一
巽
瓢
一
別
一
弱
一
雛

31B

20M

~3侮.．

191．．
災燕一
22L

~25蘭.．

".ii'F
231

23L

211

iYC

3Ⅸ〕

１
１
１
－
．
１
．
１
．
》
１
．
１
．
１
．
１
↑
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
￥
Ⅱ

Ｇ
Ⅱ
４
一
色
Ⅱ
５
凸
ｇ
Ⅱ
凸
。
・
凸
口
Ⅱ
■
二
■
■
■
。
Ｇ
Ⅱ
■
・
■
Ⅱ
■
一
■
■
■
二
■
■
■
《
●
Ⅱ
Ｂ
｝
■
Ⅱ
８

４
や
。
小
品
首
具
亜
宇
１
４
“
ｑ
晋
０
℃
幸
守
Ｊ
ｅ
ｑ
Ｙ
守
り
舎
利
Ⅱ
え
ｘ
ｖ
０
ぞ
幸

０
今
０
↑
ｌ
幸
０
０
．
１
鼻
。
《
１
．
一
Ｊ
↑
１
↑
６
菖
狗
↑

０
－
０
－
０
－
０
》
０
－
１
－
０
－
０
缶
０
－
１
－
１
－
０
－

016

卜
・
卜
雫
卜
雫
卜
幸
卜
．
卜
》
ト
ト
」
卜
『
ト
ー
ト
書
卜
『
卜

一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一

種
叔
叔
ヤ
ー
叔
短
叔
鍾
短
ヤ
ー
ヤ
ー
短
一
、

チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
壷
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ
ー
チ

一
琴
琴
一
寄
書
１
尋
．
琴
琴
琴
善

く
○
入
ｕ
￥
《
⑰
負
Ⅱ
ｖ
ｕ
０
つ
ハ
ツ
。
ｎ
Ｕ
－
ｑ
ず
ゆ
一
⑪
今
Ｒ
叩
今
ハ
Ⅷ
っ
日
且
。

０
知
含
む
釦
烏
ｊ
今
分
辺
」
少
与
つ
の
六
Ｊ
↑
切
苧
４
屯
鼻
⑨
－
０
屯
つ
り
写

酉
一
一
。
》
言
グ
ー
、
“
ロ
毎
Ｆ
寺
マ

‘10

。
宮
マ
△
▼
｝
、
、
″
△
凸
面
マ
マ
一

厘
ゾ
⑪
？
ウ
や
侭
ｈ
↑
・
Ｉ
・
ｘ
ｖ
ウ
響
侭
ｖ
０
１
．
１
Ｆ
ワ
。
《
Ｈ
Ｔ
？
。

１
凸
“
小
】
・
ツ
】
》
１
８
入
ｊ
凸
塊
叩
も
Ｊ
－
０
喝
ニ
リ
管
・
’
百
１
Ｊ
応
４
？
ｆ
咽

“
Ｐ
｝
《
。
・
″
日
岡
一
凸
面
画
春
｝

一
マ
マ
や
酉
詮
Ｅ
Ｊ
夕
一
《
可
宮
寺
’

１
．
９
》
少
宇
仙
雫
１
．
３
三
Ｊ
、
ワ
写
３
》
１
６
今
８
↓
０

１
皇
雲
ｌ
ｉ
ｉ
・
’
書
く
ｉ
曇
１
雪
１
・
今
ｌ

１

８
－
８
茸
ｂ
意
５
－
８
』
３
－
４
芦
１
８
－
０
》
言
渦
冨
砥
一
《
Ｕ

甲
■
申
士
む
む
由
子
６
■
●
凸
ｅ
や
Ｏ
守
●
凸
寸
今
■
今
ｅ
や
①

７
１
ワ
４
－
動
占
め
一
句
ど
父
Ｙ
９
Ｔ
Ｑ
Ｙ
・
Ｉ
今
八
Ｊ
声
勘
鳥
ｂ
《
の
６

．
言
ｌ
雲
一
壱
ｌ
善
く
雪
１
１
一
壱
雫
－
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

咽
』

末避郁

一宋瑠祁一
一離適鉱
末端部

…未翻祁一
…未瑠祁.．
~､末端蔀．
.､采璃祁一
…末嬬祁

木端部

木端部
部
一
郁
郁

雄
一
雄
織

潤
一
筒
測

幡挟･九

幅狭･丸

蛎狭･丸

柵狭･メL
一
尖
一
尖

一
一
、
垂
卑
Ｑ

一
庄
一
庇

一
輪
一
幅

幡睦･尖

幡広･尖

蝿狭･尖

釧挟･尖

柵挟･尖

＊畠快･尖

幅広･丸
鯛広･ノL

11nj

片血

片 伽
一
面
一
血
一
耐
一
面
一
面
”
面
一
面

と
。
■
』
舎
十
０
画
望
日

置
！
ｊ
皇
！
》
ｊ
書
１
．
１
－
ｊ

寺
４
脚
｝
０
０
▲
日
ロ
－
－
８
１
や
８
１
口
Ⅱ
ｌ
』
０
口
・

"nm
.両面
片1m
j；Ini

災か｡.,火

裏か;,火

裏か『,火

向ﾉﾉ・lijj

典かr,災

裏か『,炎

製かr,火

裏かr，災

裏から炎

炎かj,炎

襲かj,炎

仙m:>】

炎か‘.,裏
嬰か‘．,炎

2a
一
ａ
－
ａ
ざ
り
売
邸
汗
Ｊ
ぷ
め
毒
Ｊ
一
組
一
狙
一
ａ
Ｔ
Ｄ
一

寺
ワ
堂
ワ
〕
・
ワ
票
一
・
寺
．
４
．
４
－
４
↑
４
．

5

６
》
声
Ｊ
画
７
．
．
Ｎ
〕
・
９
》
０
．
１
．

Ｈ
一
一
８
面
Ｈ
一
哩
凡
》
一
四
Ｈ
一
一
９
－
９
“

叩
＆
》
↑
ワ
学
少
学
“
⑳
』
．
。
．
抄
苧
》
ワ
学
の
苧

N《Ⅱ 川上区 岬位 通物碓り 石材
敵法

'七(帥､） 咽,1(【棚I〉 17(国励） huck)

刃部

刀祁1を／令A‘』 調然 I刈笈方’ 11
分畑 挿脚

121
一
Ｌ
一
Ｋ
一

一
ワ
具
４
－

》
少
与
り
？

24K

マ
ー
雷
Ｉ
》
Ｉ

ｌ
－
Ｉ
管
Ｉ
壱
Ｉ

３
章
８
章
０
曇

１
－
０
－
１
－

０
－
０
雲
ワ
堂

282

チ･ヤー

ーチーヘ･－

．ﾁーｨ･－

チャー

3

4

¥i

’1

31

…~洞.…
、12

32

０
－
１
ｌ
↑
↑
ぬ

ｌ
雪
１
．
１
．
１

11‘5

'"is.7…
21．9

23．1)

5/10

6/l(）

10/11）

10/10

片･mi

片1，

片【､i

両面

喪から変

災から衣

喪から我

災から炎
炎から喪

Ｑ
ｌ
字
０
１
》
１
４
↑
ゆ
』

29

－
３
－

雲
９
雪

・
ワ
￥

29‘1

N《1 川北区 ＃i位 遮物辞号 ｲ了材
法最

!&(”） tt(mn) 厚く、） WI.KK)

〃

〃部数 復元If〔縦(風9!）

邪

調 熟 ‘刈盤方向
分別 挿図

１
万
点
３
－
４
－
５
》
６
－
７
－
８
》
９
－
川
一
Ⅲ
》
肥
一
脇
》
Ｍ
》
胴
一
肥
一
Ｗ
一
肥
》
佃

士
◆
垂
■
“
《
■
一
一
今
。
一
心
句
一
一
一
一

20

21

郵
一
劉
一
錫
一
郡

一
”
一
羽
唖
鋤
一
羽
》
抑

》
鋤
別
一
別
一
睡
一
躯
一
掬
》
郵
一
鋼
一
別
一
師
一
純
一
鯛
》
茄
一
調
一
師
一
師
一
郷
一
期

SK302

１

宇
一
凸
●
一
・
幸
争
句
。
一
●
。
》
や
申
一
・

諏
一
狐
水
髄
一
蛇
一
礼
一
蛎
派
諏
諏
一
蝋
即
一
郎
一
叩
耐
流
一
嘘
一
咽

旬
や
一
Ⅱ
〃
令
今
申
ゆ
ゆ
●
①
●
●
や
■
●
一
●
●
●
句

①
■
一
由
申
申
①
●
●
句
●
●
け
Ｐ
■
●
①
●

・
Ｈ
Ｙ
■
１
．
も
Ⅱ
５
．
１
凸
告
１
８
ロ
ウ
害
《
Ｕ
っ
１
Ｅ
・
０
８
，
．
１
１
マ
ー
凸
早
・
日
凸
・
１
４
垂
？
菅
リ
昔
ウ
砦
ウ
ぎ
ゆ
』

１

心
、
①
由
①

23(；

C
｡。●｡＝ー＝＝‐

251

●
●

●
ｐ

Ｌ
》
Ｋ
》

Ｐ
ひ
。
安
い
茜

ワ
旨
の
七
。

今
●

2711
｡●寺一一一一＝‐

B

30F

…郵亨~‐
30BW

｡●■･●●｡■●

30B晩，
●●‐‐一＝＝--

l2E

12E
●｡●●心●●●q

ゆ
寺
一
一
●
一
。
●
ｅ
Ｇ

や
華
。
一
●
一
一
●
垂
●

、
一
ｍ
一
脈
一
碓
馴
一
馴
一
眠
派
誰
一
躯

Ｇ
１
ｏ
ｑ
Ⅱ
。
。
１
凸
。
１
６
垂
・
Ｈ
１
今
１
凸
っ
や
‐
署
の
省
ゆ
管
り
台

●
●
今
告
一
い
む
申
写
●

日
Ｂ
ｂ
■
■
口
中
凸
●
垂

■
。
。
ゆ
一
●
●
■
■
●

。
《
●

。
《
●

Ｋ
一
Ｋ
一
Ｋ
鈍

尽
Ｊ
昌
訂
二
Ｊ
・

心
＆
寺
ウ
言
？
菅

寺
凸
●

●
●
一

Ｉ
・
Ｉ
言
１
今
１

１
・
Ｉ
言
閥
・
§

７
．
７
雷
３
．
３

ゾ
常
２
雷
？
尾
２

●
●
《

●
●
■

■
●
幸

ロ
ロ
●
●
垂
■
凸
一
■
●
Ｃ
ｅ
■
●
一
心
●
●

や
●
●
●
■
毎
一
一
一
《
●
●
●
句
一
一
①
今

や
今
Ｔ
Ⅱ
品
●
Ｔ
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
■
句
■
Ⅱ
Ｂ
ｐ
Ｑ
Ⅱ
凸
一
。
Ⅱ
巳
垂
廿
Ⅱ
Ｂ
一
■
Ⅱ
０
－
●
Ⅱ
Ｌ
●
■
■
＆
●
由
Ⅱ
凸
一
口
０
。
●
骨
Ⅱ
８
や
、
Ⅱ
Ｂ
一
口
Ⅱ
巳
垂
■
■
■
一

幸
一
●
■
可
一
一
▼
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１
１
０
■
４
４
‐

■
■
一
告
。
。
■
。
●
一
一
一
●
●
一
■
●
●
一
。
《
●
や
争
・
●
一
一
●
一
垂
一
一
●
■
■
■
ロ

●
守
一
や
。
。
■
毎
句
句
争
一
一
●
一
一
士
凸
争
垂
凸
①
●
守
一
●
幸
■
●
一
一
●
一
○
幸
。
●
■

●
ｅ
一
ゆ
垂
■
●
●
●
■
華
一
一
■
・
一
一
申
守
一
一
●
●
垂
垂
一
句
垂
●
一
一
●
一
Ｕ
缶
垂
一
む

め
●
垂
○
一
■
●
皇
■
や
旬
や
一
●
●
■
■
申
●
垂
垂
早
申
ご
幸
■
●
垂
心
守
守
●
年
や
●
宇
一
●

毎
今
凸
写
●
や
。
今
■
●
凸
●
■
●
●
幸
一
早
●
④
一
●
申
申
■
■
旬
令
今
ご
●
画
寺
ひ
ゆ
●
凸
凸

一
▲
４
評
ｌ
》
４
》
”
ｒ
一
・
１
》
９
－
３
一
一
初
－
０
－
４
ワ
函
２
》
ロ
ー
》
叶
弔
》
３
↓
４
℃
》
一
切
一
ｑ
》
》
６
”
２
》
心
典
２
－
６
》
《
⑪
》
１
韓
胤
》
１
》
１
》
６
一
バ
リ
韓
叩
史
Ｈ
》
６
》
ｌ
《
１
垂
４
》
Ｈ
》
猟
ｗ
函
胤

．
。
■
■
今
も
Ⅱ
凸
曲
垂
■
●
②
幸
一
。
Ⅱ
０
つ
●
。
●
一
●
申
凸
一
●
■
合
合
Ⅱ
Ｂ
一
垂
心
曲
Ⅱ
品
■
●
●
Ⅱ
Ｂ
●
由
Ⅱ
■
申
年
ｊ
ｄ
ｌ
。
●
●
①
今
Ｑ
Ⅱ
８
毎
■
Ⅱ
且
毎
■
●
ｊ
Ⅱ
、
今

■
今
申
一
●
●
。
守
一
一
幸
●
■
一
《
由
由
一
七
毎
■
垂
■
今
●
ｐ
垂
子
●
今
●
毎
●
凸
●
●
旬
一

合
一
申
一
●
。
●
守
一
一
一
●
●
一
一
皇
由
一
一
●
申
争
一
一
凸
●
一
●
●
一
一
一
士
申
寺
《
■
一

色
一
①
一
凸
■
●
●
一
一
一
■
●
一
一
垂
心
垂
一
一
字
守
一
■
一
●
一
《
凸
一
一
一
一
令
一
一
●
一

句
一
●
垂
■
■
●
色
争
。
。
一
心
一
一
旬
①
垂
■
一
心
●
一
一
■
●
一
一
申
一
■
一
一
●
一
■
●
一

●
一
●
画
一
凸
寺
中
華
。
。
一
●
一
一
一
●
●
。
・
皇
●
垂
一
・
“
一
一
①
一
・
一
一
●
一
。
●
一

‐
Ｉ
■
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｐ
■
■
■
Ｆ
■
■
座
●
■
一
・
一
一
一
●
一
・
一
・
●
一
幸
一
一

片、j

片面

呼而
片而

叶im

H･加

好面
肖前
)稲i
JViM

jI-Inj

洋間
)1葡
片I、

片 面

ハ･I、

K-'iM
宵間
)¥葡
片Iii

片ini

片、i

ハー伽

拝而
片面

バーIni

片Ifli

群而
片耐

ハー1m

ハーIilj

片面

片面

)1両
)稲i
片IiIj

片・Ihj

脇ー面

碑而
)満
ハーIhj

叶伽

jI･面

群澗
)諭
片．Ⅲi

ハ･I11；

片耐

.)諭

奥から炎

炎から製

炎から裏

奥から表

典から衣

奥から炎

炎から裏

喪から表

拠から衣

典から表

..矛鋤i~~・
喪から友

災から裏

爽から表

拠から衣

典から炎

炎から裏

裏から表

裏から表

製から衣

炎から裏

災から裏

裏から炎

裏から表

奥から表

喪から炎

喪から表

裏から糞

喪から麦

炎から裏

喪から我

喪から表

裏から衣

喪から表

災から裏

炎から典

災から表

裏から炎

喪から変

災から裏

炎から喪

炎から製

災から裏

及から嬰

製から変

災から喪

喪から洪

災から饗

ノとから頚

申
甲
ご
幸
●
●
凸
守
■
。
●
①
台
一
。
●
凸
一
■
巳
む
寺
●
●
●
●
一
子
。
。
●
今
旬
。
■
■
ｑ
岨
ｄ
刊
利
Ｉ
０
Ｊ
‐

●
ゆ
申
で
●
■
旬
■
一
皇
■
●
ゆ
Ｐ
ｂ
○
つ
④
■
●
●
●
●
●
句
凸
守
冬
●
凸
●
一
己
心
。
ｅ
の
●
一
ゆ
●
■
。
①
。
●
一
①

Ｈ
ｉ
ｏ
１
０
ｏ
０
Ｊ
ｏ
８
０
台
１
１
．
１
ｌ
ｏ
１
ｌ
ｏ
１
Ｌ
告
１
１
口
８
８
：
０
口
。
１
１
－
１
４
．
１
凸
。
１
４
．
１
１
．
１
Ｌ
合
１
１
．
１
６
◇
８
Ⅱ
唇
日
ｌ
ｅ
１
４
ｏ
１
Ｌ
ｏ
１
Ｌ
－
１
Ｂ
ｏ
Ｈ
ｉ
ｏ
１
ｌ
・
Ｉ
凸
与
り
』
．
ワ
セ
。
り
』
。
ウ
筈
つ
』
今
？
』
。
？
土
・
リ
】
・
ワ
』
・
ワ
》
・
ザ
セ
ー
ヮ
レ
・
少
』
・
や
凸
・
リ
セ
。
？
』
ロ
ワ
“
・
ゆ
“
・
リ
〕
・
ワ
“
・
少
》

申
①
●
●
■
●
心
心
や
心
心
』
哩
唖
心
堀
幽
池
”
辛
辛
》
”
一
一
函
牽
一
一
や
《
一
一
一
》
墾
一
韓
諦
一
一
一
一
一
一
酌
》
一

一
●
幸
一
●
や
画
一
巳
守
一
●
一
一
一
・
。
《
●
⑤
早
口
口
早
■

。
。
。
一
・
ｇ
３
－
一
・
・
一
・
一
一
垂
画
一
』
全
②
寺
画
一
・
一

。
●
一
一
●
。
ｎ
Ｗ
》
一
一
●
●
一
●
一
《
一
画
一
垂
心
●
句
。
。
●
一

一
●
一
一
①
●
和
〃
画
一
。
●
●
。
①
一
《
や
・
・
垂
●
④
缶
画
一
①
華

Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
□
■
■
申
■
心
■
画
一
一
ら
●
告
一
一
●
寺

296

ゅゆき缶弔

●

●
今

●
句

●
申

凸
一
。
●
一
一
垂
一
●
一
。
●
｛
４
Ｊ
一
今
。
■

《
一
・
●
一
。
●
一
句
一
・
●
ｎ
Ｗ
》
一
《
い
》

一
一
一
酌
一
一
》
一
韓
一
一
函
り
』
一
ウ
】

ｐ
甲
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第71表スクレイパー類（複合スクレイパー）計測・観察表

第72表－1へラ形石器計測表(1)

Mn 出土区 肘位
蹴物
爵号

ｲi材
法鼠

股(”） 幅(匡画） 17() 間量(K）

〃部

刃部数 刀部隙釧 平1m形 拠元<nm周回） 調 醗 調整方向
分 別 挿図

１
１
咽
り
雲
２
２

SF4

SF4
●●｡●。■■ppq

SK418

SK418

SK418

岬
噸

012

012

012

誕放淵蘭溶
ン:（､ド恩石）

チャート

､17

､15

28

17

9

5

l〔).1

3．9

ワ
』

3

掻器

ノッチド

刷器
掻器

削器

iff線

線
形
線

Ｉ
１
ｉ

ｌ
Ｗ
ｊ

吾
９

片面

両 面

偶.Ⅲj

ﾉ1．lrli

jl･Iii

裏から表
『対方向

裏から炎
製から炎
奥から炎

３
３

１
１
１

６
６

２
ワ
》

帥
帥
帥

３
３

SK4筆IO

SK4●10

１
１

脚
側

サスカイト 76 42
守
り 28.4

ワ
』 削器

ノッチド

血線
11

間i、

両1m

向
向

方
方

８
虫
４
』

３
３

62

62

４
４
．
５
停
切

●●

l2G

12G

…苅r~‘
2OL

I1

11
...

11

へ
Ｊ
Ｑ
淫
Ｐ
ひ
一
ひ

川
畑
一
、
師

チャート

チャート

31

….ji…．

65

5‘1

10 17．1

●●●●●。今一一

18．6

ワ
ー

ー●●▲■●●●

,ノ
ー

fil器
掻器

…前羅…
掻器

形
線
一
形
形

凸
血
一
尚
凸

●。 ●●●●●●●●●｡●－●●

片【Ili

片W11

片、i

片面

裏から表
裏から我

喪から災

裏から我

●●

台
Ⅱ
Ｅ
■
■
且
●
■
Ⅱ
皿
。
■
＆

●● ■■●申一一

6

6

23L

23L

II

II

134

134

チャート ウワ
ーー

《
ｊ

ワ
』 6 4．3

ワ
》 削器

掻器

凸形

吹練

片Iki

jt･【、

裏から災
裏から炎

１
１

句
や
句
旬
ゆ
む
“
幸

一
・
寺
今
●
字
・
レ
レ
ー

Ｆ
Ｆ
－
Ｊ
Ｊ
荊
刈
否
Ｇ
－
Ｃ
Ｃ
亜
採
採
Ｋ
典
ト
ト
ー

濁
溺
一
測
羽
一
羽
塑
釧
劉
一
蜘
劉
》
表
友
一
錦
銘
打
ｐ

■
●
・
①
●
■
●
●

凸
“
華
皇
●
包
む
●
Ｂ
▲
寺
Ｂ
Ｃ
や

､111

411

411

I’

11
. . . . . .

11

"iif"
ⅡI

11

11

""Iff"
111

...i"
’

...

......

11

11

●
。
●

虹
訓
坐
賜
賜
－
８
８
．

０
０
》
０
０
一
睡
舵
一

皇
一
由

岬
岬
一
哩
哩
一
皿
皿
一
噸
皿
一
皿
皿
一
岬
脈
咽

チヘ･一ト

チャート

ート々 ･一卜

●
苧
幸
一
一

●
争
邑
“
一

０
Ｆ
０
●
○
偽
り
寺
０
催
０
－
０
』
０
“
０
偽
０
－
１
ト
ー

●
華
凸
毎
．

一
一
一
や
一
一
一
一
一
一
一

ヤ
亜
ヤ
》
ヤ
一
ヤ
』
ヤ
》
ヤ

ナ
ー
チ
函
チ
ー
チ
函
チ
』
チ

●
■
■
や
中

凸
■
句

５
．
２
・
９
．

’
。
↓
・
３
・
25

｡●●●●｡■。｡｡

40

･脇…．

●
一
。

●
一
。

。
一
●

。
ｄ
Ⅵ
。
？
』
乱
Ⅷ

●
わ
』
・
り
今
畠
櫛

~10

寺
。
●
●
垂
Ｃ
や
申

書
４
・
一
ひ

言
３
・
３

。
●
。
●
一
●

38

■＝＝士一一一申一毎

21

26

■｡●●●●･be●

2．1

■‐一一一守●凸■■

艶

■●●●●中司③｡■

54

10

8

10

ワ
０

6

9

8

●巳皇■●●■■●

7

......

18.8

"i"i．.§．．

"iV.s"

7．3

3．

8．1

5，9

4．8

守色●旬｡●■心●

猟.I

2

申 一●色ゆ｡●●

、》
七

一一~ず・・・
酉

2

ウ
》

少
』

リ
】

？

●C亭由■毎●●

:I

●
●
●
や
●
争

器
器
一
器
蕃
一
器
器

削
掻
一
削
掻
一
削
掻

』
・

削器

ノッーチ･ド

削器
ノ．,-チド

掻器
ノッチ・ド

掻器
ノ･ﾉーチド

削器

ノッチド

則 器

ノ･ソチド

掻器

線
形
一
形
線
一
形
形

血
凸
一
凸
Ⅸ
坐
凹
凸

●
凸

II1l形

【引形

ハ形

凸形

凸 形

蝿
一
噸

Ｉ
ｆ
Ｉ
．
’

－口むき争争｡●●●●●●●

(6)

§’
；’
－
４

－
６

３
－

■

片･im

片ifti

片1，

画I力i

両伽

片

iIi

片I

間I

lI-Im

片Ihi

片、i

片mi

伽
鮒
ｉ
ｌ

片
片

圃
伽
Ｉ
ｌ

片
片

mi

片
片
片

災から裏

嬰から表

拠から炎

I剣方向

向方向

裏から表

裏から表

I帥方I'.]

裏から我

裏から炎

炎から裏

喪から炎

喪から炎

炎から典

尚方向
両方向

喪から炎
拠から炎

裏から炎

１
１
．
１
１
．
１
１
？
』
？
】

ワ
』
？
』

3

3

3

3

3

3

４
４
４

299

299

８
８

９
９

ワ
］
ワ
】

300

300

301

301

N《1 出土 1吋位 i猟物播号 イi材 lモ(､､） WI1 mm) WUn) 街賦（腰） 川【:X1
1 SKO38 002 チャーI、 28 1 7 5．6
2 SK327 )31 サヌカイト 25 8 7 2.6
3 SK340 )01 -チャート 35 3 13 12．9
狸1 SK418 )60 ﾁｰｬ･一卜 22 7 6 2．3
Ｐ
印 lOEN 005 -ﾁーャート 23 7 8 5．2
6 l4LW )03 チャート 37 6 H 5.6
守
り 15EN )02 サヌカイト 33 9 11 8．8 302
8 22EW )03 チャート 22 ク

』 7 2．0
9 23HW 005 チー､｡－卜 23 8 7 2．9

10 28Cs 005 チャート 31 1 l(） 5．7
11 表擁 129 -ｰﾍ･－ト :粥 2 9 11．9
12 表j策 145 -ﾁ･ヤート 27 7 l(） 6－9
13 表採 233 チヘ･－卜 23 ？

』 8 5．1
1‘1 O8E 016 チャート 26 9 7 ･1．0
13 O8E ()30 チャート 17 5 5 1．5
16 08F ()33 ヅーャーI、 17 6 』1 1．4
17 09， 025 -ﾁー.ｬ･一卜 18 2 B 2.(）
18 O9E ()33 チャート 14 1 6 1．1
19 10E 01， -ｿー 奇･－卜 26 5 11 8．2
2(） 11A 015 -ﾁーャート 23 守

り 6 2．3
21 11， 0()9 -トャート 20 3

《
ひ 1．4

ワ
』

ワ
ー 11J 009 チャーi、 14 9 4 0．7
23 1211 022 -ﾁ･ヤート 23 6 8 3．0
241 12J 026 -ﾁーャート 19 7 9 2．7
25 13M 019 チャート 18 6 ･1 1．8
26 14K ()23 ツーヘ･－卜 15 】 5 1.8
27 15G 004 -ﾁーャート 24 5 9 7．2
28 161 023 チー.ヤー｝． ワウ

ーー 7 7 2．‘＃
29 16J 007 チャーI‐ :；2 2 6 2．7
I(） 16J (110 -f--,.-卜 15 5 6 1．4
11 17K 008 チャート 32 6 8 ‘1．1
12 19J ()21 -ﾁー ､ー－－卜 22 9 2．0
13 19K 0 I チーャート 37 2 1 IZ、6
B,1 21 0 9 チヘ･－1、 26 3 1．7
B5 22 0 6 子･ヤート 23 9 Z､芯
36 2削 0 1 チャート 24 3 10 6．3
37 24 〔） ‘1 ･ヤート 9 9 6 2．8
38 26 (1 1 ﾁｰｬ･一卜 18 28 9 8．0
39 ()6， 11 0 1 チャート 8 21 7 2．5
豊1 (〕7， 11 (） 1 -ﾁ･ヤーl‐ 4 一

効
ウ
』 6 3，7

4 07， 11 0 0 チャート 8 1‘1 5 Z、1
‘1 08， 11 (） ‘1 チャーI． 6 21 6 3．2
‘1 O8E II (}05 ﾁー ｬー ﾄ． 25 16 6 2．4
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第72表－2ヘラ形石器計測表(2)
％(1 出－1Z 榊位 j閲物縦-場 ｲ1．イイ iと(m、〉 申i,1 、、） 〃（1，m） 面lOi 縄） 抑図
‘1‘1 o8G 11 019 ﾁーﾍ,－－1．

釦
〃
』 3 7 3 8 3〔〕3

‘15 ()HG 11 ()Z8 -ﾁー.1．－卜 3 8 7 4 】
‘1(｝ O8G 11 060 -トー1.-卜 3 〔） 7 5 6
‘17 ()8G II (〕Ii7 チヘ･－1．：2 ワ

６ 淵
ワ
ー 4

18 08P 11 00 -ﾁｰﾐ･一卜26 0 6 4 0

,19 O9C 11 00 チタ､･一 30 5 1， 8 7
別） O9G 11 01 ~ﾁ･ヤー 30 3 11 6 9

汀I lOB 11 00 菅ﾁーャー 15 少
】 3 0 5

52 1(〕E 11 00 -ｰ九・一 22 9 5 2 3

53 1〔】G 11 ()0 子･ヘ･－ 33 7 1(） 5 3

5‘1 IOP 11 00 ･ﾁー ｬーー 9 I 10
ワ
ー 7

55 llB 11 0(） チャー 8 5 H
ワ
】 2

56 I1G 11 02 ﾁｮｬ･一 3 0 7 3 6 301

5711J 11 00 チャー 0 -1 ‘I 1 3

5H 12K 11 (､3 チー.､一一 3 5 ↑
ゆ I 4

5リ l2L 11 OB ･卜．､-－ 4 5 再
抄 (） 8

(i{、 12M 11 ()2 チャー 3 3 4 1 4

61 12M 11 03 チー､｡－ 守
り 6 5 1 8

62 1311 11 ()1 チャー 0 6 字
″ 4 1

6:リ 14A 11 ()0 チャーI、 ソ
』 7 l(） 10 9

(i,I 14A 11 ()1 -ﾁ･ヘ･一卜 9
ワ
】 9 9 ･1

fi5 l4C 11 O(】 -ﾁ･ヤート 4 5 7 ‘1 3

66 15F 11 03(） チーャー 《
Ｊ

ワ
】 6 H 4 4

67 l6G 11 ()()8 チ･ヤー 26 '3 1 6
ワ
】

(昭 1611 11 0 6 チー 宮､．－ 2(） I 《） 4 7

(;9 16K 11 (） 6 チー､．－ 29 7 あ 3 (）

7(） 16K 11 0 1 子･ヤー 27
ワ
ー 5 3 6

71 161く 11 (） 5 ィｰｰｬｰ 2‘1 9 ‘1
ワ
】 6

72 l6L 11 0 8 - ｰ ﾍ ･ 一 26 0 5 I 7

73

74

l6L

16M

11

11

(）

0

4

3

･ﾁー ﾍ･一

チャー

18

16

5

(）

8

6

1
少
］

7

1

75 16K 11 (） 3 チャー 28 3
守
』 3 3

76 17F 11 0 3 チ･ヘ･一 30 7 7 ．I 0
『
ｊ

ワ
０ 17H 11 0 8 ~ー ､ー．－ 20

《
靭 9 5 3

78 l7L 11 ()73 ･ﾁー ､ー．－ 20 7 6
リ
管 (）

7 170 11 ()23 チー､．－ 21 6 6
つ
ど

？
』

H 18F 11 ()25 子･句･一 24
小
マ
』 (） 5 9

8 l8G､11 015 チヘ･一 15 1 7
ゆ
』 5

8 1 8 H ‘ 11 1)15 -ﾁー な．－
｛
ひ

ワ
』 1 H 5 】

H 18K 11 【)13 -ﾁ･ヤー
字
〃

ワ
と 9 ， 41 5

H 180 II 015 チ判 28 8 】 6 5

8 19K II 026 ･ﾁーﾊ 33 7 5 6

H1｝ 19K 11 032 チ刊 ー 27 (） 1 7 7

H7 20J 11 ()14 ･ﾉー.， 27 9 3 5

HH 20K 11 ()41 -ｰｰ4 ー一 ｝1 I 3 7

89 2()L 11 024 チ･舟 一 3 6
ワ
》 1

90 21， II 051 チャー 9 3
Ｅ
■ 1

０
や

りI 21F 11 005 -ﾁーャー 3 6 1
ゆ
一 6

ql2〕 21J 11 015 チヘ･一 〔） 1 1
ワ
】 5

93 21J II ()70 -ﾁー ﾍ･一 8 5 7 0

!)41 望1L 11 115 ﾏﾁｰｬｰ 6 7 11 13 8 3()5

!)5 21L 11 163 -ｰｰ1．－ 26 8 1 3 8

9(》 21L 11 16‘1 -ｰﾍ･一 20 3 1 3 7

97 21N 11 ()20 -ﾁーづ､．－ 23 5 8 5 1

98 22， 11 014 チャー 32 3 17 12 8

9(、 22， 11 022 ‐ﾁーャー 2』1 0 8 4 3

10(〕 9”I〃 11 015 ｲー ﾛ､｡－ 24 8 12 ~1 6

1()】 22L 11 lZ6 - ｰ ・ ヤ ー 26 0
一
切 2 4

102 Z3G 11 (し52 チー､．－ 27 0 8 5 2

1()： 23J II 028 ･ヤー 28 2 7 4 7 3()(）

l()． 2411 11 (l32 子-1．－ 24 1 H 4 2

l()！ 25E 11 (DO2 ~ﾁー ﾍ･一 ･17 1 7 8 9 3{17

106 25F 11 ()(19 -ﾁー ､ー.－ 3:1 8
一
ゆ 3 3

1(）7 27F 11 015 チャー 19 3 6 1 6

108 27F 11 0，14 チ･ヤー 38 卜1 12 17 0

1()9 聾8F 11 012 チ4－1、 36 6 19 7 1

11(） 28F 11 ()56 チ4一卜 34 3 1U 11 6

111 35J II ()05 チ4－卜 27 (） 1(） 7 2

112 38B 11 (〕()4 チコ、 －1、 29 ･1 8 ‘1 8

113 43L 11 010 - ･ 卦 －1、 ･12 ･1 1．1 15 7 3()8

114 ()8A 111 {)()2 チ句
ｋ
０ 26

ワ
】 8 5 5

115 O8C 111 016 ~ﾁ●勺 一｝. 15 H 陰1 1 0

116 O8G 111 01局 チ4 28 8 9 3 6

117 o8H 111 ()21 ~ﾁ●4 ー 29 6 12 10 8

118 11， ⅡI 013 ●ﾁ●勺 ー 17 1 (1 1 0

11〃 12C ⅡI 017 -ｰｰ､ 18 ‘1 6 I 7

1聾(） 13D 111 (｝09 -･-、 23 1 6 3 2

lZl 27G 111 030 -ﾉ･-、 15 5 4 I
ワ
』

122 38庇 111 001 ~ーャー 30 (1 10 9 8
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第73表-1くさび形石器計測表(1)

Nu 出土I又 位 批斗勿硲り． ｲｧ材 idam) ID1,1(111m） I'/(mm) 噸脳 R〉 分f、 姉隊I

1 SX8 008 チャーI， 5 17 5 3 2

2 SKO36 0()4 -ﾁーャート (｝ ．12 9 1(） 5

:3 SK345 001 チャート 7 2,1 14 17 8

９
９ SK381 006 ･ﾁ･ヤート

リ
』 lH 6

ワ
』 7

5 SK381 0●48 サヌカイト 6 2り 8 5 tp

6 SK418 062 ~ﾁ･ヤート 8 12 8
リ
》 7

7 SK563 009 チャート
戸
抑 M） 8 3 0

乳 SK597 ()03 -トャート 7 l(； 5 I 5

!） SK630 0()2 ‐ゾーャーI。 4 Z9 10 5 3

l(） SK630 005 チャート 1 17 5 ワ
●己 2

11 P585 002 チ"ヤート 28 27 9 7 7 61

12 P595 ()〔)1 -ﾁー ﾐー･－｝‐ 32 32 11 14 I

13 O8G1V 005 -チャート 36 11リ 11 7
ワ
】

川 0 ， W 008 チャート 26 19 9 5 5

15 0F#九 009 チ七・一卜 17 23 5 1 9

16 ()GW 00 チ"ヤート 31 2(1 9 ‘1 5

17 OGf九 00 チキーI、 22 9 7 I 5

18 1EWV 01 チャート 21 23 6 3 3

19 lJN ()(】 -ゾーャーl、 34 15 10 5 8 3‘17

2〔） 2，咽． 00 ･ﾁー ﾍ･－卜 39 33 8 11
ウ
』

21 3，W 00 チ.ｬ｡－1． 28 19 9 ‘I 5

'，⑪
▲｡~ 30N ()0 -ﾁーャート 41 29 12 15 0

2:I 5B猟ア 01 -ﾁーャート 23 13 8 2 1

24 1NN 01 チーt･一卜 19 28 6 2 9

25 18HS 003 チ･ヤート 18 2(ト 7 2 9

26 32HW ()03 チ・ヤート 21 18 7 2 7

Z7 8間（ 010 子･ヤート 22 Z(） 5
秒
』 4

ZH 蕊採 017 チーャート 21 28 8 5 .I

29 炎挿 14，1 子･ヤート 28 18 8 ･1 8

30 蕊ｳ采 178 チャート 35 Z8 10 10
寺
〃

31 表｝承 185 チャート 33 15 11 8 4

32 蕊採 186 チャート 27 2:I 9 (i 2

33 友j采 292 チーャーI、 26 21 7 3 5

34 冒友I兼 295 チャート 23 1:！ 10 リ
』 8

35 冒炎1乗 405 ･ｻ･ヌカイト 21 1,1 5 1 4

36 O8H ()〔､9 チャート
ワ
』

切
一 19 7 3 5 311:1

37 〔)9， 046 -ﾁー ﾍ･－卜 15 2ふ 9 3 ｡’

38 O9E 010 -ﾁーャート 29 1,1 11 3 8

39 O9G 007 チャーI． 2(） :剛 12 8 1

‘1(） 1， 0()8 -ﾁー.ヤーI． 20 り･，
ｰ～ 7 :1

ワ
』

‘11 11 004 -f･ヤーl、 22 13 12 3 9

,12 1J 006 チャート 30 16 9 ､1 2

.1:！ 2E 014 -ーャート 30 Z(〕 8 5 Ii

･1.1 2E 041 チーャーI、 0 12 H 1 8

‘15 2G 019 チヘ･－1、 3 Z8 7 4 6

‘16 2 H 020 -チャート 6 Z，I 7 ･1 3

‘17 211 034 チャーI‐ 9 '約 5 2 0

418 211 046 チーャート 7 I(； 7 2
リ
》

‘19 21 020 チャート 1 17 8 Z 9

5(） 2J 006 チーャート 31 25 10 7 5

51 2J 0 0 チャート ワワ
●ヂー

『）｡，
~~ 5

切
』 9

52 3E 0 (〕 チーャート 17 15 9 3 4

53 3J 0 ｡’ サヌカイト 18 20 8 ,I 1

54 5G 0 0 チャー 15 17 6 つ
』 9

55 5~I 0 3 チや一 9 26
寺
〃 3 6

56
●
〃 0 9 チーャー 3 25

今
〃

Ｆ
⑰ 6

57 61 0 1 チャー 15 18 8 5 1

58 6L 0 4 -ﾁーャー (） 21 11 5 9

59 71FI 0 0 チャー 21 15 6 2 1

60 7L 0 8 チャー 37 21 11 10 9

Iil 9， 003 チャート 2(） 27 10 5 7

(う2 2OL 031 -ﾁー ･々一卜 37 22 9 6 7

63 21E 008 チャー 16 12 6 1 3

Iうjl 22L (〕()3 チャー 32 りゆ
~▲ロ 8

戸
切 5

65 25E 00．1 チーャー 31 241 10 7 I

66 25E 018 -ﾁーャー 27 H 5 1 5

67 25E 026 -ﾁ･ヤー 21 】(） 5 1 1

68 25G 001 -ﾁーャー 28 リ少
~~ 9 5 6

69 25K 017 -ﾁ菅ヤート 20 12 7
ワ
』 0

70 26B 0〔〕8 -ﾁーャート 36 2，1 10 守
り 7

7 26L 003 チャート 18 31 12
寺
０ ‘I

7 28K ()16 ヂーャーI． 21 2:I 7 :3 0

7 29K ()08 -ーャート 34 Z(〕 1 7
ウ
』

7 0‘1， II ()15 チ･ヤート 24 :12 5 8

7 O8G 11 ()24 チャート 30 19 1 5 7

76 O8G 11 (127 チャート 26 1,1 ＄ 1

77 081 11 002 チャート 26 1(； 2 5

73 O9C 11 ()06 チャート 25 ｡》ゆ
~●卓 1 S 0

7 O9C 11 010 チャーI‐ 25 15 3
ワ
』

8(） ()914 11 025 ･け．ヌカイト 2(） 2．1 I 4 ‘1
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第73表－2くさび形石器計測表(2)

N(1 州化 聯位 遺物詩吟 布Iイ lと(画助） 閥,I(価助） ¥'/.(mm) 賛fOI（氏） 分瓢 抑脚
81 ()9E 11 ()26 チヘ･一 27 少

』 1 (） 4．．1

82 (l9E 11 028 サヌカイ I。 :鴎 13 11 '1.1）

8くり 1M)G 11 005 -ーャー 21i 17
ｂ
ｌ
‐
ｈ

I(） 5.()

8．1 ()9（ 11 019 チャー 25 15 7 :1．5

85 ()9（ 11 020 チャー '》･》
● ご ~ 17 7 つゆ

~々色争

86 ()9G 11 030 -ﾁ･ヤー 2〔） 13
ｑ
ｌ
‐
４

一
・
ｍ 1．7 :1，15

87 (〕91 11 007 -ﾁーャー ロ,．
ｰb1 zH 12 ･1．9

88 (） 11 010 サヌカイI、 21 :15 1， 6．:!

89 11隅 11 (〕0う -ﾁ･ヤーI、 23 17 リ ‘1．6

90 12C 11 007 子･ヤート 2品 12 12
ワ
』

91 121) 11 0 3 チーャー 23 17 1i 2.H

92 12腿 11 (1 7 サヌカイ 卜 5:I 28 12 M、2

93 l2E 11 0 6 チャー Z(i 21 (｝ 3.H

94 12K 11 0 7 チ･ヤー 33 lH H 3.1）

95 I2L 11 0 0 チャー 36 ‘州 8 13．9

96 I2L 11 0 1 チャー 2鴎1 2．1 6 4．0

97 131) 11 0 1 チヘ･一 .》･》
ー~ 25 【） ､1.9 和･'8

98 131） 11 052 チーャー 23 15 (； 2．‘1

99 1312 11 《)22 チーャー 26 19 7 3．3

100 】3．1 11 (〕15 -ﾁーャー 26 '，dノ
ー~ 7 ‘1．7

101 13K 11 015 チヘ･一卜 17 17 7 1．5

102 l:1N 11 ()07 チャーート 26 29 7 6.Z

103 1,1脇 11 00‘1 チャーI‐ 26 23 H 6．6

1〔)4 1.1F 11 0()8 チャー 29 25 11 9.9

105 1.1G 11 019 チヘ･一 少･ｸ
ｰｰ 苫I (ト :1．，1

106 1.1M 11 020 チャー 必7 Z7 H 6．3

1()7 1.1M 11 061 チヘ･一 37 1.1 6 3．2

108 Mx 11 ()55 i庇紋岩薗i容職’ Iざ出石） :1.1 Z1 11 6．7 3‘8⑨

1(〕9 14N 11 067 チャー 25 11 7 1．6

110 1.10 11 0()8 流紋岩厩溶職！ lざ糾刀~『） 3．1 32 8 H，‘1

111 いI〕 11 0 5 チャー 17 25 (） 3．7

112 賑I〕 11 0 1 -チャー IH lH 7 2．』1

113 15 11 0 7 チヘ･一 37 15 1m 5．(う

114 15F 11 0
４
０ -ﾁ･ヤー ｡》｡》

ーー 2⑪ 7 ･1．3

115 151 11 0 9 チーャー 2(i 3‘1 11 10．5

116 16C 11 0
ワ
》 -ﾁーｬ．．－ 26 11） 6 2．(う

117 161， 11 0 1 チャー 21 27 9 5．‘1

118 16 11 0
ゆ
』 チャー 12 27 l(リ 12．3

119 16 11 035 子･ヤー 27 ゆぴ〃
●早～ 6 :1．2

120 16 11 046 チャー Z､1 16 H 3．2

121 16 11 080 -チヘマー 25 13 8 2．‘1

122 16F 11 002 チャー :12 27 1(） 9．1

123 I6G II ()31 -チャー 21； 2(） H 5．9

124 161 11 ()13 チヘ･一 :船 2H 10 10．1

125 1(剛 11 〔)19 -チャー、 27 1脚 (う 2．．1

126 1(iM 11 017 -ﾁ･ヤー 32 16 12 ･1．6

127 1712 11 008 チーャー 18 l‘1 (＄ 1．H

128 1711 11 027 ‐チャー IH H 5 0．1）

129 17N 11 (〕53 ･サヌカイト :I2 21 7 ‘1．1

130 17(） 11 002 チーャート 18 8 ･1 0．(；

131 lHK 11 (職3 チャー｝. 21 111 5 1．5

132 18L 11 096 チーャート 31） ､17 13 20．9 35(）

133 11）I§ 11 〔)08 チ・ヤー1。 26 1(） H 4．(｝

134 19〔； 11 019 チャーI. 2<I 17 10 郡．2

135 2(〕F 11 ()29 チャート 17 り'》
●ご●凸 8 3．，1

136 2〔)（ 11 004 チャー｝. 35 Z.’ 隅 7．，1

137 2〔)〔 11 013 -ﾁ･竜･一卜 '此ク
ー ■ 36 10 11．8

138 20J 11 05(） チャー :13 26 H 5．7 :151

139 2()I《 11 ()38 チーャー 迦） 27 11 7．〔）

140 2()L 11 063 チャー 2:1 1H (i 2．6

141 2()L 11 {)90 チャー Z7 18 ｡》 3．1

142 2()L 11 1‘10 チヘ･一 1.1 27 19 16．7 352

143 211) 11 049 チャー (1 (1.1） (7） (2．3）

1.1.I 211） 11 054 チャー 1脳 1(｝
一
切 1．‘1

145 211） 11 078 チャー 2H Z3 12 7．2

146 211《 11 ()75 -ﾁーャー ･16 2．1 l(i 14．1）

147 21N 11 021 チャー ､19 】7 1’1 7．‘I

1.18 221） 11 0 3 チ々・一 29 15 11 ‘1．6

1、19 Z21） 11 0 9 チャー 3H 1卜 7 ‘1．9

150 Z2I） 11 0 7 チーャー 19 2（ 7 3．1

151 221) 11 0 0 チヘ･一 1リ 1： (i 2．1

152 22（3 11 0 0 チー､．－ 25 21 7 :1．9

153 221 II 0 (） ﾁ･ヤー ‘12
リ
ー 9 8．5

154 22J 11 0 ‘＞
~ チャー ケバD

~心 1【 ＄
①
と 7

155 Z2J 11 、 3 チャー 3H :2（ (｝ 7．‘1 :蹄3

156 22K 11 (1 8 -ﾁーャー
守
’

■
も
Ｆ

Ｐ
‐
Ｑ

ゆr
~ ● l(う 2〔).7

157 22K 11 ()61 サーヌカイ 】、 3‘1 ‘1（ 11 M、3

158 Z2L 11 057 チヘ･一 Z5 リ4
－ ． 淵 1．5

159 2ZL 11 163 チキー lH
０
．

⑩
』 9 3．3

160 ZZM 11 ()10 チャー 2H ｡シ
－． 6 :3．7
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第73表－3くさび形石器計測表(3)

N《1 出土 ﾉﾔ1位 週物舟り． 〃材 R(n) 巾ip¥(mn) 厚(m画,） n!!() 分双 抑脳I

161 22N 11 ()馴I チャー 36 28 7 8．‘1

1(i2 2313 11 (X)1 -ﾁーャー 19 23
写
４

ワ
』 8

IIi3 23G 11 01．1 チャー 29 17 12 8 3

lIi』1 23G 11 ()‘13 チギー 22 31 1(） 7 5

165 231 11 ():19 ･ﾁ･ヤー 28 241 6 4 1

1(祁 23 11 (X)6 -ﾁーャー 25 30 11 8 6

1()7 23 11 026 チャー 27 ワ？
●ず~ 9 5 3

l6H 23 11 ()82 チ・ヤー ‘1H 少，》
－－ 10 11 ‘1

16， 231 11 ()5Z -ﾁーャー 2(） 25 7 3 7

17(） 23L 11 ()57 チャー 15 2(） ･1 I
４
６

●

171 23L 11 MH -ﾁーャート 17 3(） 8 4 7 35．1

I7Z 23 11 ()78 サヌカイI。 31 18 10 ‘1 0

173 23N 11 00‘1 -ﾁーャー 38 32 H 8 8

17‘1 24E 11 01(） チギー 31 ･10 10 11 り 337

175 24H 11 036 チギー 29 11 10 3
Ｐ
⑩

176 24J 11 ()(iO チャー 苫1｝ 13 7
ワ
】

《
⑱

】77 24J 11 116 ｰ.ヤー
少
将

ワ
』 2(） 8 3 8

17H 24J 11 181 チャー 2‘1 25 1(） 3 9

179 24K 11 28H サヌカイ I、 2 28 9 6 5

18(） 25C 11 ()()9 チャー
『
ｊ

ワ
』

つぴ》
－~ !） 4 5

181 25G 11 016 チ･ヤー 2 25 8 6 3

182 25G 11 (130 チャー 22 1‘I 7 1 9

18:！ 25G 11 l:13 ･チャー 29 2，1 1(） 6 5

184 25L Ⅲ ()2‘1 チャー 17 13 H 】 6

185 26恥 11 (〕11， チや－ 25 16 9 3 2

186 26G 11 (110 チャー 23 36 9 8 7

187 26M 11 ()62 蝿昭矛 33 7
一
切 1 (） 356

l8H 2713 11 ()09 -･ヤーI、 2H 22 8 4 8

189 271 11 ()13 -チーャーI、 37 12 11 5 H

190 27L 11 07‘1 -げーヌカイト 32 18 7 3 7

l()1 27L 11 I)97 ナミ･－1。 17 15 5 1 5

192 281 11 I)12 チーャート 13 19 5 1 3

193 281 11 〔)2‘1 -チーャーI． 2‘1 25 10 7 0

194 29 11 ()32 -ﾁーャー 3(） 18 7 4 ‘1

195 31（ 11 023 チャー 24 21 9 4 《』

196 35（ II ()20 チや－
寺
Ｊ

り
↑ 25 11 7 3

197 351 11 015 チャー 27 1．1 8 3 1

198 42（ 11 ()62 サヌカイ 卜 3 21） 7 3 7

199 081 ⅡI 0()7 チャー 2 241 7 3 7

20(） 081 ⅡI 017 チや－ 2 Z7 1 8 〔1

2Ul 081 IⅡ 011 チギー
ワ
】 33 5 ･1

21)2 081 ⅡI 0(D9 -チや－
リ
］ 241 1 6

ゆ
』 3．1‘＄

21)3 09A IⅡ 01(） チャー 2 2(） 5 0

20‘1 091〕 IⅡ ()ZI チャー 3 29 7 8

205 10冊 111 ()()5 チャー 2 1《) 6 3 3

206 IOG 111 018 チャー ？
●寺 34 9 8 ‘1 3‘16

2()7 101 lII ()12 チャー 3 7 I 1 6

2(D8 11A 111 00．1 サヌカイト 30 18 11 5 7

2()り l1E 111 008 ･サヌカイト 55 17 1； 12 8

21{） 11G 111 (X)7 チャー (18） 19 (2l）

21 12A 111 0()2 チャー 9 2‘1
１
１ 2 7

苫I： l5C 111 (DO5 チャー
誇
り 2(｝ 11 4 7

21： 15C 111 006 チや一 ？
』 ゆ･》

~~ ｛ ‘I 3

21‘ 161〕 111 ()2．1 チャー 9》
~ 15 1

ワ
』 (）

21： 180 IⅡ ()06 チャー 5 15 (） 2 9

216 23ハ1 IⅡ 009 チャー 9 41 8 23 3 355

Z17 24C IⅡ 03‘1 -ﾁーキー 7 13 6 1 6

惣19 24C IⅡ 039 チャー 9 ､16 】 20 6

Zl9 27F IⅡ 005 チャー 3H 15 0 6 3

220 27G IⅡ ()05 チーャー 37 22 7 5 ‘1

221 31C 111 ()01 チャー 4 リワ
ーー I 11 (）

世22 28Gs 003 -ﾁーャー 2 2(） 5
少
〕 9 2

223 表擁 Il58 サヌカイト
切
』 22 8 4 3 2

Z2.3 1．111 I I)05 チャーI. 2 2‘I 6 3 6 2 359

2Z5 19L I 011 チャート
９
』 21 10 5 6 2

226 2311 I ()07 チャーI。 2 2‘1 11 6
Ｆ
⑨ 2

227 l1G 11 019 チャート り
』 16 9 3 ‘1 2

228 12， lI 007 チャーI、 19 15 7
ウ
』 3

ワ
ー

2Z(》 131 11 ()13 チャート 19 16 6 ゆ
↑ (） 2

ゆ
』 10 l5E 11 ()13 チィ･一卜 33 29 1 10 3

ク
』

2 I1 16K 【I ()78 チャート
⑳
』 ） 2‘I 6 4 !）

ワ
』 360

2 32 16N 11 ()19 -チャート 4
も
ク
ザ 2(i 6 15 (i

つ
』

り
』 33 19M 11 〔)12 チャート リ

』 7 Z(〕 1） 5 ‘1 2
リ
』 34 22K 11 ()25 チャート リ

ー ） 27 (） 7 ｡$
ワ
｝

ワ
］ 5 23C 11 (】08 チャート 36 27 2 10 7 ワ

ー

ワ
セ 6 2311 11 ()I7 チャー (37） (3‘1） （ ‘1） (19 9） ウ

】

リ
』 7 231 11 ()27 チャー 28 ツワ

ユロら” 1 7 2 2

2 H 23K 11 ()8(） -ﾁーギー 31 2‘1 7 5 6 2 361
リ
49 9 29B 11 015 -チャー 33 25

少
』 8 2 2

リ
』 0 11C 111 005 チャー 31 19 0 7 1 2 358
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第74表泥岩製両側縁鯛整剥片石器計測表

ｰ

第75表尖頭器計測表

翌

6表異形石器計測表

第77表分類不明剥片石器計測表

NQ 州12 蛎位 jR物碓り． イiｷイ 圧(画珂） 蝿！(､､） 〃 旅団） 両108（侭） 分顕 抑“
1 OHF1V ()041 汎;V； 35 31 8 .1,1 36:I

2 IZF 11 (〕16 #雌Y； 38 36 3 73 362

3 12N 11 ()〔)6 泥71 94） 39 9 (･13）
4 1.1M 11 069 #尼Y； 63） (35） （ ()） (:12）

5 13湖 11 （)62 泥V； 23 26 ワ
４ 29 364

6 1(うN 11 （)63 j尼V； 11 35
少
』 51

7 2(iF 11 （)33 j尼職 60） 3H 7 (21）

8 15()N （)0‘1 泥1’1 16 27 7 27
ワ
』

9 OH（ II （)541 泥I'1 71 ‘1(） 7 ｡〉･》
~茸

ワ
』

0 11K 11 （05 "幽‘：
写
Ｊ

【
』 30 7 Zl

砂
』

1 1211 11 ()01 泥ｷ‘； 103 .17 6 3H 2
つ
』 】3M 11 ()27 泥1．； 86 33 9 33

ワ
』

3 】{)N 11 (〕22 ijい‘； 77 4.》
.ゼー ‘1 15

の
今

4 21K 11 ()7‘1 ijl鋤.； 97 ‘10 1(） ‘11 2

5 21N 11 ()29 泥Y； 90 39 8 31） 2 165

6 21（） 11 ()()6 泥i･； 66 ･17 8 29
つ
一

守
り 23G 11 (l(〕6 沈郷； 88 33 32

ワ
》

8 23．1 11 0Z.’ i雌V； 78 32 1(i
ワ
』

9 2.113 11 0(16 〃fYI 51
ワ
』 5 6.Z

⑪
』

20 Z5M 11 (吃2 泥？I 91 ‘州 7 ,1】
ワ
』

21 2611 11 (X)6 jI6Yi 77 34 6 19
ワ
』

22 :311 11 05(） 泥t｡； 82 :！(） 5 17
⑰
』

23 1111 111 I)0Z 泥V； 88 32 7 0）』
凸守■

ワ
』

24 15(） ⅡI 001 ;尼Y； 78 38 .I 16i2

25 19， 111 ()()5 泥1．； 101 :14 H :8712

26 25C IⅡ ()28 池ヤ
04

100 38 .I 2,112

NQ 出土 ﾘｳ1位 職物緋り． ｲi材 腿（m、） 恥&(､、） 厚(m､） 面;88二（Ⅸ）

1 l6L 11 (Ⅸ12 -ﾁーャート ‘17 29 7 (8．1）

L 州iL I？1位 j尚物縦り． イ 卿 lと（m肋） 軸I 回向） I'/(mm) 面U(K) 仰脚

SK2．13 001 OI
JB '1A?イ『 ｡》，

一

ワ
』 5 1．5 Mi7

1,5(i3 (X)2 チ .－卜 リ，
凸｡ 7 6 2．0 MiH

SK2‘16 1X)2 ~ﾁ． ．－卜 11 6 3 ()．7 169

2(i恥 11 ()57 サヌカイト
ワ
』 8 5 1．5 171）

21N1 111 {)131サヌカイト。
ウ
』 9 .； 1．5 171

NQ 肌Iきば1州細立 碗物碓り‐ イ『財 lを(mm)fci{ehh)I厚(､師）｜画吐（尺） 抑“

1 l 7 L ’ 1 1 I)27 チャート 6心5:113‘'42．4 372

2 10 1 1 I I ()2＄ チ'ヤーート (MI51I22I59．3 373
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第78表－1石核計測．観察表(1)

NQ 川上 聯位 iS物爵号 村 泰付 1.1然面 節蝿【、 才顧i数 〃面状態 作薬面数 斌賦(K) 分顛 i*i-:

SB3 (}0 チ･ヤー 厚手の剥M 剥麟mi2 2 50
ク
】C 5

SX27 01 チャー 分劉瞭 ｲ『 剥離1，2 2 17 4

１
１ KO36 00 チャー 剥片 ｲﾘ 前j即I力il、剥陸血1 20 lb
１
！ K198 00 チャー I jl 剥雁面2 21 2b
１
１ K29 00 -ﾁーャー I 11 何 ｲ『 1.1然面1 6．6 1b
１
１ K32 00 ﾁ･ヤー ’ ノ

8-

剥離面1 16 2b
１
１ K3.1 01 ﾁ･-ヤー ’ ハ 剥離Ill]1 12 2a

8
４
勺 K35 036 チャー 剥jI ｲｨ ｲI 1.1然Ihjl、剥殖Ihjl 20 lb

9 SK35 005 チャー 剥片 ｲI 師児閲I、剥離lm2 14
？
』C

10 SK35 004 チャー 網"； 剥離面5 17 ●I

11 SK418 072 チャー 厚子の剛j｛ イ 剥離面I 24 9

12 SK418 073 チャー 剥片 剥雌面1 15 lb

13 SK436 001 ﾁ･ヤー
節珂【川を広くイ『するIソト
の剥叫

イ 1i 肺蝿1‘l然面2 56 1c 63

1.1 SK468 (X)3 チャー
節理剛を広くイiするサイ
コロ状の分割礎

1 ｲI 3 測雌面2､節琉iti】 3 66 6 64

5 SK別3 001 ･ﾁ･ヤー ’ 判） 剥離仇jl 1 9．1 11〕

6 SK559 002 ﾁ･ヤー
．
！ 1Wilniをｲｲｫー る分創蹄 1 ｲI． 剥艦Ihj2 2 ‘1 7

7 P292 003 ･ヤー
蔓
！ 剥I ｲI 剥離Iii4 2 リ

幹

8 1,368 001 ﾁ･4･一
寺
、
叩
Ｌ
１

理Iliiをｲf-ｳ･るIゾチの剥
イ ｲI 剥離IAil 1 】31 I

9 士坑3 001 ﾁ･ヤー ﾘﾘﾄ ｲI 節現1，1 8．8 1

0 災採 270 チャー ﾒ『の剥』 剥臆面1 20 1

1 121§ I 017 ﾁ･ヤー ﾘjl 剥離Iii2 7.4 1

2 l7G I 〔106 チャー I手の11I 布 剥離lhi】 7．4 &’

23 101） 11 001 ﾁ･ヤー 」ﾇﾁのf1l 有 ｲﾘ 1.1然而1 67 a

24 12M 11 007 ﾁ･ヤー j片 剥離耐1 21 a

25 31 11 ㈹-1 チャ･一 リハ． ｲI 節覇面I、剥峻伽I 26 a

26 4J 11 〔)】2 チャー ﾘ片 ｲI 節珂血1 9．0 a

27 ” 11 001 チャー ﾘ片 ｲI 肺珂Iml 2』I a

28 iM 11 ()10 ･ﾁ･ﾍ･一 1片 布 ｲI rl然1，1 35 a

29 7】 11 028 ﾁ･ヤー ﾘ片 ｲI 剥離伽1 18 a

30 7N 11 (〕20 ･ﾁ･ヤー ﾘﾉﾄ 布 ｲ』 筋環耐I ､職 a

31 811 11 006 ･ﾁ･々･一 I而理Ift'を広く有する剥（ ｲI 筋珂面l、剥屋Iml 28 a 386

32 9M 11 008 ﾁ･ヤー ﾘバ ｲ1． ’ j蝿【ml 【i､7 a

33 9M 11 Oll ﾁ･ヤー 11片 ’ 離Inil 4.3 a

34 411 11 024 ﾁ･奇･一 Ilj1 -fl I 離IAil ‘11 a

35 6B 11 001 ･チャー ﾘハ H 離Ihjl 1‘1 51

36 2J II 002 -チャー q 111 I 劇画1 84 a 387

37 )H IⅡ 008 チャー
４
９
● 1jl 灯 姉児Im2 8．2 a

38 2C 111 002 チャー 剥ﾊー ｲi 肺剛IiIjl 8‘1 a

39 01 1W (}02 ･･キー 厚手の剥片． 有 剥離Iiljl 63 b
40 1 LN 001 -ﾁ･ヤー 厚乎の剥j1 ｲ』 ｲリ fffii'Mii1 46 b

4 ●、
と N N 014 -チャー 剥片 ｛I． 剥鰹mjl 11 b

41 2311W 002 -ﾁ･ヤー 剥叫 ｲリ 節曝耐1 21 b
１
利

１
勺 08J 003 ･ﾁ･ヤー 剥ハ 布 iI 剥雌耐2 19 b
4‘ 2G 007 ･ﾁ･ヤー 剥jl 有 ｲI 剥離Iml 13 b

4易 小1 004 チ･ヤー KWiiを広く有1．る11ノ『
の＃1M ｲI 肺jY1耐】 2 87 b

46 9K 030 -ﾁ･ヤー 『l然面を広く有-する剥11 1 ｲI 1.1然面2 5.】 b
9手
U』 3K 0妬 チ･ヤー 剥ハ イ ｲI． 1.1餓画l、剥陵血1 34 b
､18 4J 111 017 泥購 原乎の刺jl イ 1.1然Injl 177 b

49 2K 11 008 チ･ヤー 剥片 イ ｲI 利離mjl 30 l）
3(） 2L 11 058 チャー 剥ハ イ ｲI JWl然面】 6．8 b

51 311 11 052 チャー 剥ハ ｲﾘ 駿面2 6 b
52 '51 11 020 チャー 剥ﾊー 陵面1 1 b
53 6E 11 013 チャー 厚手の剥叫 1i 離面1 6 b
54 6M 11 066 -ﾁ･ｨ･一 剥片． ｲI I j犀lml 1 b
55 2OL 11 ()15 ･･ヤー 剥)}。 ｲ『 ｲI l‘1然Iml、剥離1，1 3 b

56 22K 11 004 ﾁ･ヤー 節理【､iを広く布するI'/r-
の剥l;． ｲI 肺現Ihil 56 b

57 2211 11 00 -ﾁ･ヤー 剥偶 ｲ『 剥簾面 ワ
ー

ワ
』 b

58 25F II 0
り
韓 チィロー 刺）； イ1． ff 1.i然【、 12 b

59 25L 11 00 ･ﾁ･ヤー ﾈIjハ ﾘ雛而 25 b
60 301 11 03 ･ﾁ●ヤー 判ﾉ1- 有 ''1然1m 20 b
61 O8B 111 0〔 チャー 剥j1． イ I‘l然mj ､剥麟【ml 8.9 b
62 llE 111 (X サヌか1 卜 刺ハ イ 1.1然、』 23 b
63 M1 111 舵 チャー 刺M イ 剥雇面 15 b
61 l7D 111 00 ﾁ･ヤー 刺)： イ 1.1然血 ､剥離血1 19 b

65 I7NN 00 チ4．－ Niの剥片 イ イ I'l然Im
l、剥離

1、節瑚lnj
、2

3 ‘18 C 390

66 11J I 002 -f･ヤー 剥j1 布 イ 1.1蛾IAj ､剥鮒Im1 ウ
』 19 C

67 15K I 008 チャー 剥11 剥触1Aj2．打Inj欠州
】

ワ
』 18 C

68 09K 11 003 チャー 剥ハ 3 剥照面3 ワ
］

字
Ｊ

ｍ
〃
』 C

69 O9L 11 001 -･ヘ･－ 剥ﾊー ｲ』 3 1.1然1m 3 ？
』 ,13 C

70 10J 11 ()17 ~ﾁ．-1.- 剥片 ｲI． 2 鮒ijOl1Ij 2 2 21 C :189
1 2H II 012 ~･･ヤー 剥ハ ｲI、 2 mjjl1II 1，剥離IhjI 2 56 C

2 211 11 (}48 サヌカイ 卜 厚fの剥叫 －
１

や
勺 3 剥離l＃ 3 3 231 E 郷8

3 3H II 017 f･々･－
一
’
一 刺11 －

３

グ
ィ 2 1．1然1A 1，剥陸Iml ‘》

ｰ 9．0 C
４
℃ 4E 11 003 f･ヤー

一
ト
ー 剥脇 4 剥離【、 4 ⑪

》 7．7 C
5 4K 11 015 ﾁ･ヤー

一
ト
ー 刺ﾉｷ ｲI 3 肺脚1112、剥離IiIjl

う
』 9．5 C
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第78表－2石核計測・観察表(2)

ｐ
Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｆ

M1tK 聯位 遺物誹り｜イjキウ 素材 1.1然Im 節躍1m 打面数 打1m状態 作薬血数 質鼠（K） J』 剛 挿図

141， 11 002ミチャー 別j1 ｲ『 筋理面1、剥脳【ml 2．1 〔

1511 11 0輪 チャー 剥j､ 別離iiil 6.5 直

】6J 11 014 ﾁ･ヤー 剥jl 剥離1m
？
』 17 に

171） 11 023 -ﾁ･･ャ、 剥j1 測離I力
抄
』 4．4 【

80 201, 11 146 ･ﾁーャー 剥ハ ｲ！ イ 節珂1m
ザ
』 9．．1 じ

81 2刈I 11 022 ~･ヤー 剥ハ ｲﾘ 1,1然II I、剥離1，1 】. (。

82

83

82 2‘1K

83 2，1

】I

Ⅱ

283

(〕16

チャー

･ﾁーﾍ･一

ｊ
ｊ

剥
剥

イ

イ

剥離Ii

>M離II

ザ
』

2

1

｡》d
吟4

C

C

8 20F 11 ()34 ﾁ･ヤー 剥ハ ｲI イ 節剛Ih I、’11離Injl 3；3 (？

8 261, 11 (〕13 ﾁ･"ヤー 刺jl イ 剥麟lm2 1 C

8 27M II {〕7＄ ﾁ･ヤー 刺ハ ｲ1 イ 剥離曲2 1 C

8 27N 11 010 ﾁ･々 ･一 別jl 剥喰伽:I
け
ｑ
ｂ C

8 2脳ド lI 050 -ﾁ･ヤー 即『の測片 ｲ1 1．ittiJi1、測雄Ihj2 .＄ C 392

8 35J Ⅱ 〔川6 -ﾁ･ヤー 厚『の剥片 剥離伽4
ワ
セ 6 C 393

9 11(う 111 〔X〕 -ﾁーャー 剥j： ｲI 1.1黙1,】Z、剥離面2 2 Z（ C

9 2に 111 02 チャー 剥此 ｲI ｲI
I‘1黙IiI】1，打I、欠拙
1

2 51 C 391

92 2‘11, ⅡI l(） ﾁ･ヤー 刺jl 測離1，2 2 1N 《？

93 4()R IⅡ (〕〔〕 ﾁーャー 剥jI イ 姉剛l｢'】1 2 25 C

9.1 ,111 IⅡ (Ⅱ〕 チャー nrの剥片 ハ 3
測離1m
I

､線状打Illl 2 121 C 39．1

95 llJW (X〕 チャー
弓
ト
ー 111ハ ｲI 剥離面 25 51

96 3211N (X〕 チャー
一
ト
ー 剛j｛ ｛i’ 剥離Id】 15 51 395

97 】IF I Ⅸ〕 チャー
一
Ｄ
ｈ
ｌ
－

別凡 剥離閲 5．，1 a

98 】30 11 伽 チャー
｜
ｂ
哨
巳
一

釈1M ｲI 剥離面 13 51

99 14J 11 0
、
〃
』 -ﾁ･ャ･‐

一
ト
ー 厚fの剥片 ｲI { 姉児面 31 【I

00 】61 11 0
内
〃
』 -ﾁ･ヤー

一
’
一 11川 ｲI 1 剥離閲 29 組

101 1911 11 01 チャー
一
卜
言 lリチの剥11 ｲI 1 剥離血 45 1

102 23M Ⅱ 028 チィ･一
雪
’
一 ﾈ1川 1 剥離IhI ‘1】 a

103 251） Ⅱ I）.),〕
一一 ﾁ･ヤー

｜
Ｕ
卜
Ｄ
一 #I肌 剥離1m 1:1 孔

10』1 231 11 037 チャー
一
！ 11川 線状打Ihjl 5．8 1

105 32E II 00，1 チャー
一
ト
ー jI)ﾊー 剥離1m 1:1 孔

106 391, 11 O1ll ﾁ･ヤー
ｌ
９
ｈ
Ｏ
ｌ '1Ⅱ1 〃 剥離1m 18 【1

7 ‘13K II 017 -ﾁ･ャ､→
ｌ
０
ｈ
Ｏ
二

iffの剥11 ｲI 剥龍血 36 il 3粥

8 11A lⅡ (、3 今ナヌカイ 卜 ﾘﾊ゙ 剥離曲I 15 il

刃 15N ⅡI 側5 チャー 側）1 剥離曲1 8 6 a

0 32(耐 (X〕5 チャー 側M ｲ』 節現伽 ､剥離Iml 9 b 399

1 炎托 018 チャ・‐ 側ハ ｲI ｲｨ 1.1無1m :I l》

112 12J 005 チャー Iｿ『の剥jl ｲI 剥蔑【町 5 l〕

3 】3K 008 チィ･一 節蝿伽を広くイリ鰻する利ハ ｲI 肺呪IiI 6》 b

4 161 007 -チ4.- 11M ｲﾘ 肺】'M1 7.9 I）

5 l7L 013 チ4.- I'l然1mを広くイjする細川 ｲI 〃 ''1然1m ､剥離liIIl 31 l） 397

116 181) I)(17 チ･ャ･一 fIl鵬 ｲI 〃
剥離Ifllとmi.iiiiの
稔

Ⅱ 21）

117 UJ 111 ()18 泥V；
I'l黙iliiを広くイiす-る[7「
の剥11

ｲI ''1然血】 〔j2 2b

8 11N II ㈹2 チャー 別j｛ 剥離伽I 16 b

9 14N 11 063 チャー 測叫 ｛ 姉児面1 5.1 b

20 151. 11 040 チャー 剥仏 イ 剥離卿1 9.11 b

121 161） 11 001 チャー Iリリ･の剥片 1 剥離曲1 12 b

‘ﾚワ
レー 191） II ()14 チャー 11川 網l離Im1 15 b 398

’23 21L 11 045 チャー ﾈﾘﾊ゚ ｲﾘ 1.1然1m】、測鰭mjl 17 21》
■
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
24 21N 11 ()71 -ﾁーﾍ･一 刺（ ｲI

宮
１
宮

剥離II1jl 13 21》
■
０
１
１
■
25 21! 11 (〕45 ﾁー 1ー，－ Mハ イ

宮
ｌ
宮

測離Iilll 57 21》

■
０
１
１
■
26 10(； IⅡ 013 -ﾁーﾍ･一 節蝿Hiiを広くイ『する剥jl 1

宮
１
宮 剥離Iml 32 21》

I
ワ
ｊ

ハ
ク
』 11N ⅡI 020 ーャー 別jl ｲI 1

宮
！ 測離lml 13 21》

1211仇 (川 チャー 刺11 1
－
４
国 節Ⅳ1，2．剥離lhl2 10

？
』 C

I3IIS (X〕 チャー ﾈﾘﾊ 剥離【、2 10
ワ
』 C

251畠 I 01 チ.ｬ･一 別眺 剥離IkiZ 11）
？
』 C

31 0811 11 00 千・ヤー 刺11 剥離1，2
｡》？
ー凸己

少
』 C

塵
！32 12（ 11 ()18 -ﾁ･ャ､一 剥11 ｲ1 ｲI 1.1然而】、測離面2 う

＝ 7．2 2c

】
１
国
郷 1211 11 ()10 ･ﾁーャー 17Fの剥片 剥離lm3 2 26 2c

宮
ｌ
宮
34 l3C 11 030 チャー *]'. 剥離血2 18 1c

宮
ｌ
宮
35 1.1K 11 031 ﾏﾁーグｬー 剥仏 ｲI 郷l離lrII2 33

》
C

宮
ｌ
宮
36 1,11, 11 0(}7 チャー I剥叶

ザ
』 剥離IrII2 15 》

C

．
ｌ
・37 151§ 11 0(}9 チャー ’刺ハ ｲi q》

砦 節11111m1，＃11離Ihil 8，5 2c

38 16M II 055 -f･ヤー 剥偶 ｲﾘ 1．1然Iiil＃11離lhjl 1.1 lc

17F 11 003 千・ヤー 刺I1 熟l離In12 ワ
セ 32 0》

も牌C

0 1＄E 11 003 サスカイ 卜 刺11 ｲ1 剥離lh12 3 16 2〔

｜
叫
一

18K Ⅱ 0●15 予々 ｡－
－
０
ト
ー
一

剥協 剥麟伽･I 3 湖
ゆ
』 C

画 鵬0 11 〔)14 -ﾁー冬･一
一
’
一 刺jl 剥唾IRj2 12

ザ
』〔

匡画 2Ⅸ 11 025 チ身･一
－
１ 刺％ ｲI 測離IAj2 9．3

叩
と C

2(リ 11 090 ･ﾁ･奇･一
一
’
一 剥叫 測醸Iki2 18

叩
』 C

21K 11 ()13 チ･ャ､－
一
’
一 剥I； ｲｲ 剥崎Im2 13

叩
』 〔？

.16 2.1B Ⅱ ()0 -ﾁ･ヤー
－
１ 11ノFの剥片 11 別離_IIlIZ

ワ
』

ワリ
セー

叩
』砥

47 25K 11 05 ･ﾁーャー
一
！ 剥ハ ｲｲ 剥離1， 2

り
』 38

リ
』 (§ .100

148 281F 11 0〔） チ･ヤー
一
卜
］ 剥ハ fIl離lI’

ワ
レ

ザ
〕 12

り
』 C

･19 31)C 11 (}2 -ナャー
］
ト
ー 刺ﾊ ｲi

？
』 剥離【、

？
』

ワ
】 7‘’1 2c

50 :褐I 11 001 チャー
一
ト
ー 〃fの洲ハ 3 剥麟Ii 3

ワ
ー 30

り
』 C

51 2Ⅸi IⅡ 003 -チ々･一
一
ト
ー 〃fのjI肌 ｲ』 3 節剛1m 1、剥離【ｨli2

リ
ー 23

リ
』C
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第78表－3石核計測・観察表(3)

－－－－－一一一一一』一望一一一一一一一些些些響-塑壁一二l－里ユ曇一I

Nq 土111 珊位 遮物番号 術Iタ 素材 1.1然面 節理面 II瓜i畝 打面状館 ハ硬面数 質量(8)分剛 挿閃

152 11K枕 001 -ﾁ･ャ･一 1．1然面を広くイj･ﾘー るIvr
の分割磯

ｲ『 li 1 11然Iml 1 383 3

153 23MN 003 ､f･ヤー サイコロ状の分淵I磯 イ イ 剥雛、
宮
－
－ 42 3

154 ;1811N 001 ･ﾁ･ヤー 節理Injを広くイ』するう蹄嘘 イ 肺蝿1m
」
ｌ
言 42

155 081 I 002 ．f●ヘ･一 分訓磯 イ 剥駿面
言
ｌ
宮

156 !〕11 I 003 ･ﾁ･ヤー 分削磯 イ イ 剥離面
宮
ｌ
宮

32

157 lB I 009 チャー
n然血を広くイ
鶴

-1.る分例
イ イ I'l然mj ､節剛1m】 47

158 1K I 070 チャー
『l然面を広くイ
礎

-1-る分削
イ イ 1.1然面 ､剥離面】 164

159 65 I 004 チャー 1．1然面を広Uiする分剖
碇

イ イ 1.1然面 132 3

160 11 I 005 チ･ヤー
一
ト
ー 分割畷 イ

一
’
一 剥離面 11 3

161 26L I O“ チヘ･一
］
ト
ー サイコロ状の分荊隈 イ

－
１
－ 1.1然面 12 3

162 O8G 11 (し57 ･ﾁ･ヤー I'l然面・節蝿IrIIを広くイ』
する分削砿

1 イ 節郎血 57 3

163 O9H 11 010 チーャー 分制磯 イ I‘I然面 28 3

161 091 11 005 チ･ヤー
1．1然面を広くイ
蹄

$.る分削
1 ｲ『

ザ
』 1.1然面 一

③
ウ
》 3

165 1011 11 側-1 チャー
1.1然面を広くイ
砿

する分削
1 ｲI 1.1然面 9＄ 3

1師 10J 11 015 チャー
1.1然面を広くイ
暖

する分荊
イ ｲ『 1.1然面 48 3

167 121） II 039 チィ･－ 11然而を広くイ1.-$､る分削
磯 イ -fl 1.1然而 ､節理mil 31 3

168 12(； 11 010 チャー 分割砿 イ ｲ『 ''1然1m
．
’
．

』
ｌ
宮

30
169 12M Ⅱ 004 チ･ヤー ''1然確 イ 称 ''1然【、

■
Ｈ
４
ノ
■
■

■
『
ノ
■
■

74
170 1.111 11 007 子1．－ 分割磯 イ ｲ』 剥離面

宮
Ｉ
宮

●
ｌ
言 26

171 14K 11 044 チャー 分割磯 1 布 節現面
宮
ｌ
宮

．
’
． 53

172 151 11 015 チャー I"l然面を塵〈イリ~-ケろ分削
礎 1 1●1然面 80

173 131 11 055 泥ﾔ'； 節理面を称する厚fの分
荊曝 1 リ

』 剥陵面2 785 3

174 5M 11 025 ．f･ヤー ”面を広くイ』するう冷厩 1 ｲI
り
』 節理mi2 2 43 3

175 5N I【 014 f･ヤー 1．1然血・節剛山を広くイI
する分割顕 イ 有 1.1然面 22 3

176 611 11 015 ｡f､1.- ､蝿面を広くイjする分仰院 ｲI． 剥離面 14 3

177 6M 11 007 ﾁ･ﾍ･一 I'l然mjを広くイIする分荊
磯 ｲ『 布 剥離面 137 3

178 7L 11 039 チャー 脚然面を嘆くイ1.-ケる分制
磯 〃 li 剥峻面 3

179 8L 11 016 チャー 1.1然面・節曝血を膜〈ｲﾘ
ﾘーー る分背l礎 ｲ1． 有 1.1然面 錦 3

180 91． 11 018 チャー 分割顕 ¥ 布 1.i然面 2 57 3

181 2()K II 021 チャー I'l然面を広くイi-$､る分削
磯 イ a 剥離血2 49 3

182 20N 11 008 --1.- 分割磯 イ ｲ『 剥離面 48 3

183 22L 11 036 ･ﾁーャー I'l然ttiiを広くイ』．l･る分荊
砿 1 li 1.1然面 ､節理【、1 62 3

84 22L I 037 チ･ヤー 分削礎 ｲ『 節理面 36 3
85 27B I ㈹9 チ･ヤー 分削砿 イ ｲ』 節理面 33 3
“ 301 I 032 チャー 分蒋1礎 イ ｲイ 節扉面 36 3

187 32J 11 00．1 チ･ヤー 1．1然面を広くイ1.する分荊
碇 イ <l 1.1然面 61 3

188 ･IOj 11 003 -トャー
一
ト
ー 分割砿 イ ｲ『 剥離面 44

89 10J 111 ()16 ･ﾁ･ヤー
言
ト
ー 分削確 イ ｲI リ

』 節理面 34
9〔〕 】IC 111 025 チャー

一
ト
ー 分荊磯 イ ｲI 】 刊離面 42

91 l3NN 006 ●ﾁ･ヤー
一
Ｉ
］ 剥片 ｲ』 肺噸、 ､剥離mj2 36

192 I6NW 007 -ﾁ･ヤー 剥片 イ ｲ』 1．1然面l、節珊血
I、剥離lm2

ワ
』 21 .I(､3

193 33MN 001 チ･ヤー ノ[手の剥片 剥離〃 2 2 36
94 災抵 1 -チャー 景ﾘ片 剥離圃 3 ウ

』 22
95 I1G 11 010 チヘ･－

４
ダ
ノ .割鰹 布 ｲﾘ 剥離、

ワ
］

？
》

【
‐
’

一
ワ
】

96 121§ II 012 f･ヤー 景111． ｲI や
』 剥峻、 2 ？

』 17
97 1.1K 11 034 ｡f･ヤー 紫|片 抄

』 剥峻、 2 ワ
』 23

198 141‘ 11 023 ﾁ･ヤー ＃ 片 1 剥離、 4 20 .I
199 l4L 11 02．1 チャー 』1片 ｲI 2 剥離面2 13
200 151 11 016 -j･-1.- う川． 2 剥離mj2 24

201 l5L 11 032 ーャー
１
６

然,1/11を広くイitろ分荊
ｲ ｲI 叩

』 剥離面2 90 ●102
202 151． 11 059 ･ﾁ･勺･－ う 割簾 2 剥離血2 1
203 171〕 11 003 ﾁ･ヤー 景 ＃

Ｌ
１ ウ

セ 剥雄面の稜2 1
204 1Ⅸ； 11 0】 ﾁ･ヤー 争 』

且．

1 ｲI ｲ「 3 剥駿面3 1
203 21J 11 02 f･判･･一 脳一手の剥片 ｲI や

凸 剥騒面2 18
2“

2()7

21M

281‘

11

Ⅱ

03

01

･ﾁ･旬-－

-f●奇‘一

脇
一
乗

一手の剥片

』

:I

3

剥離面3

剥離面3 ザ
七

ワ
』

ウ
』

2(〕8 291） 11 0】 f･ヤー §ノ 2 剥離Ini2 q》
▲ず 1

209 30C 11
何
〃
』０ -f●ヘ･一 H の剥片 1

？
》 剥離mj2 ？

』 3 .104
210

21】

3(}

3(〕F

11

11

00

03

チヘ･－

-･ヤー

厚一 の剥片

11然面を広<-frケる分削
礎 称

イ

イ

リ
》

4》

剥雛面2

n然面1、節理面I

？
』

2

33

81 4()5
212

211

212 35J
211 37F

II

11

伽

伽

チ･ヤー
一
’
一

･ﾁ･勺ﾛ－
一
ト
ー

一
’
一
一
ト
ー

一
’
一
一
ト
ー

分鴛j暖

厚手の剥片
ｲI イ う

》

ｆ
子

ﾈｨl唾面2

刺睡測4

？
』

＄

33

183
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第78表－4石核計測・観察表(4)

Nu Ⅱ -t区 肘位 淵物勝り。 filj 業材 1.1然lAi mij'l1IhI 打Iflift ｲ｢1m状態 作鷲IrIj数 悦敵(K) 分 剛 lIFIⅧ

215 1N 111 010 チャー 1．1然曝 イ I'l然I『111，剥離面2 192 ‘1 401

216 2P 111 (川I チャー 剛（ 剥離【i'12 9．5 .I

217 0 GW {X〕3 チャー 分割嬢 1 ｲ1‐ 1．1然Ifljl
ｄ
ｑ 0 5

218 SH I Ⅸ)I チャー サイコロ状の分削礎 ｲﾘ 姉児IAj2 117 5

21 ” II 002 チーャー 血〃体状の分浄I砿 イ ｲ！ I'l蛾Ill]I、剥離血1 2 5 406

220 3OG II 013 チ･ヤー jリfの判ハ ｲﾘ 剥胤MIj3 2 5 ’107

221 友採 268 チ･ヤー サイコロ状の分削蹄 イ ｲj I'l黙Ilii1、剥離njl 9 6 ’112

0)ツ,タ
ー~＝ 13M I 001 ~ﾁ･ヤー 分削瞭 ｛ ｲ1． 3 I‘l然lrII1、剥離面2 4 6

223 O9C 11 001 チ･々･一 ﾙﾉー ﾁの細川 1 fl 3 ﾘ薄Inj3 5 6

｡》？
凸 画画 O9E 11 009 十身･一

節理面を塵〈イ1．1.る分割
錠

イ ｲI
ワ
』 節原曲2 101 6

d》ワ
セー 〔閲G 11 0“ チー々 ﾛ－ サイコロ執の分荊蹄 イ ．I

1.iaitii、剥駿画
1．打I、欠州2

65 6 ･1()8

ゆり
も｡~ 15K 11 1)83 -チャー 分荊曝 イ ‘I l'lJSllii2、剥離Im2 28 6 109

リリ
G 、算 l5L I【 073 チャー

1.1然而を多くイI.-$るサイ
コロ状の分削蹄

イ 4 測離IiII‘1 80 (i

型8 18K 11 006 チャー サイコロ状の分洋l磯 イ ｲI
？
』 別離IrIj2 48 6 111

'rDq
~ －－ L 11 0鯉 チャー サイコロ状の分割礎 ｲI 11 4

I'l然I'll1、節理曲
l、剥離画1．打面
欠IMI

】16 6 410

2抑 32G 11 (ll6 チャー サイコロ状の分削磯 剥岨IiIj,1 16 6

”1 3()AW 005 -チャー 分荊磯 ｲI 剥艇liII ･1 102 7 416

2:12 12J I (｝()2 チ,1．－
I'l然而を広くイ1．－I､る分荊
鑑

ｲﾘ h (iiii'l'jlii ､剥離面2 ‘1 95 7 413

233 l5L I 006 チャ､－ I'l然確（分割磯） 剥離Ⅲ』 曇I ~16 7 41白1

231 10, 11 005 チャー 分制殻 Ij ｲﾘ
1.1然lm2・剥珪面
1，打I、欠拙1

3 50 7

2郡 1lx 11 U()8 チ々 o一
I'l然面を広くイii.る分剖
砿

1 ''1熊【m3 q》 138 7

2:16 14M 11 010 -ﾁ･ヤー
I'l然血を広くイ1.tる分削
砿

1 ｲﾘ 3 節蝿Irlj2･剥離噸1 130 7

郡7 15B 11 (102 チーャー 剥ハ 1 3 fIl剛1，3 1 7

238 l8D 11 001 ~ﾁ･-t●一 〃『皇の側j； イ ｲI 3 ？11時血3 7 7

239 27B 11 028 -ﾁ･ヤー サイコロ状の分銅蹄？ ｲI 剥雌曲4
ツ
ー

守
０ 113

びり
画 0 l4X I 015 チ々-－ 分荊曝 イ ｲI‐ 剥唯曲j3 5 8

や
今 1 17X 11 061 -チ.ヤー 剥I 剥麓InlI

ワ
』 9

巾
』

う
↑ 22K 11 1．19 チィ･一 Iｿ の剥片 ｲ1 節瑚lnil 9 9

リ
』 3 34H 11 0()4 -チャー 〃 の剥jl ｲj 剥離lrIIl 8 9 419

ゆ
』 .I 35Ⅲ 11 ()07 泥VI 刺1 剥離IiIIl

言
１
二

70 9

咽
〆
‐
》 5 37Ⅲ 11 (}06 チヘ･一 サ コロ状グ)分荊確 有 ｲﾘ 節jWljl

二
－
一

ウd〕
一一 9

2 6 llE Ⅱ’ (X〕5 チャー Iゾー の剥jI ｲI 肺叩【、1 ,〕 20 9

2 7 18M 111 013 チ･ヤー 列片 剥離【ml 6.〔〕 9

2.18 24C 111 Ⅸ応 チ弐・一 厚fの剥片 イ 剥埴1，1 40 9 417

2‘19 28B ⅡI ()06 チ･ヤー
、然面・飾現Itiを肱〈イ1
する厚手の利11

イ ｲ！ miTifo1、剥離面1 63 9 418

250 l8FW 006 チャー 分割磯 イ ｲI 1.1然IiI2､剥離面1 103 1(’

251 31K I 003 -ﾁ･ヤー 厚手の剥片 剥脳liI2 74 11ト 421

252 0811 11 1)04 チャー サイコロ状の分削砿 1 ｲ1
剥離Im2、祁面欠捌
1

。〕 73 10

2郷 l： 11 006 -ﾁ･イー
節理面を広くイ1.するIツf
の剥片

ｲI 節塚1m2
ウ
》 49 10 ｲ2(）

25.1 22M II 0 3 チャー 〃一子の剥11 ｲI 剥蹄Ihj3
４
０ 1）

2浦 33G 11 0 1 チャー 分制礁 ｲ『 ｲI 1.1然l伽1、剥離面1 3 48 1）

236 09J I 0 8 チャー 分割礎 ｲI． 前i側1ljItl､剥離【ml 18 1

257 1511 I U I} ﾏﾁー"1.- .Mﾊ。 ｲ1． 節jWlil 9．4 1

258 l1C II 11 4 チーャー 111ﾊ。 ｛ ｲ!． 剥離lm1 9．1 I

259 11GII 11 {） I チャー 厚手の剥叫 I 1.1然血1、剥駿面I 67 1

260 E Ⅱ 0 0 -ﾁ･ヤー
I‘I然面・節坪Ihjを咳くイ『
する剥片

1 ｲﾘ ''1蛎曲jl 36 】1

26】 L 11 036 チャー 剥
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ 1 I‘l然I、 1，剥離面】 0 11

262 l5E 11 UU ･トミ･一 剥
Q

I ｲ』 ﾘ離lfl 1 3 】I

263 21， 11 (17 チ．4．－ 刺
0

1 ｲ』 fﾘ離lr’ 1 6 3 11

261 22N 11 ()4 チャー 剥
０
１ 1 ｲ『 節即lrII2 5 11 122

2“ 23F 11 1)0 チャー 1.1 k血を広くイ1.-1-る利片 ｛ ｲ1 剥離Injl 3 11

266 29L 11 05 子今･一 1VFの凋偽 ｲ1 節犀【ml、剥鮭血2 う 11

267 G 11 002 -ﾁ･今・一 剥片 1 測鯨1,1 11
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第79表－1石製土掘具計測・観察表(1)

N《1 出土区 肘位
晩物
勝り．

石材
法賊

K(r) 柵(n) racm) 髄凪（E）

股火禍
位 閥

刀部
I祭粍

恥郁

装 藩 疲
1.1然1m
のｲi無

拙
位部

分賊 抑図

1 SB3 (〕0 泥器 (7‘6） (5.5） (1.1)） (44） C ‘1

2 SB4 ()0 泥泌 9．9 4.8 1．9 110 ノ 部 2 7

3 SF4 00 泥岩 10．8 4.2 1．3 66 ノ 郁
り
』 27

』I SXO2 00 レキ糊 (IG.O) (9．0） 3．5 (630） ノ 部 イ ｲ』 b 3 32

5 SXO5 00 泥 9．5 ‘1.6 1．0 ･19 ノ 師 イ
り
秤 33

6 SX25 ()0 泥職 10．9 5．1 1．8 (120) 8 師 イ a

7 SX27 01 安'11職 12．0 ●1．9 2．3 140 ノ 師 イ イ イ

8 SX44 {)(） 砂満 (7．0） 6．5 1，8 (11()） ノ 雛 イ 不 11 イ 。

9 SKO2‘1 00 砂￥； 11．，1 6.,1 2．7 200 〕 帥 イ イ

0 SKO61 (M〕3 泥V； (8.1） (3.7） (1．0） (36） イミ リ 不lﾘI イミ 11 不明

1 SK(〕69 (し(〕8 泥 9．2 5．8 1．3 63 ノ 郁 イ

2 SKO82 〔X)1 泥端 (8.3） (5．6） (1．2） (76） 不 明 b

3 SKO91 001 流紋器 12．5 6，1 2．7 180 恥郎

･1 SKO97 Ⅸ)2 泥岩 (9．0） (5．2） 1.0 (56） 〕 郁 イ 1 。

:〕 SKl‘19 Ⅸ)3 泥器 13．0 5．2 2．3 170 〕 郁 イ イ

6 SK2M 00 安'11粉 】().5 う.8 2．6 (150） ノ 部 イ イ イ C

7 SK276 ()0 泥VI 12．5 4.9 2．1 170 H 部 易1 イ イ

8 SK289 ()0 表iir/; 1(1．1 4.9 】、7 94 ノ 師 イ

9 SK374 ()(） 流紋職 1()．1 5.8 】、7 110 胴部 イ イ イ

20 SK37.1 00 砂岩 (11．5） (8.2） (1.1) (370 イ イ イ 。

2】 S K 06 00 砂岩 (6.4） (6．1） (2．1） (110 不明 ｲ『 b

｡〕･〕
~~ S K 18 I)0 泥満 11．1 4.9 ｡）･》

－e~ 130 〃師 イ

23 S K 18 00 泥瑞 (9．3） (‘1.7） (1.5） (7.1） 不 明 不lﾘI イく叩I 不明

2dI SK 61 00 i尼岩 (9．8） (･1.5） 1．1 (.18） 〃 師 不明 b ウ
】

25 S K 19 (){） 砂Yi 10．7 5．41 1.8 MO 聯I郁 ｲ1． イ 1

26 S K 19 ()〔） 砂職 (3.9） (9.0） (1.5） (60） 有 不lﾘI イ 。

27 SK584 0〔） 砂＃‘； (11．6） 6．8 3．7 (390） 〃部 有 イI イ 。

28 SK590 (10 砂器 (13．9） 7.8 ,1.5 (630） 雄部 不 明 イ1． イ b

29 SK629 00 砂瑞 (7．5） (6.3） (28） (160） 不明 ｲ1． イ b

31） SK716 Ⅸ〕 妾lII7l (9．2） (6.1)） (32） (250） 不明 イ』 イ b

31 P242 Ⅸ、 '-111VS 1.1.6 15..1
少
］ 7 440 〃 舵 有 ｲ1‐ イ 6局

32 P33I 00 泥沿 (7.9） 6．0 1．．1 (110) 〃 郁 ｲ《IりI イ ．

33 1,331 (〕(） 砂¥； (H､5） (6．1） 2．1 (140) ﾝ1明 イ!． イ b

3‘1 P331 0(） 泥珊 (10．0） (3.‘1） (1.3) (48） 刀 明 不IﾘI 不 リ 不IﾘI

15 P384 (〕〔I 1隆灰ザ； 11，2 5.3 2．9 110 〃 部 』． イI イ 2

16 P798 00 泥聯 (10．0） (5．6） (1.0) (71） 刃 部 >1明 b 抄
』

37 流路A 00 泥岩 (8．4） (4.2） (1.6） (72） 可 明 不IりI イ 不明

38 l3NK (〕()9 泥渦 13．8 6．0 3．2 340 刃郁 イ イI イ
39 21KN 008 安'11職 12．5 5.7 2．8 280 紙郁 1 イI イ

‘10 3〔〕BW 003 砂瞬 15．4 7.8 3．0 470 〃師 イ ｲ1． イ

,11 3111W 005 淀紋V； 7．9 4．4 2．1 92 〃 部 イ

,12 36M別 ()01 泥？； 9．3 4.6 1．3 86 〃部 イ イ

､13 表採 017 砂器 9．9 4.9 1．8 10 ﾉﾒ;冊 イ イ
.14 炎採 ()71 泥 8．，1 3.9 2．7 97 肌;部 イ イ イ
,15 12F I ()01 泥職 10．7 4.7 1．‘1 10 」 郁 イ イ
‐16 15X I I)01 泥岩 13－2 4.6 2.1) 60 ノ 師 イ イ

47 l7POトレ I 012 泥沿 10．9 ･1.8 1．7 10 」 師 イ
､18 2OL I 015 泥器 職．1 4.9 1．6 50

利
ノ 師 イ イ u

･19 29K I 00,1 泥矯 10．8 4.2 1．1 鐸18 ノ 師

50 O8E 11 ()18 i尼矯 11．9 6．4 2．1 70 I 部

51 O8L 11 I)()I 泥端 11．4 7.2 2.8 20 ノ 部 不 明 不l洲 イ
52 O8R 11 001 泥YI l〔).7 5．3 2．1 60 ノ 部 ｲﾘ． イ
53 ()8R 11 002 泥 12．8 7.9 2．5 330 I 部 イ
5,1 2E 11 008 泥¥； 6．9 ‘1,4 1．5 54

利
ノ 部

55 2E 11 036 泥瑞 8．6 ●1．3 1．2 64 ノ 帥 イ ｲ！‐ イ
6 2L 11 00．1 泥矯 11．3 5．1 2．1 160 ノ 部 イ イ
7 2L 11 005 泥職 10．7 5．3 I、9 0 ノ 部 イ イ
8 2L II ()10 泥沿 9．8 4.2 1．2 66 ノ 部 イ ｲl‐
9 3M 11 ()I 泥YI 8．5 ､1．1 ().7 28 ノ 部

60 3N 11 01 砂職 10．7 ･1.9 1．7 110 ﾛ 師 ｲ1．
61 '1A 11 (M1 泥 1().7 ●1.7 2．3 150 師 ｲ『
62 ●1， II OC 泥職 7．7 ，1.5 】．『 73 ノ 師
63 4M 11 00 泥￥； 11．2 5．7 0．9 54 ノ 郎
6‘1 5C 11 0

リ
』 泥器 ､1．9 3．8 0.6 16 」 郁

65 5E 11 ()50 砂沿 10．6 5．8 2．0 170 」 郁 布 ｲ『 イ
66 5G 11 002 砂瞬 11．5 6．．1 2.‘1 2~10 」 郎 イ
67 5H 11 024 泥V1 10．3 4．8 1． 130 ノ 郎 イ ii イ
68 ﾗN 11 010 泥 9．5 3．8 1).8 39 ノ 部
(i1j 6E 11 0()1 宏111職 13.(） 6.() 2．6 25(〕 ノ 部 イ イ
70 6K 11 (〕72 泥沿 11．3 4．7 Z．‘1 140 ノ 部 才 イ イ
71 7K 11 038 宏111¥； 15．4 8，5 2．9 ．170 I 部 イ ,#Z‘1

72 7N II ().19 ;尼￥I 9．0 4．5 ワヮ
今早② 89 ノ 郁 イ イ I

73 81 11 054 泥岩 15．6 古8．2 1．6 140 〕 郁 叩 イ 1 ･125

7.1 8J 11 002 ;尼¥； 11．4 5．5 2．1 160 ノ 郁 イ イ
75 8L 11 087 泥？； 19．0 6．2 2．4 360 〕 服 イ イ ,126
76 1N 11 010 泥沿 9.1） 4．2 1．2 46 、 郁 イ
77 9E II 001 j雌¥； 12．6 ,1.9 2． 220 〕 部 イ
73 91 11 ()05 泥職 11．1 5．1 1．(i 12(） ！ 部 イ
7(』 20H 11 008 砂V； 10．4 5．3 1．8 M O 】 部 イ ｲ!‐ ｲ『
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第79表－2石製土掘具計測・観察表(2)

蕪耳車匡寧輝響
％q

80

出止

2OL

明位

11

遺物
爵号‐

011

｛i村

泥V；

81 20N 11 068 砂1．； 12．2 5.ド 1．7 160 ノ 部 ｲI‐ ｲi ｲ!‐ 429

82 21M 11 013 泥V； 11．5 ‘1.2 1．＄ 81 フ
汀
紗

向
い ｲ1 ｲ『

83 21M 11 014 泥V； 6．1 3，』1 I).H ？『》
~~ ノ 部

8 22（ Ⅱ 020 泥職 9．5 5．5 1．8 130 ノ 部 ｲ1 ｲf イ

8 2Z(； 11 03』1 泥VI 7．8 ‘1.7 2，1 110 紙祁 ｲI イ
8 22M Ⅱ 031 泥71 8．7 5，2 1．5 84 1M雛

8 23C 11 0M 砂71 11．2 6．2 2．7 240 胴部 ｲ1 ｲf １ 430

8 ” 『 II 001
sfwODOf
l,ﾉufU 9．2 ‘1.9 1，:』 60 刃祁 ｲI

8 2311 II 062 宏1111.； 12．6 3．6 2.‘I 23(） 〃部 ｲ1‐ f】‐ ｛

9 2311 11 082 泥1，； 11．9 4，6 1．‘I 110 閑部 ｲ1

9 23K 11 006 泥？； 8．8 3．3 11.9 37 鯛部 ｲ『

92 2.1(； II 001 流紋ﾔ.； 12．8 7．:＄ ,1．1 510 胴部 ｲI

93 251 11 002 流紋V； 9．7 5.昂 2．，1 130 〕 部 ｲI

941

95

25K

2611

11

II

086

008

泥糊

泥VI

】､1.6

9．9

０
一
月

一
旦
４
口

●》り》
～C一

1，9

210

12{）

I

〕

部；

部

ｲI． イ

有

433

96 21iF 11 032 洲Ⅶ 11．0 5.(｝ 2．1 16〔） 〕 師 ｲ1． イ

97 2611 II 028 jﾉl:71 12．5 3．6 1，6 160 ノ 部 ｲI．

98 27(； 11 007 泥71 9.1) 3． 7 1．．1 70 ノ 師 ｲ1 イ

99 28(6 11 039 砂VI 11．7 ●1．7 1．6 120 、 部 ｲI イ 有

Ⅸ） 28L 11 008 泥V； 15．5 6．2 :!.(｝ 350 〕 部 ｲI イ ｲリ 434

01129B 11 001 泥 V； 11．6 5．4 嬰..I200 〕 舗』 ii イ -fl

02 29C 11 009 jM
e44

《、 1.1.9 5．8 .》’》
申●早一 250 ） 罰i ｲﾘ イ

03 29E 11 002 jl＆ VI 8．7 △1．6 2．1 100 ノ 部

10，1 F II 003 i腿I〈1．； 7．7 ‘1．9 2．3 130 ノ 師 右

105 2911 II 037 洲 t‘； 】2．1 5，3 1．3 14(し 』 師 ｲI イ

106 3()C 11 022 iWI〈Y； 9．0 4，2 1．8 76 ノ 師 ｲI イ

(}7 3()F 11 001 牡I〈Y； 12．6 6．5 2.芯 29〔） フ 部 ｲ1 イ ｲ‘

)8 :1()11 11 〔)12 宏I1V； 12．5 4．7 .、
~97 90 ！ 部 ｲI ｲI

〕9 31B 11 022 泥
p4オ

イI 12．9 5．6 d）’〉
－■~ 80 〕 部 ｲI イ

0 31（ 11 0()3 宏I Ii.； 13－8 5．3 3．1 80 〕 郁 ｲI ｲI 433

1 加』 11 024 淡’ 1V； 15．4 侭.8 1，2 60 ） 部 ｲI イ ｲ！
ワ
』 3ZL 11 001 泥

■01

イ、 11．1 7．0 2．6 ~80 ノ 雛

3 31F 11 016 笈2111V； 12．6 7，9 3．1 40 〕 郡 ｲ1 〃 ｲ1

14 3511 11 003 沈強‘I 12．7 5．8 2．0 60
『
ノ

欺
牌

合
卯 ｲ1．

15 35L 11 ()0 泥職 6．9 3． 1．2 36
『
ノ 部 ｲ1

6 3612 11 00 砥灰VI 12．2 6.‘I 3．3 360 ノ 郁 ｲI イ

7 36M II 00 砂i'1 15．6 8.(） 3.‘1 50(） I 部 イ

8 38B II 00 砂Y； 9．8 5．9 2.;1 170 ノ 部 ｲI イI イ

9 ‘11)八 11 00 砂i‘； 0.(i 5,'1 1．9 130
一
ノ 部 ｲI イ ‘137

h

、

12(） ‘l()(） 11 00 砂YI 4．5 5．4 3．3 340 ノ 部 イ
一
咽
一
121 ‘11（； II 00 泥職 3．6 5．2 1．5 140 ノ 部 ｲI

ワ
』 .l3Ir 11 00 'it-iiiv: 1．8 5．9 o》・〕

＝■ｰ 200 ノ 部 ｲ！‐ 布 ｆ

23 ､I7C 11 00 泥1．； 7．1 4．2 1．5 73 胴郁 ｲI

2今1 081 111 00 泥V； 7.●＃ 5．3 1．9 97 胴部 イ
Ｐ
③

ワ
』 0913 111 00 砂1.｝ l望．1 6．(i 1吋 170 刃部 ｲI‐ １

26 09(； 111 ()0 泥Y； 9．8 6．0 0〕0》 170 〃 祁 ｲI

27 12(） 111 00 変111職 9．8 6．1 2．5 15(） 胴師 ｲI． イ』 イ

28 19N 111 00 砂Y； 10，9 ’1．‘1 リ
~ひ 7 140 刃部 ｲI‐ ｲf イ 427

9 1)N ⅡI 01 砂Y1 14，6 6．3 1．8 190 昨】部 Fイ

） 271 IlI 01 砂YI 14，2 5．6 2．8 2” 胴部 イ

1 24)I） IⅡ 00 泥YI 13．1 5．0 1．7 120 〃雛 イ

32 訓)(； IⅡ 00 泥V； 9．7 4．5 11．8 45 胴部 イ ｛1．

33 31)（ lⅡ 012 泥ﾔ.； 8．．1 1．3 1．8 78 紙部 イ イ『

34 :3213 ⅡI 001 蛇#・； 1~;.3 河．4 Z､肘 0 ノ 部 イ
一
Ｍ
』

35 3．11 111 001 泥1，； 12．6 4．6 1．2 90 § 部 イ イ

36 37Q 111 007 泥職 11．9 6．2 1．‘I 16(、 〕 部 イ イ

37 八 郷 168 泥VI 18．5 6．2 1.8 (260） ノ 副； イ ｲ！ イ 1

I138 ()8(； 11 052 泥VI .5 5．7 1．．1 (綱） ノ 帥 孔

9 1:1M 11 007 泥VI (9.1） 4．6 ().9 (42）
「
ノ 部 イ 1

0 1.1M 11 005 泥I
Q'

10．3 4．2 1．】 (60） ノ 部 イ ｲ『 1

1 1.1(》 11 013 泥I．； (10．6） 4．』1 1).!） (51） ノ 部 ｲ『 ｲI、 孔

ワ
』 15(;11 11 001 泥V; 1〔)．1 (3.7） 1．1） (76） ノ 部 1

3 l6G 11 ()18 砂V； 1().5 (5.2） 1．8 (130) ノ 部 ｲI fi I

4．＄ 18J 11 055 j雌V； (9．8）4．3 0．8 (36）
Ｆ
函
曲
や 部 I

145 201 11 071 洲;V； (12.7)(5.1) (1．0） (95） ノ 師 ｲI il

M 6 2311 11 058 棚2V； 14．4 5，．
ワ
】 2．0 (160） ノ 師 ｲﾘ． 81

147 27M 11 030 V； 11．9 3．8 1．1 (69） 〕 部 イミlUl 有 I

8 30(； 11 ()19 ﾔ,； (9．6） 5．3 <().7） (･18） 師 ｲI 袖

9 ‘11 11 003 砂1．； (11.6） (5．3） (2．3〉 (150）
’
１
ノ 部 ｲ』 ｲ『 1

0 Z2（ 11 0‘1．1 泥1，1 (16.0） (：i，1） <1， (130） ｲ』 不Iﾘ】 組.l〕

1 15K I 002 泥1‘I <8.1） 4．1 1．1 <51） ノ 部 ｲ1 31.C

？
』 l9If II 002 泥 .l） (4．5） l).7 <37） ｲ1． 【1.C

53 3111 111 015 泥YI (7.4） (4．7） (1． (61) 〕 部 ｲ抑I ｲｨ ｲ1． 孔.C

54 17別N 003 泥VI (8．0） (4．0） (1．‘I） (53） 不lﾘI &1.《1

35 2111 11 020 泥71 (11．6） (5.8） (2．6） (210）
『
ノ 部 イ､lI 孔.《I

156 2411 11 080 泥V； (6.1） (4．6） (1．3） (45） イ<IVl イ§明 ハ 51.(’

157 27F 11 031 砂V6 (15．2）’（8．5） (3．5） (､360） 訓郁 ｲ『 ｲ『 組.。

158 .$(lS 111 ()01 汎;V； (8.8)I(5.8) (1．1） <鯛〕 イミIりI 不I洲 』1.《I

〃郁
床1t

ｲI

雌部
装 蒜 疲

、然醐
の打無

有

IIr川
師位

‘,>虹I 挿図



56

第79表－3 石製土掘具計測・観察表(3)

Ku 出土区 j側位
jKg
勝

、
別
や
０
．
Ｊ

イj材
扶1，1

圧(”） MUn) I'ﾒ(.=.) 質最（9）

雄大帆
位祇

〃部
I繁托

）八部
強 糊 彼

I‘I然､j
のｲr無

折柵
部位

分賊 ｲ'IⅨI

59 1.1BV ()(1‘ 砂沿 (11.6) (6． (3.‘1） (370） 不IﾘI ii イ』 b

60 15，F ()()：3 泥端 (15.9) (5．0） (1.4) (110） 刃部 不Iﾘ b

61 30AV ()(} 泥硝 (7．1） (3．5） (1．0） (29） 不叩1 b

62 30BV 0(、 砂器 (13.5） 6．5 (3．0） (270） 基部 不IﾘI ｲ『 有 b

63 31H1’ ()(， 泥岩 (6.9） (‘1．6） 1．7 (80） 不IﾘI ｲ1． b

64 36B,’ 00 泥端 (9.‘l） (6.0） 1.0 (79） 不IW b

65 36MN 01
リ
】 -a;hiv; (10．2） 5．9 1．6 (89） 鯛祁 不lvl b

66 と採 11‘ 泥器 (9．1） (5.0） (1．2） (65） 不Ivl イ b

67 OE I 00 泥岩 (8.5） 3．8 1．3 (45） 胴部 不I！ b

68 OG I ()（ 砂沿 (10．7） (7.8） (､1.3） (48()） 不II イ ｲ『 b

69 3E I 00 泥V； (8.0） (5.8） (1．6） (10()） 不lﾘI イ b

70 4K I 0(）
f

5 砂瑞 (9．0） (6．6） (3．7） (270〉 刃部 イ -fl b

71 9H I ()（ ‘1 宏111器 (12．1） (6.7） 3．3 <340） 刃部 不lﾘ｣ イ b

72 20Q I 0(） 泥V； (5.5） (‘1.5） ((〕． (31） ィもIﾘ1 b

73 23B I (X
？
】 泥V； (13．8） ･1,.1 (1．7） (130) 胴部 不IIJl イ ｲﾘ b

74 32F I (X 砂端 (12．5） 8，6 2．0 (290） 不Iﾘ｣ イ ｲ！ b

75 Hトレ I IM 砂V； (10．1） (5．4） 2.4 (150） ィ§IﾘI イ b

76 14J 111 0（ 3 泥V； (7.3） .1．1 】－5 (50） イミIﾘI b

77 O2C 11 {M 砂V； (13．1） (8．2） 3．5 (430) ﾘI イ b

78 ， 11 01 砂沿 (1.1.1） (8．9） (3．8） (700） 不I1jl イ b

79 08蕊 11 (M9P
ｰ 砂淵 (7．8） (7.(}） (1．8） (140) 不IﾘI イ b

80 O9E II 0（ 砂器 (10．0） (6．5） (普.5） (220） 不Iリ イ b

81 09K II ()1， 泥V； (5．8） (5．2） (1．1） <49） 不1ﾘ b

82 1OB 11 012 泥器 (8．6） 4．1 1．(ﾄ (45） 襲祁 不Iﾘ b

83 1211 11 (M1 泥 (7.6） 』1．7 1，1 (“） 華部 不Iﾘ b

H4 12N 11 (N)1 泥満 (10．0） (6．7） <2．‘1） (200） イく1リ ｲｲ b

85 l3G 11 (D22 泥器 (7．6） (5，5） 1．8 (88） H|』部 不Iﾘ1 b

86 14K 11 005 泥V； (8.0） 5.() 1．:3 (58） 不'1 b

87 14M II (M2 泥ﾔ,； (6．3） (3．5） (0． (22） ;̂ii b

88 151 II 0‘12 泥 (11．7） 7．1 1，8 (160） 雌厭； 不'1 イ b

89 15T II 002 泥岩 (7．2） (4.(D） (1．7） (56） 不'1 梅 b

90 15N II 030 砂V； (10.6) 6.4 2．5 (230） 服部 不I’ イ 有 b

91 161 11 0()3 泥V； (9.9） 4．8 2.(） (110） 嗣蔚$ 不lﾘI b

92 16N 11 003 泥V； (10.2) (イ.6） (0． (52） 刃部 不 明 イ b

93 l7L II ()37 泥 (8.1) (5．1） (0.9 (45） イミIリ b

9．1 l8L 11 077 宏111器 (7.1） (6．0） (2.6 (150） イ51リ 布 b

95 180 11 ()()3 泥？； (6.8） (‘1.8） (1．2 (44) 不'1 b

96 19K II (〕()8 泥沿 (8．2） (.1.6） (1.0 (45） 不Iﾘ ｲﾘ． b

97 20F 11 002 宏111糊 (9．8） (6．6） (3.7 (260） イミlリ -fr b

98 201 11 ()3(） 砂Vf (9.5） 6．3 (1.7 (150) 不'1 ｲ1． 有 b

99 20K 11 ()86 (C-lU'ii (14.5） (5． 2．3 (160） ィ､11 ｲﾘ． b

00 20N 11 ()2(） 泥職 (8.8） (3.8） (1.1) (50） /fIﾘI -fl 布 b

201 20N 11 ()22 砂V; (6.9） (5.6） (()． (‘15） 不lﾘI b

202 20N 11 0.1】 泥沿 (16．1) 6..1 13 <170） 雄部 不Iﾘ｣ -fl b ,128

203 2111 11 ()(D2 泥￥I 7．8 (5．3） 1．5 (85） 不IﾘI ｲI b

204 G 11 (121 泥職 (8.0) (5．5） (】.､1） (79） イミIﾘI il b

205 23J II ()71 泥瞬 (13.2） ,1.3 1．0 (68） 刃部 不IﾘI b
句
Ｐ
と )6 241 11 I)()1 泥瞬 (13.7) (5．8） (2．0） (2．10） 不IWl ｲ1． b

21)7 241 11 I)()2 泥瞬 (7.4） (､1.8） (3．1)） (120） 不IﾘI fl b

2（)8 241 11 003 泥岩 (7.4） (●1.5） (1．5） (56） 不lﾘI fl b

2（ 9 241 11 〔179 j尼Y； (8.9） (5．6） (2.1)） (120） 不IﾘI b
ワ
ー

雲
ｌ
宮0 24K 11 0()2 宏IIlVi (10．1） (6.‘l） (,1．0） (340) fIﾘI ｲI‐ イI． b

少
』

宮
ｌ
宮 I F II 1)()3 泥端 (7.5） 3．5 (1．1） (31) 不lﾘI b

ワ
セ

．
Ｉ
．2 25 11 1N)7 泥Y； (8．7） <‘1．1） <1．8） (60） 不lﾘ1 ｲリ b

⑳
今

宮
Ｉ
宮
3 25M 11 ()‘1(） 泥一端 (5.9） (‘1.7） <1.2） (41) ｲ《IﾘI b

少
』

宮
ｌ
宮4 250 11 0(〕I 泥器 (7.1) (3．6） (1．0） (29） 不IﾘI l）

2
宮
１
宮
5 26B 11 ()()7 砂澗 (12.0) (6．1） 2．1 (220） 刃部 不IﾘI ｲﾘ ｲ『 b

ワ
』

宮
１
宮
6 26B 11 037 泥?； (9.4） (‘1.9） (1．1） (60) 刃部 不IﾘI b

2
宮
１
章
7 B 11 0:18 泥VI (7.7） (5．0） (1．2） (52） 不IﾘI b

ワ
』

雲
１
】8 26G 11 (}01 砂？； (8.9） (6，2） 1．9 (120) 不lﾘ！ イ b

ワ
』

】
１
宮
9 261 11 ()(〕1 泥器 (7．5） 5．2 (2．3） (110) I イ b

ウ
写

画
同
Ｊ
ｂ
画
0 27B 11 ()7(} 砂消 (9.0） (6.1 2．6 (190) 小IﾘI口 ii イ b

少
』 1 27L 11 0．19 泥岩 (7．2） (5.,1 (1．1） (54） ｨ<IりI口 b
ぴ》
~

ワ
ー F 11 029 泥岩 (7．4） (7．2 (2．8） (180) 不lり1口 イ I》

2 3 29C 11 ()12 砂V； (8．6） (《).2 (2．8） (213） 刃 部 不IWl口 ｲﾘ イ b
ゆ
』 4 291 11 015 泥ﾔ‘； (8．6） ‘1．3 1．2 (73） 閑部 不l叩I口 b
q》
ｰ 5 30C 11 023 泥岩 (7．5） 5.0 1．』1 (75） 雄部 不IﾘII イ b

１
１

ワ
』 6 301 11 ()02 泥Y； (7.5） (‘1.6） ({).9） (34） 不lりIq ﾘI l〕
｡〕’
~1 7 31A 11 (109 泥1．； (9．0） (,1.7） (1．9） (110） ｲ《Iり

’
’

一
’
一 b

228 31A 11 ()11 泥粉 (8．0） (5．1） (1.ｲ〕） (52） 不lﾘ’
’
１
一 b

229 31J 11 ()02 泥 (8.1） ･1．7 1．2 (75） 胴部 不Iﾘ’
一
！
’ ｲI． b

230 32A 11 ()01 砂瑞 (17．9） 8．8 3．0 (620） 胴部 不lﾘ ｲ「 b

23 33G II 01.1 砂Y｝ (6．7） (‘1.2） (1．8） (61) ｲ《lリ画 ｲ』． b
23 3$11 11 002 紐灰V； (7．9） (’1．9） (1．9） (84） 不lリ虹I l）
23 341 11 003 泥岩 (8．4） (‘1.3） 1．2 (50） 不Iリ江I b
23 35G 11 ()16 宏111満 (5．9） (5.,1） (1．1） (､17） 不Iり画 有 b
23 351 11 02(） 泥器 (7．5） (5．1） (1．1） (43） 不I馴口 b
23 36F 11 0(11 海111器 (9．1） (5．1） (1．8） (73） 刀部 不IりII 有 b
23 3611 II 0(〕9 i陀岩 (7．5） 5．1 (1).9） (5(D） 刃部； 不叩I

鯵
ｌ
告 ｲ1‐ b
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第79表－4石製土掘具計測・観察表(4)

NQ 州-t区 刷位
迩物
番号

ｲj材
法量

艦(皿ﾛ） 輪(皿､） 厚(”） na(k)

最人噺ル
位禰

刃部
摩耗

恥祁

装椅蝋
〔I然【､】
の有無

州

位部
分噸 仰凶

238 6H 11 010 泥職 (7．1） (3．(1） (1，0） (妬） ノド明 I）

23 8F II 005 砂満 ､2） (7．3｝ (1.6) (1410） イ《明 不lﾘ1 イ l）

2‘10 lE 11 001 砂岩 (8.2) (5． (2.2） (130) ィ<IﾘI II イ b

割1 lG 11 007 変111岩 (8､2) (6．J） (2.3） (130) 不 明 ｲリ イ b

242 lG 11 008 i尼職 (7.9） (6.品） 1．7 (130） 不明 {I イ b

243 21 11 002 変111岩 (II.I) (6．7） (3．2） (280） ｲI イ b

244 3L 11 005 砂糊 (10．9) (7.8) <2．9） (32{)） 不 明 ｲI イ ID

2個 451 11 ()01 泥 (札7） (6.1l） (】’8） (12()） 〃 帥 ィ《IﾘI ｲI b

2“ O8G lⅡ 006 i1曲‘； (7．2） (5.(}） (1.0）（‘15） 不Iリ
h 1〕

247 O8H 111 002 泥満 (11．1） 3．l‘1．7 (I錨10） 雅 郁 不【ﾘI ｲI 有 1〕

2，#8 16N IlI 0()2 泥V； (‘9） (､1.3） (1.4） (54） イ､明 b

249 ｸｸI， IⅡ 001 泥聯 5〉 (4.” (1.7) (79） 不 明 イI‐ l）

25(） 25C IⅡ 026 砂Y； (5.‘1） <5．5） (1.5) (“） イ：明 ｲI イ 1〕

251 29， 111 q)(}4 rt-y; (6．5） (5．3） (1．3） (47） 不Iﾘ】 b

252 29G IⅡ 01 砂器 (6．8） (6．3） (2.0） (110) 不 明 ｲI‐ イ I〕

253 30H 111 00 泥岩 (】().8） (‘1猟） 2．0 (120） 不 明 fi b

25‘1 ､l2H IⅡ 00 砂岩 (8．1） (5.5） (1.9) (】(X)） ｲ§IﾘI イミIJI イ b

233 lODt/i (}0 泥Y； .】） (6.5） (3．1） {24()） fIﾘ1 ｲI 邪 I》.C

256 l8G 11 00 泥7； (9．1〉 (･1.3） 1．3 (68） 不lﾘI ｲﾘ． イ 1》,c

257 190 11 0(1 泥V； (7．2〉 (‘1.1） 1．2 (38） 不明 fl イ 1》･c

258 O8L IⅡ 00 泥満 (11．⑩） (5．3） 2．3 (160） 刃郎 不明 1).C

259 150 11 010 泥満 .()） (.'．‘1） (1.0) (52） 不明 b､．

26⑩ ”I 11 〔)16 泥岩 (8.7） (､1．7） (2．6〉 (11M)） イ<明 イ”！ ｲI b･f

261 36E |I’ 00 泥γ； (7，1） (3．2） (().9） (27） 1,1ﾘI 不Iﾘ1 I》･f

262 l6G 11 01 砂γ； (11.0) 6．2 2．9 (2”） ノ 部 ｲ『 ｲ1． C

263 40， II 00 砂岩 (10.6) (6．6） (1．1） (”） 〕 部 布 C

26－1 ‘l1E 11 00 砂冶 (19.{)） 9．
~

(3．1） (“0） 〕 部 {I 布 C

265 09K ⅡI 00 泥満 11).7 1．1 ().8 (46) 〕 帥 イ C

266 23C 111 01 泥？； (12.5) 41．H 1．9 (150） ノ 部 C

267 07，W 002 側〃V； ､7） (i,5 2．0 (130) Ilml部 イ ｲ《Iリ イ 《I

268 13MF 008 流紋岩 (6.3） 3．:＄ 1．3 (54） 帥 イ ｲﾐlリ イ 《I

269 20Dfj Ⅸ)1 レキ岩 113．6） 7．．13．2 (110) 刀郁 イ 1くlリ イ 《I

270 301W 006 泥器 (H,3） 昂.5 2．3 (140） 刃 師 イ flﾘ イ 《I

ワ
】 1 3111V 003 泥器 7） 5．5 3．．4 (210) 刃師 不lﾘ イ 。

ワ
凸

リ
』 32G3 007 泥洲 ．2） 5．9 1．2 (8 胸部 イ イミlリ ．

ワ
セ 3 32IIp 0()2 泥 .:！） 6．1 1．1 3） 〃部 イ '1《lリ イ 。

ワ
』 ‘＄ 331W 001 砂岩 (8,2） (7．3） (3．5） <2陰11)） イ fI1j イ 。

ワ
』 5 11A 003 褒111岩 （11).0） (83） (3.6） (,100） イ ｨ§11J イ 。

り
』 6 llH 008 砂V； (17‘5） (10,,1） 3．9 (870） ノ 師 イ ｲ!． イ 。 ､123

ウ
』 7 l2H ()02 泥ﾔ‘； (H､9） 5.(し 1．9 (120） フ 師 イ ｲ1 。

278 MK 007 宏111岩 ､2） 5．3 1．8 (110) 〕 師 イ ｲﾐIIjl 〔I

279 N 003 砂沿 (l().2） 6．9 <1.6） (150〉 ノ 師 イ ｲ1． ｲ『 【I

280 23E 111 002 泥沿 (9．9） ･1.8 1． 7 (130) ノ 師 《I

281 O8E II 003 砂職 (】().2） 7
少
』 1．9 (160) ノ 雛 1 不IUl 有 〔I

282 l2L 11 012 泥職 ､籍1） ･1.1 1．3 (63） 恥 部 1 ｨ《IⅢ 。

283 12M 11 001 泥満 (11),3） 5.‘ 1．7 (121)） 胴祁 1 ｲリ 。

28.1 12 11 002 泥ﾔ‘； (6．8） ’1.（ 1．6 (60） 刃部 イ ｨ《IV1 イ ．

285 13E 11 025 レキ･岩 (11．6） (6.1） ｡）1
－．缶 (2”） 恥部 イ fi イ 《I

286 14M II 006 泥満 .H） .'．： 1．2 (56） 胴祁 イ 。

287 1．1K 11 ()36 変111器 (8．6） 6.( (2．9） (220） 胴郁 イ イ､IﾘI 1 ．

288 16E 11 002 砂岩 (11．8） 8.（ (4．2） (.I”） ノ 縦 イ ｨ､IWl 1 。

289 l6E 11 078
判りg“*
1ﾉbfB (7．7） (‘1．： ） 1．0 <’12） イ 不lりI 〔1

29(） 20F 11 001 妙沿 .5） 6.1 (2．7） (210） ノ 部 イ fi 1 (’

291 20N 11 1 泥器 (7.1) ｡》． 1．5 (H2） ノ 部 イ 不'1ﾉ1 (I

292 21H 11 001 泥満 (7．6） ‘1．1 (1．2） (71）
「
』 部 イ 不lﾘI 〔I

293 22G 11 00Z 泥岩 (10.7) 5.8 ｡》q
＝.．、 (220） ノ 郁 イ ｲI 〔I

４
廿 22G 11 022 泥岩 (7.1) (､1.‘1） (0．9） (2 ノ 師 イ 不lﾘﾘ (’

295 22H II 027 砂岩 (13.2) 6．8 2．8 (3“） ノ 部 イ イ 。

6 22K 11 002 泥岩 (6.8） 5．9 (1.2) (74） ノ 部 イ 不IﾘI ．

297 2311 11 003 泥職 (6.2） 1．8 (1.8） (59） 服 不lﾘ! イ 。

298 2311 11 082 泥71 (7．4） 5．．1 (1．7） (86） 〃 部 イ iI イ 《1 PI31

299 24F 11 0{}4 泥岩 .7） 8.聾
Ｑ
》

ウ
ー (2.10） ： 部 イ 不IﾘI イ 。

3()(） 2.1K 11 184 泥 (H､1） 6.(】 1.3 <190) ノ 部 《I ､132

3()1 25F 11 021 砂Y； 7．3 2.9 (300） ノ 部 ｲI‐ イ 《I

302 25F 11 ()54 泥岩 (8.0) ‘I.(） 1．5 (“） ノ 帥 イ 《1

3(〕3 28F 11 049 i貼満 (11).1） 5．1 2.0 (120) ノ 部 イ ｲI イ 。

304 28M II 008 砂満 (13．0） 9．7 (3.2） (‘150） ノ 師 イ ｲI 叩 (I

305 28N 11 006 蝿満 ､6） 9.,＄ (1．8） (180） ノ 師 fIりI 斗 ．

306 29, 11 ()04 泥沿 (7.9） <5.6） (1.4） (83） イ 不Iﾘ1 。

307 29L Ⅱ 001 妙＃‘； (13.5） 8．1 2．6 (3.10） 〕 部 イ イ 。

308 29L 11 003 泥消 (5．8） (6.3) (1.7) (61) 不'1ﾉI イ 。

309 29N II 002 泥満 (72） 8．0 (2．6） (16(1) 〕 雛 イ 不11jl イ 《！

3 (） 3OB 11 002 砂満 (7．0） (7．2） 1．8 (130） イ flﾘ! イ 《I

3 1 3OB 11 0‘10 泥71 (7．7） 5．6 1．2 (78） ノ 師 イ イミIﾘI 。

3
少
》 3〔)H 11 (119 変111岩 (8,3） 6.(） (2．4） (150) 』 師； イ ﾘリ イ 《I

3 3 301 11 02】 泥V! (8．7） 3．N 1．3 (5‘1） 帥 イ ﾘ！ 《I

3 ｡I 311 11 00:1 泥沿 (10．7） (6．6）
写
Ｉ

？
』 (230） 部 * 才 ．

3 5 311 11 005 泥珊 (7．6） 6．2 1．1 (88） ノ 師 イ 不IﾘI 。

3 6 311 11 “9 泥瀦 (9..$） ‘1．911．1 (73） 〕 擁 1 。
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第79表－5石製土掘具計測・観察表(5)

NQ 出土区 m位
遺物
冊号

fj材
法敵

lと(画､） 噺(r咽） 厚(”） mi(K)

般 大 鍋
位磁

〃郁

I釈粍
基部

装摘縦
1.1然面
の有無

扮川
部位

分顛 抑図

317 32A 11 002 砂V： (6.3） 5．6 (1．3） (6Z） 刃部 ｲ『 不Iﾘ1 1 《1

318 3411 11 013 砂V； (8.8） 7．3 <2．2） (220） 服部 右 イ§Iﾘ1 イ 。

319 34L 11 001 レキ満 (1.1.3） 10．0 2．5 (.150） 刃郁 ｲ1． fI 1 。

320 34L 11 (X)3 泥V； (11侭） 7．1 2．2 (270） 刃部 ｲｨ イ 《I

321 :I6Iz 11 003 泥Y； (､1.9） (5．7） (1.3) (32） ｲリ 不lﾘI 。

322 361 11 002 ih;V； (10．3） 6．3 1．6 (17(}） 刃部 ｲ!． 不Iﾘ！ イ 《I
323 36M 11 001 砂職 (l‘1.5） 7．3 2．9 (‘1『！(}） 部 イ 《I ‘136

324 36P 11 003 砂Y； (H､0） 9．7 (3．3） (30(}）
↑
ｑ
Ｊ 部 ｲﾘ 不iﾘI F｛ (1

325 37A 11 009 泥職 (8．3） 5．0 2．1 (91）
｜
「
』 部 ｲ『 不Ivl (1

326 ,I2C 11 001 砂瞬 (10．2） 6．1 (2.4） (190） ノ 部 〃 イモIﾘI イ 《1

327 dI31 11 002 泥 ､7） (5.7） (1.1) (711） ｲI 不lﾘI 《I

328 ､13K II 0()1 砂ﾔ・I (7．5） 6．7 (2.0） (120) 〕 部 不Iﾘﾘ イ 《I

329 ()8， 111 001 砂ﾔ‘； (8．8） (5.7） (1.9) (110) ｲ『 布 イ 《I

330 08(； 111 007 Mi ､2） 6．3 (1.0） (H7）
「
ノ 蔽I 半IUj 〔I

331 l5C lⅡ 002 'tinv: (9． 6．5 (2．8） (2.Ⅱ)） 閑部 ｲ『 不lﾘ！ イ 。

332 15N ⅡI 001 泥満 (7.5） (‘1.6） 2．1 (8‘1） ｲ1． 不IりI 。

333 23F ⅡI 001 砂Y； (7.‘1） 6．6 2．0 (150) 刃部 ｲI． 不1ﾘ1 イ 〔1

334 281） IⅡ 002 泥Y； (9．3） (4．3） 2．2 (”） ｲﾘ． 4i イ 〔1

335 3()G 111 029 泥V； (6．5） 5．5 (1．2） (57） 刃剖； 不IﾘI 。

336 30J 111 00 泥V； (8．4） (5.3） (1．1） (6<I） 称 不lﾘI 。

337 31G lⅡ 01 泥ｷ゙ ｻ (9．3） 7．2 1．7 (17(ル 刀剖； ｲI． 不lﾘI 。

338 36J ⅡI 0〔） 泥V； (6．2） 6．2 1．6 <72） 刃部 -fi 不IﾘI 。

339 ､11【） 111 (〕〔） 砂VI (10.Z） (8.1） 2．3 (26(1） ｲf 不1ﾘI ｲ『 。

34(） 22K 11 14 "戯‘i (】(〕.9） (4.5） 1．7 (110) -fl 不IﾘI (1.1
341 ‘l3E ⅡI 00 泥端 (6．8） (5.3） (1.6) (80） -fi 不lﾘI 。.I
342 2211W ㈹ 泥Yi (9．0） (4.5） (0．9） (.18） 不明 不明 畦

343 28GS 00 泥 (5..1） (5．6） (0.8） (:M） 不明 不IW1 他

34●1 O8E 11 00 砂YI (l().6） 7．7 1．9 (230) 〃部 不IﾘI イ 心

345 O8G 11 0(） 泥ﾔ'1 (8.6） (7.3）I 2．1 (180) ｲﾐIﾘI ｲ《Iリ イ C

346 28F 11 00 "l財.； (7.9） 4，41 .’ (52） 胴部 イミIﾘI 不Iﾘ 心

347 29F 11 03 左111岩 (9．1）6．7 2.6） (1”） 胴部 ｲ《明 ｲ『 イ C

348 301 11 01 泥Y； (l().．0(5.8) ､2） (89） 不Iﾘ1 不lﾘI イ 唾

349 301 11 02 蝿V； (6．1） (5．7） .4） (”） 不 明 不IりI C

350 ･I1D II 00 砂V； (10.3) (6．2） 2．1 (l‘10） 不Iﾘ】 不lﾘ」 心

351 ‘13F 11 00 変111渦 (7．1)） (5.2） (】､7） 3） /1《lﾘ】 イ「 イリ ⑯

352 l3S lⅡ 00 泥V； (8.‘1） (5．9） (1．3） (77） 不IりI 不lﾘI 《P

353 OG II 002 j尼職 (1.1.7） (4.5） (1.6） (12()） f
354

－
１
－5K 11 009 泥V； 11，3 (4.7） (1．5） (94） ｲ』 称 f

355 『】2K 11 051 泥V! 12.(） (4.1） (0.8） (-15) ｲI f
356 11A 11 002 砂？； 12．7 6．2 3．2 (270） 刃部 ｲﾘ 4f イ f
357

－
１
－ 1G lⅡ 002 泥？ (16．2） <5.3） 2．6 (2】O） ｲ『 ｲ1． イ f

358 I
｜
”
串
句
一
ON 001 'iiiv; 13.1) 7.6 3．0 ．1.10 刃部 ｲ』 if 1 ワ

』

359 11NW 001 泥i･； 11．9 4．8 I).9 ,16
』
『
型 部 ｲj 1 ⑨

』

360 17KN 002 泥？； 10.5 5．9 ワワ
ー・凸 1‘10 、I ｲI ウ

』

361 23F杭 ()()2 砂VI 13．0 8．2 2．7 :13(}
一
‐
ノ 部 ｲ1． Ii イ 2

362 災採 116 砂V； 12．7 7．3 3．8 41(}
｜
「
ノ 部 イ1． 4i 叩 2

363 災 採 176 泥YI ･1.6 3．3 0．9 1.1 ノ 部 2
364 llB 00 砂V； 10．8 5．1 1．5 110 〕 部 ｲI． ワ

』

365 l2L (｝0 海111V： 9．1 5．3 1．8 98 〕 部 ｲ『 有 ワ
】

366 M K ()(〕 砂Y； 9．3 5．8 2．6 180 〕 部 ｲ1． ﾉ〃
ウ
ー

367 2OL 00 泥V； 1().(） 5．7 2.(） 130 〕 部 if ｲ』 2
368 2,1B 00 泥Y； 】(》､9 5．9 2．3 17(〕 〕 m； ワ

》

369 31A 00 砂ﾔ,； 】3．2 6．6 3．2 31(〕 ノ 刑； ｲ『 ｲI 有 2
370 .l(DA 00 宏111V； 11．41 辿1．7 2．9 】6(、

一
‐
ノ 副； ｲ『 右 有

ウ
》

371 ’13N 00 砂V； l()．1 5．0 2．1 120
一
ノ 部 有 イ ワ

〕

372 13F IⅡ 00 砂t‘i 9．9 5．3 1．7 l鷲(）
｜
ノ 部 ｲ『 2

373 23E 111 00 泥1‘I 10．2 4．．1 1．9 11){）
｜
』 部 イ ？

】

37．1 ()5 11 00 砂1'I l().9 6．1 2．1 170
』
ノ 部 ｲ』 ｲI． イ ク

］

375 O5E 11 01 チャート 8．2 5．2 2．1 130
｜
』 部 有 ワ

》

376 O9G 11 002 泥Y; 12．1 5．5 2．1 170
一
Ｊ 部 2

377 】OG II 003 泥1･I 9.8 5．1 1．0 73
｜
ｑ
‐
〆 部 ｲI． ｲ1． イ 2

378 1111 11 013 泥V； 1().淵 5．5 1．6 10(1
｜
・
‐
〃 雛 ｲ『 イ 2

379 12 II 006 砂V； 12.‘1 4．9 1．4 88
｜
‐
ノ 部 ｲ『 イ 2

380 12 11 009 泥Vl 6．7 ●1.9 1．9 76
」
１
ジ 部 -fi ｲI 2

381 12F 11 001 没111満 1．1.(） 6．5 3.4 33(）
草
１
夕

』
型 部 ｲ』 ｲ1． イ ワ

】

382 l2G 11 087 泥VI 6．5 ．$.8 1．0 32 ノ 部 有 2
383 1211 11 003 泥 9．6 4．8 1．3 73 「

ノ 部 ｲ『 ii 2
384 l3B 11 001 砂V； 12．5 7．9 3．2 3 ノ 部 ｲ『 有 2
385 】31 11 038 泥V； 11．7 5,0 】．(} 36 「

ノ 部 ｲ『 2
386 1,1〔 11 〔113 洲;V； 15．6 5．6 1． 7 130

＋
ノ 部 少

一

387 Ill 11 028 ホルン･フェルス 17．2 6．6 1．8 27(） ノ 部 イ 利 ワ
】 ‘139

388 I』1N 11 03
BGC

fU 8.H 5.6 1．3 69 ｜
ノ 師 イ イ ワ

］

389 l5E 11 (〕4 砂V； lli，I 9.2 3．9 580
↑
ノ 部 イ イ イ 2

39〔） l5IZ 11 05 変111ｷ゙； 12．8 6.7 2．4
Ｊ
ｊ
凸 (〕

一
・
ノ 部 イ イ 2

391 l5G 11 00 砂V} 1綴1.(､ 8.6 3．3 ・1 (）
一
・
Ｊ 部 イ イ ワ

】

392 151 Ⅱ 02 泥ｵ.； 8.8 4．4 1．5 3
｜
『
ノ 部 イ ワ

》

393 161 11 00 砂V； 10 7 6.1 2．1 1 0
一
ｑ
ノ 部 イ 有 ワ

》 ‘1.10
394 16N 11 02 妙h･； 13．1 7､8 2．7

酬
夕
』 0 ｜

ノ 師 イ ｲ『 梅 ワ
》

395 16N II 022 砂71 10．7 6．4 ワリ
ー毎一 I 0

一
ノ 部 イ a 有 2
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第79表－6石製土掘具計測・観察表(6)

N〔k 出土 肘i腕
蹴物
勝り．

ｲj材
i)iIA

仏 (画訂,） 帆(掴固） l'/<o) 髄鼠(K)

股火帆
位耐

〃部
床托

唯 祁
渋 薪 痕

ii然1m
のｲf無

折州
祁倣

分f【I l01脚

396

397

19K

190

11

11

()32

()(}1

砂岩

砂'/;

1．6

3.{}

7.1）

6．2

2．8

2．8

310

26(）

〃雛

〃 郁

イ

イ

ｲ『

有

1

1

リ
』

ゆ
』

､1，11

1.12

398 2OG II (〕16 宏111￥； 1．‘＄ 6.(】 '》ワ
凸今4~ 190 刃 郁 イ 1

ウ
］

399 2OG II 0．10’ 砂消 ()．
~

7．6 2．1 200 〃雛 イ イ
切
特

．$00

401

2OG

2011

11

11

0●#1

()07

泥岩

砂岩

‘1．7
b-－

6．9

1－7

ワ。〕

59

15(〕

〃 師

〃部 f1． イ

ゆ
』

や
』

４
寸 21E 11 ()01 砂沿 ，＞〔し

－．－ 8．＄ 2．6 390 〃部 ｲ1‐ ｲｨ イ
ワ
】

403 21N Ⅱ (〕13 泥消 6．2 1．5 1．2 38 〃 部
ヅ
』

､104 2211 II (〕()2 '-111岩 10..1 5．0 1．2 64 〃 部 ｲI イ
ゆ
】

,105 2211 11 ()M 泥岩 l(,．’ 【).(） 1．6 97 〃 部 ｲ1． ｲ『 イ
ザ
と

，106 221 II (〕Ii4 砂岩 7．1 ,1.6 1．5 57 "部 ｲ1． U》
。●

07 22K 11 】23 'lll岩 2．2 (M) 1．9 1.10 〃部 fr
リ
凸

08 22L 11 ()31 砂糊 2．5
守亨
J CJ 1．9 220 〃部 イ

リ
』

09 22N 11 022 閃維若 ().2 J､7 1．8 130 〃部 ｲI イ イ
ウ
』

10 23B 11 ()0
年
』 泥 8．7河.Z 2．1 120 〃 師 ｲI イ

の
』

411 2.1m 11 0()9 宏mv; 10．0‘1．3 1．6 69 〃部 ｲ1‐ ﾗイ
リ
“

412 24F 11 ()21 宏111岩 16．96.8 ‐1．2 450 〃師 イ イ
，
１
，

小
』

3 2窪I（ 11 ()51 砂濁 11．2 3“1 ().7 46 〃 師 イ
ト
ー
Ｉ

ツ
ー

．I 2－8． 11 006 泥満 13．6 3．6 1．3 110 〃師 イ イ
や
》

5 2識
－
１
－ 11 025 泥岩 16．1 9 7 1．8 30〔） 〃 雛 イ

。D
申●

6 263
－
１
－

II {X)3 砂¥； 15.1） H,帥3．－1 47(} 〃師 イ イ 布
少
》

7 271 II (X)3 泥Y； 7.3 :I.(().8 26 〃帥I
や
』

･118 273 11 (Ⅲ9 砂岩 7.9 3.H 1．5 83 〃師
小
】

419 281 11 (j28 宏111岩 12．1 5．1 2．6 】60 〃 郷 イ！‐
ゆ
】

420 28J 11 (11(し 宏III巻 10．11 3．1 2．】 13〔し 〃 師 イi イ 2

2】 28 11 (X）7 砂岩 18.4) 11).5 ･1．7 890 "雛 ｲ1． ｲｨ イ
叩
‐
』 ,1．13

ゾ'）
画一 29G 11 ()03 喪111岩 20．7 11).() 5.1） 1220 〃郷 イ ‘》

L●

23 3()B II 1)I):I 砂沿 12．8 7．．1 2．6 2．10 〃恥 ｲI イ
ゆ
・
】

ワ4
－竜 3OG 11 020 砂V； 12．6 6．1

Ｆ
ひ

ワ
ー 30 〃 雛 ｲﾘ． イ

少
】

25 3011 11 Ⅸ)2 変111岩 11．16．5 2．6 90 〃雛 ｲ』
⑱
闇

●126 30Ⅲ II ()【)3 砂聯 8 ． 9 ( i ･Z 1．6 00 〃帥 ｲI ｲ1．
少
』

427 3011 11 032 靴 111岩 15．8 8.3 3．7 70 〃 師 ｲI ｲ『 ｲ1．
少
》

428 31F 11 1)06 魁岩 11I.6 5.あ 1．6 00 〃師 ｲﾘ ｲI．
ゆ
》

.129 31〔 II (昭7 曜岩 15．6 6 1．7 少･》
竺写 0 〃刑］ 有

や
】 ､1．13

30 311 11 (N)4 雌V； 8．1 ‘1．8 1．9 9(、 〃部 ｲI
や
』

31 311 11 ()57 尼満 】1．2 3.9 1．5 2(し 〃郷 ｲﾘ イ
巾
』

32 31J 11 (〕01 112岩 7．5 5．0 1．2 57 〃部 ｲI

33 311 II ()()】 秘 111器 13．3 8..1 3.,1 10 〃部 ｲl‘ イ イ

3‘1 3 II ()15 尼沿 8．3 鴫1．7 1．7 7J1 〃w1$ ｲ1． イ １

．135 32（ II ()(11 蛇； 16‘8 8．7 3．．1 90 〃部 ｲ1． イ イ ’14．1

参136 33（ II 11()2 I尼?： 9．．1
ヲ
’

０
８ l‘1 59 〃 部 ｲI

437 341 II ()14
ゾ
釦 111溝 11，6 3．6 苫．I 60 〃部 ｲ『 ｛ 1

438 351 II 016 尼岩 13．1 6．11 1．3 40 〃師 ｲI イ

439 35G 11 ()15 少岩 12．4 6．＄ 1．6 60 〃冊13 ｲ!‐ イ

0 351 11 (X)1 泥満 11．8 3．9 1．0 ()(） 叩部 ｲI‐ イ

1 351 11 011 砂岩 13．5 6．8 3．2 60 〃部 ｲI 1 1

ワ
》 351． 11 0(13 砂岩 13．1 6.(う 1．9 80 〃 部 ｲ!． ｛

3 36F 11 (1()↓1 砂消 13．5 H-2 3．0 90 〃部 ｲ0‐ ｛

f
･台 36G 11 001 砂岩 12.(リ 7．8 2．5 50 〃部 ｲI イ イ

ウ
』

5 39E 11 0()5 宏111岩 13．4 9.(） 3．．1 30 〃部 ｲ1． イ イ
ワ
》

､16 1OG 11 〔X)1 11．2 3，6
Ｐ
動

？
］ 80 〃師 ｲI． イ

ゆ
』

47 41G 11 ()11 '/clUii 11．(） 5，7 2．6 80 〃NM ｲI‐ イ
小
』

､18 42J 11 ()()I 砂岩 13．1 ’7 2．4 6〔） 〃 部 ｲI． イ イ
ゆ
』

,19 ‘l3G 11 ()(逆 砂職 11．1 (i,:！ り･》
－や~ 21〔） 〃郷 ｲ『 イ

少
』

う0 43K 11 (){)I 砂？； 17．2 8.3 4.ｲ） 560 〃部 ｲI イ

451 43K 11 ()()5 砂岩 12．2 6.(） 2．1 180 〃 部 ｲI． ｲ『 ｛ 447

,152 ､13M 11 (〕()3 砂V'i 13.6 9．5 3．3 6()0 〃郁 ｲI f1． 1

453 Aトレ 11 002 泥岩 3．3 3．3 0．9 16 〃 郁 ｲ！‐

454 O8H lⅡ ()01 花間斑岩 11．8 5.9 1．7 160 〃 師 イ1 イ

5う 09A ⅡI I)01 変111満 13．3 盤.＄ 1．9 270 〃 郎 ｲI ｆ

，156 ()911 ⅡI ()()2 j詮灰岩 9．7 ･1．9 1．7 87 ﾒﾉ師 ｲ！‐ ｲ『 イ

57 2F 111 0()1 宏Ill岩 17．5 7．6 3．7 57() 〃部 ｲI イI‐ イ ､138

58 4C 111 01．1 安111粉 19．8 10．3 1．5 M30 〃郡 ｲ1 イ

59 ‘IC lⅡ ()15 砂Y； 10．，1 5．3 1．8 110 〃郁 ｲI イ

60 4， 111 ()()2 'lll'<n l‘1．8 7.(） 3．6 ,130 〃 部 ｲI ｲ『 イ
リ
』

』161 5C 111 (l11 砂岩 15．8 8.(ト 4．6 620 〃 部 ｛1‐ if
ゆ
』

462 201 111 (M)1 泥岩 13．5 3．:｛ 1．9 18(） 〃部 ｲi ｲﾘ イ
ウ
』

‘163 201 1Ⅱ 002 泥岩 10.‘1 ‘1．．1 1．1 81 〃部 ｲI

464 20N ⅡI ()09 泥渦 8．8 6．9 2．2 50 〃部

65 291 ⅡI 1)11） 泥溝 15．6 6．8 2．8
タ
虹 ‘10 刈郁 ｲI ｲI‐ 有

66 30（ ⅡI ()32 宏111岩 1(}．’ 震6 1．6 OU 〃郁 ｲI 有

67 3〔)I ⅡI Ull j尼端 12．1
一
初 1．4 40 〃 部 ｲ1． 有

68 31（ 111 (lO3 iﾘfV； 11).2 3‘I 2．1 30 〃 部 ｛！

69 31（ 111 009 ホルンフェルス 11．5 6－6 ｡》ヴ》
ｰ申一

30 〃 部 ｲ1‐ 有

470 32 111 005 泥岩 7 5 1．9 0．9 34 〃師 ｲI 有
リ
ー

471 371 ⅡI ()〔)2 砂¥； 9．6 『ﾄ.5 2.(〕 110 〃師 ｲI ｲI． 有
少
』

.$72 37Q ⅡI {)()3 -lli岩 11．3 1．7 2.3 14(） 刃郁 有
ゾ
』

､173 39U ⅡI 0《)1
漉紋器質溶剥

職灰珊
9．9 7．2 2．．1 160 〃師 ｲl‐ 2
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第79表－7石製土掘具計測・観察表(7)

NQ 出止 肘位
遺物
醤号

布キイ
法胤

腿(■画） 幅(函.） 厚(皿句） 質敵（R）

最 大 幅
位置

〃部
摩粍

恥祁
盤精縦

I'l然mj
のｲj無

折lハ
部位

分訓 仰図

474 .131§ lⅡ ()05 砂職 13．7 6.0 り･》
＝■ｰ 211｝ 刃部 イ イイ

少
》 ､146

475 29LK 006 泥ｷ゙； 8．2 4.6 1．5 (“） 〕 部 有 a
少
》

･176 30mW 005 泥￥i (16.6) 6.1 1．9 (230）
ｌ
Ｊ 部 イI イ a

ワ
》

477 30J 111 001 泥V； (9．2） ,1.8 1．3 (86） ノ 師 イ1‐ イ イ a 2

478 l4IG I【 002 砂＃‘； (l‘1．3） 7.7 2．5 (310)
ｌ
Ｊ 部 ｲダ イ イ a 2

479 2棚I I【 063 ホルンフェルス (10．4） (4.5） (1.8） (83） ノ 部 不'’1 a 2

480 23.1 I【 022 M**y; 12，9 (6.9） 1．7 (150)
ｌ
Ｊ 部 ｲ』 イ イ a 2

‘181 23N 11 0〔） 砂職 (15.‘1） 7.4 ウ

ウ
』 (･11()） I 部 不明 イ イ a 2

82 26A II 01 泥糊 (12．0） 1().3 1．3 (160)
ｌ
Ｊ 部 ｲｨ a

ワ
】

83 2611 11 O(） 泥糊 <9．4） (5.7） 1．5 (110)
ｌ
Ｊ 部 不IWl イ a

少
】

84 30K 11 01 泥Vi (9．7） (5.1） 1．2 (53）
「
ノ 部 ｲ』 a

ワ
］

85 ()9G IⅡ 00 チ･ヤーI． (11．2） (6.6） 3.(リ (270）
「
ノ 部 不II イ a

ワ
］

86 1OG ⅡI 00 宏1111.； 1．1．2 (6．．1） 3，2 (350）
割
ノ 部 イ1． イ a

ワ
》

87 161)W 00 砂沿 (6.7） (5.8） (1．6） (72） ノ 部 不lりI ｲI イ b 2
●188 22N帆， 00 砂V； (9．2） (6-9） (2．9） (190）

「
ノ 部 不I¥】 ｲﾐ叩I イ b 少

一

489 29LN 005 安'111'； (8.7) (5．1） (1..1） (7.1） ノ 部 不IⅢ イ b 2

490 3311W 003 泥？； (5.()） (3.7） (1．1） (22） 〕 部 不lりI ,1$lりI b 少
】

●191 災 採 100 'iir<;- (7.5） (6.0） (2．6） (150）
ｌ
Ｊ 部 不Iﾘ1 イ イ b 2

492 火 採 169 泥？； (10．6） (5.1） (1．8） 5） 部 ィくIIjl イ b 2

‘193 (MC I 00 泥 (9.2） (5.4） (2.1) 7）
｜
・
ノ 部 不Iﾘ1 イ イ b 2

494 10砿 I 00 左1111‘I (】().5） (7.3） (2．5） (21()）
｜
‐
ノ 郁 不IﾘI イ b 2

495 14F I ()0 砂V； (】().()） (7.6） (2．8） (260）
↑
、
ノ 部 不IﾘI イ イ b 2

.196 15K I 00 泥ザ； (6.5） (5..1） (1．2） (63）
｜
ノ 部 不IﾘI イ b ？

】

497 16F 111 00 砂V6 (13．2） (8．3） 2．6 <3．10） フ 部 不IﾘI イ イ b ？
】

498 28J 111 00 泥職 (6.3） (●1.2） (0．9） (26） 「
ノ 部 不Iﾘﾘ ｲ！ b 少

』

●$99 081曾 II 00 砂V； (6.5） (5.6） (1．6） (78） ノ 部 不IﾘI イ”I イ b う
］

500 0811 11 00 妾llIi.； （12．4） (6．8） (2．6） (310）
「
ノ 部 不lﾘI ｲI イ b

？
】

5()】 0912 11 00 砂VI (6.9） (5．7） 1．8 8）
『
ノ 部 不IWl fI イ

一
司
’
一 b ワ

】

502 1()』 11 012 泥V； (8．6） (3.8） (1．2） (･郷） 部 不IりI ｲI． b 少
》

503 lOL 11 008 妾1111.I (8.‘1） (6．5） (2.1） (11()）
｜
ノ 部 不lﾘI イ b 2

504 12 11 007 砂V； (6.‘1） (4.5） (1．4） (52）
｜
『
ノ 錨 不Iﾘ1 不Iﾘ1 イ b 少

】

505 13F II 002 砂¥6 (10．6） 9．5 3．0 (‘12{》 ノ 部 イくlﾘI ｲ』 b ソ
函

506 ル1K 11 007 泥糊 (5.‘l） (4.1) (1．2） (34）
｜
ノ 部 不lﾘ】 イ b ソ

】

507 14N 11 037 砂VI (6.2） (5.0） (1，8） (60） ノ 部 不明 ｲI イ b ？
》

508 MN 11 091 砂＃,｝ (9.8） (5.3） (1．4） (72）
「
ノ 部 不明 イ b

ワ
』

509 1.10 II 006 砂V； (6.(〕） (5.8） (1．6） (68） フ 部 不明 ｲI イ b ？
】

5 0 15G 11 005 泥ｷ゙； (6．1） (4.1) 】．5 (‘鰯） 〕 部 不明 不IﾘI I〕 ワ
』

5 1 16E 11 003 砂瑞 (】().9） (6.0） 2．8 (ZlO） ~l
〆 部 不IVl ｲI． イ l〕 ワ

』

5
ウ
●
一 16砿 11 005 砂沿 (月.‘1） (6.3） 1．4 (81） ノ 剖； イミ噂I 才 b 2

5 3 16対 11 009 泥V； (7．8） (4.3) (0.6） (23）
｜
ノ 部 不叩 b ワ

雪

5 .’ 17M 11 1)〔)3 砂ﾔ‘； (10．2） (7．1） 2.5 (190)
｜
ノ 部 不明 ｲI イ b

ク
』

5 5 171， I【 002 泥ﾔ,； (l(),5） (4.7） 1．7 (100) 部 不【ﾘI ｲﾘ b ？
』

5 6 18N II 056 泥 (7．3） (‘1.9） 1．2 (‘18）
一
Ｊ 部 不IﾘI b 少

』

5 7 180 11 012 ； (8．8） <4.6） 0．8 (･16）
｜
・
ノ 剖； 不lﾘI b ？

』

5 8 1911 11 011 泥瑞 (8.6） (5拳7） 2．9 <1‘1()） 部 ｲ〈1ﾘI イ l） う
》

5 9 】〔DN 11 009 宏IllYl (8.3） (5.2） (I..1） (68）
’
１
〆 剖； 不lﾘI イ イ b 少

』

5 0 2()G 11 039 ttiuy* (11.8) (6.9） 3．1 (310）
｜
ｑ
ｊ
卓 部 不IﾘI イ イ b ウ

』

5 1 2(肌 11 010 泥端 (9.5） (5.1) (2.〔)） ､8） 刃部 不lりI イ b ウ
』

522 20N 11 002 泥Y； (7.6） (4.3） 1．‘I (5.1） 刃郁 不明 イ b J〕
＝

523 21N 11 〔)51 妾111V； (7．0） (4.6） 2．0 (85） 刃部 不【ﾘI イ イ b ワ
』

524 22G 11 035 砂岩 (10.1) (7.8） 2．6 (270） 刃部 不印I イ イ b
ワ
』

525 22K II 001 砂V； (11.0) 8．6 3．4 (370） 師 不Iﾘ1 イ b ワ
』

526 2311 11 0()4 』をlllVi (7.()） (5.2） (2.1) (100）
｜
‐
ノ 部 不IﾘI イ イ b ④

』

527 231 11 “9 ｲ荘英斑I.； (15.0) (8.8） 3．0 (6‘l〔)）
’
１
Ｊ 部 不IﾘI イ b

り
』

528 23N 11 015 泥？ (18.1) 6．5 1．‘1 (2(〕0） 部 不IﾘI イ イ b 2
529 2511 11 (〕()4 泥#， (5.8） (3.8） (0.8） (2‘1）

｜
〃 部 不lりI イ b 2

30 251 11 026 泥V (8．7） (4.9） 2．3 (“）
』
・
夕 部 不Iy1 イ b 2

31 26.1 11 036 泥I‘ (10.8） (6．2） 3．2 (200）
｜
』 耐I 不IﾘI イ イ b 2

32 271『 11 075 砂ザ (7．8） (7.1） (2．6） (180）
↑
一
ダ 部 不りI イ b ウ

』

33 27M 11 024 砂Y (14．0） (9.3） (~1.1） (.180）
竜
型 部 不明 イ イ b ①

』

34 29B 11 062 泥7 (8.5） 4．1 1．5 (53） 引
歩 部 不 明 イ b ワ

』

35 3011 II 004 泥i， (8.1) (5.0） 1．7 (87） 「
ノ 部 不IりI イ イ b ワ

ー

36 3011 II 013 砂¥ (11.6) (6.3） 3．5 (360）
「
ノ 稲 不IﾘI イ b ワ

』

37 301 11 ワ
』 泥￥ (9．3） (3．1） (1..1） (60）

『
ノ 部 不IﾘI b ワ

』

38 311 11 006 j尼 (8．9） (7.4） (0．7） (57） 〕 部 不【リ b 少
』

39 31J II 〔)08 泥71 (7．1） (4．3） (().6） (22） 〕 部 不Iﾘ b ワ
や

,10 3211 Ⅱ 002 砂？； (l‘1.6） (9.3） (5.0） (690） 刃部 不Iﾘ it イ b 2
5．11 3411 11 002 泥 (7．2） (5.5） (2.3） (100) 刃祁 不lリ ｲ《IﾘI イ b 2
542 351 11 012 砂V； (11．4） (6.5） 2．1 (210） 刃部 不IﾘI ｲI イ b 2
543 371， 11 001 宏111V； (8．3） (6．9） (2．3） (l別〕） 刃部 不IﾘI ｲﾘ． イ b 2
544 39G 11 ()01 砂職 (･1.7） (5.2） (1.5） (,11） ｌ

Ｊ 部 不lﾘI 不lﾘﾘ イ b ワ
』

545 4311 11 003 石英斑¥； (9．3） (6．5） (21） (161)）
｜
、
ノ 部 不1ﾘI fI b 初

』

546 '’八 lⅡ 002 砂糊 (9．5） 6．4 (2.6） (17()）
一
‐
ノ 部 不IﾘI if イ b 2

547 11F 111 003 泥¥； (7.9） 4．9 1．2 (59） ｜
』 部 不Iリ ｲI 1 b ワ

』

ふ$8 l5C 111 001 妾llI浩 (13．2） (6..1） 1.1 (110) 部 不II b 2
誹19 201 ⅡI 007 砂粉 (12．0） (7．8） 3．1 (360） 部 不明 イI イ b ワ

》

550 27脇 ⅡI Ⅸ)1 砂VI (13．9） (6．2） (1．5） (1，10）
ｌ
Ｊ 祁 不IりI イ b ワ

】

551 3011 111 009 ホルンフュルス (9.5） (6.2） 1.6 (11(》 部 不IﾘI ｲI イ b 少
》

552 ‘l2E 111 001 砂Y； (6.2） (5．8） (22） (H5） ｜
ノ 部 不明 il イ b ワ

』
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第79表－8石製土掘具計測・観察表(8)

NQ 出土 肺1位
jrt物
勝り

ｲi材
〃

氏(m､） 劇,1(ﾛ!､） 〃(”） 質縦（9）

雌 人 帆
位 樋

"部
I藷椛

雄 部
茨禰擁

白然Im
の布無

折州
部位

ザ剛 j↓｢'L判

5 3 36F 11 {)()I 砂瑞 (9.()） い、 1．3 (93） 師 ｲSIﾘI 有 b,42 2
5 .↓ 26C IⅡ 0(） 泥岩 (10．6） 元.3 2.3 (15ｲ)） 」 部 11 C 2
5 5 41R 111 {)(） ih><". (10．9〉 5．9 2．6 (170） 』 部 ｲ1． C

？
】

5 6 131)W 0(’ 砂洲 (7．7） 7．5 2．8 (200）｜〕 師 i1 不 明 有 。
ｂ
ｌ
卜

リ
》

5 7 28IS 1)(， 泥溝 (7．9） 7．．1 1．6 (130）〕 雛 ｲI 不明 。 リ
』

5 8 茨 托 12．1 泥器 (7．2） 3．9 (1.3） (37）‘， 綿 イミI珊 ．
リ
』

59 2OL I I)16 砂消 (5.‘l） △1．9 1．5 (44） 郎 ｲI イ､噂I 1 ．
４

１
４

一
刀
Ｐ
字

。
●

60 42K 1 002 砂消 (8．8） 7．7 (2.5） (200） 部 ｲﾘ イ抑’ 叩 。 ⑪
』

61 28J 111 001 砂岩 (7.7） 5， <抄.､1） (180） 部 ｲ!‐ 1 。
３
Ｆ
〃

O6E 11 ()()8 砂岩 〈9． 12．2 :1.7 (550） 部 ｲﾘ 不 明 イ 。
Ｅ
〃
タ

63 3A II 0()2 砂Yi (8．7） 6．7 1．8 (120) 」 師 ｲI '1,1卯 イ (1

64 3M 11 ()68 泥Y； (5．6） 5.6 (1．6） (64） ノ 帥 ｲI 不明 ．

65 4E 11 1〕():I 砂岩 (8．6） (i､6 (2.4) (160)
一
ｊ
ア 部 ｲI イ《IﾘI イ 《1

匡“ 5E II ()52 海111岩 (7．1） ri-4 1．2 (53） ノ 部 ｲ1． りI 《1

匡67 5G II 00.1 左111岩 (9．3） 5.8 2.0 (16()） ｊ
″ 恥 ｲI イ 。

568 6G 11 017 砂it*I (11．8） 6‘ (2．．1） (250）
利
ノ 雛 fl 1〈1ﾘI イ 《！

369 611 11 003 砂Y； (6．3） 7
少
』 (2．】） (100) 〕 師 fi 1〈Iﾘ1 イ 《I ワ

】

570 8G 11 001 砂¥； (9．0） 6.7（1．5） (110） 〕 邪 ｲ1． ﾘI イ 。 叩
と

571 8G 11 002 砂¥； (7．6） f》､7 1．望 (70） ） 部 ｲI ﾘI 有 。
ゾ
】

572 9N 11 1噸I 宏Ill'ii (7.7） 品.7 1．6 (79） ノ 部 ｲ1． 不 明 有 。
ツ
》

573 E 11 1X)2 泥端 (7.6） 6．0 (1．2） (67） 〕 冊； ｲI 不1ﾘI 。
ワ
】

574 20J 11 1)01 砂岩 (7.7） 6．1 (2.1） (120） 部 ｲI 何 布 (】
ゆ
』

575 221 11 ()01 褒111岩 (11．9） 8..1 3．0 (370）
’
１
Ｊ 部 ｲﾘ ｲI 有 。

ザ
』

576 221 11 ()22 泥？； (8.5〕 6..1 (2．2） (14(｝） 部 ｲI 不lﾘ1 〔1
少
】

577 湖K II (ﾄ(〕3 泥岩 (7．9） 5．2 1．0 <48） 部 /1,1ﾘI 。
少
』

578 27F II (M2 泥岩 <6．3） 5.(' 1，5 (3．1） 部 ｲI 不Iﾘ』 。

579 L 11 0(〕1 泥γ｝ ,‘1） 7．5 2．1 (140) 部 イくIﾘI 〔1

58〔） 28A 11 0(18 砂瞬 (11．2） (i,9 2．3 (190) ﾉ 部 ｲI ｲ1． 有 。

581 30, 11 0()2 砂岩 (8‘2） H"0 (2..1） (2.10） ノ 部 fIﾘI 不lﾘI イ 。

582 3〔)F 11 002 安lll沿 (8，9） 7．1 聾.4 (1-10） 部 ｲI 不I叩I 1 。

83 33G 11 013 砂満 (7．7） 6．6 (2.3） (130） 郁 ｲI ィ､IﾘI 1 ．

84 36F 11 001 泥満 (7．7） 5.3
ゆ
】 7 (140） ノ 部 ｲI ｲI‐ イ 。

85 38E 11 006 砂岩 (12.3) 1:2．8 (.1.9） (800） ノ 師 ｲI 不明 イ ．

86 38L 11 001 砂岩 (8．6） ＄.9 (2．3） (210） 」 部 ｲI 不Iﾘﾘ 叩 ．

87 38P 11 0(1,1 砂岩 (9．2） 9.(） 3.8 (330） ノ 部 ｲI 不IWl 1 。

88 39F 11 ()01 砂沿 (8．:I） 6．1
戸
切

？
》 (130）

｜
ノ

硬
い

ウ
卯 ｲI ｲI 1 。

89 0F II ()12 砂満 (10.6) 11).8 2．7 (380）
一
Ｊ 部 ｲI ｲ『 イ 。

一
刀
戸
口

90 0F 11 013 砂岩 (11.6) l().() 3.-1 (460） 部 イ《叩I イ 。
宮
Ｄ
Ｐ
卓

91 3G 11 0(〕I 砂職 (11.0) 9．5 Z..I (260） ノ 部 ｲI． 不 明 イ 〔I
一
ｐ
Ｆ
“

92 3L 11 0()I 砂岩 (1(〕． 11．6 2．5 (110) ノ 部 ｲI‐ イ《Iり！ イ 。
Ｂ
ワ
ザ

93 3D IⅡ (l()1 砂粁 ､4） H,3 2．9 (230） 〕 部 ｲI 不 明 イ 。
宮
Ｄ
Ｐ
■

94 4F ⅡI (X)2 泥γ； (7.9） 6．7 2.(） (140)
１
口
ノ 雛 ｲI 不明 (’

一
Ｄ
Ｐ
卓

95 }31 ⅡI (M)1 砂瞬 (11.4) 7． (2．8） (360） ノ 師 ｲI‐ 不IﾘI オ 。
一
Ｄ
Ｐ
■

96 2L II 007 砂群 (6.6） (5．2） (1..1） (65） ノ 雛 ィもlﾘI イミIりI イ C
や
』

97 6， ⅡI (}26 砂岩 (9.9） (7．6） (3．2） (310) ノ 師 イミlﾘI 有 C
叩
』

98 38P II (M)2 笈111岩 11．2 (6，1） (1．H） (160） ノ 祁 ｲI‐ 術 f
小
』

599 13M肘 (M)6 喪111巻 10．2 3．8 1．8 120 ノ 帥 ｲI ｲﾘ 3

“0 150N (X)2 泥輯 16．3 3．7 1．9 220 〕 部 ｲﾘー ｲI 布 :I

“1 23F杭 (X)1 左111岩 11．9 6．5 3．．1 390 ） 剛； ｲ！‐ ｲｲ 3

602 31L別 (M)1 砂岩 1．1．8 8．7 3.3 39(、 ノ 師 ｲI ｲI ｲﾘ． 3

603 友抹 ()93 安'11岩 11．8 7．7 3．1 250 〕 部 イ

6()4 lOE I ()()2 砂Yi 14．8 9．:I ｡）q
ｰむむP “0 ） 部 〃 {1‐ イ

605 1011 I ()02 砂満 12．3 7．2 3.1） 230 ノ 師 ｲI． ｲ1 イ

606 l2H I 001 喪111岩 9，7 (i､9 1．9 130 〕 部 ｲ1． ｲ1． イ

607 O5E 11 012 砂岩 25．3 12.‘1 5．1 163〔） ノ 師 ｲ1． ｲi イ ･1.18

608 11N 11 (X)2 砂糊 16．9 I().2 ’1．』1 760 ノ 部 ｲ『 ｲ｝ 有 ！ ‘15(）

609 11Q 11 001 'iliVv 18．4 10．7 2.9 7‘l(） ノ 剛I ｲI ｲI 有 I

6 0 13F 11 ()02 砂満 12．2 6．9 2.5 20(） ノ 、； ｲ1． 有 I

6 1 151 11 001 砂器 12．9 7 約 3.7 370 〕 砿 ｲ1． ｲl‐ 狗一 1

6
ワ
］ l5N1 II ()．I7 安Ill岩 13．8 6.-＄ ヶ〕 5 270 】 師 ｲ1． イ I

6 3 賑
Ｆ
１ II 028 砂岩 13．．1 10．8 3.6 630 〕 師 ｲ!． ｲ『 イ I ･151

6 .’ 1（ 11 076 安'11岩 14．1 8.3 3．9 40 ノ 師 ｲI 何 イ I

6 5 17 I II (M3 砂？； 13．8 12．2 ←1．0 30
可
』 師 イ I

6 6 2〔 I 11 (X)6 砂器 13,0 7．6 ｡〕．〕
~■ｰ 10 」 部 ｲ1． 布 訓 I

6 7 21 11 ()69 砂器 10．3 6．2 ？。》
＝｡－ ･10 」 姉 ｲI イ I

6 8 22 I 11 003 砂満 10．1 師.6 2．4 20
『
ノ 部 ｲI． ｲｨ 訓 I

6 9 2〔 11 ()7(） 砂岩 14.局 6．7 2．5 50 １
〃 師 ｲl‐ ｲI ｲ1． B ,152

6 0 26 11 {)16 泥¥； 11．2 7､8 2.〔） 60 ノ 部 if ｲ『 I

6 I 30 I 11 ()11 砂端 15．9 8．8 2．5 20 ノ 部 ｲI． ｲ『 有 I

6
り
む 301 11 ()20 沈紋器 8．5 6,1ト 2．3 78 』 部 ｲｨ 有 I

623 31A 11 (X)1 砂消 13．6 8，() 2，7 300 』 部 ｲI． ｲﾘ 有 I

62巻1 33L 11 (M)1 砂職 16．7 8.6 3．6
４
１
’

560 」 師 ｲI． ｲﾘ ｲ『

625 35H 11 (X)9 砂Vi 15．0 り.:I 3．6
’
１
４

540 ﾉ 部 ｲI‐ ｲｲ 有

626 3711 11 (》01 宏111岩 I智.1） 品．'1 1．9
４
１
１
１

160 師 ｲI． ｲｨ 叩

627 ､10F 11 011 砂｡｡.‐fl 1.1.7 9．6 』1.0 540 師 ｲI‐ ｲ1“ イ

628 43D II 001 泥泌 9．8 .8,2 1．5 70 航3 ｲI ｲ『 イ

629 43M 11 Ⅸ)1 砂瞬 20．1 10．8 3．8 1050 ノ 徹； ｲI ｲI イ 3

630 08, ⅡI 013 安 13．7 8．8 2．9 390 〕 部 ｲ1‐ ｲf 1 3 .1．19

631 lOG ⅡI ()12 砂職 12．0 11．H 1．9 290 』 師 ｲI ｲI イ 3
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第79表－9石製土掘具計測・観察表(9)

第80表－1磨製石斧計測・観察表(1)

’4?UI盛-1lUfl

NC 出土 屑位 遺物撚り 何M
談蹟

腿(n句’ 隅(g唖） Iソ(”） WICI（R）

最大鰯
位歴

折リハ
郁位

分加 挿図 侭サ

1 §Z3 011 蛇紋瞬 (7．5） 5，6 2.‘1 (1.1(1） 刃郁 。 3m 30

リ
』 SX3〔〕 00 蛇紋渦 19．3 8．1 3,3 9鋤 刃部 3m 49

基部減れｲiり、〃部線状痕
ｲjり

3 SKO61 00 蛇紋岩 ,1.6 3.哲 1.0 <Z2） 刃 部 I .I

4 SKO76 (M1 宏111満 (11．2’ 6．3 3‘0 (410） 刷部 b 3b

5 SK104 00 蛇紋岩 (8．5） 5.答I 22 (】7,） 刃部 。 3b 〃部片減り
6 SK252 伽 閃雌岩 (.$.O’ 14．，） 1） (41） 不 明 C 3

7 SK305 0曾(｝ 礎111忠 9．3 4－7 1.7 110 鯛部 3a

8 SK327 002 礎111岩 (9，51 ヨ.3 2.7 (210） 刃 部 a 恥I 66

9 5K410 0()3 蛇紋消 (8．8） (7．8） 4.0 (‘1:10) 〃部 b,。 3jh 67
10 SK545 0(}5 蛇紋聯 (ｲi,5) 4．5 (1．9） (1)01 刃部 。 35h 〃部片減り
11 SK696 00 安lIIV卜 (5．5) 5．，1 (3．3） (120〉 胴部 〔1 】h 刃部ﾊ･減り
12 1,227 00 泥¥： (3.5) 2．2 0.7 (H､3） 胴郁 (1 4
13 1,421 0(］ 砂V； 1.1,5 5．8 3.2 ‘1(｝(） 脳 郁 :k9 68 基部満れｲl･リ
14 ID7(}】 00 蛇紋岩 (イ.7I (3．5） <1．6） |,42） 不明 (、 3孔 基部油れｲ1.り
15 ID9.11 00 蛇紋岩 (3．3， 2．6 11．1） '16） 剛部 【I 4
16 11F I 伽 玄火岩 13．2 師.0 3．8 4【剛 閑 部 】a 453 蕊部油れｲ1．り、〃師吟滅り
17 13J I ()(’ 玄火器 10．1 割1．、I 2．9 210 刃 部 1組 班部尖る

18 31A 11 005
礎111港間牲灰
V；

14.淵 5．2 3．5 :粥0 脳部 い

19 811 Ⅲ 003 玄八勝 l〔).6 ,1.2 2．8 21(） EH部 l;1 膳部楓れｲfリ、〃部線状痕
ｲ『り

2 l6G I O{)I 没111聯 12．1 5．5 3．2 (2”） 刃部 孔 151 蝦部尖る
2 O2C 11 003 礎IlIYi l(〕.8 5．1 3．3 (260） 刀部 a 】;I 茶部尖る、肢祁洞れイイり
2 ”E Ⅱ 001 玄バネ‘； 11.(） 【』.‘ 3．2 1260） 刃 部 a l;I ･15..1 雄部尖る、恥部洞れｲｲり
2： 12F ⅡI 002 ﾘIれい岩 I】1．9） 5．0 3．9 <:190） 鯛 部 b l6b 蕊部rnれｲiり
ワ
』 19E 11 036 宏111岩 (8．01 1．0 2．7 <1(刑） 刀部 〔I 11》 ‘155
？
』 2(】11 11 001 宏111岩 (9．01 4．5 2．8 (1脚） 閑 部 。 11， 刃邪外.擬リ
26 31両 11 IX〕I ホルンフェルス 19．71 ･1.8 (3.4） (220） 閑 部 (1 Ib 刃郁片煙り

耳
』

？
』 ･43N I 1N〕I 宏111岩 16.】) 15．6） '2．9） (MO） 剛部 、.。 IC
28 27F 11 001 玄武聡 19．9） 綿,8） (3.4） '250） 胴部 。 lc 456
29 O2C II 002 玄武岩 】().‘1 6．0 {3．6） (:1()0） 雄 部 f I 457 薙荒部作出一秘筋禰イfI）
:M｝ 2913 11 (193 宏111器 8.8 ,1,2 2．1 120 胴部 281
31 301〕 II 0.18 変111場 9．5 4,3 23 l‘1， 刃部 2ib
:12 3812 11 007 安'11溝 13．7 6.5 2．9 30, 刀郁 鋤I
33 08m ⅡI 7．6 5.0 2．3 13(｝ 〃部 叩

』 孔
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第80表－2磨製石斧計測・観察表(2)

NQ 出土 M位 j､物冊り ｲiけ
秋ル（

f史(､詞） 柵(”） 1M(ﾛin） IY敵（ g）

蛾入りⅢ
位紐

川
部｛

ｹ>WI 仰閃 備考

34 241 11 (}6 蛇紋？； 11．2 (6．3） 2‘,1 (27ｲ） 〃部 51 ツヶ
らげqI ,158 服祁澗れ打'）

35 O8H 11 03 笈IlIVI (13．2） (6．3) :1.3 (450 刃 部 b 加 味部尖る、唯部滴れｲ1.り
36 19N 11 08 蛇紋VI (12.0’ (72） 28 (330 刀 部 b 少・

心．$ I

37 26G II (川 蛇紋V； (9.5） (60） 2.6 (20(） 刃稲 b,(’ .〕・
凸寺4 I

ｄ
■ 15N 11 03 祉灰満 (5.5） 1,6 ｡》4

－！』0 (97 刃祁 。 2孔

3 16J 11 0， 蛇紋V； (7.8） 60 21 (1硯〕 刃部 。 我1 〃郎片渡り
4 L 11 06 蛇紘7； <8.8） 61 2..1 (?30 ‘〃部 。 ?、 〃師片滅り
４
も 30F 11 0＄ 蛇紋瑞 (7.3） 6.6 3.〔I 訓1 刃部 。 2a 刃部ハー波I）
4

’1

4 25NIX

’1 2OL 11

0，

10

蛇紋V；

宙lIj岩

7．0

11).】

4．1

$.(し

2．．1

1．N

〔120

120

刃 部

扇部

f
ワ
』 a

:11》

●1‘ 】5M II ()4 宙111V； (10．7） 5.】 (2帥 (?40） 鯛 部 b､。 21)

.I 10F II 00 閃雌器 (8.7） 6．2 (:Ml） (240） 刃部 。 21) 1品9

4 l8L 11 0(’ 変111V； 16，3） 5.8 (2.7） (130 刃 部 。 2b 〃部〕 減り

‘1 2()I 11 《12 海1111‘； (11，8〉 6.() 2．7 (27ｲﾚ） 服部 (I 21）

4 18K 11 088 笈lllI.； 12．9 5．1 3.(} 300 服部 リ
』《？ .16{) "郁I減り

4 2.1F 11 ().1H 没IlIYI 7，‘1 ‘1.6 2．3 110 胴部 リ
4｡《2 服郁1『れ布り

〆
切 25C ⅡI ()25 宏111V； <6.8） ''6.1〉 'i3..1） (19()） 胸部 《I 2(§ 則郁I 減り
5 4 111 0{)I 猫111V； (1().U） 7．2 '|W1.6） ,i､100） 胸部 〔I

り
七に

52 121 I 0{)I 蛇紋VI (3．$〕 '3．1） '1．7〉 (25） 刃部 で
①
堂

53 11F I 002 海llIVI 6..1 4．3 2．6 100 刀 郁 351 ’162 〃郁片減り
54 25F 11 0，10 蛇紋満 8.7 4．4 辺0 130 刀 部 351 恥部潰れ打')、刀部片滅'）
55 28L 11 O:1 変lIlV； 14．1） 70 :1．3 531） 〃部 3狐 164

6 09F 111 ⅨI 蛇紋7； 9．9 ＄9
リ
》

１
．
〃 1ド0 刃郁 331 161 雁部演虹ｲjり．〃部片滅リ

7 C 11 00 亥火i‘； 9．6 $､6 :13 (160） 刃部 a 3jl 藤部間札ｲﾘrj
8 1311 11 05 蛇紋満 8．4 #､7 19 (110） 刃 舗 a 3犯 恥部滴机有I）

59 23H 11 03 蛇紋r； 9.9 d、
ワ .クウ (170） 珊郁 1 341 嫉部滴札布')、〃部片滅り

劇I 37B 11 00 宏mv; (13．1） 3．6 2"3 (250） 刃部 a 3孔

6 2OG 111 0(’ 笈111V； (12.3） 4．．1 :1．0 (230） 刃郁 1 341

6 ， 111 00 安mv; (11.11’ 4.9 2．6 ''220） 刃部 a 3il

6 12F 11 00 iMIxVi (1{).511 (4.】） 0レリ
ーロー <14()） 刃郁 孔〔I 341

6 21G 11 0】1 漉IllV； (7．811 1.9 2．7 <17(}） 〃稲 孔.〔I ;髄I

童
一
価
一 2〔)NW {)、 蛇紋洲 (8.2） (3．6） ･ﾉﾛｸ

ｰ5－ (190) 〃部 b 3孔
一

661
h一一

－

－延！ 1.1J 11 on（ //my; (5.7） (4．9） (2， (120） 〃部 b 8M

ヱ江
』一一ロー一

671
一画一一

l7H 11 ⅨI '//my; '<12.4） <5‘1)I 2，H (210〉 刃部 b 351 服部満札ｲiり
ロ
ロ

一
別
一

一
６
－

一
別
「

’
６
’ 17J 11 1)Z 砂VI (7.〔)） <5．51 (:1.3） (180） 刃 部 b 351

6 201 II {)世： 蛇紋Y； (8.9） (3．6’ Z.】 (200） 刃 部 b 3孔

7 25M 11 03（ 蛇紋71 (8．41， ＜1.』11 16 (110） 刃 部 b 3， 恥部 耐Lｲ1.リ

7 30, 11 01 海1111‘； 10，8' (5‘9） 29 (2副)） 〃部 b 3孔 恥部 Eる、雁部讃れｲj'）

7 30K 11 01 左111V； (8.6） (62） 3．1） 1270） 〃部 b 361

7
苧
１
１
字

■
■

’
１
－ 41G 11 00 海111V； (9.8） (5,‘I） 3－‘11230） 刃 部 b 3孔 味部 階る

7
■
ロ

ー
馴
一

15C ⅡI 00 宏111滴 (8.2） (5．7） (:1－5｝，（230） 刃 部 b 3m 峰部 耐Liii）
学
』

隼
ｌ
◆

■
■

一
一
①
一

15J IⅡ 00 閃雌岩 (8.7） (5.4） 2．＄ (220） Jj部 b 3孔 恥部 耐Lｲｻ'り

7
一■

61
一■

24C 111 OII 笈111満 (8.7） 4.＄ '〕・〕
~＝写 (lｲ0） 刃部 h 36I

7
＝T

LL 29G 111 011 海111V； (9.3:’ 4.J 2－．1 (150） 刃 部 b 紬h

78Z27E 11 037
漁紋V;質溶帖
蛾I火1，1

(8.0） (5.0） (1.8) (99） 刃部 b,c 3jl 恥部欄孔布り

79 31， 11 (123
海1111,}筒滞納
iifMtv;

(7.7） 5.2 2.8 (170) 〃部 〔I :I;I 〃部線状摸ｲj･り

80 l4B ⅡI (Ⅱ)】 v/iiiv; (7.1） 5.7 ’1 <17()|I 刃部 〔I 3札 〃部〕 ‘減り

8 24C 111 (}37 変111V； (8.6） 5.1
リ
セ <17(}'1 刃祁 〔I :晩I 〃部〕 減り

8 28F 111 00】 宏lIIVI (6.0） 4．8 ..I <I】OII 〃祁 〔I ;161

刑 】8N II 020 蛇紋V； '{6.()） 2.8 （ .()1， (211’ 鯛 部 f 351 未製I’ ,のul能性ｲl･り

8 l7L 11 026 砂Y） 9．2 3.6
『
ｊ
Ｊ 96 脳部 31）

8 26K 11 021 概波?； 10．0 3.,1 8 11(） 銅部 3b

H 211 11 033 海111V； (7.2） 9 4
△8．や 1 (120’ 〃部 孔.《I 帆》

87 31， 11 023 海111勝 8.3） 5.7 0 (200） 刃 部 a.。 3b

f8 漣A 11 0(1 デイサイト (6.0) (6.1 （ 7） (l帥） 不明 b 3b 軽部満れ打')

$9 23Ⅲ 11 0(］
拠紋Vi箇沸結
越灰職

(7.7） 3．8 2.1 (89） 〃部 b､。 3b

90 151 I 00 蛇紋VI (8.3） ●1.6 2．1 (170） 鯛 部 。 3b

91 O8G II 04 蛇紋器 '5．6） .1.6 1．7 (7.$） 腿部 《1 :Ib 〃郁片減'）

92 1K 11 036 宏111艦 '8．6） 6．0 2．札 (250) 刃部 。 :1h 463

93 :)L Ⅱ ()1Ⅱ jjIれいり； (7.1） 1．6 2．6 (130） 刃 部 。 3h

94 3D ⅡI On2 変lI1Vi '8．2） 5．1 2．5 (I別〕） 刀部 。 3h 〃部M･減'）

95 )N Ⅲ 010 海lIlV； '5.5） 5．9 (2．s〕 (130） 〃部 。 :11》

96 1N 11 078 宏111器 11．6 5.4 2，H 290 刃部 :虻

97 4J 11 1{i v/my; 16．3 6．3 3.:｛ 綿0 胴部 :kP ‘165

98 23N Ⅱ 0， 宏lllV1 8．3 5.易 2.り (2(}0） 胴部 a 3値

99 O8H 11 03 -//my; (13.3） 6.(ト ;1．6 (､180） 胴部 b :髄 雌部溢れｲiり

0{） llE 11 00 蛇紋購 (13.4） 6.3 2．7 (●110） 胴部 b :11？

01 排土 02 v/mv;
１
‐
１
４

'16.8） (5．7） (3.()） (160） 胴 郁 。 3c

02 231 11 05 砂聯 (11．6） 6.0 3.3 (360） 劇部 ． :虻

03 231 11 05 蛇紋購 (7.8） 4.品 2..1 (140） 嗣部 。 没 〃部ハー波り

01 41 I 03 '燈lllI．；
，
１
，

'.1.0） 11） (②.9） (56） 可明 C 3 賊:部澗れ有り

(〕5 21 11 00 蛇紋購 (6.?） 6.5） (世.6） (150） 洲 明 唾 :I 犬叩、駐部満れ布り

“ 01 111 00 蛇紋沿 (6.2） 21） (2.3） (職12） イ 明 雌 :1

0
《
‐
●
〃
■ ﾗ0 111 01 変lllVi (2-5） ‘2.9） (1.3） (12） 4 明 世

08 〕， 11 Oq 蛇紋￥； 4．0 o》
中宮

『

、イ 0.9 14 刃部 唯郁演れｲ『り

09 30 Ⅱ 1)I 蛇紋岩 2．9 0》q (1.7 8.6 刃部 未製〃Iの可能性ｲﾘ．り

0 1M 11 01 笈鷺111勝 3．5 1．:I 11
~

(1.4 基 部

匡画 2K Ⅱ 】Ⅱ 蛇紋ﾔ‘I 3．7 1．6 11.7 8.‘1 刃 部

匡画 22K 11 111 砂VI 4．4 ぴ》
し

~

．イ 11,7 12 刃部 吟1“

厘亙I 25K Ⅱ 01 泥V； 4．8 0．9 (M1 ､1.7 j101部 ､16H

画 23G 111 ()03 蛇紋71 ‘1．5 2．3 (1.り 18 刃部 今1(i7

函 24H Ⅱ 017 蛇紋V： 'i3.1） 1．7 (11.1i） (7．6） 恥部 《1
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第81表－1凹・敵・叩・磨石類計測・観察表(1)

池 出 1 K 刷位
遺物
番号

石け
法量

Iと(■垂） 鍋(、） 厚(‐） 質且（K）

受1

P1(良･卿

i・』

舷

I途

叩 膿

ﾄ咽

炎

ｵ圏

裏
敵打痩 IHI笈

断面
分瓢

挿閃 俺考

一
一
一
つ
・
・
一
一
。
。
■
Ｊ
－
８
８
垂
１
ｓ
－
１
且
口
０
１
－
１
４
－
１
４
』
１
ｌ
－
１
８
－
１
ｌ
ロ
リ
と
ｐ
ｎ
ｐ
と
垂
訓
穿
り
申
ロ
リ
』
一
叩
・
幸
り
由
宇
り
と
一
リ
全
一
リ
ム
－
１
句
・
内
Ｊ
垂
『
Ｊ
局
Ｊ
葛
Ｊ
苫
Ｊ
局
Ｊ
一
旬
Ｊ
一
『
Ｊ
口
内
Ｊ
－
４
弔
垂
４
口
凸
０
羽
・
・
も
今
９
切
垂
．
。
？
Ｇ
も
－
．
０
．
．
９
コ
４
Ｊ
一
コ
一
Ｐ
訂
一
土
、
。
－
コ
毎
年
副
垂
－
３
口
Ｐ
３
差
。
ろ
。
垂
己
う
ぉ
む
づ
Ｒ
ｂ
語
り
・
侭
ｙ
《
ｂ
詰
む
蓋
ｂ
差
ｂ
お
ｂ
お
ｂ
島
４
葛
。
ｇ
毒
’
７
胃
１
耳
凸
，
胃
ｆ
盲
削
方
。
，
茸
小
｝
「
全
知
》

SK理

SK310

ski函
SK41)5

SK71M

汎I8II

SK67､1

~菖丈的一
.諏艶9

・諏蔦i『
skirii
SK265

SK591

SK568

SKl67

siis'
5F3

SK332

SK163

、諏弱．
、獣的．
.§K耐6

skdM
SK673

"sk&ii
SK280

'T'Mi'
"im'i"

231.

27C

、繭ドー
301

．.箔『．

"ioi-'
一攻;｡、

291

~酌x．
"13CN
151)W

､､茄刈．

26J

.､2沌.‘
"1211"
"iiil"
】91〕W

"mi"
..軌c・‘

27N

.．i妬.‘

"ioii"
"i3NN"
~.mi"

20N

~.2派.‘

"mi"
30J

"i砿･‘

"iiii"
"isii"

z2N

l21BW

271

2.1L

"Vm"
"jjij"

27J
蕊11W

"iiii"
'"m"
"3311"
"iiii"
"42N'
"iiii"

2(〕K

（lⅨ6

..靴…
"iiiii"
28八W

"iiii"
20J

毎
凸
毎
■
■
守
士
口
中
毎
■
中
垂
一
凸
■
■
一
一
七
■
一
■
冬
一
画
■
■
■
中
①
宇
毎
ロ
ロ
中
寺
寺
■
参
一
で
■
■
■
１
１
一
画
毛
一
■
一
②
■
■
や
－
毎
で
■
●
一
画
◆
一
■
●
Ⅱ
６
一
毎
凸
寺
■
二
●
寺
七
一
毎

毎
凸
。
・
・
卑
争
今
。
午
士
・
申
一
一
“
。
二
二
寺
。
・
毎
画
冬
一
口
、
■
■
・
●
Ⅱ
凸
・
閥
叩
叩
品
叩
叩
邑
廿
■
凸
▲
■
Ⅱ
４
千
Ⅱ
皿
令
Ｇ
Ⅱ
０
℃
●
Ⅱ
品
凸
”
皿
肥
中
毎
舎
●
Ⅱ
。
。
■
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
凸
や
■
Ⅱ
凸
一
心
Ⅱ
凸
画
・
君
■
＆
先
叩
叩
・
●
Ⅱ
４
１
竹
Ⅱ
０
－
■
Ⅱ
４
画
。
●
Ⅱ
凸
－
９
■
凸
・
●
Ⅱ
凸
午
●
Ⅱ
凸
令
●
Ⅱ
８
古
■
Ⅱ
凸
ロ
Ｆ
Ⅱ
心
争
叩
叩
叩
争
■
Ⅱ
Ｄ
毎
一
心
Ⅱ
且
で
合
Ⅱ
ｇ
①
●
■
且
毎
叩
Ⅱ
叩
き
告
Ⅱ
ｇ
●
一
七
●
Ⅱ
凸
や
、
叩
叩
守
■
日
日
士
●
Ⅱ
８
今
●
Ⅱ
凸
守
口
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
０
④
■
■
且
や
君
■
且
七
今
●
Ⅱ
８
七
●
Ⅱ
４

の
凸
。
・
・
・
千
十
・
申
寺
・
卓
一
一
画
。
・
己
毎
』
。
』
画
●
毎
宮
古
Ⅱ
凸
・
・
Ⅱ
凸
・
凸
■
日
・
口
■
凸
・
・
Ⅱ
ｇ
早
■
Ⅱ
８
や
■
Ⅱ
Ｊ
ｅ
ｅ
Ⅱ
日
”
●
■
８
．
Ｆ
■
日
中
干
舎
１
日
・
■
■
６
１
■
■
６
－
■
Ⅱ
Ｕ
垂
色
Ⅱ
■
”
画
・
■
■
・
■
■
■
・
一
Ⅱ
■
昼
■
Ⅱ
８
●
■
Ⅱ
８
で
。
■
Ⅱ
６
－
口
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
凸
や
●
Ⅱ
凸
や
■
■
■
①
・
凸
Ⅱ
■
ａ
●
Ⅱ
Ｂ
◆
一
毎
色
■
８
画
ｂ
Ⅱ
牙
Ｐ
■
Ⅱ
■
毎
．
■
■
０
画
台
Ⅱ
早
甲
寺
。
●
Ⅱ
巳
早
●
Ⅱ
０
勺
・
■
■
毎
凸
毎
Ⅱ
８
寺
■
■
■
・
■
■
０
１
●
Ⅱ
０
口
■
■
日
毎
毎
●
Ⅱ
凸
勺
■
■
■

哩
皿
耐
一
鞭
皿
蛎
師
噸
一
即
応
航
一
哩
州
砿
耐
耐
耐
雌
耐
施
一
叩
叩
緬
緬
一
皿
雌
耐
耐
師
睡
噸
緬
雄
緬
面
蛎
雄
一
哩
哩
皿
砿
伽
叩
叩
雄
姉
雄
師
噸
応
、
一
皿
皿
磁
姻
一
唖
哩
雄
一
哩
皿
皿
雌
峨
厩
一
皿
如
一
哩
砿
姉
一
唖
哩
Ⅷ
如
雌
卿
伽
師
師
面
幅

０
．
〃
》

麺
迦
“
“
“
州
》
一
唾
恥
》
一
錘
郵
鋤
塗
“
訓
一
州
一
鋤
妙
趣
“
“
諏
鋤
恥
鋤
錘
幽
恥
一
鋤
一
錘
鋤
“
鋤
一
殿
嘩
挫
挫
雌
幽
鋤
羅
癖
羅
一
睦
諏
癖

ｔ
１
４
ｊ
ｔ
９
４
ｊ
ｔ
８
吐
Ⅱ

し
一
一
一
一
毒
辛
一
一
》
し
一
一
》
》
一
一
一
》
》
一
一
一
幸
一
》
一
一
藷
｝
一
一
一
一
一
一
エ
一
一
一
》
一
一
一
亜
》
》
一

↑
：
・
・
↑
粉
．
↑
・
↓
・
・
・
・
↑
↑

一
弥
一
桝
一
畔
恥
一
殿
恥
群
一
恥
密
諏
一
蹴
一
泳
諏
識
一
幽
恥
郡

０
‐
１
ｔ
ｏ
Ｊ
一
州
１

－
一
二
」
ぬ
１
－
■
、
』
凸
１
－
今
一
●
●
一
一
一
由
申
一
一

一
一
容
善
・
今
春
曇
・
舎
・
・
雫
雲
雲
・
・
一
一

….&蹄.…．
…筈"liiYi""

４
３
４
身
■
ｑ
Ｂ

Ｔ
４
唖
曜
召
一
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４
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９
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Ｏ
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ｌ
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４
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４
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４
津
・
一
ｆ

ｔ
Ｊ
ｄ
』
９
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Ⅱ
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一
・
寺
凸
。
干
寺
士
。
ａ
中
や
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亘
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今
凸
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一
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一
毎
司
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日
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勺
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昼
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争
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Ｆ
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．
、
Ⅱ
〃
。
●
．
、
Ⅱ
グ
。
・
・
●
も
一
日
Ｆ
毎
も
り
〃
一
。
□
Ｌ
Ⅱ
夕
令
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寺
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今
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０
旧
息
９
天
⑪
孟
叩
幸
Ｈ
え
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０
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⑲
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４
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．
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司
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Ｊ
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８
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ｂ
ｐ
ｊ
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０
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０
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０
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０
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ｂ
・
つ
亀
Ｆ
①
ロ
ワ
ゼ
戸
靭
・
Ｐ
制
令
１
巳
与
ｊ
吊
・
曾
促
Ｙ
Ｑ
０
４

ｃ
今
ｅ
一
争
毎
包
む
■
■
■
■
ｑ
申
４
士
■
■
■
今
ｑ
士
■
■
■
中
■
毎
６
－
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③
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４
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Ｆ
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４
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４
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ｇ
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０
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③
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Ｘ
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仙
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落
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③
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０
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ｑ
ｌ
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０
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Ｈ
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ｐ
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ａ
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．
．
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ｐ
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⑲
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台
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０
．
－
１
凸
孟
叩
丙
柵
ロ
リ
管
や
弓
０
．
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．
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．
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．
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．
．
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４
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４
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．
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．
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＆
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△
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。
毎
亨
Ｊ
０
、
”
凸
・
け
－
６
℃
や
む
Ⅱ
心
寸
Ｑ
■
凸
画
画
Ｊ
１
、
。
』
Ⅱ
、
。
〃
Ⅱ
、
今
と
４
１
，
１
■
■
凸
・
３
０
も
。

2鋤

》
Ｏ
』
○
一
○
一
○
一
辛
一

辛
聖
Ｏ
一
○
一
Ｏ
一
○
一
一
一
○
雷
圭
一
一
一
一
一
亜
一
一
一
亜
一
一
辛
砕
一
一
一
寺
聖
一
一
一
エ
ー
エ
ー
ー
エ
一
一
一
四
一
○
一
○
一
○
毒
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○
恥
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○
函
○
一
○
一
○
Ｆ
Ｏ
声
○
一
○

春
申
Ｌ
０
６
Ｄ
９
０
Ｐ
Ｕ
０
ｂ
０
０
ｒ
０
Ｌ
９
８
Ｐ
９
Ｌ
り
Ｄ
Ｆ
Ｐ
・
争
・
・
由
・
ｐ
ｒ
０
ｂ
０
０
Ｐ
０
Ｌ
０
０
Ｐ
合
０
Ｆ
ｂ
い
り
■
ｒ
■
巳
・
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
偶
Ｂ
Ｐ
０
Ｌ
９
９
ｐ
９
９
争
ｊ
０
ｂ
０
９
ｒ
り
。
ｔ
巾
ｒ
Ｇ
４
ｇ
申
ひ
ゅ
Ｑ
Ｌ
ｂ
ｒ
■
９
９
ｒ
６
Ｌ
９
Ｉ
ｒ
０
・
Ｂ
０
０
ｒ
０
Ｌ
０
０
Ｐ
０
，
１
ｐ
５
９
ｂ
４
０
Ｇ
■
Ｏ
巳
Ｐ
Ｄ
Ｐ
■
－
６
■
■
Ｐ
ｆ
ｌ
Ｇ
■
今
９
９
か
。
。
◆
Ｇ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｌ
Ｇ
合
〃
４
‐
Ｌ
９
６
ｐ
９
ｏ
ｒ
６
ｃ
９
６
ｒ
６
Ｌ
０
０
ｒ
０
も
４
６
ケ
。
Ｇ
ひ
■
■
◆
■
■
一
■
■
巳
ロ
ロ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
ｆ
０
伊
ｇ
Ｌ
９
９
ｂ
０
０
Ｆ
０
９
も
ｂ
Ｐ
ｒ
守
も
０
日
ザ
・
巳
■
Ｄ

（
ろ
皿
Ｃ
Ｏ
一
○
》
○
一
辛
一
》
一
一
四
一
一
”
』
Ｏ
一
○
一
○
一
○
』
○
一
○
一
○
畢
○
》
恥
○
一
○
函
○
》
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
溶
皿
Ｃ
巳
一
Ｃ
で
四
Ｃ
－
Ｃ
一
○
評
Ｃ
坐
Ｃ
－
Ｃ
－
ｃ
Ｏ
－
Ｏ
訴
○
学
○
一
Ｏ
一
○
亜
Ｏ
一
○
壷
○
一
○
一
○
印
○
一
Ｏ
一
○
一
○
一
○
》
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
』
○
一
○
魂
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
】
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○

一
一
辛
》
一
一
○
亜
Ｃ
一
一
》
一
》
一
一
一
一
○
一
一

一
○
》
○
一
○
》
》
一
一
一
一
一
亜

○

一
》
一
一
○
配
○
一
○
一
○
部
○
一
○
一
○
｝
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
印
○
一
○
印
○
一
○
一

毎
・
釦
ｕ
一
○
犯
哩
で
凸
一
加
叩
。
凸
』
。
□
士
。
や
画
昼
舎
・
・
凸
士
画
。
や
’
釦
哩
寺
・
士
・
甲
・
・
降
号
』
凸
。
。
守
守
・
昼
毎
口
１
－
画
。
。
“
ロ
。
中
。
・
・
④
。
・
・
。
。
・
４
で
画
・
・
・
中
①
甲
士
。
。
。
昼
毎
。
。
勺
や
ｏ
ｍ
ｕ
や

型
Ⅱ
一
Ｗ
一
Ｗ
亜
辿
Ｑ
』
一
一
亜
一
｝
亜
一
》
｝
０
４
４
２
４
理
Ⅱ
葬
迎
型
亜
辿
込
乱
辿
坦
坦
虹
迩
Ｑ
型
・
ｑ
ｐ
ｑ
ｐ
ｑ
ｐ
ｑ
ｏ
ｑ
４
哩
也
迎
込
迩
込
延
延
。
ｕ
“
ｕ
ｏ
ｕ
“
ｕ
△
ｕ
ｏ
ｑ
ｐ
ｕ
ｏ
ｑ
戦
乱
。
ｕ
Ｑ
ｆ
４
辿
牡
乱
辿
坦
“
ｕ
“
ｕ
ｏ
ｑ
。
ｕ
・
ｕ
ｏ
ｕ
ｏ
ｑ
ｏ
ｑ
ｏ
ｑ
唖
１
打

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｂ

ｅ
心
土
■
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
巳
宇
０
・
・
今
と
・
芋
宇
・
凸
宇
・
６
や
む
Ｉ
．
と
，
‐
古
。
《
？
。
？
②
。
②
。
。
▲
午
令
舎
中
”
■
Ⅱ
■
や
■
■
日
舎
●
Ⅱ
凸
・
●
Ⅱ
凸
・
●
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
凸
凸
肥
Ⅲ
肥
・
肥
Ⅲ
川
二
ｒ
Ｕ
凸
ｒ
ｂ
・
卜
も
画
ｒ
Ｕ
・
ｒ
９
４
ｒ
■
ｐ
ｅ
Ｆ
９
－
ｒ
９
画
ｒ
▽
己
ｊ
Ｖ
と
Ｊ
９
・
Ｆ
ｈ
Ｕ
と
９
Ｌ
６
．
・
ｆ
Ｌ
０
争
寺
Ｌ
Ｕ
今
ｐ
Ｊ
今
伊
ｒ
”
７
１
．
ヶ
７
句
画
。
一
一
・
凸
・
令
中
宮
・
・
弓
毎
画
？
。
▲
０
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
一
凸
。
》
一
宇
今
毎
１
－
画
邑
毎
画
●
毎
毎
・
凸
毎
画
一
七
一
凸
《
一
一
一
一
。
。
争
毎
。
①
・
中
。
－
』
。
一
一
一
寺
》
ぬ
－
毎
凸
一
凸
争
中
。
中
。
凸
。
一
一
凸
一
一
●
毎
己
一
一
一
画
中
心
一
”
』
凸
■
凸
亭４１

、
、
ｄ
・
ａ
・
り
ｃ
・
↑
一
・
一
・
・
一
・
・
一
一
・
・
３
．
．
３
ａ
》
・
↑
ｌ
↓
↓
一
一
・
・
↑
↑
．
．
？
・
・
・
↑
・
《
《
、
↑
》
・
・
一
・
一
・
・
・
・
↑
・
・
勘
・
勘
・
組
・
ａ
・
印
ａ
・
ｑ
ｂ
．
ｂ
・
ｂ
↑
ｃ
↓
ｃ
↓
ｂ
・
．
．
ｄ
・
ｄ
・
心
Ｉ
一
組

。
ｑ

一
Ｆ
一
Ⅱ
》
Ⅱ
一
Ｖ
一
壷
一
一
一
一
唖
》
』
亜
』
一
』
》
Ｖ
一
Ⅱ
Ｔ
Ｖ
一
畢
一
》
一
一
一
一
》
哩
寺
一
》
一
一
一
エ
ー
ー
亜
一
一
一
一
一
亜
一
』
』
一
』
一
一
頭
》
一
一
亜
Ｉ
Ⅳ
Ｖ
一
Ｖ
｝
Ｖ
Ｙ
Ｙ
－
Ｉ
亜
Ｉ
》
Ｉ
Ｔ
ｒ
》
Ⅳ
一
Ⅳ
亜
Ⅳ
Ｖ
－
１
』
Ｉ
Ⅳ

Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｌ
１
１

亜
一
一
一
エ
ー
ー
ド
ェ
ー
》
一
一
エ
ー
ー
ェ
ー
ー
曇
亜
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
亜
一
一
》
一
一
一
》
一
一
亜
一
一
一
一
》
垂
一
一
一
一
一
一
》
華
一
一
》
一
一
一
亜
一
》
一
一
一
一
一
》
》
｝
一
一
》
｝
一

一
一
一
一
一
一
炎
一
生
一
一
一
一
一
一
一
一
裏
一
一
一
一
一
一
一
一
表
一
裏
一
表
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
韮
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》

一
一
一
一
一
一
一
表
一
一
王
一
一
一
一
一
一
一
一
章
一
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
亜
一
一
》
》
一
一
》
一
一
一
一
蓋
》
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
器
一
一
一
一
一
》
》
｝
一
一
亜
亜
亜

マ
・
二
一
合
。
』
七
○
ト
０
口
今
。
一
画
毎
凸
。
▲
一
》
・
今
今
。
凸
今
●
。
毎
毎
七
七
で
。
今
舎
・
や
と
。
ａ
②
中
凸
毎
舎
士
画
■
ぬ
ｅ
①
毎
●
一
一
・
や
凸
中
・
毎
②
。
。
②
・
凸
。
↑
中
”
・
・
字
や
分
毎
争
口

。
▲
申
寺
■
年
寺
■
千
〆
し
■
申
寺
申
寺
■
甲
■
中
■
令
今
■
午
■
毎
■
■
■
■
■
甲
牛
や
申
■
千
■
■
畢
今
■
ぬ
毎
■
■
凸
一
宇
と
■
守
■
中
申
今
毎
■
昼
●
毎
■
甲
一
凸
■
毎
■
寺
■
一
毎
凸
ア
。
◆
勺
・
・
・

亜
》
一
一
辛
辛
一
エ
ー
ゼ
壷
叱
一
Ｍ
一
助
垂
、
一
ｍ
圭
叱
》
一
ｋ
－
㈹
圭
胞
一
胸
》
ｌ
亜
ｍ
一
睡
エ
肋
一
山
亜
叱
壷
一
壷
辛
辛
一
一
寺
エ
ー
羊
亜
一
一
亜
》
一
ｍ
皿
宰
一
一
一
｝
韓
一
》
一
エ
零
諏
』
宰
一
エ
エ
ー
ー
圭
一
亜
一
》
一
一
一
一
壷
一
一
エ
｝
》

・
・
▲
今
・
・
十
・
今
。
ｈ
ｕ
・
口
中
・
毎
・
・
午
中
。
。
今
。
一
旬
″
凸
・
一
・
一
口
七
・
・
・
や
◆
。
▲
今
。
・
号
・
・
守
口
。
。
ユ
ニ
寺
。
・
マ
申
士
・
寺
凸
。
。
。
宇
・
１
勺
・
勺
・
心
画
昼
一
寺
。
。
・
や
ロ
。
今

。
■
申
毎
■
■
今
■
▲
■
■
■
①
口
中
■
や
■
■
二
中
■
己
毎
■
一
■
必
■
与
凸
で
■
■
■
や
士
■
己
士
■
■
千
■
■
申
寺
■
■
昼
上
●
■
■
と
■
今
■
千
凸
■
■
今
ご
■
ａ
■
■
令
で
昼
■
■
』
千
■
毎
■
■
■
中
◆

一
重
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｗ
一
型
一
一
一
一
一
諦
一
華
一
汗
一
一
一
報
一
一
一
》
知
一
一
一
一
師
一
叩
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
》
一
華
躯
一
》
一
頭
一
一
蛎
誰
》
一
一
一
一
一
一
郭
》
華
諦
一
一
一
一
一

一
狽
一
》
槻
一
一
》
一
一
一
一
亜
一
捌
挙
一
一
王
一
一
一
柵
一
一
》
一
綱
零
一
一
一
一
》
亜
》
一
損
一
》
》
一
捌
一
柵
一
一
一
辛
拙
一
一
捌
王
綱
一
損
一
一
投
一
一
拙
》
一
翠
捌
一
函
捌
一
審
雫
一

一
欠
》
聖
欠
一
一
》
一
一
一
一
一
一
欠
辛
一
一
》
一
一
亜
欠
一
一
亜
一
欠
辛
一
エ
ー
ー
》
辛
辛
一
欠
一
》
一
一
欠
零
欠
一
一
一
エ
欠
一
一
欠
圭
欠
韓
欠
一
一
欠
一
一
欠
畢
一
》
欠
一
圭
欠
一
》
亜
一

一
》
》
一
》
亜
一
然
亜
一
軍
一
一
｝
辛
辛
一
諦
亜
一
一
一

一
一
』
一
一
亜
一
被
亜
一
》
一
一
》
亜
一
一
一
｝
一
一
一

一
凸
。
一
一
。
－
●
。
』
令
一
一
①
。
申
寺
全
勺
”
。
毎
一
一

鍋
一
撹
一
辛
一
帆
一
》
一
損
》
一
一
鋼
一
一
損
一
壷
猟
一
柵
一
肌
一
熱
一
柵
一
一
捌
一

欠
一
欠
一
辛
一
欠
一
諦
一
欠
辛
一
一
欠
一
一
欠
一
羊
欠
》
欠
辛
欠
一
被
一
欠
一
一
欠
一
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第81表－2凹・敵・叩・磨石類計測・観察表(2)

Nq 出土 勝位
jn物
香り.

ｲ『材
扶鼠

Iと(m､） 幅(､刃） 厚(且ｪ） 蘭最（9）

蝿1

IJI{」 ･貝）

2．1

敵

l途

I】11 鵬

Pjl配

八

剛

裏
敵打痕 叩換

断1，

分RII
抑'4 備噌

句
●
一
句
●
■
●
一
●
●
●
甲
む
ゆ
●
申
●
ロ
●
句
●
一
口
●
●
句
争
己
や
。
■
●
●
寺
凸
■
●
■
●
●
●
●
一
句
●
■
早
口
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
岨
．
ｑ
ｌ
ｄ
Ｉ
０

別
一
塊
亜
部
一
削
牽
妬
叩
醐
一
師
韓
銘
一
的
》
鋤
恥
卯
一
蛇
一
”
》
洲
》
妬
恥
妬
一
切
唖
蛇
函
鋤
韓
伽
弱
川
蝉
蛇
一
”
》
帆
亜
侭
一
“
”
暁
》
偲
一
的
零
ｍ
”
皿
一
胞
輯
脇
一
Ｍ
《
脂
一
脈
一
Ｗ
》
旭
一
刈
辛
帥
一
別
坊
零
羽
一
割
顕
為
鈍
泌
》
西
”
弼
一
泌
輯
鋤
一
別
《
漣
》
羽
坐
洲
華
躯
一
鵡
一
源
韓
泌
一
鋤
函
㈹
一
仙
函
偲
韓
心
一
判
一
幅
一
躯

●
●
‐
，
，
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

14

●
《
争
旬

函
把
一
⑲
一
卸
》

申
。
Ⅱ
＆
垂
１
凸
や
１
４
や

151

今
■
■
Ｐ
■
●
■
●

認
一
細
函
剥
叩
懸
垂
駈
一
研
一
醐
弼
前

■
凸
■
甲
企
画
●
■
●
凸
■
■
■
●
凸
。
■
一
■
一
●

嘩
岬
耐
球
郵
諏
一
難
皿
恋
一
叫
唖
一
“
一
回
一
迦
蕊
唖
一
加
一
恥
一
幽
州
一
難

華
●
■
。
●
一
●
一
口
●
垂
一
幸
告
▲
垂
●
甲
●
。
●

23M

一
一
■

癖
藤
》
窓

号
’
二
４
．
１

－
叩
筈
句
ワ
』

一
一
通
望
切
言
０
司

一
争
ゆ

●
一
■
《
。
●
■
■
凸
■
凸
■
。
■
■
■
旬
由
■
句
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
日
■

球
一
紬
癖
誠
一
鯉
蕊
錘
一
郷
一
判
一
癖
獅
一
哩
恥
一
畑
一
恥
一
郷
鍵
琢
一
皿
娠
誠
一
北
一
哩
恥
一
眺
耐
一
噸
一
叫
蝿
蝿
岬
雨
諏
誠
一

■
一
寺
《
一
寺
一
や
●
句
●
句
●
■
句
句
●
●
一
ｅ
●
一
・
一
や
●
■
●
①
●
■
一
寺
一
垂

●
■

Ｎ
函
Ｄ
一
Ｍ

《
Ⅲ
》
●
見
》
毎
ｄ

や
』
。
⑥
圭
一
・
心
舎

●
一

色
垂

一
。
●
一
●

郡
一
理
一
球
錘

●
ワ
』
．
。
。

頚；

垂
●
一
一

一
別
》
抗
一
帆
一
仇

一
Ｌ
“
Ｆ
号
１
号
１

壷
”
》
馴
一
湖
一
抑

K
● ● ● ●

Eトレ

・
申
画
●
句
●
句

。
字
画
●
句
●
句

一
Ⅲ
一
Ｊ
－
Ｃ
－
Ｆ
－
Ｋ
－
Ｋ
や

・
肌
晋
？
』
入
り
●
ハ
リ
●
ｉ
込
凸
り
胃

垂
。
■
召
や
●
Ⅱ
４
．
。
Ⅱ
品
Ｑ
ｑ
可
旬
Ｏ
ｆ
ｃ
０
ｆ
●

垂
や
●
●
■
垂
心

牢
●
句
凸
■
垂
■

(刃LN

●
■
■
●
一
華
《
一
■
一
一
・
●
●
凸
。
凸
。
口
。
●
画
。
●
旬
。
争
凸
・
甲
一
一
■
。
凸
■
●
。
■
■
●
●
■
■
●
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
．
■
岨
■
■
ｑ
■
０

●
。
。
●
一
や
《
一
●
一
一
一
句
●
。
・
凸
画
一
。
●
。
。
●
旬
画
争
画
一
Ｕ
一
一
皇
一
■
。
●
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●
●
●
一
争
■
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
一
●
き
ゆ
●
巳
一
台
■
●
毎
●
皇
一
。
⑤
句
由
●
●
缶
●
■
●
■
今
■
申
一
缶
。
■
●
一
●
●
《
●
●
。
■
。

●
●
凸
●
●
一
●
申
●
●
●
①
①
■
●
守
一
●
●
全
台
●
心
●
一
●
■
●
寺
●
●
●
●
●
●
●
《
一
告
ご
●
心
●
一
台
■
●
●
●
●
一
告
句
中
心
●
毎
で
●
■
凸
■
一
中
等
一
缶
●
■
●
一
凸
■
一
●
●
●
。
■

一
》
》
一
》
一
“
辛
辛
一
一
》
一
一
》
一
一
恥
》
一
》
“
辛
辛
一
岬
》
》
亜
》
》
》
韮
辛
辛
一
一
一
》
》
“
辛
辛
一
坪
》
》
》
恥
坐
肋
一
ｍ
一
ｍ
》
肌
坐
恥
姉
肺
一
畑
一
Ｍ
一
Ｍ
》
い
》
Ｍ
一
い
輔
い
辛
い
一
Ｍ
輯
、
辛
い
一
ｍ
》
加
韓
胞
辛
肱
一
ｍ
》
加
配
Ｍ
一
延
鮮
鮮
舛
評
評
山

．
●
●
●
●
一
●
●
●
今
今
一
心
一
合
●
。
●
●
。
●
●
●
●
一
●
●
●
一
凸
●
一
●
●
。
皇
一
争
凸
凸
●
●
●
寺
●
●
一
●
●
今
④
由
●
。
●
●
一
●
●
●
①
今
や
由
毎
●
●
■
●
一
合
●
皇
。
■
日
・
日
■
日
●
。
■
８
幸
せ
■
且
●
。
■
Ｂ
●
。
■
９
●

■
●
。
●
●
一
●
●
●
●
今
一
心
一
色
●
■
●
●
■
旬
■
●
今
一
●
●
■
ロ
。
●
垂
や
●
。
皇
一
む
ゆ
ゆ
む
●
●
ｅ
●
●
一
曲
●
一
●
申
●
●
●
七
■
●
●
寺
毎
心
中
●
今
●
●
●
●
一
色
●
垂
ご
●
●
●
■
●

■
■
町
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
町
■
■
白
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
□
』
申
巳
■
●
申
●
●
●
一
●
●
●
一
■
●
一
●
申
■
●
●
■
■
●
●
■
●
今
●
●
今
●
●
●
垂
一
申
▲
《
ご
●
●
●
■
●

・
句
●
今
皇
一
●
。
●
己
●
●
●
②
一
申
●
■
□
ぬ
●
■
色
。
●
句
■
。
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
岨
■
ｑ
■
■
日
ｑ
０
ｑ
ｌ
０
０
■
０
０
０
０
４
４
１

－
缶
垂
中
畑
寛
。
●
一
句
今
。
早
《
哩
一
》
今
●
今
み
Ⅲ
》
今
一
心
〃
“
申
《
寺
●
一
幸
■
Ｑ
■
４
句
申
●
守
●
。
●
一
●
①
。
●
。
●
①
５
国
■
②
一
垂
華
●
句
●
幸
●
つ
ｑ
》
。
。
●
■
●
一
一
。
●
■
●
《
●
与
一
●
■
ロ
■
申
寺
幸
■
け
巳
・
・
の
争
●
や
●
垂

一
き
き
申
ｑ
■
且
■
一
句
。
巴
子
●
■
且
今
●
毎
ｍ
〃
』
一
一
や
〆
“
申
《
■
●
ぬ
守
年
．
屯
〃
一
句
由
●
●
寺
今
皇
争
い
●
④
●
毎
●
●
叩
〆
』
●
一
一
毎
句
。
●
幸
●
ぬ
ク
ロ
●
毎
●
●
●
一
・
。
●
や
●
一
●
●
幸
●
■
や
む
■
毎
守
●
中
巳
一
●
●
華
●
。
●
守

舎
む
き
。
Ｐ
⑩
。
・
・
．
。
ｃ
Ｆ
③
．
今
ざ
り
垂
言
ｐ
や
《
告
ｏ
《
毎
頁
③
。
。
。
。
。
。
“
。
。
。
。
・
・
。
。
〆
抑
。
垂
一
垂
。
。
。
。
。
Ｐ
・
心
。
。
。
。
。
垂
。
。
。
。
。
』
。
。
◇
。
。
◆
。
。
。
。
。
ロ
。
。
。
ロ
告
。
。
。
。

●
●
■
申
■
申
申
申
ゆ
早
巳
Ｇ
■
凸
ゆ
●
由
■
凸
●
■
申
。
■
●
●
。
晶
巳
●
●
■
●
●
・
●
●
や
垂
争
告
申
由
今
●
①
●
毎
■
■
今
一
・
●
句
●
巳
一
●
●
●
●
●
■
申
●
一
■
①
●
毎
ｅ
●
皇
や
■
●
●
●

一
一
寺
由
《
一
缶
●
●
●
●
●
■
《
一
争
争
一
口
●
一
垂
一
。
●
一
■
●
■
凸
■
寺
●
■
●
■
●
甲
由
自
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
ｑ
■
。
■
ｄ
■
■
『
ｄ
■
１
■
■
０
４
４
４
１

画
一
口
●
《
一
缶
句
由
■
一
■
■
《
一
一
●
。
●
●
一
・
垂
●
●
■
一
句
■
●
■
●
●
年
●
一
守
申
由
心
《
一
■
●
●
一
■
●
●
一
幸
●
由
●
一
一
。
●
凸
争
。
■
一
●
《
一
。
●
●
■
■
●
一
一
●
。
●
■
凸

。
垂
口
寺
《
一
口
ゆ
由
毎
●
●
心
《
一
や
●
。
●
●
■
・
垂
●
●
一
■
守
口
●
一
。
●
一
一
一
口
ゆ
む
●
垂
一
口
●
●
一
己
●
一
一
華
■
心
●
口
■
■
●
一
や
●
一
一
由
一
垂
●
●
凸
■
己
●
《
垂
●
■
●
●
凸

・
一
や
。
争
垂
●
ゆ
●
●
●
巳
心
●
。
●
●
一
●
●
■
■
凸
●
●
一
■
●
ｃ
ｃ
一
●
《
華
《
一
●
●
●
●
一
一
■
凸
●
一
一
○
《
一
缶
申
巳
●
一
一
■
■
■
や
●
一
一
色
一
勺
●
■
一
・
争
凸
《
一
●
一
●
垂
申

一
与
口
ｃ
ｃ
一
●
争
。
●
●
●
●
●
■
句
●
一
旬
■
■
■
垂
●
■
■
垂
●
。
今
一
●
一
華
《
垂
●
●
●
●
■
垂
句
凸
●
一
争
申
一
一
●
。
●
一
一
■
一
■
■
ｅ
●
一
争
●
一
●
●
●
垂
一
争
や
一
や
む
■
毎
一
ひ

毎
℃
●
争
●
●
●
皇
皇
今
。
華
●
一
■
●
■
一
句
●
旬
一
一
●
わ
今
争
色
一
や
●
凸
●
。
●
●
■
■
句
。
●
一
幸
申
一
一
●
ｂ
●
一
口
■
寺
●
一
●
●
一
華
●
一
匂
い
●
一
一
垂
申
垂
●
■
早
●
一
●

一
一
恥
”
一
一
０
口
ジ
句
●
●
●
●
晶
●
●
。
寺
●
。
●
●
。
守
守
凸
●
一
争
●
●
今
争
句
一
缶
●
字
や
●
●
●
。
垂
句
●
今
一
垂
申
一
争
●
●
●
・
・
。
。
●
一
寺
●
一
や
毎
垂
■
●
●
一
一
垂
。
』
●
●
一
ら
一
■
■
■
マ
●

一
》
壷
》
》
州
一
損
釦
辛
捌
恥
捌
》
》
》
恥
》
一
》
Ⅱ
－
１
－
Ⅱ
》
一
Ⅱ
一
》
》
唖
》
一
一
捌
韓
神
一
一
亜
一
辛
一
Ⅱ
函
唖
軸
》
》
Ⅱ
一
一
零
韓
Ⅵ
一
語
神
棚
一
》
》
》
辛
辛
一
一
一
亜
一
壷
飴
一
一
》
一
一
》
韓
一
一
一
》
一
一
函
一
一
一
加
一

ｌ
ｉ
ｌ
’

’

’

一
》
》
函
』
欠
一
父
辛
唖
欠
叩
欠
”
恥
”
”
』
一
函
欠
辛
欠
産
欠
函
函
欠
一
辛
辛
”
酔
一
《
欠
韓
諦
一
》
誼
一
壷
一
欠
壷
叩
距
一
一
欠
一
》
》
如
一
欠
毒
》
》
欠
辛
醍
酌
》
一
一
一
一
一
》
一
睡
陵
一
一
》
一
一
》
》
一
一
》
韓
》
一
》
一
》
一
一
欠
一
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第81表－3凹・敵・叩・磨石類計測・観察表(3)

恥 出t区 肘位
in物
番り

｛il1
談量

jと(医､） 幅(gゎ） 彫(、） 間風（9）

機I

日怯･裏I

｡）I

敵

i途

叩 鴎

ⅢR

人

オ割

裏
敵打痕 lWl痕

断1，
分期

l乳矧 備孝

伽
一
晩
一
闘
一
刷
宰
価
》
錨
一
碗
一
鎚
一
胡
辛
刈
一
加
弛
輪
型
別
一
浦
一
花
満

●
■
＆
や
●
■
且
一
口
■
■
凸
■
■
ｇ
■
●
Ｂ
ａ
◆
●
Ⅱ
ａ
－
Ｇ
Ⅱ
凸
一
Ｇ
■
＆
一
●
■
且
や
■
■
８
－
０
■
４
－
０
■
４
．
。
■
且
■
。
Ⅱ
４
－
０
■
４
－
●
■
且
■
■
■
＆

寺
内
ｕ
づ

ろ
・
ｆ

帥
一
帥
亜
魂
一
鯛
一
馴
一
距
辛
師
亜
師
一
鯛
一
鋤
亜
卯
一
卯
》
兜
一
兜
一
釧
圭
弱
妬
一
飾
一
兜
弱
一
帥
一
Ⅲ
一
睡
一
脚
一
㈹
一
幅
電
蛎
一
砺
一
船
一
脚
一
ｍ
一
Ⅱ
一
吃
一
卿
一
Ｍ
一
喝
一
脇
一
Ｗ
一
肥
一
肥
一
加
一
測
辛
誕
一
鰯
一
劃

●
■
８
句
●
■
凸
画
も
■
ｇ
●
●
■
Ｂ
一
・
■
且
一
・
■
且
画
●
■
且
・
白
Ⅱ
＆
一
○
Ⅱ
凸
一
句
Ⅱ
凸
。
。
Ⅱ
晶
垂
。
■
凸
中
。
■
凸
●
。
■
４
－
●
■
且
寺
■
■
巳
・
心
■
凸
凸
■
Ⅱ
早
令
も
■
心
垂
。
■
＆
一
心
基
・
叩
乙
・
・
の
畠
今
の
畠
一
ウ
全
一
の
召
・
の
凸
争
・
句
４
－
・
弔
牟
士
ワ
凸
士
ヘ
ノ
ロ
・
句
〃
》
凸
・
勾
必
一
⑦
〃
“
一
勾
乙
一
心
ら
一
の
あ
め
、
＆
一
ｍ
〃
』
・
冗
〆
』
●
旬
と
一
心
〃
凸
。
？
”
童
与
句
岳
一
今
牟

舎
見
ｙ
Ａ

ｅ
《
〃
》
・
句
〆

句
か
墨
守
の
〆

堂
早

幽
一
加
一
却
一
狸
唾
惑
一
麺
』
恋
一
錨
一
却
唖
麹
一
却
一
抑

恥
耐
一
蛎
一
蝉
皿
一
皿
一
哩
畑
一
皿
一
皿
一
州
一
恥
一
錘
皿
一
州
一
刻
鑑
一
姫
一
唾
一
窪
叫
皿
耐
一
岬
一
皿
添
睡
一
却
一
価
耐
一
熱
郵
一
郡
諏
諏
添
麺
一
率
一
恥
一
叫
一
峰
畷
一
皿
一
ｍ
郡
誠
一
“
一
”
一
疎
一
郡
一
皿
郵
一
畑
一
蝿
一
抑
祁
一
拠
州
姉
一
皿
一
、
錘
一
刻
一
蕊
錘
唾
一
》
一
睡
一
鍵
郷
一
ｍ
一
睡
誠
一
却
一
”

27K

37HW
一
Ｎ
一
Ｍ
亜
Ｍ

一
《
唖
》
申
ｎ
Ｍ
①
。
Ⅱ
４

－
１
４
画
ゆ
や
・
巾
』

。
』
凸
■
凸
争
千
一
干
寺
一
口
■
凸
中
■
守
凸
や
画
垂
毎
一
首
■
一
一
由
令
凸
凸
凸
■
今
凸
毎
毎
一
七
■
一
■
■
Ｂ
一
■
中
毎
凸
■
や
今
毎
毎
凸
》
■
口
中
凸
一
亡
■
一
口
・
一
凸
中
■
凸
一
や
ａ
毎
１
－
凸
毎
中
一
毎

●
Ⅱ
凸
卓
さ
Ⅱ
凸
一
■
Ⅱ
品
一
由
Ⅱ
凸
ロ
●
Ⅱ
凸
▲
”
叩
“
早
口
Ⅱ
４
千
●
Ⅱ
凸
争
●
Ⅱ
凸
や
●
Ⅱ
Ｌ
寺
官
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
晶
凸
■
Ⅱ
凸
・
す
Ⅱ
Ｌ
一
士
、
Ⅱ
心
。
千
ｃ
Ⅱ
凸
凸
■
Ⅱ
凸
亡
品
叩
叩
一
官
日
邑
毎
印
Ⅱ
叫
凸
■
■
Ｂ
画
■
■
巳
。
、
皿
叫
一
一
■
Ⅱ
凸
令
●
Ⅱ
＆
午
●
Ⅱ
４
－
●
Ⅱ
６
▲
●
Ⅱ
凸
一
■
Ⅱ
巳
・
●
Ⅱ
Ｂ
▲
ｅ
Ⅱ
＆
も
Ⅱ
凸
毎
ｍ
叩
函
毎
一
●
Ⅱ
凸
一
■
■
■
・
●
Ⅱ
８
－
古
Ⅱ
４
－
■
■
■
で
叩
叩
叩
邑
如
叩
叩
一
■
Ⅱ
凸
品
叩
叩
画
晒
叩
叩
一
ｅ
■
＆
や
●
Ⅱ
凸
今
自
Ⅱ
晶
毎
■
■
各
毎
■
Ⅱ
凸
寸
。
■
■
巳
守
凸
■
Ⅱ
６
．
一
画
Ⅱ
凸
凸
■
Ⅱ
凸
・
”
叩
皿
品
叩
叫
毎
●
■
＆
“
毎
●
Ⅱ
凸
一
■
■
＆
《
中
旬
Ⅱ
＆
。
一
ｍ
ｍ
即
今
叩
Ⅱ
叩
・
叩
Ⅱ
皿
一
■
Ⅱ
。
“
せ
■
且
一
■
Ⅱ
凸
一
ｍ
叩
皿
や
凸
●
Ⅱ
４
－
・
■
８
曲
Ⅱ
皿

●
Ⅱ
凸
争
●
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
凸
一
●
Ⅱ
凸
・
ロ
Ⅱ
６
▲
古
Ⅱ
４
寺
●
■
８
千
■
■
巳
寺
■
■
■
千
■
■
■
寺
■
■
■
一
・
■
日
垂
■
■
日
・
■
■
８
垂
凸
②
Ⅱ
日
。
寺
■
■
■
一
ａ
Ⅱ
８
凸
画
官
Ｉ
■
１
台
■
Ｂ
毎
曲
Ⅱ
８
凸
画
■
Ｂ
ａ
・
■
Ⅱ
８
－
完
Ⅱ
凸
凸
●
Ⅱ
凸
令
由
Ⅱ
凸
一
Ｇ
Ⅱ
４
．
台
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
■
・
■
Ⅱ
８
凸
凸
Ⅱ
８
－
・
■
■
－
１
８
句
一
■
Ⅱ
凸
一
■
Ⅱ
凸
・
■
Ⅱ
４
－
官
Ⅱ
＆
垂
■
Ⅱ
凸
寺
■
■
Ｂ
・
口
Ⅱ
６
－
■
Ⅱ
４
－
６
Ⅱ
４
古
■
Ⅱ
ｆ
今
画
Ⅱ
８
千
■
■
■
今
■
■
Ｂ
今
■
Ⅱ
与
一
■
Ⅱ
８
－
。
●
Ⅱ
４
－
垂
凸
■
日
。
一
・
Ⅱ
且
凸
１
Ⅱ
・
古
Ⅱ
且
今
■
Ⅱ
４
－
・
■
■
。
寺
■
Ⅱ
８
－
・
■
且
凸
中
ｇ
Ⅱ
。
。
一
七
Ⅱ
且
一
■
Ⅱ
４
・
●
Ⅱ
Ｊ
一
■
■
凸
・
●
Ⅱ
凸
一
■
■
＆
一
Ｇ
Ⅱ
凸
や
凸
●
Ⅱ
凸
一
ｂ
■
＆
守
凸
Ⅱ
日

叩
一
噸
一
噸
一
噸
》
皿
一
睡
》
皿
一
噸
一
噸
一
Ⅷ
一
岬
一
州
一
噸
一
蜘
一
皿
一
郎
一
叩
一
叫
一
皿
一
，
一
叩
一
叩
一
恥
》
皿
一
蝿
一
叩
》
岬
一
噸
一
蝿
一
蝿
一
皿
一
噸
》
剛
一
噸
一
叫
一
剛
一
叩
一
陸
》
恥
一
州
一
叩
一
州
一
脈
一
噸
一
岬
》
州
》
叩
一
噸
一
噸
一
叩
一
皿
一
州
一
叩
一
皿
一
岬
一
州
辛
班
一
叩
一
咽
一
皿
一
皿
一
叱
一
皿
一
皿
一
”
一
噸
一
州
一
州
一
叩
一
叩
一
脈
一
叩
一
叩
一
州
一
咽
一
叩
一
哩
町
一
叩
一
ｍ

一
凸
・
寺
毎
舎
舎
宇
凸
。
・
令
９
・
・
一
口
。
①
一
一
。
。
－
毎
”
●
－
毎
１
－
・
一
七
四
評
、
▲
干
寺
一
一
凸
略
１
．
・
毎
画
。
一
一
・
一
一
一
・
今
寸
・
●
一
画
一
一
・
日
・

恥
一
坐
榊
恥
一
拠
州
一
恥
一
恥
一
抑
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今
。
二
宮
。
《
。
。
《
芋
春
。
凸
。
・
毎
“
今
〃
Ｌ
守
令

毎
”
ｊ
■
日
守
ａ
毎
”
。
。
与
・
一
．
〃
１
９
－
今
ａ
毎
．
△
Ｆ
１
。
一
七
・
一
ざ
■
且
画
ロ
ー
Ｂ
▲
一
Ｊ
Ⅱ
、
で
。
。
Ⅱ
晶
凸
ｅ
・
■
Ⅱ
４
千
・
夕
一
日
も
千
。
“
ｄ
■
１
里
垂
毎
画
。
・
勺
七
口
■
Ⅱ
品
干
七
・
宮
寺
△
Ｅ
ｑ
ｑ
宮
・
宮
〃
■
、
。
．
ｆ
Ｌ
２
二
凸
〃
Ⅱ
、
。
中
今
。
』
画
昼
毎
・
凸
二
や
▼
。
．
〃
Ｉ
、
二
。
Ｂ
■
凸
ａ
毎
苧
巳
Ⅱ
■
。
・
Ⅱ
凸

9制I

570
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.､8判.．
630

６
６
牛
ｏ
９
Ｐ
６
９
ｆ
自
ら
０
■
ｆ
■
も
Ｏ
９
ｆ
０
ｔ
０
０
ひ
０
９
－
９
０
ゅ
Ｏ
０
ｆ
０
も
０
８
ｆ
９
．
５
９
９
Ｐ
９
ｔ
ｏ
９
ｃ
’
９
ｒ
９
ｃ
９
４
ｆ
■
６
０
，
ヶ
６
Ｌ
Ｄ
０
Ｐ
０
４
ｌ
１
９
ら
Ｕ
９
ｒ
９
Ｌ
１
１
・
ｒ
ｑ
Ｌ
ｑ
ｑ
ひ
日
日
巳
■
■
Ｆ
Ｐ
ｐ
ｒ
，
Ｌ
０
ｌ
ｆ
０
も
９
９
Ｆ
９
Ｌ
９
９
ケ
９
０
ｐ
８
９
や

一
一
》
一
一
四
》
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
誼
学
一
一
亜
一
一
一
一
一
一
一
零
一
一
一
一
四
一
一
○
一
○
】
○
一

Ｄ
１
ｒ
ｒ
Ｌ
ｑ
ｑ
ｒ
■
Ｌ
■
■
”

○
一
○
エ
○
一
○
一
○
》

ｂ
』
Ｐ
，
』
，
‐
庁
も

Ｏ
』
○
一
○
一
○

Ｌ
６
０
ｒ
Ｄ
Ｌ
Ｄ
０
Ｆ
４
ｔ
■
■
序
■
■
今
■
■
Ｂ
■
■
ｒ
Ｄ
４
Ｆ
９
ｒ
６
Ｌ
９
９
？
ｑ
ｑ
、
■
■
■
Ｄ
ｏ
ｒ
。
凸

一
○
一
○
》
○
一
○
一
○
垂
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
・
○
。
一
○
一
○
副
Ｏ
一
○
一

Ｄ
０
ｒ
８
４
０
０
ｒ
９
０
ｕ
０
０
Ｆ

○
一
○
一
○
』
○
』
○
』

０
９
－
６
■
や
■
Ｂ
ｒ
■
巳
■
ｈ
ダ
ウ
４
０
８

○
』
○
蒔
Ｏ
』
○
』
○
娼
○
姫
Ｑ

ェ
一
一
一
○
》
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
一
ｐ
○
一
○
一
○
一
○
一
○
王
○
一
○
一
○
》
Ｏ
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
垂
》
”
一
胆
》
》
跨
晦
》
》

一
○
一
○
羊

ｃ
ｐ
Ｃ
ｂ
－
Ｃ
－
Ｃ
軍
Ｃ
》
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
》
Ｃ
－
Ｃ
牛
Ｃ
－
Ｃ
》
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ
函
Ｃ
一
○
一
○
一
○
一
Ｃ
一
Ｃ
一
○
亜
Ｃ
－
Ｃ
一
○
一
○
一
○
一
○
一
○
審
Ｏ
》
Ｏ
一
○
一
○
一
○
一
垂
一
一
亜
一
一
ｍ
一
一
一
一
亜
一
一
一
》
一
壷
一
○
一
○
》
Ｏ
一
○
一
Ｏ
恥
Ｏ
一
○
一
○
一
○
雷
○
一
○
一
○
”
○
一
○
雰
○
革
○
雰
○
》
○
帳
Ｏ
咽
Ｏ
雨
。

・
今
で
画
■
毎
■
■
■
酉
■
▲
マ
■
今
■
守
守
■
二
申
一
で
画
・
も
■
二
中
■
や
■
■
今
■
■
■
や
垂
画
■
画
■
申
凸
■
印
画
■
毎
で
■
《
し
■
ニ
ロ
■
■
画
一
■
』
■
。
ｅ
一

■
も

■
●
寺
画
■
一
画
■
●
一
画
■
中
■
士
■
令
寺
■
▲
申
凸
で
で
ユ
凸
■
凸
中
■
▲
。
申
寺
■
■
今
毎
で
■
ロ
■
凸
凸
■
■
寺
■
ｅ
で
マ
ザ
■
▲
凸
■
千
■
今
■
二
画
士
や
。

．
、
・
℃
・
↓
・
・
↓
・
・
↑
・
ゞ
・
↓
》
。
②
、
↓
・
・
り
り
ａ
・
り
り
細
・
１
肌
う
↓
。
ｑ
今
．
？
・
り
り
ｎ
．
り
、
柵
・
噂
約
・
や
仏
？
和
．
ｂ
、
０
９
，
９
川
・
狗
・
ｂ
ｃ
・
田
・
曲
・
１
ｎ
．
１
３
組
↓
・
り
△
Ｕ
ご

頭
一
一
葬
亜
一
一
函
一
一
帝
四
一
頭
』
亜
一
一
即
“
一
一
一
丁
Ａ
Ｉ
一
．
Ａ
Ｉ
Ｔ
’
一
．
１
．
Ａ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
一
冊
一
Ｗ
》
Ⅳ
一
Ⅳ
一
Ⅳ
索
Ｗ
ｖ
－
Ⅳ
亜
Ⅳ
一
Ｉ
》
１
－
１
－
．
１
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
一
・
１
Ⅱ
》
Ⅱ
一
Ⅱ
一
Ｖ
一
中
ｌ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｙ
Ｖ

一
一
》
一
声
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
函
一
一
裏
辛
一
裏
一
一
一
一
一
一
一
一
一
エ
一
一
一
一
諦
一
一
幸
一
一
一
《
一
一
｝
一
亜
一
帯
一
酷
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
裏
填
一
裏
舞
一
裏
一
挺
裏
一
喪
一
裏
一
裏
一
裏
一
裏
一
鼻
裏
一
裏
魂
一
裏
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
華
一
一
一
一
一

一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
》
》
一
等
一
エ
ー
ー
缶
一
一
一
一
一
》
一
一
》
一
一
一
一
一
一
》
》
》
一
一
一
》
一
》
畢
一
》
一
一
一
》
》
一
一
一
》
一
》
下
一
下
一
辛
一
詫
一
一
》
雫
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一

」
今
ロ
。
画
“
。
。
舎
宮
・
今
・
筈
一
二
今
．
。
。
ｃ
画
亡
。
・
マ
二
・
◇
ロ
ワ
』
凸
口
今
・
今
マ
“
今
。
今
。
ロ
。
。
。
。
。
舎
舎
．
。
↑
、
っ
画
・
今
。
今
◇
ロ
今
寺
・
一
画
“
今
や
ロ
合
◇
。
。
。
。
。
言
ｃ
舎
一
・

・
凸
■
毎
画
・
毎
凸
一
画
画
一
台
１
－
■
』
■
争
凸
■
■
も
■
■
凸
①
■
戸
、
士
■
士
■
凸
画
昼
今
毎
一
画
・
毎
七
・
七
口
画
一
印
印
｝
部
曲
印
型
罰
唖
雷
酎
印
》
”
一
壷
亜
一
一
｝
圭
一
詫
亜
奉
一
亜
辛
奉
一
一
幸

川
一
ｍ
一
山
一
山
一
ル
ー
肋
一
恥
一
山
一
ｍ
一
，
一
肺
辛
ル
ー
ル
ー
ル
ー
ル
ー
ル
韮
山
一
心
一
川
一
肋
睡
一
睡
脈
睡
眠
脈
眠
一
耽
晦
一
ｋ
－
ｋ
－
ｋ
－
ｋ
－
Ｍ
－
Ｍ
一
Ｍ
一
Ｍ
一
股
斑
一
な
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
洗
一
、
一
恥
一
肋
一
ｍ
一
Ｍ
一
ｍ
一
ル
ー
肋
一
睡
一
肋
一
ｍ
》
恥
一
ｍ
一
山
》
ル
ー
ル
睡
一
比
一
助
一
山

牛
一
寺
一
一
■
一
一
一
や
寺
千
一
■
一
■
毎
で
一
毎
■
Ⅱ
４
句
台
Ⅱ
凸
画
一
一
■
一
一
■
も
Ⅱ
４
－
令
毎
①
一
凸
■
凸
一
ｑ
一
一
分
毎
一
■
毎
一
■
毎
中
寺
■
凸
一
②
画
毎
争
■
一
中
守
凸
凸
毎
句
■
今
一
一
■
一
中
一
■
②
丁
七
Ｇ
日
己
。
■
画

１
－
■
●
■
１
毎
国
■
。
ａ
毎
■
勺
■
令
画
ａ
寺
守
年
〃
０
■
小
泊
》
令
画
■
今
・
一
Ｌ
⑩
■
千
■
凸
■
一
■

星
》
。
・
ロ
“
。
三
口
二
二
。
。
勺
。
。
。
・
令
。
叩
電
ゆ
電
今
。
今
き
り
』
。
の
”
ロ
ロ
１
画

昼
一
・
毎
・
１
．
一
画
・
・
今
。
。
■
宮
口
。
↑
宮
Ｐ
、
》
・
戸
恥
岬
▲
宇
・
▲
夢
恥
唖
・
』
ず
。
”
“
で

一
一
華
一
細
》
》
一
一
一
一
》
一
知
一
一
》
一
一
燕
一
一
》
一
一
錨
一
顕
一
一
一
》
一
一
華
一
一
》
一
緬
一
》
一
一

’

一
一
柵
一
一
｝
一
一
》
亜
柵
一
一
ェ
辛
辛
損
一
辛
詫
一
垂
一
一
亜
》
捌
一
亜
》
一
》
一
》
綱
一
一
一
拙
一
弱
一
一
舘
一
圭
一
Ｉ
》
一
面
一
一
柵
一
函
棚
亜
棚
一
一
一
Ⅱ
一
一
亜
一
一
一
一
エ
ー
ー
》
一
一
一
帆
一
一
諦
一
辛
捌
辛
辛
一
一
》
亜

ｉ

ｉ

－
牽
欠
亜
一
亜
一
雫
蓉
亜
一
欠
一
一
亜
一
圭
欠
一
》
缶
一
軍
一
一
亜
》
欠
一
》
一
一
》
一
幸
欠
一
亜
一
欠
曇
寺
亜
一
一
一
亜
》
》
欠
亜
一
一
一
一
大
一
雨
欠
災
一
一
一
欠
一
一
四
一
一
宰
一
亜
一
一
》
一
一
一
欠
亜
》
一
一
亜
欠
一
亜
一
』
》
四
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第81表－4凹・敵・叩・磨石類計測・観察表(4)

N41 出土 刷位
jR物
勝り

ｲiｷタ
法剛

長(”） 槌(､唾） Iv(■航〉 側、（K）

機i

Ⅲ(麦･良）

；・I

敵

I途

叩 扇

門、

人

ｵ鼠

裏
哉打痕 叩疲

断伽
分顕

伸脚 個孝

七
一
●
《
一
一
華
《
一
寺
一
華
凸
一
●
。
字
●
凸
■
■
年
由
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
１
■

狐
一
埋
一
調
》
湖
一
報
一
郡
一
和
一
報
一
細
一
蜘
一
卿
一
理
一
類
一
郷
一
類
《
郵
一
獅
一
裁
一
麺
一
蜘
一
知
一
雄
一
麺
一
醜
一
妬
一
麺
一
獅
一
抽
一
坤
一
加
一
酬
一
唖
一
銅
一
加
一
率
一
郡
一
茄
華
恥
一
加

蜘
一
哩
雌
滅
一
瑚
顕
猛
一
”
一
蛭
麺
郵
一
刻
一
麺
一
独
麺
一
班
獅
一
獅
一
獅
一
却
一
柳
一
如
麺
麺
如
一
班
》
恥
誠
一
知
軸
諏
一
ｍ
一
浬
如
一
洲
添
誰
一
如
縦
誰
諏

23,杭

。
●
●
《
幸
一
華
の
一
寺
一
垂
や
。
●
一
。
●
●
一
一
一
●
。
●
由
垂

。
。
●
一
・
一
寺
一
一
■
》
一
句
一
●
一
一
●
●
画
一
》
●
■
今
凸
■

而
祁
派
一
睡
添
諏
祇
爾
一
戦
型
墾
難
皿
蕊
堅
墾
誕
皿
耐
一
延
嘩
皿
蹴
燕
耐
娠
珂

・
申
●
由
画
一
牢
凸
。
●
。
。
凸
。
Ⅱ
４
－
●
一
一
●
凸
。
幸
寺
の
画
■
。
。

。
。
●
由
一
一
幸
●
一
●
。
一
●
一
●
一
一
●
凸
。
。
寺
の
。
●
・
申

由
■
■

●
。
●

や
ｑ
■
守
。
凸
争

つ
げ
０
空
・
■
■
Ｂ
●

口
●
■
＆
画
一
「
》
●

今
冗
〃
】
。
。
Ⅱ
凸
●

凸
一
●

凸
一
●

凸
一
■
●
。
。
争
皇

■
ロ
■
■
■
■
■
ｄ

刈
諏
一
那
燕
添
諏
耐
添
添

一
。
。
《
一
画
争
一

一
一
●
一
・
一
■
。

年
。
●
。
旬
凸
凸
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
ａ
ｑ
ｄ
■
■
１
０
４
４
４

熱
如
一
刈
鯉
一
皿
溌
一
睡
唾
一
蕊
副
一
岬
一
睡
嘩
哩
哩
嘩
哩
叫
蝿
恥
一
哩
襲
蕊
蝿
一
唯
一
恥
一
叫
小
一
哩
哩
唾
刷
耐
一
叩
減
耐
一
皿
燕
諏
一
無
到

０
■
Ｂ
■
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲
●
■
●
。
。
●
《
。
。
一
寺
凸
一
の
。
●
■
・
幸
旬
。
●
一
一
・

●
一
色
。
●
。
。
。
●
一
一
。
●
・
垂
●
。
●
一
。
●
企
む
Ⅱ
４
－
画
一
一
■
名
０
凸
。
●
。
句
．
一
●
一
一
早
口
０
星
一
一
士

●
■
●
凸
凸
■
●
●
凸
●
凸
■
毎
垂
■
●
一
幸
ゆ
●
凸
■
申
■
■
由
■
■
■
■
■
．
■
刊
。
．
■
０

“
■
■
凸
■
垂
●
●
口
。
●
一
●
一
旬
。
』
や
①
《
一
一
●
●
●
●
■
●
《
争
皇
一
一
凸
●
《
一
申

《
白
日
Ｕ
■
ｇ
■
凸
■
凸
Ⅱ
■
凸
”
皿
即
・
■
■
■
垂
恥
皿
如
・
■
Ⅱ
ｑ
●
口
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
日
●
ぜ
Ⅱ
４
二
日
Ⅱ
ｄ
－
Ｑ
Ⅱ
凸
●
一
■
■
■
。
■
Ⅱ
晶
今
唖
叩
叩
一
●
Ⅱ
６
申
■
■
■
■
■
Ⅱ
６
品
叩
叩
一
■
■
６
－
９
■
■
缶
■
■
■
凸
。
Ⅱ
且
や
凸
■
且
●
■
■
■
・
■
■
且
●
ｅ
Ⅱ
４
－
白
Ⅱ
４
－
■
Ⅱ
凸
巳
台
Ⅱ
■
一
・
Ⅱ
■
一
凸
Ⅱ
■
凸
■
■
■
●
■
■
■
品
Ⅱ
皿
一
日
Ⅱ
凸
。
ｅ
Ⅱ
４

－
守
寺
Ⅱ
＆
●
ザ
Ⅱ
込
凸
■
Ⅱ
Ｕ
・
ｂ
Ｉ
■
垂
１
■
・
■
Ⅱ
８
－
●
Ⅱ
Ｂ
・
■
■
且
●
■
Ⅱ
Ｂ
由
■
Ⅱ
Ｕ
－
Ｇ
Ⅱ
晶
一
完
Ⅱ
日
命
■
Ⅱ
巳
《
。
Ⅱ
且
一
●
Ⅱ
６
④
■
Ⅱ
凸
■
ｇ
■
■
《
・
■
８
－
曲
Ⅱ
４
－
。
■
Ⅱ
８
・
も
Ⅱ
凸
●
■
Ⅱ
晶
凸
口
Ⅱ
６
．
■
Ⅱ
Ｂ
●
●
Ⅱ
８
－
■
Ⅱ
巳
守
●
Ⅱ
凸
垂
●
Ⅱ
８
－
■
■
■
一
曲
Ⅱ
凸
ｐ
●
Ⅱ
凸
《
●
Ⅱ
凸
一
画
■
０
垂
、
■
■
●
●
Ⅱ
０

－
ｅ
●
垂
■
一
●
一
・
●
一
一
一
一
。
一
一
ｅ
●
一
一
垂
。
一
●
凸
一
●
一
ｅ
●
一
や
●
一
■
一
●

一
句
口
や
■
●
■
●
一
●
■
凸
ロ
■
■
■
■
■
■
日
■
■
０
■
４
４
４
‐

一
』
や
争
邑
●
■
今
一
申
●
。
』
●
凸
一
●
一
■
《
一
凸
●
与
心
今
垂
●
■
●
凸
■
●
《
一
で
凸
や
●
一

も
Ⅱ
凸
一
旬
Ⅱ
４
句
Ｂ
Ⅱ
■
や
の
■
■
Ｕ
ａ
ｍ
叩
叩
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●
Ⅱ
凸
●
白
Ⅱ
０
－
ヶ
Ｌ
Ｕ
幸
ｆ
Ｌ
Ｕ
マ
●
〃
Ｏ
９
ｅ
Ｕ
ｌ
ｖ
－
〃
０
７
●
ｆ
Ｌ
ｂ
Ｕ
●
ザ
Ｌ
ｂ
Ｕ
。
’
‐
一
Ｆ
ｂ
ｂ
．
●
桧
Ｌ
ｂ
，
ｑ
ｒ
ｌ
ｌ
●
６
１
●
”
Ｌ
ロ
ー
■
■
＆
一
山
凸
亘
０
や
Ｏ
Ｉ
Ｉ
垂
‐
１
１
●
Ｏ
Ｉ
Ｉ
垂
Ｄ
Ｉ
Ｉ
争
Ｄ
Ｉ
Ｉ
●
ｐ
Ｉ
ｂ
●
・
Ｍ
ｂ
▽
旬
Ｄ
Ⅱ
Ｂ
ｃ
Ｉ
Ｂ
－
■
日
日
ぞ
１
６
。
。
■
■
心
Ｑ
Ⅱ
凸
や
Ｔ
ｂ
▽
』
い
り
坤
唖
、
晦
ｖ
Ｕ
唖
叩
畔
。
”
叩
呼
ｑ
岬
叩
、
。
岬
馳
ｕ
ｑ
岬
叩
奄
９
四
Ｗ
込
可
晦
靖
亜
乎
》
辛
辛
華
一
一
》
》
》
》
》
一
》
零
》
》
》
一
一
坤
一
辛
辛
一
》
》
》
一
》
》
》

。
。
一
一
一
句
●
■
■
甲
■
■
口
早
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
ｑ
Ｉ
０
■
■
４
Ｉ

一
雨
一
関
一
餌
一
慎
一
倒
一
下
一
側
一
災
一
下
一
下
一
下
一
側
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
災
一
瞬
一
炎
一
炎
一
理
皮
一
側
一
炎
一
鐸
下
一
炎
一
上
一
下
一
蝉
表
一
例
一
煙
側
穂
麺
承
一
災
一
伺
一
良
一
無
我
一
“
一
樫
一
畢
火
一
炎
一
例
一
例
一
例
一
茨

↑
《
・
・
？
・
・
↑
一
・
一
一
・
・
・
ゞ
ゞ
・
・
．
“
一
・
・
↑
・
↑
↓
・
↑
↑
一
や
ゆ
』
垣
梅
轄
》
ぬ
一
晦
距
圭
一
』
叩
皮
一
一
一
壷
恥
一
一
》
一
皮
一
韓
》
久
一
一
｝
進
一
》
一
》
一
一
辛
辛
一
一
》
一
一
一

。
■
■
■
垂
■
●
凸
■
■
●
■
■
■
色
■
■
■
ロ
ロ
■
■
ｇ
■
■
■
■
『
ｄ
■
■
０
０
０
ｑ
４
４
‐
‐

一
一
一
一
一
や
』
一
一
一
一
一
一
一
《
一
一
一
一
一
亜
函
亜
一
一
一
一
函
》
一
一
辛
亜
率
一
一
一
亜
一
『
率
一
ｍ
一
一
一
函
辛
下
一
一
一
》
一
一
↓
や
一
↓
部
一
一
一
一
一
》
酌
一
一
や
一
｛
“
函
｝
罰
“
罰
郵
壷

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
下
垂
下
一
下
一
下
一
下
一
下
一
Ｆ
一
下
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
唖
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
下
一
下
一
下
一
共
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

卜
ト
ト
Ｐ
ｂ
Ｂ
Ｐ
■
Ｐ
Ｂ
■
■
ｐ
■
■
■
寺
■
凸
■
■
ゆ
■
一
色
。
。
一
垂
。
●
●
由
一
寺
一
一
●
。
幸
一
●
●
一
■
一

●
士
■
寺
寺
②
凸
●
●
今
●
●
■
●
毎
■
●
①
。
②
凸
ロ
ロ
？
■
■
■
ａ
■
■
ｄ
ｄ
ｄ
■
１
１
０
４
１
‐

●
心
毎
毎
寺
や
合
■
■
■
缶
●
●
●
毎
凸
呈
■
●
●
今
一
一
。
●
④
●
《
缶
心
●
今
一
凸
●
●
●
一
色
●
や
■
■
■
●
皇
①
口
。
■
●
毎
一
今
■
《
寺
●
一
む
つ
凸
命
申
晶
●
分
●
■
申
■
■
■
■
ａ
ｑ
ｑ
０
１

●
一
一
一
口
争
合
■
●
■
●
●
●
凸
凸
ｑ
皇
●
士
心
一
一
一
●
凸
●
●
一
告
●
●
一
一
●
●
●
《
一
〆
も
ゆ
●
●
●
■
●
●
今
毎
一
色
■
●
一
や
●
●
一
。
■
一
●
。
申
申
由
令
』
●
色
●
●
一
。
●
一
●
●
●
●
●
●
●

ｂ
今
ｂ
一
号
今
号
令
・
・
・
・
。
・
今
警
・
・
・
今
舎
一
号
今
。
⑪
。
ｂ
・
副
・
ｃ
・
・
肋
・
孔
一
列
．
孔
・
迅
今
ｂ
－
ｂ
一
ｂ
・
ａ
。
ｂ
・
ｂ
今
ｂ
雪
塑
。
ｂ
今
ｂ
・
値
・
紺
。
ｂ
・
ｂ
．
◆
・
善
・
勘
・
和
。
刷
舎
ｈ
管
ｈ
・
組
合
唾
ｈ
・
平
ｂ
舎
利
・
ｂ
。
ｃ
・
ａ
。
ｂ
あ
』
今
ｂ
・
ａ
。
組
。
ｂ
－
．
．
９
平
ｈ
・
ｂ
・
孔
曇
ｂ
今
ｂ
・
ｂ
・
ロ
叩
・
犯

１
－
。
Ａ
一
一
一
》
沖
一
一
一
》
辛
辛
一
零
韓
一
一
一
一
一
寺
Ｉ
》
’
四
１
一
切
冬
１
－
１
－
。
４
．
上
１
－
１
－
１
－
１
一
．
Ａ
１
》
１
－
１
－
１
１
－
１
岬
１
－
１
－
１
》
●
人
一
一
一
帥
１
－
１
－
１
－
１
酷
’
４
１
－
Ⅱ
－
１
》
○
浬
１
－
１
“
ｌ
》
。
Ａ
ｌ
－
１
－
ｂ
－
１
一
・
Ａ
１
－
１
》
１
－
１
一
○
脱
｝
ｌ
“
’
－
１
－
１
－
１
叩
１
”
１
酌
１

由
。
』
一
一
む
ら
●
口
一
凸
●
一
』
守
●
《
一
一
一
一
ゆ
●
●
■
●
句
一
●
●
■
垂
■
。
●
《
一
・
。
■
４
●
■
●
■
令
●
由
一
一
寺
。
■
垂
一
。
一
一
●
●
■
●
●
●
●
《
今
Ｑ
■
凸
一
ｅ
●
《
■
●
■
●
①
●
一
一
●
■
毎
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ト
ト
Ｐ
ｂ
■
０
い
り
ｂ
■
Ｂ
Ｐ
■
■
■
■
寺
ゆ
由
■
●
●
■
●
■
今
《
《
一
一
●
●
一
申
。
■
●
毎
一
一
一
口
●
●

令
己
●
●
●
一
や
■
年
■
■
■
■
■
■
ロ
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■
■
■
で
０
■
■
日
日
ｑ
■
４
４
１
１
Ｉ
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《
リ
今
。
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《
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。
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勺
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。
ロ
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告
。
。
。
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．
１
。
。
。
Ｐ
エ
。
。
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一
．
昨
Ｏ
“
・
Ｃ
ｌ
．
・
今
。
。
。
。
垂
小
〆
↑
。
●
。
一
告
。
。
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》
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も
》
・
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も
．
。
。
．
。
。
。
・
ロ
。
。
。
》
。
。
。
。
・
・
垂
《
ｂ
・
。
。
“
。
。
。
‐
ｑ
、
‐
‐
‐
・
４

韓
迅
》
》
一
漣
一
一
》
唖
輔
亜
一
》
華
圭
一
》
》
認
蛎
如
》
認
》
恥
》
》
“
訓
一
辛
刷
一
一
》
岬
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》
一
》
別
》
配
一
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》
圭
一
鑓
一
別
》
別
酌
韓
韓
一
缶
酔
”
》
一
》
坐
一
辛
辛
一
一
一
一
一
馴
嘩
壁
》
辛
辛
一
辛
壁
》
一
一
》
》
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》
馴
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０
卜
Ｉ
Ｄ
、
０
Ｏ
ｂ
Ｂ
■
■
Ｐ
■
白
申
。
■
守
争
晶
寺
毎
②
。
●
申
●
毎
●
■
毎
ゆ
●
●
●
合
申
毎
守
寺
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包
む
。
●
争
由
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
０
ｑ
ｑ
Ｉ
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■
Ｉ
４
４
４
４
‐

華
●
。
。
。
Ｇ
《
。
。
●
●
■
一
一
句
●
■
一
一
一
一
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争
●
一
寺
一
一
寺
●
今
一
・
。
■
■
一
一
一
●
。
●
一
争
争
皇
一
■
一
今
●
一
一
垂
●
全
一
守
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ａ
■
『
ｌ
ｄ
■
■
１
‐

缶
●
申
申
申
●
一
一
口
●
●
■
一
一
口
●
一
一
一
一
一
垂
や
●
一
む
め
一
垂
心
一
。
。
■
■
●
一
一
缶
●
■
●
■
一
●
《
一
一
一
●
●
一
一
一
●
■
》
●
●
幸
一
一
一
垂
●
●
一
争
今
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●
一
幸
一
ゆ
■
一
一

や
●
申
申
申
●
口
一
一
や
●
■
■
甲
●
●
一
一
一
一
垂
守
口
①
。
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一
一
句
巳
一
。
■
●
●
●
一
一
口
●
一
●
。
垂
●
《
■
一
一
。
●
一
一
寺
■
一
寺
●
垂
一
一
一
一
争
■
●
一
守
士
。
●
●
。
一
缶
●
■
一
一

●
Ｃ
申
○
申
ｅ
一
一
一
。
●
■
■
●
●
●
一
一
一
垂
争
守
守
巳
。
■
一
一
や
●
一
■
■
寺
●
●
一
一
●
一
寺
●
一
や
●
心
■
一
寺
①
■
一
一
口
■
一
・
●
一
一
一
幸
争
●
■
●
一
告
一
字
●
●
。
一
缶
●
一
■
一

●
。
◆
ｂ
●
●
■
■
■
●
●
幸
一
争
争
《
一
一
一
争
守
華
●
●
。
■
《
一
ゆ
●
■
一
一
ｅ
●
今
一
一
や
一
寺
●
一
や
む
一
口
■
・
●
《
一
垂
●
●
一
●
●
一
争
幸
守
守
■
旬
一
一
ゆ
一
句
●
《
一
む
ゆ
■
■
一
一

●
Ｃ
ｅ
今
。
●
一
守
寺
●
●
一
一
寺
申
垂
一
垂
争
守
守
寺
●
●
一
申
一
や
●
●
■
一
寺
ｅ
今
一
一
？
。
一
寺
《
一
●
●
一
一
垂
●
●
《
一
や
や
●
■
●
●
一
争
幸
●
●
●
己
一
争
。
■
句
●
一
一
告
●
●
垂
垂
一

》
函
》
恥
帥
辛
一
川
一
熱
一
睡
一
一
一
》
蝉
Ⅱ
一
冊
一
一
》
函
壷
狽
》
辛
辛
一
＃
》
一
》
”
州
一
一
》
》
》
》
捌
一
仙
一
》
叩
一
批
一
州
一
一
捌
圭
や
一
捌
一
》
圭
一
捌
一
一
》
岬
一
寺
韓
一
Ⅱ
一
一
》
》
》
準
一
一
壷
錘
エ
エ
Ⅱ
》
一
Ⅱ
一
垂
》
一
《
一
棚
－

１
１

１

１

１
１

．
．
．
．
．
．
に
毎
随
◆
・
↑
↑
一
・
・
Ｋ
・
照
．
？
．
？
・
脈
．
・
ゞ
・
尺
・
．
．
ｘ
？
・
・
・
欠
侭
．
？
ｃ
一
欠
心
欠
一
櫓
欠
噌
揖
再
欠
梅
堀
岬
》
欠
奉
醇
醍
恥
一
函
酌
災
一
》
坤
函
》
》
一
一
》
》
》
恥
欠
一
一
欠
一
》
辛
一
》
辛
欠
》
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｜一
帖

銑通物
番り‐

断面
分噸

W位出二l苫Ⅸ 石材 蛾ｲI槙 叩痩 神t･1 衡考

！
可
．
ｑ
ｑ
ｌ
■
９
口
■
■
。
。
口
■
ａ
ｏ
■
■
■
９
７
■
。
早
■
■
。
毎
口
七
■
旬
●
■
争
七
■
寺
◇
■
一
ロ
ユ
一
で
■
早
中
毎
一
寺
画
甲
■
令
七
口
■
●
■
■
■
■
■
一
②
●
早
口

理
一
郷
一
刻
郡
癖
諏
郡
一
型
鋤
如
一
珂
一
埜
麺
珂
諏
一
蕊
釧
一
湖
諏
祁
一
刈
一
加
誠
一
墾
州
燕
燕
詠
獅
獅
鎚
獅
一
“
越
琳
誠
一
球
縦
燕
一
皿
一
皿
一
郡
一
ｍ
燕
一
剛
一
郷
郡
祁
一
蝿
州
減
誠
一
到
獅
姉
一
畑
諏
祇
赫
一
難
加
誠
一
蕊
郡
郡
添

lI

iii

ii

'i

lI

i

iii
ii
ii
n
n
n

iii
ii

ii
ii
ii
ii

ii
lI

i

噸
一
皿
一
噸
一
ｍ
一
Ⅷ
一
吋
一
皿
一
脈
一
岬
一
剛
一
皿
一
ｍ
一
恥
一
咋
一
皿
一
皿
一
服
一
皿
一
叩
一
皿
一
叩
一
噸
一
州
一
睡
一
皿
一
叩
一
叩
一
Ⅷ
一
ｍ
一
噸
一
皿
一
叩
一
噸
一
”
一
皿
一
州
一
皿
一
噸
一
恥
一
叩
一
職
一
岬
一
刺
一
噸
一
皿
一
剛
一
咽
一
叩
一
叩
一
ｍ
一
町
一
山
一
州
一
昨
一
噸
一
叩
一
ｍ
一
ｍ
一
皿
一
叩
一
皿
一
叩
一
叩
一
唖
一
雌
一
蛎
一
”
一
噸
一
州
一
咽
一
叩
一
叩
一
卿
一
吋
》
皿
畢
哩
蝿
一
”
一
噸
一
岬

‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
‐
・
恥
Ｂ
Ｊ
ｑ
０
口
。
．
．
“
。
■
ロ
。
や
む
。
今
・
毎
画
・
Ｅ
Ｈ
ｆ
。
千
ｈ
Ｊ
β
凸
で
ロ
・
や
舎
画
。
』
。
＊
』
』
ァ
。
亨
．
Ｂ
Ｂ
Ｆ
。
．
も
り
マ
ュ
士
画
凸
宇
・
・
守
酉
で
“
と
寺
”
。
ロ
。
。

《
Ｊ
今
一
日
巳
亨
一
日
℃
口
死
Ｊ
ｐ
ｏ
ｌ
・
叩
』
・
ワ
６
画
７
ｒ
ｐ
Ｐ
①
－
０
今
和
ロ
画
面
Ｈ
口
守
Ｉ
息
ｂ
・
の
．
’
幸
一
１
４
宇
心
一
”
。
●
Ⅱ
ロ
心
哩
ｐ
ｍ
Ｊ
ｐ
Ｈ
卯
・
“
Ｊ
画
リ
』
一
夕
⑪
》
ｑ
一
口
《
ｂ
今
内
ソ
マ
ー
１
４
画
ｆ
⑪
ｐ
Ｐ
ａ
ａ
Ｈ
・
旬
ｐ
Ｈ
・
ワ
ー
ヮ
戸
靭
ロ
０
早
見
》
幸
争
宮
也
己
？
』
舎
一
１
６
口
《
０
－
４
勺
今
毎
Ｊ
□
え
四
国
Ｐ
抄
二
戸
少
』
《
９
一
心
Ｊ
マ
的
５
口
で
》
今
虎
哩
今
－
１
４
．
へ
Ｊ
ｐ
Ｑ
》
・
０
ロ
ー
り
ロ
恥
○
堺
芯
○
四
一
ｍ
Ｂ
・
一
０
帝
今
０
』
で
舎
合
り
つ
《
Ｕ
ロ
勺
Ｊ
今
ｑ
》
。
Ｆ
①
“
一
日
且
一
心
細
マ
リ
》
□
わ
○
叩
皇
戸
測
一
戸
ｂ
官
ｎ
Ｊ
。
《
⑪
今
．
０
勺
今
０
今
《
⑪
”
こ
や
画
《
ｊ
０
Ｅ
Ｈ
ｐ
〆
①１

司
令
『
中
■
■
■
■
■
■
■
毎
■
ず
■
■
『
一
■
』
■
で
■
画
Ｐ
中
。
』
中
と
守
守
■
■
Ｉ
■
４
■
４
■
ｅ
凸
■
画
■
一
■
一
■
■
③
今
守
士
■
ず
■
■
■
■
ｅ
毎
令
毎
七
画
■
■
４
凸
③
申
■
■
二
毎
■
■
ロ
ユ
令
令
■
■
４
■
心
土
ｅ
■
■
今
で
Ｐ
■
画
０
ユ
舎
今
守
寺
■
■
■
毎
、
言
６
■
●
寺
寺
一
■
毎
■
今
や
』
①
七
■
■
ｅ
今
守
令
■
■
ｅ
毎
０
も
６
■
４
ユ
ｅ
凸
■
で
■
■
Ｇ
ｅ
③
士
■
凸
■
■
ｒ
画
■
言
■
■
４

－
１
４
今
０
舎
側
・
一
１
４
画
Ｑ
ｌ
◇
リ
』
一
帖
印
◆
、
叩
ｐ
Ｈ
⑪
皇
、
０
凸
。
Ｑ
で
ｑ
》
官
且
ロ
ム
《
Ｕ
今
ｑ
》
合
わ
》
二
Ｈ
唖
幸
ワ
，
ロ
バ
ｂ
”
－
１
Ⅱ
ロ
ワ
ー
売
り
。
、
５
国
く
り
・
ハ
ツ
・
《
轟
幸
Ｒ
凹
舎
の
』
幸
０
▽
《
リ
ロ
ヘ
リ
“
り
』
・
杢
凹
ｐ
０
ｐ
４
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第81表-6 凹・敵・叩・磨石類計測・観察表(6)

第82表磯器計測表

第83表浮子計測表

第84表石鋸計測表
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土器観察表凡例

1.TNa」は本文・挿図及び写真図版中の番号に1両lじ°

2．「｢1縁端部」には口縁部の成形と施文について記した。施文については4を参照。

縄文土器・弥生土器についてのみ記した。

3．「器1ii調整･地文」には卿!ﾘとしてその観察された状況から推定した行為について記した。縄文・

撚り糸文の場合は推定できたものに限り（）内に原体を、原il'Jとして（佐原虞1981)になら

い表記した。撫で・条疲・削りについても惟定できたものに限')()内に原体を記した。

弥生土器、古代～近世の土器・陶磁器については器、調整のみ記した。

4．「文様」には施された文様について記した。モチーフは記していない。（）内には推定できたも

のに限り原体を表記した。表記にあたっては｢細文土器大観｣1～4、「純文文化の研究51(1983)

などを参考にした。

純文土器についてのみ記した。

5．「胎土」には含有される砂粒、脳、鉱物について記した。砂粒及びVcの表記には「新版標準土色

1帖」(1967)に基づいた。Jitについては同,'ドの「図1面積割合」における1%-2%・3%を非

常に少ない、5％・7％を少ない、10％・’5％を将通、20％・25％を多い、30％・40％・50％を

非常に多いとそれぞれ表記した。鉱物については雲母、長石、石英について確認したものを記し

た。

6．「色調」には内・外面について「新版：標準土色m(1967)に韮づき表記した。

7．古代～近世の土器・陶磁器については法抽を記した。計測できるものと推定したもののみの記載

であり、推定したものについては（）を付した。
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第87表縄文土器観察表(1)遺構
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”3 糞 40 SZ 11 尿 鉢
【1城配

～庇銘
面取り ､Iり／伸で 凸帯(幻み） 飢齢R凸 賃唖／灰買掛 良 0 ○ 平鹿

”4 32 10 SZ 11 尿鉢
【】脆起

～庇部
面取り

於釧と刷り／染

嵐と胸で Ⅷ砂甘遡
にぶ‘､黄極／没黄
価

瓜 ○ 。 平底

】“3 型I 40 SZ 1＄ 尿鉢
【1雌部。

底部

面取りして押し

513
ｲ6叩I #M紗月粛にもい 灰r】／灰rI f1通 火災
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SX問怪

魂路A

SK・包含層第88表縄文土器観察表(2)P

画 伸:hl 上4晩 出_L地点 分顛 圏柑 ｡k釘1忽位 【 1 M 瑞 郎
露まI飼い･飽食

'|外武／内血）
丈冊 帖 土

色 詞

(外面／内戯》
娩虞

炭1

外

物

内
歯牙

〔“ 廻 39 SZ B 尿“
l】雌罷

～贋樫

画取0）して押し

引き（竹什）

条痩と、lり／樟

でと刷り
9,1妙甘劫

'二-8:‘b砥／にぶ･、

首喝
良 0 ○

削） 洲 10 SZ 11 尿鉢
I】絶部

一川記

血取')して押し

引き
帆.､閉3／椀で 塵竹j曲

↓こぶ↓､黄褐／にぶ

L,付
11 ○ ○

皿 狐 81 SZ 11 尿弊
11M錘

～幽那
之もめる Ⅷ,､密》／神で 八帝(押LjI3) 靴砂らい 無1.1／灰11 W通 ○ ○

噸 38 81 SZ B 尿 鉢
11帖扉

～酬郎
ユるのる 粂菰／律で 死らい 宙／応 、 C C

1010 33 41 SZ7 K6 減外
11は配

～血部
』るめら 復で／l画く 劇砂りい

に.&;｡､側侭／I

い枇円

こ.:：
ハ ･

'1‘瓜一瓜1画

平蹴りの肌

徳あり

1110 “ 劃 SXI9 C9 意外 I】峰璽 画とりLマ側費
縄文〔RL／神
一■

ハ箸(剥突ﾉ．01食(I:l絶)．

沈母
81砂少を・・霊母含む 凧局／喝1氏 J1

1111 fb4 54 SX C 尿伸 11雌他 まるめ4 撫で／潅で 沌線､鉦い沈轍
fri鈴少

長命む

、、婁偲､イオ に』八・貫緬／に←46

い貫緬
ni曲

1112 “ 31 SX C 深鉢 11は認 画とり 樽で／漬で 比麓
111砂妙･･‘雰母､ｲj長

命む
JR使廠／洩黄栓 l1i曲

1113 “ 郭 SX C 尿弊 【1随鎚 つ みljr6 樽条文／胸
へ

垂腫状屠帯‘施側 粗紗、途！t石含む 貸応／8二ぶL,黄緬 甘幻

1118 06 54 gX 〕 C 尿“ 11軸部 直1 '） 控で．／殉手 乱盈.篭．､沈■ 況甘通催ｲi含む 宙／に主,､桧 Rn

I】】3－

11別〕
6＄ 54 SX I 仁 深 鉢

11M船。

脚部

つ
取

みl－I7て向 梯条文（Lイ$櫓

さ)／櫓で
降帯､沈廻､WJ化仰

弗少

禽む

'少

‘賞母.伝イ＄
1A質／暁白 、血

1121 “ 54 SX I K3 湿 鉢 11帖部 土るげ》ら 侭で／神で 坑織／縄文fII《) 帆紗少 lも､
に』邦‘質術／灰黄

喝
、 ○

1122 “ 弱 SX I 土偶 臆艇 1.本営挿で 辻盈〃1表 麹紳少 い《f英含む 》kr1 、 ＊色令1！

】】興 61 弱 1＄4 減 鉢 【】は部 土るげリム 撫で／涼で 凸婿(凹股i押し＃1A） 帆砂甘遡赴石含む
j入貢側／にぶい黄

町
Hih ○

11釦 棚 55 B4 源鉢 11紬部 4ぬる 撫 ‘／撫で 凸帯{凹世i押し‘jl、〉 川紗門遡 即1鴎／191褐 側沌

11蕊 “
〆
エ B2 秘 11は配 凸のる 挽 ‘／綱で 帆砂月倉6二少なL，

八首｝u／にぶ'､、黄

側
典 。 0

11勢 “ 弱 必 18姉歴 るめら 撫 ／撫で 匿少か、 質狩／沢貫椅 R通

11種 64 弱 B3 深鉢 1,は扉
り的ifで1画と

ｄ
■
。
。

条
撫

の紬1もで／
A帯(C字珊甲し')1A） ｳ11砂甘瑚ｲ'美含む 町／OUI褐 側道

11群 64 55 112
酢
竃 11吋配 底と『） 撫 '／撫で #11砂J1術に少な↓、

111－プ凧／'91首

側
＃in○

11羽 ‘4 弱 壷 11吋邸 2るのる
於鳳／r＊を胸
一

八帯
I
#蹄し、窟に少.全ぃ 鬼掲／Ik貢褐 、 ○

11釦 “ 55 遥 樫 1】紬郎 まるめる 糸領／櫓手 土個｜鰍砂Ri由促ｨj含む 珊映頁／略灰黄 甘幻

恥 栂閃 聞雄 出土垂,宛 分随 春廠 ､堕健歴付 、蛤遍歴

ト

’
乙正詞専・埴文

（外面／内由）
文幡 軸､上

色調

4外曲／1,画）
使虞

炭1

外

物

内
揖牙

1】35 】2 5 381｛ 早期 滅鉢 風雁 痕で／律で 押Z1文 靴砂徹迫 照蜘／にぶい密 R n

1】36 B2 邦 23L Z 1 涙鉢 11紐部
土るげ》てI

にkIみ

側臓I
1鴬で／Iｾー で 連凝爪影､帥み 帆砂J1常 二少なL‘

にぶ‘,黄硲／仁牟

L,貫押
血

1137 12 弱 z4C Z 涙 俳 I】船部
上る'$てI

睡刺み

仙倣I
握で／抑で 連暁爪形､師み

飢砂Ji常

《『含む

2少ない長
侭貫阿／浪貫符 良

11漣 32 蹄 25K Z 辰俳 【1M部
面取りし

角に別み

内国
痕で／神で 連晩爪砂､別人 魁齢月粛 弓少営．、 褐／飢褐 11

1139 32 錨 26J Z 深鉢 【】紙部
I画取,ﾉし

『』刻み

1．か
窪で／神で 連統爪形､川ﾉタ 轍砂ル淵 二少ない

に.ぷい貢応／にぶ

い貧、
筋遡

1111） 32 錨 郡〕 Z 澱俳 81は腿
図取りし

『,飼入

lか
垂で／掩一さ 連腕爪邪.餌外 宛少ない に_ぶい碇側／端褐 R･油

1111 32 弱 鱒K Z 淀俳 1】脇陣
面取りLぞl力

j>刻み
頚で／撫で 連吐爪1z,飼入 戚砂H迫 慨喝／にぶ･､槌 甘邑

111Z 32 妬 29E Z 輝 鉢 11馳郎
まるげ’て内側伽

i呈刻み
撰で／撫で 遭峻爪彫､師み 帆砂少舎、､f七石含む 吹蝿／則 H血

11ｲ3 3Z 弱 P“9 Z 派 鉢 【lは部
封取りしで揃岨

によるlWjL‘;I､
窪で／撫で 連鶴爪,影 碇少も･い宝{f苛む に』:ぃ拭樋／渋1．1 甘紬

11“ 1漣 弱 勢F Zl 置 外 1】絶縫

画取,）し附画,:

よる押し制、の

彼幻み

復-?／槻や 連織侭彫､風入 飽砂〃竃j二少宮卜､ '二』86･厭／黒褐 良
、
〕 ○

】】85 132 錨 29(｝ Z l 深 鉢 11紬部
【耐取りして附鯛

62ょ“WIL制.§
痕で／槍で if織爪彫､岬L‘jlS 111砂少なb、 剛渇／喝 jl

〃､彫の皿体

6』竹廿ｲﾆj,

j､ず

l“ 垂 57 銘 Z 寂 鉢
11は邸

1ID瑞虻』
窪で．／槙で 通暁爪I 帆砂昇窟'二少を‘,

に_j:ぃ貫鯉／に｣』

、､貝阿
甘圃

14 32
少
『
割 郡 Z 涙“

【1確鰹

{11靖欠〕
聾 ，／襖で 連織庁､N 堀砂少･ない に_j:L､貫偲／裾 良 竃怖孔あ0)

148 32 5 23 Z 深糾
11帥郁

(11嫡欠）
撹 .／損で 連綻爪形 制砂J1常に少ない 川叫／にぶい黄細 卸的

149 32 5 初 Z 尿 鉢
11は鰹

(11端虻｝
塵 ／胸で 過H『､N 劇砂月竃に少な'､､ 褐／に一心台い貢電 甘当 0

1釦 漣
Ｐ
白
色 麓 Z 湿悌

10吋雁

(I】蛾欠）
麹 ／痢で 鬼翰.RN 轍砂月粛j2少な卜、 滝険一庵／福t氏 n曲 ○

15】 32 57 Z5 Z 深鉢
11雌偲

(11噸火
撫 鵬／楓で 鬼統"､Ⅱ 確少な､、イj災含む 凪喝／褐 H通

1魂 32 57 21K Z 深“
11紬師

(11通火
撫 ／桐で 巡眺爪Ⅱ 刺砂少な $具ふい貫碕／翻版 n通 ○

1錘 垂 5 郡〔子 Z 尿弊
11姉配

〈I】峨父
窪 ／撫で it碗爪1 州砂貝な 少ない 凧蝿／灰貢褐 良 ○

154 漣 5丁 23】， Z 廠鉢
11魁起

(11靖欠
換 ／痢で iQ鏑爪】 Ⅷ砂J1術 少なし、 晴褐／にぶい黄弼 n曲

l師 認 5 鐸K Z 深鉢
11軸躯

《11遍欠
換 ／撫で 連綴爪I Ⅷ妙少

'｡ ﾄﾖ』:ぃ質勘／勘阪 甘in

1託 麺 57 2月I Z 尿弊
11画煙

(11娼欠
窪 ／病で nt晩爪¥ Ⅱl砂、動イj受含む 局／6二ふ｡､黄褐 竹 ｡

157 33 57 26J Z 啄鉢
11雌郎

(11端欠
握 ／掩で if鵠爪彫 #11砂少な‘‘イj美苛む

lご』:、､貫勘／に』

L,貫枢
n曲
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兜1 樺14 侭駈 出I地代 分顛 乙押 実寓墨位 【 1 雌 娼 歴
露戊l冨妙・地文

(外山／内面）
文樺 貼止

色 詞

(外面／門歯）
焼成

蛍1

外

物

内
備考

11銘 1錘 57 23K Zl 尿鉢
11織認

(11端欠）
猟で／殉で 連脱爪肥 111砂少含､、

6二ふざ恰､田／にぶい

褐
苛通 ○ ○

1159 漣 弱 1hL Z 廠鉢 11鰍部
土もめ-て内側角

に刻み
伸で／絢手 連If爪恥.01表.刻み 『【砂紳蹴 二少ない 瓢裕／晶褐 f1通

11“
”
一 鴎 郡I； Z ほ外 1】紬謬

歯取『)し内郷角

j二別み
捧手／槙で 速哉爪齢.貝寅､筑み Ni砂少な 凪褐／凧側 良

1161 32 邦 2H（ Z 尿外 【1緑謡
上るめて内伺角

に剣み
撫で／撫で

A4H爪！).剣実(C字形)．

川み
↑11砂少な 灰rI／黄灰 仔通

lI62 32 錨 221． Z 寂外 『1帖部
､tらげ)て内側的

に爪入
撫で／l鷺で 運銃凧彫.制突.刻み iIl砂非常 ご少＊､、 にぶい黄耐／質1代 仔通

1163 錘 莞 SK型3 Z 尿“ 【】雌錘
』るげ〕て内質角

に朗み
摘で／殉で 連眼凧1！.帆寅 刻み 銅砂少ない 褐灰－版貸縛／樋 普通

1168 32 56 】HM Z 飯“ 11絶部
jるめて内慣角

に畑み
漁で／侭で 通暁爪fj､91実 刻み 川紗好適 庚黄縄／灰貫喝 1f通

116＄ 認 56 SK ,8 Z 厭鉢 11輔総
画I取りして上か

;,刺み
砲で／砲で 週舵爪彫､*1亥 刻み 胴l紗非滝に少ない 瓢褐／照側 良

11“ 垂 藷 割 Z 威舛 【l紬己
血取りして上か

j,幻み
l*で／撫で 連徒爪影､91亥 劇み TI齢非常に少 Gh

lこぶ､､質値／に4：

い黄緬
H途

1167 蛇 弱 型 Z 尿鉢 【lは部
幽取,）して上か

j,rlみ
挽で／腹で 連践爪職中I実 刻み 毎月三常トミ少な

にぶい貨殉／にぶ

し､黄符
曾通 孔あり

11剛 132 57 25〕 Z 澱俳
ID織部

(【U扇欠）
刷り／撫で 連暁爪＃§.例突 、字形） 911砂非常に少ない

にぶい焚側／)前

褐
普通 ○

11鋤 132 57 SK蝿1 Z 淀 悌
【】絶郵

(『】鴎欠）
痩で／複で 連塊爪呼;,舛突 、字形） 111冊非意に少含．。 にぶ･‘黄褐／風 普通

1170 】認 57 2” Z 尿部
【1絶部

(口瑠欠）
撫で／撫で 退飢爪ﾙZ,料突 111砂非常に少な､、 熟側／鳳碕 好適

1171 32 57 26J Z 威鉢
11雌部

(、堵欠）
損で／掬で 迩峻爪ﾛﾒ､帆突 1'1砂什過 照縄／側俄 良

1172 漣 57 251 Z 尿 “
【】鉛部

(口瑠欠）
掴で／伸で 逢域爪1ﾀ､例突 Ⅷ砂少を'．．

に』:､､貫崎／涜質

褐
且

1173 狸 37 1511-（ Z 尿鉢
11城部

(【』端欠）
漁で／胸で 鬼靴爪秒.#1実(C字彫） Ⅷ砂少な 、I副I命む

$こぶい貫砲／にぶ

い黄位
良

1174 蛇 57 2611 Z 海外
11織部

(u靖欠〉
鞠で／侭で 連股爪形､*1突(D字形） 111帥J1'耐 二少ない 熟掲／蝋側 良

1175 露
Ｆ
『
“ 18K Z 尿鉾

【】峰
ご
配

(【】鵡欠）
神で／撫で 遷腿爪嚇､91実(C字卿 飢紗少な 、ｲj昼含む

にぶ&,貫柁／にぶ

い黄桓
普通

1176 32
宇
負
色 21K Z 威鉢

【1世墨

(、端欠）
胸で／撫 皇統爪W).91実 馴砂少な 灰黄時／膿貝個 普通

】177 32
ゆ
閏
輯 24J Z 廊 鉢

11絃部

(I】璃欠）
他で／胸 2校爪形､刺突 ↑11紗仔通イ機含む 縄灰／凧ﾘu 普通 0

1178 32 5 訂C Z 反叫 頭 部
掬でと4

文／1本

状縄

･蝉で
l城爪形､刺史 剛砂少ぢい

灰黄褐／↓弓ぶい黄

褐
緋通 ○

1179 32 弱 Z21. Z ほい 【】は部
」ふめて内倒角

'二伽Iみ
撫で／撫で

EH爪蝿.突唇

ﾐ.11み

別み)〃I H1砂少きい民イ,､ィ』

昼苛む

にぶい貢喝／によ

ぃ侭~.I犬貫側
普適

1180 32 57 24K Z 澱外
n継部

(11娼欠）
梅で／撫で h城爪彫,突循 刺み） 111砂少ない腿ｲf介む 照把／川18 替通

llN1 132 郭 24K Z 広“ nは部
$封取りして上か

j,別み
狸や／拘で 29t爪躍､寅唇 即み 111砂非倉に少を.､ 灰貢褐／凝褐 吾遡

1182 1認 弱 25K Z 尿脇 口絶部
血取りし-で上吟。

＃,別人
撫で／撫で E琉斤､形､突帯 刻み 111冊非常4こ少な.、 黒蝿／鳳蝿 普通

1183 $2 56 21K Z 揮鉢 11織部
凶I取りして上か

j,師み
撫で／楠で 連塊爪鵬､突側 剣ﾉハ 111砂非常に少な､、

にぶい質廠／洩賀

笹
普通

1】帥 漣 藷 諺11 Z 尿 “ 【]鰭部
山取りして上か

;,餌み
砺で／伽で 連晩斤､肥.突帯 即み 9:I砂弊倉jこ少な、、

6畠ぶ､‘貴喧／洩頁

役
仔通

118s 瓦 錨 21K Z 尿 仏 11雌邪
曲取りして上か

8，別み
撫で／槍で 逮域爪彫.寅帯 刻み 棚砂券常に少ない 震黄局／庚褐 仔途

1186 32 56 25J Z 飯“ 11緑部
伽取りして上か

『,餌み
痕で／1日で 地肌爪肌突儲 劇み ｵ附し月常に少ない 心

り

ぶ
一

に
侭

町／にぶい

、
良

11節 32 57 2 』 Z 尿 粋
、鰍部

(I】嬉欠）
掴で／神で 連哉爪砂.突儒 帆砂仔通イ,臭含む

凸
七
．
『

・
垂
寺
一

ｐ
凪
●

に
｝

･側／贋褐

い段
腎辿 ○

11“ 瓦 7 2 』 Z 尿鉢
【】雄部

(、娼欠）
槻で／胸で 連腿爪f;.天帝 91【砂非倉6二少ない

↓こ』“､貫極／戎貢

笹
仔通

1189 32 7 23K Z 尿辞
11帖部

(､端欠）
I桐で／lbで 連統爪形､実研 111砂非常ﾄﾆ少ない I犬叫／照出 良 ○

11釦 璽
角
’
７

■
動 25K Z 尿“ 扇部

撫でと羽帆貫文

11.k．RI.)／塗
で

連映爪11.天帝 FIl砂井常に少営、、
にぶ↓､貫榔～贋貫

褐／既貫喝一風褐
普通

119】 32 57 25K Z 床外 頚部
撫でと凋文

(I《I鯵)／撫で
連帆爪形.突帯 111紗＃常に少な$，

隈黄禍~8二』:L,頁

桧／贋黄側～凧褐
普通

1192 32 57 25K Z 挿鉢
11鰯部

(I】墳欠）
掬で／撫で 連餓爪形､突帝 111砂少な､、 略灰賞／噸ﾄﾍ賞 普通

11蝿 魂 57 露』 Z 床鉢
11趣部

(口還欠)
揃で／に-F 連腿爪形.突悉 剛紗少堂．､長ｲ】含む

に主h･貫閏／既貫

縄
仔辿

1198 32 57 23J Z 尿鉢
I】絃部

(口璃欠）
浦で／他で 塊眺爪形.喪･称 眺紗少な､、

にぶ‘｡､賃榔／ﾘ貢

褐
普通

111〕昂 32 57 23K Z
呪J1：I’

釣 神で／殉で jq銃.『､形 FIl締杵通 灰黄縄／瓜側 甘遁

11％ 郷 釦 罫別 Z 尿鉢 l】は
毎
配

曲取りして上か

;,11み
槌で／拘で 爪彫に字形).別み Rl紗非汀に少ない 弧得／低率,､莫拷 瞥迩

119 33 銘 25K Z 顧梓 I】雌晶
世j取りして上か

ら宜lみ
拘で／梅で 爪形に？§形)､刻み 刺l齢非常に少ない 凱翻／灰側 間道

1198 33 認 211 Z 廠 鉢 11球部
llj取りして上か

らA'1ﾉ，
仲で／胸で 爪形(C7:形>､刻み 岡l鈴非常6a少ない

にぶい喝／1.2ぷ､、

黄褐
傍in

11” 麺 釣 垂K Z 厩鉢 顔 鋒 仲で&周文

(I《I〃／楢で
爪彫(C､ド彫） 飢砂＃ﾐ電に少も･い

に-4;b･質粒／洩貫

燈
同道

1抑 漣 53 蕊I〃 Z 揮 鉢
【Iは配

(【1蝿欠）
抑で／撫亨9， 爪影“字形) 胴【紗少きい にぶい側／灰賛褐 苛通

1201 郷 59 27J Z 塚 鉢
11絃部

(11嶋欠）
抑で／胸-， 爪彫(C7:形）

ｵ'1砂排常に少ないイI

徒含む

にぶい黄側／に』:

‘,黄肥
＃通

】2唾 】33 59 21J Z 海外 顕 部 l､でと斑文

<RI.)／鹿で
爪pfIC字形） ､I鈴卯甫に少な＄． にぶh､喝／灰貫嬬 良
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､． 姉上4 凶眺 出1尾句 分団 露穐 実淘挺(§ l】雌璃
毎
坪

羅 戊 詞甲・地文

(外山内町）
文栂 飴1

色詞

(外聞／内面）
艮血

賎イ

外

,物

101
篭9

1203 】33 59 SK3郷 Z2 滅鉢
【】胤郎

(【1病欠〉

刷りの1Q胸で／

撫 で
爪1ｼ(C･刺;） #11砂少なb， 凧／凧 11

12“ 133 釣 22K Z2 尿鉢 敢祁
撫一,?、と凋一と

RL>／胸･字．
爪形(C,i:形〉 111砂柵迎 凱賜／灰黄掲 HiO

12唾 l鄭 謎 21K Z2 威 鉢 【l姑配 fらげ〕る 梅今／欄で 爪彫(C字いり 棚紗少を，,イj昼命む
に-j:↓･喝／に上;‘｡、

杭
R勘

12“ 1狸 詫 Z3K Z2 尿鉢 【】姉配 ト『# 掬季／掴･e r槌彫(C字§沖 Ⅷ砂少を。，イI昼苛む I氏向／貢庚 R通

1m 1狸 月
室

一
や 2国I Z2 尿鉢 11睡配

ろのて肉個Iに
。
《

殉雪今／樋
夙彫(C字咋)、i'･竹沈■

例み
111砂少きい 吹貫褐／&こぶ､崎 RiQ

12“ 133 58 SX6 22 深鉾 11雑郎
るめで内側に

|み
伸で／横

F〃(C字Wzi、WJ沈綿

刻み
ｲ11砂少な｡､ 洩貫／にぶい黄 11m

120〔｝ 133 銘 221， Z2 尿 “ 11帖鵬 もめる |､で／揃 爪彫〈C7:陸)．W『沈帥 jII6･し少ない 既褐／灰黄縄 !↑ぬ

1210 1ぶI 33 SK麺7 Z2 躍憾 11帖躯 とり 胸で／梅 爪膨(Cγ畦).､ドｲ『ｨt純 Ri砂少ない毒｢§命（》 に」:.､蝿／側 11通

l蟹1】 1鋤 謎 ざK323 Zz 尿 弊 11軸躯 上るのる 梅で拘 氏膨C･榊;､f1ﾛｨt鞠 轍鋤昇鳶に少考．､
jこぶ､｡極／にぶ‘，

質応
11幻

1212 1鋼 説， zZT Z2 湿 傑
【】必鋒

(【】還欠）
律で梅？． 爪影(C字形ﾉ H1什抑方に少な、、 里紀／風褐 同剥

1213 133 識 23K Zユ 湿 鉢
11帖部

(I】扇欠》
撫で／ 神 で 爪形{C7:形) 庶卿．齢に少な卜、 に.E:ぃ貫褐／熟褐 甘地

121．1 133 鋤 2HlI Z2 潔 鉢
【1帖師

(11噛欠）
損で／胸で 爪形(C7:雌).WIft抑 Ⅷ齢少ない

に;;い黄褐／にぶ

い質樋~灰1.1
甘鯛

lZl5 133 釣 汀F Z苫 涙鉾 殖 鯛

痕震ずと期丈

(前句J目も＆

I.R|/桐で

爪形に字”・御j乱錬 刷膨少ない
吠武褐～6二ふい賃

庵／脹剰
甘逸

1216 l幻 鉛 雪11． Z2 淀 俳 顛 躯
撫 手&奥丈

RLj／撹争
爪彩IC字彩)．Flr宛ぬ 『｣3紗非竜6昌少も･い

1k蝿～↓

陵碍~卜

ぶ．,符／

ぶb,砲
血

1217 I調 釣 241 Z2 塚 鉾 凧 認
横手と掬丈

《LR)／拘今
爪彰{C?；:卿.平1『沈伸 Ⅷ砂抑.常に少ない 吠褐／にぶ▽､貫喝 11

121N 133 59 291 Z2 深 鉢
11紬部

(11嫡欠）

縄丈'f1．1()／仲
《
心

爪形〈C72彫>、Wr批脚 #M砂J1常に少ない
にぶい黄禍-v浅薗

縮／にぶい黄褐
I1蝿 ○

1219 l郵 58 16M Z2 尿 鉢 【I紬部
曲取りして内質

角に朗み
撫一手横で

爪彫〈C挙肋・Wr従姉、

flみ
咽砂＃･愈に少･をも‘

灰貸褐／にぶい黄

隅
甘鋤

l釦 1卿 毒 21 Z2 虚 辞 【l峨配 jるのる 掬今桐- F
爪影1道C字”.¥↑J丈

鰹
馴砂＃念6二少きい

'二』:､､賃檀／に上

､､貫唖
n通

1露1 133
－
５

－
コ 6 ZZ 毎鉢 1】崎配

2るの・で凸面拝

雌による風み
殉今／桐-で

r,1:(辺C字”・平fJ式

侭.側み
州砂野常に少な6，

に-j;い貫翻一暁貫

岡／にぶ､､貰擢
甘過

1222 133
《
ｕ
夢

一
、
》

ア
司
咽

ワ
凸 X2 羅 鉢 、秘

拘でと縄一虻

(RI.》／殉で

r,彫〈連C,r卿､平↑』仇

線
瞭少な6，イI英含Ir

↓2.6:､､貫樋／に』；

､､貫樋一黄吠
11i曲

12” l鯛 39 27 Z2 深 鉾 蹴脇
仰 でと縄文

{【ﾙ《}／槻で

爪彫(逆CTg形)､'ド↑I枕

線
#li砂非常に少な､、

;三」:,,側／にぶい

枇俺
11m

1221 1鋤 銘 22 Z2 尿鉢 11紬那 上るのる 作で／梯？ 八彫fC字眠j､平11血鞠 鮒砂少ない 既／灰 11m

I型5 1羽 認 211， Z2 尿峰 【I軸罷 曲とり 神.今／酌今 爪確(C字蕃男、芋11血砥 目1砂少ない
j三ぶ､｡極／にぶ‘、

喝
甘巡

1認6 I型 郭 261I Z2 尿鉾 I】雌罷 世]とり 胸で／掬争 爪彫(C字”
剛砂非常に少も｡.､fと

ｲｺ､含む
$§貫喰／喪貫田 血

1227 133 釦 23K Z2 揮鉢 IlD6郎 Ⅲ】とり 殉で／拘争 爪形(C字形)､平1J此蝿 「11砂！f通 貫峡／にぶも､貧伶 H油

122A 133 艶 291$ X2 深鉢 11M服
』るめて凸面拝

Iij2よる幻み
撫で／Ihで

爪形(C'i形)､WJrt縄．

期み
↑11砂少ない

にぶい黄側／lﾕぶ

い黄喝
竹油 ○

12鋤 133 59 201 Z2 凍鉢 凧鹿
撫 でL縄文

(Rl／期で
爪形(C字汗：)､平1『叱岨 帆紗非営I 少厳い に．ぷい質極／樋 1W凶

1Z” 1羽 う9 251 Z2 渥鉾
【1帖邪

(I】尾鷲）
痕で拘手 凧影IC字恥)､平11血脚

観砂非癒I

《j含む

少舎｡.、長 に_ぶぃ掴／にふ.、

宙
円過

1231 133 59 1リ1 Z2 濠 鶴
【】は経

<【1潮欠）
麹で／神や 爪形(C字形)､￥↑J乱働 屑l齢非電↓2少な。。 にぶ’､質蝿／異褐 R通

lZ32 133 63 ”I Z2 深 部
【1納経

~Ⅸ郷
.lとげ〕＆

撫でL縄文(.』l

軌I(ル1,1<)／

撫で

爪彫(C‘i:影)、W】枇御
瓢砂仔逓’＆イ1.イリ具

介む
幽灰／6こぶ.､剛 良 ○

12通 】鄭 弱 訂I ZZ 深鉢 【】雌躯 I酌とり 鋼で／砲で
爪形(逆Cす:剛.,ドｨr血

狸
鮒妙ル鳶;二少ない 1.目_ぷい褐／灰蝿 H地

12輿 133 艶
l7H

19N
Z苫 湿偲 【1は腿 LELり 砲-弓 掬で

爪形(連C字Bi、fIrえ

似
U↑(砂少争い

8-2ぶい武褐～に-j：

､､貫祇／に主ら,質

応

H範

12蕊 133 釣 27(； Z2 澱 糾
【1絶郁

(11瑞欠）
楢で／楓で 爪彫(C7:邪>､我樺 Ⅷ紗非常6s少ない

にﾏぶh,黄紀／暁貫

褐
甘瑚

IZW6 133 郭 25K Z2 概鉢方 11紬刷
LhI取りして内劃

伽に刻み

周之〈1,1<)／1勺
争
烏

爪彫〈C字形).nlみ 帆砂少な卜､
(二.い､褐／にぶし、

側
甘勤

1237 l銅 釣 鰯K Z31 尿 鉢 11は配 曲‘坐り 撫で／病で 角帯くり＊’1jOI宙） Ⅷ妙月昌毒に少な、。
62』紙､黄付／1日ぶ

い貧燈
Rn

12狐 l漣 59 181． Z3l 渥 鉢 【Iは鹿 血とり 撞寺／柄で 実号(風み） 帆砂仔轍ｲj昼 rむ
'二ぶ.､黄僚／にぶ

､｡負廠
百4

1率 1郵 61 謁】 Z31 深鉾
IU紬邸

<【】遡欠）
撫で／洞で 妻帝(、字形61妻） Ⅷ砂＃常に少な

'二-6:ぃ黄痘／に』

卜､貫段
良

1240 】卿 6】 ”』 Z3I 深 鉢
11峰郎

<11端欠）
拘手／剛で 突帯(刺突） Nl紗J1席I 少な

↓2.j:6，褐／にぶい

勘
甘油

1Z41 1弾 59 23肘 Z3I 深鉢 11鰍陥 伽とり 抱で／撫で 突帯(C字叶舛I実） #11ｹしJ1常｛ 少な 胤州／暗縄 竹i曲

1242 】郷 59 26K Z3I 尿 鉢 【1軸郁 上るの6 撫一2,／櫓で 突補(C字形刺費） 砿少ない 渦／縄 良

l当63 】卿 61 Z4j Z31 尿鉢 鴎鰹
拘 寺と風と

(RI.)／拘や
実帯(C字形91亥） 狩芽対に少なb， 覇阿／褐 、血

1きぃ 133 59 鐸1 Z31 猛拠 踊 艶
神 守と嵐文

lRL)／砲で

《
へ 矛(C字鼎ﾖ01麦） 死少を｡、 風岡／昭島 血

12編 1郷 59 21L Z31 醒 鉢 11絶偲 食1とり 神で／楢-で 実帝(劇み） 飢砂非常に少者､、 j男.‘‘ ､負段／暖褐 ハ

1246 133 59 SX6 Z：＄I 尿“ 11絶郎
側'1句－?角1.言して

｡lとり
伸で／殉 実帝(rjみ） Ⅷ妙抑粛に少な､、 出／ ﾕぶ､、黄閏 fI迫 〔〕

1241 l卿 59 271． 〃：31 尿 鉢 11蝿郁 山1とり '七で／梅 実帝(刻み） 肘I砂＃常に少な､、 6具.↓ ､尚／照判3 血 ○

12“ 133 59 2511 班31 尿鉾 11粒能 血1とり 伸で／欄 突希（刻み) 帆紗凋.常に少を．‘ 喝jA〆熱 瓜 ○

1269 I型 61 抑I， Z31 尿 俳 I､腰
拘 でと嵐だ

(Lkl／槻で
突帝(劃み） 医州.鳶に少ない

にぶい質縄一熟

働／j旦ぶ｡､質桧

一貫渓

甘当 C

1Z” l郡 61 SK狸I Z3I 深鉢
【】雌罷

(【】逼欠）

挿 で､奥文

IRI.)／1句で
突羅(亜み） 迂非電6昌少ない

頃黄感／に.い､頁

畠
R土

1251 133 61 2H1『 Z3I 深 鉢
【1M柵

(11娼欠）
拘で／拘手 突循(幻み） Ⅷ砂仔遁従ｲ'念む 沃貫剤／にぶい賀 甘娩
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池 挿図 幽喰 M1t地,耐 分頑 弱櫨 賞画郎位 11馳篭秘
お山珂停・尾文

(外幽／内閲）
文服 蛤I

色詞

(外面／内曲）
娩虞

侭1

外

物

内
筒￥

1252 13．1 59 25J Z3I 深 鉢 【1鮒郎 曲とり 拘.で／拘で 斑備(刻鈴） 飢紗非常に少 '↓、
にぶ､､側／にぶい

脚
血

253 34 鉛 ･､1
←唖 Z3I 深 鉢 【U鳳無 庇とり l噂で／椀で 突借(刻み 轍砂普通侭 介し

にぶい鯖～黄脈／

堀～にぶ$、貧魔

～熟

H油

2劃 34 釣 認 Z3I 潔 紳 I】は卿 画とり 殉で／欄で 寅帝宴】み
H1砂非常に少

蔓含む

、、イ， にぶら,貢鱈／にぶ

い黄密
11 ○

255 31 釣 24I Z3I 深 部 【】皿厚 血取り 樋.e／撫で 突帝(刻み G1砂少ない 昼介む
筏貿痘~灰／にぶ

い貫鱈
甘通

256 34 61 2.1M Z3I 深鉢
11M擁

(11地代）
撫一●／lhで 突循(刻み ｲ11砂肝通1劃I含む

にぶい黄崎／概貫

応
11通

257 3＃ 61 ” F Z31 潔 鉢 舶郎
撫でと拠丈

(RI.)/掴で
実需(鈍み） 111砂薪通

にぶい黄樋／にぶ

'.､黄悶
杵遡

Z38 34 61 25】 Z3I 涙“
I】船豚

(【】遍欠)
擁で／猟で 突帯(斑文） 剛砂』竃に少を．､

贋黄褐／にぶい貢

馬
竹 a

Z59 31 “ SK213 Z3Il 深仏 11岨鰹 』ろぬる

嵐丈側i収LR・

胸々j2多粂

RL)／掴で

実署(刺み）
辰普通伝《2‘､ｨj昼介

む

に主.､貢褐／にぶ

､､黄殿
何当

2“ 31 60 251 Z311 尿 鉾 81紬郎 曲とり
撫でと岡文

(1.R)／伽で
突帯 縄又 Ⅲ砂少嘩い

二』:吟･黄樋／にぶ

い貨侭
、

261 測 60 SK376 Z；E】I 深鉢 I】l“5
外側

〃,-J

上突帯を

掩面とり
撫で／仲で 突儒 飢釣 衆非常に少ない

にぶし､黄禍／俄筒

側
』1

2唾 郡 卸 ” F Z3II 深興 』1雌郁
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149 93 23K C5I 挿鉢 11鰍郎 土るめる 撫で／楠で 降帯(刺み)､隆冊.札材 111砂併迩イイ英含む 没貫K『／『R貫胴 普通

1艶8 149 42 25J C5I 厭い
ID雌鋒

～顕歴
土るめる 撫で／掬で

隆帯{剣み)､際研､61実、
〃L

川砂仔通布英含む
汲此曙／にぶい黄
樋

良

1艶5 149 蝿 16K C5I 尿 “ I】雌経 上るめてrIみ 損で／撫で 隆帯､91実(竹竹).風人 711砂仔通
に』:,､貫砺／庚貫

局
良 ○

l勢6 149 33 211‐ C5I 尿悌 【】雌部 上るめる 撫で／撫で 隆署 剛紗僻通 jこぶ．､褐／夙馬 甘迩

l弱7 149 9J 14K C5I 尿部 I】紬部

外倒に隆帯を一

乗貼り血とりL

て側突

撫で／掬で 隆帯.61実 0Ⅱ鈴ハ倉に少を卜、
に』:．､隅／4:』:い

歯lu
瓜

】郭8 149 93 21L C5I 探 鉢 11帖郎 土ろめる 撫で／州で 隆帯 911鈴少ない 樋／侭 村･通
1託9 149 92 15J C5I 揮 外 11帖部 まるめる 撫で／猟で 隆帯､池練､刺史､火 確少な上、 j二ぷb･柿／符 甘通 ○ 赤色曲祁力
1釘0 149 92 22L C3I 叔鉢 11祁陣 両とりして鈍概 橘糸文力／損で 時帯､土線 111砂H鋤宮母含む にぶ･･､棚／暁褐 良
1571 149 93 SK22 C5I 涯鉢 I】肥降 まる〆》る 掴で／猟で 降帯 rIl砂竹通実母含む 鐙／にぶい付 良 ○

15認 149 ” 23J C5I 尿僻 【】1A部
外倒8二隆帯&

貼って画jとり
撫で／猟で 味苓〔麺み）

hI紗仔巡雲母､石英

命む
虚／府 良

1573 149 93 I2II C3I 啄弊 I10f錘
外倒に隆帯を

砧って皮jとり
麺で／殉で 時苓 狩少を6， 唖／に；3．､貫嗣 良

1574 149 9↓ 21M C3I 尿 鉢 【1帖腿
外寓に降帯を

貼って画とり
糧で／胸で 隆帯､平行沈陣 鎌少な6、 盾／賃、 杵通

1575 149 94 24J C5I 凍外 11M価

外側に除帯を

貼って画とりし

刺突

撫で／慣で 降儲(刺突)､隊形､蜘l実 111砂少ない富母介む
'二ぶい黄／にぶ卜、

黄一黄剛
良 ○ ○

1576 149 94 I8L C5I 寂外 11把卿 画とりして刻み 撫で／伽で 降格､刻み 川砂少ない雲母念む 町I細隅／吠褐 良

1577 149 94 I5L CSI 寂“ 【1M経 』るぬる 碗で／砲で 降偏 、l紗少ない 騰質褐／吠貫褐 良 ○
1M曲に'1爪

仇
1578 1釦 蝿 121 C3II 伝俳 【3哩竺 王らのて創み 癖で／病で 泣尊.麓為 頗砂少ない 側贋／畷、 良 ○
15湖 】釦 粥 SK585 C5II 猛 “ 【1雌歴 上るのる 殉で／摘で 廓､貧.嘩一81麦 馴 紗 夢 ． ． 』q質応／吸向 H激
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NQ 神1， 脚駒 出I'‘地‘01 分肌 お柚 ‘典<測雛位 1 1 紬 嬬 部
駆戯凋輔

(外1m／I

地文

帆l）
丈概 恥lL

色 飼

(外面／内面〉
焼成

炭1

外

卜物

内
憤り

l別0 l鋤 粥 211， C邦Ⅱ 尿傑 11欺郎 1るダ〕る 漁〈．／拘 此擁.尾帯 111札11m反《i命(f 浅黄殉／灰掲 17述 （
101画に'&爪

帆

】鱒I。

1愛2
” 蝿 17M C5II 尿樫

【】軸師

･庇郎
土るめ4 撫で／掬 式翻 *I変(円怜） ｳ11舵少も.、、

Ｉ
‐

ぶい黄崎／にぶ

黄硬
血 〔 }'庇

1艶3 劇〕 弱 お に511 厩解 【】敵部 fるめる 胸で／神 丈麓 J1究 飢紗何自長ｲ』介し
１
‐

ぶ.､武母／4二本

黄碕
肝鋤

駒I 釦 粥 ''1 C511 寂榔 【】絶部 ﾉ&るのも 胸で／伸 丈風 01亥 I紗少も．、、 I ぶぃ頁密／威昆 血
へ
〕 Q

艶5 鋤 蝿 11 に311 涙“ nは部 閏とワ 禰手／神 隆努 it綜､料突 l齢少な､。 銅褐灰／灰碕 血 し

3縄 1鋤 蝿 161〃 C51I 涙“
I】粍部

1口瑠欠）
槍-や／伸や 沈偲 l紗卯滝1．少を'､。 碍聾／にぶ･･貫耐 J1

Ifl直Ii3唯爪

彼

ザ
ｆ

｜
叩
属
〕

争
詠 l釦 94 15K にJⅡ 庶俳 【1帖部

外慎に降帯骨

貼一,て画とりl‐

刺我

撹ぐ・神で 沈練､*1炎(竹昏〉 l紗11曲イ,英念1F 翻灰／浅黄r『 甘油 〕

郡H 】副） 95
26

.}抄
七一

に511 深部 口臓離 竜kみば)て縄史ウ 病で／撫で *ﾘ夫 【)'12形） #11帥争い 灰''1／灰I‘I 甘珊

誠9 ]菰） りI IH1 C5II 犀部
口魁部

～煎艇
jAるげ)る 腹で／浦で 沈劇 隆帝 鎌ハ蹴卜.･少･堂．、 汲黄侭／灰黄隅 、

5” 1列 鯛 5K 1 C5Il 深郎 口昧部 16プ〕6 顕で／掬で 沈厨 #1喪 l砂少室、､ 侭拭／没賞 H遡

591 1鋤 妬 SK C5II 尻部 11は躯 上る力ら 池 ､／漁で 辻鹸 $1実L、字罷） l紗少会、． 淡黄／喚貫 廿瑚

3蛇 1劃〕 93 糞I C3II 尽外 口賊淫 画，『り'-.雪で輿文 わ ､／槻
今

従葺 図士
l紗，､､言f&.長石

『I
寂／にぶ6，糧 R通

釣3 l鋤 鴎 161 C5Il 反叫 、雑甚 らげ》てklみ 、 ､／掩で 迩母 61妾 I紗少きい！と(j命む 脹白／箕、 H靴

刃4 1鋤 93 勢1 C5II 尽外 口雑誕 とのる 楢 ､／槻で 蹄帯 ﾘﾘ実)､化線､瓜品 1砂ゆき．, 役／侭 n通

錨 1鋤 ，》 161． C5II 尿外 I】は紅 るげ)て餌ふか 桐 ､／胸-号 淀嘩 制安(D字陽)､別み Kbル少を、、 璃白／褐ベ H間 Lノ ○

5艶 151 郡 型1 Cll 庶鉢 11は師 るめら 楠 '／胸で 判寅 降糟(押砥）
庁じい宝脳､ｲﾛ英念

む
侭／に』:L,密 側聞

59 151 兜 Z1L CI1 塚 外 11縁部 るげ》ら 椀 ,／1頁で け1実 ｵ11妙少な.､
浅黄侭／に-ぶ卜､黄
伶

、鋤

598 151 妬 15K CIi 江紳 11緑部 るげ》凸 撫 ,／1日で 押し 13（〈字執） #肺し少な･.､鷺ｲﾘ念む 柵／にぶい応 j、 (）

5脚 151 粥 161， C6 澱 鉢 ID紬郎 るめら 横 ,／I匂で 降帯 押し13(凸血） Ⅷ抄少とい に●Iい砥／1.§質田 fiⅢ

伽 151 ” 211， CIi 尿鉢 11緑部 るげ》る 猶 鯵／1句で 灘帯 61実 111ｹし少含｡.、奮母含む 灰r／灰rl ＃地 ）

鋤1 151 妬 15J C6 澱 紳 【】織郎 献血二伽l帆 胸 ,撫で 押し Iき（《字牧‘1.個I天 #11砂少と..､イj芙含む に-6､､黄掘／枢 血

” 151 粥 I3j Cf 尿鉢 【l織部 断限jミガl帆 卿 ．／復で 押し 13（〈下状1.旬穴 咽しし少谷．．
、
“

脹
酷 ‘,母／暦 良

” 151 粥 SK5 C6 定鉢 【1城諺 斬伊]ニガI帆 砲寺・楓で 拝L 13(凸↓茸）
911砂H通雰母､イj蔓

苛む
廃黄褐／雁黄褐 良 ） つ

鋤4 151 粥 18L C6 魔卸 顛堅 油今／櫓で 淀己 鹿少ないｲ,異命む
坂黄槌／にぶい黄

豚
n通

鋤5 151 妬 18M C6 廊糾
r】は錘

(I】病欠〕
ゆで，／胸で

降帯.押し引き{凸面)‘例
《
大

I|‘砂少 巳 贋渇／,蚕縄 良 赤色昨彰

】姫．

】御子
151 妬 14〕 C7 廊 紳 11雄部

つ1み11Fで八

面押圧
演手／l質~で

降侮､素誼投降得､沈陣、

刺突

1'1紗fI

命(f

b霊｡｡､イ'要
灰黄禍／灰貰悔 良

lmH 151 §N〉 lLIL c7 塚外 11は部 一Jユみ1．176 横で／撫で 沈嘩､61突
111紗11鋤玄』&､イj受

命IF

にぶい黄褐／浅黄

締
良

16⑱ 151 粥 SK247 C7 澱 紳 11織部 つ.iﾉpI〃ら 嗣さ／撫で
索袖状降砺､おり饗､掛糸

丈力
111砂f1通責I#念む 烈鶴／にぶい黄興I 侭瑚

】610 151 妬 19K C7 廠 鉢 【】雌離 上るけ》ら 期で／撫で
沈的・刺突(I〕･減;)､縄文
(LR1

911紬らいｲi昼含む
にぶい厩／陸ぶ'.、

脇
勝油

161】 131 弱 16M C7 ぼ部 11は樫

外側に降帯4･一

投鮎って－，2み

上Wる

殉一宇／掬 従嘩､61亥 111齢H且長｛i命む にぶい黄碕／灰F1 R･耐

161 151 鰯 SKll4 C7 滅俳 口鰍藻 26カム 和で律今 迂母.01究
11外甘勘寅吋.イ』英

介し
褐賢／受頁 骨鋤

】613 151 蝿 16M C7 反 鉢 口雌淫 っ2入_ll76 栴令樺で 淀鼻.01注(竹儲】 『1齢R迫 縄賢／6二.蕊.､貫堀 侭通

1614 151 粥 §ｭﾇ〕 C7 揮 鉾 口晶部 ユるず'6
鱈糸之(I《左魯

､)／淀で
索地状降儒.沈母､41麦 rll紗少 、,ｲj蔓含む 唖／浅黄綱 R鋤

】615 】51 1妬 ﾕ1M C7 淀俳 口腿離 つょみIげゐ 鋼で／殉で 従姉､11実 刺l紗’し bb 浪黄応／灰''1 前瑚 ○

1616 151 蝿 麓N C7 深“ n総部
外倒にR帯を

無貼ってI鮒1り
撫で／拘で 沈綜､判突 狩少な‘‘イj長含む 梱／打 11 〔

1617 151 ﾘ7 211， C7 深い 【1払部 咳Iとり 漁で／1勺で 紫駒状隆帝.沈錬.*1斑 房l舵Hj曲ｲj長命む
撹黄柾／にぷい杭

符
良 C

1618 131 9 17K C7 湿外 【1帖部 iる力る
桐で／剛’
ｱヘ

it復
茶飼状陸帯.沈嫁 #1賞 『,【紗'し2･い 締／(-?ぶい弗褐 血 〔

1619 131 9 1，K C7 渥 外 n帖部 つまみl;ﾑ 横で／杓 降帯､累酋帆隆鴨 叱陣 『l紗甘』曲ｲj蔓含む 灰1.1／畷白 甘遡

1620 131 9 16M C7 揮 鉢 【l紬部 ､fらヶ》る 胸谷／脚
産凶状降帝.沈聞

3〈凸幽）

押し‘jI
帆紗J1鳶に少･ぢい

投黄役／に←い､首

唖
尺

1621 131 9 5K583 C？ 涙 鉾 口雌薙
外餌'二降筏を

鮎っで典ふめる
胸-F／作

棄堕状曙帝_拝Lタ1Mハ

曲し‘抗原

飢冊少きい壁fj､石

異介し
灰、／にぶ‘｡､賞狩 、

1622 151 97 22J C7 寂“ 、雌部 坐るめる
椋で／刷り18挺
-分

降帯､嚢蝕戦時帯.純値

押し引､（八画）．喝文

〔1{L)

胴l紗J1常に少ない
に_ぶb‘膝／↓･歩L・

褐
良

1623 152 97 17K C7 毎鉢 I】鍬郎
外側に開研＆一

弘-.,て.9.るめ乙
開で、神や

降無.沈繊､祷'しシ1，，(凸

山〃.縄文〈RL）
､l紗J1河8己少 fL 灰貫褐／浪貫” 良

1621 152 97 2511 ［ 尿 弊 】紬部 ｡-Jよノp_1－．476 沖〔｡／狗で
降砺.沈縄､押し‘;1,,(凸

卿>､縄文{RL｝

鎌らぃ宝剛.《j碓介

('

にぶい黄碕／狼質

宙
瓜

1625 152 97 I21ま にフ 尿“ 1緑部 土るめ凸 柿て，／殉'で。 衆柚戟隆帯､純概坤1ﾂ！ 111紗少ない
漫黄鰯／'二ぶい償

稀
肌

1626 152 97 25L C7 廠 辞 l軸部 よるめる 1台で｡／撫一手 降帝､沈線､縄文
0116'し少ない妻､j､価

昼介し
iこぶ.､鱈／明閏1k 11, （〕

1唾7 l5Z 97 1HK C 尿鉢 1粒邸 式とり 神今梅季 訂.祖 例突､火
Ⅷししゆき',､需他､11

長命『：

こぶ､､貫階／62．‘6

.･貰橿
11過 ○

1唾§ 1唾 97 20K 〔 尿粋 1坤部 2るげ》る Ib今知一
降苓

女1

式練.押些‘)1．、ハ IⅡ砂伺い奏蹄､f『蔓

命rr
産／陸ぶ.｡⑩ Rn

1鈍り 1鍵 97 151 L 尿 拠 】峰
企r
u口 』るめら Iや手 津 や 降帝 丈鳳 111”R途 にぶ､､貫痘／氏X R 4 ）

1“ 152 97 131 〔 尿“ 】は
垂
岬 つ』み』.げる 仲で／杓-？ 舟形 得L引き（凸面） 11職0H途雰鮒含む 浪貫屋／嘘 良

1631 1認 97 ZOM 〔7 毎斗 1鋤配 つ､1み1－附乙 抑で／侭一宇 裳馳杖隆号 ↑'1紗少な‘,
6こぶ｡､買侭／に」

い賞廠
R n

1侭2 152 97 231 C 尿鉢 U鰍部 勺.1み1－<76 殉手／撫で 糸■執降弔玲it樺.例寅 911砂Hib室flj含む 付／lこぶ‘,侭唖 良

1侭3 152 97 13K C
今

厭畔 1録懸
外側i昌降研8．

貼一’てlhlと↑〕
拘一宇／撫で 黍賦1(降帯､it線､刺喪 W,l砂少とい にぶい褐／灰側 甘勤 Lj

1“』1 】52 蝿 SK鰯､ C
午 尿糾 l雌師 曲Iとり 柳-<雲／楢で

泰蝕状降情､押し’jI‘,い

1吋).柵突〔竹軒）
*116･し少な'｡、蓄母含む

iこぶい黄搾／jE黄

柿
、 <）
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池 挿聞 14駈 出令蜘向 分麺 郵樽 爽劃配位 【 1 絶 晒 毎
8;画貫啓・埠文

(外面／内面）
文限 蛤！

色詞

(外面／内面1
茂喚

侭1

外

物

内
価一号

1635・

16蝿
152 98 SK69 C7 廊 鉢 11は謡

＆ろめて外側角

に凸凹押唯に上

る銅み

撫で／捜で 廠箭､刷み 籾紗筒過雷雌含む
にぷも､貫怜／職貫

蝿
n通

】“7 52 97 SK3抑 C 塚 外 11絵部
外側に陽冊＆

貼って』らめる

殉で･購さ／猶

で
隊研､沈伸

粗紗J1常に少をい

母介む

寸
評 にぶい鶴／にぶ卜、

褐
良 ○

6鞘 52 ” SK53 C 滅外 【】織部 』とげ〕る 胸で／復で 鷹'肝.沈陣.ｳ1炎 棚紗少ない 灰黄褐／筏枕特 H鋤

6” 32 98 露G C 塚 鉢 【1は漣 E印して歯とり 撫で／塵で 隆冊､沈徳.員文 魂少なし、 氏黄褐／灰黄褐 H瑚

680 52 弾 1311 C 江 叫 口雌錘
外側ﾙｰ痔悟を

鮎つ．で由とり
撫で／撫で 尾翻

租砂少きい宮fW､イ』

長含む
貫疫／黄寂 甘玲

611 52 蝿 1311 C 叔 俳 、絶謡

外■に尾偏を

貼-,でっ止み』

;fる

復で／塵で it線.岬Lｳ1,(凸面） 制砂少な’､ 密／密 11 ○

682 52 98
SK27。

SK28
C 叔鉢 【1M部 つよみILlアら 腿で／楢で 沌線､41炎､楓文(RL） #11砂勝 14ｲj命む 褐贋／灰黄閲 11 0
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い闘蝿
11趣 伐状妃I，

1713 l弱 “ 15謎 C 露鵬’
】細鰐

11端欠）
胸,で／椀 脚而､躯卜､牝鰍 11【砂少とい黄雌命じ 縮／にふい関IfR 11魂 侭戦把『。

17】4 1弱 “ 22別 C 認‘‘’
I】ぬ銘

(11端欠》
胸で／腹 1.師.淀胞.剛4，tt腺 111砂少ない鷲『§介心 8二』:､､Iu／鳳榔 J1

1715 157 略 】5M C 源外I ”§鰹 上るめる l倉で／複 脚･耐､躯‘｡､沈仰 111砂Ji倉に少ない 蛎側／側 11逆 置受【）

1716 157 “ 23M C 源 外
11蝿 鰯

(11端欠〉
I宮で／複 降・耐､幅‘｡､沈伸 111砂ji常に少とい

8二ふい筒樋一、／

にぶい貧桧
I↑地 0

1717 05
‐

“ 】6M C 啄弊
11蝦鍔

(【】端災）

刷

り’

18掴で／nl

l魚
一

ｲt13．1ﾖも,沈掠 ↑Il6し少ない雷雌介む
に.l『い黄柁／にぶ

い繭樋
典

1718 157 105 28J C 啄鉢 11雌脇
外側に蹄'耐を

貼って1.jとり
猶‘ ／痢で 脚.竹､JIL､淀似

ｵ11鈴11湖Iとｲi,ｲi英

介む
に』乳､ドリ／咽 鮒均

1719 157 105 19K C 廠外
M雌厩

(11婦欠）
胸､ ／漁で 降葡､煙いit似 1‘l砂前過 ｜決闘侭／IM褐 側道 ○

17鋤～

1722
】郷 07 21M C 澱外

81帖雁

｡M極
上るぬる 撹､ ／旗で 雛砺､it椋､縄文(Ll帥 侭11鋤 にふい開／択黄 1舷§ ○

1723 l郷 03 郡 K C 滅 外 11雌彪
外側に隆掃を

貼って』もめる
桧 ，／槍で 蹄蹄､比19,縄文(1.1《） 廠少ない にぶい樋／砥 良

1724 158 07 2蛾I C 源外
11低能

～I'1部
､t6のる 損で／撫で 蹄研､沈旧.縄文(I<1,） 111↓'し多 価／樋 11地 ○

17舞 158 09 14J C 挿外 【1服郁
I'畑に職をつけ

てよるy)る
掬で／仰で

降冊､沈締.縄え(1.】《).41

炎
111砂少 い’&ｲi命《r 樋／叩j判 典

1726、

】727
】銘 ” SK20I C 澱 外

【】l雑Z

｡、紐
』るげ)る

厩S･胸で／応

＆

廊帯､jt線､縄文(LR)､6《

炎

碇J1常に少といツ;〃

介心

薗樋~にぶい,j:

側／』側一版就榔
良 ○

1728 158 )3 27J C 減外
IllA睡

一卿秘
I2iとり 掴で／Ihで 陸儒､ｵt線､縄文(I《I.〉 1;l舵少ない鷲｢#命(『

にぶい汰側／にぷ

いﾙ’
肺遡 ○ 0

1729 138 1 1111 C 庫外
11M擁

~胸部
ユるめる

阿丈(l‘l《)、灼

･で／耐で
肥叩.沌神 碇11恥

にぶい茨侭／にぶ

い仇樋
好適 ○ ○

1730 138 )3 22J C 派俳 81払郁 l2iとり 閃き／鯛3 脚諦､沈猟.縄父(1.1《） Ⅷ紗少ない（j災介《ォ にぶいm／樋 11

1731 158 )3 16M C 侭酢 11帖部
外側に侭儒を

貼診ﾉて上るめゐ
撫で／帽で IR蹄､沈塊､縄父(1(1．） ↑11+し少ない'&《i念《』

’

1,1尺／噸iU 良 ○
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N』 櫛間 脚駁 出､11地.ヘ 分畑 裾トヤ '炎餌郎(ﾔ 8 】 腿 国 歴
穆曲詞導･地文

(外薗／内面）
文橡 貼土

色 貫

(外面／内面）
焼喚

炭1

外

3物

円
燭・号

1732 】艶 1岨 26K C9 尿僻 M雌駆
Inj側

臥っ

2掩得を

2るめら
檀で／杓で 庵哨､施樟 在少ない 【こぶ.､応／符 良

733 郷 〔噂 23M C9 毎 鉢 【1M腿
内側

臥っ

2時毎を

2るめろ
猟で／神で 曙幣.池律 媛 少 な い 石 突 含 む 弱小褐／壇 普通

7劉 釣 崎 2.G に9 威樫 11随協 汝jと 砲で／拘
降帯､it練､縄文(LR)､帆

妾
劉砂少な．、 にぶ･､賞／灰貨褐 甘適 ○ 0

7蕊 弱 吟 11K c9 〃弊 11鮒郎 世】と 撫で／神 唾耶､泣律.逼文ウ 租砂非常に少な上、
灰黄褐／にぶ･､貢

褐
曽・迫 ○ 0

7坊 釣 鱒 23F C9 啄叫 11雌郎 26 Iる 掬で／拘 降唇､泣敏.斑文ILR） 壷藩通長両含む 墨幡／爵 甘辿 ○

73 弱 ” Z2L C9 床“ I】雌郎 。』と 梅で／徳 就埠.員丈(LR） 頓砂芥常に少をb， 極／浅黄役 良 ○

7羽 59 的 SK蕊 C9 尿俳 11峰郁
妃厚して』るめ

凸
樋で／恒 圧厚.沈敏.蜘文{LR） 売少を,、 漉貫綴／坂貫疫 苛迫 ○

7釣 59 1⑬ 】訊1 C9 尿鉢 1J旦鰹 口jとりLて01宝 脚で／侭 降帯､寓丈 鰯砂少 .,長石含む
にぶ､､貫鱈／畷貫

縄
軒巡 ○

740 59 1” SK蕊 C9 尿俳
11峰扉

～館腿

外憤に曙帯を

貼勺て｣らげ》6
殉で／殉

降帯､沈鳳､剰文(RL).01

亥
観砂少 ､、石英含む 貫匿／貫唖 良 0 牡凧襲

741 5， 1” 13】 C9 尿弊 11は昼 26の6 挿で／殉
肥厚.沈擁.91天.■文

(LR）
喪孔禽 少な．、 縄／褐 普迫 ○

7侭 59 1⑱ 12K C9 尿鉾 81些璽 画jとり
岡文(1-k)／掬

で
降帯､【<歯 鯛砂少を、、

Ｉ
ｈ

ぶb､黄圃／に』：

黄確
竹適 0

743 59 1” 13K C9 廊伸 11は経 旧】と'》 伸で／殉で 泣鳳､頁丈(LR） 憲葺通
６
４

ぶ‘,貫褐／lこぶ

黄位－年I弗褐
冊通

7“ 5リ I的 Z7F C9 尿鉾 11は侭 上るめる 胸で／撫 筑擁､貫文(RL） 鯉砂少きい孟母含む I ぶb,貫伶／風褐 良 ○

745 5リ 1” ZSI． C9 尿鉢 81は躯 士らめら
嵐文(LR

で

／櫓
就棟 蹄少なし、 崎／qI高 仔遡

7“ 59 I的 SK71 C9 厩俳 11雌紀 庇と『） 梅で／撫 降帯.淀鰍､縄文(I-R） 風砂少なし、 黄檀／黄極 好適 ○ ｲLあり

I 47～

1749
53 110 1311 C9 尿鉢

11は肥

一尉雁

肥I7L内側に胸

をつifら
脚で／拘 聞帯 沈岨.平ij坑釦 撮仔通 漉黄樋／にぶい密 什通

7釦 59 111 SK273 に9 尿鉢 11母鯉
肥17Lで」るめ

る
仲で／拘 陳帯 沈峨 礎少なし､石英きむ

にぷも､黄桧／I

い黄樋

』：
n通

751 50 111 231 C9 寂 い 11鰍郎 Rゐめ-て批獣 梅で／撫 降帯 坑翰 鴎』念に少な､、
にぶ‘､貫侍／I

L‘黄侭

■｡

全｡

良

752 59 l】1 21K C9 厩鉢 11鰍&B lAjとり 1勺で／梅 降怖 細し､it線 轍砂少なし、
にぶ↓,貫褐／にぶ

い黄伶
仔通

7卿 59 111 1,1〕 C9 廠叫 11鰍躯 上るめる 梅で／樵
－

降怖 沈線 碇少な､、イj英介む 鯛褐／灰質l8 徐適 0
751 5リ 111 9(B C9 凍俳 M鰍服 山jとり 梅で／撫で 降帯 沈陣.細L,純繊 飢紗非誰に少ない 略側／にぶい武術 n通 ○ ○

7郷 H〕 111 27《6 C9 〃外
11船舶

～1M稲
.tるぬる 拘で／胸で 阿帝 沈線､火 唖砂少を6，雲母含む

灰黄禍／にぶい黄

栂
好適 ○ ○

756 Ⅸ〕 110 lHII C9 尿伸
11臆部

｡p1部
_上るめる 1白.で／胸で 枇隙 砿 少 な い 言 係 苛 む にぶい黄禍／側 良 ○

757 Ⅸ〕 111 13（ C9 尿俳 11船舶 上るめる 凋文{k>／殉で 時幣､沈線
碇少ない寮母.布英

含む

灰黄禍／にぶい黄
持

杵i曲 ○

7錦 Ⅸ） 111 錘』 C9 深井 11随郎 直iとりLて側虻 伸.で／胸で 時補 沈線､斑文 確少ない
灰黄肥／に』:い質
侍

杵通

759 “ 111 25〔 C9 啄弊 11船郎 凶Iとり 欄で／撫で 降帯 細も､施繍 籾砂少を｡、蓄母含む
にぶい黄絡／にぶ

い黄侭
荷通

7“ “ 111 12〔 C9 廠弊 11鰍郎 土るめる 撫で／殉で 肥厚 沈線 確少ない 捜黄／にぶい黄 荷通

761 “ 113 鰯G C9 塚鉢 11絶郎 世lと,） 撫で／拘で OB厚 隆帯､妊､､沈組 租砂少を.、
にぶい黄唾／にぶ

い黄側
昔遺 ○

7錘 α》 113
鋤K

29J
C9 廊鉢 11絶郎

外倒に降帯を

貼って1とめる
柿で／抑で 降帯 沈敏 鰹L‘沈轍 轍砂J1浦に少ない

にぶい赤碕／Iﾘﾘ赤

側
前通

7“ “ 】12 25K に9 廊糾 11雌部 曲とり 撫で／楠で 時補 沈練 姪､､沈鰍 帆砂好適
にぶL,黄侭／にぶ

い黄喧
甘過 0

7“ “ 】13 z7G C9 尿“ 1】ぬ部 1るめろ 楠で／仲で 降幣 沈線 組､､沈陳 粗砂月甫に少ない にぶL,樋／宿 良

7侭 帥 】12 8E 〔:9 〃“ 11組師 血とり 椋で／仲で
随17.沈働.縮．、詑紐､現

文
穂少なL， にぶし､褐／鱈 薪通

7“ 釦 113 】5J C9 尿拠 11M郁
1'1日Iに廠をつ:ナ

て14の凸
猟で／神で 陽幣.沈敏

姦膝通言母､石英念

む

にぶい桧／にぶい

黄括
僻通

767 61 112 8J C9 尿鉢 【】塊郎 曲 り 楢で／神で 降幣.it陣 粗砂少を.、 庵／筏 併退

今

68 161 112 14K C9 廊鉢
11雌酪

～販歴
曲 り 楢で／神で 沈陣 寄非言に少曾.、

浅黄極~灰貫褐／

にぶ･､黄綾
良 ○ 0

69 161 113 13J C9 尿鉢 8】岨郎 血 り 拘で／抑で 降帯.側‘,沈陣 秘砂少を.、 密／鱈 普通 ○
丙0 161 】13 26K C9 厩 鉢 IIM毎 』 ダ》ろ 槙で／律で 隆幣 沈椋､錘.､沈鳳 蝋砂少を．、 印1用廃／遭貰蜜 間･通 ○ 丑受け

了『 1 161 11雪 28M C9 尿 弊
11M毎

～馴轟
由 り 複で／梅で 降帯 化揮 租砂少曾．、 に』:.､⑳／浅黄締 廿逮 ○

一
ｍ

？ 161 112 2OL C9 伝 弊
11&j毎

(【】週欠）
撫で／楢で 隆号 応仰､圧,､沈且

嘱砂仔通霊峰.石英

含む
震／黄灰 侭迫

与
．
、

一
Ｊ 3 161 113 25卜 C9 寂“ 【】M経 』るげ》凸 撫で／鹿で 辻■ ■LD式線､穴 轍砂月昌倉に少さ.、 暁貰褐／庚貫 仔通 0
一
叩 0 161 11 27⑰ C9 尿“ 1】雌郎 劇とり 病で／撫で 降研 沌律 硬少をL， 度／にぶ･､侭 仔逸 0
7謁 161 112 SK419 C9 尿“ 8】01服 』6〆Dら 撫で／撫で 隆帯 紅御 躯,､沈尽 碇非甫に少ない 貢母／if黄時 良

行 6 161 113 15K C9 庫“ 【1船郡 尚とり 痕で／掬で 降婚 丸岡 躯･'沈砿 Ⅷ砂仔通雲遜含む
にぶ･､貫澄／にぶ

.､貢電
良

赤7 161 113 鱈〕 C9 威脇 【l倣鰹 幽とり 損で／撫で 局号 範例 ■描き沈鳳 Ⅷ砂藩 l石英含む にぶ・､縄／瞳 何通 0
778 161 113 18N C9 尿 俳 【】皿璽 尚とり 酒 ,／撫で 凝帯 凪い t臓 Ⅷ砂非 『に少な､、 j二ぷ,､縄／縄 仔迫

『
の
■

ぬ
０
０ 9 161 113 詩K C9 疲 弊 【16.鰹 26r〕6 油 '／拘で 降苓 泣概 楓､､沌腺 州砂吾 h にぶ･､黄宙／灰 仔辿
'80．

'781
161 114 1211 C9 疲 弊 【1雌睡

ICI筒を匡取して

又るげ〕6
撫 '／桐で

埼帯

鞍

沈釦 ､叱狸､樋.､沈
硬少を 、雷母含む にぶ・､檀／畷白 良

『H苫 161 1M 251 C9 伝畔 館 郎 胸 '／撫で
島硝

史

沌日 細い沈棟､旬
帽砂少 L, 戎質宙／褐畷 n通 ○

93 161 43 5K2鯛 C9 反“
11凶鰹

～刷紀
尚とり 胸 ／撫で

隆帯

史

施鞠.紐い沈椀､刺
gI砂少 f↓、

灰貨碍／ｲこぶ､､黄

侭
H適 ○ ○ 突起郎分欠

朔｛ 163 114 【4K C9 ぱい I】雌艇
内側に降帯を

貼って』るぬる
梅 ゾ撫で

E厚､降婿.宛観､刺突．

穴
咽砂仔通雲既含む 洩貫侭／灰黄網 狩地

7蝿 162 114 2S（ C9 深部 【】雌腿 画とり 拷 ，／撫で E即､沈蛾､01実 帆砂軒通 挟黄／換黄 俳述

r“ 162 1M
SK117，

SK118
C9 尿 帥 【】は部 画とり 徳 ,／檎で 腿叩.沈轍.01実 鯛砂少ない 黄／黄 仔遡 ○

1浦7 162 11．1 18J C9 尿 鉢 11樋郁 上るのる 撫で／撫で
降帝､就練.縄L,沈観､りり

天
鞭仔通 浅黄樋／褐灰 11 ○
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画 挿14 照喰 出t地か 分双 が’＠ ｡』抑I里は 口雛瑞郊
器 画凋筈・沌之

1外面／印西）

今
〈 柵 k：！

色 負

(外画／内山）
鰹室

炭1

外

呂鞠

内
燭考

17郡 16Z 110 14K 虹9 尿 糾 H1峰部 良るのる 拘で／撫で
里印､範敏.墨、･沈槙.淀

鰍(竹竹I
蹄少＆･・・ 咲貫喝／麗貫局 普過

7秒 l6Z 115 121 屯9 毎 糾 11は部 竃とり 抑． ，／損 泣掠､餌突 ⅡI砂8．､ 貫阪／貫嘆 曽通

7” I6Z 110 1211 〔y9 毎 糾 I】は部 皇るのる 拘．'／抱
母帯､紅は‘紐､、純側‘例

更
撮少考・心 に上;ぃ貢／洩貫 仔通 ○ ○

791 l6Z 115 27(う ［9 廊糾 11峰部 るのる 伸． ，／檀 化揮､口実 嫁R4f$英介1J
戎貫喧一周暁／没

貫細
H途

792 16Z 115 27(》 c9 応保 I】絶部 るめる 神 ．／摸 土桓 〃らい責{も介し 戊貫鱈／賞伶 甘通

7” 162 115 241 ［9 尿拠 l】雄部 るのる 牌．，／撫 九樟 飢紗甘通言f'j含む 貫柵／㈹ 良

791 1唾 115
I晒創7～

1,2”
［9 尿“ 11紬部 全るのる 抑 ．／摸 式細､旬賓 啄 少 を 。 、

にぶい貫喝／に.ぶ

.､柵
竹･通 ○ ○

793 1唾 115 15J (>9 尿“ I】絶部
曲とりLて姉鵡

抑厩
牌 ．／挽 沌律 碇甘剥 候黄／板黄 仔洩

796 11〕2 115 171． (>9 尿糾 11絶那 湖とり lヤ .／榊 丸繊.緬い沈釦 Wl的＄、‘黄jlj含む #尺貫／貢氏 葡迩

17W。

1刃8
11〕2 116 201． C9 尿“

11は部

･眼師

肥1Vして上るめ

る
1口 .／撫
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にぶ$､賛栃／にぶ

い武鰯
符油

H78 67 125 不Ijl C10 底外 11M腿 1るめも
岡史{I《I.)／櫨

で
此1日,劃究 ↑11紗竹適 1k武掲／既黄禍 良

879 慨 126
や
6K CI〔I 減“ 18吋艇 他iとりして#t帥 1勺で／卿で 化欄

蹄苓も､煮".イj蔓介

む
即j首幽／尚嘱 N通

“ “ 126 12F CIO 斥叫 11峰郎 山とり lbで／卿で 此棟､c1亥 蹄少ない
洩黄相／にぶい黄
締

符油 ○

“1 鉛 121 1211 C10 斥糾 10処那 ｡lとjjLて施唾 胸で／胸で 降備 沈碗､0り.史 飢鈴少なL， によ､､庵／極 良 0
粥2.

1糊3
鉛 21 1211 ClO 毎鉢

11崎郎

～1M那
曲と'jLて雄噂 槻で／俺で 降側 沈嘩､$I黄 締少な'‘， にぶL,密／痩貧符 良 ○

艶8 “
］
１
『
27 】3K に11 尿糾 劉歴 揃で／拘で 時岡 jt線.縄文 劇l砂多いｲj英介む il貫侭／投黄鰯 良

鴎 3 侭
『
Ｉ
］
28 f即1 (.11 毎件 射 扉 桶で／1tで 沈仰 同文〔RL） 嫌甘遁イ『受介む 黄旬／櫓 n通

唖 餌 27 27J c】1 尿“ 脚 扉 旅で／仲で 丹材 沈繊 111砂好適霊母念む
に.;;L､頁褐／にぶ

L､貰綬
M地

芯3 ㈱ 27 24J C】I 尿 伸 I･I鮭 検で／神で 降特 rt■
↑M砂少な､、責I*､イ,

蔓介む
密／、 f$連

齢8 65 鄭 27G C11 尿 “ 川歴 損で／神で 鈍兇 兜甘過 波貫／掻黄 仔途 ○

稀9 鮎
？
・

ウ
レ 151－ CII 尿鉢 園歴 撫で／抑で 博弔､此釦､輿文(L1《） 侭少か、

灰貫褐／にぶ､､貫
符

軒述 ○

卿 侭 謎 不ﾛ C1I 尿部 圏腫 栴で／掬で ■ Ⅷ砂少 ｳ､ 暦／にぶL,鰯 良 C
鋤1 “ 雷7 191 CII 寂外 園 屋 嗣で／傾で 、 冊､叱侭､鱈い沈母 帆砂少 い言母含む jこぶも,貫緬／灰黄 仔適
的 2 田 勢 25 CII 威悌 園 郎 碗で／痕で & 卜■･削費 帆砂少 い雷母含む 浪貫用／戎貫侭 良
893 69 塗 麺』 C11 屋 外 胴配 南で／伽で 〕 島■､&Iも､戴撒 川紗少 い長ｲj念む にぶ‘,頁鱈／拷畷 血 ○
”4 69 巽 97（ CII 尿郎 胴郎 栖で／lqで 』 彦繊 嫁 少 2 質時／印1貫褐 普逸 ○
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賊1 16M t4り《 1111埴‘Ⅱ41 分別 断14 爽釧郷救 1 1 帖 矯 郎
おIbj詞郁‘地史

(外IjlIl11Aj）
丈棚 鮎！

色調

(外山i／内山)
娩成

脱1

外

物

内
1骨．¥

1893 1⑱ 127 22K に！】 銀鉢 胸部 拘･含‘／棄谷 隆帝､施胤 11lbし少ない
I燕黄褐／に』:ぃ員

唖
ni曲 |）

18鋪 1脚 が 20隅 〔11 尿 弊 胸部 撫一今／頚で 沌纏
ｂ
ｌ
卜
唾Hj4 厩／IPI褐 R血

1卿子 1㈱ 37 27〔6 〔11 尿 浮 鋼墓 神争出手 降暴.丈厘 配少をい
R貰櫓／にぶ､､貫

甘い

1的目 1⑱ ” lnI 〔11 毎鉢 鋼 望 1.-?‘宅寺‘ 隆最.w『淀錦 母少乞、、 §黄／ﾘ氏首 、心

1鋸 1⑬ 湖 票K銑＄ 〔11 毎 鉢 圃 誕 Iむ 簿今 沌糠 6賑ル〃なに少堵、、
2.らさも、貝鰯J二ふ

,符
甘瑚

】知 I㈱ 型、 1211 ［11 尿 仏 贋部 坤 梅今 隆帯､沈厚､01を 、lけ4．､ 鳶貫喝／灰貫則 甘幼 I 《

】虫)I 】僻 27 13M CII 尿“ 14部 拘 ／梅ぞ.
降帯､紅極､押し‘;I,《凸

面）
FII仲少ない

ぶ．,員褐／12．6；

糊
前山 〈

1帥2 169 27 ”1 L311 尿弊 州都 楠 ／仁一,写． 降器､沈緯.知'.､礼線 111帥少ない ／灰側 甘塊

1甑)3 169 28 27(3 CII 叔弊
餓部～胴

躯
隙-ぐ／値で 沈鹸 ↑11抄J1河(二多‘， 黄／波貧 I#地 《’

l”1 169
「
ｊ

叩
と 11（ Cll 深 弊 別偲 I鷺6牌-r、 隆帯､沈線.61賞 ↑11帥少・な、・艇《i含む

にぶい．使命／没黄

侭
11m

1躯 169 鰯 2111 CII 葎部 閑鐸 ↑鴬で／押 降帯 沈鞠.閃.史 FII紗〃南12少な',、 殉／応 i｢週

191滝 169 1調 I凶11 Cll 涙 “ 間錦 殉で／脚 降確 jt鰍 狩少･を，晦
↓
も

ぶぃ質⑯／4二-6;

黄応
!& （

l帥7 169 ⑱ 鳥K351 CII 尿 鉾 関展 殉で神 父鳳 掴い允狸 狩 月 な に 少 ぢ し ，
４
１

_ら5い庵／;ﾆーら6，、
Ra

I躯 】70 I鋤 13L Cl
ダ、 重

い
Ｊ
１ 弊 【】比湿 曲と’） 麺手棒 隆署 刑死 12fJ沈紐 l齢卯南6二少ない 屯

．
Ｑ 黄勾／戎貫用 』1

】銅 】” 1釦 211． Cl雪 涜俳 口品墓 画Lロ） 胴手／伸 躍帯 『t律 側寅 l砂邸電&こり､､ ＃ 質紹／楓貫席 H油

191ｨI 170 1菰） 訂〕1 Cl2
毒
岬 外 鵬部 飛・,?、作

降帯1判麦

之|,LR〉

､Wr沈陣.崎
l鈴少2－，．

に.ぷい縄／6三み．、

応
R通

1911 】” 1:MO 1Z（ に12 葎 部 【1部卿
1もザ,でIhw山11

枚
砿WtE／挽一で 沈轍､＊1亥 【D字N腸’ l砂’少なL、 1..ふい側／桁 R･池 し'

1912 1” 1:M） 14)I． Cl2 澱 部 胴部
風と(l(LI／抱

で
r行沈縄 l伽e、‘ 1尺班側／吠街側 肺･油 〕

1913 1” 1訓） ﾘ(6 Cl2 侭部 【】鰍部 串で／掬で 従繍､平↑『血栂 '1砂9'･' 関／肌嶋 付珊

1914 170 l狐） 141. Cl2 侭梓 【】難歴
唖〃1.てR6㎡、

る

胤丈／l率を撫
…

降糖､施繊 11齢11通蓄雌含む 密／にぶい衡郷 R'hQ

1915 170 1鋤 ”I c12 寂郡 【】雌謡 2るげ》4 泡で，／津で.
隆梼.押し引、－古角牧凸

肉
【齢少も'､､

にふい質応／;ﾖｰｳ

い喝
日･西

菌状把手あ

り

1916.

191
170 1海 畳K7 Cl苫 伝 鉾 u雑藻 向世り 油 抱手 降寒､拝L引,3轍収I 1齢H･追 賑貫掲／に_ぶい耐 甘過

1918 170 1函 191” C1苫 叔 鉾 同軸肥 土るげDら 柄 掬
・公

尾零､F〃号文1C'油L).現

里

《紗ゆき､. 略蚤貝／狽貫 H靴

1919 170 129 17K～11 Cl2 拝外 BH部 池 撫で
隆帯､押し引9二角執凸

画〕
I紗少労、， 鰍掲／叫峡黄 甘地

19鋤 】70 129 21M Cl2 尿 部 【】織部
外111‘二時稲&

貼・,･てjるめる
櫓･で／撫で 隆帯l【).洞;刺裂）

l砂J1常6二多､、艇ｲ＄

rイン
明武縄／厚】償隅 Hib

1921 】7(》 43 171， Cl2 廠 邸 【】は部 ､Rるげ､6 柄で／涼で 沈鰍 lレレ11鋤
汲岬､／に;八､仇
〕6

14 ILj〕リ

l蝉 1” 1” IXM Cl2 凍搾 【l雑郡 上るザ〕と 撫で／掬で 11竹沈編． に栂 l紗恥'｡, 浪侭／灰 侭j、

1挺3 171 1:11 17M Kl 深“ 【1維謡 t4n6 鋼-と､／撫で 沈黛 楓-kL’ l紗ル常;名少ない 灰褐／62』『､‘f9 』1

1924 171 I別 卦Kll6 Kl 辰仏 口払認
101側トー鮒リgl4ダ

て血とf》
櫓一宇／律,写 迩嘩 岡･と LR） l舵少も｡、､ｲﾉ莞含む にぶい黄褐／耐 』1

1兜5 171 131 lZI〃 K1 反 弊 口雑記 1るめ6 殉-分ぬぐ今 淀鼻 風.と RL〕
l齢〃竃$弓少ら-.‘噸石

上念じ
にぶい賞席／B“I n画 里

19範 171 131 20蔦 K 1 混 弊 n品譲 1もrD6 池･ へ油，含 掩鳳 嵐
寺
」

l 純 R 鋤 宝 母 ､ 焚 イ i

心
浪黄庵楓貫符 日勤

1927 151 1J】 邸I｛ K1 猛鉢 口継鰹 Rと姉ら 撫で／撫で 従轟 斑文|k）
1.1砂3‘，言鍬､《j蔓

rイf

灰電～にｰぶ',、鵡

一褐1K／に.ぶい褐
蘭迩

1928 171 131 271 Kl 泳鉾 11籾部 』ろプ〕ろ 伽-写／胸 沈隙 縄と(L'
l抄＄も,亥母.イガ葵

｢む

にぶ$,黄側／に4

い枇符
H油

1929 171 13】 12M Kl 澱 鉢 11軸部 tろヶ》る 襖で／'七 沈繍 縄丈 l伽少ない 褐擬／油負伶 H鋤 〔

1930 171 1:11 311 Kl 湿鉢 r1帖部 tるグDら Ihで／Iセ 沈綿 縄文 bTil湖玄fﾘ命む 馴削／則側 符遡

1931 171 131
27j

27I
Kl 揮 鉢 【l絶祁 Iろゲルも 撫で／'七 沈錦 周壁(1《L） bT少,ない

にぶい抗栂／IQ枕

栂
甘'凶

19漣 171 131 2IC K1 蔽 鉢 u姑部 伽とり 損で祥 糞卸 岡史
価いし肝遡霧iIj,《i蔓

命む
にぶ‘,朔／、 筒遡 〔

19郵 171 1狐
16J

151，
K 1 漆 弊 口雌部

内慨'二衝'）曲;ザ

-？＆るめも
痕で脚 英聞 ■え《RL 飢舵少な'､・貫晶含む

灰貫略／にぶ､'賃

段
Ra

1934 】51 131 rlj Kl 深“ 【]雑鋒 』るプ》6 掴で／岬 丈殿.異さくRL 夙l砂少な､・イ8英含む に"ら医.､箕郷／席 侭過

1935 171 132 21N K1 威鉾 【】雌記 まるダ》ろ 仲で／Iや 迩繊.阿丈(RL "甘-通ｲ'異含む
に峯.,武栢／楓貢

密
R a （

19坊 171 131 蔦K】抑 KI 揮弊 11鰍筋 曲とり 撫で／律で 趣阻 縄文
#11仲月逸寛卸､受ｲ

命(』
3.児黄／淡貫 jl

1937 171 】認 21% K1 尿弊 11級認 5Rゐげ)凸 淵で／拘で 施錦 縄文 R1j ↑'1紗＄卜､雲母含む
１
１

;;ぃ貫柵／にぶ

黄縮
11鋤

1”8 171 131 21)1． Kl 深齢 【】ﾙﾒ部 2るげ〕る 柿で／胸-E‘ 批鍬 縄文 RL） ↑11紗少ない
１
１

ぶぃ貫脇／にぶ

黄応
師曲

1939 171 131 加川 Kl 尿鉢 口雌邦 るげ)& 掬で／拘 池棚 拠文 LR） 111サレ少ない 灰.質叫／唖 甘過 ○

1910 171 132 23M K 1 尿樫 【1雌郎
■1-日Iﾘﾅj〕閥げ

lAiに泣練
梅･今／撹 沈禰 縄文 L僻 川帥少ない

灰黄喝～ﾄｰぶい侭

柾／にぶ･､質、
甘迫 C

1弧1 171 1漣 18J K 1 尿弊 n雄鵠 るぬる 拘・今／掴 土栂 輿文 RL
､l紗仔坦雲f』､fi美

含む

に本.,貫柾／42．6;

.、貰唖
甘▲

19ｲ2 171 131 121 K1 巌鉢 【】崎錦
副6.?価『l鐘If

j6rD6
神令／撫 沈脚 璽文 RLI 馴鈴少 い富母行む

62ぶ.･賃忠／6ﾆー 髄

｡､黄褐
首a

1943 171 131 Z4M K】 毎糾 I】齢部 ろグ)ろ Iも今／権 土律 帆船ひ ，侭芙含む
洩質畷~環貫局／

にぶ・､負唖
甘い

19“ 171 】鑓 】“ K】 尿辞 11姉部
内1UIに験,〕曲げ

で』しげp凸
lもで／痕 迩縄､輿文(I《帥

”』減

含む

少も･い宝母 6二4sも，貫町／侭貫

柾一にダム:い貫鞘
fIa

】983 171 132 22J K】 深鉢 、鰍部 1曲とゥ》 仰で／横 沌纏.縄文(L1《） 畷少な にぶ･､応／褐俄 11， ○ 0

】946 171 132 22J K l 深鉢 【1球師 Ihjとり 胸-F／櫓で 沈線 ⅡlOし少ない宝雌介む
投貰樋／に」3'､､貧

侭
I1i的 ○

】兜7 171 132 認I． K l 凍鉢 【1妹謡
内筒にIIJﾘIHI〃

凸
殉で／顕で 沈鯨､縄文(Rい 硬竹通《j笑苛む 槻償廠／にごい･符 柿j由
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Nq 押閃 脚耽 出土地 分頒 鯵船 質口軽1t 1 1 紬 端 部
孝史再与・地丈

(外幽／内Lﾛ）
文樺 肋士

色 貫

(外曲／10れ､）
焼成

度1

外

物

㈹
揖号

1988 1両 I露 20J K2 尿僻 I】雌鯉
内宮に砿をつけ

て断面二角状
磨、／房、 沈嘩､斑文 剛砂月なに少を．､ 賢紀／股喝 仔遭

9$9 1面 1蕊 201 K 尿“ I】雌邪 2るめる 研き／櫓で 辻醸 縄文(RL） Ⅷ砂月竃に少なL， にぶ・､町／、 貯通

950 1河 132 SK麺2 K 尿“ 【】雌祁 上るぬる 横で／梅で 沈峰 鳳丈(RとI.R） Ⅷ 砂 仔 瑚 石 英 含 む 貫打／貫冷 良

妬I 172 132 2OL K 尿“ 【1M師 上るめる 掴で／代で 沈抑 楓文(LR〉 II1砂勝通《j英含む I男ぶ､､貫附／、 W通

952 172 132 SK期 K 尿鉢 11帖邪
外側を肥厚して

まるめる
胴＆／lﾔ‘で 沈綿 縄文､斜交 111砂J1常に少駿い lﾖ』:い員／jR故 良

953 172 132 23G K 威鉢 11陣郁 まるめる 撫で／l巾で 泣輔 尚文 811砂少な'.、 jR枇圃／洩貫怖 11通

鴎＄ 172 】32 ]7K K 塚鉾 11齢部
内側に断り曲げ

る
柿で／拘で 坑鄭 飼文､制寅 FⅡ砂少な．、 洩貫師／戊貫縮 良 突とJ,り

志 1だ 】32 蚕 K K 毎鉢 11織郎 堂るのる 棒で／胸で 泣飼 舞文(RL).穴
廊儲通婁偲､両英含

し
にぶい貞禰／褐吠 仔通

恋 lだ 13Z 21L K 尿榔 11雌撹
外■

きる

を呈呼Lて

のる
病3／胸で 式線 貫文 帆砂』ﾐなi二少ない 貫灰／に45ぃ質密 仔通

95
~

172 132 18N K 尿鉢 11鰍風
外ﾛ’

三る

を疋呼Lて

のる
駒.､／撫・で 武棟､縄文 刷紗＃粛I 多し、 にぶ､､賃／I§質 筒通

9銘 172 132 15N K

ぼ鉢

{j邪卜

力）

1K服 I魚で／撫で 批抑､縄文 ｵ'1紗J1常に少な6， 轍／、 門通

9鋤 】海 】＄2 露』 K 揮 鉢 11は師
内質に抵り曲lf
◇
③

仰で／砲-5 此細､縄文 ｵ|【砂多い jkrI／蝿映 仔通

知 172 1漣 1231 K 豚 鉢 【1些璽
内質に紙り劃17

る

樋で／J寧な恒

で
式担嘩裏文 、I紗少な6． 応／侭貫伶 仔適

妬】 l泡 I狸 181 K 庫俳 11鰍腫
献酋T字壮健L

で辻鍬.風丈
徳で／捜手 施母､縄文､穴 踊少を．, にぶい庵／褐FA H-通 ○

妬Z 172 l麺 26G K 尿外 【】随確 里厚して灘陳 拷で／撫で 施哩､穴 DII砂5．､言母苛む
灰賃阿／にぶい焚
⑳

符過

963 172 133 l2L K 深鉢 【1雌郎 史叩して沈阻 殉で／摘で 前‘蝶 鋸甘･通
i､三ぶい就灯／jR街
柵

仔地

964 172 134 認G K 源鉢 【1雌部
断面T字収にし

て蝿丈
胸で／撫で 縄文 #Ⅱ抄少ない長石念む にぶい戯側／凧判 仔通

9侭 1了2 133 13}I K 淀鉢 【1雌配 沈錬 駒で／期で 施麓
礎争い言母､石英命

む

にぶい焚応／にぶ

．､樋
軒述 史』fあり

錨 】認 1通 ID191 K 叔 弊 【】織配 里印して泣働 繕 .／胴で 施唾､理文(LR)､ヅ 輔紗非竃に少ごぃ 貫緬／侭 良 ○

粥7 172 138 l9L K 反 “ I】￥望 まるめる 掴 .／胴で fL■､理文(R） 輔紳少ない
に圭;い貫席／にぷ

｡h価
仔適 ○ ○

9“ 172 1m 19M K 伝俳 1】雌纏 肥厚して施鰍 懐 .／撫で 批埠
釧紳#鳶に多い霊母

行む
側1尺／ｨR貫圃 好適

969 172 44
SK440

21F
K 旅“

11絃部

～'ド瓜
外側に肥厚 撫 ｡／砲で 沈線､刺史 m紗仲通 にぷ､､貸符／付 勝通 ○ ○

970 173 134 14N K 深外 【】鰍郎
断面L宇状にし

て沈線
椀で／州で

降帯､沈練.平1j沈鰍､*1

突
侭らい石英含む

にぶい黄打／にぶ

‘､黄符
仔通

971 】お 133 1611 K 厭畔 11は部
肥〃してまるめ

税交して迩徹
絢で／掬で 泣砿､穴

確りし､鳶母.価英介

し
特／裕～凧陶 廿通 ○

9滝 173 130 15N K 尽 叫 【】は艇
E厚して沈律.

貫
年
へ

殉で／撫で 泣毎､亀文(RL） 剛紗ち.、石英苛む
I ぶb,貫碍／にぷ

質鍔
仔適 ○

973 173 131 25F
詐
八 伝梓 【】脳歴 里厚して施漣 偏り／銅で 泣栓 踊少苫.、言母含む

１
１

ぶい貫褐／に当』

R席
好適 C

974 173 1型 鋤E K 庫部 【】は躯
断面L字状I

で沈線

し
梯-令／掬で 比紀.刺突 ､I紗少ない雲母含む I ぶい其灯／灰碍 仔通 ○ ○

975 173 131 1611 K 樺 帥 【1鰍郁
断面T字状I

て沈鰍

し
絢寺／胸で 礼練

011紗J1]常に多い雪

fﾘ､ｲf災介む

媒閲~叩I首賜／に

ぶぃ貫概
株遁

976 173 131 14Ⅱ K 稼鉢 【】は部
断閲L字状’

て聞文･沈靭

Ｉ
》

胸で／撫で 批繊､凋文 Wlfレ11通 褐／吠褐 仔通

977 】73 133 ”』 K 減 紳 18雌歴
、面L字4Aにし
一

菰交して沈紐
拷で／欄で R帯､沈偲.六 飢紗少ない 灰貫鞠／にぶ'､暦 8通

9浦 1『3 138 16肘 K 尽俳 I】は鰹 画とりして比且 殉で／撫で 述位
剛砂廿通婁珊.氏イj

命む
恢貫縄／町 良

979 173 131 18N K 尿外 81峰醇
断面T字状にし

で淀紀･周丈
駒S／用.、 比繊.縄文(RL） Nl紗少･ない

にぶい貧肖／ﾒ氏質

褐
良

980 173 I卿 21K K 尿伸 11随部
内側に僻り良Iげ

て沈塊
殉で／順で 降帝､沈禄､ウ'た fIl抄少ない

にぶい貸応／浅黄
灯

仔述

兜I 】78 135 9J K41 派 鉢 11は師
砂画く字牧｜

嬬世iまるめ

し
陣で／胸-5 沈抑

ｳIlfレ杵遡鷺fﾘ､布英

念む
瓜側／に.い､黄胴 仔遡 0

982 174 I調 24m K1I 海外 11は鰹
厭閲L宇状｜

扇面＆るめ，

し
仲で／病 降循､沈鰍 ｵ'1紗少な$、 にぶ'､応／洩質栂 n通 ○

g鯉 】74 l亜 21G KOI 尽鉢 10は鹿
断面

洛貞

！
Ｉ
’

執
の

字
る

し
仲で／撹 乱個､刺突 ＃i齢少か｡石英含む

にぶl,貰伶／にぶ

い貫伺
肝油

蝿4 178 13 SK麺 K8I 原叫 【1峨屡
画
面

砥
曜

字状l

るめ

し
捧で／殉 辻微､珂突(竹廿） 靴砂仔遡 貫剰／91貫劉 葺過 0

藩 1別 1鍋 15G K4I 魔 鉢 11は屍
顧険i

喝面

ｌ杖
め

字
る

９
・
』

胸で／撫 式標､旬突(竹廿） 帆紗仔辿 洩禽付／褐灰 仔通 0 0

9鵠 174 136 22N K4I 尿鉢 【1雌郎
画
面

断
疏

ｌ
‐

状
め

字
る

し
拘で／胸 馳卸､刺突く竹廿〕 r【紗少ない石英含む に』:い貫俺／耐 仔通

〕87 174 136 2OL K4I 挿鉢 11雌郎
断面〈字状l

焔l国土るめ‘

Ｉ
〕

抑,で／拘で 沈鍬､刺突 Nl紗少をも、 にふい町／眺掲 勝通 ○ ○

粥3 174 136 初』 K4I 原鉢 11雌部
断面T字牧I

まるめる

し
lQで／他で 坑像 刺I砂多い雲母含む 付／何 腔通 0

函 】74 1郡 15N K4I 挿鉢 Ij蛇郎
断面〈字状I

透面Zるめ,

し
俺で／殉で 辻磁､列突

姉月粛に多い石英念
む

鳳褐~に.j狐､賞

崎／氏貫閏
甘遁

●
■
■
■

知
的 174 】35 1511 K4I 尿“ I】雌編

医画〈手奴l

曙画負取り

》

胸､／扇,、 丈固 嵐丈(RL）
刷齢丹竃に少・な&b妻

母含む
褐媛／紙首側 良 0 0

~SK,177と

同一■<ﾄｰ

l理 174 136 釦G K4I 尿鉢 11鰍鎚
腿噛T字状I

端封面取り

し
砲で／殉で 沈仰 岡文(LI《)､j1寅 11【砂非倉lこ少ない I犬旧／灯 良 0

l”3 17イ 136 16Ⅱ K4I 深鉢 11紬祁
断面〈手拭I

端K力iまるめ‘

し
傭で／楢で 沈柳 縄文(RL〉 111妙多い霊母含む

に｣:‘,首棚／にぶ

い筒桶
杵通

1”4 174 135 12M K4I 廊鉢 11帖卿
断面T字状I

端面まるめ!

し
I鷺で／仲で 沈練 判突 ｵ11砂多い{j英含む

jこぷh,貨附／にぶ

．､貫町
1↑通 ○ ○

】”5 174 135 抑I K4I 尿“ I】&』綴
粍面T字状

端薗まるめ

にし

ろ
1句で／伸で 沈鍬 9‘I砂〃倉に少な､、 にぶb,把／町 良



91

NQ 挿脚 凹敬 ;111.地‘仇 分顕 塀トロp 実g暗5位 I 】 紬 遍 榔
醐幽.月盤・地文

(外曲／llJ曲）
父服 Ifi土

色調

{外出1／内I的）
娩成

股1

外

》物

内
伽り

1班 174 135 91 K4I 尿仏 I】建部
脚'1吋く．掘鮎

焔1画」るめ‘

し
1勺で／椀･守 土縄､劇

《
入 IX6＃8､、霊紬含む

１
１

黄褐／ﾄー 』；‘､ 黄
11鋤

l兜7 174 I弱 37 I K4I 尿陛 I】峰部
低'画く字牧8

焔1吋2るめ4

し
1口や／梅-？ 降帝､沈母 、船O少ない貢母命む

I .‘;.､貫噂／↓

貰廠

●6：
竹洩

l露 174 1湾 狐】 K4I 毎鉢 I】軸解
屍lhTγ4郎

嫡画＆6の4

し ！▽令／用りと握

で
土■ 111冊寡方に多・、

6こみ;､､貰画／にぶ

､、貫鶴
甘迫 内

1甥 174 l妬 13 K4I 尿鉢 11n部
底止i1..脚い二↑

扇幽12る〆》も
狗今／増-？ 叱錬､倒寅 11いし各い 端叩竪／既貫褐 Hia

2噸 174 135 Z71. K､11
《
咋 弊 【】蚊騨 鰍血11..7:収 殉-写／摸で 血練

111齢少な・,富母.石

蔓含む

;割:い貫厭／i二』

L,町
良

2伽】 174 136 1.1M K､11 撮鉢 【1紋紀
剛血I"I､.r状l2L

端IhI24げ･と
胸 ，／獲で

沌線､縄史(LR)．81喪'fI)

字形･竹箭）
911齢少・きい I天ﾘ&～、／択勘 良

2側2 175 136 卿K K､11 澱鉢 【】雌部
､I‘111"I､'r,1Kにし

届1,】jろばI心
胸 r／痕で 沈鰍 周_に 111砂H池霊艶含む 役黄怖／『､黄附 Ni的

2[畑3 175 136 14M K81 武僻 【】椎部
nI血〈'i狐I2L

通lh】』ら〆,ろ
椀 ／復で 沈紐 拠突'1，W；） 舟昨衛に少なb，

にふい貫秘／戊貫
伶

竹油
へ

2〔帆 175 136 釦L KOI 浸悌 【】紬歴
r城】L'1狐I2L

塔仙】16㎡)と
柚 ／複で 沈轟 斑文(l_】《） 1K紗ろい 侭／侍 H通

Z噸 lだ 13 漣31 K8I 反 外 口雑記
外餌に12を”,〃

扇■126㎡､6

、
州 ／樺で 沈郵､平fJ乱捜 0.鈴多い宮母澱む

8含め:､.貰網／に-j；

い貫締
､鋤

2m万 lお 13 lHL K8I 涙外 口難歴
外側ﾄー l狸･‐j‘タ

遍泣11＆げ》と
砲-で'／旗-号 淀硯 、【齢らい布蔓含む に絃､､貨阿／IR債 仔通

抑7 175 l妬 241） KII 侭弊 11緑侮
欺世I〈Ttt6HL

超ml16y〕凸
襖で／権で 沈縄､縄丈

『【齢〃Z電;二多､、雰母

命む
吠貨関／戊貧町 n通 ｰ

2008 175 136 14 K＄I 深鉢 【1帖部 』るソ〕ら 復で／梅で 沈線､同文(1J《） 巧'伽】常に少な‘‘
4s,協い侭符／吠碇

川
n通 C C

2009 175 13 81 KOI 濯鉢 口壮部
外漏↓.早』'Zを手';ク

蝿lAjjらソ,心
撫で／作で 趣線､Wjrt線 『'1紗竹通素蹄念む

にB;も，戯柵／にぶ

ぃ黄棚
W通

2010 175 1洲 20 K41 混鉢 【】雌部
外側I:j･独･-．ﾉ;タ

嬬画』るげ》ら
i暫で／'七で 紅鰹 Ⅷ紗f1通 我黄細／没質､ 前迩

2011 1お 13 20I K4I 漂 弊 u城部
外pl8具職4．←J1ヤ

畢両26める
砲で／梅で 泣縁､縄

寺
へ 謙ら、、 戎薗田／侭貫符 前遡

釦12 173 1玩 26 K4I 痕鉾 n却郎
外側'三腔唖･‐"$ﾔ

璃画』るのる
掬・寺／殉 乾掠.国史 剛砂少ない石蔓命む

j二ぶ､･貫喝／4．『ぶ

b,付
甘血 ○

2013 1両 137 §K“ K4I 尿弊 n雑記
外寓12旗$･‐》6ヤ

端↓■』るげ》も
挿一宇／櫓 土鳳 剛砂参､、石英含む 没貫／酪農貢 、a

2018 175 137 19N K4I 深鉢 【1雌邸
外飼6斗t4，＝》lャ

端幽上もの6
梅で／撫 zt縄.例突(1)．『:” 〃軒遮

jこ』ざ､､貫廠／j:』ざ

､､貫術
17通

2013 175 137 30K K4I 尿鉢 11総部
外1ﾖlにlQを－，1↑

端lkl上とけ》6
拘で／猶 馳線.聞丈(LRj 111砂少な｡‘， 輔褐／褐 11油

2016 175 137
51《1m。

篇K160
K↓I 報鉢 11総記

外IlII二l2f･FjII

端ﾛ{11らめも

糊.丈(1,R)／01

リ
縄文 ↑11砂符過 黄掃／IIjl侭出 良 ○

2017 175 137 z6L K4I 斥 鉢 【】鰍艇
内慨'二1?&〆｣(↑

璃曲』るめろ
殉-や／胴で 沌線.縄文 911砂少ない l2．j:L,州／褐 前i曲

2016 175 137 認〕 K4I 尿 鉢 I】は樫
外慎に油をつ【↑

咽向且るげ》ろ

爪

り

l撫で／則

抱今
沈鰍 1戸【砂少な．、

に．js6､貫圃／戊首

侭
竹瑚 r

2019 175 137 動K KII 辰 鉢 I】ぬ墓
淵餌にjlfつ81

端山』らげﾚム

嗣
砲

の樋拘一宇／
沈丘.奥丈 8湘方少全し､妻母含む に→苫､､黄／蛸Iヘ負 仔過 ○

2m 1あ 13 H1｛ KOI 蔵郎 I】呈璽
外倒にl1f－〆jl1

凋世】26のと

J

車

撫で／I

撞で
淀黛.斑文(1.R）

l紗、鞄妻母､而英

『し
画／;二斗:卜､貫耐 H瑚

2021 175 137 ”I K8I 渥泌 口確湛
外側ｳ含リ荘･－J6タ

増 山16ザ〕と
撫一さ／換で 沈嫁､縄文(LR） l砂､途長石含む

8二畠:い喝／6二ぶ.。

母
仔遭 ○

釦22 175 137 2，F K8I 滅鉢 口1A部 曲IとりL－で沌脚 撫で／抑で 泣轍
【妙井献;二もい

}､ｲ受含む

》
釦

褐／鳳幽 好適 0

2023 175 13 §K162 K41 塚 鉢 『1級部
外飼1日』“･…j6j

塩lhjjるグりる

縄文(I｣《)／撫

で
沈陣 l砂↑I油宝ll含む DII代酋／閃渦 11通 ○

2021 173 13 17(6 K4I 澱紳 I】服部 血取りして乱抑
縄文(RL》／撫

で
坑働 ｵⅡ紗冊魂

吠黄褐／ｲ:ぶも､黄

唖
Ⅱ油 ○

”25 l7j 】雑
翁K私～

目K37
K41I 尿鉢

I】雌部

～頚脇
土るめも 抑で／拘寺 批敏 竃僻述 貫柁／侭貫崎 付沈 ○

麺6 173 】郷 25蔦 K4II 尿鉢 口雄
立立
勘② F曲一角帆 拘 ／掴で 迩像 遍少を.、石英念む 庵／j三ぶ､､貢 良

2唾7 175 1弾 ”11 K4II 尿“ n雌
画
岬

内■にj･ｵc･っ【ヤ

て且in】，角1K
胸 ／型で 北側､興史 剛砂扉常↓二少舎。、

にぶい貫応／にぶ

.､貫廠
n通 ○

2唾目 175 1湖 26J K4II 尿 弊 K1陣璽 且もめも 抑 ／窪で 土樋 ロ
【
《 帆冊少を、 貫映／'二ぶい貫応 W通

2噸 175 1蝿 1211 K4II 尿 鉢 11鰍部 且るげ)6 梅 ／型で 化繊 縄文 lfレ少』きh 雲 母苛む
に上:､､貫喝／j2ふ

ぃ貫削
11地 ○

20釦 175 1期 狐)〔ウ K4I【 尿鉾 【】雌記 』るげ)4 殉 ／寵で ｲt線 縄文(R） l砂＃･常I 少ない 1尺期／にぶい06喝 肺i曲 ○

抑31 176 l鯛 Z7j KIII 深 鉢 11紬郁 画とり 撫 ／撫で 沈紳 縄文
l帥卯常に多い雲1$

「む
汲侭／黄1尺 Hi的 ○ ○

2032 176 139 22N K111 渥鉢 11紬部
内側に州リ甑げ

で.1るめる
楢 ／楢で 沈綿 縄文 ｵ'1砂刃二常に少な､、

汎黄侃／にぶﾄ､黄

禍
↑1通

20弾 176 I制 2H1 K4Ⅱ 塚 鉢 u給部 jるげ》6 楢 ／撫で 沈卸 嵐文 111妙仔遡 8二.ﾑ:ぃ貫柁／鼎喝 ＃通 ○ ○

2034 176 I調 鋤’ K4Ⅱ 源鉾 口臓望
内側6日llf･つlナ

〒膳'湖．角収

】.‘

申

を撫で／】

櫓-5
淀算 風丈 ｵⅡ砂丹巧に少ない 褐贋／則褐 日通 ○ ○

訓蕊 176 1謎 211 K8II 覆鉾 nは部 』ものる 胸で／樺 拡陣 風土(Rl偶突 rll紗仔迅雲母命む にぶい貢、／FA馬 肝逸
へ

”郡 Ir6 l郷 141 K4II 伝 鉾 【1は部 _Rも咳りる 順で／殉 鈍律 員丈(LR） 唖鈴少きい宴誇含む
に』きい陵一縄吠／

喝L氏
良 ○

詞37 I論 1鑓 21（ K4II 深 弊 n鰍部 Aもザ》る 糎で／梅 平↑『 t算.員之 如紗メド電に少な.、 にぶ､,耐／画 仔通

鋤鵡 176 1期 瓢〕閃 K4Ⅱ 深鰹
【】雌部

～服部

外側｛

瑞到I

脱を-ノけ

と'）

阿丈〔R【
灸

／窪
鈍働 謙月漁に少な'､、 田／にぶb,燭 良 ○ C，

”39 176 111 加N K5I 深弊 11帖部
外側

て 化

lwf，－j【ウ
珊,､／扇 降惰.沈蝿､*1戎 ↑11レレ非鴬に少な'．､ 灰質剛／にぶい側 典 ○

2040 170 M1 Ifi馬 K5I 尿 鉢 11繊郎

内煽

り1吋

郷

陽冊をⅣ，

りし-『沈 l*で／撫で 迩細 帆砂少ない 瓢側／柵 ↑1通 ○

2041 176 】41 NII K51 潔紳 【』軸部 山と 拘寺／塵で
降裾(制突)‘純陣.岡丈

(1.R）
111砂多L,

』ざ､、貫栖／6弓』

L,貫縄
11通 ○

2042 176 181 鋤』 K5I 渥 鉢 【lは艇
淵貫に11りI目【ダ

2も〆》ら
撫・で／懇で 隆希(屈み>､丸唾

刺1砂＃念に多6，《i長

命む

に4:‘･貫側／ﾄ氏貧

褐
ni6 0
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蝿 挿図 図翫 出-1:堆点 分7， 脇付 'k側部位 【 】 趣 端 部
蕃曲詞盤・壇文
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色興

(外山i／内1m）
娩成

炭1

外

白物

内
偏年

劃).13 】76 141 29E K5I 啄鉢 11M服
内倒

』る

折り度Iげ

}る
撫で／猟で 曝冊(0W浅).孔線

111砂非常に多6，雲

fﾘ.ｲj共作む

１
１

よいm－糾灰／

脚
甘』曲

2〔M1 『6 10 20X KnI 寂外
18把郎

～いI帥

内測

りIAi

線

降諦を貼

りして比 聯.、／聯.3
玲側

閃史

91夷)､沈鰍.01災、

H1.）
#11砂少ぽい

１
１

ふい償町／灰黄
i↑通 ○

20心 6 11 30K K3I 澱鉢 11M認
19側;二針って土

るのる
撫・さ／復で 曙砺 $I実).施媒.伽I寅 Ⅲ砂非常に多い

ｉ
１

ぶ卜､侭町／にぶ

前側
11通 ○

釦16 6 41 27J K昂I 伝 畔 11絶腿 まるめる 撰 '／複で 隆輔 碇少な､、 I 侠蝿／喝1尺 仔追 ○

酌17 76 40 13M K5I 尽 俳 【1軸歴 画とり 塵 ､／掬で
野帝

史

附域jt:観).丈便､例
粗砂少ない雷母含む 褐I氏／茂貫唖 仔遡 ○ ○

釦88 56 40 18N K5I ぱ い 【l雌屋 画とり 撫 b／撫で ,t■ 飼天 観砂少な $R質／隅質 n通 ○ ○

動89 6 41 14M K51 広 鉢 【】腿歴
外賀に、をつけ

垣画きるのる
痩 ｡／複 局冊 岡交） W1秒非常 二少ない

《､亨ふい〃／トーぶ.、

卿
仔過

測釦 6 81 31C K5I 廊 外 11は陣 上るのる 縄文／碗 尤繊 側突 観砂少な
ﾙﾍ貸碍／に.ぶ､､貢

鰯
n通 ○

鋤51 36 41 811 K5I 尽外 【】絶価 侭で／榛 土柵 高史(1.1《） 岨紗J1常 二少を。、
にぶい蝿／にぶい

箇椛
n．湖

20認 6 ” 13M K51 底外
11絶紀

･閑郎

内向に股をつけ

て.iるぬる
梅で／樵

降研

虹(I

Ni畝11:仇).沈陣､嵐

<）
帆砂多い

l昌ぶ'､側／にぶい

亦褐
＃･鋤 0

20錘。

2“4
77 41 ZO《B K5】 廊鉢 11賊卿

外側に段をつけ

て沈翰

刷りと撫

りと撫で

，／hl
陣補 沈鰍》、批繊

飢砂多L,霊魁ｲj英介

む

灰貨鵬／に』sい賃

柵
N･通 0

2055 77 40 22(〕 K5I 〃鉢 11鰍舶 上とめる 仲で／拘 沈隙 楓丈 馴砂仔通糞｢吸含む 枇灰／灰質ﾘ9 ､湖

20髄 77 40 20N K5I 尿鉢 11鳳離
断面〈宇状にし

姻画土ろめる
撫で／他で I&帯 10ⅧI岬If)､沈雌 宛少ない にぶい喝／棚 Hi曲 ○ ○

”57 77 41 210 K5I 尿鉢 【I鰍部 よるめて沈奴 磯で／胸で 沈側 01穴 醐砂非竜6二少・な､､
↓二ふい黄削／に』：

い黄掘
11通 ○

… 万 40 認G K5I 威弊 11M銘
内
文

動を里即し両
痕で／胸で 淀卸 風だ， 税砂普通石異含む

に本も､質厩／にぶ

い密
11通

躯 9 万 40 21【 K5I 廊弊 13M部 まるめる 瞳で／脚 批母 周
今
へ Ⅷ紗多い 唆貫褐／側ﾘ氏 n通

…
一
伽 40 湧11 K51 廠弊 11却郎 全るめる 場3／耐 沈碗 ■さ(kL） 租鈴少を｡、婁腿介し 暁貝側／に』:､･耐 仔述

班1
一
卯 41 27J KSⅡ 寂樫 l】峨邸

内圃に折り歯8ダ

土るぬる
襖で／撫 沈旬 qと.■拓き紅麓 楓砂廿通 にぶ､､褐／何 良 0 ○

班 2 77 42 】4M K51I 尿鉢 11M犀 ､fるげ〕ろ 窪で／撫で
島刊

(I(I‘

01史).式腫､貫文
粗砂俳常‘ご少な、､ 、／庚質喝 H途

燕3
一
Ｍ 42 25J K5II 尿鉢 11肱郎 画とり 磨き／聯3 峰研 11喪)､此維 帆砂非常に少を､、 喝阪／によい喝 良

2“I
〒
４

毎
Ｊ 12 2111 K511 寂外 11M部 I旬とり 櫓で／掬で 岡焔 沈紳 111砂非常に少な.、 堀／我質 甘逸 ○

2“5 両 41 22J K月11 叔外 1114部
Ⅱ砥i〈字状に括

り曲げまるめる

眠き／I軍を神
で

沌線 q文(I《I.）
11{砂抑常に少を｡,、

lu含む

で
ぶ に』洲､首、／映其

閏
』1 ○

20“ 7 42 1．011 K31I 澱外 11帆部 上るめる 撫で／掬で 陽冊 刺裂：
ｲⅡ砂卯常に少ない

母赤心

垂
評 '二.い､償怖／映仇

蝿
仔遡

2067 77 42 91 K5Ⅱ1 伍外 81雌部 』るのる
撫
勝

．／nIりのiQ
降冊 施胤.岡丈41史 岬I砂仔通雲即含む

にぶい薗叫／にぶ

L,耐
筒迩 ○ 赤色喰彩

”鑓 77 42 鋤G K5III ぼ外 【】雌誕 上るのる 駒 ／廉き 竹,釦 縄文(LR） Nl砂41意に少ない qIm／にぶL,負踊 瓜
五用9

寺
Ｊ

－
Ｉ
Ｊ 42 311 K5III 尿 外 【Bは秘 上るのる 掬 ‘／型で it奴 周文 轍紗少きい雪母介む 浪貫／庚頁 仔過

20” 7 42 割31 K511I 尿 鉢 【I堅写
外側陰険をつけ

画と,)し汰線
陸 ，／胸で 降蒲 沈算､嵐.史 頗砂多・,｡雲母含む '二ぶい耐／局吸 n通

2”】 汀 42 13M K5III 伍鉢 11些堅
内側に傍り由I

まるめる
畑 ／世 脚跡 比且､餌み､孔

帆砂多,,雲母石昼介
む

に_ぶい用／騰貫褐 月幼

20冠 77 82 釦G K51II 尿鉢 11趣配 画とり 廃 ／鴎 注風 唖砂非徳;二少ない 贋質側／I氏貫殉 R地 0 ○
2073 了7 42 160 K5川 尿鉢 1】胤配 血とり 漁で／鵬 僻砺 帥み)､沈皿 租砂少堂、、 貫贋／黄1尺 仔通

和74 77 42 21L K5IlI 床鉢 11は配 坐るのる
樵で／阿文

(LR）
沈侃 L 靴砂非富に少な､、 にぶい何／吠嗣 肝辿 ○

2076 7＄ 43 11K K6 廊鉢 11絶郁 ユるめる 撫で／1勺で 沈樟 *11砂少な､、 掴貫怖／吠貫褐 fI湖 ○

2076 78 43 17M K6 〃“ 11M師 山とり
阿文〈LI《)／卿
一 沈卸 Ⅷ砂非耐に少ない い』:｡､貫椛／胤u ↑$通 ○ ○
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や
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娼旧jよるめる
娘で／漁で 沈凪 Ⅷ砂少ない 脚灰／爪碕 肝遮 ○

”79 8 掴 26【 K6 尿鉢 11帖躯
外買低肥厚して

ユるのる
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川砂非常に多も､

母､《j英含む
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い貫町
1『通
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宿
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班1 d8 43 1331 K6 疲僻
【I埜唾

(Ⅲ瑞欠）
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2唖 8 43 18K K6 反外 11は区
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文
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2画 78 43 鋤〕 K6 廊叫 I】船歴 まるめる 徒-号／複で 同舟 1.1Jit■ 阻砂多し、 浪貫舟／波其怜 仔通

2鴫4 78 43 21M K6 威叫 11雌侭 画とり 仲で／椀で 嵐陥 化敏 唖砂軒途
に』:､､貫掲／に』：
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R通
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2”11ロ78 83 18郭 K6 叙“ 【】&｡肥 』もめる 磨き／刷り 沈黛 01宙(竹廿） ｳ11砂仔通Iと石含む 庚賞閏／に』:い周 瓜 0
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仔勤
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〕
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庇
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寧な撫で
汰線､縄文(RI.｝ Ⅷ砂符 i鷺仰介む
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｛
熱測／にぶい黄偲 冊通
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既貫褐／版賞褐
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にぶ･‘貫綴／6･ふ

､､首樋
!「通 ○ F庇

2119 l帥 16 I6H H 尿 健
【l雄邪

～函部
。Iと『）

胸でと果檎／損
皇

帆砂日常に多い
ふ､､貫鞭／『モ貫

11途

2120 l帥 16 I8L B 羅鉢 n雌部 内閲角iご刺史 抑で／撫で 61喪 帆 砂 甘 通 寛 雛 含 む
リプ凧／す

－プ風
良

2121 1帥 46 12F B 尿 鉢 M軸晶
我と『)し凸立押

しぅ13
粂痕／桑痕 押し引.､(凹曲j）

帆砂非愈

蹄､イj笑介し

うり、、 雷
晴吠黄／耳1首暁 杵遁

”” l帥 46 42K B 尿鉢 11紬部 面とり 剛.､晴、／鹿-で
服砂＃鳶

雌命む

少なL,
や
本

町1貫褐／賃 良 。 ○

2123 1帥 $6 I弓4.1唖3 B 深鉢 n織祁 全もめる
梅でし劇.､畷

割／梅で
師み Ⅲ砂非念 少きい 褐沢／褐壕 良 ○ ○

21割 1鋤 46 12G 、 深鉢
【】は部

～胴部

去るの-て内倒角

に凸血2押しｳ1塁

樺でと装浪／権

で
押し,jl3(凸面） ﾔ11冊少,を にぶ$､貫掴／轍 仔通 ○

21Z5 1鋤 46 18, B 添い n瞳記
直iとりしり字彫

利突

撞寺と蚤凶／権

で
61喪〔【､字形） Ⅷ砂少きい にぶい貫旧／黄 仔遁 ○

2126 】鋤 86 1OG B
'1，

『
全

深鉢

11母部

～旧師

面とりして押し

‘jl3
粗､､廃.3／撫で 押しラ13 111砂非禽に少ない 哨渋黄／貫褐 良 0

21Z7 】鋤 46 鋤I B 深鉢 【】些璽 2るのる 撫で／撫で Ⅷ砂肝油霊fﾘ含む 洩黄／貫畷 H n 0

21泌 1鋤 46 9F B 深鉾
【1蛾隠

一例鹿

堂るのて外F1(二

I』み出しj,り

撫でと轍、、鷹

、／撫で
Ⅵ【砂少・な',、

に』合い賞閏／にぶ

い償馬
仔画

21鱒 1鋤 45
Ｆ
Ｆ

‐
Ｉ
ｒ B 尿 鉢 11赴樫

画とり（I』み出

しあり）

粂痕(11礎>／庫

で
rt線 馴砂什述而憂含む 極／暖黄側 何通

21鋤 帥 褐 F 8 湿 鉢 【1は部
砥面三角奴iこし

凸世j押しjl3
撫で／複で 押し引,､(凸面） 砿W犯 峻黄／にぶい黄 什遡

へ
0

2131 帥 褐 G B 深 鉢
11は配

～圃騨

面とりして附押

え

条噴(11盤)と〃I

r》／撫で
帆砂少倉．、 浅黄／疏廃黄 良

21狸 §0 43 SK6I H 巌鉢 、蝕誕
面とりし11崎で

押し'･)1,3

蚤模(11鉛)とげ1

')／轡-で
押し引、（11銭） 覗砂香迩 にぶL,貫桁／晩白 仔逮 ○

21幻 §0 45 l9G B 塚 鉢 n雌誕
画とりして凸面

押し;13

墨痕（字種竹

肝)／胸で
押し I，(八画） 帆砂少な.、 に』 b,貸鰯／檎貫 仔通 ○ ○

21狐 帥 幅 11 B 澱 鉢 口は部
画とりしで凸面

押し引邸

装痩
一

11俵)／抑
辻埠 押し引旦ｲ凸虚) 岨砂少差b， 眠り 貢／貫吠 良 ○

21謁 80 43 Ｅ B 漂鉢 u姑躯
画とりLで凸力

押し引、

痕
の

灸
り

側牧)／"I

R撫で
押し 13(凸劇） Ⅷ砂非常に少ない

にぶい首／に_話･･、

黄
良

Ｌ《
』

21坊 帥 45 ,I B 尿鉾 口城葛
画とりし-てハガ

押し引き

蚤箇.;11性)と剛

り／楢･守
押し 1，(八画） 蝋砂少なb，イ！'其含む 浪賃／狸貝 仔通 ○

2137 帥 45 F B 涙 鉾 口雌郵 曲とり 撫で／律で 康拝宮に少きい
侭ふい箕／にぶ､､

貫崎
軒適

《
）

21期 80 45 '1 B 涙 鉢 n絶郎 まるゐる 撫で／殉で が陣 唖鈴少含い 耳I質褐／､ 冊遡 C

21羽 80 45 』 8
小21

浬鉢

口給部

一頚部

園とりし凸戯押

し引き
樫で／伸で 拝 L 131ハ面） 唖鈴少ない 灰／浪貢 許遡 ○ C

2140 1脚 45 SK1 B
小31

深 鉢

口鰍部

一踊那

画とりしI》字形

剣実

櫓でと刷り／礎
一 坑鳳 91夷(【〕字W21 岨砂少ない 限褐／貢密 藤遡 ○ ○

2141 181 47 lOH H 涙縫 口峰部 且るめる
幾銭(閲鈴)／剛

りの(&撫で
八帯 凸面押し 3J 鰍砂界河に少g',、 姐畷／畷貫喝 良 ○

郡42 181 4 l2G B 深 鉾 【】帥部 面とり 櫓で／撫 凸帯 O字舵押 引p） 蕪少を'｡、長ｲj命む 暦／侭 仔遡

2143 181 47 18F B 深 鰹 口峨鰯 画とり 撫で／梅 凸帯 Pし引き 症仔通
にぶいK紐／にぶ

,､賃宕
良

2148 181 47 2lx B 濠 “ ロ峨箆 曲とり 条喪／梅 凸研 蹴画[f痕 凧砂非常に少な｡、 馬灰／湿貧役 良 ○

割45 181 47 IOE B
《
体 僻 【】鋤郎 汝iとり 梅で／撫 凸膏 凸幽卿し |”

WI砂3，‘荒母.石英

含む
味I貫国／局I氏 前述
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池 神岡 【司戟 出土地点 分甑 認ドウ 英jW師付 11は焔郁
蹄はI風り・地文

(外面／内向）
文撮 W『！．

他 薦

(外国／内山I）
娩虞

炭1

外

物

内
値呼

2146 181 187 11F Il4 尿 鉢 11は腿 ユるめる ､lリ／仲lり flI研く慨状押し'）l”
16ﾚﾊ常に＄､､君

1,便{j含む
灯／貫栂 良

147 1H1 1$7 381 11 尿鉢 11雌部 るめと ､lリ／卯lリ f11冊(ﾄI帆押し 18） l砂少舎、、 柾／ﾄー 』鍋､貫轍 侍 4 ○

148 181 187 1F B 深鉢 11靴郎 るめる 浦で／胸で 凸悟〈晩牧押し 13） l砂多い寅Iﾘ介む '二よL,黄／貧,灰 11曲 ○

】49 181 1$7 1F 11 尿鉢 Il雌祁 るめる 掬で／拘で flI係(抑しり1,、 l砂肝通 質灰使／帥酬 肝 山 0

l鋤 181 187 820 II 尿鉢 11雌部 るめも
装釧(11個)／撫
会 凸冊(11鉛旺償

l砂卯粛に多'.、長ｲj

rむ

Ijl黄禍／に』:､､貢

、
11オ ○ 0

151 181 187 23K 11 尿鉢 11雌祁 るめ6 掬で／抑で 凸栴（11側Ff偶 l砂多い 『犬貢褐／嘘 11通 ○

152 1月1 188 13Ⅲ 13 尿鉢 11帖部 曲とり 胸で／胸で l妙J1海』2少な、、 『E黄、／壕貫掲 瓜 ○

153 IHI 188 2昂』 113 尿弊 11絶郎 位|とり
幾痕(M物■随

嘆)／撫で
l紗ルなに少な､、 側／にふ､･師 瓜 ○

l鈍 181 148 100 B5 塚鉢 【l削腿 凶iとり
J弓痕《卜A物皿鞄

山)／掴･合
l砂静遡霊地介し

8二』』い貫列／馴貫

側
血 0

函
麺１ 181 11月

Ｆ
Ｇ

謁
湧

11 尿 弊 【I雌郎 位1とり
装痕(M物■館

戒)／撫で

l紗W地言は.民ｲI

『し
に.4;ぃ貫渦／縦 良 0

1弱 181 148 iド B 尿鉢 ID鰍郎 土るめる 撫で／脚･で 111砂甘遡 虹／甑 11通 0

2157 181 148 G B 尿鉢 【1M鰯 位iとりして例寅
於領《櫨物風砲

鋤／撞で
例突 #11砂甘'通長《i介し 1代／嘘 11血 ○

21鉛 181 l鯛 111 B 尿鉢 【】雌郎 曲とり 朔で／胸で Wl砂月粛に少 ､b 暗灰貨／洩貫 瓜 ○

2159 181 1鯛 iJ B 尿弊 11軸部 』るめる 掬で／神で
#11砂＃竃6二＄

介し

》
工 剛 '二』;b,買掛／jこぶ

い賞廠
普通

21釦 181 148 11F B 尿“ 【1陣腿 土ろぬる
硬偵（や彼竹

侭〃)／殉で
L砂少な｡、 異介む

'二』:､､貫褐／町I貢

同
葺迩 0

2161 】81 148 認C B 尿鉢
【1峨躯

。m鹿
位iとり 田憲最箇／殉で l砂〃窟に少 Lb 哨灰貢／噂脹貫 箇迎 ○

2162I 錘 “ 11F 肘 尿弊 【】軸郎 曲と,） nl ／刷り r廿辿 にみ､､貫瞭／魔rI 普辿 0 0

2163I 種 147 鱒L II 尿“ 【1雌郷 画とり 扇 ／殉で [砂少ご・、 L氏買掛／耳I質喝 竹逮 0

21“ I種 146 19E B 虚“ 【1M麓
閃とりして丞轍

と風 丈

1．

本

宏拘で／】

胸で
沈碗.嵐 と OFI舵少な．、 '91貫褐／にぶ・､貢 血

21侭 I麺 I妬 SK”2 11 尿鉾 【】峨郎 尚とり 研き／調、 凸得(押し‘）1”
帆砂ハな'二少な‘｡

蹄苛む

争
那

貫灰／貫既 瓜 0

21妬 1種 146 I9E B 尿鉢 脇 歴
複寺とⅡIい胴

、／病で
1.1砂月竃j二少ない 輔灰質／ﾄー ぷb,賃 H通

2167 1種 146 llG B 尿鉢 I】雌邸
2るめで内餌8§

辻■
磨月／殉で 〃姉.地価 Ⅷ砂少をも、 鳳褐／貫贋 藩迎 0 ○

21侭 1漣 146 l2E II 尿鉢 I】域節 尚とりして沈憧 撫で／拘で 降昂,叱御 『,l紗月尤に少な、、 戎貫喧／侭貫駐 替迫

2169 1種 146 131 B 尿“ 11雌毎
哩扉し内側に雁

砿

胸で／扇､と殉
一 1.1砂少監も、 碍脹／鷺魔 曽幻 ○

2130 I種 187 Z2L B6 侭辞
11絶邸

～胴歴
1るげ〕ろ

桐で／刷りの18

南で

肥印.曙研1沈御》､応鳳．

孔
f‘l砂身＊'二少きい 狼貰／浪貫 R池 ○ ○

2171 1画 I鋤 】1K 戊 鉢 【1埠匪 由とり
硯で／刷りのlQ

桐で
沈且 111砂少な‘，長《j含む tR貫喧／↓こぶ．､値 良

？
一

一
Ｊ

。
’
■

句
‐
一 】闘 151 10K 浪鉢 11胤藤 貞 り 廉§／調、 劇8砂少ない

に.j:.､、／に』:､。

噂
良

2173 1麺 151 I6L 汎鉢 I】肥降 画 り
丁亨な撫で／I

車を駒で
平fJ比敏 f1I砂脚窓に少含．。 貢付／波貫付 仔逸

Zl71 183 I鋤 I6L 洩 鉢 I】肥睡
肥
附

して断倹】二
扇3／病3 蹄編 ､I紗甘通 にぶb,伶／耐 11

2】55 1鯉 I鋤 15K 81鉢 I】肥健 画 りしで注毎
斑文(kl-)／胸
で

平fjｲt陣 M1砂少をも,
ｌ
ｈ

ぶL,貫圃／に主

貰応
仔遡

2】76 】“ 1鋤 21L 岱鉢 l】帖鋒 』らのる
刷りの船拘で／

泉8
沈紘 111砂＄も､ 応／にぶ‘,何 R-週

21『7 1E3 151
SK1】9～

SKI21
汎 外 K】岨紘 尚とり 損で／油で 平↑J叱厘 111冊少ない 貫侭／貫棚 血

2】78 153 1釦 l5L 波" 【1M鰹 歯とり 梅で／捌で
時妃(ﾊ仏】押し引測､淀

■
硬少告．、

にぶい貫緬／にぶ

い黄偲
仔逸

2179 183 1脚 l5L 浪 俳 【】船部 【Mとり 卿．s／腹で
降昂(ﾊ岨】押し＃l”､比

働
恥l砂師曲 略,I火貫／に"齢い武 H･通

21帥 1帥 151 14Ⅱ 投鉢 【】は藤
』らめて内侭に

比較
条慎／装釧 礼砲 脚I紗〃耐に少ない 貫膿／略吠貨 n通 ○

2181 181 1脚 16J 波鉢 【1雌配 【、とり 撹 '／楢で 半1J此樋 ､l砂11通 にぶ卜､貫阿／貫褐 血 縄状把1‘

21眉2 】綱 151 24J 波鉢 13は部 面とり
胴
嗣

の伯拘で／

の1&ぬで
批縄.岡文(1.1《) FII紗多い

によい貧困／I

6，K宿

ぶ
仔迩

2183 ]帥 151 1431 洩 鉢 I】絶郁 上るのる 扇 ／隈8 札栂 ｢M紗少を、、
にぶい貫掲／｛

い黄

ぶ
仔瑚 ○

2】84 】則 】51 17N 洩 鉢 11は航 上るめゐ
胴

(I

、と側文

)／巾で
血樟 ｵ11砂fIn

にぶい貫柵／に.ぶ

い質、
月･鋤 0

21鴎 184 151 16K 沢 鉢 【】は届 血とり 磨 ／胴9 孔縄 ↑'1紗J1常に少な､、 町／柿 N･通 小色堆彩方

21鵠 164 151 191. 概鉢 f1庇
刷り／I~車を伽

で
#11紗J1常に軌､

根貫緬～すリープ

尻／褐灰
良 小色喰彩

21N 184 152 5E 浅鉢
I】鰍郁。

￥血
父凸める 雛領／茶碗 礼像 『】【紗少ない

にぶ‘､負伶／にぶ

い貫棚
竹通

21蝿 184 153 12F 柱【】 ﾙ1部 府8／榊で 批椋､釘lみ 眺紗ル1浦に少ない 価／棚 良
2189 184 153 l6L 注【】 ＃1部 駒S／拘で W『沈轍 ､l舵11地 暁／1k首 n通

21帥 1馴 153 l4G iI:11 11雌部 上るめる 掬で／殉で 刺;剛 111帥J1'浦に多い
’ 』:い樋／にぶい

血
妃！↓‘呈受

4ナあり

2191 1“ 153 3IC ｵ1111 11は部 上るめる 胴$／扇＆ 111砂J1'常に少ない
１
１

』乳､柵／にぶい
良 把卜あり

2112 84 153 27G 肱11 11絶那 まるめる 州で／神で 沈樟.火
111砂月常に争い

1W､《j灸含む

》
罰

I ''1／瓜I‘I 11地 把り｡")リ

2193 郡 133 flⅥ 祉11 iI2【】 I鴬で／仲で
111砂Jﾘ漁に多い

11.イi昼苛む

寺
酎

ｵﾊ抗／概黄、 11．通

2191 80 】認 251 姓11 柱【】 卿3／杓で
#11妙〃常'二少ない雷

lﾘ含む

:ぶ･､側側／に』：

､貫締
竹油

219討 84 】認 】1N 雄I】 #I:11 蝋で／胸で I紗付岨雷Iﾘ含む
:ふい菰旧／にぶ

､貫旧
血

2】“ 肌 153 】8N 腿11 iI;11 縄文／槻で 聞帯.01夷(竹竹） l砂Jll南に多い l亦側／珊赤胸 門遡

2197 8．1 153 l2L 化11 肱【I
鳳文(1.R)／抑
で

l§しJ1常に争い鷺16

『む

政、／にぶい黄
I

筒､淵

2193 l郡 153 3411 fII i1．11 侭文／耐で 16ル軌､I証i含む
ぶL,黄、／にぶ

‘貢柵
仔遡
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問｡ 神閃 閃耽 M1上地.巾 分頭 弱挿 質測郁位 【 1 帖 堵 郁
配l鮒詞妙・地と

(外向／内↓鮒）
丈柵 船I

色 凋

(外面／内政I）
焼成

股1

外

2物

内
愉り

21兜 184 153 15N 注【】 注11
奥丈(RL)と胸

で／殉で
↑1lbし軌､14ｲｲ含む

12ぷ､､償廠／6且ふ

L,貫廠
竹地

22“ 85 51 SK卿 壷
【1峨侭

～脚歴
歯とり 拘彦寺／竃で 降帯(刺ﾉ｡､嵐丈I 1116レもL，鷺f@含む

壕貸出／i二非､､償

側
良 凶状肥1．

2201 蝿 5＄ 26F 壷
11峰偏

(11還欠）
拘 惨／油で 降冊(例寅〉

#116ﾚﾊ宿にい､ｲj昼

念む
褐k／蝿庚 11過

22m 鰯 54 15斑 壷 【】噂墾 2るめ4 胴 ／ 顕で 平↑J叱脚 ↑Ⅱbレレも.L， 、／吠貫 !『通

配03 85 55 I冠50 告 【】隆無 .Rるめて餌み 殉 '／南で 、八 fIIOレ8ぃ 凧／胤働 11曲 ○

宮野＄ l縄 55 ”』 壱 【】鰍紀 直jとり 硯文／殉で ↑11ウレ甘瑚
jこぶ､､貫縮／6

､､首、

こぶ
!T血

釦 5 1鱒 54 11M 告 【】峰部 2るめる 殉で／殉で 叱鞍 *11ウレらぃ 償jk／貫庚 !T鋤

” 1輯 51 ”K 缶 【1峰記 Eろめる
興文(I』《)／朔

で
ft■.｡'喪 IIIOレ甘迦煮1m命む

jこぶ､､町／にぶ､、

其吋
甘辿

麺 7 】＆5 35 z7L 壷 【I轍鎚
肥厚しで上るげ》

土栂
梅で／殉で 化紐 11【6しら卜、雪11命〔ノ

i二』:､･貫廟／6こぶ

b、賃嬬
W幻

“ 】“ 55 5K61 壷 【】陣鎚 典4める 凋文／泊で ↑Ⅱ砂R白 映貫／戊償 11通

“ 】鰯 弱 2OL 音 嗣部
蝿丈(RI

りのi0泊

／月1
叱啄 踊少会、、 戎貫／噸無賃 良

堂10 】鵠 38 1口蔦 告 【I峰躯 るめ6 鴇 ／胸 ＃11砂少ら･も， 褐0k／に』:6､貢､ 甘辿

麓11 I聾
一
Ｊ

《
畢 21K ｡ 11鮒晶 6〆》も 廃 ／雁 ↑11肺らいイ{畏介〔」

jこぶb,員厭／没貫

廠
甘迫

露12 1穂Iロ弱 1OG 笹 【】轍部 6のみ 神 '／砲 911抄脚倉"少き、､ jk貢／侭貫 甘通 ○

麓13 1鐙’ﾛ
咋
塞 SK釦5 邪町I 【I障駆 もの4 IU ／楢 降吊.沈鳳 帆牝$､b 状貫／貢 W血

認14 1鵠
戸
ご

争
尋 18F 壷 【】障繋 るめと 神 '／殉

I恥卜貝粛にらい茸隠

念⑰
嘆貫喝／黒掴 甘通

愛15 I錘
《
ご

《
嬰

P4§1．

1.槌5
ｲ簿I 【】鉛郎 且るグ〕る 固文／殉 化睡､孔 帆船＄、・宮fj念じ 質／資ﾔリープ H劫

灘16 1鵠 鐙 1511 沓 【1砲肥
画と')して阿山

押し;19
拘手／治 ハ帝､再L；1,1制曲） 帆船9．、イ1，受命〔』 にぶb,応／吠貫網 甘幼 0

舜
一 17 I獅 54 12F 心 11雌隈 具6〆》ろ 密 ／殉 帆砂月意に少･告、、 嫡阪負／暗吠武 肌

垂18 1鵠
一
麺 P11 壷 18雌錦

2もめで飼寅

(ID字陪）

伸
拘

｡／剛りのlQ
01交(ID7W;） OII冊少も.､' 貫何／貢 瓜 ○

垂19 1鰯
Ｐ
ご

Ｆ
ａ 19, 壱 明 野

神
で

･L嵐と／閃
血釦 111柵＄．､

陸』:,‘券喝／に.隣

,･小鶴
R n

錘 0 1鵠 55 】4J 壷 11陣偲 世｡とり
神
で

'世嗣,）／梅
11【§し＄.、宮紺介む 境質掲／氏貫喝 甘迫

声1 1“ 55 19N 鉢命 11雌経 まるグ〕る 神 '／狗手 風食(k） 踊り､． 境質掲／↓こぶし､応 甘迫 0

垂 2 1妬
一
狸 20N 鉾ゥ I】は稲 2るのる 宗 ／患、 化繊.嵐丈(Rい Ⅷ紗少をい宮付含む 褐ﾘﾑ／02ぶい貸岡 甘迫 本心栓秘方

雲 3 】槌
一
切

《
ａ 】5K 不町1 I】働郎 士とり 宗 ／宗.、

町･冊､平イリ沈梯､釘寅（

角牧〕
睡少ら,.､ 戎貫鱈／墳貫喝 、 4古色唯騨

露4 1鶴 55 】ずM 1,明 11峰豚
借り曲87て曲旦

叩
県 ／刷り 111紗＄、､ IR蘭／貰噴 旬AQ

理 3 1鶴 謡 1” ｲ､再1 獲野
寓丈qRljと患

、／駒､
母弔.式釦 111紗8bo 竹／'914褐 甘追 亦色唯秘

2塞一

麓29
1鵠 謡 l5L

fjfL肩

付土祁
11織記 女とり

辰、と員之

IRI」／駒、
蹄鼎 爪恥1K宇卿 帆紗＄b, 畷貫畠／没貫廠 良 が色席郡

… 鴎 銘 1211
屑イオ

上野
舶鉦

斑文11′R)／掬

で
尾弔 虻御 WI抄ebo 6:』:､､貫樋／側映 甘迎 小色序郡

2劃 鶴 55 17G 不■1 I】鰍配 折り曲；？で碇.嘩 挿守／樋で 此敏 奥丈 、I妙ハなに＄。､ 11賃確／11貫厭 良

2錘1 鵠 弱 23G 1を明
11雌配

～血配
竃と’し 殉 ／楢･で 降砺 例費).血律､倒突 唖 少 な L ･ 質応／吠質鶴 日通 ○ 0 檎状把り

2糞2 錘 49 】2E 益 拘 ／柄で Ⅷ砂甘油 町／耐 甘通 孔あ'）

錘3 穂 49 君L 尿鉢 【】雌艇 塵と叩
覆
忠

:丈今1k圧

>／榊手
路用．紅脚 『'1舵少なb，

に-j:L･貫耐／f氏貫

喝
血 ○

2謁4 極 $9 SK37H 原鉢 【】哩璽
zろめて婚mIf

痕

胴りの松1勺で／

卿令
ｲt締 UiI紗少 もり 貧／松貫 n曲 0

2錘5 鰹 49 121｛ 尿鉾 ID靴挺 画とりjして嵐文 縄文IRI／撫で 1.1砂少 Lも
に』;L･貫吋／'二.&；

‘・貫縮
甘迫

Z2妬 f6 49 5髄 浪鉢方 11紬極 よる〆〕6
ｵ11t

康‘

胴§／け1t。
沈峰 Ⅷ 砂 、 油 室 軸 介 し 朗jA貧／風褐 H通

2237 妬 49 4K 伝鉢 I】は航 fるげ〕ら
梅
梅

／､l叩の｛＆
肥厚､国史(I(I・） 庁、、

１
１

』;、｡m／に.6きい
n通

22狸 屑7 叩 2⑰ 凡血 塚 鉾 瓜筋 ｲセ ／楢で
1M砂川常に＄い黄

刺.イ,異苛む

Ｐ
ｂ 』;､､賞何／貫贋 N鋤

2239 師 皿 3⑰ 九魔 澱 鉢 瓜 郎 楢 ／楠で Ⅷ砂月粛トーらも､
ｐ
Ｏ
４

』:､､賞付／に-よ

貫柵
甘瑚

2240 H7
寺
４

，
Ｊ 1M 丸式 揮 鉢 庇部 拘 胴／樺で

嫌脚粛↓皇＄い責蹄介

む
貫廠／唖 N n

2201 87 5 1311 ザ斑 廊 鉢 X雛 砲で／掬で 徒部､擁え(【.R） ↑11砂少2．，、
に凸:い賞砲／ｲﾆ』：

'、賞掲
旨遡

2212 87 】57 認C 乎託 減鉢 嵐郎 桐で／殉で
711紗J1浦;二＄6，雷j1

命む
1k質／ﾛfjk黄 R-通

庇血iに捕蛾

j1．帆j,り

型43 87 158 蕊C 平底 渡仏 爽郎 撫で／胸で 庁ら､、Iミイ』介む
にぶい符／'二.↓:.、

貢
甘述

2244 87 45 14K 平庇 滅俳 瓜 郎 掬で／胸で 戊伸
Rl鈴J1浦に＄ぃ責iリ

術む
『R茂付／版I‘I n通 0

2245 67 45 27G 平底 滅外 ､I記 胸で／'七で Dl肺J1常ﾄｰ軌､ 符／符 n通 ○
血血網代喚

<間叩）

2216 87 l認 26M 平庇 滅鉢 血栂 で／1勺で
『【妙J1常に軌、宙'@

念む
"／洩貫符 間遡 血歯鯛代仙

2217 87 157 16J 平庇 深糾力 血郁 I鴬で／伸で 鞭〃常ﾄー 'しも鯛い
にPG;い貫柿／浬貢

町
I『血

2248 月 】5 21K 平血 尿鉢 火部 搾で／殉で 沈脚 ”R鋤
にぶL,黄応／腕首

喝
Ⅱ地 ○

Z249.

2250
187 “ 18K 平血 深 鉾

剥離・瓜

師
神で／殉て． 化椋.側文11,1《） 唖J1前6ﾆい､ 轍／、 前述 0

､【曲Iスダレ

私、蝋

2251 189 1鋸 1311 平灰 尿鉢 血部 1台で／撫で 沈紳
011紗J1術にちい鷺14

含Ir
没筒灯／灰I‘I 11鞄

xIm鋼代抽

(2本凶え、

l小淵リ、I

卒遇')）
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恥 挿脚 醐駈 出-1と地点 分畑 降随 実脚I郎1J l B 超 珊 服
毎山岡芋・飽文

(外血／内8N〉
文棚 胎土

色 員

<外面／内面）
焼成

炭1

外

鞠

内
備考

堂52 】秘 157 22C 平虹 尿鉢 庇配 蝿丈／掬で
111砂J1常に多い

母.ｲj英介む

一
加 にぶ＄､黄田／灰貫

褐
替途

露53 】純 45 11K 平Ⅸ 尿鉢 嵐歴 碗で／姉で 淀■ 碇J1常に多も、 撰貫壇／浅黄役 仔通

霊5＄ 】鶴 l銘 27G 乎血 尿 鉢 庭陣 砲で／姉で 沈黛 粗砂冊馳 柾／役 替通

錘55 1鶴 1鑓 17K 乎庇 尿鉢 良 種 順で／殉で
粗砂卿癒に多･･､糞母

含む

にぶ卜､貫田／に

．､極

伊
旬

や
卓

符途

底面嗣代痕

(2卒越え．

1本泊り、1

本送り）

露調 1鱒 l鋤 ”F 平庇 尿い 箕鹿 砲で／殉で 9.1砂36､
漫貫園／にぶし､黄

鱈
替通

露57 1鱒 釣 l7G 平皮 斥鉢力 嵐は 痕で／神で 9]砂多上、 鱈／再1貸褐 甚通

~ 1鯛 弱 211 平良 豚“ 庭症 掴で／胸で 沈鍬､＆籾 9.1砂拝命に多･･、
号↑'ノープ局／灰貫

褐
普通

露59 】“ 鉛 15M 平血 尿鉢 嵐旺 象俄／拘で 確甘通 庚貫／寅氏 普通 ○ ○

… 1郷 59 加閃 平氏 尿 鉢 庭歴 損で／殉で 輯砂少な．、 略灰黄/略暁黄 軒遡

琴1 】鶴 159 13M 平風 床鉢力 良江 扇3／神で
碇打粛に多L,禰英命

む
黄灰／隈黄 仔遠

底面鯛代

撹力

琴2 1郷 I弱 認I。 f鹿 尿鉢力 嵐鰹 損で／殉で 照 砂 仔 通 雲 母 念 む
にぶ､､糧／にぶ､、

負廊
普途

底面傷代痩

(2本越え、

1本滞り．1

本送り）

率3 郷 刃 25M 平度 尿弊 良歴 桐で／胸で 照砂少な卜. 浅貫歴／撰賞母 普逸

琴 4 縄 57 12G 平度 応鉾 嵐鹿 掴で／拘で 軸砂仔通 侭／,嘆買 軒述

垂＄ 縄 ⑰ 19M &〃戯 毎弊 良歴 撫で／砲で 鮒砂少な｡、石英念じ
馬

ぶ､､黄楊／庚貫
仔逸

… 糊 帥 】§K 上げ庇 尿鉾ら 嵐極 撹で／油で 帆砂少を｡,、 l喜ぶ､､貫厨／貫庚 仔遠

2蕊7 濁 ⑪ 25K 上げ庇 尿鉾 庇郎 損で／梅で
姐砂軒遵婁母､ｲi蔓

命む
壕rI／灰賞 普通

霊鎚 閲 帥 17K 上if庇 尿“ 鷹醸 局Q胤丈／櫓で 帆砂少ない 貫昌／にぶb,貫痘 普通

唾69 鯛 帥 15K 』Lげ底 飯係 火屋 ■e縄文／胸で 帆砂＃念にら､、 馴褐／にぶい貫褐 普通

堂30 l鯛 1“ 1011 l”庇 厭い 血屋 国土／揃で Wl砂多い言母含む
にぶ･､貫褐／灰質

褐
普通

堂ｵ1 l糊 1“ 32C 14庇 尿外力 血配
n1り／J車を砲
今 fI砂少なb，

にぶ･､貰綬／lこぶ

､､奇
仔逸

底面楓代痩

(1本里え、

1本潜り、1

本送り）
2訂2 1期 “ 10K 上47庇 尿弊 誕配 、lり／撫で Ⅷ妙粁過 にぶ･､貸厭／褐灰 好遁

堂73 l酌 61 21K 脚f3 毎部
血郎〈咽

郎欠）
抱で／砲で 降婿.土仰 Ⅷ砂凡禽に争、 牙I赤褐／褐 普通

錘7＄ 1” 61 1↓K 脚『； 塚鉢
塊歴(喝

郎欠)
揃で／殉で 降備

Ⅷ砂＃術に$'､鷺

母､長価命む
侭／撹貿圏 杵通 ○

2275 】” 61 21N 脚f； 深部
庇部(娼

郎無）
捌で／殉で 降帯 ↑11砂多L， 明質褐／黄持 良

2羽6 I的 161 11J 脚f； 深部 庇紀 桐で／掬で 沈鰍,61夷
111砂＃常（

含む

多い言母
灰貿／袴 杵通

2277 lH9 ↓5 2OL 脚f『 尿 鉢 庇郁 駒で／撫で 降需,沈椋 111砂＃常I 多い
にぶぃ､黄田／にぷ

い樋
仔通

2278 189 15 HII 脚fr 揮鉢 血郎 掴で／lhで
111砂粋常にあい鷺母

命む
黒榔／鳳褐 替通 ○

台部内貢に

炭化物

2”9 189 ｲ5 811 脚f； 症外
肌晶(瑠

師欠）
漁で／撫で ↑11砂多い 灰黄褐／鼎勘 仔迩

2280 189 62 23K 嵐史／撫で 降砺(刻み） #11紗凡･応に多い
にぶし､賛概／にぶ

い賀概
昏通 Cl群

2281 189 62 20 奥虻／瓶で 降備(帆1K刺史) #11砂冊i曲 灰黄褐／灰黄 替通 C 群

2加2 189 62 1，
阿文(kL)／槻

で
降冊.W『沈陳 ､I妙jl1鳶にりい 灰黄褐／にぶい樋 仔通 ○ C 排

2283 189 62 11 岡文／撫で 降冊､1Wr沈練 111砂肺通 褐灰／灰〔I 粁過 C 聯

2284 189 唾 23 縄文／順で #1紗11通糞1W命む
洩黄符～縄灰／風

褐
仔逮 ○ ○ C 群

2285 1心9 唾 ” 縄懲岡丈／撫で ｳ11砂卯爾に多い 灰貫褐／灰黄褐 瞥通 C 鮮
22師 】” 62 25 縄忠岡文／胸で 平I 沈椋 温少ない 符／にぶい貫極 仔過 ○ C 厨

2鱒7 】” 】62 17M 縄も奥史／拘で 平1 乱轍
Nl砂非耐に多いｲ｢英

含む

灰貫網／にぶい黄
符

普過 C 塀

22“ 1脂9 6Z 17｝し 梅糸文／耐で 平1沈範 fM砂多し、石蔓含む 浪武鱈／洩黄砲 仔通 C 群

2289 1M9 62 24K 鹿糸文(】《ﾊ』＄

S)／損で
平1 沈敏 飢砂J1常に多い 損崎／崎 普通 C 群

22卯 l剛 62 18M 胸で／撫で 阿粥 Ⅷ抄J1常I 多い 叩】赤褐／熟岡 狩過 0 0 C 群
2291 '四 62 26K 伸,で／卿で 阿冊､沈鄭 帆砂ちい 鷺母念む 灰黄褐／にぶい栂 什通 C 群

2湖2 】糊 62 釦I 凋文〈RL)／撤

で
馳仰 飢砂非常↓ 多も、

にぶい黄椅／にぷ

い貫細
仔通 K 群力

2漣3 】幌） 62 17M 糸■／拘で
氏I砂非愈に多い雲母

含む

にぶい黄椅／浅黄

椅
甘通

2卸4 】” 62 ”〕 員文／胸で wl砂多い 符／侭 普通

2鋤5 1” 62 3IC 神で／俺で 肩【砂少を．、
にぶ‘､黄笹／灰貫

侭
普通 穴あり

2錨 1鱒 62 漣L 1言ぼ／他で gi砂』常に参･･、言母

命む
I長共褐／砿 誹逸

2鱒7 lg9 62 24K 伽でと■文／碑
一

毎脚赤に多い石英倉

む

にぶも､貫褐／に上

い褐
仔通

麹日 1卿 62 23K 胸で／1勺で 従姉
Ⅷ砂月-市に多h,雲母

含む
昂／によ.､質糧 何通 CII廓ヵ

“ 1籾 62 201) 値で／伸
一

耐l砂多､b
にぶ・､貢宮／灰黄

褐
仔通 ○

麺 I鋤 16雲 Z7J 橘糸文(R左8

”／殉で
喧 砂 多 L ､

に上･惑密／にぶ&、
鱈

何通

麺7 19＄ 去
雌

23K C4 豚 傑 【】紀毎 歯とりして国史 摘で／掬で 降号､81麦(C字形)､01史
馴紗多6、任石壱ｲf蔓

念じ
密／詞褐 良 0

赤色推彩

1劃1と同一

便体

2軸8 194
罪
睡 211‐ (>51 伝 い 【】腿怒 』るめ6 煩で／側で 時弱.61夷 Ⅱ1冊多・､禰英含む 庵／符 普通 赤色塗彩
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画 抑&4 lく唖 出士宅点 分鼠 秘10 吏到挺他 n 1 A 這 彪
2;蛍詞甚・逮犬

(外面／内当）
え 似 飴

色夷

(外貨／内向〕
趣嘆

蝿
一
外

鈎
一
内

侭．牙

2319 191
罪
唯

会
や
ｒ
ｌ

15K C5I 原 外

【B雌努

《81増

欠）

復－5／撹で 躍霧､施掠 Z【砂多い雷帥命じ $こぶい侭／灰尚 勝過 無色塗彩

23” 196
カラー

110食
17M C12 廠鉢 凧郁 撫で／撫で 隆補､61夷

飽 砂 非 蔀 に 多 い 震

母.珊英命む
珊灰黄／歴 f1通 州也峻諺

2351 198
命ツー

I】絵
SK7的

何JL爵

fj3j.

83命

【】繊罷 亜どり 描で／撫で 畿帯 籾砂詩鱒災ｨj命じ
に』:い黄侭／灰黄

終
、 w9色塗彩

2蕊 198
秀
雄

分
側

311 K1Ⅱ 侭外 K1級銘 亜とり 廉き／察3 淀厚.斑文〔I《い 圃砂曾述
1馬質縄／にぶい

縄

貢
血 0 鹸色喰彩

弥3錘 194
秀
嘩

《
弾
一
ｒ
■

lZG K7 ほ外 幽艶 患3／顕で 沈陣.縄文(1.R）
喧砂芥荒i

副含む

少ない
や
式

侭貧憾／縄灰 、過 0 搬色疲彩

23劃 191
〃ラー

【I雌
唾 邸6 ･1旬I 鯛83 患8／撫で 沈飽､縄文〈LR） 姐砂非徳I 少ない 肌褐／にぶい黄圃 N通 ル:色撞彩

2355 191
カラー

【l雄
91 Ⅱ6 1tII 11腺穏

期段i三ﾉﾘ牧に811
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郵妬 】91
カラー

1M会
18K 136 ｲ;rII 1.1m鯉
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鋤に“とり
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にぶい黄侭／にぶ

い黄掩
血 券色塗彩



98

第89表弥生土器観察表

第90表土師器・須恵器・陶磁器観察表

Na 挿図 図 版 曲士地点 分類 裾微 火測部位 四緑端部
器面調整

mm/内面）
胎 土 色調（表／内） 焼成

炭12物
備り

2301 190 163 201〕 遠賀川式系 奥 11織部 刻み
槍でと帆い刷

t/撫で

帆砂i¥-稀に
多い糞Iu命

む

樋／灰褐 良 ○ ○

2302 l” 163 18F 遠賀川式系 聾 I]嘩郁 刻み 桧で／磨き

岨砂非常に

多い霧伽含

む

灰黄褐／灰黄
褐

良 ○ ○

2303 190 163 18F 遠賀jI式系 夷
I］縁部

～胴部
刻み

撫でと帆い刷

毛／摸で

粗砂杵油認

{u含む
略褐／明掲 良 ○ ○

23“ 190 163
SK395．

SK411
違賀jI式系 聾

11縁部

～卯I部
刻み

撫でとⅧい刷

毛／撫で

Ⅷ砂少な1

雲(u含む
"l赤褐／樋 良 ○ ○

2305 l” 163 24K 遠買jI式系 壷 硝郁 控で／撞で
Ⅷ砂併通4

英含む

にぶい黄役／
灰褐

良

2306 190 163 17, 遭賀川式系 壷 1J隊部 面取り 廃さ／磨き

粗砂卯常に

少ない露(リ

含む

にぶい黄褐／

灰黄褐
良

2307 19(） 163 1411 遠賀川式系 顎 口維郁 面取り 隅＆／廃き Ⅷ砂少ない
灰黄褐／にぶ

い街燈
良

外w瓢色物
蒲

2308 190 163 3OII 不明 奥 11織郎 まるめる 桧で／撫で
帆砂J1;常に

少ない

１
１

ぶい黄椛／

ぶい黄役
良 ○

Ｉ
Ｄ

（
）

ﾄ

23” 190 163 29E 不明 喪 【】絶部 まるめる 槍で／控で

創砂非常に

多い霧母含
む

灰白／浅黄柵 杵通

2310 190 163 l1G 不明 史 【1絃部 面取り 撫で／摸で 粗砂多い
１
計
‐
‐
制

に
に

い菰樋／

い黄樋
杵通

23 1 90 63 9G Mil式系 噸 【1織部
面取りし

てつまみ
撫で／撫で 粗砂少ない

１
制
６
Ｗ

に
ぶ

い褐／に

黄褐
良

23
ワ
』 90 63 111 沈線文系 刑郁 捷で／撫で 粗 砂 杵 通 洩黄侭／褐灰 杵通 ○ ○

233 90 63 01〕 条鎮文系 壷 班郁 条禎／撫で
粗砂多いイI

英含む

洩黄燈／にぶ

い糧
良

2314 1帥 163 16, 条蝋文系 聾 胴部 条偵／撫で 岨砂少ない
にぶい黄／没

黄
仔通 ○

2315 190 163 1612 粂痩文系 奥 11雌部

曲取りし

て半俄竹

管押しりI

き

条浪／条痕
帆砂ttiisr.
母含む

側灰／褐灰 杵辿

N〔1 挿図 図版 出土地‘唖 器極
法量an

口娠 庇経 器商
鞍形・調整 胎土 色調 備砂

1131 65 164
瞭典イ

柵

i血 土師器

変
(14.2) 刷毛[1

柵砂非常に

少ない
肌褐／略灰此

内外Iniに煤、

炭化物付端

1132 65 164
瞭典イ

構

遺 土師器

実
(6)

岨砂卯常に

少ない
にぶい黄／にぶい‘黄

1133 66 164

P783(堀

立帖建物

跡桃穴）

灰粕陶

器段

皿

(12．8）
粗砂卯常に

少ない
灰オリーブ／灰黄

113‘1 67 164 SKル13
山 茶碗

碗
灰黄／にぶい雌 商台欠

2316 190 64 ﾙ1C
緬恵器

杯蓋
<16〉

帆砂Jh鮒に

少ない
灰茂／灰黄

2317 190 64 151〕
綱恵器

杯身
（8.8）

庇ImI‘11転向リ

り

姐 砂 非 常 に

少ない
灰黄／灰汰

2318 190 64 30M
須恵器

記▲ず

葛;2
(11．8）

観砂非常に

少ない
灰黄／灰武

2319 190 165 12K
灰粕陶

器皿
12 6.8 2．3

庇部外面回

転nil)り

粗 砂 非 常 に

少ない
灰黄／灰白

ftlfllに畢啓あ
り

2320 190 165 21

灰柚陶

器段

皿

(14.6） (7.4） ウリ
ー●“

M-iti外面回

椎､りり

棚砂卯‘常に

少ない
灰向／灰曲

2321 190 165 3OL
青磁

碗
(】6） (7) (5)

Ⅷ砂J1§常に

少ない
オリーブ賛／洩焚If 越州窯庶

2322 191 65 21F
灰軸陶

器碗
(19）

姐砂卯常に

少ない
灰黄／灰曲

2323 191 65 9E
灰軸陶

器碗
(15)

Ⅷ砂J1且'耐に

少ない
灰黄／灰就

232‘1 191 65 l2D
灰粕陶

器碗
(12)

帆 砂 非 常 に

少ない
灰黄／洩茂

2325 191 65 l4E
灰軸陶

器碗
《17）

狙砂非常に

少ない
灰黄／淡黄

2326 191 65 2‘1N
陶器

碗
(1‘1） 灰白／灰曲 古瀬ﾉー ；

2327 191 65 32F
陶器

碗
(12） 灰曲／灰121 志野

2328 191 165 26J
陶器

碗
(12) 賠褐／蹄縄 天11



Nq i m 似1版

2329 191 164

2330 191 164

2331 191 】64

2332 191 165

2333 191 165

2334 191 165

2335 191 165

2336 191 65

2337 191 65

2338 191 65

2339．

234(）
191 64

2341 191 65

2342 191 65

23.13 191 65

2344 191 165

2345 191 164

2346 191 164

出上地.点

21E

31C

8F

25〔）

24,

SK435

24別

SK435

10F

13D

l4E

91〕

230

l3C

16N

28H

15E

器撤

灰袖陶

器魂

灰袖陶

器深

碗

灰軸陶

器碗

青磁

碗

陶器

すり鉢

111茶碗

土師器

かわら

け

111茶碗

Ill茶碗
碗

Ill茶碗
碗

灰袖陶

器壷

111茶碗

碗

磁

碗

陶器

碗

陶器

健利

緬恵器

聾

緬忠器

聾

法 瞳 c 、

口推 庇径 器高

(1()） ･1．8 3‘2

(16．5） (8.4） 6．7

(8)

(9)

5

7．6

(8)

(16）

(8.8）

(7)

6

12．6

畷形・調雛

底面回転ﾊリ
り

底面回転剛
り

控で

庇血ml権糸

切り

斑面la]転糸
切り

庇1，回転糸

切り

外面平行叩

き痕、内面

同心円当て

典痕

外而擬裕子

叩き目痕、

内面平打叩

き痕・冒妬11

痕
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胎土 色i刈 備号

柵砂非常に

少ない
灰此／灰白

Ⅷ砂非常に

少ない
灰I'l/灰黄

鞭非常に少

ない
灰I'l/灰白

オリーブ灰／オ．リープ灰

Ⅷ 砂 非 常 に

少ない
H灰／黄灰 越前j恥

Ⅷ砂非常に

少ない
版繭／灰汰

Ⅷ砂非常に

少ない
洩此樋／我黄樋

川砂少ない 灰i'l/灰黄

411砂非常に
少ない

此灰／灰黄

Ⅷ砂非常に

少ない
洩黄／撲黄

蹄非常に少

ない
灰I'l/灰黄

磯非'常に少

ない
此灰／灰黄

灰批／灰白

灰I'l/灰I‘1

磯非柑に少

ない
I珊亦褐／にぶい柵

蹄非常に少

ない
灰／灰白

Ⅷ砂非常に

少ない
灰／灰白
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